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ロゴマークは昭和会の「S」と今給黎の「I」をモチーフに、「S」を表す円と

繋がりは、働く人・総合力・コミュニケーションを意味し、患者様に見立て

た「I」という 1人に対して、積極的に立ち向かう姿勢を表現したものです。

また黄緑は優しさ・温かさ、水色は誠実さ・清潔感をイメージしたものです。



ごあいさつ

代表理事  今給黎 尚典
公益財団法人昭和会　今給黎総合病院

　私達は約１,０００人の従業員、９１人の常勤医で２４時間救急を行っています。
　当直医が専門外の患者さんが搬送された時、オンコール（月に 120 ～ 130 人）で呼び出し救急患者に対し
て病院全体で当たるという方針です。午後６時以降の時間外手術（外傷、帝王切開、急性腹膜炎）を月に２０
～３０件行っています。本年度は救急車２,７５５台、年間手術４,１９７例を行っています。
　地域医療支援病院、国指定の地域がん診療連携拠点病院の認定を頂き、市立病院と共同で鹿児島県地域周
産期母子医療センターを運営しています。
　県下約９００施設からの患者紹介を頂いており、各施設の皆様に厚く御礼申し上げます。
　より良き医療をめざし、チーム医療として、病理、放射線科の医師を含めた各科での合同カンファレンスを
毎週活発に行い、研修医を含め、専門医、指導医の資格を有すべく勉強会を開催しています。
　地域の中隔病院としての責務であろうと考えています。

　当病院は創立７８年を迎えていますが、先代が戦後の昭和２２年、戦災で焼け失せた診療所跡地の４４７坪、
２４床で始めた病院で、４５０床の総合病院となるや本館、別館、クリニックと約２ ,８８０坪余りに分断され
設立されており、患者さんにとって利便性の悪い病院となっています。また、狭隘で耐震性に乏しく、この十
数年病院の建て替えも喫緊の問題となっていました。
　本年、南国殖産を中心に高田病院、当院ら４者で構成された共同事業体の事業提案が選定され、鹿児島交
通局跡地の交渉権を得ました。
　２０２０年の新病院オープンに向けて、更なる急性期に特化した病院を目指し、全職員の総力を挙げて取り
組む覚悟でいます。
　皆様のご理解を頂きますようお願い申し上げます。

　急性期総合病院として鹿児島大学、昭和大学、福岡大学より医師の派遣を頂いています。
　今までご指導ご鞭撻を頂いた各大学の先生方、ご紹介を頂いた全県下の各病院の方々に重ねて御礼を申し
上げたいと存じます。

■基本理念・基本方針・運営方針

■ Ⅰ. 病院概要

■ Ⅱ. 病院統計

■ Ⅲ. 部門報告
各診療科報告
各部署報告

■ Ⅳ. 会議･委員会活動報告

■ Ⅴ. 研究実績

■ Ⅵ. 昭和会クリニックの現況

■ 巻末資料 公益財団昭和会事業実施概要書
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病院概要
● 病院概要

● 昭和会の沿革

● 昭和会の組織図

● 今給黎総合病院の現況

● 病院施設概要

● 医師研修施設指定の現状

● 諸制度の指定状況

● 会議・委員会組織図

● 医療設備概要



昭和会の理念
 「協力・貢献・向上」

１．全職員の協力体制

２．地域社会への貢献

３．自己研鑽と向上心

昭和会の基本方針
１．質の高い医療の提供を目指し、全職員一致協力して努力します。

２．生命の尊さを認識し、地域社会に貢献します。

３．常に向上心を持って、自己研鑽に励みます。

昭和会の運営方針

１．地域のセンター病院として、最新・最高の医療を提供すべく、高度の医療

機器を充実し、全職員の医学研修を推進する。 そのために、各分野関連

の大学各教室・各研究機関との交流に努め、また夫々の学会参加を助成

する。

２．高度医療機器の公開利用に努め、最新で効率的且つ倫理的医療の充実

を図る。

３．救急医療24時間受け入れ体制の充実。

 当病院全職員(全科オンコール体制)の協力のもとに24時間体制で全県下

・離島の救急患者を積極的に受け入れ救急医療の使命を達成する。

４．21世紀の少子高齢化社会の医療に対応すべく、地域の保健・医療・福祉

施設と密な連携に努め、有効的な医療の提供を図る。

５．地域に開かれた病院を目指し、健康増進活動に積極的に取り組み、活動

の充実・発展を図る。 

地域がん診療連携拠点病院

地域医療支援病院

県へき地医療拠点病院（遠隔医療支援） 洋上救急業務支援協力医療機関

県指定地域周産期母子医療センター 基幹型医師臨床研修病院

理念 基本方針 運営方針

病院概要
● 病院概要

● 昭和会の沿革

● 昭和会の組織図

● 今給黎総合病院の現況

● 病院施設概要

● 医師研修施設指定の現状

● 諸制度の指定状況

● 会議・委員会組織図

● 医療設備概要
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院 院

（平成28年3月現在）
病院概要
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（平成28年3月現在）
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院 院

 和13年 7月 現在地に今給 医院開設

 和22年 11月 今給 病院開設 24床

 和30年  2月 コンクリート2  病 41床

 和32年  6月 65床

 和35年  2月 看護婦 新

 和35年  5月 80床

 和32年  7月 医師 宅新

 和39年  5月 「医療法人 和会」設立 120床

 和39年  7月 救急 病院指定

 和40年 7月 民法第34 による「 法人 和会」設立

 和42年 1月 160床

 和44年  4月 コンクリート3 病院新

 和44年  8月 第 看護婦 ・ 医師 宅 新

 和45年  10月 220床

 和47年  10月 職員 宅（ ）新

 和50年  12月 コンクリート 第 子 ・院内託児 新

 和53年  10月 コンクリート7 本館新 300床

 和54年  3月 325床

 和54年  8月 コンクリート 第 子 新

 和58年  2月 医師 宅 新

 和62年  1月 第 看護婦 新

 和62年  9月 別館4 新

   本館・別館の連絡路として地下道 3 成

 和63年  1月 450床 、本館全 改 、総合医療 診療科整

 和63年  8月 第 看護婦 新 、 子 新

 平成 年  1月 医師研修等 新

 平成9年  9月 外 患者専用 動管理式 成

 平成10年  3月 医局 3 新

 平成13年  3月 日本医療機能評 機 「 定証」 一 病院種別

 平成14年  1月 民 ビル 3 、研修 として

 平成15年  10月 「基幹 臨床研修病院」　指定

 平成17年  5月 和会クリ ック開院 診療 の電子化開

 平成17年  12月 今給 総合病院 外 診療 の電子化開

 平成18年  8月 歯科・歯科 外科開設

 平成19年  10月 リ アック 働開

 平成21年  12月 「公 法人 和会」へ法人名

 平成22年  2月 今給 総合病院 院診療 の電子化開

 平成24年  4月 厚労省「地域がん診療連携拠点病院」指定

 平成25年  3月 地域医療支援病院 定

昭和会の沿革

人 事 課

総 務 課

理 課

医療情報管理課

用 度 課

営

和会 事務局

代表理事

公 法人 和会理事会 評議員会

事務局長

診療支援部長診療支援部門

看護部長看 護 部

院　長

今給 総合病院 宅介護支援事業和会クリ ック

院　長

院長

院長

診療部長診 療 部 門

Cセンター

薬 剤 部

中央臨床検査部

リハビリテーション部

歯科 外科

診療補助部

中央放射線部

医療安全管理課

褥瘡管理課

緩和医療課

感染管理課

施 設 課内 科

血 液 内 科

病内科

消化器内科

器内科

呼吸器内科

内 科

外 科

呼吸器外科

整 外 科

リハビリテーション科

成 外 科

外科

産 婦 人 科

新生児内科

小 児 科

器 科

科

管食道・ いんこ 科

科

科

放射線診 科

放射線治療科

緩 和 医 療 科

救 急 科

病理診 科

在宅診療科

歯 科

歯科 外科

内 科

病内科

内 科

呼吸器内科

小 児 科

整 外 科

成 外 科

外科

科

新生児内科

管食道・ いんこ 科

放 射 線 科

歯 科

歯科 外科

病理診 科

診療部長

事務長

診 療 部 門

診療支援部長診療支援部門

看 護 部

医 事 部

技工士･衛生士

ナースアシスタント

がん相談支援センター

薬 剤 部

病 理 部

中央臨床検査部

診療情報管理部

リハビリテーション部

診療補助部

中央放射線部

臨床工学部

栄養管理部

在宅医療部

栄養サポート課

退院調整支援

医 療 連 携 相 談 支 援

患者サポートチーム

緩 和 ケ ア チ ー ム

医 事 部
看 護 部 長

人 事 管 理
看護教育

看 護 部 長
看護業務
退院調整支援

新生児特定集中治療
退院調整看護師

東

西

NICU･GCU

東

中 央

西

西

外

南

I C U

手 術

サプライ

看 護 部 長
労務管理
患者サポート

専 看 護 師

平成28年3月31日現在

昭和会の組織図
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患者サポート

専 看 護 師

平成28年3月31日現在

昭和会の組織図
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院 院

(1) 科 （27 診療科） 

 内科 , 病内科 , 血液内科 , 内科 呼

吸器内科 消化器内科 器内科 小児科

外科（肝臓･消化器･乳 ･内分 ･小児･

門）整 外科 成外科 外科 呼吸器

外科 科 器科 産婦人科 新生児内

科 科 管食道･ いんこ 科 リハビ

リテーション科 放射線診 科 放射線治療

科  歯科 歯科 外科 科 救急科  病

理診 科

12

2

18

19

7

12

10

1

13

10

11

10

9

134

19

19

61

43

37

37

31

8

45

43

33

50

24

450

産婦人科

新生児内科

外科,消内, 成

呼内,呼外,緩医

内, 内,整

外,

科, 成

外科, 科

放射線科,総内

内科, 科

整 外科

整 外科

小児科,歯科 外科
管食道･ いんこ 科

研 修

医師研修等

第 1 子

第 2

第 3

第 4

第 5

子

保 育 園

 156.6

 224 2

 616.8

 987 8

 1,000 2

 286 6

 200 6

 1,582 0

第3 と
同 地）

 280 1

 523 9

 1,329 7

 2,243 0

 521 2

 535.8

 409.9

 433.5

 157 1

 179 0

 2,632 5

 81,642 0

H28 3 31 現在

な 診 療 科

今給黎総合病院の現況

H28 3 31 現在

・会議室・和温療法室・患者図書室
・高気圧酸素治療室・臨床工学部・理事長室

・病理部・看護部長室・言語聴覚室・当直室
・病棟（眼、形）・ナースステーション（4F西）
・病床管理部

・病棟（呼内、呼外、緩医、循内、糖内、整、脳外、泌）
・ナースステーション（3F西、3F中、3F東）

・病棟（小、気･耳、歯口外）
・ナースステーション（4F北）
・病棟（整）
・ナースステーション（3F北、3F南）

・病棟（放、総内、神内、皮）
・ナースステーション（2F北、2F南）

・中央臨床検査部・リニアックセンター
・生理検査室（心エコー･脳波・筋電図）
・栄養管理室・調理室・浴場

・講義室（大ホール）
・機能訓練室（理学･作業・言語）
・ハーバードタンク室
・洗濯室・リハビリテーション部

・気管支鏡準備室
・病理解剖室・霊安室

・病棟（産婦、周産母子、外、消内、形）
・ ナースステーション（2F西、2F東、NICU･GCU）
・薬剤部薬剤管理室

・放射線科外来診察室・中央放射線部
・画像診断室・診療情報管理部
・中央監視センター・自家発電装置室
・高圧変電室・空調機械室・売店

・前立腺シード室

・総合案内・患者サポート相談室
・総合受付・薬剤部・医事部
・救急室・総合処置室・外来化学療法室
・各科外来診療室・薬品情報室
・内視鏡室（消化器）・がん相談支援センター
・外来検査室・心電図室・栄養相談室
・新入院患者様待合室・家族控室（ＩＣＵ･手術）

・中央手術室６室（手術台８台）

カンファレンスルーム・医　局

医 局 ・ 院 長 室

医 局 ・ 当 直 室

医療相談室・地域医療連携室・感染管理課
医療安全管理課・褥瘡管理課・緩和医療課

在宅医療部・看護師控室

公益財団法人昭和会　事務局

研　修　室

研　修　室

テナント

・ＩＣＵ室（８床）・サプライセンター

病院施設概要
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院 院

(1) 科 （27 診療科） 

 内科 , 病内科 , 血液内科 , 内科 呼

吸器内科 消化器内科 器内科 小児科

外科（肝臓･消化器･乳 ･内分 ･小児･

門）整 外科 成外科 外科 呼吸器

外科 科 器科 産婦人科 新生児内

科 科 管食道･ いんこ 科 リハビ

リテーション科 放射線診 科 放射線治療

科  歯科 歯科 外科 科 救急科  病

理診 科

12

2

18

19

7

12

10

1

13

10

11

10

9

134

19

19

61

43

37

37

31

8

45

43

33

50

24

450

産婦人科

新生児内科

外科,消内, 成

呼内,呼外,緩医

内, 内,整

外,

科, 成

外科, 科

放射線科,総内

内科, 科

整 外科

整 外科

小児科,歯科 外科
管食道･ いんこ 科

研 修

医師研修等

第 1 子

第 2

第 3

第 4

第 5

子

保 育 園

 156.6

 224 2

 616.8

 987 8

 1,000 2

 286 6

 200 6

 1,582 0

第3 と
同 地）

 280 1

 523 9

 1,329 7

 2,243 0

 521 2

 535.8

 409.9

 433.5

 157 1

 179 0

 2,632 5

 81,642 0

H28 3 31 現在

な 診 療 科

今給黎総合病院の現況

H28 3 31 現在

・会議室・和温療法室・患者図書室
・高気圧酸素治療室・臨床工学部・理事長室

・病理部・看護部長室・言語聴覚室・当直室
・病棟（眼、形）・ナースステーション（4F西）
・病床管理部

・病棟（呼内、呼外、緩医、循内、糖内、整、脳外、泌）
・ナースステーション（3F西、3F中、3F東）

・病棟（小、気･耳、歯口外）
・ナースステーション（4F北）
・病棟（整）
・ナースステーション（3F北、3F南）

・病棟（放、総内、神内、皮）
・ナースステーション（2F北、2F南）

・中央臨床検査部・リニアックセンター
・生理検査室（心エコー･脳波・筋電図）
・栄養管理室・調理室・浴場

・講義室（大ホール）
・機能訓練室（理学･作業・言語）
・ハーバードタンク室
・洗濯室・リハビリテーション部

・気管支鏡準備室
・病理解剖室・霊安室

・病棟（産婦、周産母子、外、消内、形）
・ ナースステーション（2F西、2F東、NICU･GCU）
・薬剤部薬剤管理室

・放射線科外来診察室・中央放射線部
・画像診断室・診療情報管理部
・中央監視センター・自家発電装置室
・高圧変電室・空調機械室・売店

・前立腺シード室

・総合案内・患者サポート相談室
・総合受付・薬剤部・医事部
・救急室・総合処置室・外来化学療法室
・各科外来診療室・薬品情報室
・内視鏡室（消化器）・がん相談支援センター
・外来検査室・心電図室・栄養相談室
・新入院患者様待合室・家族控室（ＩＣＵ･手術）

・中央手術室６室（手術台８台）

カンファレンスルーム・医　局

医 局 ・ 院 長 室

医 局 ・ 当 直 室

医療相談室・地域医療連携室・感染管理課
医療安全管理課・褥瘡管理課・緩和医療課

在宅医療部・看護師控室

公益財団法人昭和会　事務局

研　修　室

研　修　室

テナント

・ＩＣＵ室（８床）・サプライセンター

病院施設概要



10

院 院

S58  4  11 日本整 外科学会･専門医研修施設
S63  1  1 日本 器科学会･専門医教育施設
S63  9  1 日本 科学会･専門医研修施設
H2  5  18 日本 科学会･ 科 研修施設
H2  12  19 日本内科学会･ 定医教育関連病院
H3  4  1 日本医学放射線学会･専門医修 機関
H3  4  1 日本 科学会･専門医研修施設
H4  7  13 日本 外科学会･専門医指定
H7  3  22 日本 成外科学会･ 定医研修施設
H7  5  10 日本呼吸器外科学会･専門医 定制度施設
H7  11  21 日本外科学会･専門医制度修 施設
H8  4  1 日本病理学会･ 定病理制度 施設
H13. 7. 30 日本 部外科学会･ 定医 定制度関連施設
H14  4  1 日本 科学会･専門医研修施設
H15  4  1 日本 学会･専門医制度教育関連施設
H15  4  1 日本臨床 学会･ 定施設
H16  4  1 日本 産 新生児医学会･ 産 新生児
   専門医 定研修施設
H17  2  11 日本 卒中学会 専門医研修教育施設
H17  12  1 日本消化器内視 学会･専門医指導施設
H18  4  1 日本 産 ･新生児医学会 産 母 ･
   児 専門医 定研修施設
H19  10  24 日本放射線 学会 定施設
H19  11  1 日本がん治療 定医機  定研修施設
H20  4  1 呼吸器外科専門医合同委員会･基幹施設
H20  4  1 日本 器科学会･基幹教育施設
H20  12  20 日本呼吸器学会･専門医制度関連施設
H21  4  1 日本集中治療医学会･専門医研修施設
H21  4  1 日本血液学会･ 定研修施設
H21  10  1 日本産婦人科学会･専門医制度卒後臨床研
   修指導施設
H21  10  1 日本 外科学会･専門医制度研修施設
H22  1  1 日本救急医学会･専門医指定施設
H23  1  1 日本消化器外科学会･専門医研修施設
H23  7  1 日本 道学会･指導医制度指導施設
H24  1  1 日本消化器病学会･専門医制度 定施設）
H25  1  13 日本手外科学会研修施設
H26  1  1 日本I R学会専門医修 施設
H27  11  1 日本消化器学会 腸科指導施設
H28. 1. 1 日本呼吸器内視 学会 管支 関連 定施設

の の施設 定
H16  8  1 マン グラフィ検診 度管理中央委員会
   定施設
H17 4  1 日本栄養療法推進協議会NST 動施設
H17  11  1 日本 腸栄養学会NST 動施設
H23  2  17 日本 腸栄養学会NST専門療法士
   実施修 施設
H23. 4. 1 日本臨床衛生検査技師会･ 度管理保証施設

28 3現在

　 種法による 院の 指定状

1  保 医療機関
2  国民健 保 医療 機関
3  労 保 指定病院
4  労 保 二 健診等給付病院
5  生活保護法指定病院
6  介護保 法「 宅介護支援事業 」指定病院
7  生活保護法「 宅介護支援事業 」指定病院
8  者 立支援法「 生医療」「育成医療」指定

病院（整 外科・ 成外科・ 科・腎臓・
・ に関する医療）

9  者 立支援法「 通院医療」指定病院
 （ 内科に関する医療）
10 感染症法（第37 の2）指定病院
11 原子 者医療法一 疾病医療 病院
12 母体保護法指定病院「不 手術」
13 特定疾患治療研究事業に係る医療指定病院
14 小児慢性特定疾患治療研究事業に係る医療指定病

院
15 天性血液 子 等治療研究事業に係る医

療指定病院
16 母子保健法指定病院「養育医療」
17 国管理及び 民 定法指定病院
18 救急 病院

　九州厚生局による 院の 事  

　 基本診療 の施設基 等 

一 病 院基本 7対1  
総合 院体制加
臨床研修病院 院診療加 （基幹 ）
救急医療管理加
急性 卒中加
産婦 急 院加  

診療 管理体制加  
医師事務 業補助体制加 25:1 
急性 看護補助体制加 25:1 
急性 看護補助体制加 の 3に る看護職員

加
重症者等療養 特別加
緩和ケア診療加
がん診療連携拠点病院加   　　　      
医療安全対策加                     
感染防止対策加 1　　　　　　
感染防止対策地域連携加 　
褥瘡ハイリスク患者ケア加 　　　
ハイリスク分 管理加
ハイリスク 管理加
退院調整加
救急 患者地域連携 介加
救急 患者地域連携 加
呼吸ケアチーム加
データ 加 2 
特定集中治療 管理 4
新生児特定集中治療 管理 1
新生児治療回 院医療管理
小児 院医療管理 5
患者サポート体制 実加
栄養サポートチーム加
新生児特定集中治療 退院調整加
回 リハビリテーション 院 3

　 特 診療 の施設基 等

がん性 緩和指導管理   
がん患者指導管理 1,2,3
外 緩和ケア管理    
院内トリアージ実施  

日救急 医学管理  
外 リハビリテーション診療  
外 放射線 射診療
コチン 管理  

開放 病院共同指導
地域連携診療 管理
がん治療連携 策定  
がん治療連携管理 　　　　　　　 
薬剤管理指導  
医療機器安全管理 1,2 
在宅 看護・指導

血 定器加
定検査  

検体検査管理加 （ ）
内 行

下連 式グルコース 定　　　　　  
学的検査
視下 管支 検査加          

診 管理加 1　　　　　　　　 
診 管理加 2　　　　　　   　

CT 及びMRI 　　　　　　  　
動 CT 加  

放射線治療専 加  
高エネル ー放射線治療
1回線量 加加
病理診 管理加 1 
大腸CT 加

性 剤 管理加
外 化学療法加 1
菌 剤 理
血管疾患等リハビリテーション （ ）

運動器リハビリテーション
呼吸器リハビリテーション
がん患者リハビリテーション

器による再 手術
乳がんセンチネルリンパ節加 1
内 手術
再 術
下肝 術
下 体 部 術
下 性 手術
下 立 性 手術

ースメーカー 術及び ースメーカー交換術
医科点 表第2 第10部手術の通 5及び6に る
手術
医科点 表第2 第10部手術の通 の16に る手術

設 嚥下機能評 加
血管理
血 使用加

人工 門・人工 設術 加
管理 （ ）

外 放射線治療加
線加 器による定 放射線治療

の の 指定状

H15.10 基幹 臨床研修病院
H20 4 1 厚生労働省 対象病院
H20 9 1 県指定 かごしま子育て応援 業
H20 10 1 産科医療補 制度加 医療機関
H20 11 26 県 性医師 職研修事業指定病院
H21 3 27 県指定 地域 産 母子医療センター
H21 10 1 県消防・防 リコプター救患 医師

システム 病院
H24.4.1 厚生労働省指定 地域がん診療連携拠点病院
H24 4 11 歯科医師臨床研修病院（協 ）
H24 6 7 県エイズ治療拠点病院
H25 3 22 県指定 地域医療支援病院

 ・洋上救急業務支援協 医療機関
 ・厚生労働省　医薬 ･医療器 安全性情報協 施設
・県 卒中情報システム推進事業の

情報 協 医療機関
・県町 会指定 島 急医療対策支援協 医療機関
・県へき地医療拠点病院（ 医療支援）
・県重症 病医療協 病院（ 施設）
・ 治療協 医療機関
・鹿児島市高規 救急 指 病院
・県救急・ 医療情報システム 病院
・県広域 医療情報システム（ MIS） 病院
・市指定 にこにこ子育て応援隊 定 業
・県地域 産 医療支援病院
・ 種健診（検診）・予防 種等 託医療機関
  　　

28 3現在

医師研修施設指定の現状 諸制度の指定状況
　 種法による 院の 指定状

1  保 医療機関
2  国民健 保 医療 機関
3  労 保 指定病院
4  労 保 二 健診等給付病院
5  生活保護法指定病院
6  介護保 法「 宅介護支援事業 」指定病院
7  生活保護法「 宅介護支援事業 」指定病院
8  者 立支援法「 生医療」「育成医療」指定

病院（整 外科・ 成外科・ 科・腎臓・
・ に関する医療）

9  者 立支援法「 通院医療」指定病院
 （ 内科に関する医療）
10 感染症法（第37 の2）指定病院
11 原子 者医療法一 疾病医療 病院
12 母体保護法指定病院「不 手術」
13 特定疾患治療研究事業に係る医療指定病院
14 小児慢性特定疾患治療研究事業に係る医療指定病

院
15 天性血液 子 等治療研究事業に係る医

療指定病院
16 母子保健法指定病院「養育医療」
17 国管理及び 民 定法指定病院
18 救急 病院

　九州厚生局による 院の 事  

　 基本診療 の施設基 等 

一 病 院基本 7対1  
総合 院体制加
臨床研修病院 院診療加 （基幹 ）
救急医療管理加
急性 卒中加
産婦 急 院加  

診療 管理体制加  
医師事務 業補助体制加 25:1 
急性 看護補助体制加 25:1 
急性 看護補助体制加 の 3に る看護職員

加
重症者等療養 特別加
緩和ケア診療加
がん診療連携拠点病院加   　　　      
医療安全対策加                     
感染防止対策加 1　　　　　　
感染防止対策地域連携加 　
褥瘡ハイリスク患者ケア加 　　　
ハイリスク分 管理加
ハイリスク 管理加
退院調整加
救急 患者地域連携 介加
救急 患者地域連携 加
呼吸ケアチーム加
データ 加 2 
特定集中治療 管理 4
新生児特定集中治療 管理 1
新生児治療回 院医療管理
小児 院医療管理 5
患者サポート体制 実加
栄養サポートチーム加
新生児特定集中治療 退院調整加
回 リハビリテーション 院 3

　 特 診療 の施設基 等

がん性 緩和指導管理   
がん患者指導管理 1,2,3
外 緩和ケア管理    
院内トリアージ実施  

日救急 医学管理  
外 リハビリテーション診療  
外 放射線 射診療
コチン 管理  

開放 病院共同指導
地域連携診療 管理
がん治療連携 策定  
がん治療連携管理 　　　　　　　 
薬剤管理指導  
医療機器安全管理 1,2 
在宅 看護・指導

血 定器加
定検査  

検体検査管理加 （ ）
内 行

下連 式グルコース 定　　　　　  
学的検査
視下 管支 検査加          

診 管理加 1　　　　　　　　 
診 管理加 2　　　　　　   　

CT 及びMRI 　　　　　　  　
動 CT 加  

放射線治療専 加  
高エネル ー放射線治療
1回線量 加加
病理診 管理加 1 
大腸CT 加

性 剤 管理加
外 化学療法加 1
菌 剤 理
血管疾患等リハビリテーション （ ）

運動器リハビリテーション
呼吸器リハビリテーション
がん患者リハビリテーション

器による再 手術
乳がんセンチネルリンパ節加 1
内 手術
再 術
下肝 術
下 体 部 術
下 性 手術
下 立 性 手術

ースメーカー 術及び ースメーカー交換術
医科点 表第2 第10部手術の通 5及び6に る
手術
医科点 表第2 第10部手術の通 の16に る手術

設 嚥下機能評 加
血管理
血 使用加

人工 門・人工 設術 加
管理 （ ）

外 放射線治療加
線加 器による定 放射線治療

の の 指定状

H15.10 基幹 臨床研修病院
H20 4 1 厚生労働省 対象病院
H20 9 1 県指定 かごしま子育て応援 業
H20 10 1 産科医療補 制度加 医療機関
H20 11 26 県 性医師 職研修事業指定病院
H21 3 27 県指定 地域 産 母子医療センター
H21 10 1 県消防・防 リコプター救患 医師

システム 病院
H24.4.1 厚生労働省指定 地域がん診療連携拠点病院
H24 4 11 歯科医師臨床研修病院（協 ）
H24 6 7 県エイズ治療拠点病院
H25 3 22 県指定 地域医療支援病院

 ・洋上救急業務支援協 医療機関
 ・厚生労働省　医薬 ･医療器 安全性情報協 施設
・県 卒中情報システム推進事業の

情報 協 医療機関
・県町 会指定 島 急医療対策支援協 医療機関
・県へき地医療拠点病院（ 医療支援）
・県重症 病医療協 病院（ 施設）
・ 治療協 医療機関
・鹿児島市高規 救急 指 病院
・県救急・ 医療情報システム 病院
・県広域 医療情報システム（ MIS） 病院
・市指定 にこにこ子育て応援隊 定 業
・県地域 産 医療支援病院
・ 種健診（検診）・予防 種等 託医療機関
  　　

28 3現在



11

院 院

S58  4  11 日本整 外科学会･専門医研修施設
S63  1  1 日本 器科学会･専門医教育施設
S63  9  1 日本 科学会･専門医研修施設
H2  5  18 日本 科学会･ 科 研修施設
H2  12  19 日本内科学会･ 定医教育関連病院
H3  4  1 日本医学放射線学会･専門医修 機関
H3  4  1 日本 科学会･専門医研修施設
H4  7  13 日本 外科学会･専門医指定
H7  3  22 日本 成外科学会･ 定医研修施設
H7  5  10 日本呼吸器外科学会･専門医 定制度施設
H7  11  21 日本外科学会･専門医制度修 施設
H8  4  1 日本病理学会･ 定病理制度 施設
H13. 7. 30 日本 部外科学会･ 定医 定制度関連施設
H14  4  1 日本 科学会･専門医研修施設
H15  4  1 日本 学会･専門医制度教育関連施設
H15  4  1 日本臨床 学会･ 定施設
H16  4  1 日本 産 新生児医学会･ 産 新生児
   専門医 定研修施設
H17  2  11 日本 卒中学会 専門医研修教育施設
H17  12  1 日本消化器内視 学会･専門医指導施設
H18  4  1 日本 産 ･新生児医学会 産 母 ･
   児 専門医 定研修施設
H19  10  24 日本放射線 学会 定施設
H19  11  1 日本がん治療 定医機  定研修施設
H20  4  1 呼吸器外科専門医合同委員会･基幹施設
H20  4  1 日本 器科学会･基幹教育施設
H20  12  20 日本呼吸器学会･専門医制度関連施設
H21  4  1 日本集中治療医学会･専門医研修施設
H21  4  1 日本血液学会･ 定研修施設
H21  10  1 日本産婦人科学会･専門医制度卒後臨床研
   修指導施設
H21  10  1 日本 外科学会･専門医制度研修施設
H22  1  1 日本救急医学会･専門医指定施設
H23  1  1 日本消化器外科学会･専門医研修施設
H23  7  1 日本 道学会･指導医制度指導施設
H24  1  1 日本消化器病学会･専門医制度 定施設）
H25  1  13 日本手外科学会研修施設
H26  1  1 日本I R学会専門医修 施設
H27  11  1 日本消化器学会 腸科指導施設
H28. 1. 1 日本呼吸器内視 学会 管支 関連 定施設

の の施設 定
H16  8  1 マン グラフィ検診 度管理中央委員会
   定施設
H17 4  1 日本栄養療法推進協議会NST 動施設
H17  11  1 日本 腸栄養学会NST 動施設
H23  2  17 日本 腸栄養学会NST専門療法士
   実施修 施設
H23. 4. 1 日本臨床衛生検査技師会･ 度管理保証施設

28 3現在

　 種法による 院の 指定状

1  保 医療機関
2  国民健 保 医療 機関
3  労 保 指定病院
4  労 保 二 健診等給付病院
5  生活保護法指定病院
6  介護保 法「 宅介護支援事業 」指定病院
7  生活保護法「 宅介護支援事業 」指定病院
8  者 立支援法「 生医療」「育成医療」指定

病院（整 外科・ 成外科・ 科・腎臓・
・ に関する医療）

9  者 立支援法「 通院医療」指定病院
 （ 内科に関する医療）
10 感染症法（第37 の2）指定病院
11 原子 者医療法一 疾病医療 病院
12 母体保護法指定病院「不 手術」
13 特定疾患治療研究事業に係る医療指定病院
14 小児慢性特定疾患治療研究事業に係る医療指定病

院
15 天性血液 子 等治療研究事業に係る医

療指定病院
16 母子保健法指定病院「養育医療」
17 国管理及び 民 定法指定病院
18 救急 病院

　九州厚生局による 院の 事  

　 基本診療 の施設基 等 

一 病 院基本 7対1  
総合 院体制加
臨床研修病院 院診療加 （基幹 ）
救急医療管理加
急性 卒中加
産婦 急 院加  

診療 管理体制加  
医師事務 業補助体制加 25:1 
急性 看護補助体制加 25:1 
急性 看護補助体制加 の 3に る看護職員

加
重症者等療養 特別加
緩和ケア診療加
がん診療連携拠点病院加   　　　      
医療安全対策加                     
感染防止対策加 1　　　　　　
感染防止対策地域連携加 　
褥瘡ハイリスク患者ケア加 　　　
ハイリスク分 管理加
ハイリスク 管理加
退院調整加
救急 患者地域連携 介加
救急 患者地域連携 加
呼吸ケアチーム加
データ 加 2 
特定集中治療 管理 4
新生児特定集中治療 管理 1
新生児治療回 院医療管理
小児 院医療管理 5
患者サポート体制 実加
栄養サポートチーム加
新生児特定集中治療 退院調整加
回 リハビリテーション 院 3

　 特 診療 の施設基 等

がん性 緩和指導管理   
がん患者指導管理 1,2,3
外 緩和ケア管理    
院内トリアージ実施  

日救急 医学管理  
外 リハビリテーション診療  
外 放射線 射診療
コチン 管理  

開放 病院共同指導
地域連携診療 管理
がん治療連携 策定  
がん治療連携管理 　　　　　　　 
薬剤管理指導  
医療機器安全管理 1,2 
在宅 看護・指導

血 定器加
定検査  

検体検査管理加 （ ）
内 行

下連 式グルコース 定　　　　　  
学的検査
視下 管支 検査加          

診 管理加 1　　　　　　　　 
診 管理加 2　　　　　　   　

CT 及びMRI 　　　　　　  　
動 CT 加  

放射線治療専 加  
高エネル ー放射線治療
1回線量 加加
病理診 管理加 1 
大腸CT 加

性 剤 管理加
外 化学療法加 1
菌 剤 理
血管疾患等リハビリテーション （ ）

運動器リハビリテーション
呼吸器リハビリテーション
がん患者リハビリテーション

器による再 手術
乳がんセンチネルリンパ節加 1
内 手術
再 術
下肝 術
下 体 部 術
下 性 手術
下 立 性 手術

ースメーカー 術及び ースメーカー交換術
医科点 表第2 第10部手術の通 5及び6に る
手術
医科点 表第2 第10部手術の通 の16に る手術

設 嚥下機能評 加
血管理
血 使用加

人工 門・人工 設術 加
管理 （ ）

外 放射線治療加
線加 器による定 放射線治療

の の 指定状

H15.10 基幹 臨床研修病院
H20 4 1 厚生労働省 対象病院
H20 9 1 県指定 かごしま子育て応援 業
H20 10 1 産科医療補 制度加 医療機関
H20 11 26 県 性医師 職研修事業指定病院
H21 3 27 県指定 地域 産 母子医療センター
H21 10 1 県消防・防 リコプター救患 医師

システム 病院
H24.4.1 厚生労働省指定 地域がん診療連携拠点病院
H24 4 11 歯科医師臨床研修病院（協 ）
H24 6 7 県エイズ治療拠点病院
H25 3 22 県指定 地域医療支援病院

 ・洋上救急業務支援協 医療機関
 ・厚生労働省　医薬 ･医療器 安全性情報協 施設
・県 卒中情報システム推進事業の

情報 協 医療機関
・県町 会指定 島 急医療対策支援協 医療機関
・県へき地医療拠点病院（ 医療支援）
・県重症 病医療協 病院（ 施設）
・ 治療協 医療機関
・鹿児島市高規 救急 指 病院
・県救急・ 医療情報システム 病院
・県広域 医療情報システム（ MIS） 病院
・市指定 にこにこ子育て応援隊 定 業
・県地域 産 医療支援病院
・ 種健診（検診）・予防 種等 託医療機関
  　　

28 3現在

医師研修施設指定の現状 諸制度の指定状況
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2  国民健 保 医療 機関
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 （ 内科に関する医療）
10 感染症法（第37 の2）指定病院
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救急医療管理加
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下連 式グルコース 定　　　　　  
学的検査
視下 管支 検査加          

診 管理加 1　　　　　　　　 
診 管理加 2　　　　　　   　

CT 及びMRI 　　　　　　  　
動 CT 加  

放射線治療専 加  
高エネル ー放射線治療
1回線量 加加
病理診 管理加 1 
大腸CT 加

性 剤 管理加
外 化学療法加 1
菌 剤 理
血管疾患等リハビリテーション （ ）

運動器リハビリテーション
呼吸器リハビリテーション
がん患者リハビリテーション

器による再 手術
乳がんセンチネルリンパ節加 1
内 手術
再 術
下肝 術
下 体 部 術
下 性 手術
下 立 性 手術

ースメーカー 術及び ースメーカー交換術
医科点 表第2 第10部手術の通 5及び6に る
手術
医科点 表第2 第10部手術の通 の16に る手術

設 嚥下機能評 加
血管理
血 使用加

人工 門・人工 設術 加
管理 （ ）

外 放射線治療加
線加 器による定 放射線治療

の の 指定状

H15.10 基幹 臨床研修病院
H20 4 1 厚生労働省 対象病院
H20 9 1 県指定 かごしま子育て応援 業
H20 10 1 産科医療補 制度加 医療機関
H20 11 26 県 性医師 職研修事業指定病院
H21 3 27 県指定 地域 産 母子医療センター
H21 10 1 県消防・防 リコプター救患 医師

システム 病院
H24.4.1 厚生労働省指定 地域がん診療連携拠点病院
H24 4 11 歯科医師臨床研修病院（協 ）
H24 6 7 県エイズ治療拠点病院
H25 3 22 県指定 地域医療支援病院

 ・洋上救急業務支援協 医療機関
 ・厚生労働省　医薬 ･医療器 安全性情報協 施設
・県 卒中情報システム推進事業の

情報 協 医療機関
・県町 会指定 島 急医療対策支援協 医療機関
・県へき地医療拠点病院（ 医療支援）
・県重症 病医療協 病院（ 施設）
・ 治療協 医療機関
・鹿児島市高規 救急 指 病院
・県救急・ 医療情報システム 病院
・県広域 医療情報システム（ MIS） 病院
・市指定 にこにこ子育て応援隊 定 業
・県地域 産 医療支援病院
・ 種健診（検診）・予防 種等 託医療機関
  　　

28 3現在
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院 院

理事会 評議員会公 法人 和会

病院業務運営会議

医師 談会

部長会議

CPC（臨床病理検討会）

症例検討会

死 症例検討会

管理運営会議
（ 営 会議）

患者サービス委員会 患者サポート体制会議
広報委員会
健 まつ 実行委員会

地域サービス

病床運営委員会 病床管理部会議
医療機器・診療 委員会
業務委託検討委員会
労務管理（人事考課 委員会
働き けられる職 （WL ）検討委員会
労使協議会
職員 助会

病 院 運 営

医師臨床研修管理委員会 研修医体制会議
職員教育研修委員会

委員会
看護教育委員会
看護臨地実習指導者会議

教育研修推進

地域医療支援病院委員会
医療の質向上委員会（病院機能評 ）
T M 委員会 Cサークル
診療 検討委員会
救急医療部門運営委員会
倫理委員会 小委員会
クリ カルパス委員会
救急・手術 ・ICU・NICU 運営委員会
医療情報システム委員会
NST 委員会（栄養サポートチーム）
褥瘡対策委員会
看護業務委員会
看護 委員会
看護部 退院支援調整委員会
臨床検査 化委員会
患者 運営委員会
がん看護委員会
PNS プロジェクト推進委員会
看護 度推進委員会

医療の質向上

医療安全対策委員会 安全管理部門カンフ レンス

医事 委員会
病院感染防止対策委員会 感染対策チーム、感染リンクナース

血療法委員会
人工呼吸器安全管理委員会（呼吸療法サポートチーム）

看護安全対策委員会
医療機器安全管理委員会

医 療 安 全

薬事委員会
労働安全衛生委員会
人情報保護推進委員会

防 対策委員会
大 対策委員会
医療ガス設 安全管理委員会
栄養管理委員会
治 審査委員会
放射線安全管理委員会
化学療法緩和 委員会
院内がん 委員会
PC コーディング委員会

法 関 連

平成28年3月31日 現在

会議 会
（放射線部門）

：今年度 （新設･ 新）
病 ･手術 ･外 部門 く

血 液 一

生 化 学

一

検査 名等 メーカー 機 種 名

1

一 島  2

ケアストリーム ドライビュー8900

本館病 ポータブル シーメンス ビレット プラス 1

別館病 ポータブル シーメンス ビレット P Hi ri 1

島  
キ ノン

1
1

リ  ア ッ ク セ ン タ ー
エレクタ
フィリップス

1 プリサイス トリートメント システム 
2 ナクル

1
1

レーザーイメージ ー

立・ 線デジタルラジオグラフィ

U 150L 30 1

2

SF A2000FP ersi F eFP 式 線テレビ Cアーム 日立 15

FP 式 線テレビ 日立 A ISTA 16

線CT 日立 SC NARIA 64 M CT 17

アン オ・ SA フィリップス A r  er F 20 18

日立 CH LON e 1 5テスラ 110

 フィリップス

ローラッド

RIGHT I W 特 111

フィリップス ri i n e64（64 ） 1線 IA9

乳  専 用 13
1 M I  
2 マルチケアー・マン トーム 生検

1
1

立 シード14
バリアン 
東

1 バリシード
2 クリアスコープ9000

1
1

1
1

付・ 理
テクマトリックス 
士

ネットワークシステム PACS･検 システム
INC NT 3 ワークステーション

1式
1式

第2
通路

キ ノン（C Iシステム）
第1
通路

1 U 150L 30
2 CM 100 骨 度 定

東

ケアストリーム

手術
・外科用イメージ 
・ポータブル

1
1
1

1 S T 1000A
2 ri o O C 850
3 R レ リューション

コーナー メ ー カ ー 用

（検査部門）

機 器 名

　クリ テックアドバンタス

コアプレスタ2000

総合血液学検査 A IA2120i

動血  ター20

分 器2010

 H2

 43

血小板 集能 定  MCM H MA TRAC R 313M

集 サイト・ス ン4

骨 分 F510

CA M9130

トキシノメーター MT6500

AIC全 動 定 HA 8170

OSMO STATION 6060

分光光度

低 フリーザー 一80

RI CH M100

血中薬 度 定器 i

シーメンス･メディカル･ リューションズ

メディカル

シーメンス･メディカル･ リューションズ

常光

ク タ

オリンパス

オリンパス

エル･エム･エス

サー フィッシ サイエンティフィック

RMA INC

日本電子

和光

アークレイ

アークレイ

エルマ

日本フリーザー

フジフイルム

シーメンス

定性検査

血液

血液 、血

血 定

業

血液 、 査

血液

A P、コラー ン

器

骨 分

生化学 ・

グルカン、エンドトキシン

H A1、H A1

血液、 、OSM

生化学 定量 定

血保 用 血 、リコール等

NH3 定

ジ キシン 7 定

1

1

1

1

2

2

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

iPro2システム

マイクロミ 器

RAPI  Point 500

分 器2010・2410・ 4000

o s 232

業務用

TH RMOSTATION TS100

S A 0080

全 動 血 定器AIA 2000ST

器

ini I AS

全 動化学 光 定システム ルミパルスG1200

クイックAC 185

全 動 浄器 MC450

サンフュージュ 器

分 器 2010

IO RA 血システム

I Ge st tion

マイクロダイ ングシステム用 器

マイクロダイ ングシステム用 器

HS 12 器

TR S

　テル チューブシーラーAC 155

　FFPバッグ 器FP 40

動採血管  C RO O 800RFI

クリ テックアドバンタス

分 器 2010、4200

o s 232

H 2

RPAI  Point 500

ホルター 電

ホルター 電  P 551

呼吸機能 動  FU AC 77

18

ポータブル用 14 電 検査 付

節電 ・ 反応検査

携 用 動血圧 ター

レポートジェネレーター

Ser  S 3000T（血圧 検査 ）

動 付 電

パルスオキシメータ

パルスオキシメータ

ネイタスアル 3i

（NICU用

携 電

電 味

イベントレコーダー

赤外分光分

ウォッチパット

動 付き 電

液ポンプ　T 171

液ポンプ　OT 808

シリンジポンプ　T 351

Inte i e MP70

Co2 ジュール

Inte i e 2　MMS　

M3

内圧 タ　ICPエクスプレス

パルスオキシメータ N 550

メドトロ ック

ク タ

シーメンス

ク タ

ロシュ・ダイアグノスティックス

ナショナル

和光

オルガノ

東 ー

U OTA2800

日本ビオメリュー

士レビオ

テル

日立

光 薬

ク タ

IO RA

IO RA

IO RA

IO RA

コクサン

アズワン

テル

Me ite

テクノメディカ

シーメンス･メディカル･ リューションズ

ク タ

ロシュ・ダイアグノスティックス

オリンパス

シーメンス

日本光電

日本光電

フクダ電子

日本光電

日本光電

日本光電

セルコム・日本光電

日本光電

日本光電

フクダ電子

フクダ電子

タイン ルスケアジ パン

フクダ電子

アトムメディカル

日本光電

デイリーケアバイオメディカル

リオン

日本ライフライン

大 薬

フィリップス

フクダ電子

テル 株式会社

株式会社 MS

テル 株式会社

フィリップス

フィリップス

フィリップス

フィリップス

ジョン ンアンドジョン ン

コ ィディエンジ パン

グルコース タ

高

血ガスPH PCO2 PO2

血 分

トロポ ンT

薬管理・血 保

血 不活化用保 器 エンド

マーカー、ホル ン 定

血 分

HI 、 、トキ 、 2、

感染症検査

血採血

交 等セルウォッシ ー

交 専用 器

血 分

血管理システム

血検査システム

血検査

血検査

血液 、交 専用 器

交 用

血用チューブシーラー

FFP

採血管

定性検査

血 分

トロポ ンT

査

血ガスPH PCO2 PO2

24  電

24  電

肺 量分 ･フロー リューム

・A R

節電 ・A R・S P

反応

24 r 動血圧

24 r 動血圧

電 ・CA I･A I･T I検査

電

パルスオキシメータ

SPO2

反応 定

電

味

電

ロリ感染

評

電 ・C RR

液ポンプ

液ポンプ

シリンジポンプ

生体情報 タ

生体情報 タ

生体情報 タ

生体情報 タ

生体情報 タ

生体情報 タ

1

1

1

3

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

2

1

1

1

4

1

1

1

1

1

2

1

1

1

3

1

1

1

2

1

1

2

1

1

1

11

15

12

8

1

1

1

1

3

ビックス

フィリップス

平和 産

ラジオメーター株式会社

コ ィディエンジ パン

ドレー ルメディカル

G ルスケア

GAYMAR

アルフレッサフ ーマ株式会社

日機 株式会社

IMS

オリンパス株式会社

オリンパス株式会社

ウベ 研

コ ィディエンジ パン

テル 株式会社

SANYO

ベックマン･コールター

平山

本理化

オリンパス

日本エアーテック

コン

日本 クトン･ディッキン ン

日本ミリポアリミテッド

ホザナ

ティシューテック

テイシューテック

コメット,白 松

研究

サン ー

サン ー

日本ミリポアリミテッド

マト

サクラ

サクラ

オリンパス

ク タ

エアテック

サクラ

フナコシ

ティシューテック

ティシューテック

アステック

ク タ

アステッック

ロッシュ

NICHIR I

NICHIR I

Lei

サクラ

サクラ

T er o

rkr

Pro e

CLARO

マツナミ

オリンパス

オリンパス

オリンパス

生体情報 タ

動

臨床検査機器（血液 定 ）

血液ガス分

人工呼吸器

人工呼吸器

人工呼吸器

高・低体 維

ネブライザ

血液

用RO

管支内視

管支内視

体重

コ ィディエンジ パン（ ）

血圧

保

一 菌同定、感 性

菌

養器

グラム染 ･ 菌染

安全キ ビネット

グラム染 ･ 染

全 動血液 養検査

成

病理

包

包 カセット

保

保

成

パラフィン 本

パラフィン

染 反応

用

器

検体 理

染

PCR

本

、

PCR

PCR

PCR

染

染

染

染

局

動

PCR

子

用

スライドガラス 字

検査

用

内視

1

1

1

1

4

1

1

1

3

4

1

1

1

1

1

3

1

1

1

2

1

1

1

2

1

1

1

1

1

1

1

1

1

2

1

1

1

1

2

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

3

6

1

1

パルスオキシメータ P ori7165

動 ハートスタート M4735A

血液 クロン401

A L90FL

人工呼吸器 P 840

人工呼吸器 エビタ L

人工呼吸器 エングストローム ケアステーション

メディサーム

ネスコ ックネブライザ

人用 シリーズ

RO N W

管支フ イバースコープ　P 20

管支 光 器O S NON LIGHT SOURC

下 式体重 スケールトロ クス　 デル2001

フットポンプSC エクスプレス

動血圧  エレマーノ H 55

薬用保  M I COOL

全 動 菌検査システム マイクロスキ ン

全 動オートクレーブ

らん器

 50

クラスII生 キ ビネット

Ni U

ACT C 9050

S ner  U

PM S 3

ディス ンシング・コン ール

クライオ・コン ール

臓器 CPM 2000

臓器 MPS 8 L

低 フリーザー M F 190AT

低 フリーザー M F U281AT

i  U 3

ミクロトーム

パラフィン 器

器 37

高  PRO IS A 80

卓上小 器 ク タ2420

安全キ ビネット

オートクレーブ

PCRサイクラー

クライオ3

IP5ジュ ア

PCRサイクラー PC818

器 3500

ブロックインキュベーター I 525A

NTANA en M rk ULTRA

HISTOSTAIN R36A

H AT PROII

L ICA ON

Histo Tek Air Pro

Tiss e Tek G s

NANO ROP

子 i ens TM IS 5320

M i  AS2000

バーチ ルスライド  Fino

FIN  FROST PRINT R MINI

フ イバースコープ 電子

フ イバースコープ 用

フ イバースコープ P 260N

十二指腸フ イバースコープ 電子

大腸フ イバースコープ

フ イバースコープ

管支フ イバースコープ

管支ビデオスコープ

光

動 浄機

動 浄機

小腸カプセル内視 ワークステーション

高 圧 治療

オリンパス

オリンパス

オリンパス

オリンパス

オリンパス

オリンパス

J&J

オリンパス

Gi en

川崎エンジ アリング

管

大腸 検査

食道・ ・十二指腸

管支

管支

光

浄（ 管支 ）

浄

小腸カプセル検査

高 圧 治療

2

4

1

2

3

4

3

2

1

2

医療設備概要
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部長会議

CPC（臨床病理検討会）

症例検討会

死 症例検討会

管理運営会議
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患者サービス委員会 患者サポート体制会議
広報委員会
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委員会
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救急・手術 ・ICU・NICU 運営委員会
医療情報システム委員会
NST 委員会（栄養サポートチーム）
褥瘡対策委員会
看護業務委員会
看護 委員会
看護部 退院支援調整委員会
臨床検査 化委員会
患者 運営委員会
がん看護委員会
PNS プロジェクト推進委員会
看護 度推進委員会

医療の質向上

医療安全対策委員会 安全管理部門カンフ レンス

医事 委員会
病院感染防止対策委員会 感染対策チーム、感染リンクナース

血療法委員会
人工呼吸器安全管理委員会（呼吸療法サポートチーム）

看護安全対策委員会
医療機器安全管理委員会

医 療 安 全

薬事委員会
労働安全衛生委員会
人情報保護推進委員会

防 対策委員会
大 対策委員会
医療ガス設 安全管理委員会
栄養管理委員会
治 審査委員会
放射線安全管理委員会
化学療法緩和 委員会
院内がん 委員会
PC コーディング委員会

法 関 連

平成28年3月31日 現在

会議 会
（放射線部門）

：今年度 （新設･ 新）
病 ･手術 ･外 部門 く

血 液 一

生 化 学

一

検査 名等 メーカー 機 種 名

1

一 島  2

ケアストリーム ドライビュー8900

本館病 ポータブル シーメンス ビレット プラス 1

別館病 ポータブル シーメンス ビレット P Hi ri 1

島  
キ ノン

1
1

リ  ア ッ ク セ ン タ ー
エレクタ
フィリップス

1 プリサイス トリートメント システム 
2 ナクル

1
1

レーザーイメージ ー

立・ 線デジタルラジオグラフィ

U 150L 30 1

2

SF A2000FP ersi F eFP 式 線テレビ Cアーム 日立 15

FP 式 線テレビ 日立 A ISTA 16

線CT 日立 SC NARIA 64 M CT 17

アン オ・ SA フィリップス A r  er F 20 18

日立 CH LON e 1 5テスラ 110

 フィリップス

ローラッド

RIGHT I W 特 111

フィリップス ri i n e64（64 ） 1線 IA9

乳  専 用 13
1 M I  
2 マルチケアー・マン トーム 生検

1
1

立 シード14
バリアン 
東

1 バリシード
2 クリアスコープ9000

1
1

1
1

付・ 理
テクマトリックス 
士

ネットワークシステム PACS･検 システム
INC NT 3 ワークステーション

1式
1式

第2
通路

キ ノン（C Iシステム）
第1
通路

1 U 150L 30
2 CM 100 骨 度 定

東

ケアストリーム

手術
・外科用イメージ 
・ポータブル

1
1
1

1 S T 1000A
2 ri o O C 850
3 R レ リューション

コーナー メ ー カ ー 用

（検査部門）

機 器 名

　クリ テックアドバンタス

コアプレスタ2000

総合血液学検査 A IA2120i

動血  ター20

分 器2010

 H2

 43

血小板 集能 定  MCM H MA TRAC R 313M

集 サイト・ス ン4

骨 分 F510

CA M9130

トキシノメーター MT6500

AIC全 動 定 HA 8170

OSMO STATION 6060

分光光度

低 フリーザー 一80

RI CH M100

血中薬 度 定器 i

シーメンス･メディカル･ リューションズ

メディカル

シーメンス･メディカル･ リューションズ

常光

ク タ

オリンパス

オリンパス

エル･エム･エス

サー フィッシ サイエンティフィック

RMA INC

日本電子

和光

アークレイ

アークレイ

エルマ

日本フリーザー

フジフイルム

シーメンス

定性検査

血液

血液 、血

血 定

業

血液 、 査

血液

A P、コラー ン

器

骨 分

生化学 ・

グルカン、エンドトキシン

H A1、H A1

血液、 、OSM

生化学 定量 定

血保 用 血 、リコール等

NH3 定

ジ キシン 7 定

1

1

1

1

2

2

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

iPro2システム

マイクロミ 器

RAPI  Point 500

分 器2010・2410・ 4000

o s 232

業務用

TH RMOSTATION TS100

S A 0080

全 動 血 定器AIA 2000ST

器

ini I AS

全 動化学 光 定システム ルミパルスG1200

クイックAC 185

全 動 浄器 MC450

サンフュージュ 器

分 器 2010

IO RA 血システム

I Ge st tion

マイクロダイ ングシステム用 器

マイクロダイ ングシステム用 器

HS 12 器

TR S

　テル チューブシーラーAC 155

　FFPバッグ 器FP 40

動採血管  C RO O 800RFI

クリ テックアドバンタス

分 器 2010、4200

o s 232

H 2

RPAI  Point 500

ホルター 電

ホルター 電  P 551

呼吸機能 動  FU AC 77

18

ポータブル用 14 電 検査 付

節電 ・ 反応検査

携 用 動血圧 ター

レポートジェネレーター

Ser  S 3000T（血圧 検査 ）

動 付 電

パルスオキシメータ

パルスオキシメータ

ネイタスアル 3i

（NICU用

携 電

電 味

イベントレコーダー

赤外分光分

ウォッチパット

動 付き 電

液ポンプ　T 171

液ポンプ　OT 808

シリンジポンプ　T 351

Inte i e MP70

Co2 ジュール

Inte i e 2　MMS　

M3

内圧 タ　ICPエクスプレス

パルスオキシメータ N 550

メドトロ ック

ク タ

シーメンス

ク タ

ロシュ・ダイアグノスティックス

ナショナル

和光

オルガノ

東 ー

U OTA2800

日本ビオメリュー

士レビオ

テル

日立

光 薬

ク タ

IO RA

IO RA

IO RA

IO RA

コクサン

アズワン

テル

Me ite

テクノメディカ

シーメンス･メディカル･ リューションズ

ク タ

ロシュ・ダイアグノスティックス

オリンパス

シーメンス

日本光電

日本光電

フクダ電子

日本光電

日本光電

日本光電

セルコム・日本光電

日本光電

日本光電

フクダ電子

フクダ電子

タイン ルスケアジ パン

フクダ電子

アトムメディカル

日本光電

デイリーケアバイオメディカル

リオン

日本ライフライン

大 薬

フィリップス

フクダ電子

テル 株式会社

株式会社 MS

テル 株式会社

フィリップス

フィリップス

フィリップス

フィリップス

ジョン ンアンドジョン ン

コ ィディエンジ パン

グルコース タ

高

血ガスPH PCO2 PO2

血 分

トロポ ンT

薬管理・血 保

血 不活化用保 器 エンド

マーカー、ホル ン 定

血 分

HI 、 、トキ 、 2、

感染症検査

血採血

交 等セルウォッシ ー

交 専用 器

血 分

血管理システム

血検査システム

血検査

血検査

血液 、交 専用 器

交 用

血用チューブシーラー

FFP

採血管

定性検査

血 分

トロポ ンT

査

血ガスPH PCO2 PO2

24  電

24  電

肺 量分 ･フロー リューム

・A R

節電 ・A R・S P

反応

24 r 動血圧

24 r 動血圧

電 ・CA I･A I･T I検査

電

パルスオキシメータ

SPO2

反応 定

電

味

電

ロリ感染

評

電 ・C RR

液ポンプ

液ポンプ

シリンジポンプ

生体情報 タ

生体情報 タ

生体情報 タ

生体情報 タ

生体情報 タ

生体情報 タ

1

1

1

3

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

2

1

1

1

4

1

1

1

1

1

2

1

1

1

3

1

1

1

2

1

1

2

1

1

1

11

15

12

8

1

1

1

1

3

ビックス

フィリップス

平和 産

ラジオメーター株式会社

コ ィディエンジ パン

ドレー ルメディカル

G ルスケア

GAYMAR

アルフレッサフ ーマ株式会社

日機 株式会社

IMS

オリンパス株式会社

オリンパス株式会社

ウベ 研

コ ィディエンジ パン

テル 株式会社

SANYO

ベックマン･コールター

平山

本理化

オリンパス

日本エアーテック

コン

日本 クトン･ディッキン ン

日本ミリポアリミテッド

ホザナ

ティシューテック

テイシューテック

コメット,白 松

研究

サン ー

サン ー

日本ミリポアリミテッド

マト

サクラ

サクラ

オリンパス

ク タ

エアテック

サクラ

フナコシ

ティシューテック

ティシューテック

アステック

ク タ

アステッック

ロッシュ

NICHIR I

NICHIR I

Lei

サクラ

サクラ

T er o

rkr

Pro e

CLARO

マツナミ

オリンパス

オリンパス

オリンパス

生体情報 タ

動

臨床検査機器（血液 定 ）

血液ガス分

人工呼吸器

人工呼吸器

人工呼吸器

高・低体 維

ネブライザ

血液

用RO

管支内視

管支内視

体重

コ ィディエンジ パン（ ）

血圧

保

一 菌同定、感 性

菌

養器

グラム染 ･ 菌染

安全キ ビネット

グラム染 ･ 染

全 動血液 養検査

成

病理

包

包 カセット

保

保

成

パラフィン 本

パラフィン

染 反応

用

器

検体 理

染

PCR

本

、

PCR

PCR

PCR

染

染

染

染

局

動

PCR

子

用

スライドガラス 字

検査

用

内視

1

1

1

1

4

1

1

1

3

4

1

1

1

1

1

3

1

1

1

2

1

1

1

2

1

1

1

1

1

1

1

1

1

2

1

1

1

1

2

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

3

6

1

1

パルスオキシメータ P ori7165

動 ハートスタート M4735A

血液 クロン401

A L90FL

人工呼吸器 P 840

人工呼吸器 エビタ L

人工呼吸器 エングストローム ケアステーション

メディサーム

ネスコ ックネブライザ

人用 シリーズ

RO N W

管支フ イバースコープ　P 20

管支 光 器O S NON LIGHT SOURC

下 式体重 スケールトロ クス　 デル2001

フットポンプSC エクスプレス

動血圧  エレマーノ H 55

薬用保  M I COOL

全 動 菌検査システム マイクロスキ ン

全 動オートクレーブ

らん器

 50

クラスII生 キ ビネット

Ni U

ACT C 9050

S ner  U

PM S 3

ディス ンシング・コン ール

クライオ・コン ール

臓器 CPM 2000

臓器 MPS 8 L

低 フリーザー M F 190AT

低 フリーザー M F U281AT

i  U 3

ミクロトーム

パラフィン 器

器 37

高  PRO IS A 80

卓上小 器 ク タ2420

安全キ ビネット

オートクレーブ

PCRサイクラー

クライオ3

IP5ジュ ア

PCRサイクラー PC818

器 3500

ブロックインキュベーター I 525A

NTANA en M rk ULTRA

HISTOSTAIN R36A

H AT PROII

L ICA ON

Histo Tek Air Pro

Tiss e Tek G s

NANO ROP

子 i ens TM IS 5320

M i  AS2000

バーチ ルスライド  Fino

FIN  FROST PRINT R MINI

フ イバースコープ 電子

フ イバースコープ 用

フ イバースコープ P 260N

十二指腸フ イバースコープ 電子

大腸フ イバースコープ

フ イバースコープ

管支フ イバースコープ

管支ビデオスコープ

光

動 浄機

動 浄機

小腸カプセル内視 ワークステーション

高 圧 治療

オリンパス

オリンパス

オリンパス

オリンパス

オリンパス

オリンパス

J&J

オリンパス

Gi en

川崎エンジ アリング

管

大腸 検査

食道・ ・十二指腸

管支

管支

光

浄（ 管支 ）

浄

小腸カプセル検査

高 圧 治療

2

4

1

2

3

4

3

2

1

2

医療設備概要
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院 院

　クリ テックアドバンタス

コアプレスタ2000

総合血液学検査 A IA2120i

動血  ター20

分 器2010

 H2

 43

血小板 集能 定  MCM H MA TRAC R 313M

集 サイト・ス ン4

骨 分 F510

CA M9130

トキシノメーター MT6500

AIC全 動 定 HA 8170

OSMO STATION 6060

分光光度

低 フリーザー 一80

RI CH M100

血中薬 度 定器 i

シーメンス･メディカル･ リューションズ

メディカル

シーメンス･メディカル･ リューションズ

常光

ク タ

オリンパス

オリンパス

エル･エム･エス

サー フィッシ サイエンティフィック

RMA INC

日本電子

和光

アークレイ

アークレイ

エルマ

日本フリーザー

フジフイルム

シーメンス

定性検査

血液

血液 、血

血 定

業

血液 、 査

血液

A P、コラー ン

器

骨 分

生化学 ・

グルカン、エンドトキシン

H A1、H A1

血液、 、OSM

生化学 定量 定

血保 用 血 、リコール等

NH3 定

ジ キシン 7 定

1

1

1

1

2

2

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

生 化 学

外 検査

生理検査

血 血

コーナー メ ー カ ー 用機 器 名

iPro2システム

マイクロミ 器

RAPI  Point 500

分 器2010・2410・ 4000

o s 232

業務用

TH RMOSTATION TS100

S A 0080

全 動 血 定器AIA 2000ST

器

ini I AS

全 動化学 光 定システム ルミパルスG1200

クイックAC 185

全 動 浄器 MC450

サンフュージュ 器

分 器 2010

IO RA 血システム

I Ge st tion

マイクロダイ ングシステム用 器

マイクロダイ ングシステム用 器

HS 12 器

TR S

　テル チューブシーラーAC 155

　FFPバッグ 器FP 40

動採血管  C RO O 800RFI

クリ テックアドバンタス

分 器 2010、4200

o s 232

H 2

RPAI  Point 500

ホルター 電

ホルター 電  P 551

呼吸機能 動  FU AC 77

18

ポータブル用 14 電 検査 付

節電 ・ 反応検査

携 用 動血圧 ター

レポートジェネレーター

Ser  S 3000T（血圧 検査 ）

動 付 電

パルスオキシメータ

パルスオキシメータ

ネイタスアル 3i

（NICU用

携 電

電 味

イベントレコーダー

赤外分光分

ウォッチパット

動 付き 電

液ポンプ　T 171

液ポンプ　OT 808

シリンジポンプ　T 351

Inte i e MP70

Co2 ジュール

Inte i e 2　MMS　

M3

内圧 タ　ICPエクスプレス

パルスオキシメータ N 550

メドトロ ック

ク タ

シーメンス

ク タ

ロシュ・ダイアグノスティックス

ナショナル

和光

オルガノ

東 ー

U OTA2800

日本ビオメリュー

士レビオ

テル

日立

光 薬

ク タ

IO RA

IO RA

IO RA

IO RA

コクサン

アズワン

テル

Me ite

テクノメディカ

シーメンス･メディカル･ リューションズ

ク タ

ロシュ・ダイアグノスティックス

オリンパス

シーメンス

日本光電

日本光電

フクダ電子

日本光電

日本光電

日本光電

セルコム・日本光電

日本光電

日本光電

フクダ電子

フクダ電子

タイン ルスケアジ パン

フクダ電子

アトムメディカル

日本光電

デイリーケアバイオメディカル

リオン

日本ライフライン

大 薬

フィリップス

フクダ電子

テル 株式会社

株式会社 MS

テル 株式会社

フィリップス

フィリップス

フィリップス

フィリップス

ジョン ンアンドジョン ン

コ ィディエンジ パン

グルコース タ

高

血ガスPH PCO2 PO2

血 分

トロポ ンT

薬管理・血 保

血 不活化用保 器 エンド

マーカー、ホル ン 定

血 分

HI 、 、トキ 、 2、

感染症検査

血採血

交 等セルウォッシ ー

交 専用 器

血 分

血管理システム

血検査システム

血検査

血検査

血液 、交 専用 器

交 用

血用チューブシーラー

FFP

採血管

定性検査

血 分

トロポ ンT

査

血ガスPH PCO2 PO2

24  電

24  電

肺 量分 ･フロー リューム

・A R

節電 ・A R・S P

反応

24 r 動血圧

24 r 動血圧

電 ・CA I･A I･T I検査

電

パルスオキシメータ

SPO2

反応 定

電

味

電

ロリ感染

評

電 ・C RR

液ポンプ

液ポンプ

シリンジポンプ

生体情報 タ

生体情報 タ

生体情報 タ

生体情報 タ

生体情報 タ

生体情報 タ

1

1

1

3

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

2

1

1

1

4

1

1

1

1

1

2

1

1

1

3

1

1

1

2

1

1

2

1

1

1

11

15

12

8

1

1

1

1

3

ビックス

フィリップス

平和 産

ラジオメーター株式会社

コ ィディエンジ パン

ドレー ルメディカル

G ルスケア

GAYMAR

アルフレッサフ ーマ株式会社

日機 株式会社

IMS

オリンパス株式会社

オリンパス株式会社

ウベ 研

コ ィディエンジ パン

テル 株式会社

SANYO

ベックマン･コールター

平山

本理化

オリンパス

日本エアーテック

コン

日本 クトン･ディッキン ン

日本ミリポアリミテッド

ホザナ

ティシューテック

テイシューテック

コメット,白 松

研究

サン ー

サン ー

日本ミリポアリミテッド

マト

サクラ

サクラ

オリンパス

ク タ

エアテック

サクラ

フナコシ

ティシューテック

ティシューテック

アステック

ク タ

アステッック

ロッシュ

NICHIR I

NICHIR I

Lei

サクラ

サクラ

T er o

rkr

Pro e

CLARO

マツナミ

オリンパス

オリンパス

オリンパス

生体情報 タ

動

臨床検査機器（血液 定 ）

血液ガス分

人工呼吸器

人工呼吸器

人工呼吸器

高・低体 維

ネブライザ

血液

用RO

管支内視

管支内視

体重

コ ィディエンジ パン（ ）

血圧

保

一 菌同定、感 性

菌

養器

グラム染 ･ 菌染

安全キ ビネット

グラム染 ･ 染

全 動血液 養検査

成

病理

包

包 カセット

保

保

成

パラフィン 本

パラフィン

染 反応

用

器

検体 理

染

PCR

本

、

PCR

PCR

PCR

染

染

染

染

局

動

PCR

子

用

スライドガラス 字

検査

用

内視

1

1

1

1

4

1

1

1

3

4

1

1

1

1

1

3

1

1

1

2

1

1

1

2

1

1

1

1

1

1

1

1

1

2

1

1

1

1

2

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

3

6

1

1

パルスオキシメータ P ori7165

動 ハートスタート M4735A

血液 クロン401

A L90FL

人工呼吸器 P 840

人工呼吸器 エビタ L

人工呼吸器 エングストローム ケアステーション

メディサーム

ネスコ ックネブライザ

人用 シリーズ

RO N W

管支フ イバースコープ　P 20

管支 光 器O S NON LIGHT SOURC

下 式体重 スケールトロ クス　 デル2001

フットポンプSC エクスプレス

動血圧  エレマーノ H 55

薬用保  M I COOL

全 動 菌検査システム マイクロスキ ン

全 動オートクレーブ

らん器

 50

クラスII生 キ ビネット

Ni U

ACT C 9050

S ner  U

PM S 3

ディス ンシング・コン ール

クライオ・コン ール

臓器 CPM 2000

臓器 MPS 8 L

低 フリーザー M F 190AT

低 フリーザー M F U281AT

i  U 3

ミクロトーム

パラフィン 器

器 37

高  PRO IS A 80

卓上小 器 ク タ2420

安全キ ビネット

オートクレーブ

PCRサイクラー

クライオ3

IP5ジュ ア

PCRサイクラー PC818

器 3500

ブロックインキュベーター I 525A

NTANA en M rk ULTRA

HISTOSTAIN R36A

H AT PROII

L ICA ON

Histo Tek Air Pro

Tiss e Tek G s

NANO ROP

子 i ens TM IS 5320

M i  AS2000

バーチ ルスライド  Fino

FIN  FROST PRINT R MINI

フ イバースコープ 電子

フ イバースコープ 用

フ イバースコープ P 260N

十二指腸フ イバースコープ 電子

大腸フ イバースコープ

フ イバースコープ

管支フ イバースコープ

管支ビデオスコープ

光

動 浄機

動 浄機

小腸カプセル内視 ワークステーション

高 圧 治療

オリンパス

オリンパス

オリンパス

オリンパス

オリンパス

オリンパス

J&J

オリンパス

Gi en

川崎エンジ アリング

管

大腸 検査

食道・ ・十二指腸

管支

管支

光

浄（ 管支 ）

浄

小腸カプセル検査

高 圧 治療

2

4

1

2

3

4

3

2

1

2

　クリ テックアドバンタス

コアプレスタ2000

総合血液学検査 A IA2120i

動血  ター20

分 器2010

 H2

 43

血小板 集能 定  MCM H MA TRAC R 313M

集 サイト・ス ン4

骨 分 F510

CA M9130

トキシノメーター MT6500

AIC全 動 定 HA 8170

OSMO STATION 6060

分光光度

低 フリーザー 一80

RI CH M100

血中薬 度 定器 i

シーメンス･メディカル･ リューションズ

メディカル

シーメンス･メディカル･ リューションズ

常光

ク タ

オリンパス

オリンパス

エル･エム･エス

サー フィッシ サイエンティフィック

RMA INC

日本電子

和光

アークレイ

アークレイ

エルマ

日本フリーザー

フジフイルム

シーメンス

定性検査

血液

血液 、血

血 定

業

血液 、 査

血液

A P、コラー ン

器

骨 分

生化学 ・

グルカン、エンドトキシン

H A1、H A1

血液、 、OSM

生化学 定量 定

血保 用 血 、リコール等

NH3 定

ジ キシン 7 定

1

1

1

1

2

2

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

菌

病理検査

内 視

iPro2システム

マイクロミ 器

RAPI  Point 500

分 器2010・2410・ 4000

o s 232

業務用

TH RMOSTATION TS100

S A 0080

全 動 血 定器AIA 2000ST

器

ini I AS

全 動化学 光 定システム ルミパルスG1200

クイックAC 185

全 動 浄器 MC450

サンフュージュ 器

分 器 2010

IO RA 血システム

I Ge st tion

マイクロダイ ングシステム用 器

マイクロダイ ングシステム用 器

HS 12 器

TR S

　テル チューブシーラーAC 155

　FFPバッグ 器FP 40

動採血管  C RO O 800RFI

クリ テックアドバンタス

分 器 2010、4200

o s 232

H 2

RPAI  Point 500

ホルター 電

ホルター 電  P 551

呼吸機能 動  FU AC 77

18

ポータブル用 14 電 検査 付

節電 ・ 反応検査

携 用 動血圧 ター

レポートジェネレーター

Ser  S 3000T（血圧 検査 ）

動 付 電

パルスオキシメータ

パルスオキシメータ

ネイタスアル 3i

（NICU用

携 電

電 味

イベントレコーダー

赤外分光分

ウォッチパット

動 付き 電

液ポンプ　T 171

液ポンプ　OT 808

シリンジポンプ　T 351

Inte i e MP70

Co2 ジュール

Inte i e 2　MMS　

M3

内圧 タ　ICPエクスプレス

パルスオキシメータ N 550

メドトロ ック

ク タ

シーメンス

ク タ

ロシュ・ダイアグノスティックス

ナショナル

和光

オルガノ

東 ー

U OTA2800

日本ビオメリュー

士レビオ

テル

日立

光 薬

ク タ

IO RA

IO RA

IO RA

IO RA

コクサン

アズワン

テル

Me ite

テクノメディカ

シーメンス･メディカル･ リューションズ

ク タ

ロシュ・ダイアグノスティックス

オリンパス

シーメンス

日本光電

日本光電

フクダ電子

日本光電

日本光電

日本光電

セルコム・日本光電

日本光電

日本光電

フクダ電子

フクダ電子

タイン ルスケアジ パン

フクダ電子

アトムメディカル

日本光電

デイリーケアバイオメディカル

リオン

日本ライフライン

大 薬

フィリップス

フクダ電子

テル 株式会社

株式会社 MS

テル 株式会社

フィリップス

フィリップス

フィリップス

フィリップス

ジョン ンアンドジョン ン

コ ィディエンジ パン

グルコース タ

高

血ガスPH PCO2 PO2

血 分

トロポ ンT

薬管理・血 保

血 不活化用保 器 エンド

マーカー、ホル ン 定

血 分

HI 、 、トキ 、 2、

感染症検査

血採血

交 等セルウォッシ ー

交 専用 器

血 分

血管理システム

血検査システム

血検査

血検査

血液 、交 専用 器

交 用

血用チューブシーラー

FFP

採血管

定性検査

血 分

トロポ ンT

査

血ガスPH PCO2 PO2

24  電

24  電

肺 量分 ･フロー リューム

・A R

節電 ・A R・S P

反応

24 r 動血圧

24 r 動血圧

電 ・CA I･A I･T I検査

電

パルスオキシメータ

SPO2

反応 定

電

味

電

ロリ感染

評

電 ・C RR

液ポンプ

液ポンプ

シリンジポンプ

生体情報 タ

生体情報 タ

生体情報 タ

生体情報 タ

生体情報 タ

生体情報 タ

1

1

1

3

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

2

1

1

1

4

1

1

1

1

1

2

1

1

1

3

1

1

1

2

1

1

2

1

1

1

11

15

12

8

1

1

1

1

3

コーナー メ ー カ ー 用機 器 名

ビックス

フィリップス

平和 産

ラジオメーター株式会社

コ ィディエンジ パン

ドレー ルメディカル

G ルスケア

GAYMAR

アルフレッサフ ーマ株式会社

日機 株式会社

IMS

オリンパス株式会社

オリンパス株式会社

ウベ 研

コ ィディエンジ パン

テル 株式会社

SANYO

ベックマン･コールター

平山

本理化

オリンパス

日本エアーテック

コン

日本 クトン･ディッキン ン

日本ミリポアリミテッド

ホザナ

ティシューテック

テイシューテック

コメット,白 松

研究

サン ー

サン ー

日本ミリポアリミテッド

マト

サクラ

サクラ

オリンパス

ク タ

エアテック

サクラ

フナコシ

ティシューテック

ティシューテック

アステック

ク タ

アステッック

ロッシュ

NICHIR I

NICHIR I

Lei

サクラ

サクラ

T er o

rkr

Pro e

CLARO

マツナミ

オリンパス

オリンパス

オリンパス

生体情報 タ

動

臨床検査機器（血液 定 ）

血液ガス分

人工呼吸器

人工呼吸器

人工呼吸器

高・低体 維

ネブライザ

血液

用RO

管支内視

管支内視

体重

コ ィディエンジ パン（ ）

血圧

保

一 菌同定、感 性

菌

養器

グラム染 ･ 菌染

安全キ ビネット

グラム染 ･ 染

全 動血液 養検査

成

病理

包

包 カセット

保

保

成

パラフィン 本

パラフィン

染 反応

用

器

検体 理

染

PCR

本

、

PCR

PCR

PCR

染

染

染

染

局

動

PCR

子

用

スライドガラス 字

検査

用

内視

1

1

1

1

4

1

1

1

3

4

1

1

1

1

1

3

1

1

1

2

1

1

1

2

1

1

1

1

1

1

1

1

1

2

1

1

1

1

2

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

3

6

1

1

パルスオキシメータ P ori7165

動 ハートスタート M4735A

血液 クロン401

A L90FL

人工呼吸器 P 840

人工呼吸器 エビタ L

人工呼吸器 エングストローム ケアステーション

メディサーム

ネスコ ックネブライザ

人用 シリーズ

RO N W

管支フ イバースコープ　P 20

管支 光 器O S NON LIGHT SOURC

下 式体重 スケールトロ クス　 デル2001

フットポンプSC エクスプレス

動血圧  エレマーノ H 55

薬用保  M I COOL

全 動 菌検査システム マイクロスキ ン

全 動オートクレーブ

らん器

 50

クラスII生 キ ビネット

Ni U

ACT C 9050

S ner  U

PM S 3

ディス ンシング・コン ール

クライオ・コン ール

臓器 CPM 2000

臓器 MPS 8 L

低 フリーザー M F 190AT

低 フリーザー M F U281AT

i  U 3

ミクロトーム

パラフィン 器

器 37

高  PRO IS A 80

卓上小 器 ク タ2420

安全キ ビネット

オートクレーブ

PCRサイクラー

クライオ3

IP5ジュ ア

PCRサイクラー PC818

器 3500

ブロックインキュベーター I 525A

NTANA en M rk ULTRA

HISTOSTAIN R36A

H AT PROII

L ICA ON

Histo Tek Air Pro

Tiss e Tek G s

NANO ROP

子 i ens TM IS 5320

M i  AS2000

バーチ ルスライド  Fino

FIN  FROST PRINT R MINI

フ イバースコープ 電子

フ イバースコープ 用

フ イバースコープ P 260N

十二指腸フ イバースコープ 電子

大腸フ イバースコープ

フ イバースコープ

管支フ イバースコープ

管支ビデオスコープ

光

動 浄機

動 浄機

小腸カプセル内視 ワークステーション

高 圧 治療

オリンパス

オリンパス

オリンパス

オリンパス

オリンパス

オリンパス

J&J

オリンパス

Gi en

川崎エンジ アリング

管

大腸 検査

食道・ ・十二指腸

管支

管支

光

浄（ 管支 ）

浄

小腸カプセル検査

高 圧 治療

2

4

1

2

3

4

3

2

1

2
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院 院

　クリ テックアドバンタス

コアプレスタ2000

総合血液学検査 A IA2120i

動血  ター20

分 器2010

 H2

 43

血小板 集能 定  MCM H MA TRAC R 313M

集 サイト・ス ン4

骨 分 F510

CA M9130

トキシノメーター MT6500

AIC全 動 定 HA 8170

OSMO STATION 6060

分光光度

低 フリーザー 一80

RI CH M100

血中薬 度 定器 i

シーメンス･メディカル･ リューションズ

メディカル

シーメンス･メディカル･ リューションズ

常光

ク タ

オリンパス

オリンパス

エル･エム･エス

サー フィッシ サイエンティフィック

RMA INC

日本電子

和光

アークレイ

アークレイ

エルマ

日本フリーザー

フジフイルム

シーメンス

定性検査

血液

血液 、血

血 定

業

血液 、 査

血液

A P、コラー ン

器

骨 分

生化学 ・

グルカン、エンドトキシン

H A1、H A1

血液、 、OSM

生化学 定量 定

血保 用 血 、リコール等

NH3 定

ジ キシン 7 定

1

1

1

1

2

2

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

生 化 学

外 検査

生理検査

血 血

コーナー メ ー カ ー 用機 器 名

iPro2システム

マイクロミ 器

RAPI  Point 500

分 器2010・2410・ 4000

o s 232

業務用

TH RMOSTATION TS100

S A 0080

全 動 血 定器AIA 2000ST

器

ini I AS

全 動化学 光 定システム ルミパルスG1200

クイックAC 185

全 動 浄器 MC450

サンフュージュ 器

分 器 2010

IO RA 血システム

I Ge st tion

マイクロダイ ングシステム用 器

マイクロダイ ングシステム用 器

HS 12 器

TR S

　テル チューブシーラーAC 155

　FFPバッグ 器FP 40

動採血管  C RO O 800RFI

クリ テックアドバンタス

分 器 2010、4200

o s 232

H 2

RPAI  Point 500

ホルター 電

ホルター 電  P 551

呼吸機能 動  FU AC 77

18

ポータブル用 14 電 検査 付

節電 ・ 反応検査

携 用 動血圧 ター

レポートジェネレーター

Ser  S 3000T（血圧 検査 ）

動 付 電

パルスオキシメータ

パルスオキシメータ

ネイタスアル 3i

（NICU用

携 電

電 味

イベントレコーダー

赤外分光分

ウォッチパット

動 付き 電

液ポンプ　T 171

液ポンプ　OT 808

シリンジポンプ　T 351

Inte i e MP70

Co2 ジュール

Inte i e 2　MMS　

M3

内圧 タ　ICPエクスプレス

パルスオキシメータ N 550

メドトロ ック

ク タ

シーメンス

ク タ

ロシュ・ダイアグノスティックス

ナショナル

和光

オルガノ

東 ー

U OTA2800

日本ビオメリュー

士レビオ

テル

日立

光 薬

ク タ

IO RA

IO RA

IO RA

IO RA

コクサン

アズワン

テル

Me ite

テクノメディカ

シーメンス･メディカル･ リューションズ

ク タ

ロシュ・ダイアグノスティックス

オリンパス

シーメンス

日本光電

日本光電

フクダ電子

日本光電

日本光電

日本光電

セルコム・日本光電

日本光電

日本光電

フクダ電子

フクダ電子

タイン ルスケアジ パン

フクダ電子

アトムメディカル

日本光電

デイリーケアバイオメディカル

リオン

日本ライフライン

大 薬

フィリップス

フクダ電子

テル 株式会社

株式会社 MS

テル 株式会社

フィリップス

フィリップス

フィリップス

フィリップス

ジョン ンアンドジョン ン

コ ィディエンジ パン

グルコース タ

高

血ガスPH PCO2 PO2

血 分

トロポ ンT

薬管理・血 保

血 不活化用保 器 エンド

マーカー、ホル ン 定

血 分

HI 、 、トキ 、 2、

感染症検査

血採血

交 等セルウォッシ ー

交 専用 器

血 分

血管理システム

血検査システム

血検査

血検査

血液 、交 専用 器

交 用

血用チューブシーラー

FFP

採血管

定性検査

血 分

トロポ ンT

査

血ガスPH PCO2 PO2

24  電

24  電

肺 量分 ･フロー リューム

・A R

節電 ・A R・S P

反応

24 r 動血圧

24 r 動血圧

電 ・CA I･A I･T I検査

電

パルスオキシメータ

SPO2

反応 定

電

味

電

ロリ感染

評

電 ・C RR

液ポンプ

液ポンプ

シリンジポンプ

生体情報 タ

生体情報 タ

生体情報 タ

生体情報 タ

生体情報 タ

生体情報 タ

1

1

1

3

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

2

1

1

1

4

1

1

1

1

1

2

1

1

1

3

1

1

1

2

1

1

2

1

1

1

11

15

12

8

1

1

1

1

3

ビックス

フィリップス

平和 産

ラジオメーター株式会社

コ ィディエンジ パン

ドレー ルメディカル

G ルスケア

GAYMAR

アルフレッサフ ーマ株式会社

日機 株式会社

IMS

オリンパス株式会社

オリンパス株式会社

ウベ 研

コ ィディエンジ パン

テル 株式会社

SANYO

ベックマン･コールター

平山

本理化

オリンパス

日本エアーテック

コン

日本 クトン･ディッキン ン

日本ミリポアリミテッド

ホザナ

ティシューテック

テイシューテック

コメット,白 松

研究

サン ー

サン ー

日本ミリポアリミテッド

マト

サクラ

サクラ

オリンパス

ク タ

エアテック

サクラ

フナコシ

ティシューテック

ティシューテック

アステック

ク タ

アステッック

ロッシュ

NICHIR I

NICHIR I

Lei

サクラ

サクラ

T er o

rkr

Pro e

CLARO

マツナミ

オリンパス

オリンパス

オリンパス

生体情報 タ

動

臨床検査機器（血液 定 ）

血液ガス分

人工呼吸器

人工呼吸器

人工呼吸器

高・低体 維

ネブライザ

血液

用RO

管支内視

管支内視

体重

コ ィディエンジ パン（ ）

血圧

保

一 菌同定、感 性

菌

養器

グラム染 ･ 菌染

安全キ ビネット

グラム染 ･ 染

全 動血液 養検査

成

病理

包

包 カセット

保

保

成

パラフィン 本

パラフィン

染 反応

用

器

検体 理

染

PCR

本

、

PCR

PCR

PCR

染

染

染

染

局

動

PCR

子

用

スライドガラス 字

検査

用

内視

1

1

1

1

4

1

1

1

3

4

1

1

1

1

1

3

1

1

1

2

1

1

1

2

1

1

1

1

1

1

1

1

1

2

1

1

1

1

2

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

3

6

1

1

パルスオキシメータ P ori7165

動 ハートスタート M4735A

血液 クロン401

A L90FL

人工呼吸器 P 840

人工呼吸器 エビタ L

人工呼吸器 エングストローム ケアステーション

メディサーム

ネスコ ックネブライザ

人用 シリーズ

RO N W

管支フ イバースコープ　P 20

管支 光 器O S NON LIGHT SOURC

下 式体重 スケールトロ クス　 デル2001

フットポンプSC エクスプレス

動血圧  エレマーノ H 55

薬用保  M I COOL

全 動 菌検査システム マイクロスキ ン

全 動オートクレーブ

らん器

 50

クラスII生 キ ビネット

Ni U

ACT C 9050

S ner  U

PM S 3

ディス ンシング・コン ール

クライオ・コン ール

臓器 CPM 2000

臓器 MPS 8 L

低 フリーザー M F 190AT

低 フリーザー M F U281AT

i  U 3

ミクロトーム

パラフィン 器

器 37

高  PRO IS A 80

卓上小 器 ク タ2420

安全キ ビネット

オートクレーブ

PCRサイクラー

クライオ3

IP5ジュ ア

PCRサイクラー PC818

器 3500

ブロックインキュベーター I 525A

NTANA en M rk ULTRA

HISTOSTAIN R36A

H AT PROII

L ICA ON

Histo Tek Air Pro

Tiss e Tek G s

NANO ROP

子 i ens TM IS 5320

M i  AS2000

バーチ ルスライド  Fino

FIN  FROST PRINT R MINI

フ イバースコープ 電子

フ イバースコープ 用

フ イバースコープ P 260N

十二指腸フ イバースコープ 電子

大腸フ イバースコープ

フ イバースコープ

管支フ イバースコープ

管支ビデオスコープ

光

動 浄機

動 浄機

小腸カプセル内視 ワークステーション

高 圧 治療

オリンパス

オリンパス

オリンパス

オリンパス

オリンパス

オリンパス

J&J

オリンパス

Gi en

川崎エンジ アリング

管

大腸 検査

食道・ ・十二指腸

管支

管支

光

浄（ 管支 ）

浄

小腸カプセル検査

高 圧 治療

2

4

1

2

3

4

3

2

1

2

　クリ テックアドバンタス

コアプレスタ2000

総合血液学検査 A IA2120i

動血  ター20

分 器2010

 H2

 43

血小板 集能 定  MCM H MA TRAC R 313M

集 サイト・ス ン4

骨 分 F510

CA M9130

トキシノメーター MT6500

AIC全 動 定 HA 8170

OSMO STATION 6060

分光光度

低 フリーザー 一80

RI CH M100

血中薬 度 定器 i

シーメンス･メディカル･ リューションズ

メディカル

シーメンス･メディカル･ リューションズ

常光

ク タ

オリンパス

オリンパス

エル･エム･エス

サー フィッシ サイエンティフィック

RMA INC

日本電子

和光

アークレイ

アークレイ

エルマ

日本フリーザー

フジフイルム

シーメンス

定性検査

血液

血液 、血

血 定

業

血液 、 査

血液

A P、コラー ン

器

骨 分

生化学 ・

グルカン、エンドトキシン

H A1、H A1

血液、 、OSM

生化学 定量 定

血保 用 血 、リコール等

NH3 定

ジ キシン 7 定

1

1

1

1

2

2

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

菌

病理検査

内 視

iPro2システム

マイクロミ 器

RAPI  Point 500

分 器2010・2410・ 4000

o s 232

業務用

TH RMOSTATION TS100

S A 0080

全 動 血 定器AIA 2000ST

器

ini I AS

全 動化学 光 定システム ルミパルスG1200

クイックAC 185

全 動 浄器 MC450

サンフュージュ 器

分 器 2010

IO RA 血システム

I Ge st tion

マイクロダイ ングシステム用 器

マイクロダイ ングシステム用 器

HS 12 器

TR S

　テル チューブシーラーAC 155

　FFPバッグ 器FP 40

動採血管  C RO O 800RFI

クリ テックアドバンタス

分 器 2010、4200

o s 232

H 2

RPAI  Point 500

ホルター 電

ホルター 電  P 551

呼吸機能 動  FU AC 77

18

ポータブル用 14 電 検査 付

節電 ・ 反応検査

携 用 動血圧 ター

レポートジェネレーター

Ser  S 3000T（血圧 検査 ）

動 付 電

パルスオキシメータ

パルスオキシメータ

ネイタスアル 3i

（NICU用

携 電

電 味

イベントレコーダー

赤外分光分

ウォッチパット

動 付き 電

液ポンプ　T 171

液ポンプ　OT 808

シリンジポンプ　T 351

Inte i e MP70

Co2 ジュール

Inte i e 2　MMS　

M3

内圧 タ　ICPエクスプレス

パルスオキシメータ N 550

メドトロ ック

ク タ

シーメンス

ク タ

ロシュ・ダイアグノスティックス

ナショナル

和光

オルガノ

東 ー

U OTA2800

日本ビオメリュー

士レビオ

テル

日立

光 薬

ク タ

IO RA

IO RA

IO RA

IO RA

コクサン

アズワン

テル

Me ite

テクノメディカ

シーメンス･メディカル･ リューションズ

ク タ

ロシュ・ダイアグノスティックス

オリンパス

シーメンス

日本光電

日本光電

フクダ電子

日本光電

日本光電

日本光電

セルコム・日本光電

日本光電

日本光電

フクダ電子

フクダ電子

タイン ルスケアジ パン

フクダ電子

アトムメディカル

日本光電

デイリーケアバイオメディカル

リオン

日本ライフライン

大 薬

フィリップス

フクダ電子

テル 株式会社

株式会社 MS

テル 株式会社

フィリップス

フィリップス

フィリップス

フィリップス

ジョン ンアンドジョン ン

コ ィディエンジ パン

グルコース タ

高

血ガスPH PCO2 PO2

血 分

トロポ ンT

薬管理・血 保

血 不活化用保 器 エンド

マーカー、ホル ン 定

血 分

HI 、 、トキ 、 2、

感染症検査

血採血

交 等セルウォッシ ー

交 専用 器

血 分

血管理システム

血検査システム

血検査

血検査

血液 、交 専用 器

交 用

血用チューブシーラー

FFP

採血管

定性検査

血 分

トロポ ンT

査

血ガスPH PCO2 PO2

24  電

24  電

肺 量分 ･フロー リューム

・A R

節電 ・A R・S P

反応

24 r 動血圧

24 r 動血圧

電 ・CA I･A I･T I検査

電

パルスオキシメータ

SPO2

反応 定

電

味

電

ロリ感染

評

電 ・C RR

液ポンプ

液ポンプ

シリンジポンプ

生体情報 タ

生体情報 タ

生体情報 タ

生体情報 タ

生体情報 タ

生体情報 タ

1

1

1

3

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

2

1

1

1

4

1

1

1

1

1

2

1

1

1

3

1

1

1

2

1

1

2

1

1

1

11

15

12

8

1

1

1

1

3

コーナー メ ー カ ー 用機 器 名

ビックス

フィリップス

平和 産

ラジオメーター株式会社

コ ィディエンジ パン

ドレー ルメディカル

G ルスケア

GAYMAR

アルフレッサフ ーマ株式会社

日機 株式会社

IMS

オリンパス株式会社

オリンパス株式会社

ウベ 研

コ ィディエンジ パン

テル 株式会社

SANYO

ベックマン･コールター

平山

本理化

オリンパス

日本エアーテック

コン

日本 クトン･ディッキン ン

日本ミリポアリミテッド

ホザナ

ティシューテック

テイシューテック

コメット,白 松

研究

サン ー

サン ー

日本ミリポアリミテッド

マト

サクラ

サクラ

オリンパス

ク タ

エアテック

サクラ

フナコシ

ティシューテック

ティシューテック

アステック

ク タ

アステッック

ロッシュ

NICHIR I

NICHIR I

Lei

サクラ

サクラ

T er o

rkr

Pro e

CLARO

マツナミ

オリンパス

オリンパス

オリンパス

生体情報 タ

動

臨床検査機器（血液 定 ）

血液ガス分

人工呼吸器

人工呼吸器

人工呼吸器

高・低体 維

ネブライザ

血液

用RO

管支内視

管支内視

体重

コ ィディエンジ パン（ ）

血圧

保

一 菌同定、感 性

菌

養器

グラム染 ･ 菌染

安全キ ビネット

グラム染 ･ 染

全 動血液 養検査

成

病理

包

包 カセット

保

保

成

パラフィン 本

パラフィン

染 反応

用

器

検体 理

染

PCR

本

、

PCR

PCR

PCR

染

染

染

染

局

動

PCR

子

用

スライドガラス 字

検査

用

内視

1

1

1

1

4

1

1

1

3

4

1

1

1

1

1

3

1

1

1

2

1

1

1

2

1

1

1

1

1

1

1

1

1

2

1

1

1

1

2

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

3

6

1

1

パルスオキシメータ P ori7165

動 ハートスタート M4735A

血液 クロン401

A L90FL

人工呼吸器 P 840

人工呼吸器 エビタ L

人工呼吸器 エングストローム ケアステーション

メディサーム

ネスコ ックネブライザ

人用 シリーズ

RO N W

管支フ イバースコープ　P 20

管支 光 器O S NON LIGHT SOURC

下 式体重 スケールトロ クス　 デル2001

フットポンプSC エクスプレス

動血圧  エレマーノ H 55

薬用保  M I COOL

全 動 菌検査システム マイクロスキ ン

全 動オートクレーブ

らん器

 50

クラスII生 キ ビネット

Ni U

ACT C 9050

S ner  U

PM S 3

ディス ンシング・コン ール

クライオ・コン ール

臓器 CPM 2000

臓器 MPS 8 L

低 フリーザー M F 190AT

低 フリーザー M F U281AT

i  U 3

ミクロトーム

パラフィン 器

器 37

高  PRO IS A 80

卓上小 器 ク タ2420

安全キ ビネット

オートクレーブ

PCRサイクラー

クライオ3

IP5ジュ ア

PCRサイクラー PC818

器 3500

ブロックインキュベーター I 525A

NTANA en M rk ULTRA

HISTOSTAIN R36A

H AT PROII

L ICA ON

Histo Tek Air Pro

Tiss e Tek G s

NANO ROP

子 i ens TM IS 5320

M i  AS2000

バーチ ルスライド  Fino

FIN  FROST PRINT R MINI

フ イバースコープ 電子

フ イバースコープ 用

フ イバースコープ P 260N

十二指腸フ イバースコープ 電子

大腸フ イバースコープ

フ イバースコープ

管支フ イバースコープ

管支ビデオスコープ

光

動 浄機

動 浄機

小腸カプセル内視 ワークステーション

高 圧 治療

オリンパス

オリンパス

オリンパス

オリンパス

オリンパス

オリンパス

J&J

オリンパス

Gi en

川崎エンジ アリング

管

大腸 検査

食道・ ・十二指腸

管支

管支

光

浄（ 管支 ）

浄

小腸カプセル検査

高 圧 治療

2

4

1

2

3

4

3

2

1

2
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院 院

　クリ テックアドバンタス

コアプレスタ2000

総合血液学検査 A IA2120i

動血  ター20

分 器2010

 H2

 43

血小板 集能 定  MCM H MA TRAC R 313M

集 サイト・ス ン4

骨 分 F510

CA M9130

トキシノメーター MT6500

AIC全 動 定 HA 8170

OSMO STATION 6060

分光光度

低 フリーザー 一80

RI CH M100

血中薬 度 定器 i

シーメンス･メディカル･ リューションズ

メディカル

シーメンス･メディカル･ リューションズ

常光

ク タ

オリンパス

オリンパス

エル･エム･エス

サー フィッシ サイエンティフィック

RMA INC

日本電子

和光

アークレイ

アークレイ

エルマ

日本フリーザー

フジフイルム

シーメンス

定性検査

血液

血液 、血

血 定

業

血液 、 査

血液

A P、コラー ン

器

骨 分

生化学 ・

グルカン、エンドトキシン

H A1、H A1

血液、 、OSM

生化学 定量 定

血保 用 血 、リコール等

NH3 定

ジ キシン 7 定

1

1

1

1

2

2

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

iPro2システム

マイクロミ 器

RAPI  Point 500

分 器2010・2410・ 4000

o s 232

業務用

TH RMOSTATION TS100

S A 0080

全 動 血 定器AIA 2000ST

器

ini I AS

全 動化学 光 定システム ルミパルスG1200

クイックAC 185

全 動 浄器 MC450

サンフュージュ 器

分 器 2010

IO RA 血システム

I Ge st tion

マイクロダイ ングシステム用 器

マイクロダイ ングシステム用 器

HS 12 器

TR S

　テル チューブシーラーAC 155

　FFPバッグ 器FP 40

動採血管  C RO O 800RFI

クリ テックアドバンタス

分 器 2010、4200

o s 232

H 2

RPAI  Point 500

ホルター 電

ホルター 電  P 551

呼吸機能 動  FU AC 77
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ポータブル用 14 電 検査 付

節電 ・ 反応検査

携 用 動血圧 ター

レポートジェネレーター

Ser  S 3000T（血圧 検査 ）

動 付 電

パルスオキシメータ

パルスオキシメータ

ネイタスアル 3i

（NICU用

携 電

電 味

イベントレコーダー

赤外分光分

ウォッチパット

動 付き 電

液ポンプ　T 171

液ポンプ　OT 808

シリンジポンプ　T 351

Inte i e MP70

Co2 ジュール

Inte i e 2　MMS　

M3

内圧 タ　ICPエクスプレス

パルスオキシメータ N 550

メドトロ ック

ク タ

シーメンス

ク タ

ロシュ・ダイアグノスティックス

ナショナル

和光

オルガノ

東 ー

U OTA2800

日本ビオメリュー

士レビオ

テル

日立

光 薬

ク タ

IO RA

IO RA

IO RA

IO RA

コクサン

アズワン

テル

Me ite

テクノメディカ

シーメンス･メディカル･ リューションズ

ク タ

ロシュ・ダイアグノスティックス

オリンパス

シーメンス

日本光電

日本光電

フクダ電子

日本光電

日本光電

日本光電

セルコム・日本光電

日本光電

日本光電

フクダ電子

フクダ電子

タイン ルスケアジ パン

フクダ電子

アトムメディカル

日本光電

デイリーケアバイオメディカル

リオン

日本ライフライン

大 薬

フィリップス

フクダ電子

テル 株式会社

株式会社 MS

テル 株式会社

フィリップス

フィリップス

フィリップス

フィリップス

ジョン ンアンドジョン ン

コ ィディエンジ パン

グルコース タ

高

血ガスPH PCO2 PO2

血 分

トロポ ンT

薬管理・血 保

血 不活化用保 器 エンド

マーカー、ホル ン 定

血 分

HI 、 、トキ 、 2、

感染症検査

血採血

交 等セルウォッシ ー

交 専用 器

血 分

血管理システム

血検査システム

血検査

血検査

血液 、交 専用 器

交 用

血用チューブシーラー

FFP

採血管

定性検査

血 分

トロポ ンT

査

血ガスPH PCO2 PO2

24  電

24  電

肺 量分 ･フロー リューム

・A R

節電 ・A R・S P

反応

24 r 動血圧

24 r 動血圧

電 ・CA I･A I･T I検査

電

パルスオキシメータ

SPO2

反応 定

電

味

電

ロリ感染

評

電 ・C RR

液ポンプ

液ポンプ

シリンジポンプ

生体情報 タ

生体情報 タ

生体情報 タ

生体情報 タ

生体情報 タ

生体情報 タ

1

1

1

3

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

2

1

1

1

4

1

1

1

1

1

2

1

1

1

3

1

1

1

2

1

1

2

1

1

1

11

15

12

8

1

1

1

1

3

ビックス

フィリップス

平和 産

ラジオメーター株式会社

コ ィディエンジ パン

ドレー ルメディカル

G ルスケア

GAYMAR

アルフレッサフ ーマ株式会社

日機 株式会社

IMS

オリンパス株式会社

オリンパス株式会社

ウベ 研

コ ィディエンジ パン

テル 株式会社

SANYO

ベックマン･コールター

平山

本理化

オリンパス

日本エアーテック

コン

日本 クトン･ディッキン ン

日本ミリポアリミテッド

ホザナ

ティシューテック

テイシューテック

コメット,白 松

研究

サン ー

サン ー

日本ミリポアリミテッド

マト

サクラ

サクラ

オリンパス

ク タ

エアテック

サクラ

フナコシ

ティシューテック

ティシューテック

アステック

ク タ

アステッック

ロッシュ

NICHIR I

NICHIR I

Lei

サクラ

サクラ

T er o

rkr

Pro e

CLARO

マツナミ

オリンパス

オリンパス

オリンパス

生体情報 タ

動

臨床検査機器（血液 定 ）

血液ガス分

人工呼吸器

人工呼吸器

人工呼吸器

高・低体 維

ネブライザ

血液

用RO

管支内視

管支内視

体重

コ ィディエンジ パン（ ）

血圧

保

一 菌同定、感 性

菌

養器

グラム染 ･ 菌染

安全キ ビネット

グラム染 ･ 染

全 動血液 養検査

成

病理

包

包 カセット

保

保

成

パラフィン 本

パラフィン

染 反応

用

器

検体 理

染

PCR

本

、

PCR

PCR

PCR

染

染

染

染

局

動

PCR

子

用

スライドガラス 字

検査

用

内視

1

1

1

1

4

1

1

1

3

4

1

1

1

1

1

3

1

1

1

2

1

1

1

2

1

1

1

1

1

1

1

1

1

2

1

1

1

1

2

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

3

6

1

1

内 視

高 圧 治療

コーナー メ ー カ ー 用機 器 名

パルスオキシメータ P ori7165

動 ハートスタート M4735A

血液 クロン401

A L90FL

人工呼吸器 P 840

人工呼吸器 エビタ L

人工呼吸器 エングストローム ケアステーション

メディサーム

ネスコ ックネブライザ

人用 シリーズ

RO N W

管支フ イバースコープ　P 20

管支 光 器O S NON LIGHT SOURC

下 式体重 スケールトロ クス　 デル2001

フットポンプSC エクスプレス

動血圧  エレマーノ H 55

薬用保  M I COOL

全 動 菌検査システム マイクロスキ ン

全 動オートクレーブ

らん器

 50

クラスII生 キ ビネット

Ni U

ACT C 9050

S ner  U

PM S 3

ディス ンシング・コン ール

クライオ・コン ール

臓器 CPM 2000

臓器 MPS 8 L

低 フリーザー M F 190AT

低 フリーザー M F U281AT

i  U 3

ミクロトーム

パラフィン 器

器 37

高  PRO IS A 80

卓上小 器 ク タ2420

安全キ ビネット

オートクレーブ

PCRサイクラー

クライオ3

IP5ジュ ア

PCRサイクラー PC818

器 3500

ブロックインキュベーター I 525A

NTANA en M rk ULTRA

HISTOSTAIN R36A

H AT PROII

L ICA ON

Histo Tek Air Pro

Tiss e Tek G s

NANO ROP

子 i ens TM IS 5320

M i  AS2000

バーチ ルスライド  Fino

FIN  FROST PRINT R MINI

フ イバースコープ 電子

フ イバースコープ 用

フ イバースコープ P 260N

十二指腸フ イバースコープ 電子

大腸フ イバースコープ

フ イバースコープ

管支フ イバースコープ

管支ビデオスコープ

光

動 浄機

動 浄機

小腸カプセル内視 ワークステーション

高 圧 治療

オリンパス

オリンパス

オリンパス

オリンパス

オリンパス

オリンパス

J&J

オリンパス

Gi en

川崎エンジ アリング

管

大腸 検査

食道・ ・十二指腸

管支

管支

光

浄（ 管支 ）

浄

小腸カプセル検査

高 圧 治療

2

4

1

2

3

4

3

2

1

2



病院統計
● （１）科別外来患者数

● （２）科別在院患者延べ数

● （３）年度別手術症例数

● （４）科別手術症例数

● （５）年度別入院患者死亡数及び病理解剖数

● （６）外来患者市町村別分類図

● （７）退院患者市町村別分布図

● （８）市町村別紹介施設数・患者数

● （９）市町村別逆紹介施設数・患者数

● （10）紹介率

● （11）逆紹介率

● （12）外来患者初再診

● （13）外来患者時間外・深夜・休日患者数

● （14）入院患者に関する実績比較

● （15）年度別救急車受入台数（患者数）

● （16）救急患者受入時間帯・年齢別分類

● （17）市町村別救急患者数

● （18）退院患者ICD大分類（主傷病名大分類）

● （19）ICD大分類（科別、性別退院患者数）
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院

合

日
平

均

（
一
部
）

内
科

（
･

内
･呼

･
･消

･血
）

歯
科

外
科

病
理

診
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（
一
部
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放
射

線
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（
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管
食
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ん

こ
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外
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（
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･

･小
･

）

小
児
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整
外
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成
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外
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器
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産
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人
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緩
和

医
療

科

呼
吸

器
外

科

年 合
月

平
均

日
平

均
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（
1
）
　

2
7
年
度
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患
者

（
診
療
科

診
を

1
と
し
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合
）
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内
診
療

ク
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ッ
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で
実
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・
 
在
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医
療
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日
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日
・

日
（

日
く
）
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0
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1
1
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1
月
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月

3
月

1
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5
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3
8
0
 

1
8
7
 

2
5
2
 

5
9
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9
 

3
5
4
 

4
 

6
9
4
 

1
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1
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8
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1
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1
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3
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8
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,
9
6
7
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0
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8
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9
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9
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5
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7
 

1
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0
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5
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0
 

4
,
8
7
0
 

2
0
3

（
2
）
　

2
7
年

度
　
科
別
在
院
患
者
延

3
,
3
4
3
 

7
3
0
 

3
8
4
 

3
,
2
6
2
 

6
2
0
 

6
6
2
 

4
9
3
 

5
6
8
 

1
9
1
 

3
8
3
 

6
2
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4
0
 

9
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0
 

8
8
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0
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院 院

死 死 死 死 死

合

検

4 月

5 月

6 月

7 月

8 月

9 月

1 0 月

1 1 月

1 2 月

1 月

2 月

3 月

（3）年度別手術症例 　（病院手術 実施手術）

（4）科別手術症例 　（病院手術 実施手術）

（5）年度別 院患者死 及び病理

4 月

5 月

6 月

7 月

8 月

9 月

1 0 月

1 1 月

1 2 月

1 月

2 月

3 月

総

科 整 外科 成外科 器科 外 科 科 産婦人科 呼吸器外科 歯科 外科 外科 総

4 月

5 月

6 月

7 月

8 月

9 月

1 0 月

1 1 月

1 2 月

1 月

2 月

3 月

合

月平均

388

319

415

385

298

312

373

364

315

304

341

383

4,197

350

375

344

373

399

406

341

400

340

369

344

382

399

4,472

373

391

352

325

415

394

353

397

379

353

361

371

387

4,478

373

305

293

341

314

388

280

313

313

315

263

286

299

3,710

309

293

356

326

335

370

338

372

333

278

320

337

355

4,013

334

平成27年平成26年平成24年平成23年 平成25年

平 成 2 7 年平 成 2 6 年平 成 2 3 年 平 成 2 4 年 平 成 2 5 年

0 5

21

23

10

13

17

13

12

12

15

16

8

16

176

0

0

0

0

0

0

0

1

0

0

0

0

1

0 5

18

18

10

13

17

16

4

19

20

19

12

20

186

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

1

0

1

-

17

19

13

16

11

13

20

21

19

19

12

13

193

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

-

11

21

15

15

14

19

18

15

15

17

19

20

199

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0 5

18

17

13

12

18

21

14

19

9

14

18

18

191

0

1

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

1

122

117

168

146

27

74

126

127

95

87

82

112

1,283

79

65

86

70

90

75

84

91

79

78

101

85

983

42

36

43

42

45

32

40

26

30

28

44

55

463

29

26

24

25

26

24

27

23

23

26

25

30

308

26

25

26

23

28

27

17

22

20

19

30

23

286

28

14

24

28

26

25

24

23

20

21

14

23

270

21

13

15

11

13

15

16

15

18

11

11

15

174

16

10

11

18

20

12

18

13

12

12

7

13

162

13

7

11

12

19

14

13

11

11

14

12

17

154

12

6

7

10

4

14

8

13

7

8

15

10

114

388

319

415

385

298

312

373

364

315

304

341

383

4,197

不

鹿児島市（再 ）
上町・ 地区
伊 ・ 田地区
中央 ・田上地区

・ 地区
山地区

中央地区
田地区
島地区
山地区

松 地区
地区

　　　合　

（6）平成27年度　外 患者市町 別分 （ 診療科 診を 1とした 合）

20,276
10,323
3,512
2,453
2,260
1,874
1,414
1,170
965
525
139

44,911

長
島
町

阿
久
根
市

姶
良
市

50

72

1,403

錦
江
町

大
崎
町

424

鹿
児
島
市

44,911

83
南
大
隅
町
29

西
之
表
市

中
種
子
町

497

191

徳
之
島
町

天
城
町

龍
郷
町
4

18

30

104

763

1,582

65

61

146

433

24

2

奄
美
市

23

40

140

290

264

598

398

874

209

80

52

53

6

31

43

139

214

1,119

257

33

21

44,911

10,909

501

56,321

79.7%

20.3%

100.0%

44
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院

死 死 死 死 死

合

検

4 月

5 月

6 月

7 月

8 月

9 月

1 0 月

1 1 月

1 2 月

1 月

2 月

3 月

（3）年度別手術症例 　（病院手術 実施手術）

（4）科別手術症例 　（病院手術 実施手術）

（5）年度別 院患者死 及び病理

4 月

5 月

6 月

7 月

8 月

9 月

1 0 月

1 1 月

1 2 月

1 月

2 月

3 月

総

科 整 外科 成外科 器科 外 科 科 産婦人科 呼吸器外科 歯科 外科 外科 総

4 月

5 月

6 月

7 月

8 月

9 月

1 0 月

1 1 月

1 2 月

1 月

2 月

3 月

合

月平均

388

319

415

385

298

312

373

364

315

304

341

383

4,197

350

375

344

373

399

406

341

400

340

369

344

382

399

4,472

373

391

352

325

415

394

353

397

379

353

361

371

387

4,478

373

305

293

341

314

388

280

313

313

315

263

286

299

3,710

309

293

356

326

335

370

338

372

333

278

320

337

355

4,013

334

平成27年平成26年平成24年平成23年 平成25年

平 成 2 7 年平 成 2 6 年平 成 2 3 年 平 成 2 4 年 平 成 2 5 年

0 5

21

23

10

13

17

13

12

12

15

16

8

16

176

0

0

0

0

0

0

0

1

0

0

0

0

1

0 5

18

18

10

13

17

16

4

19

20

19

12

20

186

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

1

0

1

-

17

19

13

16

11

13

20

21

19

19

12

13

193

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

-

11

21

15

15

14

19

18

15

15

17

19

20

199

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0 5

18

17

13

12

18

21

14

19

9

14

18

18

191

0

1

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

1

122

117

168

146

27

74

126

127

95

87

82

112

1,283

79

65

86

70

90

75

84

91

79

78

101

85

983

42

36

43

42

45

32

40

26

30

28

44

55

463

29

26

24

25

26

24

27

23

23

26

25

30

308

26

25

26

23

28

27

17

22

20

19

30

23

286

28

14

24

28

26

25

24

23

20

21

14

23

270

21

13

15

11

13

15

16

15

18

11

11

15

174

16

10

11

18

20

12

18

13

12

12

7

13

162

13

7

11

12

19

14

13

11

11

14

12

17

154

12

6

7

10

4

14

8

13

7

8

15

10

114

388

319

415

385

298

312

373

364

315

304

341

383

4,197

不

鹿児島市（再 ）
上町・ 地区
伊 ・ 田地区
中央 ・田上地区

・ 地区
山地区

中央地区
田地区
島地区
山地区

松 地区
地区

　　　合　

（6）平成27年度　外 患者市町 別分 （ 診療科 診を 1とした 合）

20,276
10,323
3,512
2,453
2,260
1,874
1,414
1,170
965
525
139

44,911

長
島
町

阿
久
根
市

姶
良
市

50

72

1,403

錦
江
町

大
崎
町

424

鹿
児
島
市

44,911

83
南
大
隅
町
29

西
之
表
市

中
種
子
町

497

191

徳
之
島
町

天
城
町

龍
郷
町
4

18

30

104

763

1,582

65

61

146

433

24

2

奄
美
市

23

40

140

290

264

598

398

874

209

80

52

53

6

31

43

139

214

1,119

257

33

21

44,911

10,909

501

56,321

79.7%

20.3%

100.0%

44
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院 院

5,323

2,682

175

8,180

不

（7）平成27年度　退院患者市町 別分

長
島
町

阿
久
根
市

姶
良
市

13

19

288

錦
江
町

大
崎
町

82

鹿
児
島
市

5,323

7
南
大
隅
町
6

西
之
表
市

中
種
子
町

135

64

徳
之
島
町

天
城
町

19

龍
郷
町
1

5

8

16

189

276

10

7

33

130

6

0

奄
美
市

4

7

75

57

56

174

96

196

60

22

11

29

5

10

5

55

56

372

66

9

3

鹿児島市（再 ）
上町・ 地区
伊 ・ 田地区
中央地区
中央 ・田上地区
山地区
・ 地区

田地区
山地区
島地区

松 地区
地区

　　　合　

2,286
737
562
425
388
337
216
143
121
79
29

5,323

病院・クリ ック合 の です

日

姶良

薩摩

指

8 　平成27年度　市町 別 介施設 ・患者 （ 院よ 院への 介）

市 町 名

鹿 児 島 市

島 市

日 市

薩 摩 川 内 市

い き串 市

南 つ ま 市

崎 市

南 九 州 市

指 市

市

伊佐

市

市

伊 佐 市

市

姶 良 市

島

十 島

西 之 表 市

肝

肝
鹿 市

市

肝 付 町

肝肝 東 串 良 町

大 崎 町

町

中 種 子 町

南 種 子 町

島 町

大

大

美 市

県 内

県 外

総 合

内 町

町

之 島 町

和 町

名 町

町

町

つ ま 町

長 島 町

施 設 患 者 市 町 名 施 設 患 者

503

4

7

61

49

3

31

43

25

9

19

9

10

22

10

5

1

21

9

2

2

7,228

15

18

411

329

13

223

354

203

55

51

39

38

183

49

16

3

112

42

4

2

1

1

5

5

65

293

4

14

116

42

3

6

27

4

15

5

9,994

218

10,212

1

1

3

5

17

8

3

2

6

15

1

1

6

2

3

3

922

124

1,046

病院・クリ ック合 の です

日

姶良

薩摩

指

市 町 名

鹿 児 島 市

島 市

日 市

薩 摩 川 内 市

い き串 市

南 つ ま 市

崎 市

南 九 州 市

指 市

市

伊佐

市

市

伊 佐 市

市

姶 良 市

島

十 島

西 之 表 市

肝

肝
鹿 市

市

肝 付 町

肝肝 東 串 良 町

大 崎 町

町

中 種 子 町

南 種 子 町

島 町

大
大

美 市

県 外

県 内

し

総 合

町

之 島 町

和 町

名 町

町

町

つ ま 町

長 島 町

施 設 患 者 市 町 名 施 設 患 者

458

3

1

52

42

3

27

37

22

12

16

9

9

20

14

4

1

22

6

3

1

4,645

4

1

280

271

8

159

143

140

36

49

30

34

153

61

13

1

131

23

4

8

1

1

6

12

44

130

8

13

87

39

1

20

5

6

7

6,574

247

393

7,214

1

1

3

7

14

7

4

1

7

11

1

4

1

3

2

829

165

-

994

9 　平成27年度　市町 別 介施設 ・患者 （ 院よ 院への 介）
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院

5,323

2,682

175

8,180

不

（7）平成27年度　退院患者市町 別分

長
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町
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姶
良
市

13

19

288

錦
江
町

大
崎
町

82

鹿
児
島
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5,323

7
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西
之
表
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中
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町
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天
城
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郷
町
1

5

8

16
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276
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7
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6
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4

7
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57

56

174
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22
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29

5
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5

55

56

372
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9

3

鹿児島市（再 ）
上町・ 地区
伊 ・ 田地区
中央地区
中央 ・田上地区
山地区
・ 地区

田地区
山地区
島地区

松 地区
地区

　　　合　

2,286
737
562
425
388
337
216
143
121
79
29

5,323

病院・クリ ック合 の です

日

姶良

薩摩

指

8 　平成27年度　市町 別 介施設 ・患者 （ 院よ 院への 介）

市 町 名
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肝
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町
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つ ま 町
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施 設 患 者 市 町 名 施 設 患 者

503

4

7

61

49

3

31

43

25

9

19

9
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22
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5

1

21

9

2

2

7,228

15
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411

329

13

223

354

203

55

51

39

38

183

49

16

3
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1

1

5

5
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1
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1,046
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日

姶良

薩摩

指

市 町 名

鹿 児 島 市
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日 市
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い き串 市

南 つ ま 市

崎 市

南 九 州 市

指 市

市
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市

市

伊 佐 市

市

姶 良 市

島

十 島

西 之 表 市

肝

肝
鹿 市

市

肝 付 町

肝肝 東 串 良 町
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南 種 子 町

島 町

大
大
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県 内

し

総 合

町

之 島 町

和 町

名 町

町

町
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458
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1

52

42
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37
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16

9
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1

22
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4,645
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1

280

271

8

159

143

140

36

49

30
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153
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13

1

131

23

4

8

1
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6

12

44

130
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5
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6,574

247

393

7,214
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1
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1

4

1

3

2

829

165

-

994

9 　平成27年度　市町 別 介施設 ・患者 （ 院よ 院への 介）
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院 院

10 　今給 総合病院　 介

（ 定 法 地域支援病院に る）

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月

342

69.7

272

64.3

387

72.2

326

67.2

309

67.6

336

67.6

350

70.0

276

64.5

265

70.5

270

73.0

279

62.6

303

62.3

介 患 者

介 （ ）

(11)　今給 総合病院　 介

（ 定 法 地域支援病院に る）

547

111.4

435

102.8

537

100.2

638

131.5

673

147.3

541

108.9

559

111.8

479

111.9

488

129.8

436

117.8

482

108.1

602

123.9

4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月

介 患 者

介 （ ）

(12)　平成27年度　外 患者 再診

　診

再　診

合　

診 （ ）

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 年 1日平均

666 

4,184 

4,850 

13.7

816 

3,861 

4,677 

17.4

759 

4,208 

4,967 

15.3

720 

4,251 

4,971 

14.5

776 

3,865 

4,641 

16.7

786 

3,937 

4,723 

16.6

807 

4,101 

4,908 

16.4

685 

3,650 

4,335 

15.8

772 

4,126 

4,898 

15.8

586 

3,505 

4,091 

14.3

744 

3,646 

4,390 

16.9

852 

4,018 

4,870 

17.5

8,969 

47,352 

56,321

-

747.4 

3,946.0 

4,693.4 

15.9

外

　

　日

合　

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 年 1日平均

127 

56 

73 

256

103 

62 

293 

458

109 

49 

44 

202

113 

62 

69 

244

133 

47 

129 

309

93 

39 

176 

308

132 

58 

106 

296

106 

52 

122 

280 

100 

54 

253 

407 

99 

50 

111 

260 

130 

44 

135 

309 

132 

48 

190 

370 

1,377 

621 

1,701 

3,699 

3.8 

1.7 

24.0 

-

(13)　平成27年度　外 患者 外・ ・ 日患者  （診療報酬加 を とに集 ）

日 : 日在宅医（ 日） む

定 床

新 院
患 者

退 院
患 者

在院患者
延

平 均
在院日

日平均
在院患者

病 床
用

月 月 月 月 月 月 10 月 11 月 12 月 月 月 月 年 月平均

2 平成27年度　月別

450

728

740

11,790

393 0

15 9

87 3

450

604

620

10,907

351 8

16 2

78 2

450

731

709

11,652

388 4

15 7

86 3

450

697

727

11,433

368 8

15 9

82 0

450

649

657

11,289

364 2

15 6

80 9

450

633

622

10,296

343 2

15 6

76 3

450

725

725

11,110

358 4

15 7

79 6

450

667

659

10,577

352 6

15 9

78 3

450

652

725

10,860

350 3

16 0

77 8

450

671

587

11,038

356 1

16 4

79 1

450

674

652

11,494

396 3

16 6

88 1

450

748

757

11,921

384 5

16 6

85 5

450

682

682

11,197

367 1

16 0

81 6

-

8,179

8,180

134,367

-

-

-

3 平成27年度　科別

成

433 

405 

7,093 

19 4

外

337 

337 

7,185 

19 6

293 

298 

8,765 

23 9

総 内 血 内

4 

2 

7 

0 0

内

28 

20 

466 

1 3

消 内

556 

552 

6,062 

16 6

内

93 

96 

2,023 

5 5

呼 内

481 

483 

7,067 

19 3 

内

485 

493 

11,972 

32 7

呼 外

362 

335 

3,714 

10 1

外

558 

562 

7,672 

21 0

整

1,216 

1,241 

43,263 

118 2

歯 外

189 

192 

789 

2 2

399 

405 

4,538 

12 4

産 婦 新 内

210 

221 

5,618 

15 3

小 児

244 

243 

1,484 

4 1

558 

551 

5,920 

16 2

1,134 

1,140 

4,670 

12 8

433 

437 

2,731 

7 5

75 

74 

1,344 

3 7

放

55 

47 

1,183 

3 2

6 

7 

45 

0 1

緩 和

30 

39 

756 

2 1

新 院
患 者

退 院
患 者

在院患者
延

日平均
在院患者

新 院
患 者

退 院
患 者

在院患者
延

日平均
在院患者

14 　 院患者に関する実

1 年度別

定 床

新 院

退 院

在院患者延

1 日 平 均
在 院 患 者

平 均
在 院 日

病 床
用

450

8,179

8,180

134,367

367 1

　16 0

81 6

平成2 7年

450

7,021

7,039

135,970

371 5

17 0

82 6

450

7,631

7,652

132,825

363 9

15 4

80 9

450

8,136

8,112

136,860

375 0

　15 3

83 3

450

8,060

8,038

136,106

372 9

　17 2

82 9

平成2 3年 平成2 4年 平成2 5年 平成2 6年

平均在院日 3 月平均の
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院

10 　今給 総合病院　 介

（ 定 法 地域支援病院に る）

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月

342

69.7

272

64.3

387

72.2

326

67.2

309

67.6

336

67.6

350

70.0

276

64.5

265

70.5

270

73.0

279

62.6

303

62.3

介 患 者

介 （ ）

(11)　今給 総合病院　 介

（ 定 法 地域支援病院に る）

547

111.4

435

102.8

537

100.2

638

131.5

673

147.3

541

108.9

559

111.8

479

111.9

488

129.8

436

117.8

482

108.1

602

123.9

4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月

介 患 者

介 （ ）

(12)　平成27年度　外 患者 再診

　診

再　診

合　

診 （ ）

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 年 1日平均

666 

4,184 

4,850 

13.7

816 

3,861 

4,677 

17.4

759 

4,208 

4,967 

15.3

720 

4,251 

4,971 

14.5

776 

3,865 

4,641 

16.7

786 

3,937 

4,723 

16.6

807 

4,101 

4,908 

16.4

685 

3,650 

4,335 

15.8

772 

4,126 

4,898 

15.8

586 

3,505 

4,091 

14.3

744 

3,646 

4,390 

16.9

852 

4,018 

4,870 

17.5

8,969 

47,352 

56,321

-

747.4 

3,946.0 

4,693.4 

15.9

外

　

　日

合　

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 年 1日平均

127 

56 

73 

256

103 

62 

293 

458

109 

49 

44 

202

113 

62 

69 

244

133 

47 

129 

309

93 

39 

176 

308

132 

58 

106 

296

106 

52 

122 

280 

100 

54 

253 

407 

99 

50 

111 

260 

130 

44 

135 

309 

132 

48 

190 

370 

1,377 

621 

1,701 

3,699 

3.8 

1.7 

24.0 

-

(13)　平成27年度　外 患者 外・ ・ 日患者  （診療報酬加 を とに集 ）

日 : 日在宅医（ 日） む

定 床

新 院
患 者

退 院
患 者

在院患者
延

平 均
在院日

日平均
在院患者

病 床
用

月 月 月 月 月 月 10 月 11 月 12 月 月 月 月 年 月平均

2 平成27年度　月別

450

728

740

11,790

393 0

15 9

87 3

450

604

620

10,907

351 8

16 2

78 2

450

731

709

11,652

388 4

15 7

86 3

450

697

727

11,433

368 8

15 9

82 0

450

649

657

11,289

364 2

15 6

80 9

450

633

622

10,296

343 2

15 6

76 3

450

725

725

11,110

358 4

15 7

79 6

450

667

659

10,577

352 6

15 9

78 3

450

652

725

10,860

350 3

16 0

77 8

450

671

587

11,038

356 1

16 4

79 1

450

674

652

11,494

396 3

16 6

88 1

450

748

757

11,921

384 5

16 6

85 5

450

682

682

11,197

367 1

16 0

81 6

-

8,179

8,180

134,367

-

-

-

3 平成27年度　科別

成

433 

405 

7,093 

19 4

外

337 

337 

7,185 

19 6

293 

298 

8,765 

23 9

総 内 血 内

4 

2 

7 

0 0

内

28 

20 

466 

1 3

消 内

556 

552 

6,062 

16 6

内

93 

96 

2,023 

5 5

呼 内

481 

483 

7,067 

19 3 

内

485 

493 

11,972 

32 7

呼 外

362 

335 

3,714 

10 1

外

558 

562 

7,672 

21 0

整

1,216 

1,241 

43,263 

118 2

歯 外

189 

192 

789 

2 2

399 

405 

4,538 

12 4

産 婦 新 内

210 

221 

5,618 

15 3

小 児

244 

243 

1,484 

4 1

558 

551 

5,920 

16 2

1,134 

1,140 

4,670 

12 8

433 

437 

2,731 

7 5

75 

74 

1,344 

3 7

放

55 

47 

1,183 

3 2

6 

7 

45 

0 1

緩 和

30 

39 

756 

2 1

新 院
患 者

退 院
患 者

在院患者
延

日平均
在院患者

新 院
患 者

退 院
患 者

在院患者
延

日平均
在院患者

14 　 院患者に関する実

1 年度別

定 床

新 院

退 院

在院患者延

1 日 平 均
在 院 患 者

平 均
在 院 日

病 床
用

450

8,179

8,180

134,367

367 1

　16 0

81 6

平成2 7年

450

7,021

7,039

135,970

371 5

17 0

82 6

450

7,631

7,652

132,825

363 9

15 4

80 9

450

8,136

8,112

136,860

375 0

　15 3

83 3

450

8,060

8,038

136,106

372 9

　17 2

82 9

平成2 3年 平成2 4年 平成2 5年 平成2 6年

平均在院日 3 月平均の
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院 院

救急患者 分

救急患者年 別分

(17)　平成27年度　市町 別救急患者

(16)　平成 27 年度

     救急患者 ・年 別分
平成27年

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

2,755
2,814

229 6
234 5

221
224

219
226

210
215

209
215

259
264

205
213

248
252

213
215

249
253

243
248

228
232

251
257

7 5
7 7

14

平成26年

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

2,605
2,642

217 1
220 2

199
202

213
217

206
209

225
229

212
216

224
226

202
205

222
224

227
232

244
243

204
209

227
230

7 1
7 2

21

平成25年

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

2,637
2,701

219 8
225 1

214
220

228
235

208
213

247
251

249
253

197
201

230
233

224
226

218
223

201
208

212
221

209
217

7 2
7 4

18

平成24年

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

2,663
2,698

221 9
224 8  

220
221

219
221

194
195

218
223

251
256

217
222

238
242

245
249

224
225

214
219

209
210

214
215

7 3
7 4  

17

平成23年

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

2,572
2,615

214 3
217 9

180
182

196
196

185
188

212
216

250
266

214
218

247
251

212
215

237
239

239
241

172
175

228
228

7 0
7 1
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15 　年度別救急 （患者 ）

4 月

5 月

6 月

7 月

8 月

9 月

10 月

12 月

1 月

2 月

3 月

合

月平均

日平均

高規 救急
指 （再 ）

11 月

市 町 名

1012

492

266

191

112

78

66

130

25

6

83

1

33

113

3

66

17

15

10

4

8

11

14

3

2

14

11

2

1

6

10

1

2

3

1

2,812

2

-

2,814

日 市

薩 摩 川 内 市

い き 串 市

つ ま 町

南 つ ま 市

崎 市

南 九 州 市

指 市

市

市

鹿 市

市

市

伊 佐 市

西 之 表 市

中 種 子 町

南 種 子 町

島 町

美 市

県 　 　 内 　

県 　 　 外 　

洋上救急（再 ）　

　 総 合 　
肝

日

指

伊佐

大島

市 町 名 救急患者 市 町 名 救急患者 救急患者

上 町・

伊 ・ 田

中 央

中 央 ・田 上

・

山

島

田

松

山

十 島 ･ 島

島 市

姶 良 市

町

総

2,814名

総

2,814名

123

2～4
2 5

0～2
4 4

20～22
6～8
5 1

4～6
2 9

83837070

144144

8 108 10

10 6  29810 6  298

14～16
11 1
311

14～16
11 1
311

16～18
11 2
316

16～18
11 2
316

18～20
10 6
299

18～20
10 6
299

7 4
208
7 4
208

6 5
184
6 5
184

10～12

14 4

40412～
　14
13 3  374

22～24

7 0
80 89

75

31 1 1
2 7

3 0

40 49
7 2  203

50 59
9 7
272

60 69
15 2
428

8484

20 29
8 7  244
20 29
8 7  244

30 39
7 5  212
30 39
7 5  212

70 79
16 5
463

70 79
16 5
463

21 5
606

21 5
606

196196

0

200

400

600

800

1000

1200

1400

1600

1800

2000

2200

XXIXV

(18)　平成27年度　退院患者 大分

（ 8 , 1 8 0 名）

142
1 7

41
0 5

2,025
24 8

158
1 9

293
3 6

137
1 7

363
4 4

168
2 1

382
4 7

209
2 6

204
2 5

220
2 7

56
0 7

20
0 2

1,226
15 0

8
0 1

744
9 1 671

8 2

1,101
13 5

12
0 1

主

人） 上 ：退院患者
下 ： 合

XI

XII
XIII 
XIV
XV 
XVI
XVII
XVIII

XIX
XXI



27

院

救急患者 分

救急患者年 別分

(17)　平成27年度　市町 別救急患者

(16)　平成 27 年度

     救急患者 ・年 別分
平成27年

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

2,755
2,814

229 6
234 5

221
224

219
226

210
215

209
215

259
264

205
213

248
252

213
215

249
253

243
248

228
232

251
257

7 5
7 7

14

平成26年

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

2,605
2,642

217 1
220 2

199
202

213
217

206
209

225
229

212
216

224
226

202
205

222
224

227
232

244
243

204
209

227
230

7 1
7 2

21

平成25年

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

2,637
2,701

219 8
225 1

214
220

228
235

208
213

247
251

249
253

197
201

230
233

224
226

218
223

201
208

212
221

209
217

7 2
7 4

18

平成24年

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

2,663
2,698

221 9
224 8  

220
221

219
221

194
195

218
223

251
256

217
222

238
242

245
249

224
225

214
219

209
210

214
215

7 3
7 4  

17

平成23年

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

2,572
2,615

214 3
217 9

180
182

196
196

185
188

212
216

250
266

214
218

247
251

212
215

237
239

239
241

172
175

228
228

7 0
7 1
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15 　年度別救急 （患者 ）

4 月

5 月

6 月

7 月

8 月

9 月

10 月

12 月

1 月

2 月

3 月

合

月平均

日平均

高規 救急
指 （再 ）

11 月

市 町 名

1012

492

266

191

112

78

66

130

25

6

83

1

33

113

3

66

17

15

10

4

8

11

14

3

2

14

11

2

1

6

10

1

2

3

1

2,812

2

-

2,814

日 市

薩 摩 川 内 市

い き 串 市

つ ま 町

南 つ ま 市

崎 市

南 九 州 市

指 市

市

市

鹿 市

市

市

伊 佐 市

西 之 表 市

中 種 子 町

南 種 子 町

島 町

美 市

県 　 　 内 　

県 　 　 外 　

洋上救急（再 ）　

　 総 合 　
肝

日

指

伊佐

大島

市 町 名 救急患者 市 町 名 救急患者 救急患者

上 町・

伊 ・ 田

中 央

中 央 ・田 上

・

山

島

田

松

山

十 島 ･ 島

島 市

姶 良 市

町

総

2,814名

総

2,814名

123

2～4
2 5

0～2
4 4

20～22
6～8
5 1

4～6
2 9

83837070

144144

8 108 10

10 6  29810 6  298

14～16
11 1
311

14～16
11 1
311

16～18
11 2
316

16～18
11 2
316

18～20
10 6
299

18～20
10 6
299

7 4
208
7 4
208

6 5
184
6 5
184

10～12

14 4

40412～
　14
13 3  374

22～24

7 0
80 89

75

31 1 1
2 7

3 0

40 49
7 2  203

50 59
9 7
272

60 69
15 2
428

8484

20 29
8 7  244
20 29
8 7  244

30 39
7 5  212
30 39
7 5  212

70 79
16 5
463

70 79
16 5
463

21 5
606

21 5
606

196196
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2200

XXIXV

(18)　平成27年度　退院患者 大分

（ 8 , 1 8 0 名）

142
1 7

41
0 5

2,025
24 8

158
1 9

293
3 6

137
1 7

363
4 4

168
2 1

382
4 7

209
2 6

204
2 5

220
2 7

56
0 7

20
0 2

1,226
15 0

8
0 1

744
9 1 671

8 2

1,101
13 5

12
0 1

主

人） 上 ：退院患者
下 ： 合

XI
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XIII 
XIV
XV 
XVI
XVII
XVIII

XIX
XXI
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院 院

総合

8,180

142

2,025

41

158

12

293

1,101

137

363

744

671

168

382

209

204

220

56

20

1,226

8

4,315

3,865

68

74

1,220

805

20

21

94

64

5

7

152

141

515

586

54

83

193

170

458

286

341

330

87

81

211

171

116

93

-

204

123

97

26

30

11

9

616

610

5

3

総内

129

171

8

10

28

53

4

10

8

10

-

1

5

4

-

-

2

3

1

9

41

35

8

3

2

11

7

3

8

10

-

-

-

-

-

-

2

1

5

8

-

-

内

259

234

11

15

6

2

-

2

10

7

-

3

116

97

-

-

8

22

63

46

13

10

3

1

-

1

13

16

5

3

-

-

-

-

-

-

-

-

11

9

-

-

呼内

308

175

12

8

222

115

1

1

-

-

1

-

-

1

-

-

-

-

1

-

60

42

1

1

-

1

2

3

-

-

-

-

-

-

-

-

1

1

6

1

1

1

消内

312

240

2

9

165

78

8

3

1

1

1

-

1

-

1

-

-

-

2

4

6

6

118

134

-

-

-

2

2

-

-

-

-

-

-

-

1

1

3

1

1

1

内

43

53

1

1

-

-

-

1

1

2

-

-

-

1

-

-

-

2

33

39

6

2

1

2

-

-

1

1

0

1

-

-

-

-

-

-

-

1

-

-

-

-

15

5

1

-

1

-

-

-

12

5

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

1

-

-

-

小

141

102

15

7

-

-

3

-

12

11

1

-

2

3

-

-

-

-

-

-

92

72

3

-

7

5

-

-

3

1

-

-

-

-

-

1

2

2

1

-

-

-

外科

325

237

2

6

180

153

2

1

-

4

-

1

-

-

-

-

-

-

-

-

3

1

127

61

3

1

-

-

2

2

-

-

-

-

-

1

-

1

5

5

1

-

呼外

216

119

5

1

133

89

-

-

3

-

2

-

-

1

-

-

-

1

2

1

51

8

1

2

-

-

-

1

1

-

-

-

-

-

-

-

1

-

17

15

-

-

38

36

7

9

5

1

1

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

24

22

1

1

-

1

-

-

-

-

-

-

-

-

-

2

-

-

整

604

637

-

-

11

10

-

-

3

-

-

-

8

17

-

-

-

-

-

1

-

-

1

1

12

2

177

131

-

-

-

-

-

-

-

-

1

1

391

474

-
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 感染症及び 生 症

 及び行動の

 器 の疾患

 呼吸器 の疾患

 消化器 の疾患

 及び付属器の疾患

 及び乳 起の疾患

 新　生　

 の疾患

 血液および 血器の
疾患ならびに 機
の

 内分 、栄養及び
代 疾患

 及び 下
の疾患

　 骨 及び　　
合 の疾患

　 天 、 　
及び染 体 常

　 腎 路生 器 の疾患

　 、分 及び産褥

　 産 に 生した病

　 症状、 候及び 常臨床
見・ 常検査 見で
に分 れない の

　 健 状 に を及 す
 および保健サービ

スの 用

　 傷、中 及び　　
の の外 の

(19)　平成27年度　 大分 ・診療科別・性別・退院患者



● 内科（総合内科）

● 血液内科

● 糖尿病内科

● 消化器内科

● 循環器内科

● 呼吸器内科

● 神経内科

● 外科(消化器・乳腺・甲状腺・小児・肛門)

● 呼吸器外科

● 整形外科･リハビリテーション科

● 形成外科

● 脳神経外科

● 産婦人科

● 新生児内科

● 小児科

● 泌尿器科

● 眼科

● 気管食道･耳鼻いんこう科

● 皮膚科

● 麻酔科

● 放射線診断科

● 放射線治療科

● 緩和医療科

● 病理診断科

● 在宅診療科

● 歯科

● 歯科口腔外科

● 救急科

Ⅲ-1部門報告
各診療科報告
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部長 生 博

総合内科

　総合内科の業務 、外 で 感染症、健 診 、ワクチン 種、 後の外 のバックアップ、 院で 感
染症、不 熱の診 治療な です ワクチン 種に関して 年度インフルエンザを めて775 行いまし
た 日本 ワクチンに関して 後進国と れていましたが、今後 種 、 種 加すると れます

　肺炎 菌ワクチンが平成26（2014）年7月に予防 種法 省 の改 によ 、同年10月1日から定 種に
導 れました 年度に65 、70 、75 、80 、85 、90 、95 また 100 となる者および平成26
年10月1日～平成27（2015）年3月31日までの において 100 上の者 種対象とすることとなってい
ます 高 者のインフルエンザに合 する肺炎 肺炎 菌が原 が いと れているので のワクチン
を 種するのが 的です

　 生 、二 医師の二人で していましたが、 な科の研修を けて消化器疾患、内科全 に し
い大 生に加えて外科 の 宅 生に 参加していた き に総合的な治療を行 体制となってきてい
ます

　2009年から2010年 メキシコよ 感染が広がったブタ A インフルエンザ H1N1 の流行が日本に お
しよ 、 科へ く患者 が 院 れました 院 熱外 を設けて患者 に 診していた きました
が、集 生する感染症への対応の を 感しました この感染症によ 中で1 4 人 上 WHOの
報 よ が くなっています 日本で 200人 度 厚生労働省報 よ が くなられました 的に見
て の診 、タミフル、リレンザの投 的で ったと れます

　2008年 月よ 特定健診が開 れました これ となった代 症候群を診 し治療、指導するのを
的としています 血、 、 の原 となる動 化に よ 高血圧、高 血症、
、 病な の危 子が ると れていました 代 症候群と 部に内臓 の が る 合
度の い危 子の 合 によって 動 化が 常に進行しやすいとい 念です 症状の

る に に動 化の危 子を 見し治療するために 、健 診 重 と れます

　 科 高 者の患者 が特に く、病 の治療 ですが、治 した後の退院 での o o  が大 重
と れます  専門性が 用できるとこ 生かし、 MSW メディカル ーシ ルワーカー 、 在宅医療部

との連携を保 、 よ 良い it  o  i e を 指した治療を考えて行きたいと います

　2005年よ NST n trition s ort te の活動 行っています これ 患者 の栄養状 を して、
栄養補給を補助する 種職種を めた委員会活動です 治医が する低栄養状 の患者 を栄養士、
PT、ST、薬剤師、看護師と に回診を行い、 治医への助 、補助を行っています また栄養補給の一 と
して安全な中 カテーテルの に を れています 科として 宅 生を中 に、この活動に

を れていく です これから 地道に診療、委員会活動を けよ と います

部長　生 　博
NST 定医
医師臨床研修指導医養成講習修 医
医学博士（鹿児島大学） 

二 　
日本血液学会 専門医
医学博士（日本医科大学）

宅　健治
日本外科学会 定医
日本医師会 定産業医

日本体育協会スポーツドクター
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報告 報告

部長 生 博

総合内科

　総合内科の業務 、外 で 感染症、健 診 、ワクチン 種、 後の外 のバックアップ、 院で 感
染症、不 熱の診 治療な です ワクチン 種に関して 年度インフルエンザを めて775 行いまし
た 日本 ワクチンに関して 後進国と れていましたが、今後 種 、 種 加すると れます

　肺炎 菌ワクチンが平成26（2014）年7月に予防 種法 省 の改 によ 、同年10月1日から定 種に
導 れました 年度に65 、70 、75 、80 、85 、90 、95 また 100 となる者および平成26
年10月1日～平成27（2015）年3月31日までの において 100 上の者 種対象とすることとなってい
ます 高 者のインフルエンザに合 する肺炎 肺炎 菌が原 が いと れているので のワクチン
を 種するのが 的です

　 生 、二 医師の二人で していましたが、 な科の研修を けて消化器疾患、内科全 に し
い大 生に加えて外科 の 宅 生に 参加していた き に総合的な治療を行 体制となってきてい
ます

　2009年から2010年 メキシコよ 感染が広がったブタ A インフルエンザ H1N1 の流行が日本に お
しよ 、 科へ く患者 が 院 れました 院 熱外 を設けて患者 に 診していた きました
が、集 生する感染症への対応の を 感しました この感染症によ 中で1 4 人 上 WHOの
報 よ が くなっています 日本で 200人 度 厚生労働省報 よ が くなられました 的に見
て の診 、タミフル、リレンザの投 的で ったと れます

　2008年 月よ 特定健診が開 れました これ となった代 症候群を診 し治療、指導するのを
的としています 血、 、 の原 となる動 化に よ 高血圧、高 血症、
、 病な の危 子が ると れていました 代 症候群と 部に内臓 の が る 合
度の い危 子の 合 によって 動 化が 常に進行しやすいとい 念です 症状の

る に に動 化の危 子を 見し治療するために 、健 診 重 と れます

　 科 高 者の患者 が特に く、病 の治療 ですが、治 した後の退院 での o o  が大 重
と れます  専門性が 用できるとこ 生かし、 MSW メディカル ーシ ルワーカー 、 在宅医療部

との連携を保 、 よ 良い it  o  i e を 指した治療を考えて行きたいと います

　2005年よ NST n trition s ort te の活動 行っています これ 患者 の栄養状 を して、
栄養補給を補助する 種職種を めた委員会活動です 治医が する低栄養状 の患者 を栄養士、
PT、ST、薬剤師、看護師と に回診を行い、 治医への助 、補助を行っています また栄養補給の一 と
して安全な中 カテーテルの に を れています 科として 宅 生を中 に、この活動に

を れていく です これから 地道に診療、委員会活動を けよ と います

部長　生 　博
NST 定医
医師臨床研修指導医養成講習修 医
医学博士（鹿児島大学） 

二 　
日本血液学会 専門医
医学博士（日本医科大学）

宅　健治
日本外科学会 定医
日本医師会 定産業医

日本体育協会スポーツドクター
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、

　 院血液内科 現在常 医師 1 名（総合内科 ）で運用 れてお 、白血病、 性リンパ 、成人 T

白血病、 性骨 、骨 成症候群な の血液の 性疾患から、 種 血、 血 向をきたす疾患（

病等）の診療を行っています 院 血液学会 定研修施設となってお 、県内 大 の総合病院として

放射線治療を めとしたスムーズな 科連携を 集学的治療が 能で ることが 大の特 です

　外 別表の通 基本的に 月 、 、金 ですが、 外 までお い合 く い

小濵 浩介（お まこ すけ）　血液内科部長、医学博士

 鹿児島大学病院、九州がんセンター、東 大学医科学研究 付属病院、鹿児島市立病院、
 今 病院分院な で血液内科医として 務

資  血液学会専門医、同指導医、内科学会 定医、がん治療 定医

　現在 スタッフの 、外 、 院共に従 通院中の患者 んの 診療が 体となってお ます

平成 27 年度に新規に血液疾患として 院となった 院患者 46 名（ 性リンパ 成人 T 白血病 16

例、 性骨 3例、急性骨 性白血病 3例、慢性白血病 4例等）で 、総合内科との連携で診療を行って

います

学会関連 研究実 に

部長 小 濵 浩 介

血液内科

、

　鹿児島県内 大の民 の総合病院で ることの人的および設 的なメリットを生かして、 ら る病 の

病患者 んにつきまして、血 コントロールおよび慢性 を く全ての 病に 合 症の管理が

ます た 、平成27年度 医師が常 医1名の のため、 に管理 る患者 の となってお

、十分な診療を なくなってお ます また、 院が地域連携支援病院に指定 れたこと 、

的に 院患者 んを け れるよ にとの 院の 営 、 院患者 んにつきまして け

れ 能ですが、外 患者 んにつきまして け れが基本的に不 能となってお ます のため、 診

で られた 病患者 んにつきまして 、 か 付け医が るよ なら 、 き き、 か 付け医での

治療の をお いし、 し、 か 付け医よ 院の が ると れ、 介状をお いた患者

んにつきまして 、 科で 院治療を て き、退院後 、再び、 か 付け医での治療を して く

こととしてお ます また、全くの 治療で か 付け医をお でない 病患者 んにつきまして 、

科外 しく 院で治療を て き、血 コントロールが改 向とな 、安定してきたとこ 、

、治療開 後 か月を として、お まいや職 の くの医療機関にご 介 て くことと してお

ます のため、 的な外 治療を れる患者 んの け れ 、現在のとこ 、 となってお

ます

部長　 　

属学会：日本内科学会、日本 病学会、日本内分 学会

　　資 ：日本内科学会総合内科専門医、日本 病学会専門医

の

　 のよ に平成27年度 常 医1名と少ない医師 での診療体制に対し、患者 んの 加、特に 治療
や合 症をお の重症な患者 んの 加が しく、現在の 科の診療体制で 質および量の において

に してお ます また、 院が地域連携支援病院に指定 れたこと 、 院患者 んを 的に
け れるよ にとの 院の 営 、 院患者 んにつきまして け れ 能ですが、外 患者
んにつきまして け れが不 能となってお ます のため、外 での治療のご お けすること

ま んが、 し、 院治療が な患者 んがおられましたら、ご 介 けれ と い、この をお
してお いする 第です の しくお い し上 ます

　また、 病性 小血管 の評 につきまして 、現在 院下で十分に行えてお ますが、 、
院下で行ってお ました動 化性疾患の評 や 性 のチェックが、 PC（診 群分 包括評 ）と

い れる包括医療制度上、 院下で 十分に行い くなってきてお ます のために、 血管の動
化性疾患の評 や 性 のチェック 外 で行えるよ にシステムを し、通院中の全患者 んに検査
を けて くよ にしているとこ で ます 、生 予後に係 る 血管疾患および 血管疾患等の
動 化性疾患の評 、ま 、不十分かと いますので、今年度 、上 疾患に対する動 化性疾患の
評 システムを、 、 してまい たいと考えてお ます また、 病の新たな合 症としての
症につきまして 、定 的にチェック る体制を したいと考えてお ます

　 後に、 病患者 ん に対して、一病 とい 理念の下に、 OLを維 しつつ健 な とか ら
ない寿 を 能な 保 るよ に、今後と してまい たいと います 今後と か ら ご支
援の をお い し上 ます

 予 再診の

月 日 日 日 日 金 日 日

AM * * 診

PM 診 診 診 診 診

部長

糖尿病内科
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、

　 院血液内科 現在常 医師 1 名（総合内科 ）で運用 れてお 、白血病、 性リンパ 、成人 T

白血病、 性骨 、骨 成症候群な の血液の 性疾患から、 種 血、 血 向をきたす疾患（

病等）の診療を行っています 院 血液学会 定研修施設となってお 、県内 大 の総合病院として

放射線治療を めとしたスムーズな 科連携を 集学的治療が 能で ることが 大の特 です

　外 別表の通 基本的に 月 、 、金 ですが、 外 までお い合 く い

小濵 浩介（お まこ すけ）　血液内科部長、医学博士

 鹿児島大学病院、九州がんセンター、東 大学医科学研究 付属病院、鹿児島市立病院、
 今 病院分院な で血液内科医として 務

資  血液学会専門医、同指導医、内科学会 定医、がん治療 定医
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います

学会関連 研究実 に

部長 小 濵 浩 介

血液内科

、

　鹿児島県内 大の民 の総合病院で ることの人的および設 的なメリットを生かして、 ら る病 の

病患者 んにつきまして、血 コントロールおよび慢性 を く全ての 病に 合 症の管理が
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的に 院患者 んを け れるよ にとの 院の 営 、 院患者 んにつきまして け
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部長　 　
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んにつきまして け れが不 能となってお ます のため、外 での治療のご お けすること

ま んが、 し、 院治療が な患者 んがおられましたら、ご 介 けれ と い、この をお
してお いする 第です の しくお い し上 ます

　また、 病性 小血管 の評 につきまして 、現在 院下で十分に行えてお ますが、 、
院下で行ってお ました動 化性疾患の評 や 性 のチェックが、 PC（診 群分 包括評 ）と

い れる包括医療制度上、 院下で 十分に行い くなってきてお ます のために、 血管の動
化性疾患の評 や 性 のチェック 外 で行えるよ にシステムを し、通院中の全患者 んに検査
を けて くよ にしているとこ で ます 、生 予後に係 る 血管疾患および 血管疾患等の
動 化性疾患の評 、ま 、不十分かと いますので、今年度 、上 疾患に対する動 化性疾患の
評 システムを、 、 してまい たいと考えてお ます また、 病の新たな合 症としての
症につきまして 、定 的にチェック る体制を したいと考えてお ます

　 後に、 病患者 ん に対して、一病 とい 理念の下に、 OLを維 しつつ健 な とか ら
ない寿 を 能な 保 るよ に、今後と してまい たいと います 今後と か ら ご支
援の をお い し上 ます

 予 再診の

月 日 日 日 日 金 日 日
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PM 診 診 診 診 診

部長

糖尿病内科
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部長 永

消化器内科

　消化器内科 、月 日から 日まで外 患者 の検査・治療、 院患者 の診療・加療を行ってお ます

消化器外科や放射線科との共同で集学的な治療をご してお ます

　検査に関しまして 部 検査、上・下部内視 検査、 内視 検査、 内視 下生検

吸 診、 RCP：内視 的 行性 管 管 検査、I US、食道 視 検査、 腸 視 検査、

肝生検、肝炎ウィルス検査等を行ってお ます

　治療に関しまして 全ての消化器疾患の内科的治療を めとし、上部・下部内視 的止血術、イレ

ウスチューブ 術、内視 的 術、内視 的消化管 術、消化管ステント 術、内視 的

術・ 化療法、 MR：内視 的 術、 S ：内視 的 下 術、内視 的ポリープ 術、

ガイド下 ドレナージ術、内視 的 道ドレナージ術、内視 下乳 開術 術、内視 下

道 術、内視 下 管 採 術内視 下 管 管ステント 術、内視 下 設術、消

化器 に対する化学療法な に たってお ます

　 科の特 としまして 消化器内視 に関する とん 全ての検査 治療をまん んなく っている

事、 院が総合病院で る特 からの 科疾患合 症を するリスクの高い患者 の い事、救急病院で

る特 からの 急 を とする患者 の救急 が い事等です 外 島を め県内 地の の

医療機関と病診連携をとってお ます

　 院 日本消化器病学会、消化器内視 学会、日本消化管学会 定指導施設で 、内視 に 名の

専属スタッフが常 し、 科の安全性と質の高い医療を する となってお ます

師

永　
日本消化器内視 学会 定専門医・指導医

今給  和幸
日本内科学会 定医
日本消化器病学会消化器病専門医・指導医
日本消化器内視 学会 定専門医・指導医
日本人 ドック学会 定医
日本 道学会 定専門医・指導医

流 文
日本外科学会専門医
日本消化管学会 腸科専門医・指導医
医学博士（福 大学）

師

松 　 　 　大 子　 山 

松本美 　川本研一 　丸

師

　山 子　大  

中  　 　小 美

外 患者 　 診 1,077 名、再診 5,971 名

院患者  527 名

月 日　 全予 制）

診療、検査、投薬な 全て 全予 制です
後から 検査の となってお ます

月 金

永 今給 今給 永
大

永
今給

交代制

・十二指腸内視 検査

食道内視 検査

下部消化管内視 検査

小腸内視 検査

内視 的 行性 管 管 （ RCP）

内視 検査（ US）

内視 下 吸 診（FNA）

I US

検査名

1,786

1

825

2

80

90

4

4

活動

・第 回　今給 総合病院　がん診 講座

　「 へのアプローチ」　今給  和幸

・院内 会　

　「薬剤起 性消化管 のリスクとマネジメント」

　今給  和幸

・第 回　鹿児島 カンフ レンス

　 　鹿児島市立病院

　「フ ーストカ ュレーションから 術まで」

　今給  和幸

・ 田学園看護専門学校

　 常 講師として講 開講　　 永 　

研

・ i io P n re ti  Stentin 研究会よ

「 肝門部 性 道 に対するメタリック

ステントの 法を 検討する 施設共同

（ ドレナージ S ドレナ

ージ）」

「 不能 性 による 通 に対する消

化管ステント の 用性をカバーの によ

検討する 施設共同 」

「 RCP 後 炎に関する 施設共同 向き 研

究」

・鹿児島大学との共同

　「鹿児島県内外における 不能 に対するア

ブラキサンの治療の実 調査」

学会関連 研究実 に

治療・ 名

上部消化管内視 的止血術

下部消化管内視 的止血術

イレウス管 術

門的イレウス管 術

内視 的消化管 （上部・下部）

内視 的 化療法・ 術（ IS・ L）

内視 的 ･十二指腸ポリープ 術（ MR）

内視 的 食道 下 術（ S ）

内視 的 下 術（ S ）

内視 的大腸ポリープ 術（ MR）

内視 的 大腸 下 術

内視 下食道 術

食道ステント 術

内視 下 ・十二指腸 術

・十二指腸ステント 術

内視 的乳 開術（ ST）

内視 的乳 術（ P ）

内視 的 道 術（ ML）

内視 的 道 採 術

内視 的 道ドレナージ（ N ・ R ）

内視 的 道ステント 術

内視 的 管ステント 術

内視 下 設術（P G）

交換

内視 下 整 術

術

23

5

23

2

8

4

7

3

14

166

7

2

1

9

3

13

2

5

15

46

8

1

46

37

3

2
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報告 報告

部長 永

消化器内科

　消化器内科 、月 日から 日まで外 患者 の検査・治療、 院患者 の診療・加療を行ってお ます

消化器外科や放射線科との共同で集学的な治療をご してお ます

　検査に関しまして 部 検査、上・下部内視 検査、 内視 検査、 内視 下生検

吸 診、 RCP：内視 的 行性 管 管 検査、I US、食道 視 検査、 腸 視 検査、

肝生検、肝炎ウィルス検査等を行ってお ます

　治療に関しまして 全ての消化器疾患の内科的治療を めとし、上部・下部内視 的止血術、イレ

ウスチューブ 術、内視 的 術、内視 的消化管 術、消化管ステント 術、内視 的

術・ 化療法、 MR：内視 的 術、 S ：内視 的 下 術、内視 的ポリープ 術、

ガイド下 ドレナージ術、内視 的 道ドレナージ術、内視 下乳 開術 術、内視 下

道 術、内視 下 管 採 術内視 下 管 管ステント 術、内視 下 設術、消

化器 に対する化学療法な に たってお ます

　 科の特 としまして 消化器内視 に関する とん 全ての検査 治療をまん んなく っている

事、 院が総合病院で る特 からの 科疾患合 症を するリスクの高い患者 の い事、救急病院で

る特 からの 急 を とする患者 の救急 が い事等です 外 島を め県内 地の の

医療機関と病診連携をとってお ます

　 院 日本消化器病学会、消化器内視 学会、日本消化管学会 定指導施設で 、内視 に 名の

専属スタッフが常 し、 科の安全性と質の高い医療を する となってお ます

師

永　
日本消化器内視 学会 定専門医・指導医

今給  和幸
日本内科学会 定医
日本消化器病学会消化器病専門医・指導医
日本消化器内視 学会 定専門医・指導医
日本人 ドック学会 定医
日本 道学会 定専門医・指導医

流 文
日本外科学会専門医
日本消化管学会 腸科専門医・指導医
医学博士（福 大学）

師

松 　 　 　大 子　 山 

松本美 　川本研一 　丸

師

　山 子　大  

中  　 　小 美

外 患者 　 診 1,077 名、再診 5,971 名

院患者  527 名

月 日　 全予 制）

診療、検査、投薬な 全て 全予 制です
後から 検査の となってお ます

月 金

永 今給 今給 永
大

永
今給

交代制

・十二指腸内視 検査

食道内視 検査

下部消化管内視 検査

小腸内視 検査

内視 的 行性 管 管 （ RCP）

内視 検査（ US）

内視 下 吸 診（FNA）

I US

検査名

1,786

1

825

2

80

90

4

4

活動

・第 回　今給 総合病院　がん診 講座

　「 へのアプローチ」　今給  和幸

・院内 会　

　「薬剤起 性消化管 のリスクとマネジメント」

　今給  和幸

・第 回　鹿児島 カンフ レンス

　 　鹿児島市立病院

　「フ ーストカ ュレーションから 術まで」

　今給  和幸

・ 田学園看護専門学校

　 常 講師として講 開講　　 永 　

研

・ i io P n re ti  Stentin 研究会よ

「 肝門部 性 道 に対するメタリック

ステントの 法を 検討する 施設共同

（ ドレナージ S ドレナ

ージ）」

「 不能 性 による 通 に対する消

化管ステント の 用性をカバーの によ

検討する 施設共同 」

「 RCP 後 炎に関する 施設共同 向き 研

究」

・鹿児島大学との共同

　「鹿児島県内外における 不能 に対するア

ブラキサンの治療の実 調査」

学会関連 研究実 に

治療・ 名

上部消化管内視 的止血術

下部消化管内視 的止血術

イレウス管 術

門的イレウス管 術

内視 的消化管 （上部・下部）

内視 的 化療法・ 術（ IS・ L）

内視 的 ･十二指腸ポリープ 術（ MR）

内視 的 食道 下 術（ S ）

内視 的 下 術（ S ）

内視 的大腸ポリープ 術（ MR）

内視 的 大腸 下 術

内視 下食道 術

食道ステント 術

内視 下 ・十二指腸 術

・十二指腸ステント 術

内視 的乳 開術（ ST）

内視 的乳 術（ P ）

内視 的 道 術（ ML）

内視 的 道 採 術

内視 的 道ドレナージ（ N ・ R ）

内視 的 道ステント 術

内視 的 管ステント 術

内視 下 設術（P G）

交換

内視 下 整 術

術
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部長 大 一

循環器内科

　 科 鹿児島大学大学院医師学総合研究 臓
血管・高血圧内科学教 （大 教授）から
器内科スタッフとして派遣 れた 名の常 医で

成 れています 器疾患の外 ・ 院診療、
科から の術 および 疾患 査、救急患者

の対応を ・ 食道 エコー、 動 エコー、
下肢動 エコーな 検査、運動・薬
検査、 動 M CT を 使し生理検査 、放

射線科と連携の と に診療をこなしています

　平成27年度の 器内科の診療実 について
介 し上 ます 現在 部長大 一 と、鹿児

島大学医学部 臓血管・高血圧内科から派遣の
健 と下 浩二が常 医として 務していま

す の に 年院内また 鹿児島大学研修ロー
テーションによる研修医を加えて外 ・病 の診
療を行っています 検査 に生理検査技
師の 児、 田修 が行います 院内や外

、 院からの い合 を外 付・看護師が
対応し、患者 への治療が円 に行えるよ が

を一つに協 しています

1）外 診療

　外 診 人の医師で新患、再 、術 科
な を 日 で しています 外 患

者 再 ・新患 て一日 た 30 50名 度
で、再 患者について の 消のための
予 制をとっています 鹿児島県下の病院やクリ

ックから 疾患の 査 や鹿児島医療センタ
ーな から診療の な で 介 れ 診 れる
患者が 加している 象です 一 で病状
が安定している患者について 宅 くの施設へ
の 介を やし病診連携を っています

　高血圧、高 血症、 病な の生活習 病、
症・ な 血性 疾患、 性
後や 症な 疾患による慢性

不全、 動、上 性 、症候性 な の
不整 および 疾患、下肢 性動 化症
（PA ）や 部 血栓症（ T）な 下肢血管疾
患、大動 な の救急対応と 器疾患全
の診 や治療を行っています

　 院における 科の特 として 術 機能評
および 院中の 部症状 現な による診
な での院内 科からの 介の です

　 動 疾患の 査について 動 M CT診
が放射線部のレベルアップによる の 化

で従 よ 大量かつ な 診 が 能にな
ました て シンチな 医学検査による

診 を放射線科医師と行 ことで診 の 度
向上を常に がけています 院で 臓カテー
テル検査およびカテーテル治療 行いま んの
で、鹿児島大学病院・鹿児島医療センター・鹿児
島市立病院・天 会中央病院といった 臓カテー
テル施設との な連携によ ス ーディな診

・加療を実現しています また、上 の鹿児島
市における 器基幹病院と合同でカンフ レン
スや研究 表を行 機会 く、 進医療の動向
に 分対応 ます

2 院診療

　 い症例 高 者の慢性 不全の によ
救急 れるケースです ・呼吸状 を

改 内科病 へ し全 状 の改 を て
退院とな ます ースメーカー え 術

月1 2 の ースで行っています 整 外科な
長 床化する症例が いことから下肢 血

栓症例 加が られ、放射線科と 下大
フィルターによる肺 栓予防を 的に行って

います

　現在の診療内 を らに 実 ながら、鹿児
島市立病院や大学病院、鹿児島医療センターとい
った 新機器や情報の な施設との人的・ 的
交流をいっ めていきます 総合病院で る

院の特 から 器科に ら 広い疾患を
する機会が く、研修医の対応に を れて

います

（ 27 年 28 年）

ースメーカー 術　新規　　：3

・ エコー　： 3,000
・ 動 エコー 
 エコー にルーティンに行っています
・下肢血管エコー　 300

動
300

部長 川 畠 寿 史

呼吸器内科

　平成27年4月よ 川畠、新 、 永、松山 の
人の常 医で診療に たってお ます

　 科 き き日本呼吸器病学会関連施設の
定を けてお 、呼吸器外科、放射線科、病理診

科と 協 し、 良の医療を できるよ に
めてお ます

の主な 患

、 患

、

、 患

、 患

　呼吸器診療 に上 の疾患の治療を行ってお
ます や 肺 への対応が とな 、内科で
進行 肺 を することとな ます 療

法薬のオプジー が 小 肺 に 保 応と
な 、今後 なる予後改 が見 まれますが、一

で高 ぎることが となってお ます ま
た 剤で られない 関連の特 な 事
象が 現するため、 の対応 重 とな ます

イレッサの 用で る 質性肺炎が社会
となった が ますが、 の二の ま
よ 、オプジー 応 重に判 する が

ます 科で 、オプジー 治療導 鹿
児島大学病院へ 介する としてお ます 肺

診療 、 に治療 展への が高まる一
で、一 縄で いかない しい らんでい
ると れます 高 者や 症の る患者

実に えてお 、外 診療 例や
す誤嚥性肺炎症例への治療 外での対応 現実的
に 重 です MSWの なスタッフの に 、本

にいつ 助けられてお ます 今後 れる 死
社会への対応 い で なく、 が死生

について考える機会をよ やしていく
重 で ないかと考え られます

入院

　 科外 で 、平成24年12月から予 制を導
してお ます 新患患者 年よ とな ま
したが、延 患者 減とな ました 表の通

院患者 延 人 ですが、例年通 肺 患者
が くなってお ます 平成27年の 管支
検査 91例で診 例年同 70 で とな
る合 症例 ま んでした US T NA
行いました 高 な機器ですので の
しいと れますが、今後 呼吸器関連施設とし
て の検査になっていくと れます て今
年度 るくタフな r 松山 が 定内？の

・ 産とい おめでたい ュース 、急

大学から3 月 山医師が応援に て下 いまし
た また に してくれる のと います
　 度 後に 科の診療が円 に行っていけるの
、今給 総合病院・ 和会クリ ックの な

看護師・医療事務 め 種コメディカル、スタッ
フの のお で 、ここに します

表 ）外 患者

延 患者 新患患者

平成25年

平成26年

平成27年

6,345

6,398

5,548

664

522

553

表 ） 院患者疾患内

肺 ・ 部 性疾患

肺炎

びまん性肺疾患

管支

慢性 性肺疾患

肺

の

合

25年

365

51

29

5

22

5

108

510

26年

356

43

25

9

12

5

65

515

27年

337

51

28

5

9

13

49
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部長 大 一

循環器内科

　 科 鹿児島大学大学院医師学総合研究 臓
血管・高血圧内科学教 （大 教授）から
器内科スタッフとして派遣 れた 名の常 医で

成 れています 器疾患の外 ・ 院診療、
科から の術 および 疾患 査、救急患者

の対応を ・ 食道 エコー、 動 エコー、
下肢動 エコーな 検査、運動・薬
検査、 動 M CT を 使し生理検査 、放

射線科と連携の と に診療をこなしています

　平成27年度の 器内科の診療実 について
介 し上 ます 現在 部長大 一 と、鹿児

島大学医学部 臓血管・高血圧内科から派遣の
健 と下 浩二が常 医として 務していま

す の に 年院内また 鹿児島大学研修ロー
テーションによる研修医を加えて外 ・病 の診
療を行っています 検査 に生理検査技
師の 児、 田修 が行います 院内や外

、 院からの い合 を外 付・看護師が
対応し、患者 への治療が円 に行えるよ が
を一つに協 しています

1）外 診療

　外 診 人の医師で新患、再 、術 科
な を 日 で しています 外 患

者 再 ・新患 て一日 た 30 50名 度
で、再 患者について の 消のための
予 制をとっています 鹿児島県下の病院やクリ

ックから 疾患の 査 や鹿児島医療センタ
ーな から診療の な で 介 れ 診 れる
患者が 加している 象です 一 で病状
が安定している患者について 宅 くの施設へ
の 介を やし病診連携を っています

　高血圧、高 血症、 病な の生活習 病、
症・ な 血性 疾患、 性
後や 症な 疾患による慢性

不全、 動、上 性 、症候性 な の
不整 および 疾患、下肢 性動 化症
（PA ）や 部 血栓症（ T）な 下肢血管疾
患、大動 な の救急対応と 器疾患全
の診 や治療を行っています

　 院における 科の特 として 術 機能評
および 院中の 部症状 現な による診
な での院内 科からの 介の です

　 動 疾患の 査について 動 M CT診
が放射線部のレベルアップによる の 化

で従 よ 大量かつ な 診 が 能にな
ました て シンチな 医学検査による

診 を放射線科医師と行 ことで診 の 度
向上を常に がけています 院で 臓カテー
テル検査およびカテーテル治療 行いま んの
で、鹿児島大学病院・鹿児島医療センター・鹿児
島市立病院・天 会中央病院といった 臓カテー
テル施設との な連携によ ス ーディな診

・加療を実現しています また、上 の鹿児島
市における 器基幹病院と合同でカンフ レン
スや研究 表を行 機会 く、 進医療の動向
に 分対応 ます

2 院診療

　 い症例 高 者の慢性 不全の によ
救急 れるケースです ・呼吸状 を

改 内科病 へ し全 状 の改 を て
退院とな ます ースメーカー え 術

月1 2 の ースで行っています 整 外科な
長 床化する症例が いことから下肢 血

栓症例 加が られ、放射線科と 下大
フィルターによる肺 栓予防を 的に行って

います

　現在の診療内 を らに 実 ながら、鹿児
島市立病院や大学病院、鹿児島医療センターとい
った 新機器や情報の な施設との人的・ 的
交流をいっ めていきます 総合病院で る

院の特 から 器科に ら 広い疾患を
する機会が く、研修医の対応に を れて

います

（ 27 年 28 年）

ースメーカー 術　新規　　：3

・ エコー　： 3,000
・ 動 エコー 
 エコー にルーティンに行っています
・下肢血管エコー　 300

動
300

部長 川 畠 寿 史

呼吸器内科

　平成27年4月よ 川畠、新 、 永、松山 の
人の常 医で診療に たってお ます

　 科 き き日本呼吸器病学会関連施設の
定を けてお 、呼吸器外科、放射線科、病理診

科と 協 し、 良の医療を できるよ に
めてお ます

の主な 患

、 患

、

、 患

、 患

　呼吸器診療 に上 の疾患の治療を行ってお
ます や 肺 への対応が とな 、内科で
進行 肺 を することとな ます 療

法薬のオプジー が 小 肺 に 保 応と
な 、今後 なる予後改 が見 まれますが、一

で高 ぎることが となってお ます ま
た 剤で られない 関連の特 な 事
象が 現するため、 の対応 重 とな ます

イレッサの 用で る 質性肺炎が社会
となった が ますが、 の二の ま
よ 、オプジー 応 重に判 する が

ます 科で 、オプジー 治療導 鹿
児島大学病院へ 介する としてお ます 肺

診療 、 に治療 展への が高まる一
で、一 縄で いかない しい らんでい
ると れます 高 者や 症の る患者

実に えてお 、外 診療 例や
す誤嚥性肺炎症例への治療 外での対応 現実的
に 重 です MSWの なスタッフの に 、本

にいつ 助けられてお ます 今後 れる 死
社会への対応 い で なく、 が死生

について考える機会をよ やしていく
重 で ないかと考え られます

入院

　 科外 で 、平成24年12月から予 制を導
してお ます 新患患者 年よ とな ま
したが、延 患者 減とな ました 表の通

院患者 延 人 ですが、例年通 肺 患者
が くなってお ます 平成27年の 管支
検査 91例で診 例年同 70 で とな
る合 症例 ま んでした US T NA
行いました 高 な機器ですので の
しいと れますが、今後 呼吸器関連施設とし
て の検査になっていくと れます て今
年度 るくタフな r 松山 が 定内？の

・ 産とい おめでたい ュース 、急

大学から3 月 山医師が応援に て下 いまし
た また に してくれる のと います
　 度 後に 科の診療が円 に行っていけるの
、今給 総合病院・ 和会クリ ックの な

看護師・医療事務 め 種コメディカル、スタッ
フの のお で 、ここに します

表 ）外 患者

延 患者 新患患者
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平成26年

平成27年

6,345

6,398

5,548
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部長 長 堂 竜 維

神経内科

　 院 内科 鹿児島大学 内科・老年
病学講座を母体とした医局で、丸山・長堂・

・ 同科の また 同科在 中の医
師です この4人と 大学 内科 の

を めた5人が 科の常 医で、この5人
の を く4人が日本 学会 内科
専門医で、 予定です 加えて鹿児
島大学から 人の 常 医師に 応援をいた

き、 ・めまい・しびれ等の症状や 卒
中・パーキン ン病・アルツハイマー
症等の一 内科外 から急性 疾患
の救 救急医療・急性 リハビリテーション
までの 内科診療をこなしています 鹿児
島大学の 内科・老年病学講座が日本にお
いて 規 が大きく つ 史の る
内科教 のひとつで る事 、鹿児島県

の県に 内科医の 常に い県で
す しかし、 内科専門医5人を常 として

え 救急を行っている 立病院 全国的
に く なく、鹿児島県における
内科診療に 少な と 献できている の
と してお ます

　 に今年度の診療実 について か てい
た きます ま 院患者 んですが、525名
（平成27年1月1日～12月31日）が一年 で
院 れました の中で 血管 ・感染
症・パーキン ン病の 疾患が大きな 合を

めました 内科とい 科の性 上、予
定 院に 圧 的に 急 院が い事を考
えると、 日1 5人の 院患者を平均的に

け れてくれる病 スタッフに の下が
る いがします 外 患者 ん 、一年 の

診患者総 1,337人、外 患者総 が10,887
人で、一日平均外 患者 35人でした
病 別館2 南病 42床で 内科と 科
の 合病 となってお 、 科の 生
に を 的 なご指導をいた き、

内科一同感 の でいっ いです

　病 スタッフ 師長 下26名の看護師
が 務をこなしながら 、 を や 日

事に んでいます 内科 科に
ご高 の患者 んやA Lの低下した患者 ん

い中でクオリティの高い看護・介護を実
践して らい、医師にとって本 に働きやす
い病 です

　外 能で のできる医療クラーク
の 山と 山が、5人の常 医師と5人の 常

医師を上手くお てながら、 内科外
のす てを っています

　日常診療 外の業務として 、丸山 院
長としての くの院内・院外 務に加え、
種研究会の 人、血液 ・ 関連の講
演を行い、長堂 鹿児島大学医学部 常 講
師として学生講 と大学病院専門外 、
田学園看護専門学校の授業、臨床研修医対
応、 種講演会な を行っています

種学会で 演 表し、 文 表して
います また ・ ・ の3名 診療

行っています このよ に全員が医療 外
に くの な用事を 手いっ いに え
ながらコマネズミのよ に 日 回ってい
ます

　 上、 で ますが今給 総合病院
内科の日常をご 介 て きました

丸山芳一　 院長
医学博士、日本 学会専門医、
日本内科学会 定医、日本 学会評議員
鹿児島大学臨床教授、 田学園 常 講師

大学医学部卒

長堂竜維　 内科部長
医学博士、日本 学会専門医
日本内科学会 定医、鹿児島大学臨床教授
鹿児島大学医学部 常 講師
日本 学会九州地 会 人

田学園 常 講師、鹿児島大学医学部卒

　 　在宅医療部部長
日本内科学会総合内科専門医
日本内科学会 定医、日本 学会専門医、
鹿児島大学医学部卒

　
医学博士、日本 学会専門医、
日本内科学会 定医、 大学医学部卒

 理
鹿児島大学医学部卒

常 医師

丸山 医師（血管病） 美子医師（電 生理検査） 人医師（ 内科、 病）

田 医師（ 内科） 良 医師（ 部血管 検査） 道 医師 電 生理検査

　 院 内科 鹿児島大学 内科・老年
病学講座を母体とした医局で、丸山・長堂・

・ 同科の また 同科在 中の医
師です この4人と 大学 内科 の

を めた5人が 科の常 医で、この5人
の を く4人が日本 学会 内科
専門医で、 予定です 加えて鹿児
島大学から 人の 常 医師に 応援をいた

き、 ・めまい・しびれ等の症状や 卒
中・パーキン ン病・アルツハイマー
症等の一 内科外 から急性 疾患
の救 救急医療・急性 リハビリテーション
までの 内科診療をこなしています 鹿児
島大学の 内科・老年病学講座が日本にお
いて 規 が大きく つ 史の る
内科教 のひとつで る事 、鹿児島県

の県に 内科医の 常に い県で
す しかし、 内科専門医5人を常 として

え 救急を行っている 立病院 全国的
に く なく、鹿児島県における
内科診療に 少な と 献できている の
と してお ます

　 に今年度の診療実 について か てい
た きます ま 院患者 んですが、525名
（平成27年1月1日～12月31日）が一年 で
院 れました の中で 血管 ・感染
症・パーキン ン病の 疾患が大きな 合を

めました 内科とい 科の性 上、予
定 院に 圧 的に 急 院が い事を考
えると、 日1 5人の 院患者を平均的に

け れてくれる病 スタッフに の下が
る いがします 外 患者 ん 、一年 の

診患者総 1,337人、外 患者総 が10,887
人で、一日平均外 患者 35人でした
病 別館2 南病 42床で 内科と 科
の 合病 となってお 、 科の 生
に を 的 なご指導をいた き、

内科一同感 の でいっ いです

　病 スタッフ 師長 下26名の看護師
が 務をこなしながら 、 を や 日

事に んでいます 内科 科に
ご高 の患者 んやA Lの低下した患者 ん

い中でクオリティの高い看護・介護を実
践して らい、医師にとって本 に働きやす
い病 です

　外 能で のできる医療クラーク
の 山と 山が、5人の常 医師と5人の 常

医師を上手くお てながら、 内科外
のす てを っています

　日常診療 外の業務として 、丸山 院
長としての くの院内・院外 務に加え、
種研究会の 人、血液 ・ 関連の講
演を行い、長堂 鹿児島大学医学部 常 講
師として学生講 と大学病院専門外 、
田学園看護専門学校の授業、臨床研修医対
応、 種講演会な を行っています

種学会で 演 表し、 文 表して
います また ・ ・ の3名 診療

行っています このよ に全員が医療 外
に くの な用事を 手いっ いに え
ながらコマネズミのよ に 日 回ってい
ます

　 上、 で ますが今給 総合病院
内科の日常をご 介 て きました

丸山芳一　 院長
医学博士、日本 学会専門医、
日本内科学会 定医、日本 学会評議員
鹿児島大学臨床教授、 田学園 常 講師

大学医学部卒
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医学博士、日本 学会専門医
日本内科学会 定医、鹿児島大学臨床教授
鹿児島大学医学部 常 講師
日本 学会九州地 会 人

田学園 常 講師、鹿児島大学医学部卒

　 　在宅医療部部長
日本内科学会総合内科専門医
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丸山 医師（血管病） 美子医師（電 生理検査） 人医師（ 内科、 病）

田 医師（ 内科） 良 医師（ 部血管 検査） 道 医師 電 生理検査
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部長 長 堂 竜 維

神経内科

　 院 内科 鹿児島大学 内科・老年
病学講座を母体とした医局で、丸山・長堂・

・ 同科の また 同科在 中の医
師です この4人と 大学 内科 の

を めた5人が 科の常 医で、この5人
の を く4人が日本 学会 内科
専門医で、 予定です 加えて鹿児
島大学から 人の 常 医師に 応援をいた

き、 ・めまい・しびれ等の症状や 卒
中・パーキン ン病・アルツハイマー
症等の一 内科外 から急性 疾患
の救 救急医療・急性 リハビリテーション
までの 内科診療をこなしています 鹿児
島大学の 内科・老年病学講座が日本にお
いて 規 が大きく つ 史の る
内科教 のひとつで る事 、鹿児島県

の県に 内科医の 常に い県で
す しかし、 内科専門医5人を常 として

え 救急を行っている 立病院 全国的
に く なく、鹿児島県における
内科診療に 少な と 献できている の
と してお ます

　 に今年度の診療実 について か てい
た きます ま 院患者 んですが、525名
（平成27年1月1日～12月31日）が一年 で
院 れました の中で 血管 ・感染
症・パーキン ン病の 疾患が大きな 合を

めました 内科とい 科の性 上、予
定 院に 圧 的に 急 院が い事を考
えると、 日1 5人の 院患者を平均的に

け れてくれる病 スタッフに の下が
る いがします 外 患者 ん 、一年 の

診患者総 1,337人、外 患者総 が10,887
人で、一日平均外 患者 35人でした
病 別館2 南病 42床で 内科と 科
の 合病 となってお 、 科の 生
に を 的 なご指導をいた き、

内科一同感 の でいっ いです

　病 スタッフ 師長 下26名の看護師
が 務をこなしながら 、 を や 日

事に んでいます 内科 科に
ご高 の患者 んやA Lの低下した患者 ん

い中でクオリティの高い看護・介護を実
践して らい、医師にとって本 に働きやす
い病 です

　外 能で のできる医療クラーク
の 山と 山が、5人の常 医師と5人の 常

医師を上手くお てながら、 内科外
のす てを っています

　日常診療 外の業務として 、丸山 院
長としての くの院内・院外 務に加え、
種研究会の 人、血液 ・ 関連の講
演を行い、長堂 鹿児島大学医学部 常 講
師として学生講 と大学病院専門外 、
田学園看護専門学校の授業、臨床研修医対
応、 種講演会な を行っています

種学会で 演 表し、 文 表して
います また ・ ・ の3名 診療

行っています このよ に全員が医療 外
に くの な用事を 手いっ いに え
ながらコマネズミのよ に 日 回ってい
ます

　 上、 で ますが今給 総合病院
内科の日常をご 介 て きました

丸山芳一　 院長
医学博士、日本 学会専門医、
日本内科学会 定医、日本 学会評議員
鹿児島大学臨床教授、 田学園 常 講師
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血管疾患の再 に対する高 血症薬HMGCoA
薬の予防に関する研究
研究協 　丸山芳一

研究者　広島大学　松本昌

卒中 患者を対象とした厳 圧療法の
予防 を検討する大規 臨床研究
研究協 　丸山芳一
研究代表者　 治医科大学　島田和幸

長堂竜維
日本 学会九州地 会 人
鹿児島大学 常 講師

田学園 常 講師

　

報告

学会関連 研究実 に

講

2015年1月7日～1月8日
鹿児島大学医学部 年生
「内分 と機能」合 4回
長堂竜維

2015年4月14日～5月26日
田学園看護専門学校　 看護学講 　

・ 　講 　合 7回
長堂竜維

部長 濵 之 上 雅 博

外科（肝臓･消化器･乳線･内分泌･小児･肛門）

　今年度、外科の人員 成 、立 　 生が
6月で れ  幸一 生が れました
また和田　 生の と 月～ 6 月まで下 　

生が れ 7 月～ 12 月まで一年ぶ に
ってきた  工平 生が ってくれました
 生 ら 外科の 隊長を務め

てくれています  科の として救急
めた一 外科と専門性が とめられる 外科が

ます また、消化器・ 状 ・乳 外科とい
広い の臓器を け っています 特に病院

が がん拠点病院 を する 、診 から
手術 らに術後の補助療法がシームレスに行 れ
る が ます このため週一回の消化器カン
フ を中 に消化器内科・放射線科・ 科・病
理診 科との のない症例検討を行っています
看護師 ん・ r e i 　st の参加 、
情報共 に しています また 2 か月に一回　
n er o r 行ってお 治療 が となっ

た現在に の考え よ 治療を考える の
ない治療を 指しています  らに  洋 生を
中 に研修医の 員と研修の 実が られてお 、
研修医の人 年 えてお 、このために カ
ンフ レンス 症例 表な 研修のために 重
な のとなっています 科 、大学よ の病院
実習生（ポリクリ） 週 2～ 4名 け れてお 、
実 の患者 んに して らいまた手術への参加

病院スタッフおよび患者 んにお にな
っています また 、県外・県内の医学生の見
学者が 加してお 、 院に対する関 して
いる のと感 ています また新病院 につい
て 、病院関係者・患者 ん とよ 研修医・
今後 まる新専門医制度参加者から 関 が高ま
る のと います 年　がんの治療法として化
学療法が大きな部分を めるよ にな 消化器
　化学療法 手術との関連 く外科で対応
て らっています 今後、救急・ 外科・化学
療法と広 の 事を よくしていくために
部署との れのない情報交換が らに重 となる
と います 年 外科 医学 の 危 種と
呼 れ、 の厳しい中で 科 st 本 に
ってくれていると感 してお ます この しい
中で外科のスタッフが地 および全国学会・研究
会で病院での臨床上の と られて 見をまと
め 表してくれています

 年、 視下手術 い外科医にとって くの手
術において 術式となってきてお 、 ケイ
ル ア 今で 院において とん 下
に行 れています 成 、ま 不十分です
が術後 で た の 代が行ってきた ア
プローチよ が良いと感 ています また

全国手術症例 システム（NC ） 、今後導
れる新専門医制度において とな 院の症例

す て れています 、化学療法の
化に い な全国規 の臨床治 が行 れて

います 科 院内の倫理委員会の をえなが
ら参加できる のへ 手を挙 ていこ と考えて
います 臨床治 、 の参加することによる病
院評 の上昇 ますが、患者 んへの治療

の 、 の 度の向上な 診療の質の
向上 できます 院が地域がん診療連携拠
点病院で る として患者 んに十分な情報
と患者 んの意 の尊重が重 視 れています

手術とい 治療を行 外科 、患者 んの意 の
尊重が しいと感 ることが く ます の
ときコメディカルスタッフが患者 んの いを
に ってくれていることに感 しています

 また 年、高 者の手術が 加し、家族関係の
・術後に行き が決まらないな 社会的な

に対応が められこと おおくな ました 連携
・事務の の協 なくして 手術をすること
え しいのが現実です この を て し

上 ます

務者

医師
今給  和 、 　洋、 濵之上 雅博、 

  、 
 立 　 （1月～ 6月）

（ ）
　幸一 ：平成 27 年 7 月～

下 　 ：平成 27 年 1 月～ 6月
　工平：平成 27 年 7 月～ 12 月

診療アシスタント
手 、上  美、 原　

看護師
田 美、 崎 まこと

外 患者状
平成 27 年の外 診者総 延
4,301 名で った
の内
診患者 :473 名、　再診患者：3,828 名

院患者 591 名 年
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田学園看護専門学校　 看護学講 　

・ 　講 　合 7回
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部長 濵 之 上 雅 博

外科（肝臓･消化器･乳線･内分泌･小児･肛門）

　今年度、外科の人員 成 、立 　 生が
6月で れ  幸一 生が れました
また和田　 生の と 月～ 6 月まで下 　

生が れ 7 月～ 12 月まで一年ぶ に
ってきた  工平 生が ってくれました
 生 ら 外科の 隊長を務め

てくれています  科の として救急
めた一 外科と専門性が とめられる 外科が

ます また、消化器・ 状 ・乳 外科とい
広い の臓器を け っています 特に病院

が がん拠点病院 を する 、診 から
手術 らに術後の補助療法がシームレスに行 れ
る が ます このため週一回の消化器カン
フ を中 に消化器内科・放射線科・ 科・病
理診 科との のない症例検討を行っています
看護師 ん・ r e i 　st の参加 、
情報共 に しています また 2 か月に一回　
n er o r 行ってお 治療 が となっ

た現在に の考え よ 治療を考える の
ない治療を 指しています  らに  洋 生を
中 に研修医の 員と研修の 実が られてお 、
研修医の人 年 えてお 、このために カ
ンフ レンス 症例 表な 研修のために 重
な のとなっています 科 、大学よ の病院
実習生（ポリクリ） 週 2～ 4名 け れてお 、
実 の患者 んに して らいまた手術への参加

病院スタッフおよび患者 んにお にな
っています また 、県外・県内の医学生の見
学者が 加してお 、 院に対する関 して
いる のと感 ています また新病院 につい
て 、病院関係者・患者 ん とよ 研修医・
今後 まる新専門医制度参加者から 関 が高ま
る のと います 年　がんの治療法として化
学療法が大きな部分を めるよ にな 消化器
　化学療法 手術との関連 く外科で対応
て らっています 今後、救急・ 外科・化学
療法と広 の 事を よくしていくために
部署との れのない情報交換が らに重 となる
と います 年 外科 医学 の 危 種と
呼 れ、 の厳しい中で 科 st 本 に
ってくれていると感 してお ます この しい
中で外科のスタッフが地 および全国学会・研究
会で病院での臨床上の と られて 見をまと
め 表してくれています

 年、 視下手術 い外科医にとって くの手
術において 術式となってきてお 、 ケイ
ル ア 今で 院において とん 下
に行 れています 成 、ま 不十分です
が術後 で た の 代が行ってきた ア
プローチよ が良いと感 ています また

全国手術症例 システム（NC ） 、今後導
れる新専門医制度において とな 院の症例

す て れています 、化学療法の
化に い な全国規 の臨床治 が行 れて

います 科 院内の倫理委員会の をえなが
ら参加できる のへ 手を挙 ていこ と考えて
います 臨床治 、 の参加することによる病
院評 の上昇 ますが、患者 んへの治療

の 、 の 度の向上な 診療の質の
向上 できます 院が地域がん診療連携拠
点病院で る として患者 んに十分な情報
と患者 んの意 の尊重が重 視 れています

手術とい 治療を行 外科 、患者 んの意 の
尊重が しいと感 ることが く ます の
ときコメディカルスタッフが患者 んの いを
に ってくれていることに感 しています

 また 年、高 者の手術が 加し、家族関係の
・術後に行き が決まらないな 社会的な

に対応が められこと おおくな ました 連携
・事務の の協 なくして 手術をすること
え しいのが現実です この を て し

上 ます

務者

医師
今給  和 、 　洋、 濵之上 雅博、 

  、 
 立 　 （1月～ 6月）

（ ）
　幸一 ：平成 27 年 7 月～

下 　 ：平成 27 年 1 月～ 6月
　工平：平成 27 年 7 月～ 12 月

診療アシスタント
手 、上  美、 原　

看護師
田 美、 崎 まこと

外 患者状
平成 27 年の外 診者総 延
4,301 名で った
の内
診患者 :473 名、　再診患者：3,828 名

院患者 591 名 年
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向上 できます 院が地域がん診療連携拠
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　2015年度 、 　 生の 動に い 手の（ こまで くない）山本 生が 、今給 幸

生と3人体制でした

 今年度の手術症例 170例で、内 肺 55例、 管 1例、 性肺 16例、 13例、 中

2例、 24例、 3例、 5例、良性肺 10例な でした した鹿児島市立病院の呼吸

器外科新設な の 、症例 なかなか び なのが現状ですが、4年後の 院新病院 に向

け 進していく考えです
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　今年度、外科の人員 成 、立 　 生が
6月で れ  幸一 生が れました
また和田　 生の と 月～ 6 月まで下 　

生が れ 7 月～ 12 月まで一年ぶ に
ってきた  工平 生が ってくれました
 生 ら 外科の 隊長を務め

てくれています  科の として救急
めた一 外科と専門性が とめられる 外科が

ます また、消化器・ 状 ・乳 外科とい
広い の臓器を け っています 特に病院

が がん拠点病院 を する 、診 から
手術 らに術後の補助療法がシームレスに行 れ
る が ます このため週一回の消化器カン
フ を中 に消化器内科・放射線科・ 科・病
理診 科との のない症例検討を行っています
看護師 ん・ r e i 　st の参加 、
情報共 に しています また 2 か月に一回　
n er o r 行ってお 治療 が となっ

た現在に の考え よ 治療を考える の
ない治療を 指しています  らに  洋 生を
中 に研修医の 員と研修の 実が られてお 、
研修医の人 年 えてお 、このために カ
ンフ レンス 症例 表な 研修のために 重
な のとなっています 科 、大学よ の病院
実習生（ポリクリ） 週 2～ 4名 け れてお 、
実 の患者 んに して らいまた手術への参加

病院スタッフおよび患者 んにお にな
っています また 、県外・県内の医学生の見
学者が 加してお 、 院に対する関 して
いる のと感 ています また新病院 につい
て 、病院関係者・患者 ん とよ 研修医・
今後 まる新専門医制度参加者から 関 が高ま
る のと います 年　がんの治療法として化
学療法が大きな部分を めるよ にな 消化器
　化学療法 手術との関連 く外科で対応
て らっています 今後、救急・ 外科・化学
療法と広 の 事を よくしていくために
部署との れのない情報交換が らに重 となる
と います 年 外科 医学 の 危 種と
呼 れ、 の厳しい中で 科 st 本 に
ってくれていると感 してお ます この しい
中で外科のスタッフが地 および全国学会・研究
会で病院での臨床上の と られて 見をまと
め 表してくれています

 年、 視下手術 い外科医にとって くの手
術において 術式となってきてお 、 ケイ
ル ア 今で 院において とん 下
に行 れています 成 、ま 不十分です
が術後 で た の 代が行ってきた ア
プローチよ が良いと感 ています また

全国手術症例 システム（NC ） 、今後導
れる新専門医制度において とな 院の症例

す て れています 、化学療法の
化に い な全国規 の臨床治 が行 れて

います 科 院内の倫理委員会の をえなが
ら参加できる のへ 手を挙 ていこ と考えて
います 臨床治 、 の参加することによる病
院評 の上昇 ますが、患者 んへの治療

の 、 の 度の向上な 診療の質の
向上 できます 院が地域がん診療連携拠
点病院で る として患者 んに十分な情報
と患者 んの意 の尊重が重 視 れています

手術とい 治療を行 外科 、患者 んの意 の
尊重が しいと感 ることが く ます の
ときコメディカルスタッフが患者 んの いを
に ってくれていることに感 しています

 また 年、高 者の手術が 加し、家族関係の
・術後に行き が決まらないな 社会的な

に対応が められこと おおくな ました 連携
・事務の の協 なくして 手術をすること
え しいのが現実です この を て し

上 ます

務者

医師
今給  和 、 　洋、 濵之上 雅博、 

  、 
 立 　 （1月～ 6月）

（ ）
　幸一 ：平成 27 年 7 月～

下 　 ：平成 27 年 1 月～ 6月
　工平：平成 27 年 7 月～ 12 月

診療アシスタント
手 、上  美、 原　

看護師
田 美、 崎 まこと

外 患者状
平成 27 年の外 診者総 延
4,301 名で った
の内
診患者 :473 名、　再診患者：3,828 名

院患者 591 名 年
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症例 4 例
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学会関連 研究実 に

日本外科学会 定医･専門医･指導医 日本呼吸器外科学会専門医･指導医 

日本呼吸器外科専門医 定機 専門医 日本 部外科学会 定医・ 会員

日本呼吸器外科学会評議員 九州外科学会評議員

日本 部外科学会九州地 会評議員 日本肺 学会九州支部会評議員

　2015年度 、 　 生の 動に い 手の（ こまで くない）山本 生が 、今給 幸

生と3人体制でした

 今年度の手術症例 170例で、内 肺 55例、 管 1例、 性肺 16例、 13例、 中

2例、 24例、 3例、 5例、良性肺 10例な でした した鹿児島市立病院の呼吸

器外科新設な の 、症例 なかなか び なのが現状ですが、4年後の 院新病院 に向

け 進していく考えです

学会関連 研究実 に
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部長 松 永 俊 二

整形外科･リハビリテーション科

　整 外科の平成27年度の活動状 を報 します 平成27年度の整 外科の手術総 1,031例と年 1,000

例の大 を しました 手術と人工 関節 換術な の関節外科手術の 加 して上肢外傷の手術の

加が 立 ました また高 化に い骨 症関連の骨 手術 年 加しています クリ ックの患者

平均 107名 日で 年度と 化 ま んでした しかし、救急外 の対応 整 外科が圧

的に く、病院の救急 け れに 献しています また平成28年度の診療報酬改定で 手術点 が

大 に にな 今後 に病院の 加に でき です 院患者総 1,196名で平均 働

95 5 でした 学術活動 日本の 学会 ん 外の学会で 表を行い今給 総合病院の学術的評

を高めることができました 鹿児島大学の関連病院として今給 総合病院 整 外科医が 務したい病院

のひとつとして人 が高い病院で ます 新専門医制度が導 れるに い研修施設の選別が進められて

いますが 院の整 外科 整 外科の連繋研修施設と 病の基幹研修施設の資 を できる予

定です 今後専門医の研修施設として 臨床実地教育に を いでいきたいと考えています また公的

業務として厚生労働省 治性疾患 骨化症調査研究 の 員活動 行ってお 厚生労働省から 高く

評 れています 文業 で 施設研究に参加した 文の nese Ort o e i  Asso i tion k 

P in tion estionn ire OA P  s n o t o e e s re or tients it  o  k in: re -

eren e es in e t  o nteers   Ort o  S i 20: 264 280,2015が2015年度の  Ort o  S i のベス

ト ーパーに選 れました 年度に いでの2年連 でした

9名
今給  （理事長）

松永俊二 （整 外科部長･ 院長）

宮 文  （整 外科 部長）

田育  （整 外科部長）

山  （整 外科部長）

川    （整 外科科長）

川良治 （整 外科医長）

　永　 （整 外科専門医）

動

職　1名
　永 平成27年4月1日 職

退職　1名
　永 平成28年3月31日退職

研修

島 　平成28年2月1日～28年3月31日
松 大介　平成28年2月1日～28年3月31日

者
浩史、 本俊規、 、 永 大、長 理

、 田 恵子、 田 子、中 俊 、米澤 之、栄
か 、 堂 くら、中 子、大 之、

　 、市地 くら、 田 、西　 、西田美
子、中之園良 、松 、宮田 、 原美
、中 健寿 立美南子、 、 、小
子、 一、長 、 田 、川 行、
　 、 沖 、 上 33 名

他 院、他 の研修

彦　国立病院機 山医療センター　
平成28年2月17日 28年2月19日
川医科大学　2名

宮崎大学　　　1名
高 大学　　　

主

鹿児島外傷セミナー
平成27年11月2日　今給 総合病院講

第25回今給 総合スポーツフォーラム
平成27年12月6日　今給 総合病院講

会

　　レ線カンフ レンス　 日
　　鹿児島 症例検討会　1回 月

会
外 総  30,122名 新患4,353名　1日平均107 2名

院
外 総  3,108名 新患996名　1日平均8 8名
院総  1,196名

平均 働  95 5  平均在院日 35 2日
手術総  1,031

学会関連 研究実 に
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術   2
板 ル ア 術　 1
定術 　 6
骨化症手術　 5

後 定術   79
内視 的 定術　 1
化 性 炎手術　 9
体 成術 P   2
体骨 術　 1

大開 術　  3
定    7

板 ル ア 術　 63
板骨 術　 1

的 術  7
体外式 定術（ハローベスト 術） 6
症候性 症手術 1

性 手術　 3
外血 術　 2

CT下生検　　　　 8
液 修 術　 1

骨 　（364 ）

骨骨 手術   31
上 骨 部骨 手術  16
上 骨外 骨 手術  4
上 骨内 骨 手術　 1
上 骨 上骨 的 ン ング  13
上 骨骨幹部骨 手術　 4
上 骨通 骨 手術　 2
関節内骨 手術　 2
骨 手術　 3

骨 骨 手術　 56
骨 骨 　 1
骨 骨 手術　 1
骨骨 手術　 4

手 状骨骨 手術　 2
手指骨 手術　 29
手指骨開放性 整 術　 1
骨 骨 手術  15
大 骨 部骨 手術   96
大 骨骨幹部骨 手術  1
大 骨 部骨   4

骨骨 手術  6
骨開放骨 骨 合術　 4
骨 部骨 手術  7
関節内骨 骨 合術 2

下 骨骨 手術    15
下 開放骨 手術　 4
関節 骨 手術　 20

リスフラン関節 骨 　 1

～ 骨骨 手術  13
骨骨 関節後骨 術 1
趾骨 手術  4
趾骨 関節手術　 1

術　（9 ）

下肢　 9

関節手術　（129 ）

人工 関節 換術 23
人工 関節 術　 1
関節 血的整 術　 2

人工骨 換術　 70
骨 骨 術　 1
関節視 下 術  1
関節視 下 月板 術　 2

人工 関節 換術　 16
人工 関節再 換術　 1

十字 再 術　 3
外 再 術　 1

修 術　　 1
関節制動術　　　 1
関節 術　 1
関節 定術　 2

・ ・ 手術　（68 ）

アキレス 合術　 8
デ イ イトレン手術　 3

合術 手 　 10
開術　 14
術　 2

行術　 1
術　 1

行術　 1
術　 4

オン管開放術　 1
部管症候群手術　 3

手 管開放術　 15
指 合術（Stener病 ）　 2

合術　　 2

手術　（14 ）

骨 部 手術 8
ガングリオン手術 3
生検術　 2
良性骨 術　 1

術　 100 　

の 　 47

開放創デブリードマン・創傷 理 31
合 術　 5
指再 術　 2

血 術　 1
成術　 2
成術　 2

外反母趾手術　 3

感染症手術　 7

感染 浄術　 2
骨 炎手術　 5

救急外 手術　 1

血管 合術　 1
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部長 介

形成外科

の

　1983 年（ 和 58 年）、 院に鹿児島県で めて
成外科が設立 れ、 代部長に 田川 一 生（
県立こ 病院）が れました 　 、 和

大学 成外科の関連施設として、鹿児島県の医療に
携 ってまい ました

成外科と

　 天性および後天性の 体外表の 状（ 、 の

常）を対象とし、これを外科手技によ 機能

とよ （美 ） 学的に 常（美 ）にするこ

とを手技とし、 の 的 人を社会に 応 る

ので る（ 、1964）

と定 れています

　 成外科 、体表を治す外科で 、 の外科に

い特 が ます して、日常に れるよ

にして ることを 大の 的としてお ます

科の な 事内 、

1  H n  n  Mi ros r er

 （手とマイクロサージ リー）

2  O o sti  S r er（ 成）

3  re st S r er（乳 再 ）

4  s r nor ies（血管 ・血管 ）

5  C e t Li  n  P te（ ）

6  M i o i  S r er（ 外科）

7  On o sti  Skin S r er（ 外科）

　特に、 日本手外科学会 定基幹病院で、整

外科の手外科医とと に専門外 を行っています

　 、乳 術後のインプラントによる乳 再 が

保 応とな 今後症例が 加する分 です  

院で 家 、インプラントによる乳 再 を

ーズに合 て行っています

　Aest eti  n  F n tion  S r er（整 機能外

科）を ットーに日 治療を行ってお ます

　 介（たかぎ　しんすけ）

2002 年 和大学医学部卒業
2002 年 和大学 成外科学教 局
 和大学病院、 山病院（高 ）、
 原病院（東 ）、 市立総合病院（

）、 県立小児医療センター、
 和大学 市 部病院 務
2008 年～今給 総合病院 成外科 務
2010 年 4 月～現職

日本 成外科学会専門医、日本手外科学会専門医
日本創傷外科学会専門医、 外科指導専門医
日本褥瘡学会 定師、医学博士
日本血管 血管 学会評議員
九州マイクロサージ リー研究会 人
鹿児島手外科研究会 人

属学会
日本 成外科学会、国 成外科学会、
日本手外科学会、日本マイクロサージ リー学会
日本 外科学会、日本 学会、
日本美 外科学会、日本美 医療協会、
日本褥瘡学会、日本臨床 外科学会、
日本創傷外科学会、日本血管 ・血管 学会
日本乳 オンコプラスティックサージ リー学会

山 るやま かつの
2005年 福 大学医学部卒業
2007年4月 福 大学 成外科学教 局
2015年4月 今給 総合病院 務

日本 成外科学会専門医

属学会
日本 成外科学会、国 成外科学会、
日本創傷外科学会、
日本乳 オンコプラスティックサージ リー学会

外  寿 か の としの
2008年、 州大学医学部卒業
2010年4月、 大学 成外科学教 局
2014年10月～今給 総合病院 務

属学会
日本 成外科学会、日本 外科学会、
日本熱傷学会、日本褥瘡学会、
日本創傷外科学会

佐  き やの
2011年 和大学医学部卒業
2013年4月 広島大学 成外科教 局

属学会
日本 成外科学会
日本乳 オンコプラスティックサージ リー学会
日本手外科学会、日本マイクロサージ リー学会
日本創傷外科学会

常 医師
門松 一 か まつ こ い

和大学 東 病院 成外科　講師

 和子 むら か こ
日高病院 成外科

 い  
歯ならびの歯医者 ん 院長

の

　1983 年（ 和 58 年）、 院に鹿児島県で めて
成外科が設立 れ、 代部長に 田川 一 生（
県立こ 病院）が れました 　 、 和

大学 成外科の関連施設として、鹿児島県の医療に
携 ってまい ました

成外科と

　 天性および後天性の 体外表の 状（ 、 の

常）を対象とし、これを外科手技によ 機能

とよ （美 ） 学的に 常（美 ）にするこ

とを手技とし、 の 的 人を社会に 応 る

ので る（ 、1964）

と定 れています

　 成外科 、体表を治す外科で 、 の外科に

い特 が ます して、日常に れるよ

にして ることを 大の 的としてお ます

科の な 事内 、

1  H n  n  Mi ros r er

 （手とマイクロサージ リー）

2  O o sti  S r er（ 成）

3  re st S r er（乳 再 ）

4  s r nor ies（血管 ・血管 ）

5  C e t Li  n  P te（ ）

6  M i o i  S r er（ 外科）

7  On o sti  Skin S r er（ 外科）

　特に、 日本手外科学会 定基幹病院で、整

外科の手外科医とと に専門外 を行っています

　 、乳 術後のインプラントによる乳 再 が

保 応とな 今後症例が 加する分 です  

院で 家 、インプラントによる乳 再 を

ーズに合 て行っています

　Aest eti  n  F n tion  S r er（整 機能外

科）を ットーに日 治療を行ってお ます

外 診療　外 診患者  1,727 名

院診療　 院患者  290 名

手術
院手術 　 446

外 手術 　 435

外傷　 130

天 常　 47

　 502

・ ・ケロイド　 51

治性 　 36

炎症・ 性疾患　 99

美 　 6

の 　 5

レーザー治療　 5

骨骨 　 54

（指、四肢）再 合　 19

手外傷 骨 、 傷、 傷、血管 傷

 35

四肢再 、  12

　 12

良性 　 451

性 　 37

性 再 　 12

下 　 60

血管 化療法　 30

下 　 10

　 12

　 介（たかぎ　しんすけ）

2002 年 和大学医学部卒業
2002 年 和大学 成外科学教 局
 和大学病院、 山病院（高 ）、
 原病院（東 ）、 市立総合病院（

）、 県立小児医療センター、
 和大学 市 部病院 務
2008 年～今給 総合病院 成外科 務
2010 年 4 月～現職

日本 成外科学会専門医、日本手外科学会専門医
日本創傷外科学会専門医、 外科指導専門医
日本褥瘡学会 定師、医学博士
日本血管 血管 学会評議員
九州マイクロサージ リー研究会 人
鹿児島手外科研究会 人

属学会
日本 成外科学会、国 成外科学会、
日本手外科学会、日本マイクロサージ リー学会
日本 外科学会、日本 学会、
日本美 外科学会、日本美 医療協会、
日本褥瘡学会、日本臨床 外科学会、
日本創傷外科学会、日本血管 ・血管 学会
日本乳 オンコプラスティックサージ リー学会

山 るやま かつの
2005年 福 大学医学部卒業
2007年4月 福 大学 成外科学教 局
2015年4月 今給 総合病院 務

日本 成外科学会専門医

属学会
日本 成外科学会、国 成外科学会、
日本創傷外科学会、
日本乳 オンコプラスティックサージ リー学会

外  寿 か の としの
2008年、 州大学医学部卒業
2010年4月、 大学 成外科学教 局
2014年10月～今給 総合病院 務

属学会
日本 成外科学会、日本 外科学会、
日本熱傷学会、日本褥瘡学会、
日本創傷外科学会

佐  き やの
2011年 和大学医学部卒業
2013年4月 広島大学 成外科教 局

属学会
日本 成外科学会
日本乳 オンコプラスティックサージ リー学会
日本手外科学会、日本マイクロサージ リー学会
日本創傷外科学会

常 医師
門松 一 か まつ こ い

和大学 東 病院 成外科　講師

 和子 むら か こ
日高病院 成外科

 い  
歯ならびの歯医者 ん 院長

学会関連 研究実 に
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報告 報告

部長 介

形成外科

の

　1983 年（ 和 58 年）、 院に鹿児島県で めて
成外科が設立 れ、 代部長に 田川 一 生（
県立こ 病院）が れました 　 、 和

大学 成外科の関連施設として、鹿児島県の医療に
携 ってまい ました

成外科と

　 天性および後天性の 体外表の 状（ 、 の

常）を対象とし、これを外科手技によ 機能

とよ （美 ） 学的に 常（美 ）にするこ

とを手技とし、 の 的 人を社会に 応 る

ので る（ 、1964）

と定 れています

　 成外科 、体表を治す外科で 、 の外科に

い特 が ます して、日常に れるよ

にして ることを 大の 的としてお ます

科の な 事内 、

1  H n  n  Mi ros r er

 （手とマイクロサージ リー）

2  O o sti  S r er（ 成）

3  re st S r er（乳 再 ）

4  s r nor ies（血管 ・血管 ）

5  C e t Li  n  P te（ ）

6  M i o i  S r er（ 外科）

7  On o sti  Skin S r er（ 外科）

　特に、 日本手外科学会 定基幹病院で、整

外科の手外科医とと に専門外 を行っています

　 、乳 術後のインプラントによる乳 再 が

保 応とな 今後症例が 加する分 です  

院で 家 、インプラントによる乳 再 を

ーズに合 て行っています

　Aest eti  n  F n tion  S r er（整 機能外

科）を ットーに日 治療を行ってお ます

　 介（たかぎ　しんすけ）

2002 年 和大学医学部卒業
2002 年 和大学 成外科学教 局
 和大学病院、 山病院（高 ）、
 原病院（東 ）、 市立総合病院（

）、 県立小児医療センター、
 和大学 市 部病院 務
2008 年～今給 総合病院 成外科 務
2010 年 4 月～現職

日本 成外科学会専門医、日本手外科学会専門医
日本創傷外科学会専門医、 外科指導専門医
日本褥瘡学会 定師、医学博士
日本血管 血管 学会評議員
九州マイクロサージ リー研究会 人
鹿児島手外科研究会 人

属学会
日本 成外科学会、国 成外科学会、
日本手外科学会、日本マイクロサージ リー学会
日本 外科学会、日本 学会、
日本美 外科学会、日本美 医療協会、
日本褥瘡学会、日本臨床 外科学会、
日本創傷外科学会、日本血管 ・血管 学会
日本乳 オンコプラスティックサージ リー学会

山 るやま かつの
2005年 福 大学医学部卒業
2007年4月 福 大学 成外科学教 局
2015年4月 今給 総合病院 務

日本 成外科学会専門医

属学会
日本 成外科学会、国 成外科学会、
日本創傷外科学会、
日本乳 オンコプラスティックサージ リー学会

外  寿 か の としの
2008年、 州大学医学部卒業
2010年4月、 大学 成外科学教 局
2014年10月～今給 総合病院 務

属学会
日本 成外科学会、日本 外科学会、
日本熱傷学会、日本褥瘡学会、
日本創傷外科学会

佐  き やの
2011年 和大学医学部卒業
2013年4月 広島大学 成外科教 局

属学会
日本 成外科学会
日本乳 オンコプラスティックサージ リー学会
日本手外科学会、日本マイクロサージ リー学会
日本創傷外科学会

常 医師
門松 一 か まつ こ い

和大学 東 病院 成外科　講師

 和子 むら か こ
日高病院 成外科

 い  
歯ならびの歯医者 ん 院長

の

　1983 年（ 和 58 年）、 院に鹿児島県で めて
成外科が設立 れ、 代部長に 田川 一 生（
県立こ 病院）が れました 　 、 和

大学 成外科の関連施設として、鹿児島県の医療に
携 ってまい ました

成外科と

　 天性および後天性の 体外表の 状（ 、 の

常）を対象とし、これを外科手技によ 機能

とよ （美 ） 学的に 常（美 ）にするこ

とを手技とし、 の 的 人を社会に 応 る

ので る（ 、1964）

と定 れています

　 成外科 、体表を治す外科で 、 の外科に

い特 が ます して、日常に れるよ

にして ることを 大の 的としてお ます

科の な 事内 、

1  H n  n  Mi ros r er

 （手とマイクロサージ リー）

2  O o sti  S r er（ 成）

3  re st S r er（乳 再 ）

4  s r nor ies（血管 ・血管 ）

5  C e t Li  n  P te（ ）

6  M i o i  S r er（ 外科）

7  On o sti  Skin S r er（ 外科）

　特に、 日本手外科学会 定基幹病院で、整

外科の手外科医とと に専門外 を行っています

　 、乳 術後のインプラントによる乳 再 が

保 応とな 今後症例が 加する分 です  

院で 家 、インプラントによる乳 再 を

ーズに合 て行っています

　Aest eti  n  F n tion  S r er（整 機能外

科）を ットーに日 治療を行ってお ます

外 診療　外 診患者  1,727 名

院診療　 院患者  290 名

手術
院手術 　 446

外 手術 　 435

外傷　 130

天 常　 47

　 502

・ ・ケロイド　 51

治性 　 36

炎症・ 性疾患　 99

美 　 6

の 　 5

レーザー治療　 5

骨骨 　 54

（指、四肢）再 合　 19

手外傷 骨 、 傷、 傷、血管 傷

 35

四肢再 、  12

　 12

良性 　 451

性 　 37

性 再 　 12

下 　 60

血管 化療法　 30

下 　 10

　 12

　 介（たかぎ　しんすけ）

2002 年 和大学医学部卒業
2002 年 和大学 成外科学教 局
 和大学病院、 山病院（高 ）、
 原病院（東 ）、 市立総合病院（

）、 県立小児医療センター、
 和大学 市 部病院 務
2008 年～今給 総合病院 成外科 務
2010 年 4 月～現職

日本 成外科学会専門医、日本手外科学会専門医
日本創傷外科学会専門医、 外科指導専門医
日本褥瘡学会 定師、医学博士
日本血管 血管 学会評議員
九州マイクロサージ リー研究会 人
鹿児島手外科研究会 人

属学会
日本 成外科学会、国 成外科学会、
日本手外科学会、日本マイクロサージ リー学会
日本 外科学会、日本 学会、
日本美 外科学会、日本美 医療協会、
日本褥瘡学会、日本臨床 外科学会、
日本創傷外科学会、日本血管 ・血管 学会
日本乳 オンコプラスティックサージ リー学会

山 るやま かつの
2005年 福 大学医学部卒業
2007年4月 福 大学 成外科学教 局
2015年4月 今給 総合病院 務

日本 成外科学会専門医

属学会
日本 成外科学会、国 成外科学会、
日本創傷外科学会、
日本乳 オンコプラスティックサージ リー学会

外  寿 か の としの
2008年、 州大学医学部卒業
2010年4月、 大学 成外科学教 局
2014年10月～今給 総合病院 務

属学会
日本 成外科学会、日本 外科学会、
日本熱傷学会、日本褥瘡学会、
日本創傷外科学会

佐  き やの
2011年 和大学医学部卒業
2013年4月 広島大学 成外科教 局

属学会
日本 成外科学会
日本乳 オンコプラスティックサージ リー学会
日本手外科学会、日本マイクロサージ リー学会
日本創傷外科学会

常 医師
門松 一 か まつ こ い

和大学 東 病院 成外科　講師

 和子 むら か こ
日高病院 成外科

 い  
歯ならびの歯医者 ん 院長

学会関連 研究実 に
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部長 西 澤 輝 彦

脳神経外科

　 外科 院の総合病院化に って平成
年に開設 れました 平成の 代と共に四
を える 史を 、 ながら 血管 の外
科的治療を中 に地域医療に 献してきました
特に鹿児島で くからカテーテルを用いた

血管内治療を手がけ、 動 の 内 栓術
や 動 症に対するステント 術、 内

血管の 術な 血性 疾患に対する血行再
術な を鹿児島の 導的施設として 的に
んで ました

 また、 動 のクリッ ング術や 術
な の開 手術に 的に対応しています こ
の 年 開業医の 生との連携が進 、
動 や診 が しい 血管 の 血管 に
よる 定診 や 治術の 応判定に関しての検査

が急 に えています 今年度 動
に関連した 院 が い年とな まし

た らに 治手術の 応症例に関して 開 手
術、 血管内治療の 者を患者 んの状 に応
て な 法を選 し、よ 良い治療成 を 指
しています

 院 年 2700 の救急 を け れる救急病院
で の中で外傷 疾患、特に の 域に
る高エネル ー外傷や 外傷な の重症の患者

んが いの 特 です 外傷 科によ
る なチーム医療が で整 外科、 成外
科、 部外科、 科な と良 な関係の と治
療に たっています 市立病院の新 や米
病院の外傷センター創設によ 重症例 減った
象に ますが、 として くの外傷症例の
け れを行っています

 平成27年度 院長 の部長西澤と科長松 の
二人体制で ますが、 研修医の け れ

活 る活動状 を維 してお ます
的な救急患者の け れに加えて、開業医の

生からの 介の 加によ 手術 120 を維
しています また 血管内治療に関して 鹿児島
大学の 血管内治療グループからの応援を けて
血管内手術の症例 再び 加 向に ます
病院規 や救急 の 、手術 から っ
て3～ 名体制 な状 で ますので、今後

大学からの 員を して行きたいと ってい
ます

 また医学教育の から 研修医の け れの
なら 鹿児島大学の医学生の実習 け れ 行

っています 大学から 田教授に月一回 院い
た き 内科、放射線科との カンフ レ

ンスを行い、 外科の なら 全 の
診 を中 にレベルアップを る を行っ

ています

院 、 報 者
西澤　輝彦（平成 2年 10 月～）　

1979 年　鹿児島大学医学部卒業
1983 年　鹿児島大学大学院 退学
2013 年　鹿児島大学医学部臨床教授

資
医学博士
日本 外科学会専門医
日本 血管内治療専門医
日本 卒中学会治療専門医
鹿児島大学医学部臨床教授
鹿児島市立病院 常 医師
PNSL インストラクター
（Pri r  Ne ros r i  Li e S ort）

属学会
日本 外科学会、日本 卒中学会、
卒中の外科学会、

日本 血管内治療学会、
日本小児 外科学会、
日本 外科コングレス、 ドック学会

松 　 之　（平成 24 年 月～）
1997 年 東 医科大学卒業

資
医学博士
日本 外科学会専門医

（ 属学会）
日本 外科学会、 外科コングレス、
卒中の外科学会

師
田　和 　　鹿児島大学 外科教授
田　  串 外科センター
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報告 報告

部長 西 澤 輝 彦
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部長 加 彦

産婦人科

　 院の産婦人科 、産科・婦人科一 診療を行っ

てお ます

　産科 域で 、 院に 新生児内科が ることか

ら地域 産 センターとしてリスクの る 婦

んの ・分 管理や一 施設からの母体 の

け れを行ってお ます

　婦人科 域で 、子宮 検診や月 症・ 年

な の一 外 診療から、良 性の婦人科

の治療ならびに下 部 な の婦人科救急疾患

の対応 行ってお ます

　今年度 鹿児島市立病院産婦人科よ

:  医師に7月31日まで 務して き、

8月 1日 中川 理子医師、中 恵美子医師に

務して いてお ます

院総  212
分  168
（ 開　80 、 の 産科手術　6 ）
母体  67

院総  182
手術  90

術 3
付属器 術 31
円 術 12

手術 6
式子宮全 術 13
子宮全 術 26

大子宮全 術 2
広 子宮全 術 1

下手術 6
4 、子宮 2

の  12

院 活動

加 　 彦

田学園看護専門学校　看護科
母性看護学・ 性生 器　40

第3回救急隊員症例検討会　産科講習会
（平成27年12月1日、4日開催）

院スタッフ：本田　 美、高 　 都 、
　 子、 　文子、 　 、
　 子、 田　 、寿島　 子、

小濱　 く

FM鹿児島・L AP 共同 「鹿児島の 性を
る　がん検診 向上支援」として

・エフエム鹿児島　 C
　平成28年1月5日、12日、19日
　子宮がん検診について」 演

・L AP　平成28年 月 2月20日
　同内 が

NCPR Aコース :
松永 い 、松本 恵美、高  都

プラクティカルCTG判 ス シ リスト 1st 定者
　本田　 美、 　 、高 　 都

の

 これまで常 医として大 ご を ってきまし

た 原 人医師が平成28年度よ 週4回 務に業務

小 れます 一 、4月から 島 子医師を 常

医師として えます 手術の指導医 定

をお で 、今後、婦人科 手術に

を れていきたいとこ です

　また、 月に市立病院から後 研修医の小 平

医師を え、5月いっ いまで中川 理子医

師に 務して ける予定です 研修病院として教

育に を れつつ、鹿児島市立病院・鹿児島大

学病院ならびに一 開業の 生 と連携し診療を

行って参 たいと います

部長 丸 山 子

新生児内科

　 院の NICU・GCU 、NICU：9 床、GCU：10 床の合
19 床の、県内で 鹿児島市立病院 NICU に 規
の新生児医療施設で 、L te Preter  の

管理、Preter  の Gro in  C re および F i  
C re を しています

　外 業務として、新生児フォローアップ外 が
ますが、 院 NICU を退院した の 育

をフォローして く外 です キーエイジでの
・ 能テスト 行い、 支援の について家

族と し合 となっています

　また、平成 26 年よ NICU 退院児を対象とした
看護 開 しました 院中に児を していた

NICU 看護師が家 を することによ 、NICU 退
院 後に看護の と育児の支援が 能とな 、地
域の 看護ステーションへの 行 スムースに
なっています

の

　医師2名、看護師36名（ 定看護師1名）、助産
師2名、保健師1名、 業療法士1名、理学療法士1
名、メディカルクラーク1名、ナースアシスタント
1名で日 の業務を行なっています

　NICU・GCU 、新生児内科部長の丸山と3月まで
鹿児島市立病院新生児科から1週 交代で1名の
生が られていましたが、4月から

医師が れ、2人体制で日 の診療を行いま
した
　フォローアップ外 、丸山と 生、金 日
に 鹿児島市立病院の 之上寿美 生 てく

、月、 、 、金 日の週 4日で開いています  
業務 、 院と鹿児島市立病院新生児科

の医師で しています

　ハイリスク児の 能検査（新 式 検
査・WISC I ） 、 永 美臨床 理士によ 行な
れています

　月1回の療育指導外 に 、 医科大学総合医
療センター カルガ の家から 子 生に て
いた いています

　 月1回、鹿児島大学小児科 文 生に
NICU,GCUの回診をお いしています

入院 （グラフと表を参 ）

　総 院 児 と体重別 院児 の 年推 をグ
ラフ・表 1に、 院 路別 院児 を表 2に、人工
呼吸管理患者 を表 3に しました

 平成 19 年よ 開 した新生児内科の外 業務で

すが、フォローアップ外 とシナジス外 の総

診者 え けてきましたが、平成 24 年から

安定してきました（表 ）

 平成27年 167名が けました

 月 1から 2人 つ行い、平成 27 年 16 名が け

ました

の

 今年 24回開催し、172人の が 講してく

いました

への の
　4 （ 総 14回）

活動 な

活動

かくらぶ：開催回 5回

1） 　3月15日　参加者：児3名　家族5名　
関係者16名　 24名

2） 美　7月18日　参加者：児9名　家族15名　
関係者34名　 58名

3）伊佐・ 　9月6日　参加者：児5名　家族
10名　関係者16名　 31名

4）肝付　11月29日　参加者：児11名　家族14名
関係者36名　 61名

5）川薩　2月7日　参加者：児7名　家族11名　
関係者23名　 41名

院

地域保健師と家族の 談をsettin
NICU 院中から保健師と家族の 談を し、

の後の良 な関係 を っています 平成
27年度 105 （児137名）のご家族と地域保健
師との 談が センターで行な れました

ハイリスク児の家 生活を支援するためのケー
ス会議の開催

な事情を つ家 が えています のよ
な家 へハイリスク新生児が退院する に
、福祉課や保健 、保健センター、児 相談
、 看護師を め、民生委員や子育て支援

NPOの な との会議を 催し相 の情報交換を
かっています 今年 6 （9回）行な れま

した

的な活動

研修の 入 看護ステーションフ ーストよ 理学療法士1名（11月25日）
の 田学園看護専門学校　3年22 生34名

 学園専修学校看護学科　3年9 生29名
他 今 病院分院よ 6名（7月21日）

の の 会 レクチ ー：43回開催、 　 生のレクチ ー：12回、
 新生児医療に関するレクチ ーを行っていた きました
 の の 会：12回
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部長 加 彦

産婦人科
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母性看護学・ 性生 器　40

第3回救急隊員症例検討会　産科講習会
（平成27年12月1日、4日開催）

院スタッフ：本田　 美、高 　 都 、
　 子、 　文子、 　 、
　 子、 田　 、寿島　 子、

小濱　 く

FM鹿児島・L AP 共同 「鹿児島の 性を
る　がん検診 向上支援」として

・エフエム鹿児島　 C
　平成28年1月5日、12日、19日
　子宮がん検診について」 演

・L AP　平成28年 月 2月20日
　同内 が

NCPR Aコース :
松永 い 、松本 恵美、高  都

プラクティカルCTG判 ス シ リスト 1st 定者
　本田　 美、 　 、高 　 都

の

 これまで常 医として大 ご を ってきまし

た 原 人医師が平成28年度よ 週4回 務に業務

小 れます 一 、4月から 島 子医師を 常

医師として えます 手術の指導医 定

をお で 、今後、婦人科 手術に

を れていきたいとこ です

　また、 月に市立病院から後 研修医の小 平

医師を え、5月いっ いまで中川 理子医

師に 務して ける予定です 研修病院として教

育に を れつつ、鹿児島市立病院・鹿児島大

学病院ならびに一 開業の 生 と連携し診療を

行って参 たいと います

部長 丸 山 子

新生児内科

　 院の NICU・GCU 、NICU：9 床、GCU：10 床の合
19 床の、県内で 鹿児島市立病院 NICU に 規
の新生児医療施設で 、L te Preter  の

管理、Preter  の Gro in  C re および F i  
C re を しています

　外 業務として、新生児フォローアップ外 が
ますが、 院 NICU を退院した の 育

をフォローして く外 です キーエイジでの
・ 能テスト 行い、 支援の について家

族と し合 となっています

　また、平成 26 年よ NICU 退院児を対象とした
看護 開 しました 院中に児を していた

NICU 看護師が家 を することによ 、NICU 退
院 後に看護の と育児の支援が 能とな 、地
域の 看護ステーションへの 行 スムースに
なっています

の

　医師2名、看護師36名（ 定看護師1名）、助産
師2名、保健師1名、 業療法士1名、理学療法士1
名、メディカルクラーク1名、ナースアシスタント
1名で日 の業務を行なっています

　NICU・GCU 、新生児内科部長の丸山と3月まで
鹿児島市立病院新生児科から1週 交代で1名の
生が られていましたが、4月から

医師が れ、2人体制で日 の診療を行いま
した
　フォローアップ外 、丸山と 生、金 日
に 鹿児島市立病院の 之上寿美 生 てく

、月、 、 、金 日の週 4日で開いています  
業務 、 院と鹿児島市立病院新生児科

の医師で しています

　ハイリスク児の 能検査（新 式 検
査・WISC I ） 、 永 美臨床 理士によ 行な
れています

　月1回の療育指導外 に 、 医科大学総合医
療センター カルガ の家から 子 生に て
いた いています

　 月1回、鹿児島大学小児科 文 生に
NICU,GCUの回診をお いしています

入院 （グラフと表を参 ）

　総 院 児 と体重別 院児 の 年推 をグ
ラフ・表 1に、 院 路別 院児 を表 2に、人工
呼吸管理患者 を表 3に しました

 平成 19 年よ 開 した新生児内科の外 業務で

すが、フォローアップ外 とシナジス外 の総

診者 え けてきましたが、平成 24 年から

安定してきました（表 ）

 平成27年 167名が けました

 月 1から 2人 つ行い、平成 27 年 16 名が け

ました

の

 今年 24回開催し、172人の が 講してく

いました

への の
　4 （ 総 14回）

活動 な

活動

かくらぶ：開催回 5回

1） 　3月15日　参加者：児3名　家族5名　
関係者16名　 24名

2） 美　7月18日　参加者：児9名　家族15名　
関係者34名　 58名

3）伊佐・ 　9月6日　参加者：児5名　家族
10名　関係者16名　 31名

4）肝付　11月29日　参加者：児11名　家族14名
関係者36名　 61名

5）川薩　2月7日　参加者：児7名　家族11名　
関係者23名　 41名

院

地域保健師と家族の 談をsettin
NICU 院中から保健師と家族の 談を し、

の後の良 な関係 を っています 平成
27年度 105 （児137名）のご家族と地域保健
師との 談が センターで行な れました

ハイリスク児の家 生活を支援するためのケー
ス会議の開催

な事情を つ家 が えています のよ
な家 へハイリスク新生児が退院する に
、福祉課や保健 、保健センター、児 相談
、 看護師を め、民生委員や子育て支援

NPOの な との会議を 催し相 の情報交換を
かっています 今年 6 （9回）行な れま

した

的な活動

研修の 入 看護ステーションフ ーストよ 理学療法士1名（11月25日）
の 田学園看護専門学校　3年22 生34名

 学園専修学校看護学科　3年9 生29名
他 今 病院分院よ 6名（7月21日）

の の 会 レクチ ー：43回開催、 　 生のレクチ ー：12回、
 新生児医療に関するレクチ ーを行っていた きました
 の の 会：12回
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呼吸管理患者 を表 3に しました
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 月 1から 2人 つ行い、平成 27 年 16 名が け

ました
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学会関連 研究実 に

部長 　田　  

小児科

　鉾之原昌医師、 之内 一医師、 之内 医師、
田の 4名で診療いたしました

　一 外 の か、 之内 一 生 小児腎疾患
患者の o o 、また 田 小児内分 疾患の専門
外 を実施しています 市県からの委託による乳
児健診、予防 種業務を行ってお 、また新生児マ
ススクリー ング、学校健診・学校検 や生活習
病予防健診での 診者の け れや 検査後
の o o 行っています 内分 疾患の
外 で 実施する機会が え年 で 20～ 30
実施しています 今後 安全に に、専門性を

生かした診療を行っていきたいと います

 院実 について 、 年に し の 加 マ
イコプラズマ肺炎の 院 応例が かったよ で
す 病 やコントロール 的、 か内分
疾患、急性 体腎炎や 病性腎炎な 腎疾患
での専門性を められる 院等が ます 院
の特長を生かし、役 を たしていけたらと考え
ます

　職員の子 ん対象の病児保育 設 後7年が
し、年 の 600名の子 んを け れ

ています 子育て 代の職員のバックアップのた
め、今後 献できたらと います

講 院 活動

鉾之原昌：小児科専門医、小児リウマチ専門医
鹿児島県小児科医会 査
日本小児科学会鹿児島地 会 事
鹿児島子 の 研究会　会長
鹿児島県 原病研究会　代表 人
鹿児島小児保健学会役員、
日本小児リウマチ学会役員
鹿児島文化サロン　委員、
鹿児島小児 原病 母の会ひま の会　委員
鹿児島市すこやか子 プラン地域協議会　委員
鹿児島県保育 乳児保育研修会講師

法人子 医療ネットワーク　役員

之内 一：小児科専門医
日本補 代 医療学会学 医　学会理事
鹿児島市医師会学校腎臓病健診　委員

田看護専門学校　 常 講師
ro e n Uni  n rin  常 講師（ の講 ）

田　 ：小児科専門医
日本 病協会療養指導医
鹿児島大学小児科　 常 講師
鹿児島県立 大学　 常 講師

・ 鹿児島県 天性代 常等検査連絡協議会委員、
年1回協議会

・平成28年3月12日
日本マススクリー ング学会技術部会代4会研修会
講演「新生児マススクリー ングで 見 れる
内分 疾患の診 と治療の実 」

その他

平成27年3月、平成26年8月に 医師会 催のこ
予防 種週 に参加して予防 種業務を行いま

した

　

鉾之原昌医師、 之内 一医師、 之内 医師、
田 で き き診療に た ます また、4月よ
週に1回 日、上 やか医師が外 診療を開
します

外 診療　外 患者 延  12,106 人
院診療　 院患者 延  1,069 人

平均在院日 6 5 日

院疾患（実 ） 203 人
急性 管支炎・肺炎（ む） 131 人
内分 疾患 
（成長ホル ン検査・ 病を む） 22 人
急性 腸炎（ロタ腸炎 ） 6 人
腎疾患（AGN・ 病 む）　 7 人
の （リンパ節炎・ 菌性 炎 ） 27 人

院 活動 講 会 会活動な

・2015年7月9日
南日本子 健 セミナー（鹿児島県小児保健
協会・山 催）
市民の育児支援のために、育児相談

・2015年9月10日
鹿児島県新規採用養護教諭研修会　講演
（県教育委員会：県教育センターにて）

・鹿児島子 の 研究会
会長として年4回開催

・鹿児島県 原病研究会　 として年2回開催

・鹿児島県小児科医会　 査として 査　

・鹿児島文化サロン　委員として年3回開催　参加

・鹿児島市子 子育て会議　委員として参加

・平成27年度母子保健家族 事業 労者厚生労
働大臣表彰

・ 鹿児島市医師会学校腎臓病検診　委員、年一回
委員会 　

・1 病家族会「 くらん の会 和会支部」
指導医、年に2回定例会

・ 病サマーキ ンプ指導医として参加

・ ターナー症候群家族会「 の会」
年に2回定例会参加

・ 鹿児島県小児慢性特定疾患対策協議会委員
年12回審査会、年一回委員会
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した
　フォローアップ外 、丸山と 生、金 日
に 鹿児島市立病院の 之上寿美 生 てく

、月、 、 、金 日の週 4日で開いています  
業務 、 院と鹿児島市立病院新生児科

の医師で しています

　ハイリスク児の 能検査（新 式 検
査・WISC I ） 、 永 美臨床 理士によ 行な
れています

　月1回の療育指導外 に 、 医科大学総合医
療センター カルガ の家から 子 生に て
いた いています

　 月1回、鹿児島大学小児科 文 生に
NICU,GCUの回診をお いしています

入院 （グラフと表を参 ）

　総 院 児 と体重別 院児 の 年推 をグ
ラフ・表 1に、 院 路別 院児 を表 2に、人工
呼吸管理患者 を表 3に しました

 平成 19 年よ 開 した新生児内科の外 業務で

すが、フォローアップ外 とシナジス外 の総

診者 え けてきましたが、平成 24 年から

安定してきました（表 ）

 平成27年 167名が けました

 月 1から 2人 つ行い、平成 27 年 16 名が け

ました

の

 今年 24回開催し、172人の が 講してく

いました

への の
　4 （ 総 14回）

活動 な

活動

かくらぶ：開催回 5回

1） 　3月15日　参加者：児3名　家族5名　
関係者16名　 24名

2） 美　7月18日　参加者：児9名　家族15名　
関係者34名　 58名

3）伊佐・ 　9月6日　参加者：児5名　家族
10名　関係者16名　 31名

4）肝付　11月29日　参加者：児11名　家族14名
関係者36名　 61名

5）川薩　2月7日　参加者：児7名　家族11名　
関係者23名　 41名

院

地域保健師と家族の 談をsettin
NICU 院中から保健師と家族の 談を し、

の後の良 な関係 を っています 平成
27年度 105 （児137名）のご家族と地域保健
師との 談が センターで行な れました

ハイリスク児の家 生活を支援するためのケー
ス会議の開催

な事情を つ家 が えています のよ
な家 へハイリスク新生児が退院する に
、福祉課や保健 、保健センター、児 相談
、 看護師を め、民生委員や子育て支援

NPOの な との会議を 催し相 の情報交換を
かっています 今年 6 （9回）行な れま

した

的な活動

研修の 入 看護ステーションフ ーストよ 理学療法士1名（11月25日）
の 田学園看護専門学校　3年22 生34名

 学園専修学校看護学科　3年9 生29名
他 今 病院分院よ 6名（7月21日）

の の 会 レクチ ー：43回開催、 　 生のレクチ ー：12回、
 新生児医療に関するレクチ ーを行っていた きました
 の の 会：12回

(nasal CPAP)
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学会関連 研究実 に

部長 　田　  

小児科

　鉾之原昌医師、 之内 一医師、 之内 医師、
田の 4名で診療いたしました

　一 外 の か、 之内 一 生 小児腎疾患
患者の o o 、また 田 小児内分 疾患の専門
外 を実施しています 市県からの委託による乳
児健診、予防 種業務を行ってお 、また新生児マ
ススクリー ング、学校健診・学校検 や生活習
病予防健診での 診者の け れや 検査後
の o o 行っています 内分 疾患の
外 で 実施する機会が え年 で 20～ 30
実施しています 今後 安全に に、専門性を

生かした診療を行っていきたいと います

 院実 について 、 年に し の 加 マ
イコプラズマ肺炎の 院 応例が かったよ で
す 病 やコントロール 的、 か内分
疾患、急性 体腎炎や 病性腎炎な 腎疾患
での専門性を められる 院等が ます 院
の特長を生かし、役 を たしていけたらと考え
ます

　職員の子 ん対象の病児保育 設 後7年が
し、年 の 600名の子 んを け れ

ています 子育て 代の職員のバックアップのた
め、今後 献できたらと います

講 院 活動

鉾之原昌：小児科専門医、小児リウマチ専門医
鹿児島県小児科医会 査
日本小児科学会鹿児島地 会 事
鹿児島子 の 研究会　会長
鹿児島県 原病研究会　代表 人
鹿児島小児保健学会役員、
日本小児リウマチ学会役員
鹿児島文化サロン　委員、
鹿児島小児 原病 母の会ひま の会　委員
鹿児島市すこやか子 プラン地域協議会　委員
鹿児島県保育 乳児保育研修会講師

法人子 医療ネットワーク　役員

之内 一：小児科専門医
日本補 代 医療学会学 医　学会理事
鹿児島市医師会学校腎臓病健診　委員

田看護専門学校　 常 講師
ro e n Uni  n rin  常 講師（ の講 ）

田　 ：小児科専門医
日本 病協会療養指導医
鹿児島大学小児科　 常 講師
鹿児島県立 大学　 常 講師

・ 鹿児島県 天性代 常等検査連絡協議会委員、
年1回協議会

・平成28年3月12日
日本マススクリー ング学会技術部会代4会研修会
講演「新生児マススクリー ングで 見 れる
内分 疾患の診 と治療の実 」

その他

平成27年3月、平成26年8月に 医師会 催のこ
予防 種週 に参加して予防 種業務を行いま

した

　

鉾之原昌医師、 之内 一医師、 之内 医師、
田 で き き診療に た ます また、4月よ
週に1回 日、上 やか医師が外 診療を開
します

外 診療　外 患者 延  12,106 人
院診療　 院患者 延  1,069 人

平均在院日 6 5 日

院疾患（実 ） 203 人
急性 管支炎・肺炎（ む） 131 人
内分 疾患 
（成長ホル ン検査・ 病を む） 22 人
急性 腸炎（ロタ腸炎 ） 6 人
腎疾患（AGN・ 病 む）　 7 人
の （リンパ節炎・ 菌性 炎 ） 27 人

院 活動 講 会 会活動な

・2015年7月9日
南日本子 健 セミナー（鹿児島県小児保健
協会・山 催）
市民の育児支援のために、育児相談

・2015年9月10日
鹿児島県新規採用養護教諭研修会　講演
（県教育委員会：県教育センターにて）

・鹿児島子 の 研究会
会長として年4回開催

・鹿児島県 原病研究会　 として年2回開催

・鹿児島県小児科医会　 査として 査　

・鹿児島文化サロン　委員として年3回開催　参加

・鹿児島市子 子育て会議　委員として参加

・平成27年度母子保健家族 事業 労者厚生労
働大臣表彰

・ 鹿児島市医師会学校腎臓病検診　委員、年一回
委員会 　

・1 病家族会「 くらん の会 和会支部」
指導医、年に2回定例会

・ 病サマーキ ンプ指導医として参加

・ ターナー症候群家族会「 の会」
年に2回定例会参加

・ 鹿児島県小児慢性特定疾患対策協議会委員
年12回審査会、年一回委員会



54

報告 報告

　鉾之原昌医師、 之内 一医師、 之内 医師、
田の 4名で診療いたしました

　一 外 の か、 之内 一 生 小児腎疾患
患者の o o 、また 田 小児内分 疾患の専門
外 を実施しています 市県からの委託による乳
児健診、予防 種業務を行ってお 、また新生児マ
ススクリー ング、学校健診・学校検 や生活習
病予防健診での 診者の け れや 検査後
の o o 行っています 内分 疾患の
外 で 実施する機会が え年 で 20～ 30
実施しています 今後 安全に に、専門性を

生かした診療を行っていきたいと います

 院実 について 、 年に し の 加 マ
イコプラズマ肺炎の 院 応例が かったよ で
す 病 やコントロール 的、 か内分
疾患、急性 体腎炎や 病性腎炎な 腎疾患
での専門性を められる 院等が ます 院
の特長を生かし、役 を たしていけたらと考え
ます

　職員の子 ん対象の病児保育 設 後7年が
し、年 の 600名の子 んを け れ

ています 子育て 代の職員のバックアップのた
め、今後 献できたらと います

講 院 活動

鉾之原昌：小児科専門医、小児リウマチ専門医
鹿児島県小児科医会 査
日本小児科学会鹿児島地 会 事
鹿児島子 の 研究会　会長
鹿児島県 原病研究会　代表 人
鹿児島小児保健学会役員、
日本小児リウマチ学会役員
鹿児島文化サロン　委員、
鹿児島小児 原病 母の会ひま の会　委員
鹿児島市すこやか子 プラン地域協議会　委員
鹿児島県保育 乳児保育研修会講師

法人子 医療ネットワーク　役員

之内 一：小児科専門医
日本補 代 医療学会学 医　学会理事
鹿児島市医師会学校腎臓病健診　委員

田看護専門学校　 常 講師
ro e n Uni  n rin  常 講師（ の講 ）

田　 ：小児科専門医
日本 病協会療養指導医
鹿児島大学小児科　 常 講師
鹿児島県立 大学　 常 講師

・ 鹿児島県 天性代 常等検査連絡協議会委員、
年1回協議会

・平成28年3月12日
日本マススクリー ング学会技術部会代4会研修会
講演「新生児マススクリー ングで 見 れる
内分 疾患の診 と治療の実 」

その他

平成27年3月、平成26年8月に 医師会 催のこ
予防 種週 に参加して予防 種業務を行いま

した

　

鉾之原昌医師、 之内 一医師、 之内 医師、
田 で き き診療に た ます また、4月よ
週に1回 日、上 やか医師が外 診療を開
します

外 診療　外 患者 延  12,106 人
院診療　 院患者 延  1,069 人

平均在院日 6 5 日

院疾患（実 ） 203 人
急性 管支炎・肺炎（ む） 131 人
内分 疾患 
（成長ホル ン検査・ 病を む） 22 人
急性 腸炎（ロタ腸炎 ） 6 人
腎疾患（AGN・ 病 む）　 7 人
の （リンパ節炎・ 菌性 炎 ） 27 人

院 活動 講 会 会活動な

・2015年7月9日
南日本子 健 セミナー（鹿児島県小児保健
協会・山 催）
市民の育児支援のために、育児相談

・2015年9月10日
鹿児島県新規採用養護教諭研修会　講演
（県教育委員会：県教育センターにて）

・鹿児島子 の 研究会
会長として年4回開催

・鹿児島県 原病研究会　 として年2回開催

・鹿児島県小児科医会　 査として 査　

・鹿児島文化サロン　委員として年3回開催　参加

・鹿児島市子 子育て会議　委員として参加

・平成27年度母子保健家族 事業 労者厚生労
働大臣表彰

・ 鹿児島市医師会学校腎臓病検診　委員、年一回
委員会 　

・1 病家族会「 くらん の会 和会支部」
指導医、年に2回定例会

・ 病サマーキ ンプ指導医として参加

・ ターナー症候群家族会「 の会」
年に2回定例会参加

・ 鹿児島県小児慢性特定疾患対策協議会委員
年12回審査会、年一回委員会
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学会関連 研究実 に

部長 立 和 田

泌尿器科

　平成 27 年度 、中 彦、立和田 、 代丸 、 田雅史、西山 （ 常 ：月の ）で診療しました

　外 患者 日50人 後、 院 15 20人 後です 外 で 新患 医が 診の を してます

再診の 原 予 制でできる け のないよ にしています

　 院 CT検査まです 行える体制ですので、 の日の に診 、治療 をたてるよ にしています

　血液 院患者の で維 行ってお ま ん 基本的に月、 、金の週 回です

　手術 手術に をいれています 平成26年3月に3 内視 システムを導 し、よ 度の高い手術

が 能にな 、 腎 に対する腎部分 術や 性 に対する 全 術 す て 下に

行っています 局性 立 に対して 、 手術から 小線 治療（ブラキセラ ー）まで行って

お 、 退院（術後1週 後）が 能になっています 道的手術から骨 内臓器 手術（T M手

術）、 手術 TOT法 まで 広く治療を行ってお ます

部長 中 　 彦
日本 器科学会専門医・指導医
日本 医学会 定医

部長 立和田　
日本 器科学会専門医・指導医
日本がん治療 定医機  がん治療 定医
日本 器内視 学会

器 技術 定医
医学博士（鹿児島大学）

代丸 
日本 器科学会専門医

田 雅史
日本 器科学会専門医
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2

88
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　鉾之原昌医師、 之内 一医師、 之内 医師、
田の 4名で診療いたしました

　一 外 の か、 之内 一 生 小児腎疾患
患者の o o 、また 田 小児内分 疾患の専門
外 を実施しています 市県からの委託による乳
児健診、予防 種業務を行ってお 、また新生児マ
ススクリー ング、学校健診・学校検 や生活習
病予防健診での 診者の け れや 検査後
の o o 行っています 内分 疾患の
外 で 実施する機会が え年 で 20～ 30
実施しています 今後 安全に に、専門性を

生かした診療を行っていきたいと います

 院実 について 、 年に し の 加 マ
イコプラズマ肺炎の 院 応例が かったよ で
す 病 やコントロール 的、 か内分
疾患、急性 体腎炎や 病性腎炎な 腎疾患
での専門性を められる 院等が ます 院
の特長を生かし、役 を たしていけたらと考え
ます

　職員の子 ん対象の病児保育 設 後7年が
し、年 の 600名の子 んを け れ

ています 子育て 代の職員のバックアップのた
め、今後 献できたらと います

講 院 活動

鉾之原昌：小児科専門医、小児リウマチ専門医
鹿児島県小児科医会 査
日本小児科学会鹿児島地 会 事
鹿児島子 の 研究会　会長
鹿児島県 原病研究会　代表 人
鹿児島小児保健学会役員、
日本小児リウマチ学会役員
鹿児島文化サロン　委員、
鹿児島小児 原病 母の会ひま の会　委員
鹿児島市すこやか子 プラン地域協議会　委員
鹿児島県保育 乳児保育研修会講師

法人子 医療ネットワーク　役員

之内 一：小児科専門医
日本補 代 医療学会学 医　学会理事
鹿児島市医師会学校腎臓病健診　委員

田看護専門学校　 常 講師
ro e n Uni  n rin  常 講師（ の講 ）

田　 ：小児科専門医
日本 病協会療養指導医
鹿児島大学小児科　 常 講師
鹿児島県立 大学　 常 講師

・ 鹿児島県 天性代 常等検査連絡協議会委員、
年1回協議会

・平成28年3月12日
日本マススクリー ング学会技術部会代4会研修会
講演「新生児マススクリー ングで 見 れる
内分 疾患の診 と治療の実 」

その他

平成27年3月、平成26年8月に 医師会 催のこ
予防 種週 に参加して予防 種業務を行いま

した

　

鉾之原昌医師、 之内 一医師、 之内 医師、
田 で き き診療に た ます また、4月よ
週に1回 日、上 やか医師が外 診療を開
します

外 診療　外 患者 延  12,106 人
院診療　 院患者 延  1,069 人

平均在院日 6 5 日

院疾患（実 ） 203 人
急性 管支炎・肺炎（ む） 131 人
内分 疾患 
（成長ホル ン検査・ 病を む） 22 人
急性 腸炎（ロタ腸炎 ） 6 人
腎疾患（AGN・ 病 む）　 7 人
の （リンパ節炎・ 菌性 炎 ） 27 人

院 活動 講 会 会活動な

・2015年7月9日
南日本子 健 セミナー（鹿児島県小児保健
協会・山 催）
市民の育児支援のために、育児相談

・2015年9月10日
鹿児島県新規採用養護教諭研修会　講演
（県教育委員会：県教育センターにて）

・鹿児島子 の 研究会
会長として年4回開催

・鹿児島県 原病研究会　 として年2回開催

・鹿児島県小児科医会　 査として 査　

・鹿児島文化サロン　委員として年3回開催　参加

・鹿児島市子 子育て会議　委員として参加

・平成27年度母子保健家族 事業 労者厚生労
働大臣表彰

・ 鹿児島市医師会学校腎臓病検診　委員、年一回
委員会 　

・1 病家族会「 くらん の会 和会支部」
指導医、年に2回定例会

・ 病サマーキ ンプ指導医として参加

・ ターナー症候群家族会「 の会」
年に2回定例会参加

・ 鹿児島県小児慢性特定疾患対策協議会委員
年12回審査会、年一回委員会
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月
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月
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月

月

月

月
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17

16

25

26

241 0

36

42

40

32

26

27

34

28

26

35

25
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12

8

7

12

17

15

168

11

6

21

8

16

14

13

13

7

20

18

15

162

32

31

44

38

29

25
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8
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6
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5
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学会関連 研究実 に

部長 立 和 田

泌尿器科

　平成 27 年度 、中 彦、立和田 、 代丸 、 田雅史、西山 （ 常 ：月の ）で診療しました

　外 患者 日50人 後、 院 15 20人 後です 外 で 新患 医が 診の を してます

再診の 原 予 制でできる け のないよ にしています

　 院 CT検査まです 行える体制ですので、 の日の に診 、治療 をたてるよ にしています

　血液 院患者の で維 行ってお ま ん 基本的に月、 、金の週 回です

　手術 手術に をいれています 平成26年3月に3 内視 システムを導 し、よ 度の高い手術

が 能にな 、 腎 に対する腎部分 術や 性 に対する 全 術 す て 下に

行っています 局性 立 に対して 、 手術から 小線 治療（ブラキセラ ー）まで行って

お 、 退院（術後1週 後）が 能になっています 道的手術から骨 内臓器 手術（T M手

術）、 手術 TOT法 まで 広く治療を行ってお ます

部長 中 　 彦
日本 器科学会専門医・指導医
日本 医学会 定医

部長 立和田　
日本 器科学会専門医・指導医
日本がん治療 定医機  がん治療 定医
日本 器内視 学会

器 技術 定医
医学博士（鹿児島大学）

代丸 
日本 器科学会専門医

田 雅史
日本 器科学会専門医

74

24

9

1

8

14

16

4

2

88

4

3
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部長 高 雅

眼科

　平成27年度 9月まで 3人体制で、10月から

鹿児島大学の 永医師が大学に られ、

人体制の診療とな ました なお、9月よ 部長

医師よ 、高 雅医師へと交代とな

ました 診療体制の に い、10月よ 外 診

療の一部予 制が導 れました 平成28年4月か

ら 全予 制が導 れる予定です

　 科 症例の白内 手術が く、 内レンズ
くなっています 科で 小 開での

内レンズ を 術式とし、 内レンズ 内
定な の新しい 法での手術を行っています

また、 子体手術 年の に 大 に
加し、広 を用い安全に で行えて

います 内 手術 新しい器 を用い低 な
手術が 能で 、よ 良い治療成 を 指して
お ます

高  雅（たか し　の ま ）
2005年 和大学医学部卒業

資
日本 科学会専門医
属学会

日本 科学会

 一 （ い か ひ ）
2009年 手医科大学医学部卒業

属学会
日本 科学会
日本職業 医学会

看護
看護師：川崎・川 ・ 之 ・ ・中

検査
視能 士：上 ・川 ・川 ・今
科検査員： 之下・ 之園・ 原

事務
付：赤 ・
：日高・ ・

外 新患  984名

外 再診  9,853名

院患者  1,134名

白内 手術 932

内レンズ 　　　　　　 43

内 手術　　　　　　　　 19

子体手術（ ） 157

子体内 射　　　　　　　 208

の 内 手術　　　　　　  233

下 手術　　　　　　　  21

内反手術　　　　　　　　 2

状 手術　　　　　　　　  25

の 外 手術　　　　　　  74

合 　　　　　　　　　　  1,714
　

講

田学園看護専門学校
　病 学  科  2015年9月 週金 日
　  一

学会関連 研究実 に

部長 昇 卓 夫

気管食道・耳鼻いんこう科

福田 　部長
医学博士、日本 科学会専門医
鹿児島大学医学部卒

昇　卓夫　院長
医学博士、日本 科学会専門医
日本 管食道科学会専門医、補 器相談医
鹿児島大学臨床教授、 田学園 常 講師
鹿児島大学医学部卒

田 子　医師
州大学医学部卒

常 医師：
宮崎 医師　今 洋子医師

入院患者

性  63例
（治療 判定）
 治 ：5例7 9 、 回 7例11 1 、
回 19例30 2 、不 32例50 8
1984年厚生省特定疾患 性 研究 に

　よる判定　

（ 、 ･ 症候群） 8例
めまい（メ エル等） 7例
の 疾患 3例

（炎） 37例
急性 炎、 炎等 22例
急性 炎 15例
の 疾患 3例

血 6例
の 疾患 3例

部  9例
の 部疾患 2例

手術例の 院総症例  115例

手術総 　641

科 域　　105

チューブ 術 30
天性 手術 8

成術 10
成術 4
開術 51
減 術 1

の  1

科 域　　367
内 手術 　146

（内ナビ ーション手術　37 ）
下 介 術 149

中 術 61
電 術 7

の  4

・上中 域　　125

術  99
開 10

アデノイド 術 6
術 4

の  6

･ 管（支）･下 ･食道 域　27
（ 性3 ）

ポリープ・ 節 術 20
がん 3

の  4

e  ・ 部等 域　　17
液  3

がま  2
（ 下 ） 術 7

の  5

学会関連 研究実 に
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部長 高 雅

眼科

　平成27年度 9月まで 3人体制で、10月から

鹿児島大学の 永医師が大学に られ、

人体制の診療とな ました なお、9月よ 部長

医師よ 、高 雅医師へと交代とな

ました 診療体制の に い、10月よ 外 診

療の一部予 制が導 れました 平成28年4月か

ら 全予 制が導 れる予定です

　 科 症例の白内 手術が く、 内レンズ
くなっています 科で 小 開での

内レンズ を 術式とし、 内レンズ 内
定な の新しい 法での手術を行っています

また、 子体手術 年の に 大 に
加し、広 を用い安全に で行えて

います 内 手術 新しい器 を用い低 な
手術が 能で 、よ 良い治療成 を 指して
お ます

高  雅（たか し　の ま ）
2005年 和大学医学部卒業

資
日本 科学会専門医
属学会

日本 科学会

 一 （ い か ひ ）
2009年 手医科大学医学部卒業

属学会
日本 科学会
日本職業 医学会

看護
看護師：川崎・川 ・ 之 ・ ・中

検査
視能 士：上 ・川 ・川 ・今
科検査員： 之下・ 之園・ 原

事務
付：赤 ・
：日高・ ・

外 新患  984名

外 再診  9,853名

院患者  1,134名

白内 手術 932

内レンズ 　　　　　　 43

内 手術　　　　　　　　 19

子体手術（ ） 157

子体内 射　　　　　　　 208

の 内 手術　　　　　　  233

下 手術　　　　　　　  21

内反手術　　　　　　　　 2

状 手術　　　　　　　　  25

の 外 手術　　　　　　  74

合 　　　　　　　　　　  1,714
　

講

田学園看護専門学校
　病 学  科  2015年9月 週金 日
　  一

学会関連 研究実 に

部長 昇 卓 夫

気管食道・耳鼻いんこう科

福田 　部長
医学博士、日本 科学会専門医
鹿児島大学医学部卒

昇　卓夫　院長
医学博士、日本 科学会専門医
日本 管食道科学会専門医、補 器相談医
鹿児島大学臨床教授、 田学園 常 講師
鹿児島大学医学部卒

田 子　医師
州大学医学部卒

常 医師：
宮崎 医師　今 洋子医師

入院患者

性  63例
（治療 判定）
 治 ：5例7 9 、 回 7例11 1 、
回 19例30 2 、不 32例50 8
1984年厚生省特定疾患 性 研究 に

　よる判定　

（ 、 ･ 症候群） 8例
めまい（メ エル等） 7例
の 疾患 3例

（炎） 37例
急性 炎、 炎等 22例
急性 炎 15例
の 疾患 3例

血 6例
の 疾患 3例

部  9例
の 部疾患 2例

手術例の 院総症例  115例

手術総 　641

科 域　　105

チューブ 術 30
天性 手術 8

成術 10
成術 4
開術 51
減 術 1

の  1

科 域　　367
内 手術 　146

（内ナビ ーション手術　37 ）
下 介 術 149
中 術 61

電 術 7
の  4

・上中 域　　125

術  99
開 10

アデノイド 術 6
術 4

の  6

･ 管（支）･下 ･食道 域　27
（ 性3 ）

ポリープ・ 節 術 20
がん 3

の  4

e  ・ 部等 域　　17
液  3

がま  2
（ 下 ） 術 7

の  5

学会関連 研究実 に
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医長 光 博

皮膚科

医長　  光博

属学会
日本 科学会
日本 アレル ー・ 炎学会
日本研究 科学会
日本 外科学会

常 医師　児  生
医学博士　日本 科学会専門医
鹿児島大学医学部臨床教授

属学会
日本 科学会
日本 アレル ー・ 炎学会

　平成27年4月から  光博が しました

　県内で の 院施設を する 科として、 、アレル ー疾患、 菌・ 菌・ウイルス感染症な

の o on ise seから、 原病や 性疾患、 性疾患まで、 疾患全 を診療してお ます

　総合病院の 科で るメリットを生かして に応 て 科や の医療機関と連携をと 、 くの患

者 まへよ 良い医療のご ができるよ めて参 ます

会

患者･ 患者 の動 院

4月

5月

6月

7月

8月

9月

10月

11月

12月

1月

2月

3月

介患者

180

285

214

259

258

172

237

153

160

129

176

179

2,402

診

676

647

718

725

741

641

703

545

628

543

566

642

7,775

再診

856

932

932

984

999

813

940

698

788

672

742

821

10,177

平成27年度

285

231

222

249

333

279

236

193

240

217

179

171

238

2,788

診

714

720

762

778

696

651

632

647

648

527

572

634

7,981

再診

945

942

1011

1111

975

887

825

887

865

706

743

872

10,769

平成23年度

190

199

269

254

418

368

226

230

196

183

275

197

258

3,073

診

677

762

766

784

825

696

817

728

641

623

651

728

8,698

再診

876

1031

1020

1202

1193

922

1047

924

824

898

848

986

11,771

平成24年度

236

241

235

287

336

371

242

226

225

239

196

178

209

2,985

診

755

736

717

878

775

696

764

675

728

619

635

666

8,644

再診

996

971

1004

1214

1146

938

990

900

967

815

813

875

11,629

平成25年度

227

234

219

230

256

286

272

203

172

158

143

173

180

2,526

診

733

727

721

819

835

809

797

685

689

621

607

682

8,725

再診

967

946

951

1075

1121

1081

1000

857

847

764

780

862

11,251

平成26年度

262

月 日 日 日 日 金 日 日

AM ・児 ・児 ・児 常 医

PM 診 診 診 診 診

142

田学園看護専門学校（ 科学総 ・ ）

講

入院患者 の動

4月

5月

6月

7月

8月

9月

10月

11月

12月

1月

2月

3月

平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度

7

5

3

10

4

8

8

7

9

6

3

5

75

新 院

92

51

57

113

76

111

143

148

157

139

171

86

1,344

延 院

7

7

9

9

1

1

5

1

5

4

2

2

53

新 院

120

80

81

143

9

33

35

19

65

24

31

45

685

延 院

3

8

10

10

8

6

12

13

3

6

6

4

89

新 院

31

74

47

107

107

23

127

103

80

64

84

116

963

延 院

5

1

10

13

10

7

8

4

10

5

1

5

79

新 院

187

62

110

134

211

134

94

106

98

92

89

84

1,401

延 院

6

5

10

7

6

7

7

8

3

3

9

5

76

新 院

56

32

97

84

147

143

111

200

74

43

93

89

1,169

延 院

平成27年度
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報告 報告

医長 光 博

皮膚科

医長　  光博

属学会
日本 科学会
日本 アレル ー・ 炎学会
日本研究 科学会
日本 外科学会

常 医師　児  生
医学博士　日本 科学会専門医
鹿児島大学医学部臨床教授

属学会
日本 科学会
日本 アレル ー・ 炎学会

　平成27年4月から  光博が しました

　県内で の 院施設を する 科として、 、アレル ー疾患、 菌・ 菌・ウイルス感染症な

の o on ise seから、 原病や 性疾患、 性疾患まで、 疾患全 を診療してお ます

　総合病院の 科で るメリットを生かして に応 て 科や の医療機関と連携をと 、 くの患

者 まへよ 良い医療のご ができるよ めて参 ます

会

患者･ 患者 の動 院

4月

5月

6月

7月

8月

9月

10月

11月

12月

1月

2月

3月

介患者

180

285

214

259

258

172

237

153

160

129

176

179

2,402

診

676

647

718

725

741

641

703

545

628

543

566

642

7,775

再診

856

932

932

984

999

813

940

698

788

672

742

821

10,177

平成27年度

285

231

222

249

333

279

236

193

240

217

179

171

238

2,788

診

714

720

762

778

696

651

632

647

648

527

572

634

7,981

再診

945

942

1011

1111

975

887

825

887

865

706

743

872

10,769

平成23年度

190

199

269

254

418

368

226

230

196

183

275

197

258

3,073

診

677

762

766

784

825

696

817

728

641

623

651

728

8,698

再診
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1031

1020

1202

1193

922

1047

924

824

898

848

986

11,771

平成24年度

236

241

235

287

336

371

242

226

225

239

196

178

209

2,985

診

755

736

717

878

775

696
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部長 田

麻酔科

　 院における 科の診療内 手術 、集

中治療 等における重症患者管理等です

　今年度における 科の 、5 名の 科

常 医と 常 医 5 名（週 3 回 1 名、週 1 回 4 名）

体制でした らに卒後研修医 7 名の研修を行い

ました

　平成 27 年度の今給 総合病院における 科

管理症例 2,346 でした （患者 んの平均

年 55 2 　 高 99 ）この内、 急手

術 196 （ 外 113 ）で 全体の 8 3

（4 8 ） 度を めます 手術 6 、

大で 7 の同 行手術が 能です

　 科別の 、整 外科 840（35 7 ）、

外科 250 （10 7 ）、 科 264 （11 2 ）、

器科 250 （10 7 ）、 成外科 229 （9 8 ）、

歯科 外科 144 （6 1 ）、産科婦人科 174

（7 4 ）、呼吸器外科 138 （5 9 ）、 科 18

（0 8 ） 外科 39 （1 7 ）、といった現

状でした

平成27年のICU 637 です 科の内

下の通 です

科管理患者 名で内 肺 止 生後

名、急性薬 中 名、スティーブンス・ジョン

ン症候群 名、ショック 名、イレウス 名でした

田　
西山　  （平成17年10月 ）
山下　  （平成23年7月 ）
山　 美 （平成23年7月 ）
之 　  （平成27年4月～9月）
　一  （平成27年10月～

研修医
　  （平成27年4月～5月）
川　 輝　 （平成27年7月）

白  一光　 （平成27年9月～10月）
宮 　 理　 （平成27年11月）
松 　大介　 （平成27年12月）
高  博 　 （平成28年1月～2月）
今 　研介　 （平成28年3月～）
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部長 田

麻酔科

　 院における 科の診療内 手術 、集

中治療 等における重症患者管理等です

　今年度における 科の 、5 名の 科

常 医と 常 医 5 名（週 3 回 1 名、週 1 回 4 名）

体制でした らに卒後研修医 7 名の研修を行い

ました

　平成 27 年度の今給 総合病院における 科

管理症例 2,346 でした （患者 んの平均

年 55 2 　 高 99 ）この内、 急手

術 196 （ 外 113 ）で 全体の 8 3

（4 8 ） 度を めます 手術 6 、

大で 7 の同 行手術が 能です

　 科別の 、整 外科 840（35 7 ）、

外科 250 （10 7 ）、 科 264 （11 2 ）、

器科 250 （10 7 ）、 成外科 229 （9 8 ）、

歯科 外科 144 （6 1 ）、産科婦人科 174

（7 4 ）、呼吸器外科 138 （5 9 ）、 科 18

（0 8 ） 外科 39 （1 7 ）、といった現

状でした

平成27年のICU 637 です 科の内

下の通 です

科管理患者 名で内 肺 止 生後

名、急性薬 中 名、スティーブンス・ジョン

ン症候群 名、ショック 名、イレウス 名でした

田　
西山　  （平成17年10月 ）
山下　  （平成23年7月 ）
山　 美 （平成23年7月 ）
之 　  （平成27年4月～9月）
　一  （平成27年10月～

研修医
　  （平成27年4月～5月）
川　 輝　 （平成27年7月）

白  一光　 （平成27年9月～10月）
宮 　 理　 （平成27年11月）
松 　大介　 （平成27年12月）
高  博 　 （平成28年1月～2月）
今 　研介　 （平成28年3月～）
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部長 鉾 立 博 文

放射線診断科

　 院で 診 機器として CT（64 ： 機、
16 ： 機）・MRI（1 5T： 機）、RI・血管

（Cone e  CT）・ 視 機・乳 線 ・
マン トームな を えています 平成 23 年度に
CT・MRI・RI を 新し、PACS・フィルムレス
運用にて 診 を実施しています 救急患者に
対する 急 CT な の on 対応していま
す また、院内で定 的に行 れる整 外科・呼
吸器・消化器・ 器・ ・ 器科 のカ
ンフ レンスに 的に参加して 診 ・日常
診療の質の向上に務めています

　 診 情報を にして低 的な治療法を行
I R（Inter ention   r io o ： 下治療）

の手技を に応 て実施しています に原
性肝 や 性肝 に対する肝動 （化学） 栓
療法：TA C や な への動 化学療法、外
傷に 肝臓・ 臓・腎臓な の臓器 傷や 血・
血 ・ 性病 からの 血に対するカテーテル
を用いた動 栓術、US CT ガイド下生検・
ドレナージな に んでいます の 、
診療科と協 して I C フィルター ・消化管ス
テント・四肢な の血管 に対する血管内治療・
化療法 行なっています

部長 鉾立博文
資 日本医学放射線学会　放射線診 専門医

日本 I R 学会　専門医・代議員
日本がん治療 定医機 　がん治療 定医
検診マン グラフィ 定医
緩和ケア研修会修 医
医師臨床研修指導医養成講習修 医
医学博士（鹿児島大学）

医師 介　（平成 27 年 4 月～平成 28 年 3 月）

クリ ック院長　大 保幸一
資 日本医学放射線学会　放射線診 専門医

検診マン グラフィ 定医
医学博士（鹿児島大学）

常 医師
小 （鹿児島 州会病院）
中 （鹿児島大学）
永田行 （ 中央病院）

 

主 入院患者 

1 一

2 視・

3 骨塩定量 定

4 線CT

5 SA An io
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7 MRI
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54

患者 

 

の

　平成27年度 、 れまでの二人減員の状 から

大学派遣が一人 活したこと 小していた

業務内 を従 通 の 院病 管理をや ながら

の 診 ・ を に 活 体制整 を

してきました 研修医の 加で 科へ

のローテート 者 く基本症例のテイーチン

グフ イルな の体制整 を進めていく予定で

す た 、 診 に関する業務において い

か ら 常 医師の応援を きながらの報

成となってお 常 医の 員を たいとこ

です

　平成28年度 日本専門医機 の新たなる施設

定 ま 体制の整 ・I R症例の 加が

とな ます また、本年 研修医のローテー

ターが 科を選 してお き き放射線診

学・I Rの を していきたいと います
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学会関連 研究実 に
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報告 報告

部長 鉾 立 博 文

放射線診断科

　 院で 診 機器として CT（64 ： 機、
16 ： 機）・MRI（1 5T： 機）、RI・血管

（Cone e  CT）・ 視 機・乳 線 ・
マン トームな を えています 平成 23 年度に
CT・MRI・RI を 新し、PACS・フィルムレス
運用にて 診 を実施しています 救急患者に
対する 急 CT な の on 対応していま
す また、院内で定 的に行 れる整 外科・呼
吸器・消化器・ 器・ ・ 器科 のカ
ンフ レンスに 的に参加して 診 ・日常
診療の質の向上に務めています

　 診 情報を にして低 的な治療法を行
I R（Inter ention   r io o ： 下治療）

の手技を に応 て実施しています に原
性肝 や 性肝 に対する肝動 （化学） 栓
療法：TA C や な への動 化学療法、外
傷に 肝臓・ 臓・腎臓な の臓器 傷や 血・
血 ・ 性病 からの 血に対するカテーテル
を用いた動 栓術、US CT ガイド下生検・
ドレナージな に んでいます の 、
診療科と協 して I C フィルター ・消化管ス
テント・四肢な の血管 に対する血管内治療・
化療法 行なっています

部長 鉾立博文
資 日本医学放射線学会　放射線診 専門医

日本 I R 学会　専門医・代議員
日本がん治療 定医機 　がん治療 定医
検診マン グラフィ 定医
緩和ケア研修会修 医
医師臨床研修指導医養成講習修 医
医学博士（鹿児島大学）

医師 介　（平成 27 年 4 月～平成 28 年 3 月）

クリ ック院長　大 保幸一
資 日本医学放射線学会　放射線診 専門医

検診マン グラフィ 定医
医学博士（鹿児島大学）

常 医師
小 （鹿児島 州会病院）
中 （鹿児島大学）
永田行 （ 中央病院）
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患者 

 

の

　平成27年度 、 れまでの二人減員の状 から

大学派遣が一人 活したこと 小していた

業務内 を従 通 の 院病 管理をや ながら

の 診 ・ を に 活 体制整 を

してきました 研修医の 加で 科へ

のローテート 者 く基本症例のテイーチン

グフ イルな の体制整 を進めていく予定で

す た 、 診 に関する業務において い

か ら 常 医師の応援を きながらの報

成となってお 常 医の 員を たいとこ

です

　平成28年度 日本専門医機 の新たなる施設

定 ま 体制の整 ・I R症例の 加が

とな ます また、本年 研修医のローテー

ターが 科を選 してお き き放射線診

学・I Rの を していきたいと います
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部長 中 彦

放射線治療科

　平成19年10月に 院での本 的な放射線治療の
ための「リ アックセンター」が開設 れて、
に8年 が いたしました

　開設 年 300名 くで った放射線治療患者
ん 減し、 年 200名 後で推 してお
ます 施設での高性能治療 の新規導

及び 新、 院診 医を む放射線科常 医の減
少、 れに新規化学療法への治療法 行等、
な が関連しているので ないかと推 してお

ます の 量不 加 っていると感
、 の患者 んのための日 を
けてお ます

　 地域の人 規 や 改 に しい治療医の
マンパワーを考 すれ 、今後の な放射線治
療施設の 大及び 一施設 た での十分な
患者 の減少の危 性が ます 射 質の低
下、不採 部門への 、及び長年 上 てき
た放射線治療への の き を かないた
めに 、指導的お立 の に 業 と 一
線を した 考及びがん患者 んお一人お一人の
ための 的 を いたします

　幸いにして 日、 10年に た 院の一 の
で った新 が交通局 に決定いたし

ました 年 院に て れをとっていた 院
リ アックのハードウェアが3年後 流に合
て一 に 新の のにアップデート れる のと

してお ます 現在のSRT 定 集光放射線治
療 に加えて、新病院で IGRT 導放射線治
療 及びIMRT 度 調放射線治療 が くの患者
んに 用 れることが と考えます

　 院 コバルト60の 代からの実 で 30年を
え、放射線治療 定医1名に加えて、放射線治療
定技師3名及び放射線治療 定看護師1名を す

る鹿児島県地域がん拠点病院です ながら鹿
児島のがん患者 んのお役に立てる く、 診を

れ 、 に日 進していきたいと考えてお
ます

放射線治療科 部長 中 彦
・資

平成 年 宮崎医科大学卒業
 鹿児島大学医学部放射線科 局 研修医
同 3年 国立がんセンター中央病院
 放射線治療部レジデント 国内 学
同 6年 一 会 宅病院
同 7年 今給 総合病院放射線科
同 年 鹿児島大学医学部放射線科 医員　　　
同 9年　 同上 助手　　　　　　　　　　
同 17 年 同上 講師
同 18 年 同上退局 
 今給 総合病院放射線科 治療部長
平成9年 日本医学放射線学会 専門医（第2999 ）
同 12 年 博士学 （鹿児島大学　医 第 1267 ）
同 13 年 日本放射線 学会 定医（第 336 ）
同 25 年 研修指導者 定
 （日本医学放射線学会 第 R07590RO ）
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部長 松 大 助 小 史

緩和医療科
、

　2015年4月から、 れまで天 会中央病院緩和ケ

ア病 で活 れていた んが中央病院を退

職 れて チームに新たに加 ました

体症状 医師：松 大助
医師：小 史

専従看護師： 子、 山
保健師： 代
MSW： 子
薬剤部： 上博 、 士子、中 子、
　　　　 内 、 畠一
リハビリテーション部： 原 美、重 子、
　　　　高田 、 市寿子、宮之原俊一
栄養管理部：田中美

講

高等学校看護学科専門課
2015年5月～6月
呼吸器疾患 10 、緩和ケア 2
松 大助

鹿児島医療センター緩和ケア研修会
2015年1月11日　緩和ケア 　松 大助

鹿児島大学緩和ケア研修会
2015年3月7日　呼吸 　松 大助

南九州病院緩和ケア研修会
2015年7月5日　呼吸 　松 大助

南 病院緩和ケア研修会
2015年11月21日　呼吸 　松 大助

　2015年の 科診 のコンサルト 107 で

、 内 として 2014年同 ん が で

った 疾患のコンサルト 合 調症、

つ病、不安 、パー ナリティー と に

た 、 の 科 しく 診療内科の 診

の る の 33 で った 2016年度から

疾患診療加 を 定することとなるが、現状で 1

年 の （20 上） 成している の

の、 院3日 内にコンサルトが った の 5

度に ぎない 3日 内に 科診 につな る

体制 く が課 となる

講

がん診療に携 る医師に対する緩和ケア研修会
コミュ ケーション講師、フ シリテーター
平成27年1月11 12日 鹿児島医療センター
平成27年3月7 8日　 鹿児島大学病院
平成27年5月23 24日 県立薩南病院
平成27年6月27 28日 松山赤十字病院
平成27年7月12日 国立病院機  南九州病院
平成27年8月22 23日 生会川内病院
平成27年9月5 6日 県民健 プラザ
   鹿 医療センター
平成27年10月24 25日 今給 総合病院
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部長 中 彦

放射線治療科

　平成19年10月に 院での本 的な放射線治療の
ための「リ アックセンター」が開設 れて、
に8年 が いたしました

　開設 年 300名 くで った放射線治療患者
ん 減し、 年 200名 後で推 してお
ます 施設での高性能治療 の新規導

及び 新、 院診 医を む放射線科常 医の減
少、 れに新規化学療法への治療法 行等、
な が関連しているので ないかと推 してお

ます の 量不 加 っていると感
、 の患者 んのための日 を
けてお ます

　 地域の人 規 や 改 に しい治療医の
マンパワーを考 すれ 、今後の な放射線治
療施設の 大及び 一施設 た での十分な
患者 の減少の危 性が ます 射 質の低
下、不採 部門への 、及び長年 上 てき
た放射線治療への の き を かないた
めに 、指導的お立 の に 業 と 一
線を した 考及びがん患者 んお一人お一人の
ための 的 を いたします

　幸いにして 日、 10年に た 院の一 の
で った新 が交通局 に決定いたし

ました 年 院に て れをとっていた 院
リ アックのハードウェアが3年後 流に合
て一 に 新の のにアップデート れる のと

してお ます 現在のSRT 定 集光放射線治
療 に加えて、新病院で IGRT 導放射線治
療 及びIMRT 度 調放射線治療 が くの患者
んに 用 れることが と考えます

　 院 コバルト60の 代からの実 で 30年を
え、放射線治療 定医1名に加えて、放射線治療
定技師3名及び放射線治療 定看護師1名を す

る鹿児島県地域がん拠点病院です ながら鹿
児島のがん患者 んのお役に立てる く、 診を

れ 、 に日 進していきたいと考えてお
ます

放射線治療科 部長 中 彦
・資

平成 年 宮崎医科大学卒業
 鹿児島大学医学部放射線科 局 研修医
同 3年 国立がんセンター中央病院
 放射線治療部レジデント 国内 学
同 6年 一 会 宅病院
同 7年 今給 総合病院放射線科
同 年 鹿児島大学医学部放射線科 医員　　　
同 9年　 同上 助手　　　　　　　　　　
同 17 年 同上 講師
同 18 年 同上退局 
 今給 総合病院放射線科 治療部長
平成9年 日本医学放射線学会 専門医（第2999 ）
同 12 年 博士学 （鹿児島大学　医 第 1267 ）
同 13 年 日本放射線 学会 定医（第 336 ）
同 25 年 研修指導者 定
 （日本医学放射線学会 第 R07590RO ）
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部長 松 大 助 小 史

緩和医療科
、

　2015年4月から、 れまで天 会中央病院緩和ケ

ア病 で活 れていた んが中央病院を退

職 れて チームに新たに加 ました

体症状 医師：松 大助
医師：小 史

専従看護師： 子、 山
保健師： 代
MSW： 子
薬剤部： 上博 、 士子、中 子、
　　　　 内 、 畠一
リハビリテーション部： 原 美、重 子、
　　　　高田 、 市寿子、宮之原俊一
栄養管理部：田中美

講

高等学校看護学科専門課
2015年5月～6月
呼吸器疾患 10 、緩和ケア 2
松 大助

鹿児島医療センター緩和ケア研修会
2015年1月11日　緩和ケア 　松 大助

鹿児島大学緩和ケア研修会
2015年3月7日　呼吸 　松 大助

南九州病院緩和ケア研修会
2015年7月5日　呼吸 　松 大助

南 病院緩和ケア研修会
2015年11月21日　呼吸 　松 大助

　2015年の 科診 のコンサルト 107 で

、 内 として 2014年同 ん が で

った 疾患のコンサルト 合 調症、

つ病、不安 、パー ナリティー と に

た 、 の 科 しく 診療内科の 診

の る の 33 で った 2016年度から

疾患診療加 を 定することとなるが、現状で 1

年 の （20 上） 成している の

の、 院3日 内にコンサルトが った の 5

度に ぎない 3日 内に 科診 につな る

体制 く が課 となる

講

がん診療に携 る医師に対する緩和ケア研修会
コミュ ケーション講師、フ シリテーター
平成27年1月11 12日 鹿児島医療センター
平成27年3月7 8日　 鹿児島大学病院
平成27年5月23 24日 県立薩南病院
平成27年6月27 28日 松山赤十字病院
平成27年7月12日 国立病院機  南九州病院
平成27年8月22 23日 生会川内病院
平成27年9月5 6日 県民健 プラザ
   鹿 医療センター
平成27年10月24 25日 今給 総合病院
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部長 白 濱 　 浩

病理診断科

　2015年 大 なく えることができ、ま に感 します

　現在、部門コン ューターシステムの を行っていますが、やっと全体の が決定し、システム会社
でのプログラムの 成に るとこ までやってきました またスライドプリンターやカセットプリンターの
導 な 病理 本 成 の工 管理に な機 の導 が決定し、2016年のシステム 働に向け進んでい
る状 です

　 院で 年度導 した「i ens 」による 子 調に 働し、 GFRやk RASといった 治療に
した 子検査 治医からの 後 1日で を報 能な状 となっています また、 から

行っていた の 子 「i ens 」を用いることによ 報 までの が 日から 日へと
れています

　 て、鹿児島で実 に病理診 を行っている病理専門医 25人ですが、医療が 分化・高度化 れた現
在、 病理医がす ての分 をカバーすること な状 です の病院の特性や状 に合 て 病理
専門医が協 し鹿児島の医療に 献しよ と してお ますが、特に科学的な 拠（ 染 や 子

な ）に基 く病理診 を 指し今後 新しい技術や機器の導 を行い、公 法人で る 院で これら
の機器・技術を公開 用していた き鹿児島の医療に 献していきたいと います

医師
白濱　浩　

日本病理学会病理専門医 日本臨床 学会 診専門医、
日本病理学会病理専門医研修指導医 臨床検査管理医、
鹿児島大学医学部臨床教授

田代　幸恵
日本病理学会病理専門医 日本臨床 学会 診専門医
日本病理学会病理専門医研修指導医 鹿児島大学医学部臨床教授

技師
永　 之（臨床病理技術士）
後　 　（臨床検査技師、国 検査士）

新 　 子（臨床検査技師）
田 　 子（臨床検査技師、国 検査士）

　 （臨床検査技師）
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報告 報告

部長 白 濱 　 浩

病理診断科

　2015年 大 なく えることができ、ま に感 します

　現在、部門コン ューターシステムの を行っていますが、やっと全体の が決定し、システム会社
でのプログラムの 成に るとこ までやってきました またスライドプリンターやカセットプリンターの
導 な 病理 本 成 の工 管理に な機 の導 が決定し、2016年のシステム 働に向け進んでい
る状 です

　 院で 年度導 した「i ens 」による 子 調に 働し、 GFRやk RASといった 治療に
した 子検査 治医からの 後 1日で を報 能な状 となっています また、 から

行っていた の 子 「i ens 」を用いることによ 報 までの が 日から 日へと
れています

　 て、鹿児島で実 に病理診 を行っている病理専門医 25人ですが、医療が 分化・高度化 れた現
在、 病理医がす ての分 をカバーすること な状 です の病院の特性や状 に合 て 病理
専門医が協 し鹿児島の医療に 献しよ と してお ますが、特に科学的な 拠（ 染 や 子

な ）に基 く病理診 を 指し今後 新しい技術や機器の導 を行い、公 法人で る 院で これら
の機器・技術を公開 用していた き鹿児島の医療に 献していきたいと います

医師
白濱　浩　

日本病理学会病理専門医 日本臨床 学会 診専門医、
日本病理学会病理専門医研修指導医 臨床検査管理医、
鹿児島大学医学部臨床教授

田代　幸恵
日本病理学会病理専門医 日本臨床 学会 診専門医
日本病理学会病理専門医研修指導医 鹿児島大学医学部臨床教授

技師
永　 之（臨床病理技術士）
後　 　（臨床検査技師、国 検査士）

新 　 子（臨床検査技師）
田 　 子（臨床検査技師、国 検査士）

　 （臨床検査技師）
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6

1

1

17

1

33

23

126

21

2

4

2

0

47

3

8

1

423

合

4

17

284

170

200

51

84

42

291

21

502

107

494

236

9

10

4

17

805

49

143

88

3,628

婦人科（内

呼 吸 器

消 化 器

器

乳

状

体 液

リ ン パ 節

の

総

NILM

832

SCC

4

ASC US

42

A eno C

3

ASC H

18

AIS

0

LSIL

27

Ot er M i

5

HSIL

22

検体不

1

AGC

8

合

962

104

181

50

366

21

22

192

0

28

964

5

48

14

65

6

7

20

0

6

171

4

180

6

59

7

5

58

11

11

341

0

2

3

0

7

11

0

0

0

23

113

411

73

490

41

45

270

11

45

1,499

性 性 合不性

総  2,461

3,346

2,751

4,065

2,689

H26年度

3,727

2,453

H23年度 H24年度 H25年度

4,039

2,689

H27年度

3,042

2,461診
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報告 報告

院 活動 会活動

01月17日 第14回えびのカンフ レンス（ 講：田 ）

02月07日 日本臨床 学会鹿児島県支部総会（ 講：白濱・田代・ 後・田 ）

02月08日 第1回鹿児島セミナー（呼吸器 診）（ 講： 後・田 ）

04月12日 子宮の日キ ン ーン（実行委員：田 ・ ）

04月30日 第104回日本病理学会総会（ 講：田代）

06月13日 第56回日本臨床 学会 大会（ 講：白濱・ 後）

06月21日 平成27年度 検査士養成研修会（スタッフ：田 ）

06月28日 平成27年度 検査士養成研修会（スタッフ：田 ）

07月25日 第31回臨床 学会九州連合会（座長 白濱、事務局： 後・田 ）

08月23日 平成27年度 検査士養成研修会（スタッフ： 後）

10月03日 鹿児島 o  on eren e 2015（コメンテーター：田代）

10月04日 平成27年度 検査士養成研修会（スタッフ：田 ）

10月11日 第12回鹿児島ワークショップ（ 講： 後・ ）

11月05日 第61回日本病理学会 特別総会（ 講：白濱）

11月10日 鹿児島病理集談会 催（座長：白濱、 表：田代）

11月21日 第54回日本臨床 学会 大会（ 講：田代・田 ）

11月28日 第347回九州スライドカンフ レンス（ 講：白濱・田代）

11月29日 平成27年度 検査士養成研修会（スタッフ：田 ）

・術中 診 ： 164 （内、院外からの ：3 ）
 （H23年度：255 、H24年度:255 、H25年度：218 、H26年度：193 ））

・院外からの血液疾患関連M rker検 および診 ：28
 （H23年度：44 、H24年度:29 、H25年度：32 、H26年度：50 ）

・院外からの 染 （パラフィン による）：1942
 （H23年度：1,257 、H24年度:1,405 、H25年度：1,639 、H26年度：1,787 ）

学会関連 研究実 に

部長

在宅診療科

80-89

90-99 50-59

70-79

60-6960-69

　平成27年12月現在、在宅診療科 年同 常 医2名体制をとっています 通院が で 宅療養を

れている を対象に 診 を行っています 診 に 科2名の医師が中 とな 、 科医師の協

き、また理学・ 業療法士及び在宅医療部の保健師・看護師と連携を つつ 診 を行っていま

す 基本的に、2回／月の定 診 を行ってお ます

　 科 外に、 内科、総合内科の 4人の 生に協 いた いてお ます  平成 27 年 4 月に 内科 

医師が とな 、代 って 院 内科に られました 医師に 協 を き、診療を行ってお ます

　 　日本内科学会 定内科医、日本内科学会総合内科専門医、日本 学会専門医
　 　日本内科学会 定内科医、日本 学会専門医

師
医師、 医師、 医師 内科 、生 医師 総合内科 、二 医師 総合内科 、

宅医師 総合内科 、 医師 内科

　平成27年12月31日において 院在宅医療部の 診療を けられた 22名となっています

　全 状 が 化した 合 、在宅で対応する 合 れ 、 院での治療 行ってお ます 高 の が

く、 院回 が くなるとと にご本人の介護度が高くな 、介護者の が 大し 宅での介護が

とな 、療養 病院に 院また 院施設 となる 、 るい くなられた おられます 診

の人 減少 向で ましたが、本年 的に3人 加してお ます

　平成27年の診療実 下 のよ な状 で ます

年 診 患者総 　47名（ 性 27名　 性20名） 診 ：22名　 性　10名　 性　12名

患者

患者

30 39

40 49

50 59

60 69

70 79

80 89

90 99

100 上

合

年代

0

0

6

8

12

14

7

0

47

人

0

0

3

4

3

10

2

0

22

（ 診 ）
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院 活動 会活動
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06月21日 平成27年度 検査士養成研修会（スタッフ：田 ）

06月28日 平成27年度 検査士養成研修会（スタッフ：田 ）
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10月04日 平成27年度 検査士養成研修会（スタッフ：田 ）

10月11日 第12回鹿児島ワークショップ（ 講： 後・ ）

11月05日 第61回日本病理学会 特別総会（ 講：白濱）

11月10日 鹿児島病理集談会 催（座長：白濱、 表：田代）

11月21日 第54回日本臨床 学会 大会（ 講：田代・田 ）

11月28日 第347回九州スライドカンフ レンス（ 講：白濱・田代）

11月29日 平成27年度 検査士養成研修会（スタッフ：田 ）

・術中 診 ： 164 （内、院外からの ：3 ）
 （H23年度：255 、H24年度:255 、H25年度：218 、H26年度：193 ））

・院外からの血液疾患関連M rker検 および診 ：28
 （H23年度：44 、H24年度:29 、H25年度：32 、H26年度：50 ）

・院外からの 染 （パラフィン による）：1942
 （H23年度：1,257 、H24年度:1,405 、H25年度：1,639 、H26年度：1,787 ）

学会関連 研究実 に

部長

在宅診療科

80-89

90-99 50-59

70-79

60-6960-69

　平成27年12月現在、在宅診療科 年同 常 医2名体制をとっています 通院が で 宅療養を

れている を対象に 診 を行っています 診 に 科2名の医師が中 とな 、 科医師の協

き、また理学・ 業療法士及び在宅医療部の保健師・看護師と連携を つつ 診 を行っていま

す 基本的に、2回／月の定 診 を行ってお ます

　 科 外に、 内科、総合内科の 4人の 生に協 いた いてお ます  平成 27 年 4 月に 内科 

医師が とな 、代 って 院 内科に られました 医師に 協 を き、診療を行ってお ます

　 　日本内科学会 定内科医、日本内科学会総合内科専門医、日本 学会専門医
　 　日本内科学会 定内科医、日本 学会専門医

師
医師、 医師、 医師 内科 、生 医師 総合内科 、二 医師 総合内科 、

宅医師 総合内科 、 医師 内科

　平成27年12月31日において 院在宅医療部の 診療を けられた 22名となっています

　全 状 が 化した 合 、在宅で対応する 合 れ 、 院での治療 行ってお ます 高 の が

く、 院回 が くなるとと にご本人の介護度が高くな 、介護者の が 大し 宅での介護が

とな 、療養 病院に 院また 院施設 となる 、 るい くなられた おられます 診

の人 減少 向で ましたが、本年 的に3人 加してお ます

　平成27年の診療実 下 のよ な状 で ます

年 診 患者総 　47名（ 性 27名　 性20名） 診 ：22名　 性　10名　 性　12名

患者

患者

30 39

40 49

50 59

60 69

70 79

80 89

90 99

100 上

合

年代

0

0

6

8

12

14

7

0

47

人

0

0

3

4

3

10

2

0

22

（ 診 ）
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報告 報告

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

13

2

0

0

人

院

：死

： の

14

0

0

0

14

3

0

1

13

4

0

0

14

3

0

0

15

0

0

0

16

0

0

0

16

1

0

0

16

4

1

0

15

2

0

0

15

6

0

1

16

5

0

0

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 合 （ ）

31

0

81

4

116

34

3

83

5

122

37

3

96

7

140

38

4

103

7

148

33

0

101

3

137

33

0

96

5

134

35

4

103

3

141

35

8

97

4

136

38

8

104

4

146

31

5

126

3

160

25

1

109

2

136

24

3

109

4

137

394

39

1,208

51

1,653

看護

リハビリ

合 （ ）

診

（緩和診 ）

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 合 （ ）

27

4

113

3

143

27

0

106

4

137

看護

リハビリ

合 （ ）

診

（緩和診 ）

23

0

101

5

129

19

0

103

4

126

28

3

88

3

119

29

0

124

5

158

32

1

119

3

154

31

0

100

5

136

26

0

86

3

115

28

0

95

3

126

28

0

89

4

121

30

0

107

3

140

328

8

1,231

45

1,604

主 患 、

疾患

疾患

性新生

器疾患

呼吸器疾患

傷、中 外 の

路器 疾患

消化器

内分 ・代 疾患

及び行動

感染症

（人）

18

11

8

4

1

0

1

2

2

0

の 患

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

19

3

0

1

人

院

：死

： の

18

1

0

0

18

2

0

1

18

1

0

0

19

4

0

0

20

5

0

2

18

3

1

1

16

5

0

0

16

3

0

1

15

3

0

2

13

3

0

0

13

3

0

0

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 合 （ ）

42

72

12

126

37

75

12

124

診

看護

リハビリ

合 （ ）

47

92

12

151

40

89

12

141

34

66

13

113

39

110

13

162

49

106

12

167

48

101

13

162

48

106

12

166

47

102

13

162

47

108

14

159

60

117

12

189

538

1,144

150

1,822

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 合 （ ）

40

5

101

12

153

44

6

104

11

159

40

4

102

12

154

34

2

103

14

151

35

0

114

12

161

37

0

113

12

162

39

1

112

13

164

35

2

90

7

132

40

5

101

12

153

37

2

109

9

155

29

1

91

7

127

29

0

86

5

120

439

28

1,226

126

1,791

看護

リハビリ

合 （ ）

診

（緩和診 ）

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 合 （ ）

43

1

90

12

145

43

3

81

13

137

36

0

86

13

135

38

0

94

16

148

35

0

102

14

151

38

0

94

12

144

45

8

105

16

166

46

5

112

12

170

44

2

95

12

151

43

2

110

12

165

40

2

101

9

150

38

3

98

11

147

489

26

1,168

152

1,809

看護

リハビリ

合 （ ）

診

（緩和診 ）
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報告 報告

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月
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0

0

人

院

：死

： の
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0

0

0

14

3

0

1
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4
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0
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3

0

0

15

0

0

0

16

0

0

0

16

1

0

0

16

4

1

0

15

2

0

0

15

6

0

1

16

5

0

0

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 合 （ ）

31

0

81

4
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34

3

83

5
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3
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7
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38

4

103

7
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33

0

101

3

137

33

0

96

5
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35

4

103

3
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8
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4
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38

8
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4

146

31

5

126

3

160
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1

109

2

136

24

3

109

4

137

394

39

1,208

51

1,653

看護

リハビリ

合 （ ）

診

（緩和診 ）

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 合 （ ）

27

4

113

3
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27

0
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看護

リハビリ

合 （ ）

診

（緩和診 ）
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0
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3
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0
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0
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0
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3
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0
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0
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1,231
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1,604

主 患 、

疾患

疾患

性新生

器疾患

呼吸器疾患

傷、中 外 の

路器 疾患

消化器

内分 ・代 疾患

及び行動

感染症

（人）
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1
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2

2

0

の 患
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19

3

0

1

人

院

：死
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0
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0
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0

0
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3

1

1
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0
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0
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診

看護

リハビリ
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162
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13
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1,144
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1,822
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5

101

12

153

44
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11
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40

4
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12
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34

2

103

14
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35

0

114

12

161

37

0

113

12

162

39

1
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13

164

35

2
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7
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40

5

101

12

153

37

2
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9
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29

1

91

7
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29

0
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5
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439
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1,226

126

1,791

看護

リハビリ

合 （ ）

診

（緩和診 ）
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1
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36

0

86

13
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0

94
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148

35

0

102

14

151
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0

94

12

144

45

8
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16

166

46

5

112

12
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44

2
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12

151

43

2

110

12

165

40

2

101

9

150

38

3

98

11
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26

1,168

152

1,809

看護

リハビリ

合 （ ）

診

（緩和診 ）
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部長 田 ミ 子

歯科

　平成18年8月に歯科 外科が開設 れ、
歯科医師、歯科衛生士、歯科技工士、 付 1名の
常 スタッフと 常 歯科医師でスタートしまし
た の後、一 の歯科治療や ケアを と
する外 ・ 院患者 の 加に い、平成24年4月
に新たに歯科を 科として開設しました
　診療 、 に今給 総合病院 院中の患者 や

科からの 介患者 、本院スタッフの歯科治療
や ケアを 和会クリ ック歯科外 にて行っ
ています また、 院患者 で外 診できない
に 、 、病 へ 診して診療しています

　診療内 、 ・ 管治療、歯 治療、 や
ブリッジ、 歯な の補 治療です
　一 の歯科診療に加え、病院歯科で ること
から、 院患者 の ケアに 的に
んでいます 高 者や たき の患者 、ご

で ケアをできないことが く、 内 染
が進ん 、 む が低下した するな で
誤嚥性肺炎を 症するリスクが高くな ます こ
の予防に 、 ケアが で ると れてお

、平成22年6月に院内の 職種が集ま 、 ケ
アチームを立 上 、定 的に 会や研修会を
開催した 、 ケアの病 ラウンドを行った
して、 院患者 の ケアの質の向上を 、
誤嚥性肺炎予に できるよ に めています
また、 ケアチームメンバー 、 職種の集ま

で るため、 ケア学会参加や学会 定資
を するな して ケアに関する やスキ
ルの向上に めています

　また、院内のNST（栄養サポートチーム）に 参
加してお 、NST対象患者 の アセスメントを
行い、栄養状 がよくない患者 の 内や れ
歯の の 見に めています NST対象の患
者 ご高 の く、 れ歯の調子や 衛
生状 がよくない く見られます い
患者 がいらした 合 、 やかに歯科医師や歯
科衛生士が、 歯調整や ケアな を行い、

衛生状 の改 を 、食 るためのお
の をサポートしています

　本院 がん拠点病院で 、がん治療を ける
患者 くいらっしゃいます がん治療の中で

がん剤治療や放射線治療な で 、 の
用でひ い を 炎になる 合が

、食事な に支 をきたすこと ます こ
の 炎 、がん治療 から、歯科で専門的
な ケアを行い、 内を に保つことで、

症化を ることができると れています 　
外 患者 ・手術 歯科 外科に

この専門的な ケアを行 体となる歯科衛生
士 現在3名お 、がん治療を ける患者 が
トラブルに ま れることなく、がん治療を 行
できるよ サポートしています

部長　 田　 ミ子（歯科医師）
資　　 ：日本摂食嚥下リハビリテーション
学会 定士

属学会：日本補 歯科学会、日本老年歯科
医学会、日本摂食嚥下リハビリテーション学
会、日本 ケア学会

院
平成25年～　鹿児島大学医学部・歯学部 属病院

　歯科医師臨床研修プログラム　研修協 施設

　　　　　　鹿児島大学医学部・歯学部 属病院

　歯科医師臨床研修　研修歯科医 け れ

講
専門学校講師：鹿児島歯科学院専門学校技工士科

　 常 講師

研修会

今給 総合病院　 ケア研修会

2015年3月13日　開催

「 病院における ケアの実 　～RST

活動の ～」

講師： 病院 属歯科診療

　　　歯科衛生士　山 美　 生

今給 総合病院　NST・ ケアチーム合同研修会

2015年9月16日　開催

「日本の医療を から えよ ！　～急性

から める ケア・ 摂 ～」

講師：産業医科大学リハビリテーション医学講座

高畠 　 生

部長 田 雅

歯科口腔外科

　歯科 外科 、平成 18 年 8 月 1 日に開設 れました 現在、歯科と歯科 外科を して日常診療

を行っています 歯科 一 歯科を常 歯科医師 名が し、歯科 外科外 診療 、常 歯科医師

名が に しています 歯科衛生士 名、歯科技工士 名、および 付 名の常 スタッフが歯科と歯科

外科を 務し、 院の 院患者やスタッフ、 らにご 介いた いた患者 の治療を に行っています

また、 科 長崎大学歯学部 外科の関連病院とな 、常 歯科医師の派遣が行 れるよ にな ました

　診療 、 に 和会クリ ックで外 診療を、今給 総病院で 院診療を行っています

外 治療

） 歯 歯を中 とした 歯、歯の や歯 骨骨 、歯 の や 液の な の 術、

関節症、および外傷治療

） スポーツ選手に対するマウスガード（マウス ース）の 成や 合 のチェックな を行

スポーツ歯科

） 手術患者の術 ・術後管理

院治療

） 手術： ま まな 症に対応した手術が行 れています の 向として 、小下

による 呼吸症候群患者の 骨 成術が 加しています

） 病者の 歯や外科治療

） ま まな 外科的疾患の手術や治療に対応してお ます

　本院 、 科との連携が 常にスムーズで、 病者の患者 んのこと、常に安 できる歯科医療を

できる が整ってお ます の一 として、歯科と歯科 外科との役 分 化を 、歯科部長の

田 生が院内の として ケアチームを立 上 、総合的に 院患者や外科手術 患者の に

め、嚥下性肺炎の防止、外科手術後の創感染 能性の減少に めています

　看護師や の のスタッフの の献 的な支えが って、 実した診療が行えていると います ら

に、 し、今給 総合病院・ 和会クリ ックから情報 が るよ 、 っていきたいと います

田雅 （歯科医師）専門分 ：歯科 外科、スポーツ歯科

日本 外科学会 指導医 専門医、日本 インプラント学会　指導医、

日本スポーツ歯科医学会 理事 評議員、日本 血 血学会 理事 評議員、

日本体育協会 定スポーツデンティスト、鹿児島大学 常 講師、長崎大学 常 講師、

ン ン歯科大学 員教授

（歯科医師）専門分 ：歯科 外科、一 歯科

日本 外科学会　専修医

山 （歯科衛生士）　日本スポーツ歯科医学学会 定スポーツデンタルハイジ スト
田 代子（歯科衛生士）

子（歯科衛生士）
田ま か（歯科技工士）



73
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報告 報告

 外 患者  6,419 人 新患 1,545 人 　 病院・クリ ックの合 ）

 院患者　201 名

患者
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6 0 0

5 0 0

4 0 0

3 0 0

2 0 0

1 0 0
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病名

症関連

歯 関連
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148

入院患者

で活 する鹿児島市の で 家
ん 、 科で したマウス ースで

っています  
http://kikunokatsunori.com/

平成 20 年 12 月 1 日付けで、レノ 鹿児島
チームデンティストにな 、選手の歯や の

に対する相談や ケアを します
また、 合や 習 に のケガを防止するた
めに、マウスガードを しています らに、
マウスガードの体のバランスに対する な

検討しています
また、 合会 で歯科の 相談 行ってい
ます
平成 28 年度から Le e 参 を機に、鹿児
島レブナイズと改名 れました

）国 バスケット ール協会の規 によ 、
現在 のマウスガードが使用
能となった

学会関連 研究実 に
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報告 報告
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部長 西 山

救急科

救急科部長　西山　

活動

日本救急医学会　救急科専門医

日本 科学会　 科専門医

日本救急医学会九州地 会評議員

薩摩地域救急業務高度化協議会 業部会指導医

鹿児島県ドクター リ医療 業部検証医

鹿児島県集中治療研究会 人

ICLSディレクター

エマル トレインシステムシ アインストラクター

A MSプレインストラクター

AMAT隊員 医

医学博士（鹿児島大学大学院）

活動
薩摩地域救急業務高度化協議会 業部会（3 25、6 1、10 2、12 16）

鹿児島県消防学校講 （1 23、1 30、5 22、6 1）

署合同症例検討会アドバイザー（2 20、2 27、4 26、5 25、5 26、9 2、9 3）

第十管区 上保安 洋上 （2 11）

日本救急医学会 定ICLSコース開催（2 7、4 26、8 29、11 7）

日本救急医学会 定 LSコース開催（1 16、3 6、5 8、6 13、7 31、9 25）

救急の診療状 に関して 病院 を参 して下 い



Ⅲ-2

● 看護部

● 薬剤部

● 中央放射線部

● 中央臨床検査部

● リハビリテーション部

● 臨床工学部

● 在宅医療部

● 居宅介護支援事業所

● 相談支援センター 医療相談室

● 相談支援センター 地域医療連携

● がん相談支援センター

● QCセンター

　・医療安全管理課

　・褥瘡管理課

　・緩和医療課

　・感染管理課

　・がん化学療法課

　・施設課

● 栄養管理部

● 診療情報管理部

● 患者サポートチーム

● 事務部

部門報告
各部署報告
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看護部長 代

看護部

　平成27年度よ 看護システムを全部署 へと した 、二人の看護師が一人の患者を

け 看護していく 、成 すれ 点 い 教育が行き き、 一 れた看護が る、リスクの減

少、 外の 、ワークライフバランスの 実等 、 事に対する チベーションがアップし、看護

の質が向上する

　 の成 の 、マインドの 成と れている 3つのマインド「 立・ 助の 」 える

」「 の 」と3つの 「尊重」 」「 る」が重 で る 27年度 、マインドについての研

修を全看護職員へ実施したが、 の定 に 、 がかか で る

下に27年度の看護部の動きをまとめた

入 者

者 63

64

入 者

者

在

動

者

研修

院 研 表

他投

院 講 講 活動

活動

入

入

参加

院 講師 の研修

入

者 者

者 者

者 者

師 主

院 研修

院 研修

会

他 、 、 会

、 在 参加

、 、 、

議会、 、 修

、 者

薬剤部長 理

薬剤部

の

　平成27年度 新 職員2名を えた 4名退職し、年度 の薬剤師 16名となった

　薬剤師が減ったため薬剤管理指導 を やすこと できなかったが、 参薬 別システムの活用を進

め、 参薬 別システムによ 参薬 別報 を 成する病 7病 となった

薬剤師 門 子　 　 士子　 畠一 　 子　 内 やか　濱崎かおる
児 理子　園田 子　中 子　　 　　 内 　　山之内 　 田

上博 　下 子　福崎 美子　濵 　 理

薬剤部助手　 之内 美　田中

患者 の

退院患者

薬剤師

薬剤管理指導　患者

薬剤管理指導 1～ 3

薬剤管理指導実施 （薬剤管理指導患者 ／退院患者 ）

退院 薬剤情報管理指導 　 定

退院 薬剤情報管理指導 定 （ 定患者 ／退院患者 ）

薬剤管理指導　退院 指導　 ／薬剤師

薬剤管理指導 　 （円）

参薬　 別

外 化学療法患者

院化学療法患者

化学療法　 （円）

平成27年度　月平均

682

18

262

317

38 4

116

17 0

24 1

1,137,883

438

63

98

447,908

平成26年度　月平均

682

18 9

268

352

39 2

115

16 8

24 7

1,283,363

414

69

102

493,806

1 薬剤管理指導

　 薬剤管理指導に携 る 、 年度に ると減ってしまった 薬剤管理指導1～3の 、

年度よ やや少なく月平均317 、薬剤管理指導実施 （ 薬剤管理指導・退院 指導 患者 ／退院患者

） 38 4 で った 退院 薬剤情報管理指導 年度よ やや え、退院 薬剤情報管理指導 定

（ 定患者 ／退院患者 ） 17 0 で った

　薬剤師一人 た の指導 （ 薬剤管理指導 退院 指導 ／全薬剤師 ） 24 1と 年度よ

やや減った



79

看護部長 代

看護部

　平成27年度よ 看護システムを全部署 へと した 、二人の看護師が一人の患者を

け 看護していく 、成 すれ 点 い 教育が行き き、 一 れた看護が る、リスクの減

少、 外の 、ワークライフバランスの 実等 、 事に対する チベーションがアップし、看護

の質が向上する

　 の成 の 、マインドの 成と れている 3つのマインド「 立・ 助の 」 える

」「 の 」と3つの 「尊重」 」「 る」が重 で る 27年度 、マインドについての研

修を全看護職員へ実施したが、 の定 に 、 がかか で る

下に27年度の看護部の動きをまとめた

入 者

者 63

64

入 者

者

在

動

者

研修

院 研 表

他投

院 講 講 活動

活動

入

入

参加

院 講師 の研修

入

者 者

者 者

者 者

師 主

院 研修

院 研修

会

他 、 、 会

、 在 参加

、 、 、

議会、 、 修

、 者

薬剤部長 理

薬剤部

の

　平成27年度 新 職員2名を えた 4名退職し、年度 の薬剤師 16名となった

　薬剤師が減ったため薬剤管理指導 を やすこと できなかったが、 参薬 別システムの活用を進

め、 参薬 別システムによ 参薬 別報 を 成する病 7病 となった

薬剤師 門 子　 　 士子　 畠一 　 子　 内 やか　濱崎かおる
児 理子　園田 子　中 子　　 　　 内 　　山之内 　 田

上博 　下 子　福崎 美子　濵 　 理

薬剤部助手　 之内 美　田中

患者 の

退院患者

薬剤師

薬剤管理指導　患者

薬剤管理指導 1～ 3

薬剤管理指導実施 （薬剤管理指導患者 ／退院患者 ）

退院 薬剤情報管理指導 　 定

退院 薬剤情報管理指導 定 （ 定患者 ／退院患者 ）

薬剤管理指導　退院 指導　 ／薬剤師

薬剤管理指導 　 （円）

参薬　 別

外 化学療法患者

院化学療法患者

化学療法　 （円）

平成27年度　月平均

682

18

262

317

38 4

116

17 0

24 1

1,137,883

438

63

98

447,908

平成26年度　月平均

682

18 9

268

352

39 2

115

16 8

24 7

1,283,363

414

69

102

493,806

1 薬剤管理指導

　 薬剤管理指導に携 る 、 年度に ると減ってしまった 薬剤管理指導1～3の 、

年度よ やや少なく月平均317 、薬剤管理指導実施 （ 薬剤管理指導・退院 指導 患者 ／退院患者

） 38 4 で った 退院 薬剤情報管理指導 年度よ やや え、退院 薬剤情報管理指導 定

（ 定患者 ／退院患者 ） 17 0 で った

　薬剤師一人 た の指導 （ 薬剤管理指導 退院 指導 ／全薬剤師 ） 24 1と 年度よ

やや減った
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報告 報告

院 報

１

■ 院 報

■ 院 患者 院患者

■ 院 報 院 患者 院患者

3 化学療法

　 院と外 を合 た化学療法の 、 年度よ やや減少した 月平均 院98 、外 63

で った

　化学療法によ 症する 肝炎対策ガイドラインに ったH 原・H 体の定 的なスクリー ング、

また、 レドロン ・デノスマブ投 の患者状 の な を 的に薬剤師が行 ことによってよ

安全に化学療法を施行できると考えられる 今年度 、化学療法 者が中 となってこれらについての

薬剤師の関 を体 化することができた

2 参薬に関する業務

　 参薬 別 月平均438 と、 年よ 20 えた

　 参薬 別システムを本 動できるよ 年度中に調整し、今年度 参薬 別システムを運用する病

を やすことができた 年度 点で 7病 で運用できている

　平成28年10月診療分よ 、「 PC導 の 評 に係る調査」の Fフ イルに 院中に使用した 参薬の

が となる 参薬オーダー 後に医事データを むことによ 、 Fフ イルに する

データを 成できる 参薬 別システムの活用 、 参薬管理上でのリスク 減に加え、この PC調査の

データ 成のために 用で ると れる

4 薬薬連携（保 薬局との連携）

　院外 に関する 点の 決や、外 化学療法をよ 安全に行 ために、病院薬剤部と保 薬局の連

携 不 欠で る 今年度 例年通 、薬薬連携会議とがん化学療法に関する薬薬連携研修会を れ れ

3 月 に4回 つ開催した

平成27年度 がん化学療法薬薬連携研修会

5月20日  「医療用 薬について」 田

8月19日 　 「がん薬 療法を理 するための用 ～臨床 の ～」 畠一

11月18日 　 「子宮 について」　 下 子

1月20日（ ）　鹿児島市 部医療連携フォーラム

 「骨 とリンパ の治療の現状」　　　血液内科部長　小濱浩介 生

　 「外 がん患者への薬剤師のかか 」　 士子

 「院外 への検査 付と

 薬剤 使用のための施設 情報連絡 の活用事例について」　 理

2月17日  「検査 と化学療法」 上博

■ 

　 年、院外 に検査 を する施設がでてきてお 、 院で 新電子カルテ 動 から院外

で検査 情報を できる体制を することを としていたが、よ やく12月1日よ 、院外

への検査 付を開 することができた 検査 開 に い、「薬剤 使用のための施設 情報連絡

」の 式を病院ホーム ージからダウンロードできるよ にしたとこ 、これまでに の保 薬局か

ら の情報 が った 「薬剤 使用のための施設 情報連絡 」 、保 薬局において患者 か

ら た診療上 と れる情報を 治医に える手 として、また、患者 の 薬状 や調剤上の

意点、 薬指導 の 意点等の情報を退院 に 院薬剤師から 介 の医療機関やかか つけ薬局の薬剤

師に情報 する手 として 用で ると れる

　お薬手 や薬剤 使用のための施設 情報連絡 を活用し、患者 のお薬に関する情報を 医療機関

の薬剤師と共 することによ 、よ 安全な薬 療法が施行できるよ めていきたい

5 専門薬剤師　 定 ・ 新な

田  病療養指導士　 定

 子 日本薬剤師研修センター 定　実務実習指導薬剤師　 定

学術実 「研究実 」の へ
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報告 報告 報告 報告

院 報

１

■ 院 報

■ 院 患者 院患者

■ 院 報 院 患者 院患者

3 化学療法

　 院と外 を合 た化学療法の 、 年度よ やや減少した 月平均 院98 、外 63

で った

　化学療法によ 症する 肝炎対策ガイドラインに ったH 原・H 体の定 的なスクリー ング、

また、 レドロン ・デノスマブ投 の患者状 の な を 的に薬剤師が行 ことによってよ

安全に化学療法を施行できると考えられる 今年度 、化学療法 者が中 となってこれらについての

薬剤師の関 を体 化することができた

2 参薬に関する業務

　 参薬 別 月平均438 と、 年よ 20 えた

　 参薬 別システムを本 動できるよ 年度中に調整し、今年度 参薬 別システムを運用する病

を やすことができた 年度 点で 7病 で運用できている

　平成28年10月診療分よ 、「 PC導 の 評 に係る調査」の Fフ イルに 院中に使用した 参薬の

が となる 参薬オーダー 後に医事データを むことによ 、 Fフ イルに する

データを 成できる 参薬 別システムの活用 、 参薬管理上でのリスク 減に加え、この PC調査の

データ 成のために 用で ると れる

4 薬薬連携（保 薬局との連携）

　院外 に関する 点の 決や、外 化学療法をよ 安全に行 ために、病院薬剤部と保 薬局の連

携 不 欠で る 今年度 例年通 、薬薬連携会議とがん化学療法に関する薬薬連携研修会を れ れ

3 月 に4回 つ開催した

平成27年度 がん化学療法薬薬連携研修会

5月20日  「医療用 薬について」 田

8月19日 　 「がん薬 療法を理 するための用 ～臨床 の ～」 畠一

11月18日 　 「子宮 について」　 下 子

1月20日（ ）　鹿児島市 部医療連携フォーラム

 「骨 とリンパ の治療の現状」　　　血液内科部長　小濱浩介 生

　 「外 がん患者への薬剤師のかか 」　 士子

 「院外 への検査 付と

 薬剤 使用のための施設 情報連絡 の活用事例について」　 理

2月17日  「検査 と化学療法」 上博

■ 

　 年、院外 に検査 を する施設がでてきてお 、 院で 新電子カルテ 動 から院外

で検査 情報を できる体制を することを としていたが、よ やく12月1日よ 、院外

への検査 付を開 することができた 検査 開 に い、「薬剤 使用のための施設 情報連絡

」の 式を病院ホーム ージからダウンロードできるよ にしたとこ 、これまでに の保 薬局か

ら の情報 が った 「薬剤 使用のための施設 情報連絡 」 、保 薬局において患者 か

ら た診療上 と れる情報を 治医に える手 として、また、患者 の 薬状 や調剤上の

意点、 薬指導 の 意点等の情報を退院 に 院薬剤師から 介 の医療機関やかか つけ薬局の薬剤

師に情報 する手 として 用で ると れる

　お薬手 や薬剤 使用のための施設 情報連絡 を活用し、患者 のお薬に関する情報を 医療機関

の薬剤師と共 することによ 、よ 安全な薬 療法が施行できるよ めていきたい

5 専門薬剤師　 定 ・ 新な

田  病療養指導士　 定

 子 日本薬剤師研修センター 定　実務実習指導薬剤師　 定

学術実 「研究実 」の へ
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報告 報告

4 薬薬連携（保 薬局との連携）

　院外 に関する 点の 決や、外 化学療法をよ 安全に行 ために、病院薬剤部と保 薬局の連

携 不 欠で る 今年度 例年通 、薬薬連携会議とがん化学療法に関する薬薬連携研修会を れ れ

3 月 に4回 つ開催した

平成27年度 がん化学療法薬薬連携研修会

5月20日  「医療用 薬について」 田

8月19日 　 「がん薬 療法を理 するための用 ～臨床 の ～」 畠一

11月18日 　 「子宮 について」　 下 子

1月20日（ ）　鹿児島市 部医療連携フォーラム

 「骨 とリンパ の治療の現状」　　　血液内科部長　小濱浩介 生

　 「外 がん患者への薬剤師のかか 」　 士子

 「院外 への検査 付と

 薬剤 使用のための施設 情報連絡 の活用事例について」　 理

2月17日  「検査 と化学療法」 上博

　 年、院外 に検査 を する施設がでてきてお 、 院で 新電子カルテ 動 から院外

で検査 情報を できる体制を することを としていたが、よ やく12月1日よ 、院外

への検査 付を開 することができた 検査 開 に い、「薬剤 使用のための施設 情報連絡

」の 式を病院ホーム ージからダウンロードできるよ にしたとこ 、これまでに の保 薬局か

ら の情報 が った 「薬剤 使用のための施設 情報連絡 」 、保 薬局において患者 か

ら た診療上 と れる情報を 治医に える手 として、また、患者 の 薬状 や調剤上の

意点、 薬指導 の 意点等の情報を退院 に 院薬剤師から 介 の医療機関やかか つけ薬局の薬剤

師に情報 する手 として 用で ると れる

　お薬手 や薬剤 使用のための施設 情報連絡 を活用し、患者 のお薬に関する情報を 医療機関

の薬剤師と共 することによ 、よ 安全な薬 療法が施行できるよ めていきたい

5 専門薬剤師　 定 ・ 新な

田  病療養指導士　 定

 子 日本薬剤師研修センター 定　実務実習指導薬剤師　 定

学術実 「研究実 」の へ

技師長 一

中央放射線部

　平成27年度スタッフ 、放射線科専門医4名、技師22名、看護師7名、医療クラーク5名の総 38名の

となっています

　 ・設 関係について 、3機種新規 新や 設が ました （表1）

　業務実 として 、 年度と て9 中5 加しました 全体で 657 の減少とな ました

（リ アック治療、骨 度、 SA、RI、 立 シード治療の が288 加しましたが、一 、CT、

MRI、 視等で945 の減とな ました ）

　今後 厳しい状 きますが、運用 の改 と広報等で使用 を高め、創意工夫で 度の高い

を 指して参 ます （表2）

　学術・ 種イ ント・資 に いて 、 ランティア活動（ 支援）や院内・外のセミナー、学術

表、 専門性を活かした 定資 を を務めスキルアップを き き って参 ます （表3）

　チーム医療の下、スタッフのレベルアップを 患者 、スタッフ等から ける安全・安 の検査

に んで参 ます

 放射線科（4名） 
クリ ック院長 大 保　幸一（放射線科専門医会 定医）
放射線治療部長 中　 　 彦（放射線科専門医会 定医・放射線治療 定医） 
放射線科部長 鉾　立　博文（放射線科専門医会 定医） 
 　 　 （放射線科専門医会 定医）

中央放射線部

技術部門 （22 名）
技 師 長 　 　 　一
技師長 新　 　栄　

本院 永　山　 　 （ ） 　 　 　一（ ） 四　本　 （ ）
 　原　なつき 丸　 　美  　 　 　恵
 　田　 　一 加治 　博　一 小    彰  俊  
 小　 　 　  中　 　 　  宮 　
 　堂　

　リ アックセンター 松　下　芳　 （ ） 田　川　 　夫（ ）

クリ ック 之内 学（ 長 務） 　田　 一 （ ）

 濱　田　  川　 　 　之 川　原　美　   

事務部門 （5名）
医療クラーク 四　本　 　 （ ） 　田　美　  　ひと  
 　 　八 代 西　 　 お

       

看護部門 （7名）
看護師 　 　ま 子 　田　き こ 中　 　たま
 宮　崎　浩　子 　川　る　  佐 　ま
 小　園　浩　子

、新 職、 属者を す  合 　　38 名 
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4 薬薬連携（保 薬局との連携）

　院外 に関する 点の 決や、外 化学療法をよ 安全に行 ために、病院薬剤部と保 薬局の連

携 不 欠で る 今年度 例年通 、薬薬連携会議とがん化学療法に関する薬薬連携研修会を れ れ

3 月 に4回 つ開催した

平成27年度 がん化学療法薬薬連携研修会

5月20日  「医療用 薬について」 田

8月19日 　 「がん薬 療法を理 するための用 ～臨床 の ～」 畠一

11月18日 　 「子宮 について」　 下 子

1月20日（ ）　鹿児島市 部医療連携フォーラム

 「骨 とリンパ の治療の現状」　　　血液内科部長　小濱浩介 生

　 「外 がん患者への薬剤師のかか 」　 士子

 「院外 への検査 付と

 薬剤 使用のための施設 情報連絡 の活用事例について」　 理

2月17日  「検査 と化学療法」 上博

　 年、院外 に検査 を する施設がでてきてお 、 院で 新電子カルテ 動 から院外

で検査 情報を できる体制を することを としていたが、よ やく12月1日よ 、院外

への検査 付を開 することができた 検査 開 に い、「薬剤 使用のための施設 情報連絡

」の 式を病院ホーム ージからダウンロードできるよ にしたとこ 、これまでに の保 薬局か

ら の情報 が った 「薬剤 使用のための施設 情報連絡 」 、保 薬局において患者 か

ら た診療上 と れる情報を 治医に える手 として、また、患者 の 薬状 や調剤上の

意点、 薬指導 の 意点等の情報を退院 に 院薬剤師から 介 の医療機関やかか つけ薬局の薬剤

師に情報 する手 として 用で ると れる

　お薬手 や薬剤 使用のための施設 情報連絡 を活用し、患者 のお薬に関する情報を 医療機関

の薬剤師と共 することによ 、よ 安全な薬 療法が施行できるよ めていきたい

5 専門薬剤師　 定 ・ 新な

田  病療養指導士　 定

 子 日本薬剤師研修センター 定　実務実習指導薬剤師　 定

学術実 「研究実 」の へ

技師長 一

中央放射線部

　平成27年度スタッフ 、放射線科専門医4名、技師22名、看護師7名、医療クラーク5名の総 38名の

となっています

　 ・設 関係について 、3機種新規 新や 設が ました （表1）

　業務実 として 、 年度と て9 中5 加しました 全体で 657 の減少とな ました

（リ アック治療、骨 度、 SA、RI、 立 シード治療の が288 加しましたが、一 、CT、

MRI、 視等で945 の減とな ました ）

　今後 厳しい状 きますが、運用 の改 と広報等で使用 を高め、創意工夫で 度の高い

を 指して参 ます （表2）

　学術・ 種イ ント・資 に いて 、 ランティア活動（ 支援）や院内・外のセミナー、学術

表、 専門性を活かした 定資 を を務めスキルアップを き き って参 ます （表3）

　チーム医療の下、スタッフのレベルアップを 患者 、スタッフ等から ける安全・安 の検査

に んで参 ます

 放射線科（4名） 
クリ ック院長 大 保　幸一（放射線科専門医会 定医）
放射線治療部長 中　 　 彦（放射線科専門医会 定医・放射線治療 定医） 
放射線科部長 鉾　立　博文（放射線科専門医会 定医） 
 　 　 （放射線科専門医会 定医）

中央放射線部

技術部門 （22 名）
技 師 長 　 　 　一
技師長 新　 　栄　

本院 永　山　 　 （ ） 　 　 　一（ ） 四　本　 （ ）
 　原　なつき 丸　 　美  　 　 　恵
 　田　 　一 加治 　博　一 小    彰  俊  
 小　 　 　  中　 　 　  宮 　
 　堂　

　リ アックセンター 松　下　芳　 （ ） 田　川　 　夫（ ）

クリ ック 之内 学（ 長 務） 　田　 一 （ ）

 濱　田　  川　 　 　之 川　原　美　   

事務部門 （5名）
医療クラーク 四　本　 　 （ ） 　田　美　  　ひと  
 　 　八 代 西　 　 お

       

看護部門 （7名）
看護師 　 　ま 子 　田　き こ 中　 　たま
 宮　崎　浩　子 　川　る　  佐 　ま
 小　園　浩　子

、新 職、 属者を す  合 　　38 名 
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　業務実 、下 の通 です 全体として対 年度 1 の減でした

1

2

3

4

5

6

7

8

9

21,046

10,018

3,084

1,076

479

9

229

3,334

15

39,290

18,845

3,855

2,836

424

25,960

39,891

13,873

5,920

1,076

479

433

229

3,334

15

65,250

院

者

新　規 2015 年 10 月 放射線治療専門放射線技師 小 　俊彰
新　規 2016 年 1 月 放射線治療 質管理士 小 　俊彰
新　規 2016 年 2 月 検診マン グラフィ 診療放射線技師 川原　美
新　規 2016 年 2 月 線 定技師 小 　俊彰
新　規 2016 年 2 月 共 専門技術者 田　 一
新　規 2016 年 2 月 肺がん 検診 定技師 　 恵

会 表 　研究実 の を参

その他の活動

研修 入

平成 27 年
7 月 8 日 西高校インターンシップ研修 放射線部 2 名
8 月 17 日 大学福 医療技術学部 放射線部 1 名
8 月 20 日 鹿児島県臨床研修病院見学ツアー 放射線部 1 名
10 月 30 日 九州保健福祉大学薬学部 放射線部 1 名
11 月 18 日 東高校インターンシップ研修 放射線部 2 名

平成 28 年
2 月 2 日 館高校インターンシップ研修 放射線部 2 名

入

平成 27 年
6 月 1 日～ 6月 26 日 鹿児島医療技術専門学校 診療放射線技術学科 4年 2 名
6 月 29 日～ 7月 24 日 鹿児島医療技術専門学校 診療放射線技術学科 4年 2 名
9 月 1 日～ 9月 30 日 鹿児島医療技術専門学校 診療放射線技術学科 4年 2 名
10 月 1 日～ 10 月 31 日 鹿児島医療技術専門学校 診療放射線技術学科 3年 2 名

平成 27 年
5月 9日 10 日 リレー・フォー・ライフ・ジ パンかごしま  
ウォーターフロントパーク 2 名
9 月 26 日 ンクリ ン in k os i  プレウォークイベント
  ベルク広  1 名
10 月 1 日 ンクリ ンツリーセレ ー  鹿児島市役  1 名
10 月 4 日 市民健   実行委員 2 名
10 月 18 日 ンクリ ン in　k os i 2015  上 田の 公園 2 名
10 月 21 日 YT レディースチ リティ ルフ 2015  カントリークラブ 1 名
10 月 28 日 FM 鹿児島乳がん検診インタビュー  院 1 名
12 月 20 日 原子 防   実行委員 2 名

平成 28 年 
3 月 20 日 ンクリ ンフェスタ イオン ール鹿児島実行委員 2 名 

院 の会議 研修会 への参加

平成 27 年
8 月 1 日 FRT 九州講演会 鹿児島医療センター 1 名
8 月 7 日 第 21 回乳がん検診従事者研修会 鹿児島県医師会館 3 名
8 月 21 日 第 2 回乳がん検診均てん化研修会 県民総合保健センター 4 名
9 月 9 日 保健推進員研修会 保健センター 1 名
9 月 16 日 保健推進員研修会 川 保健センター 1 名
9 月 18 日 第 回肺がん検診均てん化研修会 鹿児島県医師会館 5 名
10 月 3,4 日 九州 GYRO ミーティング R 博 シティ 1 名
10 月 30 日 低線量 CT 肺がん検診研修会 鹿児島県医師会館 5 名
11 月 2 日 保健推進員研修会 保健センター 1 名

平成 28 年
1 月 31 日 診療放射線技師基礎技術講習会（MRI） 沖縄県立南部医療センター 名
2月 1日･8 日･17 日
 鹿児島医療技術専門学校 診療 技術学 （ 検査講師） 1 名
2 月 19 日 第 2 回肺がん検診均てん化研修会 鹿児島県医師会館 5 名
2 月 27 日 乳がん検診均てん化研修会 市民文化ホール 2 名
3 月 11 日 乳がん検診従事者研修会 県民交流センター 1 名
3 月 26 日 放射線技師会機器管理士部会研修会 鹿児島大学病院 1 名

学会関連 研究実 に

年度 、 減
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その他の活動

研修 入

平成 27 年
7 月 8 日 西高校インターンシップ研修 放射線部 2 名
8 月 17 日 大学福 医療技術学部 放射線部 1 名
8 月 20 日 鹿児島県臨床研修病院見学ツアー 放射線部 1 名
10 月 30 日 九州保健福祉大学薬学部 放射線部 1 名
11 月 18 日 東高校インターンシップ研修 放射線部 2 名

平成 28 年
2 月 2 日 館高校インターンシップ研修 放射線部 2 名

入

平成 27 年
6 月 1 日～ 6月 26 日 鹿児島医療技術専門学校 診療放射線技術学科 4年 2 名
6 月 29 日～ 7月 24 日 鹿児島医療技術専門学校 診療放射線技術学科 4年 2 名
9 月 1 日～ 9月 30 日 鹿児島医療技術専門学校 診療放射線技術学科 4年 2 名
10 月 1 日～ 10 月 31 日 鹿児島医療技術専門学校 診療放射線技術学科 3年 2 名

平成 27 年
5月 9日 10 日 リレー・フォー・ライフ・ジ パンかごしま  
ウォーターフロントパーク 2 名
9 月 26 日 ンクリ ン in k os i  プレウォークイベント
  ベルク広  1 名
10 月 1 日 ンクリ ンツリーセレ ー  鹿児島市役  1 名
10 月 4 日 市民健   実行委員 2 名
10 月 18 日 ンクリ ン in　k os i 2015  上 田の 公園 2 名
10 月 21 日 YT レディースチ リティ ルフ 2015  カントリークラブ 1 名
10 月 28 日 FM 鹿児島乳がん検診インタビュー  院 1 名
12 月 20 日 原子 防   実行委員 2 名

平成 28 年 
3 月 20 日 ンクリ ンフェスタ イオン ール鹿児島実行委員 2 名 

院 の会議 研修会 への参加

平成 27 年
8 月 1 日 FRT 九州講演会 鹿児島医療センター 1 名
8 月 7 日 第 21 回乳がん検診従事者研修会 鹿児島県医師会館 3 名
8 月 21 日 第 2 回乳がん検診均てん化研修会 県民総合保健センター 4 名
9 月 9 日 保健推進員研修会 保健センター 1 名
9 月 16 日 保健推進員研修会 川 保健センター 1 名
9 月 18 日 第 回肺がん検診均てん化研修会 鹿児島県医師会館 5 名
10 月 3,4 日 九州 GYRO ミーティング R 博 シティ 1 名
10 月 30 日 低線量 CT 肺がん検診研修会 鹿児島県医師会館 5 名
11 月 2 日 保健推進員研修会 保健センター 1 名

平成 28 年
1 月 31 日 診療放射線技師基礎技術講習会（MRI） 沖縄県立南部医療センター 名
2月 1日･8 日･17 日
 鹿児島医療技術専門学校 診療 技術学 （ 検査講師） 1 名
2 月 19 日 第 2 回肺がん検診均てん化研修会 鹿児島県医師会館 5 名
2 月 27 日 乳がん検診均てん化研修会 市民文化ホール 2 名
3 月 11 日 乳がん検診従事者研修会 県民交流センター 1 名
3 月 26 日 放射線技師会機器管理士部会研修会 鹿児島大学病院 1 名

学会関連 研究実 に
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　業務実 、下 の通 です 全体として対 年度 1 の減でした

1

2

3

4

5

6

7

8

9

21,046

10,018

3,084

1,076

479

9

229

3,334

15

39,290

18,845

3,855

2,836

424

25,960

39,891

13,873

5,920

1,076

479

433

229

3,334

15

65,250

院

者

新　規 2015 年 10 月 放射線治療専門放射線技師 小 　俊彰
新　規 2016 年 1 月 放射線治療 質管理士 小 　俊彰
新　規 2016 年 2 月 検診マン グラフィ 診療放射線技師 川原　美
新　規 2016 年 2 月 線 定技師 小 　俊彰
新　規 2016 年 2 月 共 専門技術者 田　 一
新　規 2016 年 2 月 肺がん 検診 定技師 　 恵

会 表 　研究実 の を参

その他の活動

研修 入

平成 27 年
7 月 8 日 西高校インターンシップ研修 放射線部 2 名
8 月 17 日 大学福 医療技術学部 放射線部 1 名
8 月 20 日 鹿児島県臨床研修病院見学ツアー 放射線部 1 名
10 月 30 日 九州保健福祉大学薬学部 放射線部 1 名
11 月 18 日 東高校インターンシップ研修 放射線部 2 名

平成 28 年
2 月 2 日 館高校インターンシップ研修 放射線部 2 名

入

平成 27 年
6 月 1 日～ 6月 26 日 鹿児島医療技術専門学校 診療放射線技術学科 4年 2 名
6 月 29 日～ 7月 24 日 鹿児島医療技術専門学校 診療放射線技術学科 4年 2 名
9 月 1 日～ 9月 30 日 鹿児島医療技術専門学校 診療放射線技術学科 4年 2 名
10 月 1 日～ 10 月 31 日 鹿児島医療技術専門学校 診療放射線技術学科 3年 2 名

平成 27 年
5月 9日 10 日 リレー・フォー・ライフ・ジ パンかごしま  
ウォーターフロントパーク 2 名
9 月 26 日 ンクリ ン in k os i  プレウォークイベント
  ベルク広  1 名
10 月 1 日 ンクリ ンツリーセレ ー  鹿児島市役  1 名
10 月 4 日 市民健   実行委員 2 名
10 月 18 日 ンクリ ン in　k os i 2015  上 田の 公園 2 名
10 月 21 日 YT レディースチ リティ ルフ 2015  カントリークラブ 1 名
10 月 28 日 FM 鹿児島乳がん検診インタビュー  院 1 名
12 月 20 日 原子 防   実行委員 2 名

平成 28 年 
3 月 20 日 ンクリ ンフェスタ イオン ール鹿児島実行委員 2 名 

院 の会議 研修会 への参加

平成 27 年
8 月 1 日 FRT 九州講演会 鹿児島医療センター 1 名
8 月 7 日 第 21 回乳がん検診従事者研修会 鹿児島県医師会館 3 名
8 月 21 日 第 2 回乳がん検診均てん化研修会 県民総合保健センター 4 名
9 月 9 日 保健推進員研修会 保健センター 1 名
9 月 16 日 保健推進員研修会 川 保健センター 1 名
9 月 18 日 第 回肺がん検診均てん化研修会 鹿児島県医師会館 5 名
10 月 3,4 日 九州 GYRO ミーティング R 博 シティ 1 名
10 月 30 日 低線量 CT 肺がん検診研修会 鹿児島県医師会館 5 名
11 月 2 日 保健推進員研修会 保健センター 1 名

平成 28 年
1 月 31 日 診療放射線技師基礎技術講習会（MRI） 沖縄県立南部医療センター 名
2月 1日･8 日･17 日
 鹿児島医療技術専門学校 診療 技術学 （ 検査講師） 1 名
2 月 19 日 第 2 回肺がん検診均てん化研修会 鹿児島県医師会館 5 名
2 月 27 日 乳がん検診均てん化研修会 市民文化ホール 2 名
3 月 11 日 乳がん検診従事者研修会 県民交流センター 1 名
3 月 26 日 放射線技師会機器管理士部会研修会 鹿児島大学病院 1 名

学会関連 研究実 に

年度 、 減

! "#$

% & '$

& '$
()*+*,-./$

! "#$

% & '$

! "#$

% & '$

& '$
()*+*,-./$

! "#$

% & '$

院

その他の活動

研修 入

平成 27 年
7 月 8 日 西高校インターンシップ研修 放射線部 2 名
8 月 17 日 大学福 医療技術学部 放射線部 1 名
8 月 20 日 鹿児島県臨床研修病院見学ツアー 放射線部 1 名
10 月 30 日 九州保健福祉大学薬学部 放射線部 1 名
11 月 18 日 東高校インターンシップ研修 放射線部 2 名

平成 28 年
2 月 2 日 館高校インターンシップ研修 放射線部 2 名

入

平成 27 年
6 月 1 日～ 6月 26 日 鹿児島医療技術専門学校 診療放射線技術学科 4年 2 名
6 月 29 日～ 7月 24 日 鹿児島医療技術専門学校 診療放射線技術学科 4年 2 名
9 月 1 日～ 9月 30 日 鹿児島医療技術専門学校 診療放射線技術学科 4年 2 名
10 月 1 日～ 10 月 31 日 鹿児島医療技術専門学校 診療放射線技術学科 3年 2 名

平成 27 年
5月 9日 10 日 リレー・フォー・ライフ・ジ パンかごしま  
ウォーターフロントパーク 2 名
9 月 26 日 ンクリ ン in k os i  プレウォークイベント
  ベルク広  1 名
10 月 1 日 ンクリ ンツリーセレ ー  鹿児島市役  1 名
10 月 4 日 市民健   実行委員 2 名
10 月 18 日 ンクリ ン in　k os i 2015  上 田の 公園 2 名
10 月 21 日 YT レディースチ リティ ルフ 2015  カントリークラブ 1 名
10 月 28 日 FM 鹿児島乳がん検診インタビュー  院 1 名
12 月 20 日 原子 防   実行委員 2 名

平成 28 年 
3 月 20 日 ンクリ ンフェスタ イオン ール鹿児島実行委員 2 名 

院 の会議 研修会 への参加

平成 27 年
8 月 1 日 FRT 九州講演会 鹿児島医療センター 1 名
8 月 7 日 第 21 回乳がん検診従事者研修会 鹿児島県医師会館 3 名
8 月 21 日 第 2 回乳がん検診均てん化研修会 県民総合保健センター 4 名
9 月 9 日 保健推進員研修会 保健センター 1 名
9 月 16 日 保健推進員研修会 川 保健センター 1 名
9 月 18 日 第 回肺がん検診均てん化研修会 鹿児島県医師会館 5 名
10 月 3,4 日 九州 GYRO ミーティング R 博 シティ 1 名
10 月 30 日 低線量 CT 肺がん検診研修会 鹿児島県医師会館 5 名
11 月 2 日 保健推進員研修会 保健センター 1 名

平成 28 年
1 月 31 日 診療放射線技師基礎技術講習会（MRI） 沖縄県立南部医療センター 名
2月 1日･8 日･17 日
 鹿児島医療技術専門学校 診療 技術学 （ 検査講師） 1 名
2 月 19 日 第 2 回肺がん検診均てん化研修会 鹿児島県医師会館 5 名
2 月 27 日 乳がん検診均てん化研修会 市民文化ホール 2 名
3 月 11 日 乳がん検診従事者研修会 県民交流センター 1 名
3 月 26 日 放射線技師会機器管理士部会研修会 鹿児島大学病院 1 名

学会関連 研究実 に
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部長 佐 一 技師長 報 ）中

中央臨床検査部

　平成 27 年度 本館・クリ ック総合 の 動採血管 C・RO O8000RFI Te o　Me i 社

の 新と グルコース タ CGM Pro2 システム が新規導 れました  動採血管

よ 理能 、 理 度が くな とス ードが向上しました グルコース タ 小児科よ

が 、 下に れたセンサで 質液中のグルコース 度を 定し、SM G で見 れた高血 を見つけ

るシステムです 対象 小児 病・食後高血 ・血 動が しい人・ M合 病な です  また、

スタッフ 総 26 名の検査 で 院の救急医療に対応しました  定資 生理検査スタッフの 2 名が

定 生理検査技師と二 臨床検査士・呼吸生理学の資 を しました  中央臨床検査部実 、生化

学検査が 505,191 、 血・ 血 検査が 84,393 、血液・一 検査が 497,841 、臨床 生 検査が

19,959 、生理検査が23,803 、合 1,131,187 で 年と して血液・一 検査 外 少し減少しました

　日 、臨床検査データの 化に め 度管理 、日本医師会、日本臨床検査技師会、鹿児島県医師会、 の

メーカー 催の外部 度管理への参加と 日行 内部 度管理で良 な成 を めました  これから

度保証 証施設として 度管理の向上に めたいと います  学会、研修会等へ くのスタッフが参加し

研 に 、4演 を 表することができました

臨床検査部長 佐 一 鹿児島大学医学部名 教授

臨床 生 検査 中 感染制 定臨床 生 検査技師 　今 小 合　 佐 子 急臨床検査士

血･ 血 検査
 今 之 定 血検査技師 　 か 定 血検査技師 　

血液・一 検査 原 美 二 臨床検査士・血液学 　西田 定一 検査技師
 崎 日 　福 俊介　広崎 た

生化学検査 山崎 代　 雅子　永 代　 和 　 之

外 ・生理検査 本雅代　平原 代子　上 定 生理検査技師 　 代 美 定 血検査技師
　　 赤 美　福崎 　小原旅人 二 臨床検査士・呼吸生理学 　 本 月

検査 児 定 検査士 　 田修 定 検査士

クリ ック検査 永洋一

生化学検査     
セット検査 427,399 セット外検査 73,118 血液ガス 3,663
血中薬 度 519 血  92
合  505,191

血・ 血 検査
血 16,410 血  6,214 感染症 27,974
マーカー　 17,339 ホル ン 10,596 の  5,860

合  84,393

血液・一 検査
血液 444,922  37,960  12,848

 237 液 1,873 の  1
合  497,841

臨床 生 検査
菌 養 12,116 養 2,536 薬剤感 性 1,913
菌 養 1,478 PCR 1,227 の  683

合  19,959

生理検査
電  8,285 電  1,979 A I 369
 262 肺機能 4,695 UCG 5,864

部 2,349
合 　 23,803

への参加

第49回日本医師会 度管理
第26回日本臨床検査技師会 度管理
第38回鹿児島県医師会 度管理
2015年度関東化学 ーザーズコントロールサーベイ
ットー ー ーザーズコントロールサーベイ

第17回血液検査コントロールサーベイ
第8回コアプレスタ コントロールサーベイ
エームス 検査コントロールサーベイ
第22回ルミパルスコントロールサーベイ
第20回 コントロールサーベイ
平成27年度特 コントロールサーベイ

の 入

本保健科学大学　保健科学部　医学検査学科 3 年生　1名 平成 28 年 3 月 8 日（1日 ）

川県立保健医療大学　臨床検査学科 3 年生　1名 平成 28 年 3 月 10 日（1日 ）

山 大学　医学部保健学科　検査技術科学専  3年生　3名 平成 28年 3月 14日～平成 28年 3月 18日（5日 ）

　平成 27 年度 本館・クリ ック総合 の 動採血管 C・RO O8000RFI Te o　Me i 社

の 新と グルコース タ CGM Pro2 システム が新規導 れました  動採血管

よ 理能 、 理 度が くな とス ードが向上しました グルコース タ 小児科よ

が 、 下に れたセンサで 質液中のグルコース 度を 定し、SM G で見 れた高血 を見つけ

るシステムです 対象 小児 病・食後高血 ・血 動が しい人・ M合 病な です  また、

スタッフ 総 26 名の検査 で 院の救急医療に対応しました  定資 生理検査スタッフの 2 名が

定 生理検査技師と二 臨床検査士・呼吸生理学の資 を しました  中央臨床検査部実 、生化

学検査が 505,191 、 血・ 血 検査が 84,393 、血液・一 検査が 497,841 、臨床 生 検査が

19,959 、生理検査が23,803 、合 1,131,187 で 年と して血液・一 検査 外 少し減少しました

　日 、臨床検査データの 化に め 度管理 、日本医師会、日本臨床検査技師会、鹿児島県医師会、 の

メーカー 催の外部 度管理への参加と 日行 内部 度管理で良 な成 を めました  これから

度保証 証施設として 度管理の向上に めたいと います  学会、研修会等へ くのスタッフが参加し

研 に 、4演 を 表することができました

臨床検査部長 佐 一 鹿児島大学医学部名 教授

臨床 生 検査 中 感染制 定臨床 生 検査技師 　今 小 合　 佐 子 急臨床検査士

血･ 血 検査
 今 之 定 血検査技師 　 か 定 血検査技師 　

血液・一 検査 原 美 二 臨床検査士・血液学 　西田 定一 検査技師
 崎 日 　福 俊介　広崎 た

生化学検査 山崎 代　 雅子　永 代　 和 　 之

外 ・生理検査 本雅代　平原 代子　上 定 生理検査技師 　 代 美 定 血検査技師
　　 赤 美　福崎 　小原旅人 二 臨床検査士・呼吸生理学 　 本 月

検査 児 定 検査士 　 田修 定 検査士

クリ ック検査 永洋一

生化学検査     
セット検査 427,399 セット外検査 73,118 血液ガス 3,663
血中薬 度 519 血  92
合  505,191

血・ 血 検査
血 16,410 血  6,214 感染症 27,974
マーカー　 17,339 ホル ン 10,596 の  5,860

合  84,393

血液・一 検査
血液 444,922  37,960  12,848

 237 液 1,873 の  1
合  497,841

臨床 生 検査
菌 養 12,116 養 2,536 薬剤感 性 1,913
菌 養 1,478 PCR 1,227 の  683

合  19,959

生理検査
電  8,285 電  1,979 A I 369
 262 肺機能 4,695 UCG 5,864

部 2,349
合 　 23,803

への参加

第49回日本医師会 度管理
第26回日本臨床検査技師会 度管理
第38回鹿児島県医師会 度管理
2015年度関東化学 ーザーズコントロールサーベイ
ットー ー ーザーズコントロールサーベイ

第17回血液検査コントロールサーベイ
第8回コアプレスタ コントロールサーベイ
エームス 検査コントロールサーベイ
第22回ルミパルスコントロールサーベイ
第20回 コントロールサーベイ
平成27年度特 コントロールサーベイ

の 入

本保健科学大学　保健科学部　医学検査学科 3 年生　1名 平成 28 年 3 月 8 日（1日 ）

川県立保健医療大学　臨床検査学科 3 年生　1名 平成 28 年 3 月 10 日（1日 ）

山 大学　医学部保健学科　検査技術科学専  3年生　3名 平成 28年 3月 14日～平成 28年 3月 18日（5日 ）
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部長 佐 一 技師長 報 ）中

中央臨床検査部

　平成 27 年度 本館・クリ ック総合 の 動採血管 C・RO O8000RFI Te o　Me i 社

の 新と グルコース タ CGM Pro2 システム が新規導 れました  動採血管

よ 理能 、 理 度が くな とス ードが向上しました グルコース タ 小児科よ

が 、 下に れたセンサで 質液中のグルコース 度を 定し、SM G で見 れた高血 を見つけ

るシステムです 対象 小児 病・食後高血 ・血 動が しい人・ M合 病な です  また、

スタッフ 総 26 名の検査 で 院の救急医療に対応しました  定資 生理検査スタッフの 2 名が

定 生理検査技師と二 臨床検査士・呼吸生理学の資 を しました  中央臨床検査部実 、生化

学検査が 505,191 、 血・ 血 検査が 84,393 、血液・一 検査が 497,841 、臨床 生 検査が

19,959 、生理検査が23,803 、合 1,131,187 で 年と して血液・一 検査 外 少し減少しました

　日 、臨床検査データの 化に め 度管理 、日本医師会、日本臨床検査技師会、鹿児島県医師会、 の

メーカー 催の外部 度管理への参加と 日行 内部 度管理で良 な成 を めました  これから

度保証 証施設として 度管理の向上に めたいと います  学会、研修会等へ くのスタッフが参加し

研 に 、4演 を 表することができました

臨床検査部長 佐 一 鹿児島大学医学部名 教授

臨床 生 検査 中 感染制 定臨床 生 検査技師 　今 小 合　 佐 子 急臨床検査士

血･ 血 検査
 今 之 定 血検査技師 　 か 定 血検査技師 　

血液・一 検査 原 美 二 臨床検査士・血液学 　西田 定一 検査技師
 崎 日 　福 俊介　広崎 た

生化学検査 山崎 代　 雅子　永 代　 和 　 之

外 ・生理検査 本雅代　平原 代子　上 定 生理検査技師 　 代 美 定 血検査技師
　　 赤 美　福崎 　小原旅人 二 臨床検査士・呼吸生理学 　 本 月

検査 児 定 検査士 　 田修 定 検査士

クリ ック検査 永洋一

生化学検査     
セット検査 427,399 セット外検査 73,118 血液ガス 3,663
血中薬 度 519 血  92
合  505,191

血・ 血 検査
血 16,410 血  6,214 感染症 27,974
マーカー　 17,339 ホル ン 10,596 の  5,860

合  84,393

血液・一 検査
血液 444,922  37,960  12,848

 237 液 1,873 の  1
合  497,841

臨床 生 検査
菌 養 12,116 養 2,536 薬剤感 性 1,913
菌 養 1,478 PCR 1,227 の  683

合  19,959

生理検査
電  8,285 電  1,979 A I 369
 262 肺機能 4,695 UCG 5,864

部 2,349
合 　 23,803

への参加

第49回日本医師会 度管理
第26回日本臨床検査技師会 度管理
第38回鹿児島県医師会 度管理
2015年度関東化学 ーザーズコントロールサーベイ
ットー ー ーザーズコントロールサーベイ

第17回血液検査コントロールサーベイ
第8回コアプレスタ コントロールサーベイ
エームス 検査コントロールサーベイ
第22回ルミパルスコントロールサーベイ
第20回 コントロールサーベイ
平成27年度特 コントロールサーベイ

の 入

本保健科学大学　保健科学部　医学検査学科 3 年生　1名 平成 28 年 3 月 8 日（1日 ）

川県立保健医療大学　臨床検査学科 3 年生　1名 平成 28 年 3 月 10 日（1日 ）

山 大学　医学部保健学科　検査技術科学専  3年生　3名 平成 28年 3月 14日～平成 28年 3月 18日（5日 ）

　平成 27 年度 本館・クリ ック総合 の 動採血管 C・RO O8000RFI Te o　Me i 社

の 新と グルコース タ CGM Pro2 システム が新規導 れました  動採血管

よ 理能 、 理 度が くな とス ードが向上しました グルコース タ 小児科よ

が 、 下に れたセンサで 質液中のグルコース 度を 定し、SM G で見 れた高血 を見つけ

るシステムです 対象 小児 病・食後高血 ・血 動が しい人・ M合 病な です  また、

スタッフ 総 26 名の検査 で 院の救急医療に対応しました  定資 生理検査スタッフの 2 名が

定 生理検査技師と二 臨床検査士・呼吸生理学の資 を しました  中央臨床検査部実 、生化

学検査が 505,191 、 血・ 血 検査が 84,393 、血液・一 検査が 497,841 、臨床 生 検査が

19,959 、生理検査が23,803 、合 1,131,187 で 年と して血液・一 検査 外 少し減少しました

　日 、臨床検査データの 化に め 度管理 、日本医師会、日本臨床検査技師会、鹿児島県医師会、 の
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血液・一 検査
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臨床 生 検査
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 262 肺機能 4,695 UCG 5,864
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への参加

第49回日本医師会 度管理
第26回日本臨床検査技師会 度管理
第38回鹿児島県医師会 度管理
2015年度関東化学 ーザーズコントロールサーベイ
ットー ー ーザーズコントロールサーベイ

第17回血液検査コントロールサーベイ
第8回コアプレスタ コントロールサーベイ
エームス 検査コントロールサーベイ
第22回ルミパルスコントロールサーベイ
第20回 コントロールサーベイ
平成27年度特 コントロールサーベイ

の 入

本保健科学大学　保健科学部　医学検査学科 3 年生　1名 平成 28 年 3 月 8 日（1日 ）

川県立保健医療大学　臨床検査学科 3 年生　1名 平成 28 年 3 月 10 日（1日 ）

山 大学　医学部保健学科　検査技術科学専  3年生　3名 平成 28年 3月 14日～平成 28年 3月 18日（5日 ）
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療法士長 島 幸

リハビリテーション部

の

　 退院、社会 に向けた「チーム医療の評 」が、診療報酬改定 に 化 れていく中で、リハビリ専
門職 、特に急性 病床で、チーム医療の一役を える職種へと 的に ることができるのか か 今、
急性 のリハビリが、 れているとこ と います
　ま 、 院 から退院支援のプロセスに 的に参加していかなけれ な ま ん  院診療 か
ら看護 へ、 れがリハビリ に 繋がっていく  の 、退院後の生活をイメージできるよ な、

用者 の 別的なリハビリの内 になっていく です  内 が れ 、リハビリ実施の と が
ます  から病 へ、 らに社会生活機能を高める へと っていく  リハビリの

、生活活動が集中する こ 、よ 学習 が できるので ないでし か
　 した に、「重症患者を対象に、できる け い で、しか 在宅に っていた く」ために な、
職種の活用 「チーム医療の評 」、 して「 務 の改 」に 献できる専門職になるので ないかと考え
ています

 施設  理  定開

血管疾患等リハビリテーション （ ） （ ）第 46  平成 18 年 4 月 1 日

呼吸器リハビリテーション （ ） （呼 ）第 28  平成 18 年 4 月 1 日

運動器リハビリテーション （ ） （運 ）第 7  平成 22 年 4 月 1 日

がん患者リハビリテーション  （がんリハ）第 9  平成 23 年 7 月 1 日

在

専 リハ医師 1 名 

理学療法士 43 名 （4 名育 中） 業療法士 19 名 士 8 名 

リハビリ事務 3 名  リハビリ助手 2 名 

職 H27 4 1 理学療法士 　  九州看護福祉大学
H27 4 1 理学療法士 田　光 九州看護福祉大学
H27 4 1 理学療法士 下  九州看護福祉大学
H27 4 1 理学療法士 原 　  九州栄養大学
H27 4 1 理学療法士 　  宮崎リハビリテーション学院
H27 4 1 理学療法士 福 　  鹿児島医療技術専門学校
H27 4 1 理学療法士 山ノ 　  鹿児島医療技術専門学校
H27 4 1 理学療法士 　  鹿児島医療技術専門学校
H27 4 1 理学療法士 中　  鹿児島医療福祉専門学校
H27 4 1 理学療法士 　 美 学園専修学校
H27 4 1 業療法士 下 　  九州栄養大学
H27 4 1 業療法士 　  鹿児島大学
H27 4 1 業療法士 　  鹿児島大学
H27 4 1 業療法士 山田　  鹿児島医療技術専門学校
H27 4 1 業療法士 ケ 　 人 学園専修学校
H27 4 1 業療法士 　  鹿児島医療技術専門学校
H27 4 1 療法士 宮園　健  鹿児島医療技術専門学校
H27 4 1 療法士 　  鹿児島医療技術専門学校

退職 H26 7 31 士 西　
H28 2 28 理学療法士 西　
H28 2 28 理学療法士 山　
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１ 

 
 

２ 患

 

 
 

 

 
 

入

者
3学会合同呼吸療法 定士 10名 研二　 下 恵　 永 実　上之園 　宮之原俊一　

  中塩 子　福田 　児 　 　 川 美

臓リハビリテーション指導士 1名 研二

リンパ 指導技能者 1名 市寿子

褥瘡 定 業療法士 1名 宮之原俊一

学会 表 「研究実 」の へ

の
平成17年11月～ NSTにST参加

平成18年4月～ 疾患別リハ施設

平成18年4月～ 専従常 の療法士が20名

平成19年10月～ 褥瘡対策チームにPT・OT・ST参加

平成20年4月～ 専従常 の療法士が30名

平成20年7月～ 療法士の病 制の開

平成21年3月～ 日 めた均等 務体制開

平成21年4月～ 専従常 の療法士が40名

平成22年6月～ ケアチームにST参加

平成22年10月～ 緩和ケアチームにPT・OT参加

平成23年6月～ 専従常 の療法士が50名

平成23年7月～ がん患者リハ施設

平成24年4月～ 日本リハビリテーション医学会専門医・ 定臨床医を専

平成25年4月～ 専従常 の療法士が60名

平成25年 月～ NSTにPT・OT参加

平成26年3月～ RSTにPT参加

平成27年1月～ 回 病 開
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技士長 一

臨床工学部

　高 圧 療法 、第1種 （川崎エンジ アリング社 OH 2000）2 で月～金 日8：30～17：00、

、 日8：30～12：00実施 急 に オンコールでいつで 実施できる体制になっています 平成

27年度 、205名（ 131名、 74名）の患者 に対して治療回 3,216回（救急 応483回（15 0 ）、

救急 応2,733回）でした 年度 治療患者 9 7 、総治療回 10 4 、救急 応 10 4 でした

（表 1） 診療科別で 、整 外科66 （ 年 14 4 ）、 科22 （ 年 5 1 ）と2診療科で全体の

9 を めています（表2）

　平成27年度の人工呼吸器使用状 、合

282 （ 年 5 1 ）、機種の 成 IPP

（in si e ositi e ress re enti tion

的人工呼吸）52 、NPP  31 、在宅用  

17 でした（表3） 院 の人工呼吸器を

表4に します 新規にHAMILTON C1（HAMIL

TON社 日本光電）を2 加しました くな

ったNP 740と れ えていく です

　平成25年度から導 れたハイフローセラ

ー／ネーザルハイフロー（NHF）の使用状

を表5に します NHF カ ューラを通し

て21～100 の を 大60L inの高流量で

患者に 給できるシステムで低流量 療法

とNPP との の治療法としてNPP の 患者

や 管 管チューブ 管後な に と れます

人工呼吸器患者の について

　人工呼吸器 患者のCTやMRIの検査や院外への 院な 、これまで医師がバッグバルブマスクな を

用いて用手換 を行いながら実施していましたが、 院で 人工呼吸器 患者の に した人工呼吸

器やMRI対応人工呼吸器の採用によ な にいつで 検査することができます また、人工呼吸に関

る に 臨床工学技士が同 して医師や看護師の労 減につな られるよ しています 平成

27年度 116回の が CT MRI 31 （内MRI：6 ） 院への 院 19 でした 院 に

での人工呼吸器設定な の し 等を臨床工学技士が実施しています（表6）

表１ 表２
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　血液浄化の 血液 3 の 人器（  ICU内に1 ）で実施しています 平成27年度の 実施回
428回、 年度 23 でした（表7） の 、 的腎代 療法（CRRT）、アフェレーシスの実施状 を
（表8）に しました
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技士長 一

臨床工学部

　高 圧 療法 、第1種 （川崎エンジ アリング社 OH 2000）2 で月～金 日8：30～17：00、

、 日8：30～12：00実施 急 に オンコールでいつで 実施できる体制になっています 平成
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　 、 の手術の 、M P（運動 電 ）

およびSS P 体性感 電 による術中 タ

リングを施行しています タリングと

の電 導能を評 する 法で 、圧 性

病 や な による の 傷の 度を評

することができます

 年10月に検査機器（ n e or CR 術中 タリ

ング ）の導 を行いM Pの が 能にな

209 （ 年  122 3 ）の ・ 手術で実施

しました（表 9）
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　 、 の手術の 、M P（運動 電 ）

およびSS P 体性感 電 による術中 タ

リングを施行しています タリングと

の電 導能を評 する 法で 、圧 性

病 や な による の 傷の 度を評
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） 疾患名（47 名）
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内での生活 らかの介助を し、日中 ベッド上での生活が 体で るが座 を保つ
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の の活動

）家族会 よ 　第 28 　　平成 27 年　5月 行

）実習生 け れ実
・ 田学園看護専門学校 ：4 13 ～ 9 17 15 名
・鹿児島中央看護専門学校　2年課 （通 制）看護科 ：7 27 ～ 8 27 23 名
・ 学園高等部　看護学科専門課  ：6 29 ～ 12 18 21 名

）院内感染防止対策委員会 ：月 1回

）労働安全衛生委員会 ：月 1回

病院業務運営会議 ：月 1回

）死 患者 日  ：   2 名　
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14

5

内

通 リハビリ

通 サービス

ショートステイ 病院を む

内

薬指導

栄養指導

介護指導

福祉サービス 介

人 （人）

37

25

16

11

人 （人）

10

7

9

6

内

的支え

症対応 法

家族の健 相談

の援助

15  指導内 　　　

16） の専門機関・職種との連携

1  歯科診療の 用　　 4 名 

2  薬剤指導の 用　　 6 名

30代 2%
40代 2%

20代 2%

50代

26%

60代 26%

70代

19%

80代 6%

・不
17% 管理者 介護支援専門員 中 と 子

居宅介護支援事業所

 2015年度 65 上の介護 予 医療を え医療介護サービス 体制を整える がきています

また平成27年8月からサービス 用 （ で280 上、 人 346 上）が開 れ 事業 で

15 が対象とな る のの 事情によ サービス 用を減らす 向 こ や保 、安全

を 念するケース ます 今後 対象基 が厳しくなると れ 低 のサービスで生活を支える

ケアプラン 成が重 とな ます

 

　 院 高度医療によ 急性 病院で ますが、疾病の回 が 決して 急な 低下によ 介

護 ケアプラン）や 等が と れる 合 ます

　平成27年 月に全機関 一した 退院サマリー 式が決定し医療との連携 スムーズとな ました 院

の なら 院 やセカンドオ オンへ を運び 用者の病状や の情報 集を行い現 の職員と

を合 た連携ができることで患者 （ 用者）の安 感と なケアプラン 成とつながっています

 

      

　専従二人の 介護支援専門員（厚生労働省に基 く研修修 者）で対応 鹿児島へ て 年の八 と共

に なケースに対応、ケアプラン 成に た 本人の き る能 を まえ情報 集し、介護 、医療

リスク等 重に検討しながら 成しています しく 今年3月八 が家 の事情（家族の ）で退職が

決ま 機一 、新スタッフで む です

会議 研修の参加

H27  5 18 病患者等研修会「 病・治療・在宅療養について」     

H27  5 30 法人介護支援専門員総会・講演会     

H27  6 17 西部地区連携の会「 症が地域で らすに 」     

H27  6 27 介護支援専門員フォローアップ研修会「役 と介護」    

H27  7  9 大竜地区 職種地域 会議     

H27  8 24 病患者等研修会「 病の と本人・家族の支援について」    

H27  9 16 介護支援専門員 新研修     

H27 10 15～16 介護支援専門員 新研修        

H27 10 20 介護支援専門員フォローアップ研修     

H27 11  8 看護協会 催「 症を 生きるか」     

H27 12 14 病患者等研修会「 病の と実技」     

H27 12 18 鹿児島市 催「な 、 れるのか？」     

H28  2  8 病患者等研修会「事例を通して支援を考える（ ）    

H28  2 20 法人 催「ケアプランの 研修会」     

H28  3 12 介護支援専門員フォローアップ研修     

H28  3 14 病相談 「 病患者の療養を支える連携の在 について」    
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主な

血管炎 症、 天性ミオパチー、慢性 呼吸不全、成人 性白血病、肺 性 菌症、

天性 、 性リウマチ、 不全症、慢性 動、血管炎症候群、 病、 症、 管 症、

肝 、 関節人工骨 後、レビ 小体症、パーキン ン病関連疾患、 症、

アルツハイマー 症、 血管性 症、進行性 上性 、全 、術後骨 内 、 立 、 病

管 、特 性 常圧 症、 部、 リンパ節

月平均　52 のサービス事業 と連携を 在宅生活を支えています

月平均 用事業者 ）
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この 給食回 減 、オムツ 給 、 宅改修理 、 高 者介護保 対象外福祉用

給付 等 行っています

年 相談 　（ 外）

新規プラン 成

者会議開催

死 ･施設

30

15

98

15

!"#
$%"#

&"#
&'"#

$("#
&!"#

$%"#
)"#

$"#

%# %*%!# %*$# %*$!# %*&# %*&!# %*+#

!" #" $"

%" &"

'"

!'"

#'"

$'"

%'"

&'"

!" #" $"

%" &"

'"

!'"

#'"

$'"

%'"

&'"

入院

１ ２

１

２

通 介護

通 リハビリ

福祉用 事業

介護

看護

ショートステイ

リハビリ

定 回

17

9

6

6

5

4

3

実

相談支援センター 医療相談室

　地域の基幹病院としての性 を 、高度救急医療の を行 病院で 、 院外 治療において

としての な が 生しています  また、医療制度の によ 役 分 が に になって てお

、このよ な において平成 27 年度の （メディカル ーシ ルワーカー）としての活動を報 し

ます

在院 の

　 病院における としての 大の役 として 、院内外との連携で ます

　現在の 院の基 として 、 平均在院日  17日 内 です 在院日 退院支援部門の設 、退院支

援の 化 16 02で 化が れました

　平均在院日 の 」 、 PC病院として 大の課 です 質の高い医療の と共に患者 の 退院

や 院、社会 を 指し援助を行っています

の 入の 院 の

　 が 院 よ 、患者 んの状 ・基本情報等を することによ 、い い な を

に防ぎ、円 な退院・ 院への援助が 能とな ます

　 での患者 んとの関 を つことで、 関係の が にな 、患者 ・ の家族の

理 を ることによ 、 院・治療 の につなが ます また、整 外科・ 外科・

内科・呼吸器内科・総合内科のカンフ レンスに同 し患者 んの状 や状 の 化に応 て対

応しています また、退院支援部門として退院調整カンフ レンスの 職種介 によ 患者 の退

院や 院に関して質の高い支援が れつつ ます

会的入院患者への

　 家族化が進む中、一人 らしの に家に れない・日中、 事で 宅介護が 等い る

「社会的 院」が、 になっています 病院において 例外で ま ん

　現 点において 、 の 患者 ・介 によって、かな 減少 向に ます 常日

よ 療養 の医療機関、回 リハビリテーション病院・介護老人保健施設・グループホームや在

宅 の 合 宅介護支援事業 等と に連携をとることで、 な援助を行 ことが て

います 　

入院患者への

　長 院患者（ 院 月 上）の的 な を行い、「な 、長 になっているのか」と

い 事を にすることが重 です 長 院となっている患者 の中に 、治療の で長 に

なられた患者 んや病状的に退院・ 院が な患者 への理 れて な ま ん

　社会的 院患者・長 院患者へのアプローチの 、長 院患者の める 合が5 に減

少しています 長 院患者 んの内 として 、感染症、重度の褥創、人工呼吸器管理等が く

なっています

院

　平成27年1月1日よ 病 において33床の回 病 を運営開 しました 整 外科の術後

の患者 が中 ですが、高 者、 介護者、 者な 宅退院を とした病 なので退院に

し、在宅サービスの導 な 調整が です 患者 及び 家族にとってよ 良い退院調整ができ

るよ に めます

の の

　 病院が急性の PC医療機関として体制を維 していく に 、地域の 医療機関との連携を推進してい

かなけれ な ま ん また、療養 の医療機関 れ れ役 や特 が ます の状 を して患

者 んの しをしなくて な ま ん リハビリテーションにおいて 疾患別 度日 が導 れ、リハ

ビリ 的で い での 院が となってきました 地域の医療機関との連携 よ に行っていかな

けれ ならなくな ました 介護保 に関連した施設や 宅会議支援事業 との連携 よ 化し くの

事業 との関係が となっています

の  

　 院本館 1 に医療相談 や患者サポート を開設してお 、 での 談・相談が 能です                          

患者 のプライバシーに した 談が 能です   医療相談 で 、患者 や 家族に して らい相談

援助を実施する を っていますが、 が な 合 病 への 能です また、がん相談・

的相談・社会的相談・ 種 についての相談や 情や 人情報に関する相談 としての機能を し

ています  

その他の

　 していく医療保 制度や介護保 制度において、 として対 しなけれ ならない事 い

のです

  の業務として、外 ・ 院患者 を 、医療 の相談や社会福祉サービス等の相談を、 けてい

ます 介護保 ・指定 病・ 体 者手 の手 き代行や 情 理・ 人情報に関 る相談・平均在院日

の管理・ 介患者の管理・ 患者への対 等 、 の の かい業務 い のです

　 年度 退院支援に関し部門の設 、 病 に退院支援職員の を行い、退院支援加 の 定が大 加

となっています アセスメント、ハイスクリー ング（退院に して援助が か か）カンフ レンスを実

施し、 退院・ 院をスムーズに行っていくよ に んで行きたいと います                                                      

院 院 師
　MSW 原 　一博・ 　実・中 　 子　NS：松 下　恵子・ 田　い     　

　現在、月 日から金 日までの ・ 後、 日の の 務となっています

　事 に連絡を けれ 、 外で 相談に 応 ます
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　長 院患者（ 院 月 上）の的 な を行い、「な 、長 になっているのか」と

い 事を にすることが重 です 長 院となっている患者 の中に 、治療の で長 に

なられた患者 んや病状的に退院・ 院が な患者 への理 れて な ま ん

　社会的 院患者・長 院患者へのアプローチの 、長 院患者の める 合が5 に減

少しています 長 院患者 んの内 として 、感染症、重度の褥創、人工呼吸器管理等が く

なっています

院

　平成27年1月1日よ 病 において33床の回 病 を運営開 しました 整 外科の術後

の患者 が中 ですが、高 者、 介護者、 者な 宅退院を とした病 なので退院に

し、在宅サービスの導 な 調整が です 患者 及び 家族にとってよ 良い退院調整ができ

るよ に めます

の の

　 病院が急性の PC医療機関として体制を維 していく に 、地域の 医療機関との連携を推進してい

かなけれ な ま ん また、療養 の医療機関 れ れ役 や特 が ます の状 を して患

者 んの しをしなくて な ま ん リハビリテーションにおいて 疾患別 度日 が導 れ、リハ

ビリ 的で い での 院が となってきました 地域の医療機関との連携 よ に行っていかな

けれ ならなくな ました 介護保 に関連した施設や 宅会議支援事業 との連携 よ 化し くの

事業 との関係が となっています

の  

　 院本館 1 に医療相談 や患者サポート を開設してお 、 での 談・相談が 能です                          

患者 のプライバシーに した 談が 能です   医療相談 で 、患者 や 家族に して らい相談

援助を実施する を っていますが、 が な 合 病 への 能です また、がん相談・

的相談・社会的相談・ 種 についての相談や 情や 人情報に関する相談 としての機能を し

ています  

その他の

　 していく医療保 制度や介護保 制度において、 として対 しなけれ ならない事 い

のです

  の業務として、外 ・ 院患者 を 、医療 の相談や社会福祉サービス等の相談を、 けてい

ます 介護保 ・指定 病・ 体 者手 の手 き代行や 情 理・ 人情報に関 る相談・平均在院日

の管理・ 介患者の管理・ 患者への対 等 、 の の かい業務 い のです

　 年度 退院支援に関し部門の設 、 病 に退院支援職員の を行い、退院支援加 の 定が大 加

となっています アセスメント、ハイスクリー ング（退院に して援助が か か）カンフ レンスを実

施し、 退院・ 院をスムーズに行っていくよ に んで行きたいと います                                                      

院 院 師
　MSW 原 　一博・ 　実・中 　 子　NS：松 下　恵子・ 田　い     　

　現在、月 日から金 日までの ・ 後、 日の の 務となっています

　事 に連絡を けれ 、 外で 相談に 応 ます
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　地域の基幹病院としての性 を 、高度救急医療の を行 病院で 、 院外 治療において

としての な が 生しています  また、医療制度の によ 役 分 が に になって てお

、このよ な において平成 27 年度の （メディカル ーシ ルワーカー）としての活動を報 し

ます

在院 の

　 病院における としての 大の役 として 、院内外との連携で ます

　現在の 院の基 として 、 平均在院日  17日 内 です 在院日 退院支援部門の設 、退院支

援の 化 16 02で 化が れました

　平均在院日 の 」 、 PC病院として 大の課 です 質の高い医療の と共に患者 の 退院

や 院、社会 を 指し援助を行っています

の 入の 院 の

　 が 院 よ 、患者 んの状 ・基本情報等を することによ 、い い な を

に防ぎ、円 な退院・ 院への援助が 能とな ます

　 での患者 んとの関 を つことで、 関係の が にな 、患者 ・ の家族の

理 を ることによ 、 院・治療 の につなが ます また、整 外科・ 外科・

内科・呼吸器内科・総合内科のカンフ レンスに同 し患者 んの状 や状 の 化に応 て対

応しています また、退院支援部門として退院調整カンフ レンスの 職種介 によ 患者 の退

院や 院に関して質の高い支援が れつつ ます

会的入院患者への

　 家族化が進む中、一人 らしの に家に れない・日中、 事で 宅介護が 等い る

「社会的 院」が、 になっています 病院において 例外で ま ん

　現 点において 、 の 患者 ・介 によって、かな 減少 向に ます 常日

よ 療養 の医療機関、回 リハビリテーション病院・介護老人保健施設・グループホームや在

宅 の 合 宅介護支援事業 等と に連携をとることで、 な援助を行 ことが て

います 　

入院患者への

　長 院患者（ 院 月 上）の的 な を行い、「な 、長 になっているのか」と

い 事を にすることが重 です 長 院となっている患者 の中に 、治療の で長 に

なられた患者 んや病状的に退院・ 院が な患者 への理 れて な ま ん

　社会的 院患者・長 院患者へのアプローチの 、長 院患者の める 合が5 に減

少しています 長 院患者 んの内 として 、感染症、重度の褥創、人工呼吸器管理等が く

なっています

院

　平成27年1月1日よ 病 において33床の回 病 を運営開 しました 整 外科の術後

の患者 が中 ですが、高 者、 介護者、 者な 宅退院を とした病 なので退院に

し、在宅サービスの導 な 調整が です 患者 及び 家族にとってよ 良い退院調整ができ

るよ に めます

の の

　 病院が急性の PC医療機関として体制を維 していく に 、地域の 医療機関との連携を推進してい

かなけれ な ま ん また、療養 の医療機関 れ れ役 や特 が ます の状 を して患

者 んの しをしなくて な ま ん リハビリテーションにおいて 疾患別 度日 が導 れ、リハ

ビリ 的で い での 院が となってきました 地域の医療機関との連携 よ に行っていかな

けれ ならなくな ました 介護保 に関連した施設や 宅会議支援事業 との連携 よ 化し くの

事業 との関係が となっています

の  

　 院本館 1 に医療相談 や患者サポート を開設してお 、 での 談・相談が 能です                          

患者 のプライバシーに した 談が 能です   医療相談 で 、患者 や 家族に して らい相談

援助を実施する を っていますが、 が な 合 病 への 能です また、がん相談・

的相談・社会的相談・ 種 についての相談や 情や 人情報に関する相談 としての機能を し

ています  

その他の

　 していく医療保 制度や介護保 制度において、 として対 しなけれ ならない事 い

のです

  の業務として、外 ・ 院患者 を 、医療 の相談や社会福祉サービス等の相談を、 けてい

ます 介護保 ・指定 病・ 体 者手 の手 き代行や 情 理・ 人情報に関 る相談・平均在院日

の管理・ 介患者の管理・ 患者への対 等 、 の の かい業務 い のです

　 年度 退院支援に関し部門の設 、 病 に退院支援職員の を行い、退院支援加 の 定が大 加

となっています アセスメント、ハイスクリー ング（退院に して援助が か か）カンフ レンスを実

施し、 退院・ 院をスムーズに行っていくよ に んで行きたいと います                                                      

院 院 師
　MSW 原 　一博・ 　実・中 　 子　NS：松 下　恵子・ 田　い     　

　現在、月 日から金 日までの ・ 後、 日の の 務となっています

　事 に連絡を けれ 、 外で 相談に 応 ます

の の

　 病院が急性の PC医療機関として体制を維 していく に 、地域の 医療機関との連携を推進してい

かなけれ な ま ん また、療養 の医療機関 れ れ役 や特 が ます の状 を して患

者 んの しをしなくて な ま ん リハビリテーションにおいて 疾患別 度日 が導 れ、リハ

ビリ 的で い での 院が となってきました 地域の医療機関との連携 よ に行っていかな

けれ ならなくな ました 介護保 に関連した施設や 宅会議支援事業 との連携 よ 化し くの

事業 との関係が となっています

の  

　 院本館 1 に医療相談 や患者サポート を開設してお 、 での 談・相談が 能です                          

患者 のプライバシーに した 談が 能です   医療相談 で 、患者 や 家族に して らい相談

援助を実施する を っていますが、 が な 合 病 への 能です また、がん相談・

的相談・社会的相談・ 種 についての相談や 情や 人情報に関する相談 としての機能を し

ています  

その他の

　 していく医療保 制度や介護保 制度において、 として対 しなけれ ならない事 い

のです

  の業務として、外 ・ 院患者 を 、医療 の相談や社会福祉サービス等の相談を、 けてい

ます 介護保 ・指定 病・ 体 者手 の手 き代行や 情 理・ 人情報に関 る相談・平均在院日

の管理・ 介患者の管理・ 患者への対 等 、 の の かい業務 い のです

　 年度 退院支援に関し部門の設 、 病 に退院支援職員の を行い、退院支援加 の 定が大 加

となっています アセスメント、ハイスクリー ング（退院に して援助が か か）カンフ レンスを実

施し、 退院・ 院をスムーズに行っていくよ に んで行きたいと います                                                      

院 院 師
　MSW 原 　一博・ 　実・中 　 子　NS：松 下　恵子・ 田　い     　

　現在、月 日から金 日までの ・ 後、 日の の 務となっています

　事 に連絡を けれ 、 外で 相談に 応 ます

在院 、 入院患者、 院 の 表

入院患者 入院患者

在院

4月

16 1

17 0

15 1

5月

16 9

18 3

16 9

6月

16 4

17 8

15 4

7月

16 0

16 4

15 5

8月

16 2

16 9

15 9

9月

17 2

16 5

15 5

10月

16 5

16 6

15 8

11月

15 8

19 6

16 5

12月

15 3

17 5

15 7

1月

15 3

17 7

17 1

2月

15 6

15 8

17 1

3月

16 1

16 8

15 7

平均

16 12

17 24

16 02

平成2 5年度

平成2 6年度

平成2 7年度

4月

6 6

24

362

4 7

17

362

4 2

15

356

5月

6 3

22

348

5 7

20

349

5 0

17

340

6月

6 4

23

362

4 8

18

372

3 6

13

362

7月

7 1

27

380

5 9

22

370

5 1

17

332

8月

6 2

23

372

4 2

16

377

6 5

21

324

9月

4 8

19

393

4 2

15

357

6 3

21

335

10月

3 2

12

377

2 8

10

362

4 2

14

335

11月

3 4

13

382

3 7

14

377

4 1

14

343

12月

5 7

21

371

4 0

15

371

6 7

18

270

1月

5 9

22

373

3 2

12

376

6 2

22

354

2月

5 7

22

384

3 5

14

400

5 6

21

376

3月

5 7

22

389

4 3

17

398

5 4

20

367

平均

5 6

20 83

374 4

4 2

15 83

372 6

5 2

17 75

341 2

平成25年度

長 （人 ）

病床 動

平成26年度

長 （人 ）

病床 動

平成27年度

長 （人 ）

病床 動

入院患者 入院患者

4月

5月

6月

7月

8月

9月

10月

11月

12月

1月

2月

3月

平成25年度合

平成26年度合

平成27年度合

病院

51

55

65

76

51

45

58

52

65

56

79

85

899

872

738

在宅

15

14

25

19

17

14

15

11

24

14

15

14

260

202

197

老人保健施設

4

4

4

1

3

3

4

0

4

3

2

3

26

16

35

施設・GH

7

5

8

3

8

2

5

6

7

4

7

5

53

62

67

死 退院

3

2

2

5

3

0

2

3

4

1

0

0

27

35

25

平成27年度合

80

80

104

104

82

64

84

72

104

78

103

107

1,265

1,187

1,062
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　地域の基幹病院としての性 を 、高度救急医療の を行 病院で 、 院外 治療において

としての な が 生しています  また、医療制度の によ 役 分 が に になって てお

、このよ な において平成 27 年度の （メディカル ーシ ルワーカー）としての活動を報 し

ます

在院 の

　 病院における としての 大の役 として 、院内外との連携で ます

　現在の 院の基 として 、 平均在院日  17日 内 です 在院日 退院支援部門の設 、退院支

援の 化 16 02で 化が れました

　平均在院日 の 」 、 PC病院として 大の課 です 質の高い医療の と共に患者 の 退院

や 院、社会 を 指し援助を行っています

の 入の 院 の

　 が 院 よ 、患者 んの状 ・基本情報等を することによ 、い い な を

に防ぎ、円 な退院・ 院への援助が 能とな ます

　 での患者 んとの関 を つことで、 関係の が にな 、患者 ・ の家族の

理 を ることによ 、 院・治療 の につなが ます また、整 外科・ 外科・

内科・呼吸器内科・総合内科のカンフ レンスに同 し患者 んの状 や状 の 化に応 て対

応しています また、退院支援部門として退院調整カンフ レンスの 職種介 によ 患者 の退

院や 院に関して質の高い支援が れつつ ます

会的入院患者への

　 家族化が進む中、一人 らしの に家に れない・日中、 事で 宅介護が 等い る

「社会的 院」が、 になっています 病院において 例外で ま ん

　現 点において 、 の 患者 ・介 によって、かな 減少 向に ます 常日

よ 療養 の医療機関、回 リハビリテーション病院・介護老人保健施設・グループホームや在

宅 の 合 宅介護支援事業 等と に連携をとることで、 な援助を行 ことが て

います 　

入院患者への

　長 院患者（ 院 月 上）の的 な を行い、「な 、長 になっているのか」と

い 事を にすることが重 です 長 院となっている患者 の中に 、治療の で長 に

なられた患者 んや病状的に退院・ 院が な患者 への理 れて な ま ん

　社会的 院患者・長 院患者へのアプローチの 、長 院患者の める 合が5 に減

少しています 長 院患者 んの内 として 、感染症、重度の褥創、人工呼吸器管理等が く

なっています

院

　平成27年1月1日よ 病 において33床の回 病 を運営開 しました 整 外科の術後

の患者 が中 ですが、高 者、 介護者、 者な 宅退院を とした病 なので退院に

し、在宅サービスの導 な 調整が です 患者 及び 家族にとってよ 良い退院調整ができ

るよ に めます

の の

　 病院が急性の PC医療機関として体制を維 していく に 、地域の 医療機関との連携を推進してい

かなけれ な ま ん また、療養 の医療機関 れ れ役 や特 が ます の状 を して患

者 んの しをしなくて な ま ん リハビリテーションにおいて 疾患別 度日 が導 れ、リハ

ビリ 的で い での 院が となってきました 地域の医療機関との連携 よ に行っていかな

けれ ならなくな ました 介護保 に関連した施設や 宅会議支援事業 との連携 よ 化し くの

事業 との関係が となっています

の  

　 院本館 1 に医療相談 や患者サポート を開設してお 、 での 談・相談が 能です                          

患者 のプライバシーに した 談が 能です   医療相談 で 、患者 や 家族に して らい相談

援助を実施する を っていますが、 が な 合 病 への 能です また、がん相談・

的相談・社会的相談・ 種 についての相談や 情や 人情報に関する相談 としての機能を し

ています  

その他の

　 していく医療保 制度や介護保 制度において、 として対 しなけれ ならない事 い

のです

  の業務として、外 ・ 院患者 を 、医療 の相談や社会福祉サービス等の相談を、 けてい

ます 介護保 ・指定 病・ 体 者手 の手 き代行や 情 理・ 人情報に関 る相談・平均在院日

の管理・ 介患者の管理・ 患者への対 等 、 の の かい業務 い のです

　 年度 退院支援に関し部門の設 、 病 に退院支援職員の を行い、退院支援加 の 定が大 加

となっています アセスメント、ハイスクリー ング（退院に して援助が か か）カンフ レンスを実

施し、 退院・ 院をスムーズに行っていくよ に んで行きたいと います                                                      

院 院 師
　MSW 原 　一博・ 　実・中 　 子　NS：松 下　恵子・ 田　い     　

　現在、月 日から金 日までの ・ 後、 日の の 務となっています

　事 に連絡を けれ 、 外で 相談に 応 ます

の の

　 病院が急性の PC医療機関として体制を維 していく に 、地域の 医療機関との連携を推進してい

かなけれ な ま ん また、療養 の医療機関 れ れ役 や特 が ます の状 を して患
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ビリ 的で い での 院が となってきました 地域の医療機関との連携 よ に行っていかな
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事業 との関係が となっています

の  
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援助を実施する を っていますが、 が な 合 病 への 能です また、がん相談・

的相談・社会的相談・ 種 についての相談や 情や 人情報に関する相談 としての機能を し
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のです
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となっています アセスメント、ハイスクリー ング（退院に して援助が か か）カンフ レンスを実

施し、 退院・ 院をスムーズに行っていくよ に んで行きたいと います                                                      

院 院 師
　MSW 原 　一博・ 　実・中 　 子　NS：松 下　恵子・ 田　い     　

　現在、月 日から金 日までの ・ 後、 日の の 務となっています

　事 に連絡を けれ 、 外で 相談に 応 ます

在院 、 入院患者、 院 の 表

入院患者 入院患者

在院

4月

16 1

17 0

15 1

5月

16 9

18 3

16 9

6月

16 4

17 8

15 4

7月

16 0

16 4

15 5

8月

16 2

16 9

15 9

9月

17 2

16 5

15 5

10月

16 5

16 6

15 8

11月

15 8

19 6

16 5

12月

15 3

17 5

15 7

1月

15 3

17 7

17 1

2月

15 6

15 8

17 1

3月

16 1

16 8

15 7

平均

16 12

17 24

16 02

平成2 5年度

平成2 6年度

平成2 7年度

4月

6 6

24

362

4 7

17

362

4 2

15

356

5月

6 3

22

348

5 7

20

349

5 0

17

340

6月

6 4

23

362

4 8

18

372

3 6

13

362

7月

7 1

27

380

5 9

22

370

5 1

17

332

8月

6 2

23

372

4 2

16

377

6 5

21

324

9月

4 8

19

393

4 2

15

357

6 3

21

335

10月

3 2

12

377

2 8

10

362

4 2

14

335

11月

3 4

13

382

3 7

14

377

4 1

14

343

12月

5 7

21

371

4 0

15

371

6 7

18

270

1月

5 9

22

373

3 2

12

376

6 2

22

354

2月

5 7

22

384

3 5

14

400

5 6

21

376

3月

5 7

22

389

4 3

17

398

5 4

20

367

平均

5 6

20 83

374 4

4 2

15 83

372 6

5 2

17 75

341 2

平成25年度

長 （人 ）

病床 動

平成26年度

長 （人 ）

病床 動

平成27年度

長 （人 ）

病床 動

入院患者 入院患者

4月

5月

6月

7月

8月

9月

10月

11月

12月

1月

2月

3月

平成25年度合

平成26年度合

平成27年度合

病院

51

55

65

76

51

45

58

52

65

56

79

85

899

872

738

在宅

15

14

25

19

17

14

15

11

24

14

15

14

260

202

197

老人保健施設

4

4

4

1

3

3

4

0

4

3

2

3

26

16

35

施設・GH

7

5

8

3

8

2

5

6

7

4

7

5

53

62

67

死 退院

3

2

2

5

3

0

2

3

4

1

0

0

27

35

25

平成27年度合

80

80

104

104

82

64

84

72

104

78

103

107

1,265

1,187

1,062
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相談支援センター 地域医療連携
地域医療センター 地域医療連携 　 　上ノ園 美穂

小児科 整形外科 形成外科 脳神経外科 産婦人科 眼科 耳鼻咽喉科 放射線科 泌尿器科 麻酔科

419 1172 518 225 284 782 671 74 816 3

皮膚科 外科 呼吸器外科 総合内科 神経内科 循環器内科 呼吸器内科 消化器内科 糖尿病科 血液内科

285 242 167 286 648 179 564 595 35 68

口腔外科 緩和医療科 新生児内科 NICU・GCU 病理

769 6 8 118 3

※今給黎病院・昭和会クリニック合計紹介総数

1275

紹介率67.6％、逆紹介率117.1％になります。（紹介率・逆紹介率は、地域支援病院計算式）紹介率・逆紹介率をいかに
並行して高めていくかが急性期病院の機能を果たすためにも重要です。その一環として、紹介いただいた患者さんに
関する返書が確実に行われるように、院内医師の協力を得ていきたいと思います。

平成27年度関連施設は、
紹　介 施設　《市内 503施設》　《市外 419施設》　《県外 124施設》　合計1046施設ご紹介いただきました。
逆紹介施設　《市内 458施設》　《市外 371施設》　《県外 165施設》　合計 994施設になります。

当院では、病診・救急医療へ積極的な取り組みを病院方針の一つとして、今後とも、紹介患者や救急患者を積極的に
受け入れていくことにより、地域医療に貢献していきたいと考えおります。

　　地域医療センター
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的に け れていくことによ 、地域医療に 献していきたいと考えお ます
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今給 病院・ 和会クリ ック 介総
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専従保健師（緩和医療課） 代

がん相談支援センター

　がん相談支援センター 本館1 に 、専従相談員の が常 、不在 ・ が対応 MSW

に 院支援に関 、相談内 によって 管理栄養士、薬剤師、医事課な の協 を ながら対応して

います 今年度 ラジオや情報 での広報機会 いた きましたが、院内の ま 十分で ま

ん 院内外に広くがん相談支援センターを っていた くとと に、 の人らしく療養できるよ に 談

者と一 に考え、 が少しで 緩和 れるよ ながん相談支援に めていきたいと います

・ ・ （緩和医療課）　原 ・ ・中 ・山崎（相談支援センター）

院 会議

鹿児島県がん相談員部門会議 6 13,7 24,10 16,2 5 　　九州地区がん相談員フォーラム（11 28）

地域連携会議（相良病院 催）9 19,2 26  

その他 リレー･フォー･ライフかごしまにてがん相談・サロンの協 （5 9）

 ・ 1 月 、 鹿児島にてがん相談支援センター 介・インタビュー　 10 28

緩和医療課のがん相談 511 の内 緩和医療課 の ージに
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緩和医療課対応 相談支援センター対応

相談内 　　（ 重 相談対応 ）

がん治療

がんの検査

症状・ 用・後 症

セカンドオ オン

治療実

診 法・ 院

院

医療機関の 介

がん予防・検診

在宅医療

ホス ス・緩和ケア

症状・ 用・後 症への対応

食事・ 薬・ 運動・外 な

介護・看護・養育

社会生活（ 事・運動・外 ）

医療 ・生活 ・社会保 制度

補 代 医療

不安・ 的

医療者との関係・コミュ ケーション

患者 家族の関係・コミュ ケーション

人・ 人・職 の人 関係・コミュ ケーション

患者会・家族会

の



105

上 ノ 園 美

相談支援センター 地域医療連携
地域医療センター 地域医療連携 　 　上ノ園 美穂

小児科 整形外科 形成外科 脳神経外科 産婦人科 眼科 耳鼻咽喉科 放射線科 泌尿器科 麻酔科

419 1172 518 225 284 782 671 74 816 3

皮膚科 外科 呼吸器外科 総合内科 神経内科 循環器内科 呼吸器内科 消化器内科 糖尿病科 血液内科

285 242 167 286 648 179 564 595 35 68

口腔外科 緩和医療科 新生児内科 NICU・GCU 病理

769 6 8 118 3

※今給黎病院・昭和会クリニック合計紹介総数

1275

紹介率67.6％、逆紹介率117.1％になります。（紹介率・逆紹介率は、地域支援病院計算式）紹介率・逆紹介率をいかに
並行して高めていくかが急性期病院の機能を果たすためにも重要です。その一環として、紹介いただいた患者さんに
関する返書が確実に行われるように、院内医師の協力を得ていきたいと思います。

平成27年度関連施設は、
紹　介 施設　《市内 503施設》　《市外 419施設》　《県外 124施設》　合計1046施設ご紹介いただきました。
逆紹介施設　《市内 458施設》　《市外 371施設》　《県外 165施設》　合計 994施設になります。

当院では、病診・救急医療へ積極的な取り組みを病院方針の一つとして、今後とも、紹介患者や救急患者を積極的に
受け入れていくことにより、地域医療に貢献していきたいと考えおります。

　　地域医療センター

ＣＴ・ＭＲＩ・ＲＩ

419 

1172 

518 

225 
284 

782 
671 

74 

816 

3 

285 242 
167 

286 

648 

179 

564 595 

35 68 

769 

6 

1275 

8 
118 

3 
0

200

400

600

800

1000

1200

1400

小
児
科

 

整
形
外
科

 

形
成
外
科

 

脳
神
経
外
科

 

産
婦
人
科

 

眼
科

 

耳
鼻
咽
喉
科

 

放
射
線
科

 

泌
尿
器
科

 

麻
酔
科

 

皮
膚
科

 

外
科

 

呼
吸
器
外
科

 

総
合
内
科

 

神
経
内
科

 

循
環
器
内
科

 

呼
吸
器
内
科

 

消
化
器
内
科

 

糖
尿
病
科

 

血
液
内
科

 

口
腔
外
科

 

緩
和
医
療
科

 

Ｃ
Ｔ
・
Ｍ
Ｒ
Ｉ
・
Ｒ
Ｉ

 

新
生
児
内
科

 

N
I
C
U
・

G
C
U
 

病
理

 

紹介患者一覧 

平成 27 年度関連施設 、

　介施設　 市内 503 施設 　 市外 419 施設 　 県外 124 施設 　合 1046 施設ご 介いた きました

介施設　 市内 458 施設 　 市外 371 施設 　 県外 165 施設 　合  994 施設にな ます 　
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院で 、病診・救急医療へ 的な を病院 の一つとして、今後と 、 介患者や救急患者を

的に け れていくことによ 、地域医療に 献していきたいと考えお ます
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今給 病院・ 和会クリ ック 介総

地域医療センター 地域医療連携 　 　上ノ園 美穂
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紹介率67.6％、逆紹介率117.1％になります。（紹介率・逆紹介率は、地域支援病院計算式）紹介率・逆紹介率をいかに
並行して高めていくかが急性期病院の機能を果たすためにも重要です。その一環として、紹介いただいた患者さんに
関する返書が確実に行われるように、院内医師の協力を得ていきたいと思います。
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当院では、病診・救急医療へ積極的な取り組みを病院方針の一つとして、今後とも、紹介患者や救急患者を積極的に
受け入れていくことにより、地域医療に貢献していきたいと考えおります。
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症状・ 用・後 症

セカンドオ オン

治療実

診 法・ 院
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医療機関の 介
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在宅医療

ホス ス・緩和ケア

症状・ 用・後 症への対応

食事・ 薬・ 運動・外 な

介護・看護・養育

社会生活（ 事・運動・外 ）

医療 ・生活 ・社会保 制度

補 代 医療

不安・ 的

医療者との関係・コミュ ケーション

患者 家族の関係・コミュ ケーション

人・ 人・職 の人 関係・コミュ ケーション

患者会・家族会

の
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課長 田 美

医療安全管理課

　今年度 、全職員対象に院内の医療安全管理活動に関 る意 調査を行いました 的な医療安全活動

を 進するに 、現 の安全活動が活 に行 れることが と れます 日常管理の中で、インシデン

ト・アクシデント事象を報 で 視化して、 ューマンエラーが れる 業 や情報 ・管理状

な の 行原 を えて、職 全体で考える が定 しなくて な ま ん 現状の につい

て、改 と向上を 的に加えていくこと、また、病院の安全文化を 成するに 、 現 の安全活動を

人 育成が重 と考えています

　看護師 名　 田 美、長 つ美

活動

・安全管理部門カンフ レンスの運営（第1 日と 週月 日）～長 、 田

・医療安全対策委員会の運営（ 月第2 日）～長 、 田

・看護安全対策委員会の開催支援（ 月第3 日）～長 、 田

・医療情報システム小委員会への参加（ 月第2金 日）～長

・ 職種チーム活動への参加

・RSTチーム（ 日 週）～長 、 田　・ ケアチーム（金 日 週）～長

・外 患者呼び し運営ワーキンググループ（ 月第2 日）（11回 年）～ 田

・院内報 システムにおけるレポートの管理および定例会へのフィードバック

・院内教育研修の と開催、看護部教育研修支援

・医療安全管理指 の見 し

・患者相談および患者・家族対応への相談事 （ 診療科）

・院内 LS講習会及びICLS講習会の開催支援（8回 年）

１

カンフ レンスメンバー

松永俊二 院長（チーフ 括セーフティマネージ ー）、高 理（医薬 安全管理 者）　　　

一（医療機器安全管理 者）、 下 子（看護 部長）、山下 理恵（看護安全対策委員会委員長）

田 美（専従医療安全管理者）、長 つ美（専従医療安全管理者）、田中 （施設課課長）

一（事務局長）、川 田 一 （事務局長代理）、濱田敏彦（クリ ック事務長）

田 美（総務 課）：

な検討事

第1週 日、2週 月 日に 週定例で開催 1週 で れたインシデントレポート

および事 の についてカンフ レンスメンバーで情報共 を行い対策について検討し、安全 保のた

めの や改 策について医療安全対策委員会へ を行いました インシデント・アクシデント事

、同 部署で人を えて し 生している事 少なく ま ん 報 、 が起きたのかを

文 化によ として 者と共 することができます 事象の を 視化して 本原 を 究するこ

とで理に 対策につながるため、 部署 で、報 を活用した安全に関 る し合いが活 に行

れることを 設定すること です

院 報告 の ２ ２

　平成 27 年度の報 1416 で、事象レベル別で インシデント 97 （ 年度 98 ）、アクシデント

3 （ 年度 2 ）の 合でした 内 分 別で 、療養上の （ ・ 、褥瘡を む）が 29 （ 年度 22 ）、

薬剤 26 （ 年度 30 ）、ドレーン・チュー

ブ管理 15 （ 年度 16 ）、 ・ にお

いて 全 の 17 （ 年度 16 ）の 合で

した 薬剤管理において 、医師の指 し

から指 けの工 管理と薬剤 の

いルールの策定と手 の する

が です において 、患者

の 分 と た療養 の評 に基

く 防止策や 生後の な患者介

が 的に行 れ、 の 大を防止する体

的な が められています 年度

、 に関する 職種チーム活動につ

いて検討していきたいと考えます
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報告 報告

課長 田 美

医療安全管理課

　今年度 、全職員対象に院内の医療安全管理活動に関 る意 調査を行いました 的な医療安全活動

を 進するに 、現 の安全活動が活 に行 れることが と れます 日常管理の中で、インシデン

ト・アクシデント事象を報 で 視化して、 ューマンエラーが れる 業 や情報 ・管理状

な の 行原 を えて、職 全体で考える が定 しなくて な ま ん 現状の につい

て、改 と向上を 的に加えていくこと、また、病院の安全文化を 成するに 、 現 の安全活動を

人 育成が重 と考えています

　看護師 名　 田 美、長 つ美

活動

・安全管理部門カンフ レンスの運営（第1 日と 週月 日）～長 、 田

・医療安全対策委員会の運営（ 月第2 日）～長 、 田

・看護安全対策委員会の開催支援（ 月第3 日）～長 、 田

・医療情報システム小委員会への参加（ 月第2金 日）～長

・ 職種チーム活動への参加

・RSTチーム（ 日 週）～長 、 田　・ ケアチーム（金 日 週）～長

・外 患者呼び し運営ワーキンググループ（ 月第2 日）（11回 年）～ 田

・院内報 システムにおけるレポートの管理および定例会へのフィードバック

・院内教育研修の と開催、看護部教育研修支援

・医療安全管理指 の見 し

・患者相談および患者・家族対応への相談事 （ 診療科）

・院内 LS講習会及びICLS講習会の開催支援（8回 年）

１

カンフ レンスメンバー

松永俊二 院長（チーフ 括セーフティマネージ ー）、高 理（医薬 安全管理 者）　　　

一（医療機器安全管理 者）、 下 子（看護 部長）、山下 理恵（看護安全対策委員会委員長）

田 美（専従医療安全管理者）、長 つ美（専従医療安全管理者）、田中 （施設課課長）

一（事務局長）、川 田 一 （事務局長代理）、濱田敏彦（クリ ック事務長）

田 美（総務 課）：

な検討事

第1週 日、2週 月 日に 週定例で開催 1週 で れたインシデントレポート

および事 の についてカンフ レンスメンバーで情報共 を行い対策について検討し、安全 保のた

めの や改 策について医療安全対策委員会へ を行いました インシデント・アクシデント事

、同 部署で人を えて し 生している事 少なく ま ん 報 、 が起きたのかを

文 化によ として 者と共 することができます 事象の を 視化して 本原 を 究するこ

とで理に 対策につながるため、 部署 で、報 を活用した安全に関 る し合いが活 に行

れることを 設定すること です

院 報告 の ２ ２

　平成 27 年度の報 1416 で、事象レベル別で インシデント 97 （ 年度 98 ）、アクシデント

3 （ 年度 2 ）の 合でした 内 分 別で 、療養上の （ ・ 、褥瘡を む）が 29 （ 年度 22 ）、

薬剤 26 （ 年度 30 ）、ドレーン・チュー

ブ管理 15 （ 年度 16 ）、 ・ にお

いて 全 の 17 （ 年度 16 ）の 合で

した 薬剤管理において 、医師の指 し

から指 けの工 管理と薬剤 の

いルールの策定と手 の する

が です において 、患者

の 分 と た療養 の評 に基

く 防止策や 生後の な患者介

が 的に行 れ、 の 大を防止する体

的な が められています 年度
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院 研修

2 

の  29
MSW 1

介護支援専門員 1

視能 士・OMA 3
医師 4

診療情報管理士 4

事務職 11

リハビリテーション部門 59

薬剤師 30

臨床工学技士 21

臨床検査技士 19

診療放射線技師 18

医療クラーク 13

医療事務 13

管理栄養士 11
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　 院職員を対象に、日本救急医学会 定プログラムの LS コースと ICLS コースを開催し、 LS コース 69
名 ICLS コース 18 名の 講生に修 証が 行 れました 今年 、インストラクターに新メンバー 2 名を
えましたが、 講者 の 大と 的な講習会開催を運営するに 、インストラクターの 員が と れ
ます なお、10 月に 肺 生法ガイドライン 2015 が公表 れたため、11 月の ICLS コース開催 、プ
ログラムの改 を考 し、 年度よ ガイドライン 2015 に 拠したコース開催を予定しています

コースディレクター　
西山 （ 科）

インストラクター
一（臨床工学技士）、 夫（救急 定看護師）、 堂 子（看護師）、 つき（看護師）、

（看護師）、伊 子（看護師）、永田恵理（看護師）、小 保代（看護師）、 田 美（看護師）、 市寿子（理学療
法士）、日高 美（看護師）、赤 美保（看護師）

その他の活動

鹿児島県看護協会医療安全情報ネットワークの鹿児島地区委員として、 下の院外活動を行いました（鹿児
島地区医療安全情報ネットワーク委員会　委員　 田 美）

、鹿児島地区医療安全情報ネットワーク会議　
平成 27 年 7 月 23 日（ ） 18：30 ～ 20：00 鹿児島市医師会病院
平成 27 年 10 月 22 日（ ） 18：30 ～ 20：00 鹿児島市医師会病院
平成 27 年 12 月 22 日（ ） 18：30 ～ 20：00 鹿児島市医師会病院
平成 28 年 3 月 24 日（ ） 18：30 ～ 20：00 鹿児島市医師会病院

、鹿児島県医療安全情報ネットワーク会
平成 27 年 8 月 22 日（ ） 11：00 ～ 13：00 鹿児島県看護研修会館
平成 28 年 1 月 30 日（ ） 11：00 ～ 13：00　 鹿児島県看護研修会館

、鹿児島県看護協会評議員会
平成 27 年 6 月 26 日（金） 14：00 ～ 17：00 鹿児島県看護研修会館　　
平成 27 年 9 月 25 日（金） 14：00 ～ 17：00 鹿児島県看護研修会館
平成 27 年 11 月 27 日（金） 14：00 ～ 17：00 鹿児島県看護研修会館

、鹿児島県鹿児島地区評議員会
平成 27 年 6 月 13 日（ ） 地区集会 11：00 ～ 鹿児島県看護研修会館
平成 28 年 2 月 26 日（金） 14：00 ～ 17：00 鹿児島県看護研修会館

、鹿児島県看護協会医療安全研修会運営スタッフ
平成 27 年 6 月 19 日（金） 11：00 ～ 16：00 鹿児島県看護研修会館
平成 28 年 2 月 13 日（ ） 13：30 ～ 17：30 鹿児島県看護研修会館

、鹿児島セーフティマネジメント研究会
　　　平成27年6月27日（ ）13：00～17：00　学術集会シンポジスト（講師）　鹿児島県市町 治会館
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下 合

褥瘡管理課

　 名（ ･ ケア 定看護師 名、日本褥瘡学会 定師 看護師 1 名 事務 1 名）

１  ・ 院患者の褥瘡対策･褥瘡患者管理 スタッフ指導 成外 との連携

　　　　　　　　　　　　 褥瘡対策委員会報 参

 ・褥瘡対策患者 し 褥瘡 対象患者への予防

 ・スキンケア･創傷ケア・ストーマケアコンサルテーション

　　　　　　　・NPWT AC・R NASYS・PICO 管理

　　　　　　　・体圧分 管理（ 圧マット･Air マット･ポジショ ングクッション）

　　　　　　　・褥瘡回診（ 週月 日 14：00 ～）

成外科医 外 r ･ ケア 定看護師 下

日本褥瘡学会 定師（看護師： 川 薬剤師 内 園田

管理栄養士 : 日本褥瘡学会 定師 業療法士 宮之原 : 日本褥瘡学会 定師

島 　 田 理学療法士 中 上 福永 病 スタッフ）

　　　　　　　・NST カンフ レンス･回診：日本褥瘡学会 定師 看護師： 川 参加（ 週 日）

　　　　　　　・褥瘡対策委員会開催（ 月第 日：17：15 ～ 18:15）

　　　　　　　・NST 委員会会議参加（ 月第 日：13：15 ～ 13:45）

　　　　　　　・NICU カンフ レンス（ 月第 日：15:30 ～ 16:00）：下 ・

　　　　　　　・リハビリスタッフとのカンフ レンス 月第 日：18:00 ～） H28 年 1 月～開

　　　　　　　・看護部： iN L 褥瘡関連データ ・修

　　　　　　　・ストーマケア管理コンサルテーション

　　　　　　　　新規ストーマ 設患者 ：20 名

　　　　　　　　（コロストーマ：13 名 イレオストーマ： 名 管 術： 名、回腸導管術： 名）

　　　　　　　　ストーマサイトマーキング施行患者 ： 名（ 名 マーキングの ）

　　　　　　　・ストーマ外 （診 日に合 て日 調整）

 ・見学･研修の け れ

H27 8 3　医療法人 育成会 病院　看護師 1 名、准看護師 名

　　　　　　　・公 法人鹿児島県看護協会　看護かごしま 第 投 （下 ）

　　　　　　　　「 定看護師の活動内 」～活動内 ・や がいを感 たこと等～

日

4月 3日

4月 22 日

6 月 26 日

7 月 31 日

8 月 26 日

10 月 28 日

12 月 16 日

内

「褥瘡予防対策・治療」（対象：研修医）

「チームで む褥瘡予防」

「褥瘡関連の について」

病院施設公開講座

「スキンテアについて」

「スキンケア」

「ポジショ ング」

「オムツ選 と な 法について」

講師

褥瘡管理課：下

褥瘡管理課：下

褥瘡管理課： 川

スミス＆ネフューウィンドマネージメント

株式会社 川 美 

褥瘡管理課：

リハビリテーション部：宮之原 OT

株式会社 リブド ーコーポレーション

ケアアドバイザー：伊

参加人

名

139 名

190 名

院内：158 名

院外：16 名

105 名

87 名

112 名

・褥瘡 会開催（ 月開催）

２ 院 講 活動

・ストーマ関連

院 講 会への参加

2016 年 3 月 19 日 　日本褥瘡学会在宅褥瘡医療ネットワーク委員会

第 9 回鹿児島県在宅褥瘡セミナー 在宅褥瘡管理者 対応講習  

下 ：進行（ 人･ ・運営）

：運営スタッフ

院 会議への参加

2015 年 5 月 16 日　日本褥瘡学会 九州地 会 人会会議

2016 年 3 月 19 日　日本褥瘡学会在宅褥瘡医療ネットワーク委員会

   第 回鹿児島県在宅褥瘡セミナー（ ・運営会議）

内

、ストーマ給付制度 体 者手

、ストーマ ホリスター・ダンサック

ストーマ 介

（アルケア･コロプラスト･コンバテック）

術 ～退院までのストーマケア

講師

1、 機器：調 ひなた

2、ホリスター： 田

　ダンサック：永田 規

アルケア： 本敏

コロプラスト：宮 良之

コンバテック： 田 一

褥瘡管理課：

日

11 月 25 日

12 月 10 日

H28 年 3 月 4 日

参加人

68 名

59 名

47 名

快護生活フェス！
福祉機器展＆セミナー in かごしま
「スキンテアってなに？？

～褥瘡予防に繋がるスキンテア対策を学ぶ～」

催 : スミス＆ネフューウィンド
　　　マネージメント株式会社
R 九州シティ　 大会議

6 月 6 日 下

創傷管理クローズドセミナー
看護師視点で考える創傷管理 PICO 創傷管理システム

に関する症例検討
「四肢創傷 手指:熱傷 母趾:外傷 へのPICO使用症例」

催 : 鹿児島県社会福祉協議会
日本福祉用 給協会 鹿児島ブロック
鹿児島県福祉用 協会かごしま県民交
流センター 中ホール

6 月 6 日 下

公 法人　日本オストミー協会
鹿児島県支部　鹿児島こ ま会
ハート アかごしま　 　 的
ホール

6 月 6 日 下
オストメイトと の家族の集い
「ストーマケアの基本理念と実践」 講演と実技

日 催・ 内
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下 合
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30代 40代 50代 60代 70代 80代 90代 100代

　平成 27 年度 地域がん診療連携拠点病院 として 年 を え、緩和ケアチーム ・がん相談

共に 加しました して、 例となったリレー・フォー・ライフ・ジ パンかごしまに 病院 て参加し、

ホス ス緩和ケア週 で 今年度 めて 緩和ケア川 募集を行い 活動に ました 研

修や患者サロン等い れの なスタッフの協 が られ感 しています 今後 研 に め、

んの協 を ながら緩和ケア実践と共に、病院全体のがん看護とがん相談の質の向上に を れてい

きたいと います

子（緩和ケア 定看護師）　 子（社会福祉士）　 代（保健師）

山 　育 中

チーム ：190 名（ 88 名・ 102 名　  　がん患者 189 名・ がん患者 名）
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（第 日 13:00 ～ 15:00）　 2016 1 よ 14:00 ～ 16:00

がん患者 ん、ご家族が安 して いを 合 として、がんサポートかごしまと協働で開催しています

日付

H27 10 18

テーマ

しく 生の緩和ケア

人

97名

講師

高濵 生（天 会中央病院）

研修会（ ～ 月 回 ）
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がんと 薬について

がんって んな病 ？

バルーンアートを ！

実践できる食事療法のポイント～ 血を予防しよ ～

がん剤って本 に くの？

がんになった家族を つ子 た へのメッセージ

な がん が いのか？

つって んな病 ？

クリスマス会

ホス スって んなとこ ？

んなでストレッチ

放射線治療について

中 子（薬剤師）

子（緩和ケア 定看護師）

山 （ 看護部長）

田中美 （管理栄養士）

原 美（がん化学療法看護 定看護師）

（がんサポートかごしま理事長）

松 大助（緩和医療科医師）

小 史（緩和医療科医師）

参加者全員

子（社会福祉士）

高田 （理学療法士）

こ え（がん放射線療法看護 定看護師）

月 ミ 会テーマ 　 参加者
（スタッフ ）
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30代 40代 50代 60代 70代 80代 90代 100代

　平成 27 年度 地域がん診療連携拠点病院 として 年 を え、緩和ケアチーム ・がん相談

共に 加しました して、 例となったリレー・フォー・ライフ・ジ パンかごしまに 病院 て参加し、

ホス ス緩和ケア週 で 今年度 めて 緩和ケア川 募集を行い 活動に ました 研

修や患者サロン等い れの なスタッフの協 が られ感 しています 今後 研 に め、

んの協 を ながら緩和ケア実践と共に、病院全体のがん看護とがん相談の質の向上に を れてい

きたいと います

子（緩和ケア 定看護師）　 子（社会福祉士）　 代（保健師）

山 　育 中

チーム ：190 名（ 88 名・ 102 名　  　がん患者 189 名・ がん患者 名）

診療科別 内 （重 ）

患者

がん治療状

20代

呼吸器内科

外科

呼吸器外科

婦人科

器科

消化器内科

血液内科

整 外科

放射線科

内科

総合内科

外科

科

成外科

科

施設

がん性

23

21

22

9

11

4

3

6

2

1

3

2

1

1

1

1

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

39

36

25

31

5

7

4

0

5

2

1

0

0

0

0

0

15

4

10

2

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

1

23

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

1

65

56

45

34

16

10

7

7

7

4

3

2

1

1

1

2

25

10

15

1

2

2

1

3

0

2

2

2

0

1

1

1

0

1

8

0

0

1

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

倫理的症状 家族ケア の外の 体症状 地域連携退院支援

内 （重 ）

0 50 100 150

の

倫理的

家族ケア

地域連携･退院支援

外の 体症状

がん性

状 155

112

68

34

32

0

1

的がん治療 後がん治療中診 から 治療

25 136 97
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相談 ：511 　

（ 談：347 電 ：153 メール： 　　  　 回：195　　 回 上：316）

相談者

対応内
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がん種別

相談内

不安･ 的

ホス ス･緩和ケア

がんの治療

院

セカンドオ オン

介護･看護･養育

補 代

医療 ･社会保 制度

症状･ 用への対応

医療機関の 介

医療者とのコミュ ケーション

在宅医療

患者･家族 のコミュ ケーション

食事･薬･運動･

がんの検査

の
0 50 100 150 200

 

･指 的な対応

情報

助 ・

施設 部門への連携

施設への連携

施設 診の

施設 診の

の

0 50 100 150 200 250 300 350

（第 日 13:00 ～ 15:00）　 2016 1 よ 14:00 ～ 16:00

がん患者 ん、ご家族が安 して いを 合 として、がんサポートかごしまと協働で開催しています

日付

H27 10 18

テーマ

しく 生の緩和ケア

人

97名

講師

高濵 生（天 会中央病院）

研修会（ ～ 月 回 ）

4

5

6

7

8

9

10

11

12

1

2

3

11

12

9

11

17

13

12

12

15

15

16

9

がんと 薬について

がんって んな病 ？

バルーンアートを ！

実践できる食事療法のポイント～ 血を予防しよ ～

がん剤って本 に くの？

がんになった家族を つ子 た へのメッセージ

な がん が いのか？

つって んな病 ？

クリスマス会

ホス スって んなとこ ？

んなでストレッチ

放射線治療について

中 子（薬剤師）

子（緩和ケア 定看護師）

山 （ 看護部長）

田中美 （管理栄養士）

原 美（がん化学療法看護 定看護師）

（がんサポートかごしま理事長）

松 大助（緩和医療科医師）

小 史（緩和医療科医師）

参加者全員

子（社会福祉士）

高田 （理学療法士）

こ え（がん放射線療法看護 定看護師）

月 ミ 会テーマ 　 参加者
（スタッフ ）
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患者 （緩和ケア 定看護師 対応分）

18 　 定診 、研修 医師のため 定不

院 （緩和医療課対応：緩和ケアチーム がん相談支援センター）（人 ）

緩和ケア病 ･外 （ 40）: 天 会中央病院（17）南九州病院（6）相良病院（5）今 病院（4）
 鹿児島市医師会病院（3）川内市医師会市民病院 2 広域医療センター 1
 南 病院 1 サザンリージョン病院 1

医療機関（ 28）： 鹿児島市立病院（3） 山生協病院（3） 島 会病院 2 お ら病院 2
 田内科病院 2 県立大島病院 1 生診療 1 病院（ 田）1
 福 医院 1 十島 診療 1 病院 1 宅病院 1 鹿児島 会病院 1
　　　　　　　　　　 会病院 1  加治 病院 1 リハビリテーション病院米 1
 内 整 外科病院 1 相良病院 1 中央病院 1 南 病院 1 南九州病院 1

在宅医療（ 10）：  院在宅医療部（3）ナカノ在宅医療クリ ック 1 反田内科 1
 クリ ック 1 指 浩 会病院 1 看護 St こ れ 2
 国分 看護 St 1

の 者（がん相談支援センター ）　14 名 用（ し し： 23 ）

平成 27 年 月 日（ ） ～ 10 日（日） 　呼びかけ 今給 総合病院チーム で参加

24 リレーウォーク参加：52 名　ルミナリエバッグ： 101

・講 （院内）
　看護部研修クリ カルラダー レベル 　「 が国におけるがん対策と 院の現状」 
  レベル 　「マウスケアについて」　　　 
   ケーススタディ　　　　　　　　 
   「エン ルメイク」　　　　　　　　 
  レベル  「 を き の人らしく生活できるために 
   　～ について（ ・治療薬）」　　 
   「 事例検討」　　　 　　　　 
　サロン今給 ミ 会　 「がんって んな病 ？」 
  「ホス スって んなとこ ？」 

・講演・プレ ン（院外）
　尊厳死協会かごしま総会講演「健やかに生き安らかに旅立つために」 
　国保診療施設看護師長研修会「在宅医療の現状と緩和ケア」 
　がん医療を サロン（がんサポートかごしま）　「 っとサロン今給 について」 

・研修協
緩和ケア研修フ シリテーター　今給 総合病院 ・ ・
  南 病院 
鹿児島大学看護部研修会フ シリテーター 
地域相談支援フォーラム in 鹿児島　　　　　　　　　　　　　　　　   ・ ・

その他の活動　　　　　　　　

・緩和ケアチームラウンド・カンフ レンス（ 日 後） ・病 カンフ レンス・キ ンサー ード参加（ ）
・呼吸器内科回診参加（金 日）　　　　　　・在宅医療部カンフ レンス参加（第 ・ 日）
・化学療法緩和ケアネットワーク（第 日） ・がん看護委員会（がん関連 定看護師で 実施）（第 日）
・緩和ケア合同カンフ レンス（鹿児島市内がん拠点病院・指定病院）
・緩和ケアに関する地域連携会議（相良病院 回／年）・鹿児島県 4部門会議（鹿大病院 回／年）
・緩和医療科・ 科診療の調整・補佐 ・緩和ケア週 にて PR（10 4 10）　緩和ケア川 募集　　　
・パンフレット・リーフレットによ 情報 、広報・ 活動、 館 すまいる へパンフレット等
・ 生日カード、グリーフケア（電 ・手 での 族ケア）・鹿児島県がん相談員メーリングリスト管理
・患者 運営委員会　　　・職員教育研修委員会　    ・病院運営会議（第 月 日）

性別 年 がん部

肺

肺がん

肺がん

対応医師

米田（呼吸器外科）

米田（呼吸器外科）

米田（呼吸器外科）

相談内

治療 、 の治療の 能性

診 ・治療 について

治療 ・手術の 性

感染管理課
立 和 名 子

　

　 院 、平成 24 年度よ 感染防止対策加 ・地域連携加 を している 感染防止対策加 2 との

合同カンフ レンスや地域連携加 評 ラウンドの ・調整・実施を行い連携病院とと に感染対策向上

に向け んでいる 院内の感染に関 る として院内感染防止対策委員会、感染対策チーム（ 下ICT）、

感染管理課、看護部リンクナース会が る す ての感染情報が 課に集 れるため院内の情報を整

理し に関係部署へ ・介 できるよ 調整している 感染対策チームの一員として特に ラウンド

に を ぎラウンド後 、報 を 成して 部署へ している 改 が な事象を 部署が検討

するに た 感染管理課から改 を し改 の一助になるよ めている の サーベイランスの実

施・評 やリンクナース会の運営、感染に係る相談、感染 の管理 法の見 しな 行っている 今年

度 、 する病院保育 での感染性 腸炎 生を けて保育 職員へ手 いチェックを推進した また、

リハビリテーション部で 、 による手指衛生の や手指消 剤の使用量調査を委員とと に実施

し をフィードバックした 院内の ら る職種と関 、相談しやすい つく や現 と一 に改

に向け むこと、状 に応 て な対策の指 を一 に考え活動している

　今後 、患者と医療従事者の を 用な感染から るために日 活動していくことが 務で 院内外

の関係 部署と情報共 や相談介 を 的に実践できるよ んで行く

1名（感染管理 定看護師）

院内

・院内感染防止対策委員会の運営（ 月第 4 日）　

・ICT 会議、ラウンド（ 週 日）の調整、 、実施

・看護部リンクナース会の運営（ 月第 1 日）

・院内感染研修の 、実施

・サーベイランス： カテール関連 路感染サーベイランス（4病 ）

 カテーテル関連血流感染サーベイランス（1病 ）

 血液 養セット に関するサーベイランス

 手指消 剤使用量サーベイランス（14 部署）

・院内感染防止対策マ ュアルの改

・ 管理 法の検討と見 し、導

・相談：71 （患者 19 、 8 、就業制 7 、ケア手 6 な ）

・手 いチェック演習の （リンクナース会 導で手 い評 、全病 対象）

・インフルエンザ 検体採 法の演習

・ 者健診（健診 、保健 報 な ）

第 1回

全職員対象

参加

86

参加

93

院内 88 名

院外 18 名

「HI 感染症：鹿児島県の現状と 、 し事 対策」

講師：鹿児島大学病院　 血 治療部　 川良 生

「全職員で 感染対策」～ か起こる に対 する～

講師：NPO 法人日本感染管理支援協会　 史 生

「 の現状と 在性 スクリー ング」

講師：オックスフォード・イムノテック 株 　 大 生　山 美佐 生

第 回

全職員対象

の
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患者 （緩和ケア 定看護師 対応分）

18 　 定診 、研修 医師のため 定不

院 （緩和医療課対応：緩和ケアチーム がん相談支援センター）（人 ）

緩和ケア病 ･外 （ 40）: 天 会中央病院（17）南九州病院（6）相良病院（5）今 病院（4）
 鹿児島市医師会病院（3）川内市医師会市民病院 2 広域医療センター 1
 南 病院 1 サザンリージョン病院 1

医療機関（ 28）： 鹿児島市立病院（3） 山生協病院（3） 島 会病院 2 お ら病院 2
 田内科病院 2 県立大島病院 1 生診療 1 病院（ 田）1
 福 医院 1 十島 診療 1 病院 1 宅病院 1 鹿児島 会病院 1
　　　　　　　　　　 会病院 1  加治 病院 1 リハビリテーション病院米 1
 内 整 外科病院 1 相良病院 1 中央病院 1 南 病院 1 南九州病院 1

在宅医療（ 10）：  院在宅医療部（3）ナカノ在宅医療クリ ック 1 反田内科 1
 クリ ック 1 指 浩 会病院 1 看護 St こ れ 2
 国分 看護 St 1

の 者（がん相談支援センター ）　14 名 用（ し し： 23 ）

平成 27 年 月 日（ ） ～ 10 日（日） 　呼びかけ 今給 総合病院チーム で参加

24 リレーウォーク参加：52 名　ルミナリエバッグ： 101

・講 （院内）
　看護部研修クリ カルラダー レベル 　「 が国におけるがん対策と 院の現状」 
  レベル 　「マウスケアについて」　　　 
   ケーススタディ　　　　　　　　 
   「エン ルメイク」　　　　　　　　 
  レベル  「 を き の人らしく生活できるために 
   　～ について（ ・治療薬）」　　 
   「 事例検討」　　　 　　　　 
　サロン今給 ミ 会　 「がんって んな病 ？」 
  「ホス スって んなとこ ？」 

・講演・プレ ン（院外）
　尊厳死協会かごしま総会講演「健やかに生き安らかに旅立つために」 
　国保診療施設看護師長研修会「在宅医療の現状と緩和ケア」 
　がん医療を サロン（がんサポートかごしま）　「 っとサロン今給 について」 

・研修協
緩和ケア研修フ シリテーター　今給 総合病院 ・ ・
  南 病院 
鹿児島大学看護部研修会フ シリテーター 
地域相談支援フォーラム in 鹿児島　　　　　　　　　　　　　　　　   ・ ・

その他の活動　　　　　　　　

・緩和ケアチームラウンド・カンフ レンス（ 日 後） ・病 カンフ レンス・キ ンサー ード参加（ ）
・呼吸器内科回診参加（金 日）　　　　　　・在宅医療部カンフ レンス参加（第 ・ 日）
・化学療法緩和ケアネットワーク（第 日） ・がん看護委員会（がん関連 定看護師で 実施）（第 日）
・緩和ケア合同カンフ レンス（鹿児島市内がん拠点病院・指定病院）
・緩和ケアに関する地域連携会議（相良病院 回／年）・鹿児島県 4部門会議（鹿大病院 回／年）
・緩和医療科・ 科診療の調整・補佐 ・緩和ケア週 にて PR（10 4 10）　緩和ケア川 募集　　　
・パンフレット・リーフレットによ 情報 、広報・ 活動、 館 すまいる へパンフレット等
・ 生日カード、グリーフケア（電 ・手 での 族ケア）・鹿児島県がん相談員メーリングリスト管理
・患者 運営委員会　　　・職員教育研修委員会　    ・病院運営会議（第 月 日）

性別 年 がん部

肺

肺がん

肺がん

対応医師

米田（呼吸器外科）

米田（呼吸器外科）

米田（呼吸器外科）

相談内

治療 、 の治療の 能性

診 ・治療 について

治療 ・手術の 性

感染管理課
立 和 名 子

　

　 院 、平成 24 年度よ 感染防止対策加 ・地域連携加 を している 感染防止対策加 2 との

合同カンフ レンスや地域連携加 評 ラウンドの ・調整・実施を行い連携病院とと に感染対策向上

に向け んでいる 院内の感染に関 る として院内感染防止対策委員会、感染対策チーム（ 下ICT）、

感染管理課、看護部リンクナース会が る す ての感染情報が 課に集 れるため院内の情報を整

理し に関係部署へ ・介 できるよ 調整している 感染対策チームの一員として特に ラウンド

に を ぎラウンド後 、報 を 成して 部署へ している 改 が な事象を 部署が検討

するに た 感染管理課から改 を し改 の一助になるよ めている の サーベイランスの実

施・評 やリンクナース会の運営、感染に係る相談、感染 の管理 法の見 しな 行っている 今年

度 、 する病院保育 での感染性 腸炎 生を けて保育 職員へ手 いチェックを推進した また、

リハビリテーション部で 、 による手指衛生の や手指消 剤の使用量調査を委員とと に実施

し をフィードバックした 院内の ら る職種と関 、相談しやすい つく や現 と一 に改

に向け むこと、状 に応 て な対策の指 を一 に考え活動している

　今後 、患者と医療従事者の を 用な感染から るために日 活動していくことが 務で 院内外

の関係 部署と情報共 や相談介 を 的に実践できるよ んで行く

1名（感染管理 定看護師）

院内

・院内感染防止対策委員会の運営（ 月第 4 日）　

・ICT 会議、ラウンド（ 週 日）の調整、 、実施

・看護部リンクナース会の運営（ 月第 1 日）

・院内感染研修の 、実施

・サーベイランス： カテール関連 路感染サーベイランス（4病 ）

 カテーテル関連血流感染サーベイランス（1病 ）

 血液 養セット に関するサーベイランス

 手指消 剤使用量サーベイランス（14 部署）

・院内感染防止対策マ ュアルの改

・ 管理 法の検討と見 し、導

・相談：71 （患者 19 、 8 、就業制 7 、ケア手 6 な ）

・手 いチェック演習の （リンクナース会 導で手 い評 、全病 対象）

・インフルエンザ 検体採 法の演習

・ 者健診（健診 、保健 報 な ）

第 1回

全職員対象

参加

86

参加

93

院内 88 名

院外 18 名

「HI 感染症：鹿児島県の現状と 、 し事 対策」

講師：鹿児島大学病院　 血 治療部　 川良 生

「全職員で 感染対策」～ か起こる に対 する～

講師：NPO 法人日本感染管理支援協会　 史 生

「 の現状と 在性 スクリー ング」

講師：オックスフォード・イムノテック 株 　 大 生　山 美佐 生

第 回

全職員対象

の
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報告 報告

院外
・感染防止対策加 地域連携ラウンドの調整、 、開催

・感染防止対策加 合同カンフ レンスの調整、 、開催（米 病院）

・厚労省サーベイランス事業（ ANIS）全 院部門

・相談：11

院 研修
4 月 3 日 新人研修
4月 10 日 研修医ガイダンス「感染」
5月 25 日、7月 13 日、10 月 20 日 看護部レベル 4応用
5月 26 日、7月 27 日、10 月 26 日 看護部レベル 4基礎
6月 15 日～ 19 日 M RS の と感染対策
9月 10 日、24 日 看護助手研修「感染」
3月 7日 看護部レベル 3

院 研修講師
5月22日、7月17日、11月27日 日本感染管理ベストプラクティスS i en研究会
 鹿児島ワーキンググループ　アドバイザー
6月16日 社会福祉法人厚生会　睦園　感染研修
7月23日 鹿児島県看護協会再就職者感染研修
9月17日 八反丸リハビテーション病院　院内ラウンドと感染研修

　学術実 「研究実 」の へ

10 月 9 日

11 月 6 日

評 対象医療機関

今給 総合病院

鹿児島大学病院

評 実施医療機関

今 病院分院

鹿児島厚生連病院、今給 総合病院

な内

レジオネラ検 報 、 ANIS サーベイランス、九州厚生局 別指導 調査
について、コリスチン について、 菌薬使用状

7月 1日

9月 30 日

12 月 2 日

3 月 23 日

流行性 炎 生報 、ノロウイルの 株と感染対策、 菌薬使用状 、
職員のインフルエンザワクチン 用

インフルエンザ 原 検査採 法、 菌薬使用状 、感染症 生状 と
感染対策

C 検査キットについて、薬剤の使用 への 、 菌薬使用状 、
感染症 生状 と感染対策、ICT ラウンドについて

原 美

がん化学療法課

　平成24年12月に、がん化学療法を ける患者 やご家族、また 化学療法にかか る看護師への支援を

的にがん化学療法課が新設 れました 平成28年1月にがん化学療法看護 定看護師が看護部への 換

に い、 の務めを いたしました この課が新設 れ、 3年で ましたが、がん化学療法にかか

る 調整や手技 一のための教育や患者 、ご家族への支援な の役 を たすため、集中的に

むことができました

 今後、がん化学療法看護 定看護師 、看護部 属とな ますが、これまで同 にがん化学療法が治療の

選 肢となる治療 の患者・家族を対象に治療の決定から化学療法薬の投 管理、治療中および治療後の

のなかで行 れる 体的・ 理社会的 からの看護を実践していきます か られた役 を まえ、が

ん化学療法に関 る全ての人が安 して治療を行えるよ サポートしていきたいと考えてお ます

原 美　2013年　がん化学療法看護 定看護師

化学療法緩和ケアネットワーク委員会（ 月第 日）

がん看護委員会開催（ 月第 日）

外 化学療法 での ケア、病 を し指導

化学療法同意 成への

高等学校専門課 1年生（H27 12 2、12 16）授業

田学園看護専門学校2年生（H27 11 19）授業

第13回日本臨床 学会 表（H27 7 16 18）

 「 性 症後、化学放射線療法 後 長 嚥下 が した一症例」

第53回日本 治療学会参加（H27 10 29 31）

第30回日本がん看護学会参加（H28 2 20 21）

日本臨床 薬学会学術大会2016共同演者

 「 院におけるシスプラチンショートハイドレーション法後の安全性の検討」

がん看護に携 る 定看護師フォローアップ研修（H27 5 2、12 19）

がんリハビリテーション研修参加（H27 5 23 24　H27 6 13 14）

平成27年度看護師に対する緩和ケア教育の指導者研修参加（H27 9 19）

第1回がん化学療法看護セミナー参加（H27 9 5）

平成27年度 定看護師交流研修会パネリスト（H28 1 30）

院 の講

　 　 回

　（H27 4 ～ H28 3）　　153

（投 管理・ 用について、手技に関して、 に関して、血管外 に関して、 がん剤に関し

て、C ポートに関して、患者への看護に関して　等）

4 10 研修医への研修

9 1 C ポートの管理」1回

1 25 「C ポートの管理」2回

6 5 レベル 「 について」

11 6 レベル 「がん看護」

8 19　 っとサロン今給 でのミ  
 会「化学療法について」

12 5　レベル 化学療法について
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報告 報告

院外
・感染防止対策加 地域連携ラウンドの調整、 、開催

・感染防止対策加 合同カンフ レンスの調整、 、開催（米 病院）

・厚労省サーベイランス事業（ ANIS）全 院部門

・相談：11

院 研修
4 月 3 日 新人研修
4月 10 日 研修医ガイダンス「感染」
5月 25 日、7月 13 日、10 月 20 日 看護部レベル 4応用
5月 26 日、7月 27 日、10 月 26 日 看護部レベル 4基礎
6月 15 日～ 19 日 M RS の と感染対策
9月 10 日、24 日 看護助手研修「感染」
3月 7日 看護部レベル 3

院 研修講師
5月22日、7月17日、11月27日 日本感染管理ベストプラクティスS i en研究会
 鹿児島ワーキンググループ　アドバイザー
6月16日 社会福祉法人厚生会　睦園　感染研修
7月23日 鹿児島県看護協会再就職者感染研修
9月17日 八反丸リハビテーション病院　院内ラウンドと感染研修

　学術実 「研究実 」の へ

10 月 9 日

11 月 6 日

評 対象医療機関

今給 総合病院

鹿児島大学病院

評 実施医療機関

今 病院分院

鹿児島厚生連病院、今給 総合病院

な内

レジオネラ検 報 、 ANIS サーベイランス、九州厚生局 別指導 調査
について、コリスチン について、 菌薬使用状

7月 1日

9月 30 日

12 月 2 日

3 月 23 日

流行性 炎 生報 、ノロウイルの 株と感染対策、 菌薬使用状 、
職員のインフルエンザワクチン 用

インフルエンザ 原 検査採 法、 菌薬使用状 、感染症 生状 と
感染対策

C 検査キットについて、薬剤の使用 への 、 菌薬使用状 、
感染症 生状 と感染対策、ICT ラウンドについて

原 美

がん化学療法課

　平成24年12月に、がん化学療法を ける患者 やご家族、また 化学療法にかか る看護師への支援を

的にがん化学療法課が新設 れました 平成28年1月にがん化学療法看護 定看護師が看護部への 換

に い、 の務めを いたしました この課が新設 れ、 3年で ましたが、がん化学療法にかか

る 調整や手技 一のための教育や患者 、ご家族への支援な の役 を たすため、集中的に

むことができました

 今後、がん化学療法看護 定看護師 、看護部 属とな ますが、これまで同 にがん化学療法が治療の

選 肢となる治療 の患者・家族を対象に治療の決定から化学療法薬の投 管理、治療中および治療後の

のなかで行 れる 体的・ 理社会的 からの看護を実践していきます か られた役 を まえ、が

ん化学療法に関 る全ての人が安 して治療を行えるよ サポートしていきたいと考えてお ます

原 美　2013年　がん化学療法看護 定看護師

化学療法緩和ケアネットワーク委員会（ 月第 日）

がん看護委員会開催（ 月第 日）

外 化学療法 での ケア、病 を し指導

化学療法同意 成への

高等学校専門課 1年生（H27 12 2、12 16）授業

田学園看護専門学校2年生（H27 11 19）授業

第13回日本臨床 学会 表（H27 7 16 18）

 「 性 症後、化学放射線療法 後 長 嚥下 が した一症例」

第53回日本 治療学会参加（H27 10 29 31）

第30回日本がん看護学会参加（H28 2 20 21）

日本臨床 薬学会学術大会2016共同演者

 「 院におけるシスプラチンショートハイドレーション法後の安全性の検討」

がん看護に携 る 定看護師フォローアップ研修（H27 5 2、12 19）

がんリハビリテーション研修参加（H27 5 23 24　H27 6 13 14）

平成27年度看護師に対する緩和ケア教育の指導者研修参加（H27 9 19）

第1回がん化学療法看護セミナー参加（H27 9 5）

平成27年度 定看護師交流研修会パネリスト（H28 1 30）

院 の講

　 　 回

　（H27 4 ～ H28 3）　　153

（投 管理・ 用について、手技に関して、 に関して、血管外 に関して、 がん剤に関し

て、C ポートに関して、患者への看護に関して　等）

4 10 研修医への研修

9 1 C ポートの管理」1回

1 25 「C ポートの管理」2回

6 5 レベル 「 について」

11 6 レベル 「がん看護」

8 19　 っとサロン今給 でのミ  
 会「化学療法について」

12 5　レベル 化学療法について
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課長 田 中

施設課

　 課 、病院全体の施設の管理を行 部署で、24 体制で業務を行っています

　病院の理念、基本 、 に って 課 を 年設定し 成できるよ に業務を推進しています

　また、病院で活動する全ての に安全で快 な を するために 、設 のメンテナンスをサポー

トしています 老 化した 、設 に対して に修理・ 新の手 をするの で なく、運営 や

対 を考 した、 な修 の策定 っています また東日本大 、大規 に 、
の機能不全に ることがないよ 、日常の点検業務・修 に んでいます
  

　　1・2 イラー技士、第 1・2 種電 工事士、危 い、 機、防 管理者等の 資 者

田　中　・　米　 　・　佐  　・　山　 　・　小  　・　大　 　・　上　赤

資 を すること けでなく、 んな で 修理できる の か が められます

4 月 本・別館 機分 整  
全館
エレベータ点検【全館】
医療ガス研修会
防 委員会

5 月 中 ・消 器性能検査【3 】
本・別館、 業
クリ ック電 年 点検
ホルムアルデ ド 度 定　
消防設 機器点検【本・別館・ 】
エレベータ点検【全館】
総合防 　

   
6 月 動ドア総合点検

エチレンガス 定
エレベータ点検【全館】
コンセントプラグ点検

7 月 家 電設 点検
手術 消 器性能検査【2 】
エレベータ点検【全館】

   
8 月 別館ストレージタンク性能検査

化 ・ い ん量 定
ガス器 保 点検
エレベータ点検【全館】  

   
9 月 検査

エレベータ点検【全館】
 

10 月 熱交換器、分 整
全館

動ドア総合点検
エレベータ点検【全館】
防 委員会

11 月 本館 2 イラー性能検査

ホルムアルデ ド 度 定
消防設 総合点検【本・別館・ 】
ガス器 保 点検
本・別館 機分 整
総合防
エレベータ点検【全館】  

12 月 本館 1 イラー性能検査
エレベータ点検【全館】
コンセントプラグ点検
手術  消 ・ 浄度 定
高圧 治療 点検

1 月 医療ガス設 保 点検【本・別館・ 】
エレベータ点検【全館】   

2 月 本館ストレージタンク性能検査
本・別館電 年 点検

化 ・ い ん量 定
エレベータ点検【全館】

検査
動ドア総合点検   

3 月 C 設 検査
ガス器 保 点検
エレベータ点検【全館】

調機点検
医療 安全管理委員会
在 管理 
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給水使用量合計【㎥】 

表

4月

2,688

858

219

3,765

5月

2,688

956

219

3,863

6月

3,180

956

242

4,378

7月

3,180

1,036

243

4,459

8月

3,226

1,037

227

4,490

9月

3,226

930

227

4,383

10月

2,764

931

223

3,918

11月

2,764

850

223

3,837

12月

2,762

850

213

3,825

1月

2,762

843

214

3,819

2月

2,870

843

213

3,926

3月

2,870

1,957

214

5,041

合　

34,980

12,047

2,677

49,704

給 使用量

本　館

別　館

クリ ック

合

【 】

H27 H27

4月

150,264

75,048

44,172

269,484

5月

151,608

72,768

43,056

267,432

6月

163,968

80,604

45,198

289,770

7月

175,584

86,208

47,634

309,426

8月

207,816

103,056

53,520

364,392

9月

216,252

107,508

55,248

379,008

10月

182,796

91,128

47,340

321,264

11月

165,948

78,888

46,476

291,312

12月

146,508

70,464

41,814

258,786

1月

147,768

74,868

43,440

266,076

2月

150,180

80,136

45,246

275,562

3月

143,376

74,220

43,866

261,426

合　

2,002,068

994,896

557,010

3,553,938

使用電 量

本　館

別　館

クリ ック

合

表

使用電 量【kW 】
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全館使用電力量【kWh】 
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4月

10,738

5月

11,685

6月

11,339

7月

12,636

8月

12,566

9月

13,815

10月

14,766

11月

10,830

12月

10,183

1月

12,681

2月

11,107

3月

10,922

合　

143,268使用量

表
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報告 報告

課長 田 中

施設課

　 課 、病院全体の施設の管理を行 部署で、24 体制で業務を行っています

　病院の理念、基本 、 に って 課 を 年設定し 成できるよ に業務を推進しています

　また、病院で活動する全ての に安全で快 な を するために 、設 のメンテナンスをサポー

トしています 老 化した 、設 に対して に修理・ 新の手 をするの で なく、運営 や

対 を考 した、 な修 の策定 っています また東日本大 、大規 に 、
の機能不全に ることがないよ 、日常の点検業務・修 に んでいます
  

　　1・2 イラー技士、第 1・2 種電 工事士、危 い、 機、防 管理者等の 資 者

田　中　・　米　 　・　佐  　・　山　 　・　小  　・　大　 　・　上　赤

資 を すること けでなく、 んな で 修理できる の か が められます

4 月 本・別館 機分 整  
全館
エレベータ点検【全館】
医療ガス研修会
防 委員会

5 月 中 ・消 器性能検査【3 】
本・別館、 業
クリ ック電 年 点検
ホルムアルデ ド 度 定　
消防設 機器点検【本・別館・ 】
エレベータ点検【全館】
総合防 　

   
6 月 動ドア総合点検

エチレンガス 定
エレベータ点検【全館】
コンセントプラグ点検

7 月 家 電設 点検
手術 消 器性能検査【2 】
エレベータ点検【全館】

   
8 月 別館ストレージタンク性能検査

化 ・ い ん量 定
ガス器 保 点検
エレベータ点検【全館】  

   
9 月 検査

エレベータ点検【全館】
 

10 月 熱交換器、分 整
全館

動ドア総合点検
エレベータ点検【全館】
防 委員会

11 月 本館 2 イラー性能検査

ホルムアルデ ド 度 定
消防設 総合点検【本・別館・ 】
ガス器 保 点検
本・別館 機分 整
総合防
エレベータ点検【全館】  

12 月 本館 1 イラー性能検査
エレベータ点検【全館】
コンセントプラグ点検
手術  消 ・ 浄度 定
高圧 治療 点検

1 月 医療ガス設 保 点検【本・別館・ 】
エレベータ点検【全館】   

2 月 本館ストレージタンク性能検査
本・別館電 年 点検

化 ・ い ん量 定
エレベータ点検【全館】

検査
動ドア総合点検   

3 月 C 設 検査
ガス器 保 点検
エレベータ点検【全館】

調機点検
医療 安全管理委員会
在 管理 
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給水使用量合計【㎥】 

表

4月

2,688

858

219

3,765

5月

2,688

956

219

3,863

6月

3,180

956

242

4,378

7月

3,180

1,036

243

4,459

8月

3,226

1,037

227

4,490

9月

3,226

930

227

4,383

10月

2,764

931

223

3,918

11月

2,764

850

223

3,837

12月

2,762

850

213

3,825

1月

2,762

843

214

3,819

2月

2,870

843

213

3,926

3月

2,870

1,957

214

5,041

合　

34,980

12,047

2,677

49,704

給 使用量

本　館

別　館

クリ ック

合

【 】

H27 H27

4月

150,264

75,048

44,172

269,484

5月

151,608

72,768

43,056

267,432

6月

163,968

80,604

45,198

289,770

7月

175,584

86,208

47,634

309,426

8月

207,816

103,056

53,520

364,392

9月

216,252

107,508

55,248

379,008

10月

182,796

91,128

47,340

321,264

11月

165,948

78,888

46,476

291,312

12月

146,508

70,464

41,814

258,786

1月

147,768

74,868

43,440

266,076

2月

150,180

80,136

45,246

275,562

3月

143,376

74,220

43,866

261,426

合　

2,002,068

994,896

557,010

3,553,938

使用電 量

本　館

別　館

クリ ック

合

表

使用電 量【kW 】
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4月

10,738

5月

11,685

6月

11,339

7月

12,636

8月

12,566

9月

13,815

10月

14,766

11月

10,830

12月

10,183

1月

12,681

2月

11,107

3月

10,922

合　

143,268使用量
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課長 上 平 田 美

栄養管理部

（平成 28 年 4 月 1 日現在）

管理栄養士 11 名、NST 専従管理栄養士 1名、栄養士 8名

調理師 5名、調理員 12 名、 浄パート 4名、 浄部門（委託）8名　　　合 49 名

（平成 28 年 5 月現在）

・病 栄養専門師 定 上平田美 　 子　 美　田中美 　染川 美

・ サポートチーム専門療養士 定 上平田美 　 子

・ コーディネーター 定　　 上平田美 　 子

・ 病療養指導士 定　　　　　　　 上平田美 　 美　染川 美

・がん病栄養 専門師 定　　　　　　 上平田美 　 美

・ 定褥瘡管理栄養士　　　　　　　　 子

・健 運動療指導士 定　　　　　　　 美

・特定保健従事者 定　　　　　　　　 子

　今年度 、平成 28 年 4 月 1 日から 営式給食管理へ 行するに た 、給食管理の見 しを中 に実施 衛

生や食味に考 した食 調 及び人員管理について を行いました また、管理栄養士による病 活動の

を とし、 チーム活動（外科・呼吸器・回 リハへのカンフ レンス参加、緩和ケア回診・ 外科回診・

内科回診・ ケア回診）への参加を行い、患者 の状 、栄養状 の 改 や食事対応の 実を

職種と協働して行い、患者理 と栄養介 へ繋 るよ しました 栄養指導において 、 介 を

行 ためベッドサイド指導や 病教 での集 指導活動、外 への栄養指導 の推進を行いました

　地域向けの活動として、一 市民向けの講習会や健 での食事 や栄養指導、在宅褥瘡に携 る専門

スタッフへの講演、1 小児 病患者会やサマーキ ンプでの ランティア活動の 、がん患者の会（ っ

とサロン今給 ）での講習会を行いました

き き衛生 に した食事 、患者 の栄養管理や栄養指導の実施、アンケート調査 を反 した食

事内 の 実、 急 院に対応する食事 、治療食への対応な に し、「安 ・安全で れる給食」を

指し、給食スタッフ一丸とな ました

　平成 27 年度の指導実 、 院 3,123 （ 年度 86 7 ）、今給 総合病院外 栄養指導 192 （ 年度

151 ） 和会クリ ック外 栄養指導 200 （ 年度 166 7 ）、合 3,337 （ 年度 90 6 1）で

した（疾患別内 1参 、 1 栄養指導 定・ 定を む実施 ）

　食習 に起 する栄養指導（高血圧・ 疾患・ 病・ ・ 質 常症・ ） 2,712 、全体の

76 7 を める とな ました 今年度 、給食部門の 営化 の 、 院患者 への栄養指導実施

が 2月から 3月で大 に減少する （ 2参 ）とな ましたが、外 及び 和会クリ ックからの外 指

導 、い れ 加 向に 、外 診 の栄養指導の 性 れてきた で ると考え

てお ます き き 実した活動と分か やすい栄養指導を とし、指導技術の向上を 指し、 定資

の に向けた やスキル向上に んで参 たいと います

活動 報告

入
平成 27 年 8 月 31 日～ 9月 4日　 大学 大学部食 栄養学科 2年
 臨地・校外実習（病院給食実習） 1 名
平成 28 年 3 月 7 日～ 3月 18 日　九州 子大学　家 学部　栄養学科　3年
 臨地実習（ ）校外実習 1 名

研修講
平成27年9月16日・9月24日・9月28日・9月29日 40 　 看護師5名（院外2名、院外3名）

平成 28 年 1 月 26 日　鹿児島生協病院見学  医師 1名、薬剤師 1名、栄養士 1名 

入
平成 26 年 11 月 12 日「病院における栄養士の役 」「給食体 」 鹿児島県立東高校　 通科 2 名
平成 27 年 7 月 8 日「病院における栄養士の役 」「給食体 」
 鹿児島 西高校　トータルエステティック科　2名、フ ッションデザイン科　1名
平成 27 年 11 月 18 日「病院における栄養士の役 」「給食体 」 鹿児島東高校 通科　1年　2名
平成 28 年 2 月 2 日「病院における栄養士の役 」「給食体 」  館高校　 通科　2年　2名

院 の公
平成 27 年 5 月 23 日　　「 んなでいきいき健 まつ 」
 栄養相談及び食事 　栄養相談コーナー・食事
  協 スタッフ　上平田、 、田中、染川、 、 、 平
  日 医療食 　大西、中 、上平田（ ）
平成 27 年 7 月 5 日　 がん患者サロン　「 っとサロン今給 」ミ 会
　 「 血を予防しよ 」　 講師　田中美
平成 27 年 8 月 22 日  上町 るっきん 　シルミル「メディカルコース」
 「 卒中を予防しよ ～減塩レシ を体 」 講師　上平田美

院 講師活動
平成 27 年 8 月 9 日 鹿児島県栄養士会　「連携した栄養管理」 講師　 子
平成 28 年 3 月 19 日 在宅褥瘡セミナー「栄養管理」　　　　　 講師　 子

院 表活動
平成 27 年 8 月 1 日　鹿児島県看護協会ネスレ日本（株）共催研修会
 「消化吸 に した 腸栄養剤の選 」 　 表者　 子

院 活動
平成 27 年 8 月 7 日～ 9日　第 46 回鹿児島小児 病サマーキ ンプ 美　 平
平成 27 年 12 月 6 日　 1 病 くらん の会　運営補助 上平田美 　 美

研修会への参加
平成 27 年 10 月 24 日　 A AT（栄養士会　 支援チーム）研修 上平田美

院 研修会参加

その他、研修会 会参加
平成26年4月19日　 研究会（鹿児島） 田中美
平成27年4月22日 リハビリテーション栄養　今とこれからを考える　
 子、染川 美、 美、 子、 平 、 田 、松 やか、
 理恵
平成27年5月27日 平成27年度公 社 法人　鹿児島県栄養士会定 社員総会 松 やか
平成27年5月30日31日 第15回新生児栄養フォーラム 田
平成27年6月6日　 第20回鹿児島 病スタッフセミナー　　　　　　 上平田美 、 美
平成27年6月13日　 第12回鹿児島NST研究会　　　　　 上平田美 、 子、染川 美
平成27年6月20日　 第11回ぴくるすの会研究会　　　　　 上平田美 、 子、 美
平成27年6月28日　 平成27年度日本病 栄養学会 催セミナー　　　 田中美 、染川 美
平成27年7月5日　 鹿児島県栄養士会　平成27年度第2回研修会　　　　　　　　　 染川 美
平成27年7月21日　 第5回 病医療連携体制講習会　　　　　　　　 美、 平
平成27年8月1日　 鹿児島県看護協会・ネスレ日本（株）共催研修会 上平田美 、 子
平成27年8月9日　 鹿児島県栄養士会第4回生 教育研修会　　　 染川 美、 平
平成27年9月6日 鹿児島県栄養士会第5回生 教育研修会　　　　　 染川 美、 美
平成27年8月7日 第46回鹿児島小児 病サマーキ ンプ　　　　 美、 平
平成27年8月17日 ウィズガス食フォーラム2015 松 やか
平成27年8月27日　 株式会社南給特別講演　美味しい病院食 ～とくに高血圧と塩分について～ 上平田美
平成27年8月28日 鹿児島県リハビリテーション栄養セミナー　

田中美 、 美、 子、 平
平成27年9月8日 第2回関係職種技術向上のための研修会　 平 、 田 、松 やか
平成27年10月9日 スマイルケア食についての研修会　

上平田美 、田中美 、 美、 平 、 田 、松 やか
平成27年10月13日 平成27年度　給食施設従事者研修会 内 和
平成27年10月13日 第58回鹿児島栄養代 研究会　　 染川 美、 美
平成27年10月14日 第3回関係職種技術向上のための研修会　　　　 染川 美、 美
平成27年10月17日 運動器の10年・骨と関節の日県民公開講座　　　　 染川 美
平成27年10月24日 第11回鹿児島摂食嚥下リハビリテーション研究会 子
平成27年10月24日 姶良・伊佐地域振興局管内給食施設連絡協議会研修会　 平
平成27年10月25日 鹿児島県栄養士会第6回生 教育研修会　　　　　　　　　　 染川 美
平成27年10月27日 ネスレセミナーin鹿児島 　　　　　　　　　　　　　　 染川 美、 美
平成27年11月11日 平成27年度 第2回鹿児島県肝疾患診療連携ネットワーク研修会

　上平田美 、 子、田中美
平成27年12月6日 第1回鹿児島1 病セミナー　　　　　　　　　　　　　　 美
平成28年1月9日10日 第19回日本病 栄養学会年 学術集会　　　　　　　　　 田中美
平成28年2月25日26日 第31回日本 腸栄養学会年 学術集会　　　　　 子
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報告 報告

課長 上 平 田 美

栄養管理部

（平成 28 年 4 月 1 日現在）

管理栄養士 11 名、NST 専従管理栄養士 1名、栄養士 8名

調理師 5名、調理員 12 名、 浄パート 4名、 浄部門（委託）8名　　　合 49 名

（平成 28 年 5 月現在）

・病 栄養専門師 定 上平田美 　 子　 美　田中美 　染川 美

・ サポートチーム専門療養士 定 上平田美 　 子

・ コーディネーター 定　　 上平田美 　 子

・ 病療養指導士 定　　　　　　　 上平田美 　 美　染川 美

・がん病栄養 専門師 定　　　　　　 上平田美 　 美

・ 定褥瘡管理栄養士　　　　　　　　 子

・健 運動療指導士 定　　　　　　　 美

・特定保健従事者 定　　　　　　　　 子

　今年度 、平成 28 年 4 月 1 日から 営式給食管理へ 行するに た 、給食管理の見 しを中 に実施 衛

生や食味に考 した食 調 及び人員管理について を行いました また、管理栄養士による病 活動の

を とし、 チーム活動（外科・呼吸器・回 リハへのカンフ レンス参加、緩和ケア回診・ 外科回診・

内科回診・ ケア回診）への参加を行い、患者 の状 、栄養状 の 改 や食事対応の 実を

職種と協働して行い、患者理 と栄養介 へ繋 るよ しました 栄養指導において 、 介 を

行 ためベッドサイド指導や 病教 での集 指導活動、外 への栄養指導 の推進を行いました

　地域向けの活動として、一 市民向けの講習会や健 での食事 や栄養指導、在宅褥瘡に携 る専門

スタッフへの講演、1 小児 病患者会やサマーキ ンプでの ランティア活動の 、がん患者の会（ っ

とサロン今給 ）での講習会を行いました

き き衛生 に した食事 、患者 の栄養管理や栄養指導の実施、アンケート調査 を反 した食

事内 の 実、 急 院に対応する食事 、治療食への対応な に し、「安 ・安全で れる給食」を

指し、給食スタッフ一丸とな ました

　平成 27 年度の指導実 、 院 3,123 （ 年度 86 7 ）、今給 総合病院外 栄養指導 192 （ 年度

151 ） 和会クリ ック外 栄養指導 200 （ 年度 166 7 ）、合 3,337 （ 年度 90 6 1）で

した（疾患別内 1参 、 1 栄養指導 定・ 定を む実施 ）

　食習 に起 する栄養指導（高血圧・ 疾患・ 病・ ・ 質 常症・ ） 2,712 、全体の

76 7 を める とな ました 今年度 、給食部門の 営化 の 、 院患者 への栄養指導実施

が 2月から 3月で大 に減少する （ 2参 ）とな ましたが、外 及び 和会クリ ックからの外 指

導 、い れ 加 向に 、外 診 の栄養指導の 性 れてきた で ると考え

てお ます き き 実した活動と分か やすい栄養指導を とし、指導技術の向上を 指し、 定資

の に向けた やスキル向上に んで参 たいと います

活動 報告

入
平成 27 年 8 月 31 日～ 9月 4日　 大学 大学部食 栄養学科 2年
 臨地・校外実習（病院給食実習） 1 名
平成 28 年 3 月 7 日～ 3月 18 日　九州 子大学　家 学部　栄養学科　3年
 臨地実習（ ）校外実習 1 名

研修講
平成27年9月16日・9月24日・9月28日・9月29日 40 　 看護師5名（院外2名、院外3名）

平成 28 年 1 月 26 日　鹿児島生協病院見学  医師 1名、薬剤師 1名、栄養士 1名 

入
平成 26 年 11 月 12 日「病院における栄養士の役 」「給食体 」 鹿児島県立東高校　 通科 2 名
平成 27 年 7 月 8 日「病院における栄養士の役 」「給食体 」
 鹿児島 西高校　トータルエステティック科　2名、フ ッションデザイン科　1名
平成 27 年 11 月 18 日「病院における栄養士の役 」「給食体 」 鹿児島東高校 通科　1年　2名
平成 28 年 2 月 2 日「病院における栄養士の役 」「給食体 」  館高校　 通科　2年　2名

院 の公
平成 27 年 5 月 23 日　　「 んなでいきいき健 まつ 」
 栄養相談及び食事 　栄養相談コーナー・食事
  協 スタッフ　上平田、 、田中、染川、 、 、 平
  日 医療食 　大西、中 、上平田（ ）
平成 27 年 7 月 5 日　 がん患者サロン　「 っとサロン今給 」ミ 会
　 「 血を予防しよ 」　 講師　田中美
平成 27 年 8 月 22 日  上町 るっきん 　シルミル「メディカルコース」
 「 卒中を予防しよ ～減塩レシ を体 」 講師　上平田美

院 講師活動
平成 27 年 8 月 9 日 鹿児島県栄養士会　「連携した栄養管理」 講師　 子
平成 28 年 3 月 19 日 在宅褥瘡セミナー「栄養管理」　　　　　 講師　 子

院 表活動
平成 27 年 8 月 1 日　鹿児島県看護協会ネスレ日本（株）共催研修会
 「消化吸 に した 腸栄養剤の選 」 　 表者　 子

院 活動
平成 27 年 8 月 7 日～ 9日　第 46 回鹿児島小児 病サマーキ ンプ 美　 平
平成 27 年 12 月 6 日　 1 病 くらん の会　運営補助 上平田美 　 美

研修会への参加
平成 27 年 10 月 24 日　 A AT（栄養士会　 支援チーム）研修 上平田美

院 研修会参加

その他、研修会 会参加
平成26年4月19日　 研究会（鹿児島） 田中美
平成27年4月22日 リハビリテーション栄養　今とこれからを考える　
 子、染川 美、 美、 子、 平 、 田 、松 やか、
 理恵
平成27年5月27日 平成27年度公 社 法人　鹿児島県栄養士会定 社員総会 松 やか
平成27年5月30日31日 第15回新生児栄養フォーラム 田
平成27年6月6日　 第20回鹿児島 病スタッフセミナー　　　　　　 上平田美 、 美
平成27年6月13日　 第12回鹿児島NST研究会　　　　　 上平田美 、 子、染川 美
平成27年6月20日　 第11回ぴくるすの会研究会　　　　　 上平田美 、 子、 美
平成27年6月28日　 平成27年度日本病 栄養学会 催セミナー　　　 田中美 、染川 美
平成27年7月5日　 鹿児島県栄養士会　平成27年度第2回研修会　　　　　　　　　 染川 美
平成27年7月21日　 第5回 病医療連携体制講習会　　　　　　　　 美、 平
平成27年8月1日　 鹿児島県看護協会・ネスレ日本（株）共催研修会 上平田美 、 子
平成27年8月9日　 鹿児島県栄養士会第4回生 教育研修会　　　 染川 美、 平
平成27年9月6日 鹿児島県栄養士会第5回生 教育研修会　　　　　 染川 美、 美
平成27年8月7日 第46回鹿児島小児 病サマーキ ンプ　　　　 美、 平
平成27年8月17日 ウィズガス食フォーラム2015 松 やか
平成27年8月27日　 株式会社南給特別講演　美味しい病院食 ～とくに高血圧と塩分について～ 上平田美
平成27年8月28日 鹿児島県リハビリテーション栄養セミナー　

田中美 、 美、 子、 平
平成27年9月8日 第2回関係職種技術向上のための研修会　 平 、 田 、松 やか
平成27年10月9日 スマイルケア食についての研修会　

上平田美 、田中美 、 美、 平 、 田 、松 やか
平成27年10月13日 平成27年度　給食施設従事者研修会 内 和
平成27年10月13日 第58回鹿児島栄養代 研究会　　 染川 美、 美
平成27年10月14日 第3回関係職種技術向上のための研修会　　　　 染川 美、 美
平成27年10月17日 運動器の10年・骨と関節の日県民公開講座　　　　 染川 美
平成27年10月24日 第11回鹿児島摂食嚥下リハビリテーション研究会 子
平成27年10月24日 姶良・伊佐地域振興局管内給食施設連絡協議会研修会　 平
平成27年10月25日 鹿児島県栄養士会第6回生 教育研修会　　　　　　　　　　 染川 美
平成27年10月27日 ネスレセミナーin鹿児島 　　　　　　　　　　　　　　 染川 美、 美
平成27年11月11日 平成27年度 第2回鹿児島県肝疾患診療連携ネットワーク研修会

　上平田美 、 子、田中美
平成27年12月6日 第1回鹿児島1 病セミナー　　　　　　　　　　　　　　 美
平成28年1月9日10日 第19回日本病 栄養学会年 学術集会　　　　　　　　　 田中美
平成28年2月25日26日 第31回日本 腸栄養学会年 学術集会　　　　　 子
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報告 報告

活動 報告

入
平成 27 年 8 月 31 日～ 9月 4日　 大学 大学部食 栄養学科 2年
 臨地・校外実習（病院給食実習） 1 名
平成 28 年 3 月 7 日～ 3月 18 日　九州 子大学　家 学部　栄養学科　3年
 臨地実習（ ）校外実習 1 名

研修講
平成27年9月16日・9月24日・9月28日・9月29日 40 　 看護師5名（院外2名、院外3名）

平成 28 年 1 月 26 日　鹿児島生協病院見学  医師 1名、薬剤師 1名、栄養士 1名 

入
平成 26 年 11 月 12 日「病院における栄養士の役 」「給食体 」 鹿児島県立東高校　 通科 2 名
平成 27 年 7 月 8 日「病院における栄養士の役 」「給食体 」
 鹿児島 西高校　トータルエステティック科　2名、フ ッションデザイン科　1名
平成 27 年 11 月 18 日「病院における栄養士の役 」「給食体 」 鹿児島東高校 通科　1年　2名
平成 28 年 2 月 2 日「病院における栄養士の役 」「給食体 」  館高校　 通科　2年　2名

院 の公
平成 27 年 5 月 23 日　　「 んなでいきいき健 まつ 」
 栄養相談及び食事 　栄養相談コーナー・食事
  協 スタッフ　上平田、 、田中、染川、 、 、 平
  日 医療食 　大西、中 、上平田（ ）
平成 27 年 7 月 5 日　 がん患者サロン　「 っとサロン今給 」ミ 会
　 「 血を予防しよ 」　 講師　田中美
平成 27 年 8 月 22 日  上町 るっきん 　シルミル「メディカルコース」
 「 卒中を予防しよ ～減塩レシ を体 」 講師　上平田美

院 講師活動
平成 27 年 8 月 9 日 鹿児島県栄養士会　「連携した栄養管理」 講師　 子
平成 28 年 3 月 19 日 在宅褥瘡セミナー「栄養管理」　　　　　 講師　 子

院 表活動
平成 27 年 8 月 1 日　鹿児島県看護協会ネスレ日本（株）共催研修会
 「消化吸 に した 腸栄養剤の選 」 　 表者　 子

院 活動
平成 27 年 8 月 7 日～ 9日　第 46 回鹿児島小児 病サマーキ ンプ 美　 平
平成 27 年 12 月 6 日　 1 病 くらん の会　運営補助 上平田美 　 美

研修会への参加
平成 27 年 10 月 24 日　 A AT（栄養士会　 支援チーム）研修 上平田美

院 研修会参加

その他、研修会 会参加
平成26年4月19日　 研究会（鹿児島） 田中美
平成27年4月22日 リハビリテーション栄養　今とこれからを考える　
 子、染川 美、 美、 子、 平 、 田 、松 やか、
 理恵
平成27年5月27日 平成27年度公 社 法人　鹿児島県栄養士会定 社員総会 松 やか
平成27年5月30日31日 第15回新生児栄養フォーラム 田
平成27年6月6日　 第20回鹿児島 病スタッフセミナー　　　　　　 上平田美 、 美
平成27年6月13日　 第12回鹿児島NST研究会　　　　　 上平田美 、 子、染川 美
平成27年6月20日　 第11回ぴくるすの会研究会　　　　　 上平田美 、 子、 美
平成27年6月28日　 平成27年度日本病 栄養学会 催セミナー　　　 田中美 、染川 美
平成27年7月5日　 鹿児島県栄養士会　平成27年度第2回研修会　　　　　　　　　 染川 美
平成27年7月21日　 第5回 病医療連携体制講習会　　　　　　　　 美、 平
平成27年8月1日　 鹿児島県看護協会・ネスレ日本（株）共催研修会 上平田美 、 子
平成27年8月9日　 鹿児島県栄養士会第4回生 教育研修会　　　 染川 美、 平
平成27年9月6日 鹿児島県栄養士会第5回生 教育研修会　　　　　 染川 美、 美
平成27年8月7日 第46回鹿児島小児 病サマーキ ンプ　　　　 美、 平
平成27年8月17日 ウィズガス食フォーラム2015 松 やか
平成27年8月27日　 株式会社南給特別講演　美味しい病院食 ～とくに高血圧と塩分について～ 上平田美
平成27年8月28日 鹿児島県リハビリテーション栄養セミナー　

田中美 、 美、 子、 平
平成27年9月8日 第2回関係職種技術向上のための研修会　 平 、 田 、松 やか
平成27年10月9日 スマイルケア食についての研修会　

上平田美 、田中美 、 美、 平 、 田 、松 やか
平成27年10月13日 平成27年度　給食施設従事者研修会 内 和
平成27年10月13日 第58回鹿児島栄養代 研究会　　 染川 美、 美
平成27年10月14日 第3回関係職種技術向上のための研修会　　　　 染川 美、 美
平成27年10月17日 運動器の10年・骨と関節の日県民公開講座　　　　 染川 美
平成27年10月24日 第11回鹿児島摂食嚥下リハビリテーション研究会 子
平成27年10月24日 姶良・伊佐地域振興局管内給食施設連絡協議会研修会　 平
平成27年10月25日 鹿児島県栄養士会第6回生 教育研修会　　　　　　　　　　 染川 美
平成27年10月27日 ネスレセミナーin鹿児島 　　　　　　　　　　　　　　 染川 美、 美
平成27年11月11日 平成27年度 第2回鹿児島県肝疾患診療連携ネットワーク研修会

　上平田美 、 子、田中美
平成27年12月6日 第1回鹿児島1 病セミナー　　　　　　　　　　　　　　 美
平成28年1月9日10日 第19回日本病 栄養学会年 学術集会　　　　　　　　　 田中美
平成28年2月25日26日 第31回日本 腸栄養学会年 学術集会　　　　　 子

中 幸 子

診療情報管理部

　 院 、診療 管理体制加 を 定してお 、また 病院・地域がん診療連携拠点病院に 定 れ

ていることから、 的な診療情報の質的向上を 的に診療情報管理部を め病院全体で んでいます

今年度 、サマリー 成 および手術 日 内の および診療 査による診療 の質の

向上を とし んで参 ましたので、 の実 を報 いたします

２

日 内（ 週 ） 成 　86 0

の

診療 報  
中  

 
 当院 、診療録 体 加 してお 、ま 病院・地域がん診療連携拠点病院に ている

と 、 的な診療 報の 的 上 目的に診療 報 病院全体 取 ん います  
今年度 、サ リー 成 および手術記録 日 内の記 および診療録 による診療録の の 上

目標とし取 ん 参 まし の 、その実績 報告い します 
 
サ リー 成  

27 年度全体  
日 内（ 間） 成  .    

日 内（ 間） 成  .  

 
手術記録 時間 内の記  

27 年度全体 .  

 

院患者 の

診療 報  
中  

 
 当院 、診療録 体 加 してお 、ま 病院・地域がん診療連携拠点病院に ている

と 、 的な診療 報の 的 上 目的に診療 報 病院全体 取 ん います  
今年度 、サ リー 成 および手術記録 日 内の記 および診療録 による診療録の の 上

目標とし取 ん 参 まし の 、その実績 報告い します 
 
サ リー 成  

27 年度全体  
日 内（ 間） 成  .    

日 内（ 間） 成  .  

 
手術記録 時間 内の記  

27 年度全体 .  

 

患者 の
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報告 報告

活動 報告

入
平成 27 年 8 月 31 日～ 9月 4日　 大学 大学部食 栄養学科 2年
 臨地・校外実習（病院給食実習） 1 名
平成 28 年 3 月 7 日～ 3月 18 日　九州 子大学　家 学部　栄養学科　3年
 臨地実習（ ）校外実習 1 名

研修講
平成27年9月16日・9月24日・9月28日・9月29日 40 　 看護師5名（院外2名、院外3名）

平成 28 年 1 月 26 日　鹿児島生協病院見学  医師 1名、薬剤師 1名、栄養士 1名 

入
平成 26 年 11 月 12 日「病院における栄養士の役 」「給食体 」 鹿児島県立東高校　 通科 2 名
平成 27 年 7 月 8 日「病院における栄養士の役 」「給食体 」
 鹿児島 西高校　トータルエステティック科　2名、フ ッションデザイン科　1名
平成 27 年 11 月 18 日「病院における栄養士の役 」「給食体 」 鹿児島東高校 通科　1年　2名
平成 28 年 2 月 2 日「病院における栄養士の役 」「給食体 」  館高校　 通科　2年　2名

院 の公
平成 27 年 5 月 23 日　　「 んなでいきいき健 まつ 」
 栄養相談及び食事 　栄養相談コーナー・食事
  協 スタッフ　上平田、 、田中、染川、 、 、 平
  日 医療食 　大西、中 、上平田（ ）
平成 27 年 7 月 5 日　 がん患者サロン　「 っとサロン今給 」ミ 会
　 「 血を予防しよ 」　 講師　田中美
平成 27 年 8 月 22 日  上町 るっきん 　シルミル「メディカルコース」
 「 卒中を予防しよ ～減塩レシ を体 」 講師　上平田美

院 講師活動
平成 27 年 8 月 9 日 鹿児島県栄養士会　「連携した栄養管理」 講師　 子
平成 28 年 3 月 19 日 在宅褥瘡セミナー「栄養管理」　　　　　 講師　 子

院 表活動
平成 27 年 8 月 1 日　鹿児島県看護協会ネスレ日本（株）共催研修会
 「消化吸 に した 腸栄養剤の選 」 　 表者　 子

院 活動
平成 27 年 8 月 7 日～ 9日　第 46 回鹿児島小児 病サマーキ ンプ 美　 平
平成 27 年 12 月 6 日　 1 病 くらん の会　運営補助 上平田美 　 美

研修会への参加
平成 27 年 10 月 24 日　 A AT（栄養士会　 支援チーム）研修 上平田美

院 研修会参加

その他、研修会 会参加
平成26年4月19日　 研究会（鹿児島） 田中美
平成27年4月22日 リハビリテーション栄養　今とこれからを考える　
 子、染川 美、 美、 子、 平 、 田 、松 やか、
 理恵
平成27年5月27日 平成27年度公 社 法人　鹿児島県栄養士会定 社員総会 松 やか
平成27年5月30日31日 第15回新生児栄養フォーラム 田
平成27年6月6日　 第20回鹿児島 病スタッフセミナー　　　　　　 上平田美 、 美
平成27年6月13日　 第12回鹿児島NST研究会　　　　　 上平田美 、 子、染川 美
平成27年6月20日　 第11回ぴくるすの会研究会　　　　　 上平田美 、 子、 美
平成27年6月28日　 平成27年度日本病 栄養学会 催セミナー　　　 田中美 、染川 美
平成27年7月5日　 鹿児島県栄養士会　平成27年度第2回研修会　　　　　　　　　 染川 美
平成27年7月21日　 第5回 病医療連携体制講習会　　　　　　　　 美、 平
平成27年8月1日　 鹿児島県看護協会・ネスレ日本（株）共催研修会 上平田美 、 子
平成27年8月9日　 鹿児島県栄養士会第4回生 教育研修会　　　 染川 美、 平
平成27年9月6日 鹿児島県栄養士会第5回生 教育研修会　　　　　 染川 美、 美
平成27年8月7日 第46回鹿児島小児 病サマーキ ンプ　　　　 美、 平
平成27年8月17日 ウィズガス食フォーラム2015 松 やか
平成27年8月27日　 株式会社南給特別講演　美味しい病院食 ～とくに高血圧と塩分について～ 上平田美
平成27年8月28日 鹿児島県リハビリテーション栄養セミナー　

田中美 、 美、 子、 平
平成27年9月8日 第2回関係職種技術向上のための研修会　 平 、 田 、松 やか
平成27年10月9日 スマイルケア食についての研修会　

上平田美 、田中美 、 美、 平 、 田 、松 やか
平成27年10月13日 平成27年度　給食施設従事者研修会 内 和
平成27年10月13日 第58回鹿児島栄養代 研究会　　 染川 美、 美
平成27年10月14日 第3回関係職種技術向上のための研修会　　　　 染川 美、 美
平成27年10月17日 運動器の10年・骨と関節の日県民公開講座　　　　 染川 美
平成27年10月24日 第11回鹿児島摂食嚥下リハビリテーション研究会 子
平成27年10月24日 姶良・伊佐地域振興局管内給食施設連絡協議会研修会　 平
平成27年10月25日 鹿児島県栄養士会第6回生 教育研修会　　　　　　　　　　 染川 美
平成27年10月27日 ネスレセミナーin鹿児島 　　　　　　　　　　　　　　 染川 美、 美
平成27年11月11日 平成27年度 第2回鹿児島県肝疾患診療連携ネットワーク研修会

　上平田美 、 子、田中美
平成27年12月6日 第1回鹿児島1 病セミナー　　　　　　　　　　　　　　 美
平成28年1月9日10日 第19回日本病 栄養学会年 学術集会　　　　　　　　　 田中美
平成28年2月25日26日 第31回日本 腸栄養学会年 学術集会　　　　　 子

中 幸 子

診療情報管理部

　 院 、診療 管理体制加 を 定してお 、また 病院・地域がん診療連携拠点病院に 定 れ

ていることから、 的な診療情報の質的向上を 的に診療情報管理部を め病院全体で んでいます

今年度 、サマリー 成 および手術 日 内の および診療 査による診療 の質の

向上を とし んで参 ましたので、 の実 を報 いたします

２

日 内（ 週 ） 成 　86 0

の

診療 報  
中  

 
 当院 、診療録 体 加 してお 、ま 病院・地域がん診療連携拠点病院に ている

と 、 的な診療 報の 的 上 目的に診療 報 病院全体 取 ん います  
今年度 、サ リー 成 および手術記録 日 内の記 および診療録 による診療録の の 上

目標とし取 ん 参 まし の 、その実績 報告い します 
 
サ リー 成  

27 年度全体  
日 内（ 間） 成  .    

日 内（ 間） 成  .  

 
手術記録 時間 内の記  

27 年度全体 .  

 

院患者 の

診療 報  
中  

 
 当院 、診療録 体 加 してお 、ま 病院・地域がん診療連携拠点病院に ている

と 、 的な診療 報の 的 上 目的に診療 報 病院全体 取 ん います  
今年度 、サ リー 成 および手術記録 日 内の記 および診療録 による診療録の の 上

目標とし取 ん 参 まし の 、その実績 報告い します 
 
サ リー 成  

27 年度全体  
日 内（ 間） 成  .    

日 内（ 間） 成  .  

 
手術記録 時間 内の記  

27 年度全体 .  

 

患者 の
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報告 報告

（平成 27 年度 4月現在）

・ 中幸子　　 13 年 月 職　診療情報管理士・院内がん 実務 者・ コース 定

・ 丸 　　 20 年 月 職　診療情報管理士・院内がん 実務中 者・ コース 定

・新地 　　 20 年 月 職　診療情報管理士・院内がん 実務中 者・ コース 定

・小西 　　 22 年 8 月 職　診療情報管理士・ コース 定

・ 永理恵　　 22 年 9 月 職　診療情報管理士・院内がん 実務 者・ コース 定　

・塩山美 子　 25 年 4 月 職　診療情報管理士　

・ 原和代　　 10 年 8 月 職

・ 和代　　 17 年 3 月 職

・濵 　　 24 年 5 月 職

・ 　　 24 年 5 月 職

入

　・鹿児島キ リアデザイン専門学校（医療情報管理学科 年　 名） 2015 5 18 ～ 2015 5 29

　・ 生医療福祉専門学校　福 校（診療情報管理士科 年　 名）　　 2015 11 9 ～ 2015 12 4

　

入

　・医療法人 会　整 外科 病院（診療情報管理士 　 名）　　 2016 3 16

　

院 の公

　・鹿児島診療情報研究会　 ・ 薩ブロック会（参加者人 名）　 2016 2 27

講師

　・ 中幸子　鹿児島キ リアデザイン専門学校「 について」　　 2016 1 20

その他

　・ 中幸子　鹿児島キ リアデザイン専門学校　教育課 成委員会・学校関係者評 委員会　委員

院 研修会参加

・鹿児島診療情報管理研究会（鹿児島）

・鹿児島診療情報管理講習会（鹿児島）

・第 回　日本診療情報管理学会学術大会（ 山）

・院内がん 研修会（鹿児島大学病院）

・がん四部門研修会　（鹿児島大学病院）

・全国がん ・研修会（鹿児島県県 ）

・院内がん 　中 者研修会（東 　国立がんセンター）

・がん診療体制の質評 調査　改 管理ツール活用セミナー（東 ）

　　診療 検討委員会報 　参
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診 の で した 合 ：診 を行った診療科
治療を行った 合： 回治療を行った診療科

ら 行った 合 、治療をした診療科を と
しています
（例）消化器内科にて診 、外科にて治療
 　 　外科でカウント

院

がんの診 ・治療のため 院を 診した 路別
分 です

の な の な
１ １ の の そ

患者 の れている地域別分 です
市外で い に、薩摩川内市 5、 島市 25、
市 23、日 市 22、 の 島で 、種子島が 35

で 50 を めています

   

診 治療の決定：

院でがんの診 を行い、治療 を決定した症例

施設診 施設治療：
がんの診 施設で行 れ、 回治療を 院で行っ
た症例

治療･再 ：
施設にて 回治療後、 院にて 治療を行った症

例 しく 、 施設にて治療後、再 し、 院にて治
療を行った症例 

診 の の症例：
院でがんの診 を行ったが、治療 施設で行った 
しく 治療を選 しなかった症例

の ：セカンドオ オン症例 
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市内：鹿児島市内
市外：鹿児島市 外の鹿児島県（ 島 外）
島：鹿児島県の 島

県外：鹿児島県 外
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院 １
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報告 報告 報告 報告

（平成 27 年度 4月現在）

・ 中幸子　　 13 年 月 職　診療情報管理士・院内がん 実務 者・ コース 定

・ 丸 　　 20 年 月 職　診療情報管理士・院内がん 実務中 者・ コース 定

・新地 　　 20 年 月 職　診療情報管理士・院内がん 実務中 者・ コース 定

・小西 　　 22 年 8 月 職　診療情報管理士・ コース 定

・ 永理恵　　 22 年 9 月 職　診療情報管理士・院内がん 実務 者・ コース 定　

・塩山美 子　 25 年 4 月 職　診療情報管理士　

・ 原和代　　 10 年 8 月 職

・ 和代　　 17 年 3 月 職

・濵 　　 24 年 5 月 職

・ 　　 24 年 5 月 職

入

　・鹿児島キ リアデザイン専門学校（医療情報管理学科 年　 名） 2015 5 18 ～ 2015 5 29

　・ 生医療福祉専門学校　福 校（診療情報管理士科 年　 名）　　 2015 11 9 ～ 2015 12 4

　

入

　・医療法人 会　整 外科 病院（診療情報管理士 　 名）　　 2016 3 16

　

院 の公

　・鹿児島診療情報研究会　 ・ 薩ブロック会（参加者人 名）　 2016 2 27

講師

　・ 中幸子　鹿児島キ リアデザイン専門学校「 について」　　 2016 1 20

その他

　・ 中幸子　鹿児島キ リアデザイン専門学校　教育課 成委員会・学校関係者評 委員会　委員

院 研修会参加

・鹿児島診療情報管理研究会（鹿児島）

・鹿児島診療情報管理講習会（鹿児島）

・第 回　日本診療情報管理学会学術大会（ 山）

・院内がん 研修会（鹿児島大学病院）

・がん四部門研修会　（鹿児島大学病院）

・全国がん ・研修会（鹿児島県県 ）

・院内がん 　中 者研修会（東 　国立がんセンター）

・がん診療体制の質評 調査　改 管理ツール活用セミナー（東 ）

　　診療 検討委員会報 　参
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診 の で した 合 ：診 を行った診療科
治療を行った 合： 回治療を行った診療科

ら 行った 合 、治療をした診療科を と
しています
（例）消化器内科にて診 、外科にて治療
 　 　外科でカウント

院

がんの診 ・治療のため 院を 診した 路別
分 です

の な の な
１ １ の の そ

患者 の れている地域別分 です
市外で い に、薩摩川内市 5、 島市 25、
市 23、日 市 22、 の 島で 、種子島が 35

で 50 を めています

   

診 治療の決定：

院でがんの診 を行い、治療 を決定した症例

施設診 施設治療：
がんの診 施設で行 れ、 回治療を 院で行っ
た症例

治療･再 ：
施設にて 回治療後、 院にて 治療を行った症

例 しく 、 施設にて治療後、再 し、 院にて治
療を行った症例 

診 の の症例：
院でがんの診 を行ったが、治療 施設で行った 
しく 治療を選 しなかった症例

の ：セカンドオ オン症例 
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市内：鹿児島市内
市外：鹿児島市 外の鹿児島県（ 島 外）
島：鹿児島県の 島

県外：鹿児島県 外
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院 １
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報告 報告
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患者  

がん患者 の診 が こで行 れたかを診療科別で しています

患者

      

回治療として選 れた治療内 を診療科別で しています
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･ 患者

患者

の年代で のよ ながんが いかをグラフ化しています    
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報告 報告 報告 報告
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看護 部長 下 子

患者サポートチーム

患者サポート 創設4年 年よ 看護師 名が常 する体制 の 外 患者 の減少に

のなのか が減少している グラフ･表）

患者サポート体制 対応に加え、 週月 日に院長、事務長、クリ ック事務長、看護部長を め13名

の 、 られた事 に関連する部門に 参加を し、 や意見 に られた ま まな内 に対し

カンフ レンスを行なっている の 、月1回患者サービス委員会 開催 れ、カンフ レンスでの

内 の共 と を かっている

患者

今年度カンフ レンスで検討 れた な内 、 下の通 で る

【患者サポートカンフ レンス メンバー】
昇院長、 事務局長、 看護部長、原 相談支援センター長、 下 部長、中 師長、

医事課 、伊 患者サポート 専門 看護師 、田中施設課長、 田医療安全課課長、
濱田クリ ック事務長、川 田事務局長代理、 田 総務 課 、 田 HAL）

この か、これまで不定 実施や、一部の部門 けが行なってきた患者 度調査を今年度1月よ 、4
月に1度の体制で開 した

・職員 の 見 し
（通路等での会 に 人情報が まれていた事 ）
・別館大 に手す がない 整
・2東病 の 子トイレドアのビスの緩 に対する
指 す に修理・点検

・ 行器の点検について1回／月 定 的に点検を
行な （ いす、ストレッチ ー 同 ）

・本館 関から市道への の安全 保のための対
策（ 意 起テープ 付）

・医師の 改 について
・病 の 調改 について
・院内の病 内 の への修
・ 導 ･ 導 ･介助 の対応マ ュアルの見 し

・施設内 の検討
・ の検討
・ の の整 （ハンガーの設 ）
・病院食に対するご意見
・ホーム ージのメールフォームの活用について
・地下通路の 対策
・別館トイレの使用 のシグナル設
・ スキルアップの研修外部委託等の検討
　 部門ごとに研修
・外 患者の 呼 運用について
・ の運 技能向上について 外部機関にて
研修実施

4月

5月

6月

7月

8月

9月

10月

11月

12月

1月

2月

3月

総

月平均

患者

503

485

530

556

431

447

484

449

416

395

453

453

5,602

467

館内 内

522

492

570

579

439

485

536

490

428

423

484

498

5,946

496

医療相談

10

11

16

9

9

12

10

15

11

9

19

13

144

12

生活相談

1

1

1

1

0

2

0

0

3

0

0

0

9

1

療養相談

7

5

6

4

4

5

16

11

19

11

17

25

130

11

の

68

60

78

77

60

82

114

102

108

0

92

0

841

70

診療科相談

116

123

111

130

124

92

118

119

111

81

87

89

1,301

108

診サポート

245

223

236

200

176

166

220

184

200

153

176

163

2,342

195

会 サポート

0

1

0

0

2

1

0

0

3

0

1

0

8

1

患者 の２ ２ の

26 年度月平均

27 年度月平均

26 年 度 合

27 年 度 合

患者

490

467

5,875

5,602

館内 内

527

496

6,326

5,946

診サポート

242

195

2,908

2,342

会 サポート

0

1

4

8

診療科相談

134

108

1,604

1,301

医療相談

10

12

125

144

生活相談

0

1

2

9

療養相談

5

11

54

130

の

75

70

902

841
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12月 24日 
職員各位 

患者サービス委員会 

患者満足度調査について 

 
来年 1月より入院患者さまを対象に下記の要領で患者満足度調査を開始いたします。 
これまでの患者サービス委員会等でいくつかの部門から、設備、運用面についての項目も入れてほし

いという要望もございましたが、今回の調査では、これまで意見箱に多く寄せられた接遇に特化して

実施したいと思います。調査様式は末尾に添付しております。ご不明な点がございましたら、患者サ

ポート窓口（4060）または看護部岩下（4501）までご連絡下さい。 
 

実施要領 
◇開始・実施時期◇ 
H28年 1月より年 4回開始。調査時期は下記の 4回実施いたします。 
1月 1日～末日  4月 1日～末日  7月 1日～末日  10月 1日～末日 
 
◇配布対象・配布方法◇ 
入院患者全員、ただし同月複数回入院されている場合は 1回目の入院時のみ配布といたします。 
また対象患者が乳幼児や意識障害などご自分で回答できないケースは、ご家族にお配りし記入を 
お願いして下さい。 
配布時期は、退院決定後、各病棟にて配布をお願いいたします。 
 
◇回収方法◇ 
患者サポート窓口に回収箱を設置し、その箱に投函していただくように文書に記載しております。 
 
◇集計◇ 
患者サポート委員会のメンバーで分担いたします。 
 
◇結果◇ 
患者サポートカンファレンスにて検討し、患者サービス委員会でも公表し、 
共有をはかりたいと考えています。併せて院内掲示も予定しています。 
また、今後の接遇研修内容の参考資料として活用いたします。 

 

 

 

 

 

【患者 度調査票】
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看護 部長 下 子

患者サポートチーム

患者サポート 創設4年 年よ 看護師 名が常 する体制 の 外 患者 の減少に

のなのか が減少している グラフ･表）

患者サポート体制 対応に加え、 週月 日に院長、事務長、クリ ック事務長、看護部長を め13名

の 、 られた事 に関連する部門に 参加を し、 や意見 に られた ま まな内 に対し

カンフ レンスを行なっている の 、月1回患者サービス委員会 開催 れ、カンフ レンスでの

内 の共 と を かっている

患者

今年度カンフ レンスで検討 れた な内 、 下の通 で る

【患者サポートカンフ レンス メンバー】
昇院長、 事務局長、 看護部長、原 相談支援センター長、 下 部長、中 師長、

医事課 、伊 患者サポート 専門 看護師 、田中施設課長、 田医療安全課課長、
濱田クリ ック事務長、川 田事務局長代理、 田 総務 課 、 田 HAL）

この か、これまで不定 実施や、一部の部門 けが行なってきた患者 度調査を今年度1月よ 、4
月に1度の体制で開 した

・職員 の 見 し
（通路等での会 に 人情報が まれていた事 ）
・別館大 に手す がない 整
・2東病 の 子トイレドアのビスの緩 に対する
指 す に修理・点検

・ 行器の点検について1回／月 定 的に点検を
行な （ いす、ストレッチ ー 同 ）

・本館 関から市道への の安全 保のための対
策（ 意 起テープ 付）

・医師の 改 について
・病 の 調改 について
・院内の病 内 の への修
・ 導 ･ 導 ･介助 の対応マ ュアルの見 し

・施設内 の検討
・ の検討
・ の の整 （ハンガーの設 ）
・病院食に対するご意見
・ホーム ージのメールフォームの活用について
・地下通路の 対策
・別館トイレの使用 のシグナル設
・ スキルアップの研修外部委託等の検討
　 部門ごとに研修
・外 患者の 呼 運用について
・ の運 技能向上について 外部機関にて
研修実施
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12月 24日 
職員各位 

患者サービス委員会 

患者満足度調査について 

 
来年 1月より入院患者さまを対象に下記の要領で患者満足度調査を開始いたします。 
これまでの患者サービス委員会等でいくつかの部門から、設備、運用面についての項目も入れてほし

いという要望もございましたが、今回の調査では、これまで意見箱に多く寄せられた接遇に特化して

実施したいと思います。調査様式は末尾に添付しております。ご不明な点がございましたら、患者サ

ポート窓口（4060）または看護部岩下（4501）までご連絡下さい。 
 

実施要領 
◇開始・実施時期◇ 
H28年 1月より年 4回開始。調査時期は下記の 4回実施いたします。 
1月 1日～末日  4月 1日～末日  7月 1日～末日  10月 1日～末日 
 
◇配布対象・配布方法◇ 
入院患者全員、ただし同月複数回入院されている場合は 1回目の入院時のみ配布といたします。 
また対象患者が乳幼児や意識障害などご自分で回答できないケースは、ご家族にお配りし記入を 
お願いして下さい。 
配布時期は、退院決定後、各病棟にて配布をお願いいたします。 
 
◇回収方法◇ 
患者サポート窓口に回収箱を設置し、その箱に投函していただくように文書に記載しております。 
 
◇集計◇ 
患者サポート委員会のメンバーで分担いたします。 
 
◇結果◇ 
患者サポートカンファレンスにて検討し、患者サービス委員会でも公表し、 
共有をはかりたいと考えています。併せて院内掲示も予定しています。 
また、今後の接遇研修内容の参考資料として活用いたします。 

 

 

 

 

 

【患者 度調査票】
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事務局長 一

事務部

院

5月9日・10日 リレー・フォー・ライフ・ジ パンかごしま

5月18日～21日 職員健診 862名実施

5月23日 んなでイキイキ健 まつ  一 者310名 付

7月4日 リフレッシュ研修

8月20日 鹿児島県臨床研修病院見学ツアーAコース 県外医学生

10月24日・25日 がん診療に携 る医師のための緩和ケア研修会 10名参加

11月18日～20日 職員健診 388名実施

3月25日 社式

3月29日 新 職員研修～社会人としての え～

3月30日 新人職員研修～ 研修～ 

活動 活動 活動

月第一 日　病院 活動　 上20名 度で活動

6月24日 鹿児島県赤十字血液センター

 院リ アックセンター にて集 献血 25名実施

11月26日 鹿児島赤十字血液センター献血

 院リ アックセンター にて集 献血 17人実施
 
入院患者不在者投票

4月12日執行 鹿児島県議会議員選挙　不在者投票 16名実施

2月28日執行 東串良町長及び東串良町議会議員補欠選挙　不在者投票 1名実施

．

・へき地医療拠点病院運営 補助金

・医師臨床研修 等補助金

・がん診療連携拠点病院整 事業補助金 

・ 産 母子医療センター 

・病院内保育 運営補助事業

・産科医等 保支援事業補助金　　　　

その他の活動報告

乳がん検診  154名 付

乳がん検診  127名 付

子宮がん検診  137名 付

大腸がん検診  59名 付

低線量CT肺がん検診 62名 付

9月9日 傷病者 生事 救急 における電 連絡

8月6日 南九州地区洋上救急支援協議会 1名参加

9月9日 傷病者 生事 救急 における電 連絡

入

10月5日 産科退院患者による「おぎゃー献金」を日母おぎゃー献金基金へ献金 22,700円

12月28日 リレー・フォー・ライフかごしまへ募金  112,901円

11月28日 第4回九州・沖縄ブロック地域相談支援フォーラム in 鹿児島　実行委員 1名派遣

1月16日・17日　ALSOプロバイダーコース＠鹿児島  5名派遣

2月16日 小児在宅療養研修会　鹿児島県医師会館  5名派遣

3月12日 小児在宅療養研修会　天文館ビジョンホール  3名派遣

研修

10月24日 マナー研修～電 対応～ 事務部9名参加

1月27日 サービス研修～外 診療 スタッフ研修～ 診療補助部22名・看護部2名参加

3月29日 新 職員研修～ビジネスマナー研修～ 診療補助部2名参加

3月30日 サービス研修～外 診療 スタッフ研修～ 診療補助部18名参加

会

公 法人 査
　鹿児島県の公 法人 査が平成27年10月14日に実施 れた
　検査員 、保健福祉部の社会福祉課課長補佐1名と保健医療福祉課 査1名の 2名で、検査内
「平成27年度公 法人等検査点検 」を とに 務会 と法務関係について質 応 とい で行 れ
ました
　検査の 、特に指 ・指導事 ま んでした

査法人 査（ 会 社）
平成26年度 現金実査・ 立会 平成27年4月2日・3日

下 査 平成27年5月25日・26日
決 査 平成27年6月9日・10日

平成27年度 上 査 平成28年1月26日・27日

入 の

上6つの において
手 きを行った

院

5月9日・10日 リレー・フォー・ライフ・ジ パンかごしま

5月18日～21日 職員健診 862名実施

5月23日 んなでイキイキ健 まつ  一 者310名 付

7月4日 リフレッシュ研修

8月20日 鹿児島県臨床研修病院見学ツアーAコース 県外医学生

10月24日・25日 がん診療に携 る医師のための緩和ケア研修会 10名参加

11月18日～20日 職員健診 388名実施

3月25日 社式

3月29日 新 職員研修～社会人としての え～

3月30日 新人職員研修～ 研修～ 

活動 活動 活動

月第一 日　病院 活動　 上20名 度で活動

6月24日 鹿児島県赤十字血液センター

 院リ アックセンター にて集 献血 25名実施

11月26日 鹿児島赤十字血液センター献血

 院リ アックセンター にて集 献血 17人実施
 
入院患者不在者投票

4月12日執行 鹿児島県議会議員選挙　不在者投票 16名実施

2月28日執行 東串良町長及び東串良町議会議員補欠選挙　不在者投票 1名実施

．

・へき地医療拠点病院運営 補助金

・医師臨床研修 等補助金

・がん診療連携拠点病院整 事業補助金 

・ 産 母子医療センター 

・病院内保育 運営補助事業

・産科医等 保支援事業補助金　　　　

その他の活動報告

乳がん検診  154名 付

乳がん検診  127名 付

子宮がん検診  137名 付

大腸がん検診  59名 付

低線量CT肺がん検診 62名 付

9月9日 傷病者 生事 救急 における電 連絡

8月6日 南九州地区洋上救急支援協議会 1名参加

9月9日 傷病者 生事 救急 における電 連絡

10月5日 産科退院患者による「おぎゃー献金」を日母おぎゃー献金基金へ献金 22,700円

12月28日 リレー・フォー・ライフかごしまへ募金  112,901円

11月28日 第4回九州・沖縄ブロック地域相談支援フォーラム in 鹿児島　実行委員 1名派遣

1月16日・17日　ALSOプロバイダーコース＠鹿児島  5名派遣

2月16日 小児在宅療養研修会　鹿児島県医師会館  5名派遣

3月12日 小児在宅療養研修会　天文館ビジョンホール  3名派遣

研修

10月24日 マナー研修～電 対応～ 事務部9名参加

1月27日 サービス研修～外 診療 スタッフ研修～ 診療補助部22名・看護部2名参加

3月29日 新 職員研修～ビジネスマナー研修～ 診療補助部2名参加

3月30日 サービス研修～外 診療 スタッフ研修～ 診療補助部18名参加

会

公 法人 査
　鹿児島県の公 法人 査が平成27年10月14日に実施 れた
　検査員 、保健福祉部の社会福祉課課長補佐1名と保健医療福祉課 査1名の 2名で、検査内
「平成27年度公 法人等検査点検 」を とに 務会 と法務関係について質 応 とい で行 れ
ました
　検査の 、特に指 ・指導事 ま んでした

査法人 査（ 会 社）
平成26年度 現金実査・ 立会 平成27年4月2日・3日

下 査 平成27年5月25日・26日
決 査 平成27年6月9日・10日

平成27年度 上 査 平成28年1月26日・27日

入 の

日

4 月 6 日

4月30日

6月23日

6月23日

7 月 7 日

7月13日

7月14日

8月31日

9月24日

9月28日

9月29日

9月29日

9月29日

9月30日

10月21日

10月29日

11月30日

12月17日

ビデオ 性 性

体重

スライサー

診

診

システム

診

診

動 デジタル式 用
一体 線 視診

動採血管 （ ）

ナビ ーション ット（ ）

電動式骨手術器

レーザー

人工呼吸器（ ）

婦人科用診療･

医用内視 （ ）

科用手術

ホルタ

日

1月29日

1月29日

3月28日

3月31日

3月31日

3月31日

圧分

レ クトスコープ（ ）

生 成分分

・

オーブン（ ）

デジタル式歯科用
パノラマ  線診
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報告 報告

事務局長 一

事務部

院

5月9日・10日 リレー・フォー・ライフ・ジ パンかごしま

5月18日～21日 職員健診 862名実施

5月23日 んなでイキイキ健 まつ  一 者310名 付

7月4日 リフレッシュ研修

8月20日 鹿児島県臨床研修病院見学ツアーAコース 県外医学生

10月24日・25日 がん診療に携 る医師のための緩和ケア研修会 10名参加

11月18日～20日 職員健診 388名実施

3月25日 社式

3月29日 新 職員研修～社会人としての え～

3月30日 新人職員研修～ 研修～ 

活動 活動 活動

月第一 日　病院 活動　 上20名 度で活動

6月24日 鹿児島県赤十字血液センター

 院リ アックセンター にて集 献血 25名実施

11月26日 鹿児島赤十字血液センター献血

 院リ アックセンター にて集 献血 17人実施
 
入院患者不在者投票

4月12日執行 鹿児島県議会議員選挙　不在者投票 16名実施

2月28日執行 東串良町長及び東串良町議会議員補欠選挙　不在者投票 1名実施

．

・へき地医療拠点病院運営 補助金

・医師臨床研修 等補助金

・がん診療連携拠点病院整 事業補助金 

・ 産 母子医療センター 

・病院内保育 運営補助事業

・産科医等 保支援事業補助金　　　　

その他の活動報告

乳がん検診  154名 付

乳がん検診  127名 付

子宮がん検診  137名 付

大腸がん検診  59名 付

低線量CT肺がん検診 62名 付

9月9日 傷病者 生事 救急 における電 連絡

8月6日 南九州地区洋上救急支援協議会 1名参加

9月9日 傷病者 生事 救急 における電 連絡

入

10月5日 産科退院患者による「おぎゃー献金」を日母おぎゃー献金基金へ献金 22,700円

12月28日 リレー・フォー・ライフかごしまへ募金  112,901円

11月28日 第4回九州・沖縄ブロック地域相談支援フォーラム in 鹿児島　実行委員 1名派遣

1月16日・17日　ALSOプロバイダーコース＠鹿児島  5名派遣

2月16日 小児在宅療養研修会　鹿児島県医師会館  5名派遣

3月12日 小児在宅療養研修会　天文館ビジョンホール  3名派遣

研修

10月24日 マナー研修～電 対応～ 事務部9名参加

1月27日 サービス研修～外 診療 スタッフ研修～ 診療補助部22名・看護部2名参加

3月29日 新 職員研修～ビジネスマナー研修～ 診療補助部2名参加

3月30日 サービス研修～外 診療 スタッフ研修～ 診療補助部18名参加

会

公 法人 査
　鹿児島県の公 法人 査が平成27年10月14日に実施 れた
　検査員 、保健福祉部の社会福祉課課長補佐1名と保健医療福祉課 査1名の 2名で、検査内
「平成27年度公 法人等検査点検 」を とに 務会 と法務関係について質 応 とい で行 れ
ました
　検査の 、特に指 ・指導事 ま んでした

査法人 査（ 会 社）
平成26年度 現金実査・ 立会 平成27年4月2日・3日

下 査 平成27年5月25日・26日
決 査 平成27年6月9日・10日

平成27年度 上 査 平成28年1月26日・27日

入 の

上6つの において
手 きを行った

院

5月9日・10日 リレー・フォー・ライフ・ジ パンかごしま

5月18日～21日 職員健診 862名実施

5月23日 んなでイキイキ健 まつ  一 者310名 付

7月4日 リフレッシュ研修

8月20日 鹿児島県臨床研修病院見学ツアーAコース 県外医学生

10月24日・25日 がん診療に携 る医師のための緩和ケア研修会 10名参加

11月18日～20日 職員健診 388名実施

3月25日 社式

3月29日 新 職員研修～社会人としての え～

3月30日 新人職員研修～ 研修～ 

活動 活動 活動

月第一 日　病院 活動　 上20名 度で活動

6月24日 鹿児島県赤十字血液センター

 院リ アックセンター にて集 献血 25名実施

11月26日 鹿児島赤十字血液センター献血

 院リ アックセンター にて集 献血 17人実施
 
入院患者不在者投票

4月12日執行 鹿児島県議会議員選挙　不在者投票 16名実施

2月28日執行 東串良町長及び東串良町議会議員補欠選挙　不在者投票 1名実施

．

・へき地医療拠点病院運営 補助金

・医師臨床研修 等補助金

・がん診療連携拠点病院整 事業補助金 

・ 産 母子医療センター 

・病院内保育 運営補助事業

・産科医等 保支援事業補助金　　　　

その他の活動報告

乳がん検診  154名 付

乳がん検診  127名 付

子宮がん検診  137名 付

大腸がん検診  59名 付

低線量CT肺がん検診 62名 付

9月9日 傷病者 生事 救急 における電 連絡

8月6日 南九州地区洋上救急支援協議会 1名参加

9月9日 傷病者 生事 救急 における電 連絡

10月5日 産科退院患者による「おぎゃー献金」を日母おぎゃー献金基金へ献金 22,700円

12月28日 リレー・フォー・ライフかごしまへ募金  112,901円

11月28日 第4回九州・沖縄ブロック地域相談支援フォーラム in 鹿児島　実行委員 1名派遣

1月16日・17日　ALSOプロバイダーコース＠鹿児島  5名派遣

2月16日 小児在宅療養研修会　鹿児島県医師会館  5名派遣

3月12日 小児在宅療養研修会　天文館ビジョンホール  3名派遣

研修

10月24日 マナー研修～電 対応～ 事務部9名参加

1月27日 サービス研修～外 診療 スタッフ研修～ 診療補助部22名・看護部2名参加

3月29日 新 職員研修～ビジネスマナー研修～ 診療補助部2名参加

3月30日 サービス研修～外 診療 スタッフ研修～ 診療補助部18名参加

会

公 法人 査
　鹿児島県の公 法人 査が平成27年10月14日に実施 れた
　検査員 、保健福祉部の社会福祉課課長補佐1名と保健医療福祉課 査1名の 2名で、検査内
「平成27年度公 法人等検査点検 」を とに 務会 と法務関係について質 応 とい で行 れ
ました
　検査の 、特に指 ・指導事 ま んでした

査法人 査（ 会 社）
平成26年度 現金実査・ 立会 平成27年4月2日・3日

下 査 平成27年5月25日・26日
決 査 平成27年6月9日・10日

平成27年度 上 査 平成28年1月26日・27日

入 の

日

4 月 6 日

4月30日

6月23日

6月23日

7 月 7 日

7月13日

7月14日

8月31日

9月24日

9月28日

9月29日

9月29日

9月29日

9月30日

10月21日

10月29日

11月30日

12月17日

ビデオ 性 性

体重

スライサー

診

診

システム

診

診

動 デジタル式 用
一体 線 視診

動採血管 （ ）

ナビ ーション ット（ ）

電動式骨手術器

レーザー

人工呼吸器（ ）

婦人科用診療･

医用内視 （ ）

科用手術

ホルタ

日

1月29日

1月29日

3月28日

3月31日

3月31日

3月31日

圧分

レ クトスコープ（ ）

生 成分分

・

オーブン（ ）

デジタル式歯科用
パノラマ  線診
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● 各会議

● 法令関連

● 医療安全

● 医療の質向上

● 教育研修推進

● 病院運営

● 地域サービス

会議・委員会活動報告 Ⅳ
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院 会議
議 長 今給黎 尚典、昇 卓夫　報 告 前野 浩一［会議活動報告］

的

総合医療推進に い、病院運営上の実務についての連絡調整、意見集 を ながら、よ 実したチーム

医療を する

会議の 　 月第 2月 日　 18：00 ～ 19：30

者

理事長、院長、 科部長、 科医師、看護部長、看護師長、薬局長、放射線・検査技師長

療法士長、栄養管理課長、事務局長、事務部課長、 者

　本会議 、病院運営上において、原動 的会議として け れ、 月1回開催 れている 科 部

署よ の連絡事 、報 、 点、 等を 議して、 的な立 よ 検討し よ な医療とサービ

スの を にしている

　本年度 くの課 が検討 れ、医療機能の質の向上・改 が られた

　今回の一 の 、 院の念 で った病院 ・新 のことで るが、2月15日に鹿児島市交通局

地において 交 を したことで る 老 化が しく、職員 なるのか動向が れていた

が、やっと 本の道 ができた 28年度 、病院 関係が な となっていくで が、病院の

をしっか 見 め、 らなる地域医療に 献していく病院 く を 指していかなけれ ならない

れに 全職員の協 が不 欠となる けに、士 を高め、 に向けて 進していく が る

　今後 、患者 め、地域医療関係機関へ、 なる 献向上に向けて、全職員一体とな 、 んで

行きたいと考える

の主な

・ 部署からの現状実 報 　　　　　　　　　　・7対1、 院 報

・ 委員会からの報 　　　　　　　　　　　　　・ 講演会関係開催

・ 支 報 、 働状 報 　　　　　　　　　・在日 、病床 用

・医療安全・院内感染対策　　　　　　　　　　　・インフル、ノロウィルス対策

・サマリー、診療 査、がん 報 　　　　・病院 関係　　

会
委員長 大久保 幸一　　報　告 髙橋 真理［法令関連］

的･ 採用薬の整理・後 への え

大 保幸一　昇卓夫　中 彦　大 一 　 一　 美 代　 畠一 　 理

活動

　平成27年度 、新規採用・ 薬を審議する定 の薬事委員会を第85回～88回まで4回開催した 新規採

用薬 34 、新規採用に い9 を した

　平成26年診療報酬改定 PC機能評 係 の見 しによ 、後 医薬 係 が新設 れたことを け、後

医薬 への えを検討する薬剤を 月 している 今年度 内 薬53剤、 射薬29剤、外用剤6

剤の 88剤を後 へ えた の 、後 医薬 係 平成27年度0 00832で ったが、平成28年度

評 上 0 01058となった 後 医薬 の使用 合を 量ベースで見た後 医薬 換 71 8 とな

、 年度39 1 よ 大 に上昇した

　

　分子 的薬・生 学的 剤な 高 な薬剤が えてきてお 、薬剤 年 加している 年度と

した薬剤 の 加 年度8,500 円 ったが、今年度 7,100 円で った 医業 に対する薬剤

年度よ 0 7 加し、12 5 となった

　後 医薬 係 による今年度の診療報酬を して た 平成27年度 院の後 医薬 係 0 00832で

った 平成27年度 院の PC対象患者 7,743名、全 院患者 の94 6 で 、 PCの1日平均

55,730円、平均在院日 15 8日で った これらのデータよ 、後 医薬 係 0 0832による 年

4,100 円 と れ、これ PC総 の0 6 に たる

　後 医薬 係 、加 上 の後 医薬 換 を現在の70 から80 に 上 ることが検討 れてい

る 今後 定 的に後 医薬 への えと採用薬の 化を検討し、薬剤 の 加を少しで えられる

よ めていきたい

平成28年度の後 医薬 指 、平成26年10月から平成27年9月までの後 医薬 換 に応 て決められる 後 医
薬 換 （ 後 医薬 使用 量／後 が れている医薬 の使用 量　 使用 量 薬 ）70 の
合、後 医薬 指 0 01058となる

入 の の の

　

医 業

薬 剤

薬 剤

後 金

後 合 金

後 医薬 換
（ 年9月までの1年 の ）

後 医 薬 係

合

9,860,579,845

1,165,893,769

11 8

103,785,429

8 90

30 45

0 00736

月平均

821,714,987

97,157,814

8,648,786

合

9,895,557,926

1,236,925,856

12 5

111,631,062

9 02

39 18

0 00832

71 8

0 01058

月平均

824,629,827

103,077,154

9,302,589

平成26年度 平成27年度 平成28年度
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院 会議
議 長 今給黎 尚典、昇 卓夫　報 告 前野 浩一［会議活動報告］

的

総合医療推進に い、病院運営上の実務についての連絡調整、意見集 を ながら、よ 実したチーム

医療を する

会議の 　 月第 2月 日　 18：00 ～ 19：30

者

理事長、院長、 科部長、 科医師、看護部長、看護師長、薬局長、放射線・検査技師長

療法士長、栄養管理課長、事務局長、事務部課長、 者

　本会議 、病院運営上において、原動 的会議として け れ、 月1回開催 れている 科 部

署よ の連絡事 、報 、 点、 等を 議して、 的な立 よ 検討し よ な医療とサービ

スの を にしている

　本年度 くの課 が検討 れ、医療機能の質の向上・改 が られた

　今回の一 の 、 院の念 で った病院 ・新 のことで るが、2月15日に鹿児島市交通局

地において 交 を したことで る 老 化が しく、職員 なるのか動向が れていた

が、やっと 本の道 ができた 28年度 、病院 関係が な となっていくで が、病院の

をしっか 見 め、 らなる地域医療に 献していく病院 く を 指していかなけれ ならない

れに 全職員の協 が不 欠となる けに、士 を高め、 に向けて 進していく が る

　今後 、患者 め、地域医療関係機関へ、 なる 献向上に向けて、全職員一体とな 、 んで

行きたいと考える

の主な

・ 部署からの現状実 報 　　　　　　　　　　・7対1、 院 報

・ 委員会からの報 　　　　　　　　　　　　　・ 講演会関係開催

・ 支 報 、 働状 報 　　　　　　　　　・在日 、病床 用

・医療安全・院内感染対策　　　　　　　　　　　・インフル、ノロウィルス対策

・サマリー、診療 査、がん 報 　　　　・病院 関係　　

会
委員長 大久保 幸一　　報　告 髙橋 真理［法令関連］

的･ 採用薬の整理・後 への え

大 保幸一　昇卓夫　中 彦　大 一 　 一　 美 代　 畠一 　 理

活動

　平成27年度 、新規採用・ 薬を審議する定 の薬事委員会を第85回～88回まで4回開催した 新規採

用薬 34 、新規採用に い9 を した

　平成26年診療報酬改定 PC機能評 係 の見 しによ 、後 医薬 係 が新設 れたことを け、後

医薬 への えを検討する薬剤を 月 している 今年度 内 薬53剤、 射薬29剤、外用剤6

剤の 88剤を後 へ えた の 、後 医薬 係 平成27年度0 00832で ったが、平成28年度

評 上 0 01058となった 後 医薬 の使用 合を 量ベースで見た後 医薬 換 71 8 とな

、 年度39 1 よ 大 に上昇した

　

　分子 的薬・生 学的 剤な 高 な薬剤が えてきてお 、薬剤 年 加している 年度と

した薬剤 の 加 年度8,500 円 ったが、今年度 7,100 円で った 医業 に対する薬剤

年度よ 0 7 加し、12 5 となった

　後 医薬 係 による今年度の診療報酬を して た 平成27年度 院の後 医薬 係 0 00832で

った 平成27年度 院の PC対象患者 7,743名、全 院患者 の94 6 で 、 PCの1日平均

55,730円、平均在院日 15 8日で った これらのデータよ 、後 医薬 係 0 0832による 年

4,100 円 と れ、これ PC総 の0 6 に たる

　後 医薬 係 、加 上 の後 医薬 換 を現在の70 から80 に 上 ることが検討 れてい

る 今後 定 的に後 医薬 への えと採用薬の 化を検討し、薬剤 の 加を少しで えられる

よ めていきたい

平成28年度の後 医薬 指 、平成26年10月から平成27年9月までの後 医薬 換 に応 て決められる 後 医
薬 換 （ 後 医薬 使用 量／後 が れている医薬 の使用 量　 使用 量 薬 ）70 の
合、後 医薬 指 0 01058となる

入 の の の

　

医 業

薬 剤

薬 剤

後 金

後 合 金

後 医薬 換
（ 年9月までの1年 の ）

後 医 薬 係

合

9,860,579,845

1,165,893,769

11 8

103,785,429

8 90

30 45

0 00736

月平均

821,714,987

97,157,814

8,648,786

合

9,895,557,926

1,236,925,856

12 5

111,631,062

9 02

39 18

0 00832

71 8

0 01058

月平均

824,629,827

103,077,154

9,302,589

平成26年度 平成27年度 平成28年度
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会
委員長 牟禮　 洋　　報　告 前野 浩一［法令関連］

的

職員の健 保 及び職 の 衛生の改 について な事 を定め、職 の 務能 を向上 る

活動報告

1  労働 衛生、施設等の改

2  職員の健 保 の判定及び事務 理に関する事

3  職員の疾病予防に関する事

4  常 食 を 職員の保菌検査及び保健衛生や指導に関する事

5  放射線技師及び放射線科に 務する職員の保健衛生や指導に関する事

6  を行 職員の保健衛生や指導に関する事

7  の 衛生管理に な事

　今年度 例年 お 、5月に全体の職員健 診 、11月に電 放射線・ 業務従事者健診、インフルエ

ンザ予防 種と予定をこなした

　委員会の議 、医師の 外集 表を 月報 し、状 、 点改 、 外 の医師に スト

レスチェックを実施し、改 に めた

　職員全員に対し、いよいよ まるストレスチェックに重点を き、職員向けに 会を開催し、意向を

い、委員会でい い と検討してきた す ての業務を外部委託する 向で一 した 、一 いい手 、い

い 法を検討し、実施していきたいと

　今年度 、職員の健 に関する講演会を開催することが なかったため、1年に1回 らかのテーマで

健 を す講演会をしていきたいと

報 会
委員長 白濱　浩　　報　告 東　貴史［法令関連］

【 成員】

白濱 浩　昇 卓夫　 山 　 下 子　 田 美　  実　平原 代子

 一　 原 なつき　  　上田平 美 　 島 幸　 　雅之　永  美 　 路 美

松下 美　上  健人　新地 　山内 法　東 史

　

　 委員会 、 月第 3月 日 後 5 よ 開催してお ます

な が 生しないよ に、 の れ いや FA 誤 のないよ に、職員同士によるダブルチェック

の を実施 また、職員による院内 視（年 2回）を実施し、 人情報が患者 に につきやすい部分がない

か し、指導、改 を行ってお ます

　平成 27 年度 、 人情報保護推進委員会、医療安全対策委員会合同の全職員対象研修会を開催するに た

、鹿児島県 本部　生活 課　サイバー 対策 　 者をお きし、「インターネットの危 性と

対策」をテーマとして研修会を 5回実施しました 職員、職員家族へ 、インターネット使用の危 性や対策を

る良い研修会とな ました

　今後 研修会を開催し、職員教育、 防止を行っていく予定です

会
委員長 昇　卓夫　　報　告 佐々木 守［法令関連］

的

の予防及び 生 の対応について、日常的に職員の防 意 の高 と

防 の立 ・ ・実施等によ 、患者 ・職員の人 を る事を 大の 的とする

　本委員会の第一 、 生 の 消 と患者 の人 救助で る
　日常において 、消 設 、 常ベルの 、 路の 保及び 、 下の 管理、消 設 ・防

の に を かない等、職員の防 意 向上を ることで る
　今年度 、鹿児島市消防局中央消防署上町分遣隊立 合いの と、消防への通報・ 消 ・ 導の
防 総合 を 回実施した で 、患者の 導・ による 法な ま ま 改 が で
る また、実 に消 器を使用した消 を行い い 法の を った

　今後 、 予防の意 と実 の に職員が いて行動、判 るよ 基本的な ら
本委員会を通 て、職員一人一人の防 意 の向上に めたい

　病院長 委員長 、事務長、看護部長、看護 部長、 部 者 26 名

の主な活動

 27 4 鹿児島市 衛防 協会定 総会　 事務長
 4 28 本委員会開催　 27名
 5 13～5 16 消防設 機器点検　 4日
 5 28 定防 実施　 通報・ 消 ・ 導 　118名参加
  消 器 い　 6名実施
 6 30 防 反省会　 24名
 10 22 中央消防署査
 10 26 本委員会開催　 24名
 11 13 第54回 衛消防隊消 技会 　（ 子3名、 子3名）
 11 26 定防 実施　 通報・ 消 ・ 導 　125名参加

 11 2～11 6 消防設 総合点検　 5日        

会
委員長 生野 博久　　報　告 前畠 一友［法令関連］

　 年度に き き、新日本科学臨床薬理研究 が SMO（治 施設支援機関）として参加して きました 委員

会に関して 月開催しています

本年度の 施設における審査対象

● 和会クリ ック 内科実施

 キッセイ薬 工業株式会社の による PS 0373 の 小 性症患者を対象とした長

投 第 相

 大日本 薬株式会社 による、A 810N のパーキン ン病を対象とした二重 検群

による検証的 第 相

 日本セル ィエ株式会社 によるアルツハイマー 症患者を対象とした S47445 の第

相

　今給 総合病院実施 年度 1 に対し、本年度 0 で 、 和会クリ ック実施 年

度と同 3 で った また、院外からの審査 年度 3 に対し、本年度 4 で った

　審査 施設として 、川原 器科、天保山内科で った

　 年度 院、 和会クリ ックでの実施治 の 加及び外部医療機関の治 審査 の 加に め

ていきたいと考えます
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会
委員長 牟禮　 洋　　報　告 前野 浩一［法令関連］

的

職員の健 保 及び職 の 衛生の改 について な事 を定め、職 の 務能 を向上 る

活動報告

1  労働 衛生、施設等の改

2  職員の健 保 の判定及び事務 理に関する事

3  職員の疾病予防に関する事

4  常 食 を 職員の保菌検査及び保健衛生や指導に関する事

5  放射線技師及び放射線科に 務する職員の保健衛生や指導に関する事

6  を行 職員の保健衛生や指導に関する事

7  の 衛生管理に な事

　今年度 例年 お 、5月に全体の職員健 診 、11月に電 放射線・ 業務従事者健診、インフルエ

ンザ予防 種と予定をこなした

　委員会の議 、医師の 外集 表を 月報 し、状 、 点改 、 外 の医師に スト

レスチェックを実施し、改 に めた

　職員全員に対し、いよいよ まるストレスチェックに重点を き、職員向けに 会を開催し、意向を

い、委員会でい い と検討してきた す ての業務を外部委託する 向で一 した 、一 いい手 、い

い 法を検討し、実施していきたいと

　今年度 、職員の健 に関する講演会を開催することが なかったため、1年に1回 らかのテーマで

健 を す講演会をしていきたいと

報 会
委員長 白濱　浩　　報　告 東　貴史［法令関連］

【 成員】

白濱 浩　昇 卓夫　 山 　 下 子　 田 美　  実　平原 代子

 一　 原 なつき　  　上田平 美 　 島 幸　 　雅之　永  美 　 路 美

松下 美　上  健人　新地 　山内 法　東 史

　

　 委員会 、 月第 3月 日 後 5 よ 開催してお ます

な が 生しないよ に、 の れ いや FA 誤 のないよ に、職員同士によるダブルチェック

の を実施 また、職員による院内 視（年 2回）を実施し、 人情報が患者 に につきやすい部分がない

か し、指導、改 を行ってお ます

　平成 27 年度 、 人情報保護推進委員会、医療安全対策委員会合同の全職員対象研修会を開催するに た

、鹿児島県 本部　生活 課　サイバー 対策 　 者をお きし、「インターネットの危 性と

対策」をテーマとして研修会を 5回実施しました 職員、職員家族へ 、インターネット使用の危 性や対策を

る良い研修会とな ました

　今後 研修会を開催し、職員教育、 防止を行っていく予定です

会
委員長 昇　卓夫　　報　告 佐々木 守［法令関連］

的

の予防及び 生 の対応について、日常的に職員の防 意 の高 と

防 の立 ・ ・実施等によ 、患者 ・職員の人 を る事を 大の 的とする

　本委員会の第一 、 生 の 消 と患者 の人 救助で る
　日常において 、消 設 、 常ベルの 、 路の 保及び 、 下の 管理、消 設 ・防

の に を かない等、職員の防 意 向上を ることで る
　今年度 、鹿児島市消防局中央消防署上町分遣隊立 合いの と、消防への通報・ 消 ・ 導の
防 総合 を 回実施した で 、患者の 導・ による 法な ま ま 改 が で
る また、実 に消 器を使用した消 を行い い 法の を った

　今後 、 予防の意 と実 の に職員が いて行動、判 るよ 基本的な ら
本委員会を通 て、職員一人一人の防 意 の向上に めたい

　病院長 委員長 、事務長、看護部長、看護 部長、 部 者 26 名

の主な活動

 27 4 鹿児島市 衛防 協会定 総会　 事務長
 4 28 本委員会開催　 27名
 5 13～5 16 消防設 機器点検　 4日
 5 28 定防 実施　 通報・ 消 ・ 導 　118名参加
  消 器 い　 6名実施
 6 30 防 反省会　 24名
 10 22 中央消防署査
 10 26 本委員会開催　 24名
 11 13 第54回 衛消防隊消 技会 　（ 子3名、 子3名）
 11 26 定防 実施　 通報・ 消 ・ 導 　125名参加

 11 2～11 6 消防設 総合点検　 5日        

会
委員長 生野 博久　　報　告 前畠 一友［法令関連］

　 年度に き き、新日本科学臨床薬理研究 が SMO（治 施設支援機関）として参加して きました 委員

会に関して 月開催しています

本年度の 施設における審査対象

● 和会クリ ック 内科実施

 キッセイ薬 工業株式会社の による PS 0373 の 小 性症患者を対象とした長

投 第 相

 大日本 薬株式会社 による、A 810N のパーキン ン病を対象とした二重 検群

による検証的 第 相

 日本セル ィエ株式会社 によるアルツハイマー 症患者を対象とした S47445 の第

相

　今給 総合病院実施 年度 1 に対し、本年度 0 で 、 和会クリ ック実施 年

度と同 3 で った また、院外からの審査 年度 3 に対し、本年度 4 で った

　審査 施設として 、川原 器科、天保山内科で った

　 年度 院、 和会クリ ックでの実施治 の 加及び外部医療機関の治 審査 の 加に め

ていきたいと考えます
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会
委員長 牟禮　洋　　報　告 米盛 正志［法令関連］

活動

エチレンオキシド・ホルマリン 業 定　5月･11 月 年 回

医療ガス 管設 年 点検　12 月 日   高 圧 治療 点検 12 月 日 　

トン C タンク（液体 ）点検 月　  新人看護師医療ガス研修 3月

医療ガス設 安全管理委員会 3月

医療ガスの使用量 病院の 上 に 例します
的、 】　医療ガスの安全及び管理について審議し決定し て医療事 防止を る

会議            

1 サツマ 工業の点検の指 事 に の リール式アウトレットホースの 年 化による交換
実施 れましたか 今までの交換実 とホースの対応年 のくらいですか  

A.アウトレットホース 重 になってお ます 現在 ホースを た点検で表 のひび れを
できる 度の状 でホースな に れな ま ん 今まで リール式アウトレットホース

の交換の なく、 性に欠く点 ますので、交換の をしたいと います ホースの 年
使用 に れるので一 に年 お えできま ん

2 アウトレットパッキン交換を れてお ますが、 のよ な基 で交換を れていますか、また点検
から交換実施までの が いているの ですか        

A 月例点検で れ を見つけて交換すること ますが、 の とん が病 からの連絡によるとこ
に ます 交換の基 特になく、 れたらパッキン交換、 しく 本体交換で対 しているのが現

状です 現在 東特定 の アウトレットパッキン交換が てお ま ん 理 として 交換対象
のアウトレットを使用している患者 が人工呼吸器を使用中で ることです 病 師長に パッキン交
換が で ること 報 で、連絡 です 交換 病 の圧 バルブを する
が 、 西・ 中央病 の圧 の使用状 の 合い ますので 病 と 事 に ・
をしたいと います      

3 分 電の予定日 決ま ましたか
A 5 月 21 日です 　 んよ 　 全に 病院の 電機能を った 合 吸 ポンプ・圧 な

の電 で ーター 動する の 給が不 能にな ます 　 ンベと ンベの が共に
で 法 同 です 十分な えのないよ にをお いします 対策： の ）

4 医療ガス い講習会を 2015 年 3 月 29 日に新人看護師対象に行います 新人看護師対象と ますが  
講習の参加に制 ま んので、興味の る 参加してく い

27 年度委員会日 ：3月 18 日 16:00 17：00 7 カンフ レンス

役付委員 役

委員長・・・・・総括 者

委員長

委員長

委員（ 者）

委　員

委　員

委　員

委　員

委　員

委　員

委　員

名　

　 洋

田　

　 代

田 中　

東　美 子

田中　かす

山　

　 一

治

寿 　

米 　

病院内職務名

院長

科部長

看護部長

施設課長

サプライ師長

IC 師長

看護 部長

臨床工学部 技士長

事務局

薬剤師

施設課

欠 理

急手術

病欠

者： 名　　欠 ： 名　　　　代理 名 　 山  下　　   

者名

会
委員長 昇　卓夫　　報　告 上平田 美樹［法令関連］

的 患者栄養管理の内 実、栄養管理業務の改 向上

会議 院内 食事 ・ 院患者の 調査に関する事

院及び外 患者 の栄養指導に関する事

栄養管理及び給食管理業務に関する事

NST・医療安全管理に関連する事

電子カルテ使用に関する事

給食委託管理、委託連携に関する事

　　院長・事務長・看護部長・ 看護部長 2名・病 師長 5名

栄養管理部課長（管理栄養士）1名・ 専従管理栄養士 1名

給食委託管理部 1名・栄養士チーフ 1名・調理スタッフ 1名

の活動

平成 27 年

 月 食事摂 基 改定のポイント（2015 年度 ）、食塩量 き下 について

  年 成及び加重平均栄養 量の見 し・院内 食事 の規 一部改定

 月 年度インシデントアクシデント報 及び対策

 月 第 1回エレベーター工事における給食 シミュレーション及び分 業

 月 第 2回エレベーター工事における給食 シミュレーション及び分 業

  食 アレル ー対応について（ 法の再 ・業務フロー改定）

 月 食事アンケート調査実施（全病 の一 常食・全 食の を対象）

  エレベーター工事対応における食事 （実施後の反省を まえ）

 月 食事アンケート 報 （ 90 名、回 77 名：回 86 ）

  対策（A tion C r 　栄養管理部用 成）

  食 の 食及び

 10 月 ノロウイルス対策 化・感染 大防止策検討

 11 月 対策（A tion C r 一部改定）

  ワーフ リン内 における 用 対策

 12 月 外 栄養指導 加に対する について

平成 28 年

 月 食事アンケート実施（平成 28 年 1 月 26 日 ）

  給食部門 営化の進 状 報

 月 食事 についての （パン食 ）

  食事オーダー についての検討（3月 9日よ ）

 月 大 機器導 検討（スチームコンベクション、ブラストチラー、チルド ）

  給食部門 営化に向けた 及び報 事

  食事アンケート 報 （ 105 名、回 83 名：回 79 0 ）
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会
委員長 牟禮　洋　　報　告 米盛 正志［法令関連］

活動

エチレンオキシド・ホルマリン 業 定　5月･11 月 年 回

医療ガス 管設 年 点検　12 月 日   高 圧 治療 点検 12 月 日 　

トン C タンク（液体 ）点検 月　  新人看護師医療ガス研修 3月

医療ガス設 安全管理委員会 3月

医療ガスの使用量 病院の 上 に 例します
的、 】　医療ガスの安全及び管理について審議し決定し て医療事 防止を る

会議            

1 サツマ 工業の点検の指 事 に の リール式アウトレットホースの 年 化による交換
実施 れましたか 今までの交換実 とホースの対応年 のくらいですか  

A.アウトレットホース 重 になってお ます 現在 ホースを た点検で表 のひび れを
できる 度の状 でホースな に れな ま ん 今まで リール式アウトレットホース

の交換の なく、 性に欠く点 ますので、交換の をしたいと います ホースの 年
使用 に れるので一 に年 お えできま ん

2 アウトレットパッキン交換を れてお ますが、 のよ な基 で交換を れていますか、また点検
から交換実施までの が いているの ですか        

A 月例点検で れ を見つけて交換すること ますが、 の とん が病 からの連絡によるとこ
に ます 交換の基 特になく、 れたらパッキン交換、 しく 本体交換で対 しているのが現

状です 現在 東特定 の アウトレットパッキン交換が てお ま ん 理 として 交換対象
のアウトレットを使用している患者 が人工呼吸器を使用中で ることです 病 師長に パッキン交
換が で ること 報 で、連絡 です 交換 病 の圧 バルブを する
が 、 西・ 中央病 の圧 の使用状 の 合い ますので 病 と 事 に ・
をしたいと います      

3 分 電の予定日 決ま ましたか
A 5 月 21 日です 　 んよ 　 全に 病院の 電機能を った 合 吸 ポンプ・圧 な

の電 で ーター 動する の 給が不 能にな ます 　 ンベと ンベの が共に
で 法 同 です 十分な えのないよ にをお いします 対策： の ）

4 医療ガス い講習会を 2015 年 3 月 29 日に新人看護師対象に行います 新人看護師対象と ますが  
講習の参加に制 ま んので、興味の る 参加してく い

27 年度委員会日 ：3月 18 日 16:00 17：00 7 カンフ レンス

役付委員 役

委員長・・・・・総括 者
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病院内職務名

院長

科部長

看護部長

施設課長

サプライ師長

IC 師長

看護 部長

臨床工学部 技士長
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薬剤師
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病欠

者： 名　　欠 ： 名　　　　代理 名 　 山  下　　   

者名

会
委員長 昇　卓夫　　報　告 上平田 美樹［法令関連］

的 患者栄養管理の内 実、栄養管理業務の改 向上

会議 院内 食事 ・ 院患者の 調査に関する事

院及び外 患者 の栄養指導に関する事

栄養管理及び給食管理業務に関する事

NST・医療安全管理に関連する事

電子カルテ使用に関する事

給食委託管理、委託連携に関する事

　　院長・事務長・看護部長・ 看護部長 2名・病 師長 5名

栄養管理部課長（管理栄養士）1名・ 専従管理栄養士 1名

給食委託管理部 1名・栄養士チーフ 1名・調理スタッフ 1名

の活動

平成 27 年

 月 食事摂 基 改定のポイント（2015 年度 ）、食塩量 き下 について

  年 成及び加重平均栄養 量の見 し・院内 食事 の規 一部改定

 月 年度インシデントアクシデント報 及び対策

 月 第 1回エレベーター工事における給食 シミュレーション及び分 業

 月 第 2回エレベーター工事における給食 シミュレーション及び分 業

  食 アレル ー対応について（ 法の再 ・業務フロー改定）

 月 食事アンケート調査実施（全病 の一 常食・全 食の を対象）

  エレベーター工事対応における食事 （実施後の反省を まえ）

 月 食事アンケート 報 （ 90 名、回 77 名：回 86 ）

  対策（A tion C r 　栄養管理部用 成）

  食 の 食及び

 10 月 ノロウイルス対策 化・感染 大防止策検討

 11 月 対策（A tion C r 一部改定）

  ワーフ リン内 における 用 対策

 12 月 外 栄養指導 加に対する について

平成 28 年

 月 食事アンケート実施（平成 28 年 1 月 26 日 ）

  給食部門 営化の進 状 報

 月 食事 についての （パン食 ）

  食事オーダー についての検討（3月 9日よ ）

 月 大 機器導 検討（スチームコンベクション、ブラストチラー、チルド ）

  給食部門 営化に向けた 及び報 事

  食事アンケート 報 （ 105 名、回 83 名：回 79 0 ）
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会
委員長 中禮 久彦　　報　告 室屋 純一［法令関連］

【 的

本委員会 、「予防規 」及び「放射性同 等による放射線 の防止に関する法 」（ 下「法」とい ）の

今給 総合病院における運用について審議し「予防規 」及び「法」の 的とする放射線 の 生の防止と、

公共の安全を 保することを 的とする

開催日：　平成 28 年 7 月 4 日（ ）17:00 ～

者：　20 名

1 本院院長

2 放射線治療部長（放射線安全管理委員会委員長・放射線 者 務）

3 医療安全対策委員長・産業医・ 専 医療安全管理課長等

4 事務部（事務局長・総務・施設課）

5 看護部（ 看護部長等）

6 中央放射線部（業務従事者等）

7 医療相談 長

　

議

年度（27 年度）報

（ ）放射線 防止法に基 く職務審議 報

業務従事者の と の教育・ ・健 診 及び 管理に関すること

・実 線量 5ミリシーベルト 上の く者なし

・電 健診（ 5月、後 11 月）2回実施

・教育講演を実施 放射線 実務者研修会・放射線 防止法講習会等への参加

　（27 年 11、12 月に教育講演の実施を行い 47 名の参加 ）

・業務従事者の新規 1名

放射線 業及び安全管理に関すること

・リングバッジ等の 加を行った

放射線施設や放射性同 等・放射線 生 の管理及び運用に関する事で年 年 や 5月の連

、 を 4日 上 けないで放射線治療実施

・ の 及び保管に関すること

　7月保健 による医療 視を ける 防止法関係の ける

（ ）安全管理報 について　　　　　　　  

27 年度安全管理報 よ  

　ダブルチェックや指 の実行をしっか 行する

部門 者よ 安全管理についての報 分 評 を行った

（ ） の の対応（活動・ の 新等）

PACS のクラウド化やオ に Rポータブル の導 な を った

28 年度 等について

く実 線量減少への （定 的に教育講演を実施する）を行

不 の いよ 医療 視の を行

がん診療連携拠点病院等で な 定資 へ める

退職者等に 放射線 予防規 の 種委員・ 者の一部 を 10 月よ 実施

上

上 の に対して、報 協議し を きました 回について 、 年の ・ 月に開催（臨 集

の都度）予定です

会
委員長 米田　 敏　　報　告 河原 尚美［法令関連］

【 的

本委員会 、院内で行 れているがん化学療法の 点な を議 し 決策を見 すことを 的としている

らに院内で実施 れている化学療法のレジメン（治療内 ）の 性を評 し、 する また、外 化学療

法 の現状を報 し、 点を い し、 決策を見 す して、緩和ケアに関する 点を議 し、院内で

一化を る

【

委員長　米田　敏（呼吸器外科）

委　員　濱之上　雅博（外科）今給 　 幸（呼吸器外科）　山本　 （呼吸器外科）
小濵　浩介（血液内科）立和田　 （ 器科）

　 士子、 畠　一 、中 　 子、 上　博 、 内　 （薬剤部）
市　寿子（リハ）田中　美 （栄養管理部）福  、田中　 美（医事課）

【看護部】 退職者、 動者を む
　 子、 　 代、（2西）中 　 子、 　 、 崎　まこと（2東）
　 つき、 　ひ （3東） 　 子、松 　 （3西）

上 　 、新 　ま 、赤崎　 え、 　こ え（2 ） 　 子、 　 子（2南）
堂　 子、 市　 美子、加治 　加代子（外 ）　
　 代　、大西　 子、 山　 　（緩和医療課） 原　 美（がん化学療法課）

活動

月 回　第 日（17 30 分～）

・ 月の外 化学療法実 報

・院内の化学療法 ・ な 事象報 、化学療法に関 る医療安全事 、 決す き 点の が行

れた

　 特にアレル ーや血管外 な の

　　報 、情報を共 することができた

・栄養管理部（ ）

・医事課

定報 びに化学療法・緩和ケアに関する診療報酬改定内 の
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会
委員長 中禮 久彦　　報　告 室屋 純一［法令関連］

【 的

本委員会 、「予防規 」及び「放射性同 等による放射線 の防止に関する法 」（ 下「法」とい ）の

今給 総合病院における運用について審議し「予防規 」及び「法」の 的とする放射線 の 生の防止と、

公共の安全を 保することを 的とする

開催日：　平成 28 年 7 月 4 日（ ）17:00 ～

者：　20 名

1 本院院長

2 放射線治療部長（放射線安全管理委員会委員長・放射線 者 務）

3 医療安全対策委員長・産業医・ 専 医療安全管理課長等

4 事務部（事務局長・総務・施設課）

5 看護部（ 看護部長等）

6 中央放射線部（業務従事者等）

7 医療相談 長

　

議

年度（27 年度）報

（ ）放射線 防止法に基 く職務審議 報

業務従事者の と の教育・ ・健 診 及び 管理に関すること

・実 線量 5ミリシーベルト 上の く者なし

・電 健診（ 5月、後 11 月）2回実施

・教育講演を実施 放射線 実務者研修会・放射線 防止法講習会等への参加

　（27 年 11、12 月に教育講演の実施を行い 47 名の参加 ）

・業務従事者の新規 1名

放射線 業及び安全管理に関すること

・リングバッジ等の 加を行った

放射線施設や放射性同 等・放射線 生 の管理及び運用に関する事で年 年 や 5月の連

、 を 4日 上 けないで放射線治療実施

・ の 及び保管に関すること

　7月保健 による医療 視を ける 防止法関係の ける

（ ）安全管理報 について　　　　　　　  

27 年度安全管理報 よ  

　ダブルチェックや指 の実行をしっか 行する

部門 者よ 安全管理についての報 分 評 を行った

（ ） の の対応（活動・ の 新等）

PACS のクラウド化やオ に Rポータブル の導 な を った

28 年度 等について

く実 線量減少への （定 的に教育講演を実施する）を行

不 の いよ 医療 視の を行

がん診療連携拠点病院等で な 定資 へ める

退職者等に 放射線 予防規 の 種委員・ 者の一部 を 10 月よ 実施

上

上 の に対して、報 協議し を きました 回について 、 年の ・ 月に開催（臨 集

の都度）予定です

会
委員長 米田　 敏　　報　告 河原 尚美［法令関連］

【 的

本委員会 、院内で行 れているがん化学療法の 点な を議 し 決策を見 すことを 的としている

らに院内で実施 れている化学療法のレジメン（治療内 ）の 性を評 し、 する また、外 化学療

法 の現状を報 し、 点を い し、 決策を見 す して、緩和ケアに関する 点を議 し、院内で

一化を る

【

委員長　米田　敏（呼吸器外科）

委　員　濱之上　雅博（外科）今給 　 幸（呼吸器外科）　山本　 （呼吸器外科）
小濵　浩介（血液内科）立和田　 （ 器科）

　 士子、 畠　一 、中 　 子、 上　博 、 内　 （薬剤部）
市　寿子（リハ）田中　美 （栄養管理部）福  、田中　 美（医事課）

【看護部】 退職者、 動者を む
　 子、 　 代、（2西）中 　 子、 　 、 崎　まこと（2東）
　 つき、 　ひ （3東） 　 子、松 　 （3西）

上 　 、新 　ま 、赤崎　 え、 　こ え（2 ） 　 子、 　 子（2南）
堂　 子、 市　 美子、加治 　加代子（外 ）　
　 代　、大西　 子、 山　 　（緩和医療課） 原　 美（がん化学療法課）

活動

月 回　第 日（17 30 分～）

・ 月の外 化学療法実 報

・院内の化学療法 ・ な 事象報 、化学療法に関 る医療安全事 、 決す き 点の が行

れた

　 特にアレル ーや血管外 な の

　　報 、情報を共 することができた

・栄養管理部（ ）

・医事課

定報 びに化学療法・緩和ケアに関する診療報酬改定内 の
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【 的

本委員会 、院内で行 れているがん化学療法の 点な を議 し 決策を見 すことを 的としている

らに院内で実施 れている化学療法のレジメン（治療内 ）の 性を評 し、 する また、外 化学療

法 の現状を報 し、 点を い し、 決策を見 す して、緩和ケアに関する 点を議 し、院内で

一化を る

【

委員長　米田　敏（呼吸器外科）

委　員　濱之上　雅博（外科）今給 　 幸（呼吸器外科）　山本　 （呼吸器外科）
小濵　浩介（血液内科）立和田　 （ 器科）

　 士子、 畠　一 、中 　 子、 上　博 、 内　 （薬剤部）
市　寿子（リハ）田中　美 （栄養管理部）福  、田中　 美（医事課）

【看護部】 退職者、 動者を む
　 子、 　 代、（2西）中 　 子、 　 、 崎　まこと（2東）
　 つき、 　ひ （3東） 　 子、松 　 （3西）

上 　 、新 　ま 、赤崎　 え、 　こ え（2 ） 　 子、 　 子（2南）
堂　 子、 市　 美子、加治 　加代子（外 ）　
　 代　、大西　 子、 山　 　（緩和医療課） 原　 美（がん化学療法課）

活動

月 回　第 日（17 30 分～）

・ 月の外 化学療法実 報

・院内の化学療法 ・ な 事象報 、化学療法に関 る医療安全事 、 決す き 点の が行

れた

　 特にアレル ーや血管外 な の

　　報 、情報を共 することができた

・栄養管理部（ ）

・医事課

定報 びに化学療法・緩和ケアに関する診療報酬改定内 の
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・緩和ケア

　 っとサロン 内、緩和ケア研修会 内（ しい内 に関して 、緩和医療課の 参 ）

・薬剤部

　 月、 院化学療法調剤 報

薬剤に関する情報

生食 500 をテル から カリへ 剤 について

エンドキサン規 見 しについて

白 に対するアバスチン・サイラムザ治療 判定基 について

リツキサン投 度 について

インフルエンザワクチン 種 について

ナウ リンについて（ o eri one 、成人、小児と 小 量で使用す きで る の理 、60

上の患者と 1日用量が 30 上の患者で 特に、重 な 性不整 や 死のリスク上昇との

関連が れているためで る 医薬 安全性情報 o 9 No 25（2011 12 08））

な を報 した
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入院 報

【 的

本委員会 、院内で行 れているがん化学療法の 点な を議 し 決策を見 すことを 的としている

らに院内で実施 れている化学療法のレジメン（治療内 ）の 性を評 し、 する また、外 化学療

法 の現状を報 し、 点を い し、 決策を見 す して、緩和ケアに関する 点を議 し、院内で

一化を る

【

委員長　米田　敏（呼吸器外科）

委　員　濱之上　雅博（外科）今給 　 幸（呼吸器外科）　山本　 （呼吸器外科）
小濵　浩介（血液内科）立和田　 （ 器科）

　 士子、 畠　一 、中 　 子、 上　博 、 内　 （薬剤部）
市　寿子（リハ）田中　美 （栄養管理部）福  、田中　 美（医事課）

【看護部】 退職者、 動者を む
　 子、 　 代、（2西）中 　 子、 　 、 崎　まこと（2東）
　 つき、 　ひ （3東） 　 子、松 　 （3西）

上 　 、新 　ま 、赤崎　 え、 　こ え（2 ） 　 子、 　 子（2南）
堂　 子、 市　 美子、加治 　加代子（外 ）　
　 代　、大西　 子、 山　 　（緩和医療課） 原　 美（がん化学療法課）

活動

月 回　第 日（17 30 分～）

・ 月の外 化学療法実 報

・院内の化学療法 ・ な 事象報 、化学療法に関 る医療安全事 、 決す き 点の が行

れた

　 特にアレル ーや血管外 な の

　　報 、情報を共 することができた

・栄養管理部（ ）

・医事課

定報 びに化学療法・緩和ケアに関する診療報酬改定内 の

・医師

新規レジメン について
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オプジー 使用について

用対策や 用疾患 大の 能性が る 一度、医師の し合いの中でオプジー に対する 用対策

について し合 機会を設けることにする

・ の

20 マン ットール 射液について使用上の 意

がん剤のこ れな の対策キット（ス ルキット）の と使用についての

血管外 のアル リズム改 について　

アントラサイクリン 薬剤の 、医師の判 でサビーン（ 能 ：アントラサイクリン 性

剤の血管外 ）使用すること ることをアル リズムに加えた

第84回薬事委員会報 　化学療法中止報 の集

薬剤部で 菌調 後、化学療法が中止とな した薬剤 2014 年 月～ 12 月までの報 よ

　2014 年　13 　合 （ 824,719） な に 2013 年　7 　合 （ 282,466）

2014 年度 、2013 年度に 2 、合 金 で 2 9 の 加となっている

内 を ると、投 後に 事象等で中止となったやむをえない例 、8

薬剤のバーコード 証について（ 、 がん剤 証が 報 れている ）

化学療法に関する同意 について（同意 を 成し、使用していた けるよ を行った ）

がんリハビリテーションについて（がんリハの対象者及びオーダー 法についての 、がんリハ中止基

の ）

レドロン 点 やランマーク使用による 骨 死の 能性が る症例報

剤使用 における 敏症 現 の対応手 についてアル リズムを 成

月 診療科 レジメン名 応がん

4月

5月

7月

9月

10 月

12 月

1 月

3 月

外科

外科

血液内科

呼吸器内科

血液内科

外科

血液内科

外科

血液内科

呼吸器内科

血液内科

SOX

XELOX

ポテリジオ

カルセド

リツキサン をロキ プロフェロン カロナール

サイラムザ パクリタキセル

サイラムザ 剤

エルプラットアレル ー予防レジメン

ロイナー

AC 療法

G P 療法

オプジー 療法

SMAIL 療法

がん

がん

ATL

肺がん

がん

がん

大腸がん

性リンパ

乳がん

性リンパ

小 肺がん

性リンパ

上、12 が れ、す て れた
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【 的

本委員会 、院内で行 れているがん化学療法の 点な を議 し 決策を見 すことを 的としている

らに院内で実施 れている化学療法のレジメン（治療内 ）の 性を評 し、 する また、外 化学療

法 の現状を報 し、 点を い し、 決策を見 す して、緩和ケアに関する 点を議 し、院内で

一化を る

【

委員長　米田　敏（呼吸器外科）

委　員　濱之上　雅博（外科）今給 　 幸（呼吸器外科）　山本　 （呼吸器外科）
小濵　浩介（血液内科）立和田　 （ 器科）

　 士子、 畠　一 、中 　 子、 上　博 、 内　 （薬剤部）
市　寿子（リハ）田中　美 （栄養管理部）福  、田中　 美（医事課）

【看護部】 退職者、 動者を む
　 子、 　 代、（2西）中 　 子、 　 、 崎　まこと（2東）
　 つき、 　ひ （3東） 　 子、松 　 （3西）

上 　 、新 　ま 、赤崎　 え、 　こ え（2 ） 　 子、 　 子（2南）
堂　 子、 市　 美子、加治 　加代子（外 ）　
　 代　、大西　 子、 山　 　（緩和医療課） 原　 美（がん化学療法課）

活動

月 回　第 日（17 30 分～）

・ 月の外 化学療法実 報

・院内の化学療法 ・ な 事象報 、化学療法に関 る医療安全事 、 決す き 点の が行

れた

　 特にアレル ーや血管外 な の

　　報 、情報を共 することができた

・栄養管理部（ ）

・医事課

定報 びに化学療法・緩和ケアに関する診療報酬改定内 の
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・医師

新規レジメン について
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・緩和ケア

　 っとサロン 内、緩和ケア研修会 内（ しい内 に関して 、緩和医療課の 参 ）

・薬剤部

　 月、 院化学療法調剤 報

薬剤に関する情報

生食 500 をテル から カリへ 剤 について

エンドキサン規 見 しについて

白 に対するアバスチン・サイラムザ治療 判定基 について

リツキサン投 度 について

インフルエンザワクチン 種 について

ナウ リンについて（ o eri one 、成人、小児と 小 量で使用す きで る の理 、60

上の患者と 1日用量が 30 上の患者で 特に、重 な 性不整 や 死のリスク上昇との

関連が れているためで る 医薬 安全性情報 o 9 No 25（2011 12 08））

な を報 した
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入院 報

【 的

本委員会 、院内で行 れているがん化学療法の 点な を議 し 決策を見 すことを 的としている

らに院内で実施 れている化学療法のレジメン（治療内 ）の 性を評 し、 する また、外 化学療

法 の現状を報 し、 点を い し、 決策を見 す して、緩和ケアに関する 点を議 し、院内で

一化を る

【

委員長　米田　敏（呼吸器外科）

委　員　濱之上　雅博（外科）今給 　 幸（呼吸器外科）　山本　 （呼吸器外科）
小濵　浩介（血液内科）立和田　 （ 器科）

　 士子、 畠　一 、中 　 子、 上　博 、 内　 （薬剤部）
市　寿子（リハ）田中　美 （栄養管理部）福  、田中　 美（医事課）

【看護部】 退職者、 動者を む
　 子、 　 代、（2西）中 　 子、 　 、 崎　まこと（2東）
　 つき、 　ひ （3東） 　 子、松 　 （3西）

上 　 、新 　ま 、赤崎　 え、 　こ え（2 ） 　 子、 　 子（2南）
堂　 子、 市　 美子、加治 　加代子（外 ）　
　 代　、大西　 子、 山　 　（緩和医療課） 原　 美（がん化学療法課）

活動

月 回　第 日（17 30 分～）

・ 月の外 化学療法実 報

・院内の化学療法 ・ な 事象報 、化学療法に関 る医療安全事 、 決す き 点の が行

れた

　 特にアレル ーや血管外 な の

　　報 、情報を共 することができた

・栄養管理部（ ）

・医事課

定報 びに化学療法・緩和ケアに関する診療報酬改定内 の

・医師

新規レジメン について
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オプジー 使用について

用対策や 用疾患 大の 能性が る 一度、医師の し合いの中でオプジー に対する 用対策

について し合 機会を設けることにする

・ の

20 マン ットール 射液について使用上の 意

がん剤のこ れな の対策キット（ス ルキット）の と使用についての

血管外 のアル リズム改 について　

アントラサイクリン 薬剤の 、医師の判 でサビーン（ 能 ：アントラサイクリン 性

剤の血管外 ）使用すること ることをアル リズムに加えた

第84回薬事委員会報 　化学療法中止報 の集

薬剤部で 菌調 後、化学療法が中止とな した薬剤 2014 年 月～ 12 月までの報 よ

　2014 年　13 　合 （ 824,719） な に 2013 年　7 　合 （ 282,466）

2014 年度 、2013 年度に 2 、合 金 で 2 9 の 加となっている

内 を ると、投 後に 事象等で中止となったやむをえない例 、8

薬剤のバーコード 証について（ 、 がん剤 証が 報 れている ）

化学療法に関する同意 について（同意 を 成し、使用していた けるよ を行った ）

がんリハビリテーションについて（がんリハの対象者及びオーダー 法についての 、がんリハ中止基

の ）

レドロン 点 やランマーク使用による 骨 死の 能性が る症例報

剤使用 における 敏症 現 の対応手 についてアル リズムを 成

月 診療科 レジメン名 応がん

4月

5月

7月

9月

10 月

12 月

1 月

3 月

外科

外科

血液内科

呼吸器内科

血液内科

外科

血液内科

外科

血液内科

呼吸器内科

血液内科

SOX

XELOX

ポテリジオ

カルセド

リツキサン をロキ プロフェロン カロナール

サイラムザ パクリタキセル

サイラムザ 剤

エルプラットアレル ー予防レジメン

ロイナー

AC 療法

G P 療法

オプジー 療法

SMAIL 療法

がん

がん

ATL

肺がん

がん

がん

大腸がん

性リンパ

乳がん

性リンパ

小 肺がん

性リンパ

上、12 が れ、す て れた
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会
委員長 牟禮　洋　　報　告 上唐湊 芳一［法令関連］

活動報告

委員会 、年 回（4、7、10、1 月）開催してお ます（今年度 事情によ 回の開催とな ました）
委員の 成 、病院長を めとして 院長、事務局長、診療情報管理士、医事課スタッフ 20 名
総 24 名で 成 れます

的

的な診 及び治療 法について院内で を し、 なコーディングを行 体制を 保することを
的とする

委員長 　洋（ 院長） 

委　員 昇　卓夫（病院長） 　 一（事務局長） 中　幸子（診療情報管理士）
 上 　芳一（医事課長） 東　 史（医事課長補佐） 　 治（ICU 医事 ）
 永 　一彰（2東医事 ） 　浩 （3東医事 ） 　 （4 西医事 ）
 　 子（手術 医事 ） 道 　美 （2西・N・GCU 医事 ）
 東　 子（3中央医事 ） 山　 美（2南医事 ） 小 　 美（2 医事 ）
 米 　 美（4 医事 ） 松　め （2東医事 ） 福 　 （3 西医事 ）
 　 子（3 医事 ） 中 　 子（3南医事 ） 田中　博子（2 医事 ）
 　 （4 医事 ） 　 （2東医事 ） 田 　ひと （4 西医事 ）

議事内 としまして、 な報 、 をしています

　 なコーディングを行 ために、関係部署でよく議 し診療報酬 業務等を行ってお ます

症例検討等 医事スタッフによ で議 を しています

　また、IC の が いと誤ったコードによ 、診療報酬 業務に が ますので、 でよ 一

の向上を たいと考えてお ます

　 生 に PC 制度・ 業務に関して 活動を 少しできたらと います

　また、PC のデータを していることから行 や患者 んからの評 けているとの を 、

なデータが できるよ 日 進していきたいと考えてお ます

議  

27 4 月 ・症例検討（小児科）
月別 院 日 を （26 4 27 2）
小児科 PC 疾患一 を 圧
的に肺炎の分 が い
 

 ・平成 27 年度医療機関別係 の 点
について

性と救急医療係 がマイナス
救急医療係 の について議

28 1 月 ・症例検討（ 外科）
と延 外 症候群と低 症

との 検討
 
 ・平成 27 年度医療機関別係 の と

考 について
マイナス の係 と改 策
救急医療係 の分

 
 ・ PC チェック報

となった診 群分 コード、
なし、 中の診 群分 コードの報

 
 ・改 定ルール等の見 しについて

院日 の 高ルールについて
調整の について

CCP マトリックスについて
式 1の見 しについて　等

会
委員長 松永 俊二　　管理者  千田 清美

報　告 益田 阿佑美
［医療安全］

的

本委員会 医療安全対策の 立を 進し、 っと かつ安全な医療の に資することを 的とする ま
た、医療事 生 の な対応及び医療事 等の を にしないため、原 分 と再 防止策を検討
の上、安全教育の にフィードバックするな 、医療の質の 保と向上および職員の安全に関 るスキルの
向上を 指す ので る

会

松永俊二（委員長）、 洋（ 委員長）、昇卓夫、丸山芳一、 、 代、 山 、
下 子、 田 美（専従医療安全管理者）、長 つ美（専従医療安全管理者）、下 合 、

高 理（医薬 安全管理者）、 一、今 之、児島 幸、 健一（医療機器安全管理者）、
永 之、 子、 一、原 一博、濱田敏彦、 子、田中 、中 、 田 美

（外部）東 上日動メディカルサービス株式会社メディカルリスクマネジメント 　

子、工 　（年 回）

の主な活動

看護安全対策委員会との連携
　・同委員会で特に課 となったアクシデント報 の再検討と対策を る

週医療安全管理 者によ 、インシデント管理システムによる、内 分 別、事象レベル 生月
別、事象レベル別の報 、検討を加える

医療安全推進週 　11月22日～11月28日
　（安全 ・ポスター 成、レポート の 進）

医療安全推進月 　12月1日～1月31日
　1 安全 名 から
　2 医療者のリスクセンスが患者 んの安全を ます
　3 重 な検査 患者 んへ しまし ！
　3つのテーマを し 部署で ん

医療安全対策研修会（2回 年）
回 平成27年10月30日、31日の 日 実施

　　　　　　 加研修6回実施
・全職員対象：総参加者 726名
「 YT の考え と 法を部署の安全対策に生か 」
講師：東 上日動メディカルサービス株式会社メディカルリスクマネジメント 　 子 生

回 平成28年 月10日実施
　　　　　 加研修 回実施
・全職員対象：総参加 817名
「インターネットの危 性と対策」
講師：鹿児島県 本部生活 課 対策 　田代 基 生

の 、 な検討実施事

・安全管理報 の集 と改 策の

・安全管理のための 策の

・リスクマネジメント関連情報の検討

・安全管理に関連する委員会からの報 、情報

・評 機 の安全情報の検討

・医薬 ,医療機器 ,褥瘡管理者よ の安全情報の検討

・安全管理部門カンフ レンスの実施（ 週月 ）

・院内 路・施設ラウンド

・患者 ・ 院 のチェックリスト策定
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会
委員長 牟禮　洋　　報　告 上唐湊 芳一［法令関連］

活動報告

委員会 、年 回（4、7、10、1 月）開催してお ます（今年度 事情によ 回の開催とな ました）
委員の 成 、病院長を めとして 院長、事務局長、診療情報管理士、医事課スタッフ 20 名
総 24 名で 成 れます

的

的な診 及び治療 法について院内で を し、 なコーディングを行 体制を 保することを
的とする

委員長 　洋（ 院長） 

委　員 昇　卓夫（病院長） 　 一（事務局長） 中　幸子（診療情報管理士）
 上 　芳一（医事課長） 東　 史（医事課長補佐） 　 治（ICU 医事 ）
 永 　一彰（2東医事 ） 　浩 （3東医事 ） 　 （4 西医事 ）
 　 子（手術 医事 ） 道 　美 （2西・N・GCU 医事 ）
 東　 子（3中央医事 ） 山　 美（2南医事 ） 小 　 美（2 医事 ）
 米 　 美（4 医事 ） 松　め （2東医事 ） 福 　 （3 西医事 ）
 　 子（3 医事 ） 中 　 子（3南医事 ） 田中　博子（2 医事 ）
 　 （4 医事 ） 　 （2東医事 ） 田 　ひと （4 西医事 ）

議事内 としまして、 な報 、 をしています

　 なコーディングを行 ために、関係部署でよく議 し診療報酬 業務等を行ってお ます

症例検討等 医事スタッフによ で議 を しています

　また、IC の が いと誤ったコードによ 、診療報酬 業務に が ますので、 でよ 一

の向上を たいと考えてお ます

　 生 に PC 制度・ 業務に関して 活動を 少しできたらと います

　また、PC のデータを していることから行 や患者 んからの評 けているとの を 、

なデータが できるよ 日 進していきたいと考えてお ます

議  

27 4 月 ・症例検討（小児科）
月別 院 日 を （26 4 27 2）
小児科 PC 疾患一 を 圧
的に肺炎の分 が い
 

 ・平成 27 年度医療機関別係 の 点
について

性と救急医療係 がマイナス
救急医療係 の について議

28 1 月 ・症例検討（ 外科）
と延 外 症候群と低 症

との 検討
 
 ・平成 27 年度医療機関別係 の と

考 について
マイナス の係 と改 策
救急医療係 の分

 
 ・ PC チェック報

となった診 群分 コード、
なし、 中の診 群分 コードの報

 
 ・改 定ルール等の見 しについて

院日 の 高ルールについて
調整の について

CCP マトリックスについて
式 1の見 しについて　等

会
委員長 松永 俊二　　管理者  千田 清美

報　告 益田 阿佑美
［医療安全］

的

本委員会 医療安全対策の 立を 進し、 っと かつ安全な医療の に資することを 的とする ま
た、医療事 生 の な対応及び医療事 等の を にしないため、原 分 と再 防止策を検討
の上、安全教育の にフィードバックするな 、医療の質の 保と向上および職員の安全に関 るスキルの
向上を 指す ので る

会

松永俊二（委員長）、 洋（ 委員長）、昇卓夫、丸山芳一、 、 代、 山 、
下 子、 田 美（専従医療安全管理者）、長 つ美（専従医療安全管理者）、下 合 、

高 理（医薬 安全管理者）、 一、今 之、児島 幸、 健一（医療機器安全管理者）、
永 之、 子、 一、原 一博、濱田敏彦、 子、田中 、中 、 田 美

（外部）東 上日動メディカルサービス株式会社メディカルリスクマネジメント 　

子、工 　（年 回）

の主な活動

看護安全対策委員会との連携
　・同委員会で特に課 となったアクシデント報 の再検討と対策を る

週医療安全管理 者によ 、インシデント管理システムによる、内 分 別、事象レベル 生月
別、事象レベル別の報 、検討を加える

医療安全推進週 　11月22日～11月28日
　（安全 ・ポスター 成、レポート の 進）

医療安全推進月 　12月1日～1月31日
　1 安全 名 から
　2 医療者のリスクセンスが患者 んの安全を ます
　3 重 な検査 患者 んへ しまし ！
　3つのテーマを し 部署で ん

医療安全対策研修会（2回 年）
回 平成27年10月30日、31日の 日 実施

　　　　　　 加研修6回実施
・全職員対象：総参加者 726名
「 YT の考え と 法を部署の安全対策に生か 」
講師：東 上日動メディカルサービス株式会社メディカルリスクマネジメント 　 子 生

回 平成28年 月10日実施
　　　　　 加研修 回実施
・全職員対象：総参加 817名
「インターネットの危 性と対策」
講師：鹿児島県 本部生活 課 対策 　田代 基 生

の 、 な検討実施事

・安全管理報 の集 と改 策の

・安全管理のための 策の

・リスクマネジメント関連情報の検討

・安全管理に関連する委員会からの報 、情報

・評 機 の安全情報の検討

・医薬 ,医療機器 ,褥瘡管理者よ の安全情報の検討

・安全管理部門カンフ レンスの実施（ 週月 ）

・院内 路・施設ラウンド

・患者 ・ 院 のチェックリスト策定
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院 会
委員長 丸山芳一　　報　告 立和名 聖子［医療安全］

的

院内感染の 生を に防止することや院内感染が 生した 合における 急対策な 院内感染防止対策に

関する の原 分 、改 策を審議し 施策の査定な を行 ことを 的とする 病院長 属の 機関と

し 的な意 決定機関として機能する

委員長 丸山芳一（ 内科、IC ）

委員長 川畠寿史（呼吸器内科医師）、立和名 子（感染管理課）

委　員 昇卓夫（病院長）、 （歯科 外科医師）、 代、 山 、 下 子、 ひと 、

子、 川 子、中 子、 子、 美 代、 つき、 山リカ、田中かす 、東美 子、

夫、 堂 子、上 、 子、 ノ上 子、山下 理恵、上ノ町和子、上之 洋子（看護部）松

下恵子（病床管理部）、 中 （中央検査部）、高 理、 、児 理子、山之内 （薬剤

部）、 後 （病理部）、永山 （放射線部）、 下 恵、 田 （リハビリテーション部）、上平田

美 （栄養管理部）、小 子（在宅医療部）、 一（臨床工学部）、 田 美（医療安全管理課）、

一（事務局長）、今 小 合（中央検査部　議事 ）

In e tion Contro  Te  ICT

 丸山芳一（IC ）、川畠寿史（医師）、立和名 子（CNIC）、 中 （ICMT）、 （ CPIC）、児 理子、

山之内 （薬剤師）、田中かす 、 山睦美（看護部）、山本 か （総務 課）、日高 洋（用度課）

活動

　 年度に き き病院感染防止対策委員会と ICT の 2 本 で院内感染防止対策に した

　定例会議 、 月第 4 日に開催 れ 性菌や 菌薬使用状 報 、事 検討、感染症 生に対する院内

感染対策の と な が行 れた 急会議事 なかった

　今年度 、 年のインフルエンザ対応を けて感染 生 の病 、病 の連絡体制の見 しを行った

また、インフルエンザによる院内の 会制 開 、 基 を検討した 委員会で 後、 やかに病院感染防

止対策マ ュアルへ した

　院内感染事例で 、鹿児島県の流行 生 意報 を け 1月 29 日よ 会制 レベル 1（ 会者、全職員

マスク 用）2月 15 日よ 会制 レベル 2（マスク 用 、子 の 会制 ）と感染対策を 化した 4月

11 日に 会制 を行った 例年と インフルエンザ 生 少なく 部署 的な 生に まった 同

に の 生が 管 保健 と情報共 、相談を行い職員 2 名の 者調査を実施することになった

が幸い 感染なく 者調査 した

　 の 、全職員対象の院内感染研修 運営を ICT が中 とな 実施した 第 1 回：7 月 23 日鹿児島大

学病院 血 治療部 川良 生よ 「HI 感染症：鹿児島県の現状と 、 し事 対策」の講演、補

研修を 2回行い参加 86 で った 第 2回：オックスフォード・イムノテック（株） 大 生、山 美

佐 生よ 「 の現状と 在性 スクリー ング」について 10 月 22 日、29 日、11 月 17 日、18 日 4 回講

演を き参加 93 で った 100 の参加 を 指し 行 誤しながら んでいる

　対外的な活動として厚労省院内感染対策サーベイランス事業の検査部門、全 院部門に参加している 検査

部門 、中央検査部の 中が 、全 院部門 丸山と立和名が し 月 的に厚労省へ報 している

　感染防止対策加 や地域連携加 に 活動で 、相 評 を 10 月 9 日今 病院分院の ICT6 名の に

院の感染対策を評 して いた 11 月 6 日 、 院の ICT7 名で鹿児島大学病院に 向き感染対策評 を実施

した 指 事 に対して 、委員会に報 れ改 に向け ん

　感染防止対策加 2 施設との 4 回の合同カンフ レンスで 、 菌薬使用状 の や感染症 生によ

る感染対策の検討と振 、 ANIS サーベイランスのデータ 、検体採 に関連した教育、薬剤管理な

な内 の し合いを行った

委員会の な内 、検討事

4 月 2 2 日

5 月 2 7 日

6 月 2 4 日

7 月 2 2 日

8 月 2 6 日

9 月 1 6 日

10月28日

11月25日

12月16日

1 月 2 7 日

2 月 2 4 日

3 月 2 3 日

性菌報 、 菌薬使用状 報 、院内感染防止対策マ ュアル検討

性菌報 、 菌薬使用状 報

性菌報 、 菌薬使用状 報 、CM 投 量の 、コリスチン 手 について検討

性菌報 、 菌薬使用状 報

性菌報 、 菌薬使用状 報

性菌報 、 菌薬使用状 報 、院内感染研修補 研修について

性菌報 、 菌薬使用状 報 、感染 生報 （ C、C ）、化 性 炎の T スクリー ン

グについて、ノロウイルス感染予防の

性菌報 、 菌薬使用状 報

性菌報 、 菌薬使用状 報 、院内感染研修参加 報 、感染防止対策地域連携加 評

ラウンド報 と指 事 の検討

性菌報 、 菌薬使用状 報 、感染 生報 （インフルエンザ、感染性 腸炎）

性菌報 、 菌薬使用状 報 、感染 生報 （インフルエンザ）と対策の と 、　

者調査について

性菌報 、 菌薬使用状 報 、感染 生報 （インフルエンザ）、薬 の使用 について

院 会
委員長 西澤 輝彦　　報　告 川井田 祐一郎［医療の質向上］

的

地域における医療の 保、向上のために な支援に係る業務に関し、 業務が に

行 れるために な事 を審議することを 的とする

鹿児島県医師会 会長 洋 今給 総合病院院長 昇卓夫

鹿児島市医師会 会長　 田 治 今給 総合病院 院長 西澤輝彦

鹿児島県県立病院事業管理者 福 俊  今給 総合病院看護部長 代

鹿児島市消防局長　 山下 二

院 、平成 25 年 3 月 22 日地域医療支援病院に れました

議

1、年度業務報  年度業務報 を県 事への業務報 に い行った 　

2、病院 て え 病院 て えについて現 報 を行った

3、質 応  年度業務報 についての質 、外部委員からの助 を いた
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院 会
委員長 丸山芳一　　報　告 立和名 聖子［医療安全］

的

院内感染の 生を に防止することや院内感染が 生した 合における 急対策な 院内感染防止対策に

関する の原 分 、改 策を審議し 施策の査定な を行 ことを 的とする 病院長 属の 機関と

し 的な意 決定機関として機能する

委員長 丸山芳一（ 内科、IC ）

委員長 川畠寿史（呼吸器内科医師）、立和名 子（感染管理課）

委　員 昇卓夫（病院長）、 （歯科 外科医師）、 代、 山 、 下 子、 ひと 、

子、 川 子、中 子、 子、 美 代、 つき、 山リカ、田中かす 、東美 子、

夫、 堂 子、上 、 子、 ノ上 子、山下 理恵、上ノ町和子、上之 洋子（看護部）松

下恵子（病床管理部）、 中 （中央検査部）、高 理、 、児 理子、山之内 （薬剤

部）、 後 （病理部）、永山 （放射線部）、 下 恵、 田 （リハビリテーション部）、上平田

美 （栄養管理部）、小 子（在宅医療部）、 一（臨床工学部）、 田 美（医療安全管理課）、

一（事務局長）、今 小 合（中央検査部　議事 ）

In e tion Contro  Te  ICT

 丸山芳一（IC ）、川畠寿史（医師）、立和名 子（CNIC）、 中 （ICMT）、 （ CPIC）、児 理子、

山之内 （薬剤師）、田中かす 、 山睦美（看護部）、山本 か （総務 課）、日高 洋（用度課）

活動

　 年度に き き病院感染防止対策委員会と ICT の 2 本 で院内感染防止対策に した

　定例会議 、 月第 4 日に開催 れ 性菌や 菌薬使用状 報 、事 検討、感染症 生に対する院内

感染対策の と な が行 れた 急会議事 なかった

　今年度 、 年のインフルエンザ対応を けて感染 生 の病 、病 の連絡体制の見 しを行った

また、インフルエンザによる院内の 会制 開 、 基 を検討した 委員会で 後、 やかに病院感染防

止対策マ ュアルへ した

　院内感染事例で 、鹿児島県の流行 生 意報 を け 1月 29 日よ 会制 レベル 1（ 会者、全職員

マスク 用）2月 15 日よ 会制 レベル 2（マスク 用 、子 の 会制 ）と感染対策を 化した 4月

11 日に 会制 を行った 例年と インフルエンザ 生 少なく 部署 的な 生に まった 同

に の 生が 管 保健 と情報共 、相談を行い職員 2 名の 者調査を実施することになった

が幸い 感染なく 者調査 した

　 の 、全職員対象の院内感染研修 運営を ICT が中 とな 実施した 第 1 回：7 月 23 日鹿児島大

学病院 血 治療部 川良 生よ 「HI 感染症：鹿児島県の現状と 、 し事 対策」の講演、補

研修を 2回行い参加 86 で った 第 2回：オックスフォード・イムノテック（株） 大 生、山 美

佐 生よ 「 の現状と 在性 スクリー ング」について 10 月 22 日、29 日、11 月 17 日、18 日 4 回講

演を き参加 93 で った 100 の参加 を 指し 行 誤しながら んでいる

　対外的な活動として厚労省院内感染対策サーベイランス事業の検査部門、全 院部門に参加している 検査

部門 、中央検査部の 中が 、全 院部門 丸山と立和名が し 月 的に厚労省へ報 している

　感染防止対策加 や地域連携加 に 活動で 、相 評 を 10 月 9 日今 病院分院の ICT6 名の に

院の感染対策を評 して いた 11 月 6 日 、 院の ICT7 名で鹿児島大学病院に 向き感染対策評 を実施

した 指 事 に対して 、委員会に報 れ改 に向け ん

　感染防止対策加 2 施設との 4 回の合同カンフ レンスで 、 菌薬使用状 の や感染症 生によ

る感染対策の検討と振 、 ANIS サーベイランスのデータ 、検体採 に関連した教育、薬剤管理な

な内 の し合いを行った

委員会の な内 、検討事

4 月 2 2 日

5 月 2 7 日

6 月 2 4 日

7 月 2 2 日

8 月 2 6 日

9 月 1 6 日

10月28日

11月25日

12月16日

1 月 2 7 日

2 月 2 4 日

3 月 2 3 日

性菌報 、 菌薬使用状 報 、院内感染防止対策マ ュアル検討

性菌報 、 菌薬使用状 報

性菌報 、 菌薬使用状 報 、CM 投 量の 、コリスチン 手 について検討

性菌報 、 菌薬使用状 報

性菌報 、 菌薬使用状 報

性菌報 、 菌薬使用状 報 、院内感染研修補 研修について

性菌報 、 菌薬使用状 報 、感染 生報 （ C、C ）、化 性 炎の T スクリー ン

グについて、ノロウイルス感染予防の

性菌報 、 菌薬使用状 報

性菌報 、 菌薬使用状 報 、院内感染研修参加 報 、感染防止対策地域連携加 評

ラウンド報 と指 事 の検討

性菌報 、 菌薬使用状 報 、感染 生報 （インフルエンザ、感染性 腸炎）

性菌報 、 菌薬使用状 報 、感染 生報 （インフルエンザ）と対策の と 、　

者調査について

性菌報 、 菌薬使用状 報 、感染 生報 （インフルエンザ）、薬 の使用 について

院 会
委員長 西澤 輝彦　　報　告 川井田 祐一郎［医療の質向上］

的

地域における医療の 保、向上のために な支援に係る業務に関し、 業務が に

行 れるために な事 を審議することを 的とする

鹿児島県医師会 会長 洋 今給 総合病院院長 昇卓夫

鹿児島市医師会 会長　 田 治 今給 総合病院 院長 西澤輝彦

鹿児島県県立病院事業管理者 福 俊  今給 総合病院看護部長 代

鹿児島市消防局長　 山下 二

院 、平成 25 年 3 月 22 日地域医療支援病院に れました

議

1、年度業務報  年度業務報 を県 事への業務報 に い行った 　

2、病院 て え 病院 て えについて現 報 を行った

3、質 応  年度業務報 についての質 、外部委員からの助 を いた
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会
委員長 丸山 芳一 (報告）［医療安全］

委員長 丸山芳一（ 内科）、　 委員長　濵之上雅博（外科）、小濵浩介（血液内科）

委　員 昇　卓夫（病院長）、

 代、 山 、 ひと 、中 子、田中かす 、 夫、濱田 、 恵 （看護部）、

高 理（薬剤部）、川 田 一 （事務部）、 中 、今 之、 代 美（検査部）

　 委員会 月の第 4 日に開催した な協議事 血液 剤の 使用を に診療科ごと、医師

ごとの血液 剤 と使用量、 剤ごとの 量と の原 につき な検討を行った れが

一 の理 で 、新 血 で バッグ 原 で った（表）

血式 血 採血 の 圧ポンプの いに不 れな が 、使用法の手 を った 血回 が

で 、止む ない 合の 血 用が原 で 、 用な 血 用 医療安全の 点から 重で

る きで る

　 血同意 について 血液疾患や 性疾な 同一疾患に対する定 的な 血で 1 年に一度の を原

とし、状 によって 年 に たること 能とした

剤名
薬
（円）

本
金

（円） （ ）
使用本 本金 （円）

厚赤血

新 血

血小板 剤

血

2.86

0 84

0

7 14

1 59

1

2

120

240

480

5

10

15

20

1

2

8,864

17,726

8,955

17,912

23,617

39,900

79,479

119,204

158,938

　

　

12

1,355

2

686

16

6

112

1

1

14

47

2,252

12

1,319

2

683

16

6

112

0

1

14

45

2,213

0

691,314

0

107,472

0

0

0

0

0

0

　

798,786

0

39

0

6

0

0

0

0

0

0

2

46

106,368

24,018,730

17,910

12,287,632

377,872

239,400

8,901,536

119,204

158,938

　

　

46,227,590

会
委員長  山下 真理恵（報告）［医療安全］

的

本委員会 、医療事 防止対策の を 進すると共に、安全な医療看護を し、 一事 生 、

やかに 意 む

れを生かし、安全教育の にフィードバッグし再 防止に め、医療看護の質の 保と向上を る

部署で年 を立 し活動した

看護部長　 看護部長　 下看護 部長　 山 看護部長

医療安全課長： 田 医療安全課：長  部署師長

委員メンバー：  部署委員 

活動

月の安全管理報 、事例レベル、 生事例についての報

アクシデント 生部署からの事例報・対策報

（報 を けることで看護部全体の情報共 ・ 意 起に繋がる）

医薬 安全管理 者、医療機器安全管理者からの 事 の

外部リスクマネジメント関連情報

医療機能評 機 からの医療安全情報、PM A情報

東 上日動メディカルサービスからのリスクマネジメント関連情報

インシデント・アクシデント報 の中から し検討した

・ 歯 浄 の流れについて病 の現状 を行い、 歯の 、管理の を る

・ミキシング の点 法：病 ラウンドを行い 病 の現状 しチェックリストの見 し

本年度の会議 、事例検討の を くとれるよ に資 会議の 週に し、 を に使えるよ

にした

会議の で、報 等を行い後 でグループ内での事例検討を行った

事例 月 例 制で し YTを用いたワーキングを行った

今年度 YTの全体研修 く開催 れ YTに対する が向上したので ないかと考える

会
委員長 西澤 輝彦（報告）［医療の質向上］

 委員会 科 田部長のお で 、手術 、中央 部、NICU運営委員会、 に 委員

会と合同で月1回開催 れています 救急部門 に救急 け れ状 や 日の 医の体制な につい

て討議しています 本年度 救急 の 現状を維 している のの全 的な 症化の 向が見られ、特

に重症の 外傷症例が減少した 象です 交通事 の減少な 外傷 体 減少 向に ますが、5月

の市立病院 、一 年の米 病院 、 病院によるドクター リ、ドクターカーの運用開 の

院 少 ると推定 れます 院 新病院への が決定してお ますが、 として選 れる救急

体制を する が ます 現在で 医師による け れ が ること 事実です までの

ることをない救急を 指して体制 化、 の同 れの体制 な の課 を 決する く検討して

行く です
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会
委員長 丸山 芳一 (報告）［医療安全］

委員長 丸山芳一（ 内科）、　 委員長　濵之上雅博（外科）、小濵浩介（血液内科）

委　員 昇　卓夫（病院長）、

 代、 山 、 ひと 、中 子、田中かす 、 夫、濱田 、 恵 （看護部）、

高 理（薬剤部）、川 田 一 （事務部）、 中 、今 之、 代 美（検査部）

　 委員会 月の第 4 日に開催した な協議事 血液 剤の 使用を に診療科ごと、医師

ごとの血液 剤 と使用量、 剤ごとの 量と の原 につき な検討を行った れが

一 の理 で 、新 血 で バッグ 原 で った（表）

血式 血 採血 の 圧ポンプの いに不 れな が 、使用法の手 を った 血回 が

で 、止む ない 合の 血 用が原 で 、 用な 血 用 医療安全の 点から 重で

る きで る

　 血同意 について 血液疾患や 性疾な 同一疾患に対する定 的な 血で 1 年に一度の を原

とし、状 によって 年 に たること 能とした

剤名
薬
（円）

本
金

（円） （ ）
使用本 本金 （円）

厚赤血

新 血

血小板 剤

血

2.86

0 84

0

7 14

1 59

1

2

120

240

480

5

10

15

20

1

2

8,864

17,726

8,955

17,912

23,617

39,900

79,479

119,204

158,938

　

　

12

1,355

2

686

16

6

112

1

1

14

47

2,252

12

1,319

2

683

16

6

112

0

1

14

45

2,213

0

691,314

0

107,472

0

0

0

0

0

0

　

798,786

0

39

0

6

0

0

0

0

0

0

2

46

106,368

24,018,730

17,910

12,287,632

377,872

239,400

8,901,536

119,204

158,938

　

　

46,227,590

会
委員長  山下 真理恵（報告）［医療安全］

的

本委員会 、医療事 防止対策の を 進すると共に、安全な医療看護を し、 一事 生 、

やかに 意 む

れを生かし、安全教育の にフィードバッグし再 防止に め、医療看護の質の 保と向上を る

部署で年 を立 し活動した

看護部長　 看護部長　 下看護 部長　 山 看護部長

医療安全課長： 田 医療安全課：長  部署師長

委員メンバー：  部署委員 

活動

月の安全管理報 、事例レベル、 生事例についての報

アクシデント 生部署からの事例報・対策報

（報 を けることで看護部全体の情報共 ・ 意 起に繋がる）

医薬 安全管理 者、医療機器安全管理者からの 事 の

外部リスクマネジメント関連情報

医療機能評 機 からの医療安全情報、PM A情報

東 上日動メディカルサービスからのリスクマネジメント関連情報

インシデント・アクシデント報 の中から し検討した

・ 歯 浄 の流れについて病 の現状 を行い、 歯の 、管理の を る

・ミキシング の点 法：病 ラウンドを行い 病 の現状 しチェックリストの見 し

本年度の会議 、事例検討の を くとれるよ に資 会議の 週に し、 を に使えるよ

にした

会議の で、報 等を行い後 でグループ内での事例検討を行った

事例 月 例 制で し YTを用いたワーキングを行った

今年度 YTの全体研修 く開催 れ YTに対する が向上したので ないかと考える

会
委員長 西澤 輝彦（報告）［医療の質向上］

 委員会 科 田部長のお で 、手術 、中央 部、NICU運営委員会、 に 委員

会と合同で月1回開催 れています 救急部門 に救急 け れ状 や 日の 医の体制な につい

て討議しています 本年度 救急 の 現状を維 している のの全 的な 症化の 向が見られ、特

に重症の 外傷症例が減少した 象です 交通事 の減少な 外傷 体 減少 向に ますが、5月

の市立病院 、一 年の米 病院 、 病院によるドクター リ、ドクターカーの運用開 の

院 少 ると推定 れます 院 新病院への が決定してお ますが、 として選 れる救急

体制を する が ます 現在で 医師による け れ が ること 事実です までの

ることをない救急を 指して体制 化、 の同 れの体制 な の課 を 決する く検討して

行く です
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会
［医療の質向上］ 委員長 丸山芳一　　報　告 畑中幸子

【
委員長　　丸山芳一（ 内科）
委員　　　昇卓夫（院長）、西澤輝彦（ 外科部長）

【看護部】 代（部長）、 下 子（ 部長）、松 下恵子（看護 委員長）
　　　　　 堂 子（外 師長）、 田 美（医療安全管理課長）
【薬剤部】高 理（部長）、 之内
【栄養管理部】上平田美 （課長） 【リハビリテーション部】 研二、
【臨床検査部】上 　 【放射線部】 一（技師長）
【医事部】 山 美、米 美　 【医療情報管理課】 博幸（ ）
【診療補助部】 美月 【診療情報管理部】 中幸子、 丸 、小西

【活動

・委員会　 月第 日　15：00～16：00
・診療 査　 月第 金 日　13：30～14：30

【 の主な活動

・5月　外国人対応同意 　電子カルテエントランスへ

・10月　病名代行 システムを 働

・11月　インフォームド・コンセントガイドライン 成 手（ 28年度4月現在検討中）

・同意 の新規 成および改定（共通文 の ）

・手術同意 　署名 の  ・介護支援連携指導  ・ 診療

・小児 薬使用検査同意  ・延 治療同意 （一部改定） ・リンパ 外 同意

・ 同意 （ 同意 へ表 ）　・薬 ・食 アレル ー 診票（サイン 改定）

・ 指 け （一 ・検査　改定）

　診療 の質的向上を 的に、電子カルテシステムの改 や診療 査を に行った
　委員会全体としての としてH24年よ 的な診療 査を開 した H26年度よ 委員 外の医師
に 参加していた くよ にな 、院内全体の への関 度が高ま H24年開 と すると日 の

や 内 がよ 実してきたと実感している しかし 不十分な点 く、一部の医師による
絡的で 的な 、検査 評 、 退院 の 事 不十分等、 的に 査が で
る また、患者 へ 、文 （同意 ）を用いて するよ 推進しているが文 の 行 が低く院内
全体の課 となっている
　システムで 決できること 電子カルテシステム会社へ改 を し、 に改 しているが、開 が
な の 、なかなか よ に進まないのが現状で る

また、 週 成 100 を 指しているサマリー 、H27年度 成 99 3 、手術 日 内の
、95 2 で った

　診療 公文 で 、診療報酬 の 拠となることへの理 を十分に高め、 なる の 実に
んでいきたい

診療 査 実施診療科

4月

5月

6月

7月

8月

9月

10月

11月

12月

1月

2月

3月

24日

22日

26日

24日

28日

25日

23日

27日

25日

22日

26日

25日

放射線、緩和医療科

器内科

呼吸器外科

科

外科

科

内科

成外科

整 外科

整 外科

総合内科、血液内科

外科

器内科

消化器内科

科

緩和医療科

産婦人科

呼吸器外科

器科

外科

総合内科

内科

成外科

総合内科

2

3中

3西

2南

3東

4

2南

4西

3中、3 、3南

3中、3 、3南

2

2東

査日 査対象診療科 査実施診療科 師長 しく

会
委員長 今給黎 尚典　小委員会委員長 昇　卓夫［医療の質向上］

的

今給 総合病院および 和会クリ ックで行 れる医学研究や医療行 に対し、倫理上の対応指 を すこ

とを 的とする トを対象とした医学研究について 「 ルシンキ 」、日常の医療について 「リス

ン 」を審議上の基 とし、医学的、倫理的および社会的 点から調査検討し、審議する また、倫理

に関する職員への教育や研修等によ 、患者の意 の尊重と人 保護の意 高 を る

会

今給  、昇 卓夫、大 保 幸一、丸山 芳一、 原 人、  洋、白濱 浩、

高  理、  代、 山 、  一、原  一博、  浩一、上  芳一、

長 　芳幸（外部委員）、 　長史（外部委員）

会

昇 卓夫、丸山 芳一、 原 人、  洋、白濱 浩、高  理、  代、 山 、

 一、  浩一、上  芳一、山内 （外部委員）

研 議

小委員会開催回 （平成 27 年度）：　8回

　開催 度：月 回（第 金 ） がない月 開催

　審査 ：合 　 　 、　1 　

　会議 ：厚生労働省「倫理審査委員会報 システム」に委員名 及び規 とと に

H27 4 10（金）　 者 :整 外科部長 松永 俊二
骨化症患者 における CT を用いた全

定術骨化 の検討

H27 5 8（金）　 者：呼吸器内科部長 川畠 寿史
症例情報システムを用いた呼吸器疾患のバイオ
マーカーに関する 的研究

H27 6 12（金）　 者： 器内科部長 大  一
別治療を 指した高 高血圧患者における 圧

薬使用 の患者 度と医師 度の対 による研
究

H27 7 10（金）　 者： 科医長　 　光博
染性 属 の 症例に対する ー

ストの使用（臨床研究に係る使用）

H27 7 10（金）　 者：呼吸器外科部長　米田　敏
高 者肺 に対する外科治療の安全性と 性を
評 するための 施設共同 向き調査研究

H27 10 9（金）　 者：病児保育専門士 西  今日子
学会 表（演 ：プレパレーションツール使用報
と今後の課 ）に患者 んや家族の や動 を使
用することについて

H27 10 9（金）　 者：外科部長　濵之上　雅博
化学療法 治療の H R2 性進行・再 に対
するオキサリプラチン S 1 療法およびオキサリプ
ラチン S 1 トラスツマブ 用療法について検討
する第 相臨床
（ SCC1501A および SCC1501 ）

H27 11 13（金）
者：消化器内科科長 今給  和幸
不能 に対するアブラキサン治療の実 調

査

H27 12 11（金）　 者：小児科部長 之内 一
スタディ

H28 2 12（金）
者： 内科 在宅診療科科長 　

0 125 サン ロ点 液による 不同（ 大）検
査

H28 2 12（金）　 者： 科医長  光博
がんに対する TS 1 の使用

、 会 、 、 者

報　告 上唐湊 芳一
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会
［医療の質向上］ 委員長 丸山芳一　　報　告 畑中幸子

【
委員長　　丸山芳一（ 内科）
委員　　　昇卓夫（院長）、西澤輝彦（ 外科部長）

【看護部】 代（部長）、 下 子（ 部長）、松 下恵子（看護 委員長）
　　　　　 堂 子（外 師長）、 田 美（医療安全管理課長）
【薬剤部】高 理（部長）、 之内
【栄養管理部】上平田美 （課長） 【リハビリテーション部】 研二、
【臨床検査部】上 　 【放射線部】 一（技師長）
【医事部】 山 美、米 美　 【医療情報管理課】 博幸（ ）
【診療補助部】 美月 【診療情報管理部】 中幸子、 丸 、小西

【活動

・委員会　 月第 日　15：00～16：00
・診療 査　 月第 金 日　13：30～14：30

【 の主な活動

・5月　外国人対応同意 　電子カルテエントランスへ

・10月　病名代行 システムを 働

・11月　インフォームド・コンセントガイドライン 成 手（ 28年度4月現在検討中）

・同意 の新規 成および改定（共通文 の ）

・手術同意 　署名 の  ・介護支援連携指導  ・ 診療

・小児 薬使用検査同意  ・延 治療同意 （一部改定） ・リンパ 外 同意

・ 同意 （ 同意 へ表 ）　・薬 ・食 アレル ー 診票（サイン 改定）

・ 指 け （一 ・検査　改定）

　診療 の質的向上を 的に、電子カルテシステムの改 や診療 査を に行った
　委員会全体としての としてH24年よ 的な診療 査を開 した H26年度よ 委員 外の医師
に 参加していた くよ にな 、院内全体の への関 度が高ま H24年開 と すると日 の

や 内 がよ 実してきたと実感している しかし 不十分な点 く、一部の医師による
絡的で 的な 、検査 評 、 退院 の 事 不十分等、 的に 査が で
る また、患者 へ 、文 （同意 ）を用いて するよ 推進しているが文 の 行 が低く院内
全体の課 となっている
　システムで 決できること 電子カルテシステム会社へ改 を し、 に改 しているが、開 が
な の 、なかなか よ に進まないのが現状で る

また、 週 成 100 を 指しているサマリー 、H27年度 成 99 3 、手術 日 内の
、95 2 で った

　診療 公文 で 、診療報酬 の 拠となることへの理 を十分に高め、 なる の 実に
んでいきたい

診療 査 実施診療科

4月

5月

6月

7月

8月

9月

10月

11月

12月

1月

2月

3月

24日

22日

26日

24日

28日

25日

23日

27日

25日

22日

26日

25日

放射線、緩和医療科

器内科

呼吸器外科

科

外科

科

内科

成外科

整 外科

整 外科

総合内科、血液内科

外科

器内科

消化器内科

科

緩和医療科

産婦人科

呼吸器外科

器科

外科

総合内科

内科

成外科

総合内科

2

3中

3西

2南

3東

4

2南

4西

3中、3 、3南

3中、3 、3南

2

2東

査日 査対象診療科 査実施診療科 師長 しく

会
委員長 今給黎 尚典　小委員会委員長 昇　卓夫［医療の質向上］

的

今給 総合病院および 和会クリ ックで行 れる医学研究や医療行 に対し、倫理上の対応指 を すこ

とを 的とする トを対象とした医学研究について 「 ルシンキ 」、日常の医療について 「リス

ン 」を審議上の基 とし、医学的、倫理的および社会的 点から調査検討し、審議する また、倫理

に関する職員への教育や研修等によ 、患者の意 の尊重と人 保護の意 高 を る

会

今給  、昇 卓夫、大 保 幸一、丸山 芳一、 原 人、  洋、白濱 浩、

高  理、  代、 山 、  一、原  一博、  浩一、上  芳一、

長 　芳幸（外部委員）、 　長史（外部委員）

会

昇 卓夫、丸山 芳一、 原 人、  洋、白濱 浩、高  理、  代、 山 、

 一、  浩一、上  芳一、山内 （外部委員）

研 議

小委員会開催回 （平成 27 年度）：　8回

　開催 度：月 回（第 金 ） がない月 開催

　審査 ：合 　 　 、　1 　

　会議 ：厚生労働省「倫理審査委員会報 システム」に委員名 及び規 とと に

H27 4 10（金）　 者 :整 外科部長 松永 俊二
骨化症患者 における CT を用いた全

定術骨化 の検討

H27 5 8（金）　 者：呼吸器内科部長 川畠 寿史
症例情報システムを用いた呼吸器疾患のバイオ
マーカーに関する 的研究

H27 6 12（金）　 者： 器内科部長 大  一
別治療を 指した高 高血圧患者における 圧

薬使用 の患者 度と医師 度の対 による研
究

H27 7 10（金）　 者： 科医長　 　光博
染性 属 の 症例に対する ー

ストの使用（臨床研究に係る使用）

H27 7 10（金）　 者：呼吸器外科部長　米田　敏
高 者肺 に対する外科治療の安全性と 性を
評 するための 施設共同 向き調査研究

H27 10 9（金）　 者：病児保育専門士 西  今日子
学会 表（演 ：プレパレーションツール使用報
と今後の課 ）に患者 んや家族の や動 を使
用することについて

H27 10 9（金）　 者：外科部長　濵之上　雅博
化学療法 治療の H R2 性進行・再 に対
するオキサリプラチン S 1 療法およびオキサリプ
ラチン S 1 トラスツマブ 用療法について検討
する第 相臨床
（ SCC1501A および SCC1501 ）

H27 11 13（金）
者：消化器内科科長 今給  和幸
不能 に対するアブラキサン治療の実 調

査

H27 12 11（金）　 者：小児科部長 之内 一
スタディ

H28 2 12（金）
者： 内科 在宅診療科科長 　

0 125 サン ロ点 液による 不同（ 大）検
査

H28 2 12（金）　 者： 科医長  光博
がんに対する TS 1 の使用

、 会 、 、 者

報　告 上唐湊 芳一
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会
委員長 中目 康彦　　報　告 水元 英子［医療の質向上］

　 院 、平成 17 年度に電子カルテが導 れ、平成 25 年 10 月から電子クリ カルパス化に 現在

69 種 の電子パスが使用 れている

　パス委員会で 、平成 2 年度 患者パス 成 新規パス 進 パスの 及を に活動してきた 、

日本クリ カルパス学会学術集会・ への や院外パス講座な に 的参加した 今後、病院

営部な の参加によ 、パスが 営コストと繋が が る のとい 意 へと する事や、パス委員会が病

院の中に しながら活動できるよ んでいきたい

会

医師 名 診療情報管理部 2 名 リハビリテーションリ部 2 名

薬剤師 名 医事部 5 名 看護師 38 名

中央臨床検査部 名 管理栄養部 1 名

の活動 院 研修参加

27 年

6 月 19 日 フレキシブルパス 会　　大 （株） フトウェア・サービス　 

 参加者：大重　 子　　本田　 　　 　 美

8月 22 日 SSI（大 ）　「電子カルテパス導 と ～電子パスが たらすシナジー 」　

 表　 　 　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　

9月 17 日  院内クリ カルパス大会 1回

  「医療の質向上とクリ カルパスの 活用～使って れよ クリ カルパス」

 表　中 医師・2東・外 ・4 ・2南　　　　　　　　　　 　　　

28 年　　 

2 月 生会 本病院パス講座

 参加者　　 　 美

3月 16 日 院内クリ カルパス大会 2回

院内 表　

演 路 性 （腎 路 、 ）に対する化学療法　 療法のクリ カルパス　

表　　中 医師

演 4における電子クリ カルパスの教育的役 について～ を に～

表　　 　

特別講演

演 ：「電子化クリティカルパス～鹿児島医療センターでの ～」

立行 法人　国立病院機 　鹿児島医療センター

科　部長　松崎　 （まつ き　つとむ） 生

 2015 年 11 月 13 日・14 日　日本クリ カルパス学会（東 パス学会）　 表　 　

会
委員長 生野博久　　報　告 鈴木聖子［医療の質向上］

的

栄養サポートチーム（ 下 :NST）と 、栄養 の る患者 に対し、生活の質の向上、原疾患の治 進、感

染症な の合 症予防を 的とした 職種で 成 れたチームです 院 NST 治医からの し を原

としています 栄養管理を行 ために 、 治医の治療との連携が で るとい 理念からです に

たる病 に応 た、 な助 ・補助ができるよ 今後 めて参 ます

活動

　2005 年に日本 腸学会よ 動施設 定を、2011 年に 栄養サポートチーム専門療法士 に

関 る実地修 施設として 定を け、カンフ レンス・回診を行っています  成メンバー 、総合内科医

師・ 外科医師、栄養管理部、褥瘡管理課・薬剤部・中央検査部・リハビリテーション部・看護部・事務部です

週 日 14 よ 、病 にてカンフ レンス・回診を実施し、 ら る職種の視点から を し合い患

者 の栄養改 に んでいます 平成 23 年 6 月から、栄養管理についてオンコール体制を開 し、食事摂

不良症例の相談や 腸栄養の選 について 治医や看護師・コメディカルからの相談を行ってお ます

地域医療における 献の一つとして、地域の病院よ NST 回診の見学等 け れました

院長、内科医 2名、歯科医 1名、看護 師長 2名、看護師 2名、看護師（病 ・外 ・クリ ック）39 名、褥

瘡管理課看護師 2名、薬剤部 3名、リハビリテーション部 8名、臨床検査部 5名、管理栄養士 6名、事務部 2名

主な活動

NST対象者スクリー ング

治医から れた症例

電子カルテの 機能よ A 2 5 下の症例の

MNA SFを用いたスクリー ングによる低栄養症例の

NST介 の な症例に対して 治医へ低栄養報 を

NSTカンフ レンス・回診　 週 日 14 00分～ 

参加者:医師･歯科医師･薬剤師･看護師･管理栄養士･ 士･理学療法士･ 業療法士･臨床検査技師

： 病 をラウンドし、カンフ レンス・病 回診を行っている

アセスメント： 体 ・臨床検査データ・栄養量な の推 を  

ディスカッション： アセスメントを まえ、栄養補 法やルート、内 について検討 

ミ 会議：NSTコアメンバー（運営委員）での検討事 の や 事 の  
カンフ レンスを基に患者の 体状 の  栄養投 ルートの と現在の 点の  、
リスクマネジメント 、患者 やご家族への 指導、 治医への  

NST会議　 月第1 日 13 15分～ 

NST委員会からの報  、 報

病 NSTからの報 や情報共  

NST専門療法士な による学会報 や症例検討会

NST 会　 月第3 日　17 30分～18 30分また 不定

平成27年5月21日　栄養管理の実 について リフィーディング症候群について（生 医師）106名

平成27年7月16日　 液について 院内採用薬を中 に（園田薬剤師）88名

平成27年9月16日　摂食嚥下 チームとの合同研修会（高畠 生）141名

平成27年11月26日　NSTと検査の見 　（ ットー ーメディカル）91名

向上のため、院外講師やNSTコアメンバーが講師とな 会を開催しています

NST専門療法士研修講座　40 　参加者5名

学会、講演活動

・平成27年8月1日　鹿児島県看護協会・ネスレ日本（株）共催研修会

　一 演 「消化吸 に した 腸栄養剤の選 」　 子

・平成27年8月9日　鹿児島県栄養士会第4回生 教育研修会

　「栄養ケアプロセス：チーム（ 職種）による栄養管理」　講師　 子

・平成28年3月19日　鹿児島県在宅褥瘡セミナー

　「褥瘡の予防と管理：栄養」　講師　 子

の

日本 腸栄養学会 定NST専門療法士　平成27年度合 者　薬剤師1名

の NST専門療法士 資 者　　管理栄養士2名、薬剤師1名、看護師1名　

報告

年 92名（ 性39名、 性53名）
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会
委員長 中目 康彦　　報　告 水元 英子［医療の質向上］

　 院 、平成 17 年度に電子カルテが導 れ、平成 25 年 10 月から電子クリ カルパス化に 現在

69 種 の電子パスが使用 れている

　パス委員会で 、平成 2 年度 患者パス 成 新規パス 進 パスの 及を に活動してきた 、

日本クリ カルパス学会学術集会・ への や院外パス講座な に 的参加した 今後、病院

営部な の参加によ 、パスが 営コストと繋が が る のとい 意 へと する事や、パス委員会が病

院の中に しながら活動できるよ んでいきたい

会

医師 名 診療情報管理部 2 名 リハビリテーションリ部 2 名

薬剤師 名 医事部 5 名 看護師 38 名

中央臨床検査部 名 管理栄養部 1 名

の活動 院 研修参加

27 年

6 月 19 日 フレキシブルパス 会　　大 （株） フトウェア・サービス　 

 参加者：大重　 子　　本田　 　　 　 美

8月 22 日 SSI（大 ）　「電子カルテパス導 と ～電子パスが たらすシナジー 」　

 表　 　 　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　

9月 17 日  院内クリ カルパス大会 1回

  「医療の質向上とクリ カルパスの 活用～使って れよ クリ カルパス」

 表　中 医師・2東・外 ・4 ・2南　　　　　　　　　　 　　　

28 年　　 

2 月 生会 本病院パス講座

 参加者　　 　 美

3月 16 日 院内クリ カルパス大会 2回

院内 表　

演 路 性 （腎 路 、 ）に対する化学療法　 療法のクリ カルパス　

表　　中 医師

演 4における電子クリ カルパスの教育的役 について～ を に～

表　　 　

特別講演

演 ：「電子化クリティカルパス～鹿児島医療センターでの ～」

立行 法人　国立病院機 　鹿児島医療センター

科　部長　松崎　 （まつ き　つとむ） 生

 2015 年 11 月 13 日・14 日　日本クリ カルパス学会（東 パス学会）　 表　 　

会
委員長 生野博久　　報　告 鈴木聖子［医療の質向上］

的

栄養サポートチーム（ 下 :NST）と 、栄養 の る患者 に対し、生活の質の向上、原疾患の治 進、感

染症な の合 症予防を 的とした 職種で 成 れたチームです 院 NST 治医からの し を原

としています 栄養管理を行 ために 、 治医の治療との連携が で るとい 理念からです に

たる病 に応 た、 な助 ・補助ができるよ 今後 めて参 ます

活動

　2005 年に日本 腸学会よ 動施設 定を、2011 年に 栄養サポートチーム専門療法士 に

関 る実地修 施設として 定を け、カンフ レンス・回診を行っています  成メンバー 、総合内科医

師・ 外科医師、栄養管理部、褥瘡管理課・薬剤部・中央検査部・リハビリテーション部・看護部・事務部です

週 日 14 よ 、病 にてカンフ レンス・回診を実施し、 ら る職種の視点から を し合い患

者 の栄養改 に んでいます 平成 23 年 6 月から、栄養管理についてオンコール体制を開 し、食事摂

不良症例の相談や 腸栄養の選 について 治医や看護師・コメディカルからの相談を行ってお ます

地域医療における 献の一つとして、地域の病院よ NST 回診の見学等 け れました

院長、内科医 2名、歯科医 1名、看護 師長 2名、看護師 2名、看護師（病 ・外 ・クリ ック）39 名、褥

瘡管理課看護師 2名、薬剤部 3名、リハビリテーション部 8名、臨床検査部 5名、管理栄養士 6名、事務部 2名

主な活動

NST対象者スクリー ング

治医から れた症例

電子カルテの 機能よ A 2 5 下の症例の

MNA SFを用いたスクリー ングによる低栄養症例の

NST介 の な症例に対して 治医へ低栄養報 を

NSTカンフ レンス・回診　 週 日 14 00分～ 

参加者:医師･歯科医師･薬剤師･看護師･管理栄養士･ 士･理学療法士･ 業療法士･臨床検査技師

： 病 をラウンドし、カンフ レンス・病 回診を行っている

アセスメント： 体 ・臨床検査データ・栄養量な の推 を  

ディスカッション： アセスメントを まえ、栄養補 法やルート、内 について検討 

ミ 会議：NSTコアメンバー（運営委員）での検討事 の や 事 の  
カンフ レンスを基に患者の 体状 の  栄養投 ルートの と現在の 点の  、
リスクマネジメント 、患者 やご家族への 指導、 治医への  

NST会議　 月第1 日 13 15分～ 

NST委員会からの報  、 報

病 NSTからの報 や情報共  

NST専門療法士な による学会報 や症例検討会

NST 会　 月第3 日　17 30分～18 30分また 不定

平成27年5月21日　栄養管理の実 について リフィーディング症候群について（生 医師）106名

平成27年7月16日　 液について 院内採用薬を中 に（園田薬剤師）88名

平成27年9月16日　摂食嚥下 チームとの合同研修会（高畠 生）141名

平成27年11月26日　NSTと検査の見 　（ ットー ーメディカル）91名

向上のため、院外講師やNSTコアメンバーが講師とな 会を開催しています

NST専門療法士研修講座　40 　参加者5名

学会、講演活動

・平成27年8月1日　鹿児島県看護協会・ネスレ日本（株）共催研修会

　一 演 「消化吸 に した 腸栄養剤の選 」　 子

・平成27年8月9日　鹿児島県栄養士会第4回生 教育研修会

　「栄養ケアプロセス：チーム（ 職種）による栄養管理」　講師　 子

・平成28年3月19日　鹿児島県在宅褥瘡セミナー

　「褥瘡の予防と管理：栄養」　講師　 子

の

日本 腸栄養学会 定NST専門療法士　平成27年度合 者　薬剤師1名

の NST専門療法士 資 者　　管理栄養士2名、薬剤師1名、看護師1名　

報告

年 92名（ 性39名、 性53名）
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栄養サポートチーム（ 下 :NST）と 、栄養 の る患者 に対し、生活の質の向上、原疾患の治 進、感

染症な の合 症予防を 的とした 職種で 成 れたチームです 院 NST 治医からの し を原

としています 栄養管理を行 ために 、 治医の治療との連携が で るとい 理念からです に

たる病 に応 た、 な助 ・補助ができるよ 今後 めて参 ます

活動

　2005 年に日本 腸学会よ 動施設 定を、2011 年に 栄養サポートチーム専門療法士 に

関 る実地修 施設として 定を け、カンフ レンス・回診を行っています  成メンバー 、総合内科医

師・ 外科医師、栄養管理部、褥瘡管理課・薬剤部・中央検査部・リハビリテーション部・看護部・事務部です

週 日 14 よ 、病 にてカンフ レンス・回診を実施し、 ら る職種の視点から を し合い患

者 の栄養改 に んでいます 平成 23 年 6 月から、栄養管理についてオンコール体制を開 し、食事摂

不良症例の相談や 腸栄養の選 について 治医や看護師・コメディカルからの相談を行ってお ます

地域医療における 献の一つとして、地域の病院よ NST 回診の見学等 け れました

院長、内科医 2名、歯科医 1名、看護 師長 2名、看護師 2名、看護師（病 ・外 ・クリ ック）39 名、褥

瘡管理課看護師 2名、薬剤部 3名、リハビリテーション部 8名、臨床検査部 5名、管理栄養士 6名、事務部 2名

主な活動

NST対象者スクリー ング

治医から れた症例

電子カルテの 機能よ A 2 5 下の症例の

MNA SFを用いたスクリー ングによる低栄養症例の

NST介 の な症例に対して 治医へ低栄養報 を

NSTカンフ レンス・回診　 週 日 14 00分～ 

参加者:医師･歯科医師･薬剤師･看護師･管理栄養士･ 士･理学療法士･ 業療法士･臨床検査技師

： 病 をラウンドし、カンフ レンス・病 回診を行っている

アセスメント： 体 ・臨床検査データ・栄養量な の推 を  

ディスカッション： アセスメントを まえ、栄養補 法やルート、内 について検討 

ミ 会議：NSTコアメンバー（運営委員）での検討事 の や 事 の  
カンフ レンスを基に患者の 体状 の  栄養投 ルートの と現在の 点の  、
リスクマネジメント 、患者 やご家族への 指導、 治医への  

NST会議　 月第1 日 13 15分～ 

NST委員会からの報  、 報

病 NSTからの報 や情報共  

NST専門療法士な による学会報 や症例検討会

NST 会　 月第3 日　17 30分～18 30分また 不定

平成27年5月21日　栄養管理の実 について リフィーディング症候群について（生 医師）106名

平成27年7月16日　 液について 院内採用薬を中 に（園田薬剤師）88名

平成27年9月16日　摂食嚥下 チームとの合同研修会（高畠 生）141名

平成27年11月26日　NSTと検査の見 　（ ットー ーメディカル）91名

向上のため、院外講師やNSTコアメンバーが講師とな 会を開催しています

NST専門療法士研修講座　40 　参加者5名

学会、講演活動

・平成27年8月1日　鹿児島県看護協会・ネスレ日本（株）共催研修会

　一 演 「消化吸 に した 腸栄養剤の選 」　 子

・平成27年8月9日　鹿児島県栄養士会第4回生 教育研修会

　「栄養ケアプロセス：チーム（ 職種）による栄養管理」　講師　 子

・平成28年3月19日　鹿児島県在宅褥瘡セミナー

　「褥瘡の予防と管理：栄養」　講師　 子

の

日本 腸栄養学会 定NST専門療法士　平成27年度合 者　薬剤師1名

の NST専門療法士 資 者　　管理栄養士2名、薬剤師1名、看護師1名　

報告

年 92名（ 性39名、 性53名）

　平成27年度NST 年 92名、延 535 のカンフ レンス・回診を実施しました 整 外科からの

が く、 いで 成外科、 内科、総合内科、消化器内科よ が ました 院 急性 病院

で NST介 患者の 47 が 院にて とな ます のため、 れ なく栄養管理を できる

よ 、 院 の病院や施設へ栄養情報 を 付してお ます 年度 き き、栄養管理の重 性を

院内外に しつつ、患者 の栄養管理が行えるよ サポートしていく です

　また平成27年度 地域 献として、NST専門療法士 に関 る実地修 施設として40 の研修を開

しました 研修生の け れに関して の応募が ましたが、ハード フト を考 し5名の け

れを行いました 研修の に 、NSTチームの医師・薬剤師・理学療法士・検査技師・看護師・管理栄養

士な が講 を し、カンフ レンスや回診に 参加していた くな 実践的な栄養管理について研修し

ていた けるよ めました 不 れな点 ましたが今後 的に行えれ と考えます
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会
委員長 外薗 寿典　　報　告 下前 百合香［医療の質向上］

的
・褥瘡対策に関する診療･看護 を 成し 予防及び対策を実施する
・専門的 ･技術で患者･家族の OLを高める   

　褥瘡対策が な患者 年 4012名で 院患者 の 49 と 年よ 3 え 年 加 向に る
褥瘡ハイリスク対象患者 1946名 70 上患者 1279名 で ハイリスク で が
77 5 と く いで 器 、術中特 体 で った
　褥瘡推定 生 11月まで 1 下で していたが 12月 上昇してお 医療機器関連圧 創を
いて 2 45 と高 となってしまった 高 者の 加や特 機器使用患者な の るが スタッフ
のケアが によって い、情報共 が れていなかった 、 一 れたケアが できていないこと
った のため、褥瘡対策委員会でチーム分けしマ ュアルの改定 褥瘡マ ュアル 付き褥瘡予防マ
ュアル、褥瘡関連 マ ュアル を行い 電子カルテで できるよ 成した
　褥瘡予防マット導 後 年 し 回 病 の 働 マット･ マットの 調整と れ えを
行った
　平成27年4月よ 月の褥瘡対策委員会議で症例検討 病 委員が の開 や 改 したマ ュアル
の報 を行 よ にした また 平成28年1月よ リハビリテーション部との症例カンフ レンスを めた
褥瘡ハイリスク患者を し 患者状 に合 たケアを できるよ スタッフや患者指導 して行
っている
　院内褥瘡 生部 骨や 骨 が く 医療機器関連圧 創で 部～大 が く iPAPマスク
や術中体 バルン･オムツによる 生が かった 治療規制･体動制 な 全 状 化 栄養
低下にて予防 な症例 ったが 褥瘡治 日 全国平均よ で治 してお 、 80 治 改
している

　診療科別で 院内 生 整 外科が35 と く 院外 総合内科で30 で った
　褥瘡回診 週月 日:14 よ 成外科医・WOCN･褥瘡学会 定Ns･リハビリテーション部･栄養課･薬剤
部と共に 病 を し 病 Nsと褥瘡回診チームにて褥瘡･ケア内 の評 を行い 褥瘡 を 成し
ケア 一が れるよ 行っている
　院内 会 月に開催し リハビリ部･薬剤部に 講 を し参加人 90～190名 回で814名で
った
　平成25年度よ 褥瘡と医療機器関連圧 創を区別するよ れ 下のグラフ 院内 生･院外 生
において 病 ･ 生部 ･診療科を院内･院外で れ れ褥瘡と医療機器関連圧 創に分けたデータで
る

   
成外科：外 医師 褥瘡管理課 下 WOCN･ 川 WOCN 看護部 上山･伊 師長 ･ 田･伊

外 ･クリ ック・ 病 ･OP 薬剤師 管理栄養士 リハビリテーション部 PT･OT･ST 医事課
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栄養サポートチーム（ 下 :NST）と 、栄養 の る患者 に対し、生活の質の向上、原疾患の治 進、感

染症な の合 症予防を 的とした 職種で 成 れたチームです 院 NST 治医からの し を原

としています 栄養管理を行 ために 、 治医の治療との連携が で るとい 理念からです に

たる病 に応 た、 な助 ・補助ができるよ 今後 めて参 ます

活動

　2005 年に日本 腸学会よ 動施設 定を、2011 年に 栄養サポートチーム専門療法士 に

関 る実地修 施設として 定を け、カンフ レンス・回診を行っています  成メンバー 、総合内科医

師・ 外科医師、栄養管理部、褥瘡管理課・薬剤部・中央検査部・リハビリテーション部・看護部・事務部です

週 日 14 よ 、病 にてカンフ レンス・回診を実施し、 ら る職種の視点から を し合い患

者 の栄養改 に んでいます 平成 23 年 6 月から、栄養管理についてオンコール体制を開 し、食事摂

不良症例の相談や 腸栄養の選 について 治医や看護師・コメディカルからの相談を行ってお ます

地域医療における 献の一つとして、地域の病院よ NST 回診の見学等 け れました

院長、内科医 2名、歯科医 1名、看護 師長 2名、看護師 2名、看護師（病 ・外 ・クリ ック）39 名、褥

瘡管理課看護師 2名、薬剤部 3名、リハビリテーション部 8名、臨床検査部 5名、管理栄養士 6名、事務部 2名

主な活動

NST対象者スクリー ング

治医から れた症例

電子カルテの 機能よ A 2 5 下の症例の

MNA SFを用いたスクリー ングによる低栄養症例の

NST介 の な症例に対して 治医へ低栄養報 を

NSTカンフ レンス・回診　 週 日 14 00分～ 

参加者:医師･歯科医師･薬剤師･看護師･管理栄養士･ 士･理学療法士･ 業療法士･臨床検査技師

： 病 をラウンドし、カンフ レンス・病 回診を行っている

アセスメント： 体 ・臨床検査データ・栄養量な の推 を  

ディスカッション： アセスメントを まえ、栄養補 法やルート、内 について検討 

ミ 会議：NSTコアメンバー（運営委員）での検討事 の や 事 の  
カンフ レンスを基に患者の 体状 の  栄養投 ルートの と現在の 点の  、
リスクマネジメント 、患者 やご家族への 指導、 治医への  

NST会議　 月第1 日 13 15分～ 

NST委員会からの報  、 報

病 NSTからの報 や情報共  

NST専門療法士な による学会報 や症例検討会

NST 会　 月第3 日　17 30分～18 30分また 不定

平成27年5月21日　栄養管理の実 について リフィーディング症候群について（生 医師）106名

平成27年7月16日　 液について 院内採用薬を中 に（園田薬剤師）88名

平成27年9月16日　摂食嚥下 チームとの合同研修会（高畠 生）141名

平成27年11月26日　NSTと検査の見 　（ ットー ーメディカル）91名

向上のため、院外講師やNSTコアメンバーが講師とな 会を開催しています

NST専門療法士研修講座　40 　参加者5名

学会、講演活動

・平成27年8月1日　鹿児島県看護協会・ネスレ日本（株）共催研修会

　一 演 「消化吸 に した 腸栄養剤の選 」　 子

・平成27年8月9日　鹿児島県栄養士会第4回生 教育研修会

　「栄養ケアプロセス：チーム（ 職種）による栄養管理」　講師　 子

・平成28年3月19日　鹿児島県在宅褥瘡セミナー

　「褥瘡の予防と管理：栄養」　講師　 子

の

日本 腸栄養学会 定NST専門療法士　平成27年度合 者　薬剤師1名

の NST専門療法士 資 者　　管理栄養士2名、薬剤師1名、看護師1名　

報告

年 92名（ 性39名、 性53名）

　平成27年度NST 年 92名、延 535 のカンフ レンス・回診を実施しました 整 外科からの

が く、 いで 成外科、 内科、総合内科、消化器内科よ が ました 院 急性 病院

で NST介 患者の 47 が 院にて とな ます のため、 れ なく栄養管理を できる

よ 、 院 の病院や施設へ栄養情報 を 付してお ます 年度 き き、栄養管理の重 性を

院内外に しつつ、患者 の栄養管理が行えるよ サポートしていく です

　また平成27年度 地域 献として、NST専門療法士 に関 る実地修 施設として40 の研修を開

しました 研修生の け れに関して の応募が ましたが、ハード フト を考 し5名の け

れを行いました 研修の に 、NSTチームの医師・薬剤師・理学療法士・検査技師・看護師・管理栄養

士な が講 を し、カンフ レンスや回診に 参加していた くな 実践的な栄養管理について研修し

ていた けるよ めました 不 れな点 ましたが今後 的に行えれ と考えます
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会
委員長 外薗 寿典　　報　告 下前 百合香［医療の質向上］

的
・褥瘡対策に関する診療･看護 を 成し 予防及び対策を実施する
・専門的 ･技術で患者･家族の OLを高める   

　褥瘡対策が な患者 年 4012名で 院患者 の 49 と 年よ 3 え 年 加 向に る
褥瘡ハイリスク対象患者 1946名 70 上患者 1279名 で ハイリスク で が
77 5 と く いで 器 、術中特 体 で った
　褥瘡推定 生 11月まで 1 下で していたが 12月 上昇してお 医療機器関連圧 創を
いて 2 45 と高 となってしまった 高 者の 加や特 機器使用患者な の るが スタッフ
のケアが によって い、情報共 が れていなかった 、 一 れたケアが できていないこと
った のため、褥瘡対策委員会でチーム分けしマ ュアルの改定 褥瘡マ ュアル 付き褥瘡予防マ
ュアル、褥瘡関連 マ ュアル を行い 電子カルテで できるよ 成した
　褥瘡予防マット導 後 年 し 回 病 の 働 マット･ マットの 調整と れ えを
行った
　平成27年4月よ 月の褥瘡対策委員会議で症例検討 病 委員が の開 や 改 したマ ュアル
の報 を行 よ にした また 平成28年1月よ リハビリテーション部との症例カンフ レンスを めた
褥瘡ハイリスク患者を し 患者状 に合 たケアを できるよ スタッフや患者指導 して行
っている
　院内褥瘡 生部 骨や 骨 が く 医療機器関連圧 創で 部～大 が く iPAPマスク
や術中体 バルン･オムツによる 生が かった 治療規制･体動制 な 全 状 化 栄養
低下にて予防 な症例 ったが 褥瘡治 日 全国平均よ で治 してお 、 80 治 改
している

　診療科別で 院内 生 整 外科が35 と く 院外 総合内科で30 で った
　褥瘡回診 週月 日:14 よ 成外科医・WOCN･褥瘡学会 定Ns･リハビリテーション部･栄養課･薬剤
部と共に 病 を し 病 Nsと褥瘡回診チームにて褥瘡･ケア内 の評 を行い 褥瘡 を 成し
ケア 一が れるよ 行っている
　院内 会 月に開催し リハビリ部･薬剤部に 講 を し参加人 90～190名 回で814名で
った
　平成25年度よ 褥瘡と医療機器関連圧 創を区別するよ れ 下のグラフ 院内 生･院外 生
において 病 ･ 生部 ･診療科を院内･院外で れ れ褥瘡と医療機器関連圧 創に分けたデータで
る

   
成外科：外 医師 褥瘡管理課 下 WOCN･ 川 WOCN 看護部 上山･伊 師長 ･ 田･伊

外 ･クリ ック・ 病 ･OP 薬剤師 管理栄養士 リハビリテーション部 PT･OT･ST 医事課
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報 会
委員長 西澤 輝彦　　報　告 野島 裕二郎［医療の質向上］

 医療情報システム委員会（通 システム委員会） 通常 月一回、 日に定例の会を行っています 特

に新しいシステムの運用開 に 臨 の会議や実 的な運用を決めるための （ワーキンググループ）

を 行っています に電子カルテの運用 けで なく、病院全体のシステム化に向けて全 域からの参

加が るのが大きな特 です

　本年度 、年度 に 年度よ し事 となっていた 動 不良の改 策として、クラウド

システム（テクマトリックス社 ）で る「 」の導 を しました クラウドと

い こと 、 度に関し動 延を起こすので ないかと危 してお ましたが、 上に

理が く、全体として システムのオンプレミス よ かな 高 で ることを臨床部門よ

評 を きました 一 、 院・外 に関係ない の患者 の を参 する 合 、クラウドのデメ

リットで るダウンロードが 生することから、この点に関して 、 が かる とな ました 総括と

して 、バックアップ・ た 的なシステムで ると してお ますし、今後の医療情報の

けとして一 進めたと感 てお ます

　 の の課 として 、一 年度よ んでいます 部門の調整・協議が行 れ、また平成 年度

診療報酬改定への な くの 業を医療情報システム委員 びに くの現 職員のお えを き 成

することができました

　 年度 、いよいよ鹿児島市交通局 地へ の病院 が 動することにな ました 開院よ およ

年、 れてきた今給 を に医療情報システム に向け、よ 良い のが 成できるよ 職員一

丸となって 進いたします
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報 会
委員長 西澤 輝彦　　報　告 野島 裕二郎［医療の質向上］

 医療情報システム委員会（通 システム委員会） 通常 月一回、 日に定例の会を行っています 特

に新しいシステムの運用開 に 臨 の会議や実 的な運用を決めるための （ワーキンググループ）

を 行っています に電子カルテの運用 けで なく、病院全体のシステム化に向けて全 域からの参

加が るのが大きな特 です

　本年度 、年度 に 年度よ し事 となっていた 動 不良の改 策として、クラウド

システム（テクマトリックス社 ）で る「 」の導 を しました クラウドと

い こと 、 度に関し動 延を起こすので ないかと危 してお ましたが、 上に

理が く、全体として システムのオンプレミス よ かな 高 で ることを臨床部門よ

評 を きました 一 、 院・外 に関係ない の患者 の を参 する 合 、クラウドのデメ

リットで るダウンロードが 生することから、この点に関して 、 が かる とな ました 総括と

して 、バックアップ・ た 的なシステムで ると してお ますし、今後の医療情報の

けとして一 進めたと感 てお ます

　 の の課 として 、一 年度よ んでいます 部門の調整・協議が行 れ、また平成 年度

診療報酬改定への な くの 業を医療情報システム委員 びに くの現 職員のお えを き 成

することができました

　 年度 、いよいよ鹿児島市交通局 地へ の病院 が 動することにな ました 開院よ およ

年、 れてきた今給 を に医療情報システム に向け、よ 良い のが 成できるよ 職員一

丸となって 進いたします
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会
委員長 稲森 優子（報告）［医療の質向上］

的 看護業務の 一化 びに、看護 の維 、向上を る事を 的とする

 ナーシング・スキルの活用を通して 一した看護が実践できる

　 月第 3 日　13：30 ～ 14：30

　 看護部長　 部長　中 師長　山下師長　 委員長　日高 　 　
 病 ・手術 ・外 ・クリ ック　 委員 1～ 2名

活動  

4 月～ H28 年 月 病 月 2課 ・1 査の実施　　
 5 月 課 ・ 査の実施／ N L・ 部 浄・ 急 の 血 血液 剤について
  保安・ 急コールのレベル分
 6 月 課 ・ 査の実施／ ・ 部 浄・オムツ交換 の
 7 月 課 ・ 査の実施
 8 月 課 ・ 査の実施／血液 養検査セットについて
 9 月 課 ・ 査の実施／ 対応・トリアージについて
 10 月 課 ・ 査の実施／ ・ 予防対策チェックリスト・カ ューレ事
 11 月 課 ・ 査の実施／ パリン 検体 ・C カテーテル血液 流
  ICG 検査 の安
 12 月 課 ・ 査の実施
 H28 年 1 月 課 ・ 査の実施
 2 月 病 評
 3 月 マナーについて

　今年度 一した看護を 指すため、また、 年度の評 まえ、 病 でナーシング・スキルよ 2課
設定し、 の中 1課 を 病 の 法を用い 査活動を行った 査の よ 、手 の 加、修 等おこ

なった
　しかし、全体的な として の 成に しい評 で った 、 年度 、 院の看護手 、ナーシン
グ・スキルを基 としていることを、管理者を めスタッフ全体に することを に活動していく き
と意見がまとまった
　動 講 について 、アクセス 577 と少なく、 年度 止とする

入 院 会
委員長 近藤 ひとみ（報告）［医療の質向上］

的  部署における円 な 退院支援調整の実践を支援することで、患者の 退院・ケアの質の向上

を ることを 的とする

 1 部署における退院支援の 点を改 し、患者・家族の ーズを たす退院支援ができる

 2 退院支援について教育活動ができる

　　

 委員長　　　 　ひと   委員長　原田 師長・大

 看護部長　　 　 代

 看護師長　　松 下　恵子・上 　

　　     西　 島　 子 東　 　   NICU　山 　 子 西　 　い 　

 東　下 流 美 中　 一代 西　 美  ICU　 本 ひ え   

 　 田　美 子 南　上 和美・ 子 

 　 　 美・ 　 か  南　松平　美  　松山　

 外 　川崎　 子 クリ ック　 生かおる

 MSW　 原 一博　 実　上西 子　山 実

活動

学習会： 退院調整の基礎

　　　　　　 退院調整の基礎

　　　　　　 制度活用と 院調整

外部講師研修： 臨床における倫理の考え 相良病院　 看護部長

グループワーク： 倫理をテーマに考える

　　　　　　　　　　 看護

ケア・カフェ： 地域医療福祉職との交流会

事例報 会

　今年度よ 、国の 策で る「鹿児島県退院支援ルール」が開 れ、 院の退院調整マ ュアルや退院支援

ルールを見 し 5月から導 した「退院支援ルール」の定 のために 、ま 、退院支援調整委員ひと 一

人が「退院支援ルール」を理 し、また、退院支援調整に関する を てるよ に委員の教育を し

ん また、 に 部署における退院支援の 点を改 し、患者・家族の ーズを たす退院支援がで

きる 退院支援について教育活動ができるとし、 の評 、 ま できなかった・できなかったが、9／ 15

部署で った 患者・家族や 職種をま えた退院支援カンフ レンスの 性 しているが実施でき

ていない となった しかし、「退院支援ルール」の導 よ ケアマネとの連携ができ、 部署少し つ

えてきている の評 、できた・ややできたが 8／ 15 部署で った 委員会の中で学ん 事を 部署

で れ れの 法で学習会な 教育を行ったが、退院支援調整に 活か れていない となった 年度

、学ん 事が活か るよ な が と考える
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会
委員長 稲森 優子（報告）［医療の質向上］

的 看護業務の 一化 びに、看護 の維 、向上を る事を 的とする

 ナーシング・スキルの活用を通して 一した看護が実践できる

　 月第 3 日　13：30 ～ 14：30

　 看護部長　 部長　中 師長　山下師長　 委員長　日高 　 　
 病 ・手術 ・外 ・クリ ック　 委員 1～ 2名

活動  

4 月～ H28 年 月 病 月 2課 ・1 査の実施　　
 5 月 課 ・ 査の実施／ N L・ 部 浄・ 急 の 血 血液 剤について
  保安・ 急コールのレベル分
 6 月 課 ・ 査の実施／ ・ 部 浄・オムツ交換 の
 7 月 課 ・ 査の実施
 8 月 課 ・ 査の実施／血液 養検査セットについて
 9 月 課 ・ 査の実施／ 対応・トリアージについて
 10 月 課 ・ 査の実施／ ・ 予防対策チェックリスト・カ ューレ事
 11 月 課 ・ 査の実施／ パリン 検体 ・C カテーテル血液 流
  ICG 検査 の安
 12 月 課 ・ 査の実施
 H28 年 1 月 課 ・ 査の実施
 2 月 病 評
 3 月 マナーについて

　今年度 一した看護を 指すため、また、 年度の評 まえ、 病 でナーシング・スキルよ 2課
設定し、 の中 1課 を 病 の 法を用い 査活動を行った 査の よ 、手 の 加、修 等おこ

なった
　しかし、全体的な として の 成に しい評 で った 、 年度 、 院の看護手 、ナーシン
グ・スキルを基 としていることを、管理者を めスタッフ全体に することを に活動していく き
と意見がまとまった
　動 講 について 、アクセス 577 と少なく、 年度 止とする

入 院 会
委員長 近藤 ひとみ（報告）［医療の質向上］

的  部署における円 な 退院支援調整の実践を支援することで、患者の 退院・ケアの質の向上

を ることを 的とする

 1 部署における退院支援の 点を改 し、患者・家族の ーズを たす退院支援ができる

 2 退院支援について教育活動ができる

　　

 委員長　　　 　ひと   委員長　原田 師長・大

 看護部長　　 　 代

 看護師長　　松 下　恵子・上 　

　　     西　 島　 子 東　 　   NICU　山 　 子 西　 　い 　

 東　下 流 美 中　 一代 西　 美  ICU　 本 ひ え   

 　 田　美 子 南　上 和美・ 子 

 　 　 美・ 　 か  南　松平　美  　松山　

 外 　川崎　 子 クリ ック　 生かおる

 MSW　 原 一博　 実　上西 子　山 実

活動

学習会： 退院調整の基礎

　　　　　　 退院調整の基礎

　　　　　　 制度活用と 院調整

外部講師研修： 臨床における倫理の考え 相良病院　 看護部長

グループワーク： 倫理をテーマに考える

　　　　　　　　　　 看護

ケア・カフェ： 地域医療福祉職との交流会

事例報 会

　今年度よ 、国の 策で る「鹿児島県退院支援ルール」が開 れ、 院の退院調整マ ュアルや退院支援

ルールを見 し 5月から導 した「退院支援ルール」の定 のために 、ま 、退院支援調整委員ひと 一

人が「退院支援ルール」を理 し、また、退院支援調整に関する を てるよ に委員の教育を し

ん また、 に 部署における退院支援の 点を改 し、患者・家族の ーズを たす退院支援がで

きる 退院支援について教育活動ができるとし、 の評 、 ま できなかった・できなかったが、9／ 15

部署で った 患者・家族や 職種をま えた退院支援カンフ レンスの 性 しているが実施でき

ていない となった しかし、「退院支援ルール」の導 よ ケアマネとの連携ができ、 部署少し つ

えてきている の評 、できた・ややできたが 8／ 15 部署で った 委員会の中で学ん 事を 部署

で れ れの 法で学習会な 教育を行ったが、退院支援調整に 活か れていない となった 年度

、学ん 事が活か るよ な が と考える
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会
委員長 白濱　浩　　報告 村中 利也［医療の質向上］

　平成 27 年度臨床検査 化委員会 、 度管理報 、新規検査 の実施、外 化 の決定や中止、検査

運用の 等、臨床検査の 化を 的、 に年 2回 4 11 月 度開催しています

委員長　　白濱　浩　　　（診療支援部長）

委員長　佐 　 一　　（中央臨床検査部長）

委員長　生 　博 　　（総合内科部長）

委員　　　 下　 子　　（看護 部長）

　　　　　 堂　 子　　（外 看護 師長）

　　　　　濱田　敏彦　　（クリ ック事務長）

　　　　　 田　 之　（ 営 課長）

　　　　　東　 史　　　（医事課長補佐）

　　　　　 中　 　　（中央臨床検査部技師長）

　　　　　山崎　 代　　（中央臨床検査部 ）

　　　　　 　 か　（中央臨床検査部：議事 ）

活動

報告

・平成 27 年度日本医師会臨床検査 度管理報
　　参加 49 で総合評点 99 1 と良 な成 でした

・平成 27 年日本臨床検査技師会 度管理報
　　224 中 222 が ～ 判定で 良 な成 でした

、 、 の

・血液ガス分 【RAPI  Point500】導 のお ら
H27、3 6 金 よ SI M NS 社 の血液ガス分 【RAPI  Point500】を中央検査 と外 検査 に
れ れ導 した
クリ ック検査 従 通 s s e 社 の【A L OPTI CCA】での運用となっている
従 の 定
PH PCO2 PO2 se tCO2 P HCO3 P tH SO2 H t N
上 に加えて、今回 定 るよ になった
FO2H FCOH FMetH FHH n i i C C AnA G L
電子カルテのオーダー ：検査 臨床検査 血液ガス分 や の保 ：検査 なし

・ 動採血管 C・RO O8000RFI Te o　Me i 社
本館・クリ ック総合 にて 9 28 月 よ 運用開
（ の使用を めて 9年が し やトラブルが していた ）
現在 なく運用中

・Pro2 システム： グルコース タ CGM 医療従事者用プロフェッショナル用 を 2015 8 3 よ 使用
 開

小児科よ が 、検査開 した 下に れたセンサで 質液中のグルコース 度を 定し、1
日 4回 上 定した血 定 SM G を用いて補 したグラフを 成する
的：SM G で見 れた高血 を つけるため 　　　　　　　　　　　　　　　　　　

対象：小児 病・食後高血 ・血 動が しい人・ M合 病な
日 ：連 3日 定 今の 小児 病 でセンサを 後、付 いの や本人に行動表の を し
日退院 3日後外 でセンサの

の 、
・院内検査　　

中レジオネラ検査キットの
コスト減が見 まれる の 　原理や採 法、検査 等の なし）

・外 検査　
フィブロネクチン採 器の
新 薬への の

（ の ）

の

・2014 年 4 月よ CCLS の基 （生化学・血液）の が った

・現代人のデータを ・ し、よ 現代人に した になっている

・ になった 定 法 らない 、 の検査 と 能

・今回の で現在の治療 が ること ない

・基 に 「基 」と「臨床判 」が る
県内で 鹿児島大学病院が基 の を行っている 院で 医師会の動きを見ながら、今後 を
検討していく

上のことが 2回の委員会で報 、決定 れました

　平成 27 年度臨床検査 化委員会 、 度管理報 、新規検査 の実施、外 化 の決定や中止、検査

運用の 等、臨床検査の 化を 的、 に年 2回 4 11 月 度開催しています

委員長　　白濱　浩　　　（診療支援部長）

委員長　佐 　 一　　（中央臨床検査部長）

委員長　生 　博 　　（総合内科部長）

委員　　　 下　 子　　（看護 部長）

　　　　　 堂　 子　　（外 看護 師長）

　　　　　濱田　敏彦　　（クリ ック事務長）

　　　　　 田　 之　（ 営 課長）

　　　　　東　 史　　　（医事課長補佐）

　　　　　 中　 　　（中央臨床検査部技師長）

　　　　　山崎　 代　　（中央臨床検査部 ）

　　　　　 　 か　（中央臨床検査部：議事 ）

活動

報告

・平成 27 年度日本医師会臨床検査 度管理報
　　参加 49 で総合評点 99 1 と良 な成 でした

・平成 27 年日本臨床検査技師会 度管理報
　　224 中 222 が ～ 判定で 良 な成 でした

、 、 の

・血液ガス分 【RAPI  Point500】導 のお ら
H27、3 6 金 よ SI M NS 社 の血液ガス分 【RAPI  Point500】を中央検査 と外 検査 に
れ れ導 した
クリ ック検査 従 通 s s e 社 の【A L OPTI CCA】での運用となっている
従 の 定
PH PCO2 PO2 se tCO2 P HCO3 P tH SO2 H t N
上 に加えて、今回 定 るよ になった
FO2H FCOH FMetH FHH n i i C C AnA G L
電子カルテのオーダー ：検査 臨床検査 血液ガス分 や の保 ：検査 なし

・ 動採血管 C・RO O8000RFI Te o　Me i 社
本館・クリ ック総合 にて 9 28 月 よ 運用開
（ の使用を めて 9年が し やトラブルが していた ）
現在 なく運用中

・Pro2 システム： グルコース タ CGM 医療従事者用プロフェッショナル用 を 2015 8 3 よ 使用
 開

小児科よ が 、検査開 した 下に れたセンサで 質液中のグルコース 度を 定し、1
日 4回 上 定した血 定 SM G を用いて補 したグラフを 成する
的：SM G で見 れた高血 を つけるため 　　　　　　　　　　　　　　　　　　

対象：小児 病・食後高血 ・血 動が しい人・ M合 病な
日 ：連 3日 定 今の 小児 病 でセンサを 後、付 いの や本人に行動表の を し
日退院 3日後外 でセンサの

の 、
・院内検査　　

中レジオネラ検査キットの
コスト減が見 まれる の 　原理や採 法、検査 等の なし）

・外 検査　
フィブロネクチン採 器の
新 薬への の

（ の ）

の

・2014 年 4 月よ CCLS の基 （生化学・血液）の が った

・現代人のデータを ・ し、よ 現代人に した になっている

・ になった 定 法 らない 、 の検査 と 能

・今回の で現在の治療 が ること ない

・基 に 「基 」と「臨床判 」が る
県内で 鹿児島大学病院が基 の を行っている 院で 医師会の動きを見ながら、今後 を
検討していく

上のことが 2回の委員会で報 、決定 れました

会
委員長 松野下 恵子（報告）［医療の質向上］

実践した看護が見える の 実を 、看護 の質向上を 指す

　

看護部長　 　 代

看護部長 下　 子　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

委員長　　 松 下　恵子

委員長 上 　

 　 美　　 　しお

委員

西 本田 美 NICU  東 しのぶ 西 下内広美 中央 永田美 代 

東 中  西 ノ上 やか ICU 都 博美  高 子 南 永 美　　 

 美 南 原   本  外  田  CL 大 ひと  

OP  起子

活動

　平成27年度 、「実践した看護が見える の 実を 、看護 の質向上を 指す」を に

んできた マ ュアルの 成に がかか すぎ修 な に を した また、 委員に向けた

学習会を グループで分 し年3回実施 看護 の基礎から 、病 での 指導へつな ていけ

るよ に働きかけた 査内 の見 しと 査を2回実施した 病 から 査を通して きや改 が

見られたとの意見 った しかし、現在 に がかかる状 が いてお 、内 に関して 「 し

い情報」が れていない等の意見 るため、 点に った な が るよ 今後の課

としていく
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会
委員長 白濱　浩　　報告 村中 利也［医療の質向上］

　平成 27 年度臨床検査 化委員会 、 度管理報 、新規検査 の実施、外 化 の決定や中止、検査

運用の 等、臨床検査の 化を 的、 に年 2回 4 11 月 度開催しています

委員長　　白濱　浩　　　（診療支援部長）

委員長　佐 　 一　　（中央臨床検査部長）

委員長　生 　博 　　（総合内科部長）

委員　　　 下　 子　　（看護 部長）

　　　　　 堂　 子　　（外 看護 師長）

　　　　　濱田　敏彦　　（クリ ック事務長）

　　　　　 田　 之　（ 営 課長）

　　　　　東　 史　　　（医事課長補佐）

　　　　　 中　 　　（中央臨床検査部技師長）

　　　　　山崎　 代　　（中央臨床検査部 ）

　　　　　 　 か　（中央臨床検査部：議事 ）

活動

報告

・平成 27 年度日本医師会臨床検査 度管理報
　　参加 49 で総合評点 99 1 と良 な成 でした

・平成 27 年日本臨床検査技師会 度管理報
　　224 中 222 が ～ 判定で 良 な成 でした

、 、 の

・血液ガス分 【RAPI  Point500】導 のお ら
H27、3 6 金 よ SI M NS 社 の血液ガス分 【RAPI  Point500】を中央検査 と外 検査 に
れ れ導 した
クリ ック検査 従 通 s s e 社 の【A L OPTI CCA】での運用となっている
従 の 定
PH PCO2 PO2 se tCO2 P HCO3 P tH SO2 H t N
上 に加えて、今回 定 るよ になった
FO2H FCOH FMetH FHH n i i C C AnA G L
電子カルテのオーダー ：検査 臨床検査 血液ガス分 や の保 ：検査 なし

・ 動採血管 C・RO O8000RFI Te o　Me i 社
本館・クリ ック総合 にて 9 28 月 よ 運用開
（ の使用を めて 9年が し やトラブルが していた ）
現在 なく運用中

・Pro2 システム： グルコース タ CGM 医療従事者用プロフェッショナル用 を 2015 8 3 よ 使用
 開

小児科よ が 、検査開 した 下に れたセンサで 質液中のグルコース 度を 定し、1
日 4回 上 定した血 定 SM G を用いて補 したグラフを 成する
的：SM G で見 れた高血 を つけるため 　　　　　　　　　　　　　　　　　　

対象：小児 病・食後高血 ・血 動が しい人・ M合 病な
日 ：連 3日 定 今の 小児 病 でセンサを 後、付 いの や本人に行動表の を し
日退院 3日後外 でセンサの

の 、
・院内検査　　

中レジオネラ検査キットの
コスト減が見 まれる の 　原理や採 法、検査 等の なし）

・外 検査　
フィブロネクチン採 器の
新 薬への の

（ の ）

の

・2014 年 4 月よ CCLS の基 （生化学・血液）の が った

・現代人のデータを ・ し、よ 現代人に した になっている

・ になった 定 法 らない 、 の検査 と 能

・今回の で現在の治療 が ること ない

・基 に 「基 」と「臨床判 」が る
県内で 鹿児島大学病院が基 の を行っている 院で 医師会の動きを見ながら、今後 を
検討していく

上のことが 2回の委員会で報 、決定 れました

　平成 27 年度臨床検査 化委員会 、 度管理報 、新規検査 の実施、外 化 の決定や中止、検査

運用の 等、臨床検査の 化を 的、 に年 2回 4 11 月 度開催しています

委員長　　白濱　浩　　　（診療支援部長）

委員長　佐 　 一　　（中央臨床検査部長）

委員長　生 　博 　　（総合内科部長）

委員　　　 下　 子　　（看護 部長）

　　　　　 堂　 子　　（外 看護 師長）

　　　　　濱田　敏彦　　（クリ ック事務長）

　　　　　 田　 之　（ 営 課長）

　　　　　東　 史　　　（医事課長補佐）

　　　　　 中　 　　（中央臨床検査部技師長）

　　　　　山崎　 代　　（中央臨床検査部 ）

　　　　　 　 か　（中央臨床検査部：議事 ）

活動

報告

・平成 27 年度日本医師会臨床検査 度管理報
　　参加 49 で総合評点 99 1 と良 な成 でした

・平成 27 年日本臨床検査技師会 度管理報
　　224 中 222 が ～ 判定で 良 な成 でした

、 、 の

・血液ガス分 【RAPI  Point500】導 のお ら
H27、3 6 金 よ SI M NS 社 の血液ガス分 【RAPI  Point500】を中央検査 と外 検査 に
れ れ導 した
クリ ック検査 従 通 s s e 社 の【A L OPTI CCA】での運用となっている
従 の 定
PH PCO2 PO2 se tCO2 P HCO3 P tH SO2 H t N
上 に加えて、今回 定 るよ になった
FO2H FCOH FMetH FHH n i i C C AnA G L
電子カルテのオーダー ：検査 臨床検査 血液ガス分 や の保 ：検査 なし

・ 動採血管 C・RO O8000RFI Te o　Me i 社
本館・クリ ック総合 にて 9 28 月 よ 運用開
（ の使用を めて 9年が し やトラブルが していた ）
現在 なく運用中

・Pro2 システム： グルコース タ CGM 医療従事者用プロフェッショナル用 を 2015 8 3 よ 使用
 開

小児科よ が 、検査開 した 下に れたセンサで 質液中のグルコース 度を 定し、1
日 4回 上 定した血 定 SM G を用いて補 したグラフを 成する
的：SM G で見 れた高血 を つけるため 　　　　　　　　　　　　　　　　　　

対象：小児 病・食後高血 ・血 動が しい人・ M合 病な
日 ：連 3日 定 今の 小児 病 でセンサを 後、付 いの や本人に行動表の を し
日退院 3日後外 でセンサの

の 、
・院内検査　　

中レジオネラ検査キットの
コスト減が見 まれる の 　原理や採 法、検査 等の なし）

・外 検査　
フィブロネクチン採 器の
新 薬への の

（ の ）

の

・2014 年 4 月よ CCLS の基 （生化学・血液）の が った

・現代人のデータを ・ し、よ 現代人に した になっている

・ になった 定 法 らない 、 の検査 と 能

・今回の で現在の治療 が ること ない

・基 に 「基 」と「臨床判 」が る
県内で 鹿児島大学病院が基 の を行っている 院で 医師会の動きを見ながら、今後 を
検討していく

上のことが 2回の委員会で報 、決定 れました

会
委員長 松野下 恵子（報告）［医療の質向上］

実践した看護が見える の 実を 、看護 の質向上を 指す

　

看護部長　 　 代

看護部長 下　 子　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

委員長　　 松 下　恵子

委員長 上 　

 　 美　　 　しお

委員

西 本田 美 NICU  東 しのぶ 西 下内広美 中央 永田美 代 

東 中  西 ノ上 やか ICU 都 博美  高 子 南 永 美　　 

 美 南 原   本  外  田  CL 大 ひと  

OP  起子

活動

　平成27年度 、「実践した看護が見える の 実を 、看護 の質向上を 指す」を に

んできた マ ュアルの 成に がかか すぎ修 な に を した また、 委員に向けた

学習会を グループで分 し年3回実施 看護 の基礎から 、病 での 指導へつな ていけ

るよ に働きかけた 査内 の見 しと 査を2回実施した 病 から 査を通して きや改 が

見られたとの意見 った しかし、現在 に がかかる状 が いてお 、内 に関して 「 し

い情報」が れていない等の意見 るため、 点に った な が るよ 今後の課

としていく
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患者 会
委員長 昇　卓夫　　報　告 大原 美保子［医療の質向上］

会 的

患者 の管理・運営を円 に 行し、よ 実した 用者サービスを できるよ 患者 サービ

スを検討し、また患者 としての意向を反 できるよ にする

患者 的

患者 んご が病 や検査・治療法について理 を め、医療 者の医療に関する の質と の向

上を 、協働の医療を 進する

医師（病院長・運営委員長）1名、看護部 1名、リハビリテーション部 1名、患者サポートセンター 1 名、緩和医

療課 1名、事務局（事務局長、総務 課）3名、総務 課　学術情報 　2名 上 の か人事課 ランティ

ア 1名が参加

の活動

　患者 運営委員会の開催 2回 用 、 点検、 ランティアスタッフの活動状 の報 や運営

に関する 部について し合いを行った 5月に NPO 法人 医療の質に関する研究会 の 患者 プロ

ジェクト による「協働の医療の推進と患者 の役 」と したシンポジウムに 1名が参加した また、広

報用に「患者 すまいる通 」を 行した

　患者 すまいる の NPO 法人の支援の と、平成 25 年 4 月 19 日にオープンし 3年が した

ランティアスタッフを中 に原 2名 つで運営してお 、27 年度 24 名の ランティアが活動した

　27年度の延 用者 2,521人、1日平均 用者 10 3人、 院患者 48 3 、 717 で っ

た

　 めのよい で、 に ランティアや職員 の な が かれ、 しの となっている

アクセスのよい で ないため 用者 に バラつきが るが、 院中 し 用 れる患者 ん

見 けられ、 に っく と本を むことができたとい ご意見 いた いた

　平成 28 年度 き き、患者 んへの 介や患者 ん同士の コミにつながるよ 、職員への 度の向

上や 用の 進を るとと に、広く職員の 用をお いしたい

・メディア 実

　南日本新 　患者向け 市内の病院　医療学びくつ に 　2015 08 02

会
委員長 原 美（報告）［医療の質向上］

的

 地域がん診療連携拠点病院で 、がん患者と家族が の で って 安 して治療・療養できるよ

に病院全体のケアの質の向上を かる 　　　　　　　　　　　　

 院内における治療 から看 に たっての緩和ケアについての 点な を議 し、緩和ケアへの関

を高め、本委員会で一 に考えることによって質の向上を 指すことを 的とする

 院内で実施 れているがん化学療法が 実に 安全に 安 に 行 れるよ 支えることを看護師の役

として し、実践できるよ の共 化を か 、対策を講 ていく ことに る 委員会 、 部

署 名の代表者とがん関連 定看護師を中 に 成 れている 月第 1 日に会議 開催 れ、年度

ごとにテーマを設定し、緩和ケア・化学療法に対する技術・ の向上に関して 1年 を通 学習し、

れ れの部署内での を 指す役 を っている

市　 美子、加治 　加代子（外 ）　中 　 美、高 　加代子（クリ ック）　 　 代（2西）

　 （2東）　 　 子、西田　雅子（NICU）　松 　 、松 　 、老 　 （3西）

上松 　 （ 中）　 　ひ （3東）　 川　 子（4西）　 　 （ICU）

東後 　 恵美（OP）　赤崎　 す （2 ）　 　 子（ 南）　 保田　 子（3南）

本　 （4 ）　 崎　まこと（乳がん看護 定看護師）　 　こ え（がん放射線看護 定看護師）

　 子（緩和ケア 定看護師） 原　 美（がん化学療法看護 定看護師）

 

・ 全ての看護師がアセスメントツールを に使用し、患者 のアセスメントを的 に行い、 の内 に基

き看護を理 的に 考し、看護実践に活かすことができる

・院内におけるがん看護の質向上をめ し、 部署が協 し、 点の 、 決に向けて める

評 シート、STAS の内 を理 し、実 に 用することができる

・ 評 シート、STAS で た内 を看護実践につな ることができる

・がん看護委員 、 部署において 評 シート、STAS 及のためにリンクナースとして中 的な役
を ことができる

月

月

月

月

月

月

月

10 月

11 月

12 月

1 月

2 月

3 月

会内 （予定）

大西

原

崎

原

大西

崎

原

大西

崎

崎

大西

原

大西

崎

原

大西

崎

原

評 シートと ・・・

評 シートを 及 るために

評 シートを実 に部署で使用して よ 視

STAS と ・・・

STAS を 及 るために

STAS を部署で使用して よ

STAS ・ 評 シート使用し、看護実践に活かす 法

事例展開

グループワーク（実 症例の 　3西・2東・2 ）

グループワーク（実 症例の 　2西・3東・外 ）

今年度の評 と課

年度予定
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患者 会
委員長 昇　卓夫　　報　告 大原 美保子［医療の質向上］

会 的

患者 の管理・運営を円 に 行し、よ 実した 用者サービスを できるよ 患者 サービ

スを検討し、また患者 としての意向を反 できるよ にする

患者 的

患者 んご が病 や検査・治療法について理 を め、医療 者の医療に関する の質と の向

上を 、協働の医療を 進する

医師（病院長・運営委員長）1名、看護部 1名、リハビリテーション部 1名、患者サポートセンター 1 名、緩和医

療課 1名、事務局（事務局長、総務 課）3名、総務 課　学術情報 　2名 上 の か人事課 ランティ

ア 1名が参加

の活動

　患者 運営委員会の開催 2回 用 、 点検、 ランティアスタッフの活動状 の報 や運営

に関する 部について し合いを行った 5月に NPO 法人 医療の質に関する研究会 の 患者 プロ

ジェクト による「協働の医療の推進と患者 の役 」と したシンポジウムに 1名が参加した また、広

報用に「患者 すまいる通 」を 行した

　患者 すまいる の NPO 法人の支援の と、平成 25 年 4 月 19 日にオープンし 3年が した

ランティアスタッフを中 に原 2名 つで運営してお 、27 年度 24 名の ランティアが活動した

　27年度の延 用者 2,521人、1日平均 用者 10 3人、 院患者 48 3 、 717 で っ

た

　 めのよい で、 に ランティアや職員 の な が かれ、 しの となっている

アクセスのよい で ないため 用者 に バラつきが るが、 院中 し 用 れる患者 ん

見 けられ、 に っく と本を むことができたとい ご意見 いた いた

　平成 28 年度 き き、患者 んへの 介や患者 ん同士の コミにつながるよ 、職員への 度の向

上や 用の 進を るとと に、広く職員の 用をお いしたい

・メディア 実

　南日本新 　患者向け 市内の病院　医療学びくつ に 　2015 08 02

会
委員長 原 美（報告）［医療の質向上］

的

 地域がん診療連携拠点病院で 、がん患者と家族が の で って 安 して治療・療養できるよ

に病院全体のケアの質の向上を かる 　　　　　　　　　　　　

 院内における治療 から看 に たっての緩和ケアについての 点な を議 し、緩和ケアへの関

を高め、本委員会で一 に考えることによって質の向上を 指すことを 的とする

 院内で実施 れているがん化学療法が 実に 安全に 安 に 行 れるよ 支えることを看護師の役

として し、実践できるよ の共 化を か 、対策を講 ていく ことに る 委員会 、 部

署 名の代表者とがん関連 定看護師を中 に 成 れている 月第 1 日に会議 開催 れ、年度

ごとにテーマを設定し、緩和ケア・化学療法に対する技術・ の向上に関して 1年 を通 学習し、

れ れの部署内での を 指す役 を っている

市　 美子、加治 　加代子（外 ）　中 　 美、高 　加代子（クリ ック）　 　 代（2西）

　 （2東）　 　 子、西田　雅子（NICU）　松 　 、松 　 、老 　 （3西）

上松 　 （ 中）　 　ひ （3東）　 川　 子（4西）　 　 （ICU）

東後 　 恵美（OP）　赤崎　 す （2 ）　 　 子（ 南）　 保田　 子（3南）

本　 （4 ）　 崎　まこと（乳がん看護 定看護師）　 　こ え（がん放射線看護 定看護師）

　 子（緩和ケア 定看護師） 原　 美（がん化学療法看護 定看護師）

 

・ 全ての看護師がアセスメントツールを に使用し、患者 のアセスメントを的 に行い、 の内 に基

き看護を理 的に 考し、看護実践に活かすことができる

・院内におけるがん看護の質向上をめ し、 部署が協 し、 点の 、 決に向けて める

評 シート、STAS の内 を理 し、実 に 用することができる

・ 評 シート、STAS で た内 を看護実践につな ることができる

・がん看護委員 、 部署において 評 シート、STAS 及のためにリンクナースとして中 的な役
を ことができる

月

月

月

月

月

月

月

10 月

11 月

12 月

1 月

2 月

3 月

会内 （予定）

大西

原

崎

原

大西

崎

原

大西

崎

崎

大西

原

大西

崎

原

大西

崎

原

評 シートと ・・・

評 シートを 及 るために

評 シートを実 に部署で使用して よ 視

STAS と ・・・

STAS を 及 るために

STAS を部署で使用して よ

STAS ・ 評 シート使用し、看護実践に活かす 法

事例展開

グループワーク（実 症例の 　3西・2東・2 ）

グループワーク（実 症例の 　2西・3東・外 ）

今年度の評 と課

年度予定
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師 研修 会
委員長 昇　卓夫　　報　告 山本  あかり［教育研究推進］

的

本委員会の医師臨床研修活動 、医師としての基 成 において、人 の 養性、プライマリ・ケアの基本

的な診療能 等を習 し、 の地域医療を 専門医の育成を 的とする また、研修に専念できる の

整 を る

在

委員長　昇　卓夫 
委員長 プログラム 者　  洋

（指導医講習会修 医）
 洋、丸山 芳一、松永 俊二、濵之上 雅博、長堂 竜維、米田 敏、 之内 一、 田 、田代 幸恵、

加  彦、生  博 、今給  幸、鉾立 博文、今給  和幸、西山 、 田 育 、  、 宅 健治、
大  子、 永 、大  一 、二  、中  彦、小  史、  幸一 、  光博、
高  （ 山病院）、平原 一 （鹿児島市立病院）、厚地 彦（中央病院）、 本 東一（ 美病院）、
本 浩（鹿児島大学病院）、永  成（公立種子島病院）

（上 医）
昇 卓夫、西澤 輝彦、 田 、  介、  、小濵 浩介、川畠 寿史、宮  文 、高  雅、
丸山 子、中  彦、下  浩二、松  之、  （長島町立 診療 ）

（外部委員）長  芳幸　

（パラメディカル）  代、高  理、 島 幸、 中 、  一、上平田 美 、原  一博、
　  一、永  美 、山本 か

の活動

　平成27年度 、基幹 臨床研修医6名および研修再開者1名を採用、ならびに鹿児島大学病院の協

研修医5名を け れ、 19診療科で指導を行った

　4名の上 医が2日 に たる指導医講習会を修 し、 院における厚労省指定の指導医 26名となった

（H28 3現在） 一部の委員で研修医体制会議を 12回（ 月1回）開催した 救急症例カンフ レンス

週 と金 に開催し、研修医、救急 指導医および 科の指導医が参加した 修 判定会に 委員18名

が参加し、研修医2名の研修修 が れた

　新臨床研修制度が導 れた平成16年度 、鹿児島県における臨床研修医 の低 が いているが、平

成28年度採用医師臨床研修マッチング（H27年度実施）県内マッチ者 99名（ 年度 5名 ）、 の 実

の採用者93名（ 年度 1名 ）で 、2年連 で良 な が られた（ 採用人 100名） な

お、 院における採用人 年度 4名減の2名で った 今後 県内医学生や鹿児島 の県外医学生に

対するアプローチに し、指導体制の 実に む が る

　また、医師法第16 2第1 の中で「指導医 プライマリ・ケアの指導 法等に関する講習会を 講してい

ること」と規定 れていることから、院内の研修指導に携 る医師に対して指導医講習会の 講を き き

推進していくこととする  

研修

日　　付

H27 4 24

H27 5 26

H27 6 5

H27 6 7

H27 6 24

H27 7 4 ～ 5

H27 7 10

H27 8 20

H27 8 21

　　

県医師会館

鹿児島大学病院総合臨床研修センター

県

R 九州ホール

県

グランドホテル

鹿児島大学医学部

県内 11 病院

サンプラザ天文館

　　催

県医師会

鹿児島大学病院総合臨床研修センター

県 臨床研修連絡協議会

マイナビ

県 臨床研修連絡協議会

日本医師会

県 臨床研修連絡協議会

県 臨床研修連絡協議会

県 臨床研修連絡協議会

院参加者

9 名

3 名

3 名

1 名

1 名

1 名

6 名

5名

事　　業　　名　　

「平成 27 年度研修医 レセプション」

「平成 27 年度第 1回 島プログラム 会」

「平成 27 年度第 1回鹿児島県 臨床研修連絡協議会 者会議」

「マイナビ R SI NT F STI AL 福 会 」への派遣

「平成27年度第1回鹿児島県 臨床研修連絡協議会」

「第 26 回　日本医師会　指導医のための教育ワークショップ」（ 医長修 ）

「平成 27 年度第 1回臨床研修病院合同 会」

「鹿児島県臨床研修病院見学ツアー事業」（Cコース）

「 の臨床研修病院合同 会」

（ の ） ・医学部医学科 3～ 6年 病院見学者 33 名（鹿児島大学 5名、県外大学 28 名）を け れた
 ・ 美病院（ 科研修）を研修協 施設として厚生労働省へ 加 した（平成 28 年度研修プログ

ラムよ 用）

（研修歯科医）
鹿児島大学医学部・歯学部付属病院　研修歯科医 27 名を け れ、指導教育を行った

H27 9 12

H27 11 21 ～ 22

H27 11 25

H27 12 13

H27 12 16

H28 1 9

H28 2 6 ～ 7

H28 2 13

県市町 治会館

鹿児島大学病院総合臨床研修センター

鹿児島県文化センター
（ 山ホール）

福 国 会議

県

県市町 治会館

グランドホテル

福 国 会議

県 臨床研修連絡協議会

県 臨床研修連絡協議会

県 臨床研修連絡協議会

リンクスタッフ

県 臨床研修連絡協議会

県 臨床研修連絡協議会

日本医師会

九州厚生局

10 名

2 名

3 名

7 名

1 名

12 名

1 名

6 名

「第 12 回鹿児島県臨床研修医合同研修会」（症例 表 : 島研修医）

「指導医養成講習会」（大 部長および二 医師修 ）

「平成 27 年度第 2回鹿児島県 臨床研修連絡協議会 者会議」

「eレジフェア 2015 in 福 」

「平成 27 年度第 2回鹿児島県 臨床研修連絡協議会」

「第 13 回鹿児島県臨床研修医合同研修会」（症例 表 :白 研修医）

「第 27 回　日本医師会　指導医のための教育ワークショップ」（中 部長修 ）

「九州ブロック ・後 臨床研修進路 会」

研修 会
委員長 長堂 竜維　　報　告 前野 浩一［教育研修推進］

的

安全で質の高い医療を 的に するに 、職員の生 に る教育研修 めて重 で る 病院の業 を

上 展 る 種 るが、究 に 職員 人の能 の向上と の十分な が 大の で 、

人の能 を 的、 的に 展 る事が重 で る

活動

全職員対象講演会、院内学術、 委員会 催講演会の管理・運営

部署の学会・研修会・旅 等の

学会・研修会等の職員の 、意見、改 等の対策

　今年度 がん連携拠点病院として、開催す き講演会 全て行えたが、地域の連携施設の参加が して
少なく、院内の職員参加 め、集 を上 るに したらよいのか 開催 い い と えてい

るが、 年、係をしていて感 ることで る アイデアが れ 教えて きたい ので る
　医療安全と感染の講演会 事に開催できた 職員教育講演会 今回 症について学ん 高 化
社会を えるに た 、 しい を学ん 常によい講演会で った
　学会参加状 で るが、26年度 全体で500 くらいで ったが、今年度 700 を えた 学会 表、共
同演者での参加、 維 ・ 新、加 での参加な ま まで るが、1つの学会に大 で参加する
事 く、旅 が か む となっている
　4年後 病院 るので、 低人 の参加や、参加者による情報共 、オンデマンド等を使用し、少
し制 していかなけれ ならないと感 る
　院内で開催する講演会な が、 新・ な になれ 少し えられると が、実現する
の か 学会、県や市医師会な の動向 したいと考える
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師 研修 会
委員長 昇　卓夫　　報　告 山本  あかり［教育研究推進］

的

本委員会の医師臨床研修活動 、医師としての基 成 において、人 の 養性、プライマリ・ケアの基本

的な診療能 等を習 し、 の地域医療を 専門医の育成を 的とする また、研修に専念できる の

整 を る

在

委員長　昇　卓夫 
委員長 プログラム 者　  洋

（指導医講習会修 医）
 洋、丸山 芳一、松永 俊二、濵之上 雅博、長堂 竜維、米田 敏、 之内 一、 田 、田代 幸恵、

加  彦、生  博 、今給  幸、鉾立 博文、今給  和幸、西山 、 田 育 、  、 宅 健治、
大  子、 永 、大  一 、二  、中  彦、小  史、  幸一 、  光博、
高  （ 山病院）、平原 一 （鹿児島市立病院）、厚地 彦（中央病院）、 本 東一（ 美病院）、
本 浩（鹿児島大学病院）、永  成（公立種子島病院）

（上 医）
昇 卓夫、西澤 輝彦、 田 、  介、  、小濵 浩介、川畠 寿史、宮  文 、高  雅、
丸山 子、中  彦、下  浩二、松  之、  （長島町立 診療 ）

（外部委員）長  芳幸　

（パラメディカル）  代、高  理、 島 幸、 中 、  一、上平田 美 、原  一博、
　  一、永  美 、山本 か

の活動

　平成27年度 、基幹 臨床研修医6名および研修再開者1名を採用、ならびに鹿児島大学病院の協

研修医5名を け れ、 19診療科で指導を行った

　4名の上 医が2日 に たる指導医講習会を修 し、 院における厚労省指定の指導医 26名となった

（H28 3現在） 一部の委員で研修医体制会議を 12回（ 月1回）開催した 救急症例カンフ レンス

週 と金 に開催し、研修医、救急 指導医および 科の指導医が参加した 修 判定会に 委員18名

が参加し、研修医2名の研修修 が れた

　新臨床研修制度が導 れた平成16年度 、鹿児島県における臨床研修医 の低 が いているが、平

成28年度採用医師臨床研修マッチング（H27年度実施）県内マッチ者 99名（ 年度 5名 ）、 の 実

の採用者93名（ 年度 1名 ）で 、2年連 で良 な が られた（ 採用人 100名） な

お、 院における採用人 年度 4名減の2名で った 今後 県内医学生や鹿児島 の県外医学生に

対するアプローチに し、指導体制の 実に む が る

　また、医師法第16 2第1 の中で「指導医 プライマリ・ケアの指導 法等に関する講習会を 講してい

ること」と規定 れていることから、院内の研修指導に携 る医師に対して指導医講習会の 講を き き

推進していくこととする  

研修

日　　付

H27 4 24

H27 5 26

H27 6 5

H27 6 7

H27 6 24

H27 7 4 ～ 5

H27 7 10

H27 8 20

H27 8 21

　　

県医師会館

鹿児島大学病院総合臨床研修センター

県

R 九州ホール

県

グランドホテル

鹿児島大学医学部

県内 11 病院

サンプラザ天文館

　　催

県医師会

鹿児島大学病院総合臨床研修センター

県 臨床研修連絡協議会

マイナビ

県 臨床研修連絡協議会

日本医師会

県 臨床研修連絡協議会

県 臨床研修連絡協議会

県 臨床研修連絡協議会

院参加者

9 名

3 名

3 名

1 名

1 名

1 名

6 名

5名

事　　業　　名　　

「平成 27 年度研修医 レセプション」

「平成 27 年度第 1回 島プログラム 会」

「平成 27 年度第 1回鹿児島県 臨床研修連絡協議会 者会議」

「マイナビ R SI NT F STI AL 福 会 」への派遣

「平成27年度第1回鹿児島県 臨床研修連絡協議会」

「第 26 回　日本医師会　指導医のための教育ワークショップ」（ 医長修 ）

「平成 27 年度第 1回臨床研修病院合同 会」

「鹿児島県臨床研修病院見学ツアー事業」（Cコース）

「 の臨床研修病院合同 会」

（ の ） ・医学部医学科 3～ 6年 病院見学者 33 名（鹿児島大学 5名、県外大学 28 名）を け れた
 ・ 美病院（ 科研修）を研修協 施設として厚生労働省へ 加 した（平成 28 年度研修プログ

ラムよ 用）

（研修歯科医）
鹿児島大学医学部・歯学部付属病院　研修歯科医 27 名を け れ、指導教育を行った

H27 9 12

H27 11 21 ～ 22

H27 11 25

H27 12 13

H27 12 16

H28 1 9

H28 2 6 ～ 7

H28 2 13

県市町 治会館

鹿児島大学病院総合臨床研修センター

鹿児島県文化センター
（ 山ホール）

福 国 会議

県

県市町 治会館

グランドホテル

福 国 会議

県 臨床研修連絡協議会

県 臨床研修連絡協議会

県 臨床研修連絡協議会

リンクスタッフ

県 臨床研修連絡協議会

県 臨床研修連絡協議会

日本医師会

九州厚生局

10 名

2 名

3 名

7 名

1 名

12 名

1 名

6 名

「第 12 回鹿児島県臨床研修医合同研修会」（症例 表 : 島研修医）

「指導医養成講習会」（大 部長および二 医師修 ）

「平成 27 年度第 2回鹿児島県 臨床研修連絡協議会 者会議」

「eレジフェア 2015 in 福 」

「平成 27 年度第 2回鹿児島県 臨床研修連絡協議会」

「第 13 回鹿児島県臨床研修医合同研修会」（症例 表 :白 研修医）

「第 27 回　日本医師会　指導医のための教育ワークショップ」（中 部長修 ）

「九州ブロック ・後 臨床研修進路 会」

研修 会
委員長 長堂 竜維　　報　告 前野 浩一［教育研修推進］

的

安全で質の高い医療を 的に するに 、職員の生 に る教育研修 めて重 で る 病院の業 を

上 展 る 種 るが、究 に 職員 人の能 の向上と の十分な が 大の で 、

人の能 を 的、 的に 展 る事が重 で る

活動

全職員対象講演会、院内学術、 委員会 催講演会の管理・運営

部署の学会・研修会・旅 等の

学会・研修会等の職員の 、意見、改 等の対策

　今年度 がん連携拠点病院として、開催す き講演会 全て行えたが、地域の連携施設の参加が して
少なく、院内の職員参加 め、集 を上 るに したらよいのか 開催 い い と えてい

るが、 年、係をしていて感 ることで る アイデアが れ 教えて きたい ので る
　医療安全と感染の講演会 事に開催できた 職員教育講演会 今回 症について学ん 高 化
社会を えるに た 、 しい を学ん 常によい講演会で った
　学会参加状 で るが、26年度 全体で500 くらいで ったが、今年度 700 を えた 学会 表、共
同演者での参加、 維 ・ 新、加 での参加な ま まで るが、1つの学会に大 で参加する
事 く、旅 が か む となっている
　4年後 病院 るので、 低人 の参加や、参加者による情報共 、オンデマンド等を使用し、少
し制 していかなけれ ならないと感 る
　院内で開催する講演会な が、 新・ な になれ 少し えられると が、実現する
の か 学会、県や市医師会な の動向 したいと考える
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会
委員長 昇　卓夫　　報　告 大原 美保子［教育研修推進］

的

職員の生 研修及び医学・医療の の向上を て高度医療・地域医療・救急医療に 献する

医師（病院長、 和会クリ ック院長）2名、看護部 1名、薬剤部 1名、中央放射線部 1名、中央臨床検査部 1名、
リハビリテーション部 1名、栄養管理部 1名、事務局（総務 課 1名、総務 課　学術情報 　1 名）

の活動

　28 年 3 月に 委員会を開催 の 、 種 を報 した また、文献 用の 上が や

の 加に い、28 年 4 月よ に の を とし、病院 らないが 者へ 用

を通 することを決定した

　病院 、医局 3F にカンフ レンスルームとス ースを共用する で設 れていたが、新刊の

の を して 25 年 4 月よ 本館 7F カンフ レンスルームの一 に を 動している

　ス ースの関係上 を 部門に しているが、データ 一 管理してお 、 部門からの

によ 理 行っている また、 種資 を病院ホーム ージや電子カルテ で できるよ 整

している 28 年度 点検を実施する予定で る

会
委員長 昇　卓夫　　報　告 堀　雅之［病院運営］

的

職員にとって働きやすい く に 、労働意 と健 の維 、向上を る 労使協 して職 の
栄を 指し、相 の 、共 共栄を 的とする

会

労使代表者が集ま 、定例 に行 し に応 て 開催する

平成27年度開催実 2回開催　9月3日・3月2日

活動

・ 外労働に関する協定 ・協定 の

・就業規 　第5 ・7 ・16 ・23 改定

・給 規 　第34 ・35 改定

・旅 規 　第2 加

・人事考課規 昇給

会
委員長 藤山 みどり（報告）［教育研修推進］

看護部看護教育理念

：社会人として、 人として、専門職業人として ら考え行動できる人を育てる

：患者中 の質の高い看護を実践できる看護師を育てると る

月第 日　 部署の師長、教育委員にて委員会が開催 れる

院内研修の 、新人看護師をレベル 、 年 をレベル 、 年 をレベル とし、 年 レベ

ル とな に分 している（医療安全、感染管理、救急看護、人工呼吸器ケア、がん看護、看護管理、

看護倫理、教育、 島研修、看護研究、） の か、中 採用者、看護補助者研修が る ～ か の病

で の 、運営を い、 、プログラムを 成し、委員会で の決定を行 で オン

デマンド研修を上手く活用している研修 えてきている

平成 年度　院内研修（看護教育委員会 、運営） 回／ 名参加
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会
委員長 昇　卓夫　　報　告 大原 美保子［教育研修推進］

的

職員の生 研修及び医学・医療の の向上を て高度医療・地域医療・救急医療に 献する

医師（病院長、 和会クリ ック院長）2名、看護部 1名、薬剤部 1名、中央放射線部 1名、中央臨床検査部 1名、
リハビリテーション部 1名、栄養管理部 1名、事務局（総務 課 1名、総務 課　学術情報 　1 名）

の活動

　28 年 3 月に 委員会を開催 の 、 種 を報 した また、文献 用の 上が や

の 加に い、28 年 4 月よ に の を とし、病院 らないが 者へ 用

を通 することを決定した

　病院 、医局 3F にカンフ レンスルームとス ースを共用する で設 れていたが、新刊の

の を して 25 年 4 月よ 本館 7F カンフ レンスルームの一 に を 動している

　ス ースの関係上 を 部門に しているが、データ 一 管理してお 、 部門からの

によ 理 行っている また、 種資 を病院ホーム ージや電子カルテ で できるよ 整

している 28 年度 点検を実施する予定で る

会
委員長 昇　卓夫　　報　告 堀　雅之［病院運営］

的

職員にとって働きやすい く に 、労働意 と健 の維 、向上を る 労使協 して職 の
栄を 指し、相 の 、共 共栄を 的とする

会

労使代表者が集ま 、定例 に行 し に応 て 開催する

平成27年度開催実 2回開催　9月3日・3月2日

活動

・ 外労働に関する協定 ・協定 の

・就業規 　第5 ・7 ・16 ・23 改定

・給 規 　第34 ・35 改定

・旅 規 　第2 加

・人事考課規 昇給

会
委員長 藤山 みどり（報告）［教育研修推進］

看護部看護教育理念

：社会人として、 人として、専門職業人として ら考え行動できる人を育てる

：患者中 の質の高い看護を実践できる看護師を育てると る

月第 日　 部署の師長、教育委員にて委員会が開催 れる

院内研修の 、新人看護師をレベル 、 年 をレベル 、 年 をレベル とし、 年 レベ

ル とな に分 している（医療安全、感染管理、救急看護、人工呼吸器ケア、がん看護、看護管理、

看護倫理、教育、 島研修、看護研究、） の か、中 採用者、看護補助者研修が る ～ か の病

で の 、運営を い、 、プログラムを 成し、委員会で の決定を行 で オン

デマンド研修を上手く活用している研修 えてきている

平成 年度　院内研修（看護教育委員会 、運営） 回／ 名参加
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者会議
委員長 上之薗 洋子（報告）［教育研修推進］

的

本会 、臨地実習の意 と実習指導者としての役 を理 し、 的な実習指導を行い、実習指導者として

の資質の向上を る

看護部長　　 山 看護部長　　委員長 上之 　　 委員長 上・西

病 から選 れた看護師34名

活動

）平成27年度の
よ 良い臨地実習が実践できるよ 人的・ 的 を整える

評 ： 学校の実習 に合 た指導を看護師全員ができるよ 指導 を 成した 活用 十分で
なかったが、実習 に学校の実習 的・ を看護師へ を る病 が えてきた 年度
指導 を使用し改 していき、 で に手に って見るよ 活用していきたい 的
として 学生にとって ーパータオルや手 が設 に関して使いにくいとのことで 、
日に学校が をし、後 看護師と同 に き使用すると決まった

専門職業人を 指す学生として ・技術・ 度を につけ看護者としての びな を学ぶ
評 ：学生に 看護 式に事 に学んで らい、実習中 日 のチームの一員として看護師と ア

で行動する が え、看護の ・ し な 実感できていたとい 報 が がってくるよ
になった

） 月 講習：看護協会開催
　　　　　　　　　「平成26年度実習指導者講習会を 講して」

） 月 講習：鹿児島医療技術専門学校で開催 れた研修
　　　　　　　　　「実習における 的な指導の在 」

）医療法人協会立看護専門学校実習指導者会議報

） 月 学校の実習 合 や反省会を行った 学校名 下の通 で る
田学園看護専門学校　鹿児島医療法人協会立看護専門学校　 学園専修学校 高等学校

鹿児島医療技術専門学校　鹿児島中央看護専門学校　鹿児島高等看護学院　 学園高等部
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者会議
委員長 上之薗 洋子（報告）［教育研修推進］

的

本会 、臨地実習の意 と実習指導者としての役 を理 し、 的な実習指導を行い、実習指導者として

の資質の向上を る

看護部長　　 山 看護部長　　委員長 上之 　　 委員長 上・西

病 から選 れた看護師34名

活動

）平成27年度の
よ 良い臨地実習が実践できるよ 人的・ 的 を整える

評 ： 学校の実習 に合 た指導を看護師全員ができるよ 指導 を 成した 活用 十分で
なかったが、実習 に学校の実習 的・ を看護師へ を る病 が えてきた 年度
指導 を使用し改 していき、 で に手に って見るよ 活用していきたい 的
として 学生にとって ーパータオルや手 が設 に関して使いにくいとのことで 、
日に学校が をし、後 看護師と同 に き使用すると決まった

専門職業人を 指す学生として ・技術・ 度を につけ看護者としての びな を学ぶ
評 ：学生に 看護 式に事 に学んで らい、実習中 日 のチームの一員として看護師と ア

で行動する が え、看護の ・ し な 実感できていたとい 報 が がってくるよ
になった

） 月 講習：看護協会開催
　　　　　　　　　「平成26年度実習指導者講習会を 講して」

） 月 講習：鹿児島医療技術専門学校で開催 れた研修
　　　　　　　　　「実習における 的な指導の在 」

）医療法人協会立看護専門学校実習指導者会議報

） 月 学校の実習 合 や反省会を行った 学校名 下の通 で る
田学園看護専門学校　鹿児島医療法人協会立看護専門学校　 学園専修学校 高等学校

鹿児島医療技術専門学校　鹿児島中央看護専門学校　鹿児島高等看護学院　 学園高等部
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会
委員長 昇　卓夫　　報　告 吉満　実［病院運営］

的

病院全体の病床の 的な 科の て・ 退院の状 及び 床状 に合 急性 の PCの医療機関と

して かつ 的病床の 用を 指す

長 院患者（ 月 上）の と社会的 院患者の減少を 指す

PC病院で 化の向上を 指す

月1回  業務連絡会   別館地下講  

昇院長（委員長）・今給 理事長・ r・西澤 r・大 保 r・丸山（ ）r・ 原 r・生 r

（看護部長）・ 山（看）・ （看）・ 下（看）・ 堂（看）

（事）・川 田（事代）・ 田（ ）・上 （医事）・原 （MSW）・ （MSW） 

会議議

月の病院全体平均在院日 及び 科の在院日 の報 と改 策

月の病床 働 の報 及び改 策

長 院患者 （ 月 上）の報 と 患者状

退院調整会議報 からの運営改

の 、病床の 用や用 について

　平成27年度 、在院日 ・医療看護 度・病床 働に した病床運営が とな ました

特に在院日 について 長 院患者の在院日 への ・ 在手術の在院日 外等が 18日 下

への が 化 れました

　また、連携パス（ 部骨 ・ 卒中）実施のために 在院日 17日 下を に運営が とな 、よ

一 の在院日 への の 化が とな ました

　在院日 化を実行していくと 働 低下が しく られ、 働 維 及び 度 成の 的で回

病 の運営を27年1月よ 実施しています また病床管理部と連携し、 診療科への 院患者 の向上、

働 な の分 を行い PC での退院患者減少に めています

　 年度において 、退院支援の 実を ると に新規 院患者 の向上、医療看護 度、 働 向上を

指した病床運営を ることが課 です

在院 入 院

在院

入 院

院

15 1

87 3

728

740

16 9

78 2

604

620

15 4

86 3

731

709

15 5

82 0

697

727

15 9

80 9

649

657

15 5

76 3

633

622

15 8

79 6

725

725

16 5

78 3

667

659

15 7

77 8

652

725

17 1

79 1

671

587

17 1

88 1

674

652

15 7

85 4

748

757

16 0

81 6

681 6

681 7

会議
委員長 生野 博久　報　告 松野下 恵子［病院運営］

的

床状 の全体 によ 病床を 活用

急 院用の病床の 保

病床決定に する 減

働 成の支援

病床 働 成の支援（病床 働 86 9 を 成す く病床調整を 支援を行 ）

一 管理（平成28年度 一 管理に向けた ）

退院支援の調整（退院支援ルールの定 ）

生 博 （総合内科部長）、 ひと （ 看護部長）、原 博一（MSW）、 実（MSW）、

松 下恵子（看護師長）　　　　　　　 ：病床管理全 　　　　　

田い （退院調整看護師・ ）　 ：退院調整　　　　　　　　　

小 美（医事課 ）　　　　　　　 ：医事課 務・病床調整　　　

宮下浩子（診療補助部）　　　　　　　 ：データ管理

活動

病床管理部に関する会議の開催

 病床運営会議（第2月 日）

 退院調整会議（9月中止）

 病床管理部会議（業務運営会議の 後の金 日　2回 月）

 回 リハビリ病 選定会議（ 週 日：小 ）

床状 の全体 によ 病床の 活用

急 院用の病床の 保

病床決定に する 減

働 成の支援

　平成26年8月に病床管理部 、11月から 運用とな 平成27年4月から本 働開 となった 病床管理部

で 、これまでの として 院患者400名を える の 急 院のベッド 保 、 病床検討から決

定までに を する、 院 け れがスムーズに運 ない等の 決へ向け ん 日、 退院・

床状 を （1日3回）し、 院状 に合 急対応と感染症対策のための 保に え病床の

活用ができた れに い病床決定までの 減 5 していたのが15分 度まで れた

働 の支援として 、改 シートを使用し医師と病 師長からの分 や意見を し、 な

院長や 営 課へ報 し改 へ繋 ている 一 管理で 、 （ ） 対象患者となる

基 や 規 の見 しと 院予 票 成、 院 定から病 決定までの手 な を 成し、 なく

一 管理が行えている 退院支援調整に関して 、退院調整看護師が中 とな 、5月よ 退院支援

ルールに基 きケアマネージ ーとの連携を っている また、マ ュアルの見 しや 病 の退院支援カ

ンフ レンスへ参加し活動している
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会
委員長 昇　卓夫　　報　告 吉満　実［病院運営］

的

病院全体の病床の 的な 科の て・ 退院の状 及び 床状 に合 急性 の PCの医療機関と

して かつ 的病床の 用を 指す

長 院患者（ 月 上）の と社会的 院患者の減少を 指す

PC病院で 化の向上を 指す

月1回  業務連絡会   別館地下講  

昇院長（委員長）・今給 理事長・ r・西澤 r・大 保 r・丸山（ ）r・ 原 r・生 r

（看護部長）・ 山（看）・ （看）・ 下（看）・ 堂（看）

（事）・川 田（事代）・ 田（ ）・上 （医事）・原 （MSW）・ （MSW） 

会議議

月の病院全体平均在院日 及び 科の在院日 の報 と改 策

月の病床 働 の報 及び改 策

長 院患者 （ 月 上）の報 と 患者状

退院調整会議報 からの運営改

の 、病床の 用や用 について

　平成27年度 、在院日 ・医療看護 度・病床 働に した病床運営が とな ました

特に在院日 について 長 院患者の在院日 への ・ 在手術の在院日 外等が 18日 下

への が 化 れました

　また、連携パス（ 部骨 ・ 卒中）実施のために 在院日 17日 下を に運営が とな 、よ

一 の在院日 への の 化が とな ました

　在院日 化を実行していくと 働 低下が しく られ、 働 維 及び 度 成の 的で回

病 の運営を27年1月よ 実施しています また病床管理部と連携し、 診療科への 院患者 の向上、

働 な の分 を行い PC での退院患者減少に めています

　 年度において 、退院支援の 実を ると に新規 院患者 の向上、医療看護 度、 働 向上を

指した病床運営を ることが課 です

在院 入 院

在院

入 院

院

15 1

87 3

728

740

16 9

78 2

604

620

15 4

86 3

731

709

15 5

82 0

697

727

15 9

80 9

649

657

15 5

76 3

633

622

15 8

79 6

725

725

16 5

78 3

667

659

15 7

77 8

652

725

17 1

79 1

671

587

17 1

88 1

674

652

15 7

85 4

748

757

16 0

81 6

681 6

681 7

会議
委員長 生野 博久　報　告 松野下 恵子［病院運営］

的

床状 の全体 によ 病床を 活用

急 院用の病床の 保

病床決定に する 減

働 成の支援

病床 働 成の支援（病床 働 86 9 を 成す く病床調整を 支援を行 ）

一 管理（平成28年度 一 管理に向けた ）

退院支援の調整（退院支援ルールの定 ）

生 博 （総合内科部長）、 ひと （ 看護部長）、原 博一（MSW）、 実（MSW）、

松 下恵子（看護師長）　　　　　　　 ：病床管理全 　　　　　

田い （退院調整看護師・ ）　 ：退院調整　　　　　　　　　

小 美（医事課 ）　　　　　　　 ：医事課 務・病床調整　　　

宮下浩子（診療補助部）　　　　　　　 ：データ管理

活動

病床管理部に関する会議の開催

 病床運営会議（第2月 日）

 退院調整会議（9月中止）

 病床管理部会議（業務運営会議の 後の金 日　2回 月）

 回 リハビリ病 選定会議（ 週 日：小 ）

床状 の全体 によ 病床の 活用

急 院用の病床の 保

病床決定に する 減

働 成の支援

　平成26年8月に病床管理部 、11月から 運用とな 平成27年4月から本 働開 となった 病床管理部

で 、これまでの として 院患者400名を える の 急 院のベッド 保 、 病床検討から決

定までに を する、 院 け れがスムーズに運 ない等の 決へ向け ん 日、 退院・

床状 を （1日3回）し、 院状 に合 急対応と感染症対策のための 保に え病床の

活用ができた れに い病床決定までの 減 5 していたのが15分 度まで れた

働 の支援として 、改 シートを使用し医師と病 師長からの分 や意見を し、 な

院長や 営 課へ報 し改 へ繋 ている 一 管理で 、 （ ） 対象患者となる

基 や 規 の見 しと 院予 票 成、 院 定から病 決定までの手 な を 成し、 なく

一 管理が行えている 退院支援調整に関して 、退院調整看護師が中 とな 、5月よ 退院支援

ルールに基 きケアマネージ ーとの連携を っている また、マ ュアルの見 しや 病 の退院支援カ

ンフ レンスへ参加し活動している
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会
委員長 昇　卓夫　　報　告 堀　雅之［病院運営］

的

働きやすい く を基本に、規 の策定や見 し、 部署からの事 の検討、検証、 決を 、職員

人事考課制度の運用と な人 管理を 的とする

昇卓夫（委員長）・ 看護部長・ 事務局長・ 営 長・十島人事課長補佐

主な議

 4月 人事考課の進 ・人 、資 手 、昇 の検討

 5月 人事考課進 の 、医師 評 、 退職者検討

 6月 人事考課の決定、昇給昇 の決定、人事 動の検討、託児 用

 7月 人 ・ 外推 、平成26年度総人 減 、 給検討

 8月 人 ・ 外推 、規 の整 （保育 規 ・旅 規 ）、パート職員人事考課検討、人事考課

中 談実施検討、 PAの検討、労使委員会

 9月 人 ・ 外推 、パート職員人事考課検討、人事考課中 談実施検討

 10月 人 ・ 外の推 、新卒採用状 、パート人事考課の昇給検討、 職員 用の検討、WL 委員会

からの 対応、規定の整 （旅 規 ・就業規 ）、労務

 11月 人 ・ 外の推 の検証、新卒採用状 、 職員 用の検討、 宅手 の 、 用 中の

給 支給日の検討、労務

 12月 人 ・ 外の推 の検証、人事考課 会日 調整、 対象 の 検討、人事考課昇給

ッチの 検討、人事 動の検討

 1月 人 ・ 外の推 の検証、人事 動の検討、医師 評 日 、職員人事考課日 、

新卒採用状 進 、労使委員会の 、 給 の整理、 社式日 調整

 2月 人 ・ 外の推 の検証、医師 評 進 、職員人事考課進 、新卒採用状 進

、労使委員会議 （就業規 ・給 規 ・旅 規 ）、 給

 3月 人 ・ 外の推 の検証、医師 評 進 、職員人事考課進 、新卒採用状 進

、 職員 用検討

平成27年度本委員会で き き「人 の 化」「職員の チベーション向上」「規 の整 」を な

施策として ました （人 ：平成26年度55 3 平成27年度56 0 ）

会
委員長 昇　卓夫　　報　告 岩下 邦子［病院運営］

的 全職員が健 でや がいを って働き けられる職 をつくる

人事課：十島課長補佐、小

 看護部： 下 部長、田中師長、 堂 師長、永 、中 、 、田中、

 中央放射線部：田川 、

 臨床工学部：外

 リハビリテーション部： 、重

 薬剤部： 門 、 内

活動

・日本看護協会から看護職のワークライフバランス推進カン ザウルス を

　表彰状 ラミネートし の ンクのカン ザウルス（ イグルミ）とと に総合 内に した

・鹿児島県看護協会の平成27年度のWL 推進ワークショップに参加

定例の活動

・月 1回（ 月第 4 日 16：00 ～）の会議

・ぴたっとカエルデー（第 4金）の実施

・研修、業務、広報、分 の 4つのグループで、活動

・ グループの活動状

研修グループ

教 が 評 ったため、本年度 開催 や回 をリハビリ 者と検討

労働安全衛生委員会との協働開催をすすめた

こ 教 10 28 　13:30 ～ 14:15　

広報グループ

回／年 行、今後 不定 に研修の 介や就業規 への ＆Aな タイムリーな情報を していく

予定

WL 委員会 を電子カルテ エントランス内で 能とした

業務グループ

・業務 外の研修の

・ 業の 減に関する工夫

・薬剤部の業務 減として薬剤部からお いごととしてまとめ看護部へ

・ 薬 理をなくすための として医師への協

・ タッとカエルデーの 成 調査

分 グループ

年度 中にメンバー交代な して人員減とな 、業務グループとと に活動

・ の

・永年 について

・ れられないエ ード小 子が 30 部を 部門へ

・ 部署の病 の運用について不公平感の 消に向けた検討

・カエルバッジの再 行と 部署及び を 大
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会
委員長 昇　卓夫　　報　告 堀　雅之［病院運営］

的

働きやすい く を基本に、規 の策定や見 し、 部署からの事 の検討、検証、 決を 、職員

人事考課制度の運用と な人 管理を 的とする

昇卓夫（委員長）・ 看護部長・ 事務局長・ 営 長・十島人事課長補佐

主な議

 4月 人事考課の進 ・人 、資 手 、昇 の検討

 5月 人事考課進 の 、医師 評 、 退職者検討

 6月 人事考課の決定、昇給昇 の決定、人事 動の検討、託児 用

 7月 人 ・ 外推 、平成26年度総人 減 、 給検討

 8月 人 ・ 外推 、規 の整 （保育 規 ・旅 規 ）、パート職員人事考課検討、人事考課

中 談実施検討、 PAの検討、労使委員会

 9月 人 ・ 外推 、パート職員人事考課検討、人事考課中 談実施検討

 10月 人 ・ 外の推 、新卒採用状 、パート人事考課の昇給検討、 職員 用の検討、WL 委員会

からの 対応、規定の整 （旅 規 ・就業規 ）、労務

 11月 人 ・ 外の推 の検証、新卒採用状 、 職員 用の検討、 宅手 の 、 用 中の

給 支給日の検討、労務

 12月 人 ・ 外の推 の検証、人事考課 会日 調整、 対象 の 検討、人事考課昇給

ッチの 検討、人事 動の検討

 1月 人 ・ 外の推 の検証、人事 動の検討、医師 評 日 、職員人事考課日 、

新卒採用状 進 、労使委員会の 、 給 の整理、 社式日 調整

 2月 人 ・ 外の推 の検証、医師 評 進 、職員人事考課進 、新卒採用状 進

、労使委員会議 （就業規 ・給 規 ・旅 規 ）、 給

 3月 人 ・ 外の推 の検証、医師 評 進 、職員人事考課進 、新卒採用状 進

、 職員 用検討

平成27年度本委員会で き き「人 の 化」「職員の チベーション向上」「規 の整 」を な

施策として ました （人 ：平成26年度55 3 平成27年度56 0 ）

会
委員長 昇　卓夫　　報　告 岩下 邦子［病院運営］

的 全職員が健 でや がいを って働き けられる職 をつくる

人事課：十島課長補佐、小

 看護部： 下 部長、田中師長、 堂 師長、永 、中 、 、田中、

 中央放射線部：田川 、

 臨床工学部：外

 リハビリテーション部： 、重

 薬剤部： 門 、 内

活動

・日本看護協会から看護職のワークライフバランス推進カン ザウルス を

　表彰状 ラミネートし の ンクのカン ザウルス（ イグルミ）とと に総合 内に した

・鹿児島県看護協会の平成27年度のWL 推進ワークショップに参加

定例の活動

・月 1回（ 月第 4 日 16：00 ～）の会議

・ぴたっとカエルデー（第 4金）の実施

・研修、業務、広報、分 の 4つのグループで、活動

・ グループの活動状

研修グループ

教 が 評 ったため、本年度 開催 や回 をリハビリ 者と検討

労働安全衛生委員会との協働開催をすすめた

こ 教 10 28 　13:30 ～ 14:15　

広報グループ

回／年 行、今後 不定 に研修の 介や就業規 への ＆Aな タイムリーな情報を していく

予定

WL 委員会 を電子カルテ エントランス内で 能とした

業務グループ

・業務 外の研修の

・ 業の 減に関する工夫

・薬剤部の業務 減として薬剤部からお いごととしてまとめ看護部へ

・ 薬 理をなくすための として医師への協

・ タッとカエルデーの 成 調査

分 グループ

年度 中にメンバー交代な して人員減とな 、業務グループとと に活動

・ の

・永年 について

・ れられないエ ード小 子が 30 部を 部門へ

・ 部署の病 の運用について不公平感の 消に向けた検討

・カエルバッジの再 行と 部署及び を 大
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　 くの のご協 の下、 調に 年 の運営を展開してお ます

年度の 用者 合 名をお か に対し、本年度 名と 用者が 加しました 本年度に関

しまして 産 中のスタッフの で か に対応できていたと考えます 子育てと 事を 立でき、働

き けられる職 の の一つと考え、今後 病児保育 を通して 献できたらと います

参加 会 　

平成27年6月13 14日 日本医療保育学会　東  参加者　 ・
平成27年7月19 20日 全国病児保育研究大会　 本県 参加者　西 ・ ・
平成27年10月17 18日 日本保育園保健学会　鹿児島県 参加者　 ・畠中・西 ・
平成27年11月22日 日本医療保育学会　九州・沖縄ブロック研修会 参加者　
平成27年11月29日 全国病児保育協議会　鹿児島支部会 参加者　 田・畠中・西 ・

平成28年 月　一 社 法人 全国病児保育協議会 定　病児保育専門士資 　

延 用者

開 設 日

お

日 平 均

キ ンセル

新規

43

24

9

1 8

26

1

4 月

55

23

25

2 4

22

4

5 月

67

26

28

2 6

87

8

6 月

66

26

10

2 5

33

1

7 月

55

26

9

2 1

57

3

8 月

42

23

7

1 8

38

3

9 月

56

26

5

2 2

26

2

10 月

38

23

2

1 7

20

3

11 月

54

25

5

2 2

29

3

12 月

47

23

6

2

26

0

1 月

51

24

9

2 1

55

2

2 月

77

26

21

2 9

67

4

3 月

651

295

136

2 2

486

34

合

報 会
委員長 西澤 輝彦　　報　告 永井美由紀［地域サービス］

的 医療の公共性や、地域に開かれた病院としての 点から、広報 の 行、病院パンフレット、イン

ターネットを通 ての患者 まや 医療機関、地域の に対しての広報を 的とする

委員長 西澤輝彦

総務 課 浩一　中央放射線部　 田 一、中央検査部 雅子（ 12 月）、永  

代（ 月 ）、薬剤部  、リハビリテーション部 市 寿子（ 6月）、高田　 （7月 ）

栄養管理部  美、相談支援センター 実（ 12 月）、山崎 実（ 月 ）･ 本 美 、

看護部（師長 ）、学術情報  大原美保子・永 美

活動

年 4回　 し に応 て 開催

広報委員会で 広報 、院内報の 行が な活動となっている

広報 　四 よ 　（ 刊 年4回 行） 院内報 いまきいれ（ 月 行）

病院 内・病院業 集　 和会 （年報）平成27年9月 行

ホーム ージ・F e ook

メディア 対応な

・2015年8月2日 南日本新 患者向け  患者

・2015年10月 2016年2月がん検診 診 向上キ ン ーン（L AP・FM鹿児島）

 L AP1月 （2015 12 20） 　乳がん検診 、エフエム鹿児島　 C e！11月3日～12月15日

 L AP3月 （2016 2 20） 　子宮がん検診、エフエム鹿児島　 C e！12月22日～ 月 日

・救急隊員産科講習会

 2015年12月5日　南日本新   母子と に安全に 、 民放

・新生児専用救急 「MO O A 1 」

 2016年2月7日 南日本新  赤 ゃん専用の救急 、NH 、 民放

・2016年3月30日 「今給 ・高田病院　 い 」M C ューズナウ　今給 理事長  インタビュー

の 　病院 内、看護師募集、薬剤師募集 内パンフレット 成

　今年度 研修医募集のプロ ーションビデオ制 と同 に病院 介 制 し、Yo T eに病院のチ

ンネルを開設、またホーム ージ、F e ook上で 動 を公開した 年度後 L AP・FM鹿児島の や、

新生児専用救急 、 に な メデイアで 、報道 れる機会が った 今後 の の
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　 について 和会 が20 と節 の でデザインを 薬剤師募集のリーフレットを 成した

　広報 ・ホーム ージ等からの情報 によ 病院への 、理 、 意を られ、患者 まの 度
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参加 会 　

平成27年6月13 14日 日本医療保育学会　東  参加者　 ・
平成27年7月19 20日 全国病児保育研究大会　 本県 参加者　西 ・ ・
平成27年10月17 18日 日本保育園保健学会　鹿児島県 参加者　 ・畠中・西 ・
平成27年11月22日 日本医療保育学会　九州・沖縄ブロック研修会 参加者　
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2 4

22

4

5 月

67

26

28

2 6

87

8

6 月

66

26

10

2 5

33

1

7 月

55

26
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ホーム ージ・F e ook

メディア 対応な

・2015年8月2日 南日本新 患者向け  患者

・2015年10月 2016年2月がん検診 診 向上キ ン ーン（L AP・FM鹿児島）

 L AP1月 （2015 12 20） 　乳がん検診 、エフエム鹿児島　 C e！11月3日～12月15日

 L AP3月 （2016 2 20） 　子宮がん検診、エフエム鹿児島　 C e！12月22日～ 月 日

・救急隊員産科講習会

 2015年12月5日　南日本新   母子と に安全に 、 民放

・新生児専用救急 「MO O A 1 」

 2016年2月7日 南日本新  赤 ゃん専用の救急 、NH 、 民放

・2016年3月30日 「今給 ・高田病院　 い 」M C ューズナウ　今給 理事長  インタビュー
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研究実績 Ⅴ

■ 各診療科・各部署別　研究実績

● 論文・誌上発表

● 学会発表　他

■ 院内研修会・講演会一覧

■ 院外活動報告
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研

研

研 研

研

研

【 文・ 上 表】
原
1.Obama K.
he feasibility and Efficacy of Dose-Adjusted Bortezomib, Melphalan and Dexamethasone for 
Transplantation-Ineligible Patients with Newly Diagnosed Multiple Myeloma. Acta Haematol 2015

【学会 表】
1.Kosuke Obama 
The feasibility and Efficacy of Dose-Adjusted Bortezomib, Melphalan and Dexamethasone for 
Transplantation-Ineligible Patients with Newly Diagnosed Multiple Myeloma.
第77回 日本血液学会総会　2015年10月17日　金

【講演 院外）】

1.今給  和幸
フ ーストカ ュレーションから 術まで　第 回　鹿児島 カンフ レンス　鹿児島市立病院

【講演 院内）】

1.今給  和幸
へのアプローチ　第 回今給 総合病院　がん診 講座　2015年3月20日

2.今給  和幸

　薬剤起 性消化管 のリスクとマネジメント　今給 総合病院　 会

【学会 表】

1.松山 、 永 介、新 昌 、川畠寿史
20年後に肺 で再 した 性線維性 症の1例
第75回日本呼吸器学会･日本 病学会九州支部 学術講演会　2015年10月　佐 市

【学会 表】

1. 理、金子浩之、安 、田代 一、 道 、 田 、 博、 理、中 俊成
AC R 体 性例における疾患ス クトラムの 性についての検討

第56回日本 学会学術大会　2015年5月21日  

2. 島 、 　 、  、 　 、長堂 竜維、丸山 芳一
中 によ 治療 性の を した 例　第311回日本内科学会九州地 会  2015年11月15日 長崎

【座長】
丸山芳一
鹿児島HI 感染症研究会「HI 感染症の新 見」九州医療センター　エイズ診療センター長　山本 生
鹿児島大学医学部 会館　2015年11月22日 鹿児島

【講演 院外）】
丸山芳一 血栓症のトータルメネージメント
 エドキサバンフォーラム in 鹿児島鹿児島東急イン 2015 年 5 月 25 日
丸山芳一 卒中のト ックスー 2015 年 卒中治療ガイドラインー
 第 87 回南薩医学研究会　南九州市　2015 年 8 月 27 日
丸山芳一 新規 薬のインパクト　 の光と
 第 48 回日本薬剤師会学術大会 ランチョンセミナー　鹿児島市　2015 年 11 月 22 日
長堂竜維 内分 総 　 田薬 　 田薬 鹿児島支社　2015 年 1 月 16 日
長堂竜維 パーキン ン病 　協和 キリン　協和 キリン鹿児島営業 　2015 年 1 月 26 日
長堂竜維 パーキン ン病の治療　大 薬　大 薬鹿児島営業 　2015 年 8 月 31 日

6 今給 幸、 　 、米田　敏
科における 全 視下 中 ～上 へ向か 11s、12 の を中 に～

第32回日本呼吸器外科学会総会　2015年5月14 15日　 高松　

7 山本 、山本 央 、 恵 、濱田 、 　
性 菌症に合 した 性 症例5例の検討

第32回日本呼吸器外科学会総会　2015年5月14 15日　高松

8 白 一光、今給 幸、山本 、米田　敏
大量血 を した on Re k in sen病の1例  第48回日本 部外科学会九州地 会 2015年8月6 7日 佐

9.山本 、山本 、 川健介、 恵 、濱田 、 　
化した 性慢性 性血 に対する分 治術

第48回日本 部外科学会九州地 会 2015年8月6 7日 佐

10.山本 、今給 幸、米田　敏
全 視下 肺S8区域  第6回南九州 ATSクラブ　2015年10月31日　かごしま鹿児島 

【座長】
米田 敏　第55回日本肺 学会九州地 会総会　2015年2月28日 福

【 文・ 上 表】

1.M ts n  S , o i  S, To  Y 
Risk tors or t e e e o ent o  e o t  in tients it  er i  s on oti  or  
o ression  ro S ine  24:142 149, 2015

2.Has i e H, onno S,T kes it  ,F k i M,T k s i ,C i  , Mi oto M, M ts oto M, s i Y, 
n ori M, M ts n  S, Hosono N, n ik  T, T nei i H, T n k  N, n  M, S i i  T, 

Kawakami M.
nese ort o e i  sso i tion k in e tion estionn ire OA P  s n o t o e 

e s re or tients it  o  k in: re eren e es in e t  o nteers   Ort o  S i 
20: 264 280,2015

3 宮 文 、 光 　 、 川良治、山  、 幸成、松永俊二、今給 、 堂 、米　和 、
小宮節 、 公 、 田

化 性 炎に対してP を施行した小 　整 外科と 外科64:56 58, 2015

4 宮 文 、川 、松永俊二
化 性 炎に対する を 用した 　 ジ ーナル　76：89 96, 2015

5 川良治、高 介
血管 付き骨 において Lo kin Co ression P teを用いた内 定の工夫　日本マイクロ会  29：
8 13, 2016

6 川良治、川 、山 　 、宮 文 、 田育 、 　永、松永俊二、今給 、高 介、　
外 寿 、 山 、佐 、川 之

院における手外科・マイクロサージェリー 域の診療体制　鹿児島市医報　54：15 18, 2015

【学会 表】

1 宮 文 　
後 骨化症の と治療について　T e 10t  S ino n S in  eetin  

第10回日中 外科手術検討会　2015年12月11日～12日　広東省広州市　中国

2 宮 文 、川 、松永俊二
傷症例の 傷 の の 傷と 高 による術後合 症管理

第44回日本 病学会　2015年4月17日　福 国 会議 　福 市

3 　永、 田 彦 、 川 、佐 　 、 　昌 　健 、中 介、新 昌幸、
田一 、
産 に 生した 骨 合 開に対して創外 定術 定を用いた一例

第64回東日本整 外科学会　2015年9月11日　福島市

4 宮 文 、 川良治、川 、山 、松永俊二、今給
内視 視下 定術 定術の実
第130回西日本整 外科学会　2015年11月14日　宮崎市民プラザ　宮崎市

5 川良治、川 、山 、宮 文 、松永俊二、今給 、高 介、川 之
病に合 した C r ot関節症の1例

第130回西日本整 外科学会　2015年11月15日　宮崎市民プラザ　宮崎市

6 山 、松永俊二、宮 文 、川 、 川良治
院における小児上 骨 上骨 手術例の検討 日整会整 外科研修施設の立 から

第57回鹿児島整 会　2015年4月25日　米 ラー ングセンター

7 川良治、山 、松永俊二、宮 文 、川 、高 介
院における手外科・マイクロサージェリー 域の治療成 2014年度の症例報

第57回鹿児島整 会　2015年4月25日　米 ラー ングセンター

8 川良治、高 介
上 骨 関節に対し 骨 質付き 骨 を行った1例
第42回日本マイクロサージェリー学会 2015年11月26日　ラグレ いたま いたま市

【座長】

松永俊二 疾患の の  第44回日本 病学福 国 会議  2015年4月17日 福 市
松永俊二 後 骨化症　第88回日本整 外科学会学術集会 2015年5月21日　 国 会議 　 市
松永俊二 炎・肝炎 第50回九州リウマチ学会　2015年9月5日 鹿児島県医師会館 鹿児島市
松永俊二 第1回鹿児島 ・慢性 講演会　2015年9月18日 レンブラントホテル
松永俊二 薬剤性消化性 のリスクマネージメント～患者 んを消化管 血からま るために～
 今給 総合病院院内講演会 2015年11月12日 今給 総合病院地下講堂

【院外講演】

松永俊二　 骨 症の現状と治療 第一 共社内講演会 第一 共鹿児島支  2015年7月22日 鹿児島市
松永俊二 骨 症治療の現状と展開 骨 症の予防と治療ガイドライン2015改 を まえて
 大島 医師会学術講演会　2015年11月6日 名 市

【院内講演】

松永俊二 アサーチブコミュ ケーションのすすめ リハビリ科講演会 2015年3月16日 リハビリ

【 文・ 上 表】
1.T k i S, o ts  , is  T,Tok oto H, Is i ki T, Ari r  
S r i  orre tion o  o e  s n t  it  on  sion sin  i o s i  s or one 
n  oint s r e o er e ter in er se r tion  
 P st Re onstr Aest et S r  2015 Fe 68 2 :280 2  oi: 10 1016 s 2014 10 009   
2014 O t 17  

2 外 寿 、 厚臣、小 子、 美保、山路  　
骨骨 炎に対し 生 質 リン カルシウム ーストを用いて治療した1例 

創傷 o  6 2015  No  4  163 166

【学会 表】

1 高 介、 、 山 、外 寿 、門松 一、 スローン和子 
血管 付き骨 による 関節治療　第18回 和大学九州同門会学術集会　2015年1月24日 佐  

2 、 介、外 寿 、門松 一 
上 歯部歯 骨欠 に対して骨延長法によ 再 を行った1例 

第18回 和大学九州同門会学術集会　2015年1月24日 

3 佐 、 田和 、 原 子、宮本 平、新保 、  
乳 インプラント選 の 下 厚補 の 用性 
第59回日本 成外科学会総会学術集会　2015年4月13日　福

4 介、鉾立博文、 山 、外 寿 、佐 、今
動 術が行 れた第1趾 部A Mの1例 第12回日本血管 血管 学会 2015年7月17日　東

5 外 寿 、 介、  
CGF療法を用いたNPWT後の褥瘡治療について 日本褥瘡学会九州地 会 2015年5月16日　福

6 外 寿 、 介、
ミトコンドリア 症による 下 に対する　 アッテクス を用いた治療法 第7回日本創傷外科学会 
2015年7月25日　東

7 佐 、 田和 、宮本 平、新保 、 原 子、
外傷性 道 腸 の1例　第7回日本創傷外科学会　2015年7月25日　東

8 佐 、 田和 、大 、 原 子、宮本 平、新保 、  
インプラントによる乳 再 術後に市中感染 MRSAを検 した1例 
第3回日本乳 オンコプラスティックサージ リー学会 2015年9月4日　

9 介、 山 、外 寿 、佐  
骨骨 の治療 院における ブローアウト骨 の治療

第33回 和大学同門会学術集会 2015年10月18日

10 外 寿 、 介、 山 、佐 、門松 一 
S erFI SOR M  T k s ste を用いた 骨骨 治療
第33回日本 外科学会　2015年11月13日　

11 高 介、大 治 
介 骨 を行った 性 外反症の4例 第22回 成外科フォーラム 

12 介、 山 、外 寿 、佐  
慢性放射線 の2例 第4回鹿児島創傷研究会　鹿児島

13 佐 、 介
道 腸 の1例　第4回鹿児島創傷研究会　鹿児島

14 高 介、 山 、外 寿 、佐 、 川良治、門松 一  
四肢再 における血管 合のコツ 第42回日本マイクロサージ リー学会　2015年11月26日　 いたま市

15 川良治、 介 
上 骨 関節に対し 骨 質付 骨 を行った1例
第42回日本マイクロサージ リー学会 2015年11月26日　 いたま市

16 山 、 介、佐 、外 寿 、 川良治 
上 骨感染性 関節に対して血管 付き骨 ・骨 を用いて治療を行った1例 

第42回日本マイクロサージ リー学会　2015年11月26日　 いたま市

【講演 院外）】

介 褥瘡の治療　第8回鹿児島県在宅褥瘡セミナー　2015年3月14日

【 文・ 上 表】

1 丸山 子
児機能不全　小児内科47 刊 「小児疾患診療のための病 生理2」：38 44, 2015

2 丸山 子
サイトメガロウイルス感染をチェック に 産児に らい乳する から
産 医学　45  刊  「 産 医学 から 集」:744 745, 2015

【講演 院外）】

丸山 子 産 と感染症　第 5回 生長会 産婦人科レビューコース　2015 年 2 月

【 文・ 上 表】
原
1 川 平、児 一、永 博 、 之内 一、 文、西 一
ロタウイルス腸炎後に腎後性急性腎 を 症した1例　小児科臨床 68:2041 2046, 2015

【学会 表】

1 永 、 本 、丸山 介、 手 俊彦、関 子、 田 、大 代子、 田 、 田美 代、
　 文
2症例を 機に した、鹿児島県における性分化疾患情報共 の 「 の会」の活動
第49回日本小児内分 学会学術集会　2015年10月8 10日　東 　

2 永 、 本 、丸山 介、 手 俊彦、 田 史、関　 子、 田　 、大 代子、 田　 、
　 田美 代、 文

院で した性分化疾患の2症例と の会 の
第159回日本小児科学会鹿児島地 会　2015年6月21日　鹿児島　

3 今 研介、 田　
をきたしたSGAの3例　第20回鹿児島小児内分 研究会　2015年10月31日　鹿児島　

【講演 院外）】

田　  新生児マススクリー ングで 見 れる内分 疾患の診 と治療の実
 日本マススクリー ング学会技術部会第4会研修会　平成28年3月12日

【学会 表】

1.   第 1 回鹿児島 科病病連携の会　2015 年 7 月 3 日

2  一  第 1 回鹿児島 科病病連携の会　2015 年 7 月 3 日

･

【 文・ 上 表】

1.田 　 、 福 介、西本 、松崎　 、昇　卓夫、塩 彰浩
を 門上 の1例　防医大 （2015）40 4 ：265 270

【学会 表】

1 西 、中 彦、鉾立博文、大 保幸一、中 彦、 　
立 の 小線 治療後に 治性の 腸 および 道 を生 た 例

第180回日本医学放射線学会九州地 会　2015年2月14 15日　福

【講演（院内）】

鉾立博文 の 診 と放射線科的治療　第 回今給 総合病院がん診 講座　2015年3月20日

中 彦、 、鉾立博文、大 保幸一、松下芳 、田川 夫、小 俊彰、川 之、 一、
　中 彦
放射線治療の 事象と の対策（放射線治療U te 2015）
地域がん拠点病院　対外教育講演　2015年12月1日　 院講堂

【学会 表】

1 松 大助、小 史、 山 、 代、大西 子、 士子
在宅緩和ケアにおける療養 の と救急外 の重 性
第20回日本緩和医療学会学術大会　2015年6月18日　 市

2 小 史、 山 、 原 美、 崎まこと、 子、 永 、 流 文
がん化学療法後の嚥下 に行動療法を行った一例
鹿児島緩和ケア・ネットワーク　第17回大会　2014年10月25日

【 催】
がん診療に携 る医師に対する緩和ケア研修会　2015年10月24 25日　ホテル福丸　鹿児島市

【講演 院外）】
小  史 P AC に っていないメンタルケア～不 ～
 鹿児島県緩和ケア部門会　第1回緩和ケア部門　2015年1月24日　鹿児島大学病院

小  史 のつら と の対応
 平成27年度在宅医療推進事業 職種研修会　第2回緩和ケア研修会
 2015年10月31日　い き串 市医師会立 外科センター

【学会 表】

1 田代幸恵
肺病 　第135回鹿児島病理集談会 2015年11月10日 

【座長】

白濱　浩 第31回臨床 学会九州連合会　2015年07月25日 かごしま県民交流センター
白濱　浩 第135回鹿児島病理集談会 2015年11月10日　 院講

【 催】

第135回鹿児島病理集談会 2015年11月10日 

【 催・ 運営な 】

今給 総合病院 ケア研修会　2015年3月13日
今給 総合病院 ケア研修会　2015年9月16日

【学会 表】

1 田雅 、
骨の 定に吸 性プレートを用いたHAインプラント治療を行った 症例

日本 インプラント学会 第34回 支部学術大会 2015年2月1日 都

2 田雅 、 、山 一
科における 小術の実 と連携する歯科 科開業医に対するアンケート調査

第25回日本 症学会総会 2015年6月5日 東

3 、 田雅 、大 、南 、 一 、中 、
生体吸 性 による骨 定を行ったSSROの術後安定性　第25回日本 症学会総会　2015年6月5日 
東

4 田雅 、 、山 一
いびきを に 院した小下 症患者に対するオトガイ 成術の呼吸と に関する検討（症例報 ）
第60回日本 外科学会学術総会　2015年10月16 18日 名

5 M s s i Yos i , S, P
e e o in  ne  i e  n  te ni e o  ort o n t i  s r er  se  on st ies o  t e st
Wor  Con ress on ent  Rese r , i, UA  No  23 25,2015

【講演（院外）】

田雅  国 医療 ランティア活動 鹿児島大学  2015年5月21日　鹿児島市
田雅  学校歯科保健活動における科学的 拠

 平成27年度学校保健･安全･歯科保健講習会 2015年10月20日 南種子町
田雅  からの健 く  鹿児島 同 会 2015年11月11日 山 光ホテル
田雅  歯医者って しい！ 歯科 外科って 白い！ 長崎大学歯学部講 　2015年11月16日 長崎市
田雅  歯・ の外傷予防（スポーツ歯学）

 国体 等スキルアップ事業　2015年12月2日 鹿児島市 南高校
田雅  人と人とのつなが を大 に 鹿児島県保 医協会　2015年 

【 文・ 上 表】
原
1.Obama K.
he feasibility and Efficacy of Dose-Adjusted Bortezomib, Melphalan and Dexamethasone for 
Transplantation-Ineligible Patients with Newly Diagnosed Multiple Myeloma. Acta Haematol 2015

【学会 表】
1.Kosuke Obama 
The feasibility and Efficacy of Dose-Adjusted Bortezomib, Melphalan and Dexamethasone for 
Transplantation-Ineligible Patients with Newly Diagnosed Multiple Myeloma.
第77回 日本血液学会総会　2015年10月17日　金

【講演 院外）】

1.今給  和幸
フ ーストカ ュレーションから 術まで　第 回　鹿児島 カンフ レンス　鹿児島市立病院

【講演 院内）】

1.今給  和幸
へのアプローチ　第 回今給 総合病院　がん診 講座　2015年3月20日

2.今給  和幸

　薬剤起 性消化管 のリスクとマネジメント　今給 総合病院　 会

【学会 表】

1.松山 、 永 介、新 昌 、川畠寿史
20年後に肺 で再 した 性線維性 症の1例
第75回日本呼吸器学会･日本 病学会九州支部 学術講演会　2015年10月　佐 市

【学会 表】

1. 理、金子浩之、安 、田代 一、 道 、 田 、 博、 理、中 俊成
AC R 体 性例における疾患ス クトラムの 性についての検討

第56回日本 学会学術大会　2015年5月21日  

2. 島 、 　 、  、 　 、長堂 竜維、丸山 芳一
中 によ 治療 性の を した 例　第311回日本内科学会九州地 会  2015年11月15日 長崎

【座長】
丸山芳一
鹿児島HI 感染症研究会「HI 感染症の新 見」九州医療センター　エイズ診療センター長　山本 生
鹿児島大学医学部 会館　2015年11月22日 鹿児島

【講演 院外）】
丸山芳一 血栓症のトータルメネージメント
 エドキサバンフォーラム in 鹿児島鹿児島東急イン 2015 年 5 月 25 日
丸山芳一 卒中のト ックスー 2015 年 卒中治療ガイドラインー
 第 87 回南薩医学研究会　南九州市　2015 年 8 月 27 日
丸山芳一 新規 薬のインパクト　 の光と
 第 48 回日本薬剤師会学術大会 ランチョンセミナー　鹿児島市　2015 年 11 月 22 日
長堂竜維 内分 総 　 田薬 　 田薬 鹿児島支社　2015 年 1 月 16 日
長堂竜維 パーキン ン病 　協和 キリン　協和 キリン鹿児島営業 　2015 年 1 月 26 日
長堂竜維 パーキン ン病の治療　大 薬　大 薬鹿児島営業 　2015 年 8 月 31 日

長堂竜維 性 化症　 田薬 　 田薬 鹿児島営業  2015 年 11 月 17 日

【講演（院内）】
丸山芳一 鹿児島県の HI 感染の実 と し事 の対応　院内感染対策講演会 2015 年 8 月 31 日

【学会 表】

1.  、濵之上 雅博、下  、立  、  洋
内分 の2症例  鹿児島県臨床外科学会　2015年3月14日　鹿児島市

2.  、濵之上 雅博、下  、立  、 　洋
性小腸 によ イレウスを 症した2症例 W 2015　2015年10月10日 東

3 立  、濵之上 雅博、  浩平、  、  洋
H NA 性キ リアに 生したHCC 2例 第27回日本肝 外科学会 2015年 月12日 東

4 下  、  、濵之上 雅博、立  、  洋
腸 内分 の 例 鹿児島市外科医会　 例会　2015年4月月　

5.下  、濵之上 雅博、   立  、 川 輝、  洋
総 管 術後9年 に 症した肝内 管 に 大 を行った 例 鹿児島肝 研究会 2015年6月27日

6  幸一 、濵之上 雅博、  工平、  、  洋
成人 天性 道 症に対し手術を行った一例 鹿児島市外科医会　 例会　2015年11月

7 川 輝、濵之上 雅博、  工平、  、  幸一 、  洋
骨 骨 er oi  stの1例　日本臨床外科学会　2015年11月27日　福

8 川 輝、濵之上 雅博、  工平、  、  幸一 、 　洋
術後　 を めた1例　鹿児島臨床外科学会　2015年8月8日

【講演 院外）】

濵之上雅博 院における大腸 症例の地域連携　大腸 治療カンフ レンス 2015年3月28日 鹿児島

【講演 院内）】
濵之上雅博 における外科治療　今給 総合病院　がん診 講座　鹿児島市　2015年3月20日

【 文・ 上 表】

1 今給 幸、米田　敏、 　 、 崎　  
後 原 節 （ n ione ro ）の2手術例　呼吸器外科学会 　2015  29 1 :20 24

【学会 表】

1.今給 幸、 　 、米田　敏
全 視下 肺中 のリンパ節 の検討 治療フォーラム　2015年1月16日 福  

2.佐保　 、今給 幸、 　 、米田　敏、
術後病理 で診 した肺放線菌症の3例　第47回日本 部外科学会九州地 会総会 2015年1月24日 沖縄

3 山本 、山本 央 、 恵 、濱田 、 　
ATS 上 後に腎 をきたした一例 第47回日本 部外科学会九州地 会総会 2015年1月24日 沖縄

4 、今給 幸、 、米田　敏、
との 別が で った 立性 維性 so it r  i ro s t or：SFT の一例

第55回日本肺 学会　九州支部学術集会　2015年2月27 28日　福

5.今給 幸、 　 、米田　敏
全 視下 肺中 のリンパ節 の検討 福 呼吸器外科フォーラム　2015年3月6日　福

6  　今給 幸　米田　敏
術 N torが 小評 で った症例の臨床学的検討
第32回日本呼吸器外科学会総会　2015年5月14 15日　高松 

6 今給 幸、 　 、米田　敏
科における 全 視下 中 ～上 へ向か 11s、12 の を中 に～

第32回日本呼吸器外科学会総会　2015年5月14 15日　 高松　

7 山本 、山本 央 、 恵 、濱田 、 　
性 菌症に合 した 性 症例5例の検討

第32回日本呼吸器外科学会総会　2015年5月14 15日　高松

8 白 一光、今給 幸、山本 、米田　敏
大量血 を した on Re k in sen病の1例  第48回日本 部外科学会九州地 会 2015年8月6 7日 佐

9.山本 、山本 、 川健介、 恵 、濱田 、 　
化した 性慢性 性血 に対する分 治術

第48回日本 部外科学会九州地 会 2015年8月6 7日 佐

10.山本 、今給 幸、米田　敏
全 視下 肺S8区域  第6回南九州 ATSクラブ　2015年10月31日　かごしま鹿児島 

【座長】
米田 敏　第55回日本肺 学会九州地 会総会　2015年2月28日 福

【 文・ 上 表】

1.M ts n  S , o i  S, To  Y 
Risk tors or t e e e o ent o  e o t  in tients it  er i  s on oti  or  
o ression  ro S ine  24:142 149, 2015

2.Has i e H, onno S,T kes it  ,F k i M,T k s i ,C i  , Mi oto M, M ts oto M, s i Y, 
n ori M, M ts n  S, Hosono N, n ik  T, T nei i H, T n k  N, n  M, S i i  T, 

Kawakami M.
nese ort o e i  sso i tion k in e tion estionn ire OA P  s n o t o e 

e s re or tients it  o  k in: re eren e es in e t  o nteers   Ort o  S i 
20: 264 280,2015

3 宮 文 、 光 　 、 川良治、山  、 幸成、松永俊二、今給 、 堂 、米　和 、
小宮節 、 公 、 田

化 性 炎に対してP を施行した小 　整 外科と 外科64:56 58, 2015

4 宮 文 、川 、松永俊二
化 性 炎に対する を 用した 　 ジ ーナル　76：89 96, 2015

5 川良治、高 介
血管 付き骨 において Lo kin Co ression P teを用いた内 定の工夫　日本マイクロ会  29：
8 13, 2016

6 川良治、川 、山 　 、宮 文 、 田育 、 　永、松永俊二、今給 、高 介、　
外 寿 、 山 、佐 、川 之

院における手外科・マイクロサージェリー 域の診療体制　鹿児島市医報　54：15 18, 2015

【学会 表】

1 宮 文 　
後 骨化症の と治療について　T e 10t  S ino n S in  eetin  

第10回日中 外科手術検討会　2015年12月11日～12日　広東省広州市　中国

2 宮 文 、川 、松永俊二
傷症例の 傷 の の 傷と 高 による術後合 症管理

第44回日本 病学会　2015年4月17日　福 国 会議 　福 市

3 　永、 田 彦 、 川 、佐 　 、 　昌 　健 、中 介、新 昌幸、
田一 、
産 に 生した 骨 合 開に対して創外 定術 定を用いた一例

第64回東日本整 外科学会　2015年9月11日　福島市

4 宮 文 、 川良治、川 、山 、松永俊二、今給
内視 視下 定術 定術の実
第130回西日本整 外科学会　2015年11月14日　宮崎市民プラザ　宮崎市

5 川良治、川 、山 、宮 文 、松永俊二、今給 、高 介、川 之
病に合 した C r ot関節症の1例

第130回西日本整 外科学会　2015年11月15日　宮崎市民プラザ　宮崎市

6 山 、松永俊二、宮 文 、川 、 川良治
院における小児上 骨 上骨 手術例の検討 日整会整 外科研修施設の立 から

第57回鹿児島整 会　2015年4月25日　米 ラー ングセンター

7 川良治、山 、松永俊二、宮 文 、川 、高 介
院における手外科・マイクロサージェリー 域の治療成 2014年度の症例報

第57回鹿児島整 会　2015年4月25日　米 ラー ングセンター

8 川良治、高 介
上 骨 関節に対し 骨 質付き 骨 を行った1例
第42回日本マイクロサージェリー学会 2015年11月26日　ラグレ いたま いたま市

【座長】

松永俊二 疾患の の  第44回日本 病学福 国 会議  2015年4月17日 福 市
松永俊二 後 骨化症　第88回日本整 外科学会学術集会 2015年5月21日　 国 会議 　 市
松永俊二 炎・肝炎 第50回九州リウマチ学会　2015年9月5日 鹿児島県医師会館 鹿児島市
松永俊二 第1回鹿児島 ・慢性 講演会　2015年9月18日 レンブラントホテル
松永俊二 薬剤性消化性 のリスクマネージメント～患者 んを消化管 血からま るために～
 今給 総合病院院内講演会 2015年11月12日 今給 総合病院地下講堂

【院外講演】

松永俊二　 骨 症の現状と治療 第一 共社内講演会 第一 共鹿児島支  2015年7月22日 鹿児島市
松永俊二 骨 症治療の現状と展開 骨 症の予防と治療ガイドライン2015改 を まえて
 大島 医師会学術講演会　2015年11月6日 名 市

【院内講演】

松永俊二 アサーチブコミュ ケーションのすすめ リハビリ科講演会 2015年3月16日 リハビリ

【 文・ 上 表】
1.T k i S, o ts  , is  T,Tok oto H, Is i ki T, Ari r  
S r i  orre tion o  o e  s n t  it  on  sion sin  i o s i  s or one 
n  oint s r e o er e ter in er se r tion  
 P st Re onstr Aest et S r  2015 Fe 68 2 :280 2  oi: 10 1016 s 2014 10 009   
2014 O t 17  

2 外 寿 、 厚臣、小 子、 美保、山路  　
骨骨 炎に対し 生 質 リン カルシウム ーストを用いて治療した1例 
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【学会 表】

1 高 介、 、 山 、外 寿 、門松 一、 スローン和子 
血管 付き骨 による 関節治療　第18回 和大学九州同門会学術集会　2015年1月24日 佐  

2 、 介、外 寿 、門松 一 
上 歯部歯 骨欠 に対して骨延長法によ 再 を行った1例 

第18回 和大学九州同門会学術集会　2015年1月24日 

3 佐 、 田和 、 原 子、宮本 平、新保 、  
乳 インプラント選 の 下 厚補 の 用性 
第59回日本 成外科学会総会学術集会　2015年4月13日　福

4 介、鉾立博文、 山 、外 寿 、佐 、今
動 術が行 れた第1趾 部A Mの1例 第12回日本血管 血管 学会 2015年7月17日　東

5 外 寿 、 介、  
CGF療法を用いたNPWT後の褥瘡治療について 日本褥瘡学会九州地 会 2015年5月16日　福

6 外 寿 、 介、
ミトコンドリア 症による 下 に対する　 アッテクス を用いた治療法 第7回日本創傷外科学会 
2015年7月25日　東

7 佐 、 田和 、宮本 平、新保 、 原 子、
外傷性 道 腸 の1例　第7回日本創傷外科学会　2015年7月25日　東

8 佐 、 田和 、大 、 原 子、宮本 平、新保 、  
インプラントによる乳 再 術後に市中感染 MRSAを検 した1例 
第3回日本乳 オンコプラスティックサージ リー学会 2015年9月4日　

9 介、 山 、外 寿 、佐  
骨骨 の治療 院における ブローアウト骨 の治療

第33回 和大学同門会学術集会 2015年10月18日

10 外 寿 、 介、 山 、佐 、門松 一 
S erFI SOR M  T k s ste を用いた 骨骨 治療
第33回日本 外科学会　2015年11月13日　

11 高 介、大 治 
介 骨 を行った 性 外反症の4例 第22回 成外科フォーラム 

12 介、 山 、外 寿 、佐  
慢性放射線 の2例 第4回鹿児島創傷研究会　鹿児島

13 佐 、 介
道 腸 の1例　第4回鹿児島創傷研究会　鹿児島

14 高 介、 山 、外 寿 、佐 、 川良治、門松 一  
四肢再 における血管 合のコツ 第42回日本マイクロサージ リー学会　2015年11月26日　 いたま市

15 川良治、 介 
上 骨 関節に対し 骨 質付 骨 を行った1例
第42回日本マイクロサージ リー学会 2015年11月26日　 いたま市

16 山 、 介、佐 、外 寿 、 川良治 
上 骨感染性 関節に対して血管 付き骨 ・骨 を用いて治療を行った1例 

第42回日本マイクロサージ リー学会　2015年11月26日　 いたま市

【講演 院外）】

介 褥瘡の治療　第8回鹿児島県在宅褥瘡セミナー　2015年3月14日

【 文・ 上 表】

1 丸山 子
児機能不全　小児内科47 刊 「小児疾患診療のための病 生理2」：38 44, 2015

2 丸山 子
サイトメガロウイルス感染をチェック に 産児に らい乳する から
産 医学　45  刊  「 産 医学 から 集」:744 745, 2015

【講演 院外）】

丸山 子 産 と感染症　第 5回 生長会 産婦人科レビューコース　2015 年 2 月

【 文・ 上 表】
原
1 川 平、児 一、永 博 、 之内 一、 文、西 一
ロタウイルス腸炎後に腎後性急性腎 を 症した1例　小児科臨床 68:2041 2046, 2015

【学会 表】

1 永 、 本 、丸山 介、 手 俊彦、関 子、 田 、大 代子、 田 、 田美 代、
　 文
2症例を 機に した、鹿児島県における性分化疾患情報共 の 「 の会」の活動
第49回日本小児内分 学会学術集会　2015年10月8 10日　東 　

2 永 、 本 、丸山 介、 手 俊彦、 田 史、関　 子、 田　 、大 代子、 田　 、
　 田美 代、 文

院で した性分化疾患の2症例と の会 の
第159回日本小児科学会鹿児島地 会　2015年6月21日　鹿児島　

3 今 研介、 田　
をきたしたSGAの3例　第20回鹿児島小児内分 研究会　2015年10月31日　鹿児島　

【講演 院外）】

田　  新生児マススクリー ングで 見 れる内分 疾患の診 と治療の実
 日本マススクリー ング学会技術部会第4会研修会　平成28年3月12日

【学会 表】

1.   第 1 回鹿児島 科病病連携の会　2015 年 7 月 3 日

2  一  第 1 回鹿児島 科病病連携の会　2015 年 7 月 3 日

･

【 文・ 上 表】

1.田 　 、 福 介、西本 、松崎　 、昇　卓夫、塩 彰浩
を 門上 の1例　防医大 （2015）40 4 ：265 270

【学会 表】

1 西 、中 彦、鉾立博文、大 保幸一、中 彦、 　
立 の 小線 治療後に 治性の 腸 および 道 を生 た 例

第180回日本医学放射線学会九州地 会　2015年2月14 15日　福

【講演（院内）】

鉾立博文 の 診 と放射線科的治療　第 回今給 総合病院がん診 講座　2015年3月20日

中 彦、 、鉾立博文、大 保幸一、松下芳 、田川 夫、小 俊彰、川 之、 一、
　中 彦
放射線治療の 事象と の対策（放射線治療U te 2015）
地域がん拠点病院　対外教育講演　2015年12月1日　 院講堂

【学会 表】

1 松 大助、小 史、 山 、 代、大西 子、 士子
在宅緩和ケアにおける療養 の と救急外 の重 性
第20回日本緩和医療学会学術大会　2015年6月18日　 市

2 小 史、 山 、 原 美、 崎まこと、 子、 永 、 流 文
がん化学療法後の嚥下 に行動療法を行った一例
鹿児島緩和ケア・ネットワーク　第17回大会　2014年10月25日

【 催】
がん診療に携 る医師に対する緩和ケア研修会　2015年10月24 25日　ホテル福丸　鹿児島市

【講演 院外）】
小  史 P AC に っていないメンタルケア～不 ～
 鹿児島県緩和ケア部門会　第1回緩和ケア部門　2015年1月24日　鹿児島大学病院

小  史 のつら と の対応
 平成27年度在宅医療推進事業 職種研修会　第2回緩和ケア研修会
 2015年10月31日　い き串 市医師会立 外科センター

【学会 表】

1 田代幸恵
肺病 　第135回鹿児島病理集談会 2015年11月10日 

【座長】

白濱　浩 第31回臨床 学会九州連合会　2015年07月25日 かごしま県民交流センター
白濱　浩 第135回鹿児島病理集談会 2015年11月10日　 院講

【 催】

第135回鹿児島病理集談会 2015年11月10日 

【 催・ 運営な 】

今給 総合病院 ケア研修会　2015年3月13日
今給 総合病院 ケア研修会　2015年9月16日

【学会 表】

1 田雅 、
骨の 定に吸 性プレートを用いたHAインプラント治療を行った 症例

日本 インプラント学会 第34回 支部学術大会 2015年2月1日 都

2 田雅 、 、山 一
科における 小術の実 と連携する歯科 科開業医に対するアンケート調査

第25回日本 症学会総会 2015年6月5日 東

3 、 田雅 、大 、南 、 一 、中 、
生体吸 性 による骨 定を行ったSSROの術後安定性　第25回日本 症学会総会　2015年6月5日 
東

4 田雅 、 、山 一
いびきを に 院した小下 症患者に対するオトガイ 成術の呼吸と に関する検討（症例報 ）
第60回日本 外科学会学術総会　2015年10月16 18日 名

5 M s s i Yos i , S, P
e e o in  ne  i e  n  te ni e o  ort o n t i  s r er  se  on st ies o  t e st
Wor  Con ress on ent  Rese r , i, UA  No  23 25,2015

【講演（院外）】

田雅  国 医療 ランティア活動 鹿児島大学  2015年5月21日　鹿児島市
田雅  学校歯科保健活動における科学的 拠

 平成27年度学校保健･安全･歯科保健講習会 2015年10月20日 南種子町
田雅  からの健 く  鹿児島 同 会 2015年11月11日 山 光ホテル
田雅  歯医者って しい！ 歯科 外科って 白い！ 長崎大学歯学部講 　2015年11月16日 長崎市
田雅  歯・ の外傷予防（スポーツ歯学）

 国体 等スキルアップ事業　2015年12月2日 鹿児島市 南高校
田雅  人と人とのつなが を大 に 鹿児島県保 医協会　2015年 
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【 文・ 上 表】
原
1.Obama K.
he feasibility and Efficacy of Dose-Adjusted Bortezomib, Melphalan and Dexamethasone for 
Transplantation-Ineligible Patients with Newly Diagnosed Multiple Myeloma. Acta Haematol 2015

【学会 表】
1.Kosuke Obama 
The feasibility and Efficacy of Dose-Adjusted Bortezomib, Melphalan and Dexamethasone for 
Transplantation-Ineligible Patients with Newly Diagnosed Multiple Myeloma.
第77回 日本血液学会総会　2015年10月17日　金

【講演 院外）】

1.今給  和幸
フ ーストカ ュレーションから 術まで　第 回　鹿児島 カンフ レンス　鹿児島市立病院

【講演 院内）】

1.今給  和幸
へのアプローチ　第 回今給 総合病院　がん診 講座　2015年3月20日

2.今給  和幸

　薬剤起 性消化管 のリスクとマネジメント　今給 総合病院　 会

【学会 表】

1.松山 、 永 介、新 昌 、川畠寿史
20年後に肺 で再 した 性線維性 症の1例
第75回日本呼吸器学会･日本 病学会九州支部 学術講演会　2015年10月　佐 市

【学会 表】

1. 理、金子浩之、安 、田代 一、 道 、 田 、 博、 理、中 俊成
AC R 体 性例における疾患ス クトラムの 性についての検討

第56回日本 学会学術大会　2015年5月21日  

2. 島 、 　 、  、 　 、長堂 竜維、丸山 芳一
中 によ 治療 性の を した 例　第311回日本内科学会九州地 会  2015年11月15日 長崎

【座長】
丸山芳一
鹿児島HI 感染症研究会「HI 感染症の新 見」九州医療センター　エイズ診療センター長　山本 生
鹿児島大学医学部 会館　2015年11月22日 鹿児島

【講演 院外）】
丸山芳一 血栓症のトータルメネージメント
 エドキサバンフォーラム in 鹿児島鹿児島東急イン 2015 年 5 月 25 日
丸山芳一 卒中のト ックスー 2015 年 卒中治療ガイドラインー
 第 87 回南薩医学研究会　南九州市　2015 年 8 月 27 日
丸山芳一 新規 薬のインパクト　 の光と
 第 48 回日本薬剤師会学術大会 ランチョンセミナー　鹿児島市　2015 年 11 月 22 日
長堂竜維 内分 総 　 田薬 　 田薬 鹿児島支社　2015 年 1 月 16 日
長堂竜維 パーキン ン病 　協和 キリン　協和 キリン鹿児島営業 　2015 年 1 月 26 日
長堂竜維 パーキン ン病の治療　大 薬　大 薬鹿児島営業 　2015 年 8 月 31 日

6 今給 幸、 　 、米田　敏
科における 全 視下 中 ～上 へ向か 11s、12 の を中 に～

第32回日本呼吸器外科学会総会　2015年5月14 15日　 高松　

7 山本 、山本 央 、 恵 、濱田 、 　
性 菌症に合 した 性 症例5例の検討

第32回日本呼吸器外科学会総会　2015年5月14 15日　高松

8 白 一光、今給 幸、山本 、米田　敏
大量血 を した on Re k in sen病の1例  第48回日本 部外科学会九州地 会 2015年8月6 7日 佐

9.山本 、山本 、 川健介、 恵 、濱田 、 　
化した 性慢性 性血 に対する分 治術

第48回日本 部外科学会九州地 会 2015年8月6 7日 佐

10.山本 、今給 幸、米田　敏
全 視下 肺S8区域  第6回南九州 ATSクラブ　2015年10月31日　かごしま鹿児島 

【座長】
米田 敏　第55回日本肺 学会九州地 会総会　2015年2月28日 福

【 文・ 上 表】

1.M ts n  S , o i  S, To  Y 
Risk tors or t e e e o ent o  e o t  in tients it  er i  s on oti  or  
o ression  ro S ine  24:142 149, 2015

2.Has i e H, onno S,T kes it  ,F k i M,T k s i ,C i  , Mi oto M, M ts oto M, s i Y, 
n ori M, M ts n  S, Hosono N, n ik  T, T nei i H, T n k  N, n  M, S i i  T, 

Kawakami M.
nese ort o e i  sso i tion k in e tion estionn ire OA P  s n o t o e 

e s re or tients it  o  k in: re eren e es in e t  o nteers   Ort o  S i 
20: 264 280,2015

3 宮 文 、 光 　 、 川良治、山  、 幸成、松永俊二、今給 、 堂 、米　和 、
小宮節 、 公 、 田

化 性 炎に対してP を施行した小 　整 外科と 外科64:56 58, 2015

4 宮 文 、川 、松永俊二
化 性 炎に対する を 用した 　 ジ ーナル　76：89 96, 2015

5 川良治、高 介
血管 付き骨 において Lo kin Co ression P teを用いた内 定の工夫　日本マイクロ会  29：
8 13, 2016

6 川良治、川 、山 　 、宮 文 、 田育 、 　永、松永俊二、今給 、高 介、　
外 寿 、 山 、佐 、川 之

院における手外科・マイクロサージェリー 域の診療体制　鹿児島市医報　54：15 18, 2015

【学会 表】

1 宮 文 　
後 骨化症の と治療について　T e 10t  S ino n S in  eetin  

第10回日中 外科手術検討会　2015年12月11日～12日　広東省広州市　中国

2 宮 文 、川 、松永俊二
傷症例の 傷 の の 傷と 高 による術後合 症管理

第44回日本 病学会　2015年4月17日　福 国 会議 　福 市

3 　永、 田 彦 、 川 、佐 　 、 　昌 　健 、中 介、新 昌幸、
田一 、
産 に 生した 骨 合 開に対して創外 定術 定を用いた一例

第64回東日本整 外科学会　2015年9月11日　福島市

4 宮 文 、 川良治、川 、山 、松永俊二、今給
内視 視下 定術 定術の実
第130回西日本整 外科学会　2015年11月14日　宮崎市民プラザ　宮崎市

5 川良治、川 、山 、宮 文 、松永俊二、今給 、高 介、川 之
病に合 した C r ot関節症の1例

第130回西日本整 外科学会　2015年11月15日　宮崎市民プラザ　宮崎市

6 山 、松永俊二、宮 文 、川 、 川良治
院における小児上 骨 上骨 手術例の検討 日整会整 外科研修施設の立 から

第57回鹿児島整 会　2015年4月25日　米 ラー ングセンター

7 川良治、山 、松永俊二、宮 文 、川 、高 介
院における手外科・マイクロサージェリー 域の治療成 2014年度の症例報

第57回鹿児島整 会　2015年4月25日　米 ラー ングセンター

8 川良治、高 介
上 骨 関節に対し 骨 質付き 骨 を行った1例
第42回日本マイクロサージェリー学会 2015年11月26日　ラグレ いたま いたま市

【座長】

松永俊二 疾患の の  第44回日本 病学福 国 会議  2015年4月17日 福 市
松永俊二 後 骨化症　第88回日本整 外科学会学術集会 2015年5月21日　 国 会議 　 市
松永俊二 炎・肝炎 第50回九州リウマチ学会　2015年9月5日 鹿児島県医師会館 鹿児島市
松永俊二 第1回鹿児島 ・慢性 講演会　2015年9月18日 レンブラントホテル
松永俊二 薬剤性消化性 のリスクマネージメント～患者 んを消化管 血からま るために～
 今給 総合病院院内講演会 2015年11月12日 今給 総合病院地下講堂

【院外講演】

松永俊二　 骨 症の現状と治療 第一 共社内講演会 第一 共鹿児島支  2015年7月22日 鹿児島市
松永俊二 骨 症治療の現状と展開 骨 症の予防と治療ガイドライン2015改 を まえて
 大島 医師会学術講演会　2015年11月6日 名 市

【院内講演】

松永俊二 アサーチブコミュ ケーションのすすめ リハビリ科講演会 2015年3月16日 リハビリ

【 文・ 上 表】
1.T k i S, o ts  , is  T,Tok oto H, Is i ki T, Ari r  
S r i  orre tion o  o e  s n t  it  on  sion sin  i o s i  s or one 
n  oint s r e o er e ter in er se r tion  
 P st Re onstr Aest et S r  2015 Fe 68 2 :280 2  oi: 10 1016 s 2014 10 009   
2014 O t 17  

2 外 寿 、 厚臣、小 子、 美保、山路  　
骨骨 炎に対し 生 質 リン カルシウム ーストを用いて治療した1例 

創傷 o  6 2015  No  4  163 166

【学会 表】

1 高 介、 、 山 、外 寿 、門松 一、 スローン和子 
血管 付き骨 による 関節治療　第18回 和大学九州同門会学術集会　2015年1月24日 佐  

2 、 介、外 寿 、門松 一 
上 歯部歯 骨欠 に対して骨延長法によ 再 を行った1例 

第18回 和大学九州同門会学術集会　2015年1月24日 

3 佐 、 田和 、 原 子、宮本 平、新保 、  
乳 インプラント選 の 下 厚補 の 用性 
第59回日本 成外科学会総会学術集会　2015年4月13日　福

4 介、鉾立博文、 山 、外 寿 、佐 、今
動 術が行 れた第1趾 部A Mの1例 第12回日本血管 血管 学会 2015年7月17日　東

5 外 寿 、 介、  
CGF療法を用いたNPWT後の褥瘡治療について 日本褥瘡学会九州地 会 2015年5月16日　福

6 外 寿 、 介、
ミトコンドリア 症による 下 に対する　 アッテクス を用いた治療法 第7回日本創傷外科学会 
2015年7月25日　東

7 佐 、 田和 、宮本 平、新保 、 原 子、
外傷性 道 腸 の1例　第7回日本創傷外科学会　2015年7月25日　東

8 佐 、 田和 、大 、 原 子、宮本 平、新保 、  
インプラントによる乳 再 術後に市中感染 MRSAを検 した1例 
第3回日本乳 オンコプラスティックサージ リー学会 2015年9月4日　

9 介、 山 、外 寿 、佐  
骨骨 の治療 院における ブローアウト骨 の治療

第33回 和大学同門会学術集会 2015年10月18日

10 外 寿 、 介、 山 、佐 、門松 一 
S erFI SOR M  T k s ste を用いた 骨骨 治療
第33回日本 外科学会　2015年11月13日　

11 高 介、大 治 
介 骨 を行った 性 外反症の4例 第22回 成外科フォーラム 

12 介、 山 、外 寿 、佐  
慢性放射線 の2例 第4回鹿児島創傷研究会　鹿児島

13 佐 、 介
道 腸 の1例　第4回鹿児島創傷研究会　鹿児島

14 高 介、 山 、外 寿 、佐 、 川良治、門松 一  
四肢再 における血管 合のコツ 第42回日本マイクロサージ リー学会　2015年11月26日　 いたま市

15 川良治、 介 
上 骨 関節に対し 骨 質付 骨 を行った1例
第42回日本マイクロサージ リー学会 2015年11月26日　 いたま市

16 山 、 介、佐 、外 寿 、 川良治 
上 骨感染性 関節に対して血管 付き骨 ・骨 を用いて治療を行った1例 

第42回日本マイクロサージ リー学会　2015年11月26日　 いたま市

【講演 院外）】

介 褥瘡の治療　第8回鹿児島県在宅褥瘡セミナー　2015年3月14日

【 文・ 上 表】

1 丸山 子
児機能不全　小児内科47 刊 「小児疾患診療のための病 生理2」：38 44, 2015

2 丸山 子
サイトメガロウイルス感染をチェック に 産児に らい乳する から
産 医学　45  刊  「 産 医学 から 集」:744 745, 2015

【講演 院外）】

丸山 子 産 と感染症　第 5回 生長会 産婦人科レビューコース　2015 年 2 月

【 文・ 上 表】
原
1 川 平、児 一、永 博 、 之内 一、 文、西 一
ロタウイルス腸炎後に腎後性急性腎 を 症した1例　小児科臨床 68:2041 2046, 2015

【学会 表】

1 永 、 本 、丸山 介、 手 俊彦、関 子、 田 、大 代子、 田 、 田美 代、
　 文
2症例を 機に した、鹿児島県における性分化疾患情報共 の 「 の会」の活動
第49回日本小児内分 学会学術集会　2015年10月8 10日　東 　

2 永 、 本 、丸山 介、 手 俊彦、 田 史、関　 子、 田　 、大 代子、 田　 、
　 田美 代、 文

院で した性分化疾患の2症例と の会 の
第159回日本小児科学会鹿児島地 会　2015年6月21日　鹿児島　

3 今 研介、 田　
をきたしたSGAの3例　第20回鹿児島小児内分 研究会　2015年10月31日　鹿児島　

【講演 院外）】

田　  新生児マススクリー ングで 見 れる内分 疾患の診 と治療の実
 日本マススクリー ング学会技術部会第4会研修会　平成28年3月12日

【学会 表】

1.   第 1 回鹿児島 科病病連携の会　2015 年 7 月 3 日

2  一  第 1 回鹿児島 科病病連携の会　2015 年 7 月 3 日

･

【 文・ 上 表】

1.田 　 、 福 介、西本 、松崎　 、昇　卓夫、塩 彰浩
を 門上 の1例　防医大 （2015）40 4 ：265 270

【学会 表】

1 西 、中 彦、鉾立博文、大 保幸一、中 彦、 　
立 の 小線 治療後に 治性の 腸 および 道 を生 た 例

第180回日本医学放射線学会九州地 会　2015年2月14 15日　福

【講演（院内）】

鉾立博文 の 診 と放射線科的治療　第 回今給 総合病院がん診 講座　2015年3月20日

中 彦、 、鉾立博文、大 保幸一、松下芳 、田川 夫、小 俊彰、川 之、 一、
　中 彦
放射線治療の 事象と の対策（放射線治療U te 2015）
地域がん拠点病院　対外教育講演　2015年12月1日　 院講堂

【学会 表】

1 松 大助、小 史、 山 、 代、大西 子、 士子
在宅緩和ケアにおける療養 の と救急外 の重 性
第20回日本緩和医療学会学術大会　2015年6月18日　 市

2 小 史、 山 、 原 美、 崎まこと、 子、 永 、 流 文
がん化学療法後の嚥下 に行動療法を行った一例
鹿児島緩和ケア・ネットワーク　第17回大会　2014年10月25日

【 催】
がん診療に携 る医師に対する緩和ケア研修会　2015年10月24 25日　ホテル福丸　鹿児島市

【講演 院外）】
小  史 P AC に っていないメンタルケア～不 ～
 鹿児島県緩和ケア部門会　第1回緩和ケア部門　2015年1月24日　鹿児島大学病院

小  史 のつら と の対応
 平成27年度在宅医療推進事業 職種研修会　第2回緩和ケア研修会
 2015年10月31日　い き串 市医師会立 外科センター

【学会 表】

1 田代幸恵
肺病 　第135回鹿児島病理集談会 2015年11月10日 

【座長】

白濱　浩 第31回臨床 学会九州連合会　2015年07月25日 かごしま県民交流センター
白濱　浩 第135回鹿児島病理集談会 2015年11月10日　 院講

【 催】

第135回鹿児島病理集談会 2015年11月10日 

【 催・ 運営な 】

今給 総合病院 ケア研修会　2015年3月13日
今給 総合病院 ケア研修会　2015年9月16日

【学会 表】

1 田雅 、
骨の 定に吸 性プレートを用いたHAインプラント治療を行った 症例

日本 インプラント学会 第34回 支部学術大会 2015年2月1日 都

2 田雅 、 、山 一
科における 小術の実 と連携する歯科 科開業医に対するアンケート調査

第25回日本 症学会総会 2015年6月5日 東

3 、 田雅 、大 、南 、 一 、中 、
生体吸 性 による骨 定を行ったSSROの術後安定性　第25回日本 症学会総会　2015年6月5日 
東

4 田雅 、 、山 一
いびきを に 院した小下 症患者に対するオトガイ 成術の呼吸と に関する検討（症例報 ）
第60回日本 外科学会学術総会　2015年10月16 18日 名

5 M s s i Yos i , S, P
e e o in  ne  i e  n  te ni e o  ort o n t i  s r er  se  on st ies o  t e st
Wor  Con ress on ent  Rese r , i, UA  No  23 25,2015

【講演（院外）】

田雅  国 医療 ランティア活動 鹿児島大学  2015年5月21日　鹿児島市
田雅  学校歯科保健活動における科学的 拠

 平成27年度学校保健･安全･歯科保健講習会 2015年10月20日 南種子町
田雅  からの健 く  鹿児島 同 会 2015年11月11日 山 光ホテル
田雅  歯医者って しい！ 歯科 外科って 白い！ 長崎大学歯学部講 　2015年11月16日 長崎市
田雅  歯・ の外傷予防（スポーツ歯学）

 国体 等スキルアップ事業　2015年12月2日 鹿児島市 南高校
田雅  人と人とのつなが を大 に 鹿児島県保 医協会　2015年 

【 文・ 上 表】
原
1.Obama K.
he feasibility and Efficacy of Dose-Adjusted Bortezomib, Melphalan and Dexamethasone for 
Transplantation-Ineligible Patients with Newly Diagnosed Multiple Myeloma. Acta Haematol 2015

【学会 表】
1.Kosuke Obama 
The feasibility and Efficacy of Dose-Adjusted Bortezomib, Melphalan and Dexamethasone for 
Transplantation-Ineligible Patients with Newly Diagnosed Multiple Myeloma.
第77回 日本血液学会総会　2015年10月17日　金

【講演 院外）】

1.今給  和幸
フ ーストカ ュレーションから 術まで　第 回　鹿児島 カンフ レンス　鹿児島市立病院

【講演 院内）】

1.今給  和幸
へのアプローチ　第 回今給 総合病院　がん診 講座　2015年3月20日

2.今給  和幸

　薬剤起 性消化管 のリスクとマネジメント　今給 総合病院　 会

【学会 表】

1.松山 、 永 介、新 昌 、川畠寿史
20年後に肺 で再 した 性線維性 症の1例
第75回日本呼吸器学会･日本 病学会九州支部 学術講演会　2015年10月　佐 市

【学会 表】

1. 理、金子浩之、安 、田代 一、 道 、 田 、 博、 理、中 俊成
AC R 体 性例における疾患ス クトラムの 性についての検討

第56回日本 学会学術大会　2015年5月21日  

2. 島 、 　 、  、 　 、長堂 竜維、丸山 芳一
中 によ 治療 性の を した 例　第311回日本内科学会九州地 会  2015年11月15日 長崎

【座長】
丸山芳一
鹿児島HI 感染症研究会「HI 感染症の新 見」九州医療センター　エイズ診療センター長　山本 生
鹿児島大学医学部 会館　2015年11月22日 鹿児島

【講演 院外）】
丸山芳一 血栓症のトータルメネージメント
 エドキサバンフォーラム in 鹿児島鹿児島東急イン 2015 年 5 月 25 日
丸山芳一 卒中のト ックスー 2015 年 卒中治療ガイドラインー
 第 87 回南薩医学研究会　南九州市　2015 年 8 月 27 日
丸山芳一 新規 薬のインパクト　 の光と
 第 48 回日本薬剤師会学術大会 ランチョンセミナー　鹿児島市　2015 年 11 月 22 日
長堂竜維 内分 総 　 田薬 　 田薬 鹿児島支社　2015 年 1 月 16 日
長堂竜維 パーキン ン病 　協和 キリン　協和 キリン鹿児島営業 　2015 年 1 月 26 日
長堂竜維 パーキン ン病の治療　大 薬　大 薬鹿児島営業 　2015 年 8 月 31 日

長堂竜維 性 化症　 田薬 　 田薬 鹿児島営業  2015 年 11 月 17 日

【講演（院内）】
丸山芳一 鹿児島県の HI 感染の実 と し事 の対応　院内感染対策講演会 2015 年 8 月 31 日

【学会 表】

1.  、濵之上 雅博、下  、立  、  洋
内分 の2症例  鹿児島県臨床外科学会　2015年3月14日　鹿児島市

2.  、濵之上 雅博、下  、立  、 　洋
性小腸 によ イレウスを 症した2症例 W 2015　2015年10月10日 東

3 立  、濵之上 雅博、  浩平、  、  洋
H NA 性キ リアに 生したHCC 2例 第27回日本肝 外科学会 2015年 月12日 東

4 下  、  、濵之上 雅博、立  、  洋
腸 内分 の 例 鹿児島市外科医会　 例会　2015年4月月　

5.下  、濵之上 雅博、   立  、 川 輝、  洋
総 管 術後9年 に 症した肝内 管 に 大 を行った 例 鹿児島肝 研究会 2015年6月27日

6  幸一 、濵之上 雅博、  工平、  、  洋
成人 天性 道 症に対し手術を行った一例 鹿児島市外科医会　 例会　2015年11月

7 川 輝、濵之上 雅博、  工平、  、  幸一 、  洋
骨 骨 er oi  stの1例　日本臨床外科学会　2015年11月27日　福

8 川 輝、濵之上 雅博、  工平、  、  幸一 、 　洋
術後　 を めた1例　鹿児島臨床外科学会　2015年8月8日

【講演 院外）】

濵之上雅博 院における大腸 症例の地域連携　大腸 治療カンフ レンス 2015年3月28日 鹿児島

【講演 院内）】
濵之上雅博 における外科治療　今給 総合病院　がん診 講座　鹿児島市　2015年3月20日

【 文・ 上 表】

1 今給 幸、米田　敏、 　 、 崎　  
後 原 節 （ n ione ro ）の2手術例　呼吸器外科学会 　2015  29 1 :20 24

【学会 表】

1.今給 幸、 　 、米田　敏
全 視下 肺中 のリンパ節 の検討 治療フォーラム　2015年1月16日 福  

2.佐保　 、今給 幸、 　 、米田　敏、
術後病理 で診 した肺放線菌症の3例　第47回日本 部外科学会九州地 会総会 2015年1月24日 沖縄

3 山本 、山本 央 、 恵 、濱田 、 　
ATS 上 後に腎 をきたした一例 第47回日本 部外科学会九州地 会総会 2015年1月24日 沖縄

4 、今給 幸、 、米田　敏、
との 別が で った 立性 維性 so it r  i ro s t or：SFT の一例

第55回日本肺 学会　九州支部学術集会　2015年2月27 28日　福

5.今給 幸、 　 、米田　敏
全 視下 肺中 のリンパ節 の検討 福 呼吸器外科フォーラム　2015年3月6日　福

6  　今給 幸　米田　敏
術 N torが 小評 で った症例の臨床学的検討
第32回日本呼吸器外科学会総会　2015年5月14 15日　高松 

6 今給 幸、 　 、米田　敏
科における 全 視下 中 ～上 へ向か 11s、12 の を中 に～

第32回日本呼吸器外科学会総会　2015年5月14 15日　 高松　

7 山本 、山本 央 、 恵 、濱田 、 　
性 菌症に合 した 性 症例5例の検討

第32回日本呼吸器外科学会総会　2015年5月14 15日　高松

8 白 一光、今給 幸、山本 、米田　敏
大量血 を した on Re k in sen病の1例  第48回日本 部外科学会九州地 会 2015年8月6 7日 佐

9.山本 、山本 、 川健介、 恵 、濱田 、 　
化した 性慢性 性血 に対する分 治術

第48回日本 部外科学会九州地 会 2015年8月6 7日 佐

10.山本 、今給 幸、米田　敏
全 視下 肺S8区域  第6回南九州 ATSクラブ　2015年10月31日　かごしま鹿児島 

【座長】
米田 敏　第55回日本肺 学会九州地 会総会　2015年2月28日 福

【 文・ 上 表】

1.M ts n  S , o i  S, To  Y 
Risk tors or t e e e o ent o  e o t  in tients it  er i  s on oti  or  
o ression  ro S ine  24:142 149, 2015

2.Has i e H, onno S,T kes it  ,F k i M,T k s i ,C i  , Mi oto M, M ts oto M, s i Y, 
n ori M, M ts n  S, Hosono N, n ik  T, T nei i H, T n k  N, n  M, S i i  T, 

Kawakami M.
nese ort o e i  sso i tion k in e tion estionn ire OA P  s n o t o e 

e s re or tients it  o  k in: re eren e es in e t  o nteers   Ort o  S i 
20: 264 280,2015

3 宮 文 、 光 　 、 川良治、山  、 幸成、松永俊二、今給 、 堂 、米　和 、
小宮節 、 公 、 田

化 性 炎に対してP を施行した小 　整 外科と 外科64:56 58, 2015

4 宮 文 、川 、松永俊二
化 性 炎に対する を 用した 　 ジ ーナル　76：89 96, 2015

5 川良治、高 介
血管 付き骨 において Lo kin Co ression P teを用いた内 定の工夫　日本マイクロ会  29：
8 13, 2016

6 川良治、川 、山 　 、宮 文 、 田育 、 　永、松永俊二、今給 、高 介、　
外 寿 、 山 、佐 、川 之

院における手外科・マイクロサージェリー 域の診療体制　鹿児島市医報　54：15 18, 2015

【学会 表】

1 宮 文 　
後 骨化症の と治療について　T e 10t  S ino n S in  eetin  

第10回日中 外科手術検討会　2015年12月11日～12日　広東省広州市　中国

2 宮 文 、川 、松永俊二
傷症例の 傷 の の 傷と 高 による術後合 症管理

第44回日本 病学会　2015年4月17日　福 国 会議 　福 市

3 　永、 田 彦 、 川 、佐 　 、 　昌 　健 、中 介、新 昌幸、
田一 、
産 に 生した 骨 合 開に対して創外 定術 定を用いた一例

第64回東日本整 外科学会　2015年9月11日　福島市

4 宮 文 、 川良治、川 、山 、松永俊二、今給
内視 視下 定術 定術の実
第130回西日本整 外科学会　2015年11月14日　宮崎市民プラザ　宮崎市

5 川良治、川 、山 、宮 文 、松永俊二、今給 、高 介、川 之
病に合 した C r ot関節症の1例

第130回西日本整 外科学会　2015年11月15日　宮崎市民プラザ　宮崎市

6 山 、松永俊二、宮 文 、川 、 川良治
院における小児上 骨 上骨 手術例の検討 日整会整 外科研修施設の立 から

第57回鹿児島整 会　2015年4月25日　米 ラー ングセンター

7 川良治、山 、松永俊二、宮 文 、川 、高 介
院における手外科・マイクロサージェリー 域の治療成 2014年度の症例報

第57回鹿児島整 会　2015年4月25日　米 ラー ングセンター

8 川良治、高 介
上 骨 関節に対し 骨 質付き 骨 を行った1例
第42回日本マイクロサージェリー学会 2015年11月26日　ラグレ いたま いたま市

【座長】

松永俊二 疾患の の  第44回日本 病学福 国 会議  2015年4月17日 福 市
松永俊二 後 骨化症　第88回日本整 外科学会学術集会 2015年5月21日　 国 会議 　 市
松永俊二 炎・肝炎 第50回九州リウマチ学会　2015年9月5日 鹿児島県医師会館 鹿児島市
松永俊二 第1回鹿児島 ・慢性 講演会　2015年9月18日 レンブラントホテル
松永俊二 薬剤性消化性 のリスクマネージメント～患者 んを消化管 血からま るために～
 今給 総合病院院内講演会 2015年11月12日 今給 総合病院地下講堂

【院外講演】

松永俊二　 骨 症の現状と治療 第一 共社内講演会 第一 共鹿児島支  2015年7月22日 鹿児島市
松永俊二 骨 症治療の現状と展開 骨 症の予防と治療ガイドライン2015改 を まえて
 大島 医師会学術講演会　2015年11月6日 名 市

【院内講演】

松永俊二 アサーチブコミュ ケーションのすすめ リハビリ科講演会 2015年3月16日 リハビリ

【 文・ 上 表】
1.T k i S, o ts  , is  T,Tok oto H, Is i ki T, Ari r  
S r i  orre tion o  o e  s n t  it  on  sion sin  i o s i  s or one 
n  oint s r e o er e ter in er se r tion  
 P st Re onstr Aest et S r  2015 Fe 68 2 :280 2  oi: 10 1016 s 2014 10 009   
2014 O t 17  

2 外 寿 、 厚臣、小 子、 美保、山路  　
骨骨 炎に対し 生 質 リン カルシウム ーストを用いて治療した1例 

創傷 o  6 2015  No  4  163 166

【学会 表】

1 高 介、 、 山 、外 寿 、門松 一、 スローン和子 
血管 付き骨 による 関節治療　第18回 和大学九州同門会学術集会　2015年1月24日 佐  

2 、 介、外 寿 、門松 一 
上 歯部歯 骨欠 に対して骨延長法によ 再 を行った1例 

第18回 和大学九州同門会学術集会　2015年1月24日 

3 佐 、 田和 、 原 子、宮本 平、新保 、  
乳 インプラント選 の 下 厚補 の 用性 
第59回日本 成外科学会総会学術集会　2015年4月13日　福

4 介、鉾立博文、 山 、外 寿 、佐 、今
動 術が行 れた第1趾 部A Mの1例 第12回日本血管 血管 学会 2015年7月17日　東

5 外 寿 、 介、  
CGF療法を用いたNPWT後の褥瘡治療について 日本褥瘡学会九州地 会 2015年5月16日　福

6 外 寿 、 介、
ミトコンドリア 症による 下 に対する　 アッテクス を用いた治療法 第7回日本創傷外科学会 
2015年7月25日　東

7 佐 、 田和 、宮本 平、新保 、 原 子、
外傷性 道 腸 の1例　第7回日本創傷外科学会　2015年7月25日　東

8 佐 、 田和 、大 、 原 子、宮本 平、新保 、  
インプラントによる乳 再 術後に市中感染 MRSAを検 した1例 
第3回日本乳 オンコプラスティックサージ リー学会 2015年9月4日　

9 介、 山 、外 寿 、佐  
骨骨 の治療 院における ブローアウト骨 の治療

第33回 和大学同門会学術集会 2015年10月18日

10 外 寿 、 介、 山 、佐 、門松 一 
S erFI SOR M  T k s ste を用いた 骨骨 治療
第33回日本 外科学会　2015年11月13日　

11 高 介、大 治 
介 骨 を行った 性 外反症の4例 第22回 成外科フォーラム 

12 介、 山 、外 寿 、佐  
慢性放射線 の2例 第4回鹿児島創傷研究会　鹿児島

13 佐 、 介
道 腸 の1例　第4回鹿児島創傷研究会　鹿児島

14 高 介、 山 、外 寿 、佐 、 川良治、門松 一  
四肢再 における血管 合のコツ 第42回日本マイクロサージ リー学会　2015年11月26日　 いたま市

15 川良治、 介 
上 骨 関節に対し 骨 質付 骨 を行った1例
第42回日本マイクロサージ リー学会 2015年11月26日　 いたま市

16 山 、 介、佐 、外 寿 、 川良治 
上 骨感染性 関節に対して血管 付き骨 ・骨 を用いて治療を行った1例 

第42回日本マイクロサージ リー学会　2015年11月26日　 いたま市

【講演 院外）】

介 褥瘡の治療　第8回鹿児島県在宅褥瘡セミナー　2015年3月14日

【 文・ 上 表】

1 丸山 子
児機能不全　小児内科47 刊 「小児疾患診療のための病 生理2」：38 44, 2015

2 丸山 子
サイトメガロウイルス感染をチェック に 産児に らい乳する から
産 医学　45  刊  「 産 医学 から 集」:744 745, 2015

【講演 院外）】

丸山 子 産 と感染症　第 5回 生長会 産婦人科レビューコース　2015 年 2 月

【 文・ 上 表】
原
1 川 平、児 一、永 博 、 之内 一、 文、西 一
ロタウイルス腸炎後に腎後性急性腎 を 症した1例　小児科臨床 68:2041 2046, 2015

【学会 表】

1 永 、 本 、丸山 介、 手 俊彦、関 子、 田 、大 代子、 田 、 田美 代、
　 文
2症例を 機に した、鹿児島県における性分化疾患情報共 の 「 の会」の活動
第49回日本小児内分 学会学術集会　2015年10月8 10日　東 　

2 永 、 本 、丸山 介、 手 俊彦、 田 史、関　 子、 田　 、大 代子、 田　 、
　 田美 代、 文

院で した性分化疾患の2症例と の会 の
第159回日本小児科学会鹿児島地 会　2015年6月21日　鹿児島　

3 今 研介、 田　
をきたしたSGAの3例　第20回鹿児島小児内分 研究会　2015年10月31日　鹿児島　

【講演 院外）】

田　  新生児マススクリー ングで 見 れる内分 疾患の診 と治療の実
 日本マススクリー ング学会技術部会第4会研修会　平成28年3月12日

【学会 表】

1.   第 1 回鹿児島 科病病連携の会　2015 年 7 月 3 日

2  一  第 1 回鹿児島 科病病連携の会　2015 年 7 月 3 日

･

【 文・ 上 表】

1.田 　 、 福 介、西本 、松崎　 、昇　卓夫、塩 彰浩
を 門上 の1例　防医大 （2015）40 4 ：265 270

【学会 表】

1 西 、中 彦、鉾立博文、大 保幸一、中 彦、 　
立 の 小線 治療後に 治性の 腸 および 道 を生 た 例

第180回日本医学放射線学会九州地 会　2015年2月14 15日　福

【講演（院内）】

鉾立博文 の 診 と放射線科的治療　第 回今給 総合病院がん診 講座　2015年3月20日

中 彦、 、鉾立博文、大 保幸一、松下芳 、田川 夫、小 俊彰、川 之、 一、
　中 彦
放射線治療の 事象と の対策（放射線治療U te 2015）
地域がん拠点病院　対外教育講演　2015年12月1日　 院講堂

【学会 表】

1 松 大助、小 史、 山 、 代、大西 子、 士子
在宅緩和ケアにおける療養 の と救急外 の重 性
第20回日本緩和医療学会学術大会　2015年6月18日　 市

2 小 史、 山 、 原 美、 崎まこと、 子、 永 、 流 文
がん化学療法後の嚥下 に行動療法を行った一例
鹿児島緩和ケア・ネットワーク　第17回大会　2014年10月25日

【 催】
がん診療に携 る医師に対する緩和ケア研修会　2015年10月24 25日　ホテル福丸　鹿児島市

【講演 院外）】
小  史 P AC に っていないメンタルケア～不 ～
 鹿児島県緩和ケア部門会　第1回緩和ケア部門　2015年1月24日　鹿児島大学病院

小  史 のつら と の対応
 平成27年度在宅医療推進事業 職種研修会　第2回緩和ケア研修会
 2015年10月31日　い き串 市医師会立 外科センター

【学会 表】

1 田代幸恵
肺病 　第135回鹿児島病理集談会 2015年11月10日 

【座長】

白濱　浩 第31回臨床 学会九州連合会　2015年07月25日 かごしま県民交流センター
白濱　浩 第135回鹿児島病理集談会 2015年11月10日　 院講

【 催】

第135回鹿児島病理集談会 2015年11月10日 

【 催・ 運営な 】

今給 総合病院 ケア研修会　2015年3月13日
今給 総合病院 ケア研修会　2015年9月16日

【学会 表】

1 田雅 、
骨の 定に吸 性プレートを用いたHAインプラント治療を行った 症例

日本 インプラント学会 第34回 支部学術大会 2015年2月1日 都

2 田雅 、 、山 一
科における 小術の実 と連携する歯科 科開業医に対するアンケート調査

第25回日本 症学会総会 2015年6月5日 東

3 、 田雅 、大 、南 、 一 、中 、
生体吸 性 による骨 定を行ったSSROの術後安定性　第25回日本 症学会総会　2015年6月5日 
東

4 田雅 、 、山 一
いびきを に 院した小下 症患者に対するオトガイ 成術の呼吸と に関する検討（症例報 ）
第60回日本 外科学会学術総会　2015年10月16 18日 名

5 M s s i Yos i , S, P
e e o in  ne  i e  n  te ni e o  ort o n t i  s r er  se  on st ies o  t e st
Wor  Con ress on ent  Rese r , i, UA  No  23 25,2015

【講演（院外）】

田雅  国 医療 ランティア活動 鹿児島大学  2015年5月21日　鹿児島市
田雅  学校歯科保健活動における科学的 拠

 平成27年度学校保健･安全･歯科保健講習会 2015年10月20日 南種子町
田雅  からの健 く  鹿児島 同 会 2015年11月11日 山 光ホテル
田雅  歯医者って しい！ 歯科 外科って 白い！ 長崎大学歯学部講 　2015年11月16日 長崎市
田雅  歯・ の外傷予防（スポーツ歯学）

 国体 等スキルアップ事業　2015年12月2日 鹿児島市 南高校
田雅  人と人とのつなが を大 に 鹿児島県保 医協会　2015年 
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【 文・ 上 表】
原
1.Obama K.
he feasibility and Efficacy of Dose-Adjusted Bortezomib, Melphalan and Dexamethasone for 
Transplantation-Ineligible Patients with Newly Diagnosed Multiple Myeloma. Acta Haematol 2015

【学会 表】
1.Kosuke Obama 
The feasibility and Efficacy of Dose-Adjusted Bortezomib, Melphalan and Dexamethasone for 
Transplantation-Ineligible Patients with Newly Diagnosed Multiple Myeloma.
第77回 日本血液学会総会　2015年10月17日　金

【講演 院外）】

1.今給  和幸
フ ーストカ ュレーションから 術まで　第 回　鹿児島 カンフ レンス　鹿児島市立病院

【講演 院内）】

1.今給  和幸
へのアプローチ　第 回今給 総合病院　がん診 講座　2015年3月20日

2.今給  和幸

　薬剤起 性消化管 のリスクとマネジメント　今給 総合病院　 会

【学会 表】

1.松山 、 永 介、新 昌 、川畠寿史
20年後に肺 で再 した 性線維性 症の1例
第75回日本呼吸器学会･日本 病学会九州支部 学術講演会　2015年10月　佐 市

【学会 表】

1. 理、金子浩之、安 、田代 一、 道 、 田 、 博、 理、中 俊成
AC R 体 性例における疾患ス クトラムの 性についての検討

第56回日本 学会学術大会　2015年5月21日  

2. 島 、 　 、  、 　 、長堂 竜維、丸山 芳一
中 によ 治療 性の を した 例　第311回日本内科学会九州地 会  2015年11月15日 長崎

【座長】
丸山芳一
鹿児島HI 感染症研究会「HI 感染症の新 見」九州医療センター　エイズ診療センター長　山本 生
鹿児島大学医学部 会館　2015年11月22日 鹿児島

【講演 院外）】
丸山芳一 血栓症のトータルメネージメント
 エドキサバンフォーラム in 鹿児島鹿児島東急イン 2015 年 5 月 25 日
丸山芳一 卒中のト ックスー 2015 年 卒中治療ガイドラインー
 第 87 回南薩医学研究会　南九州市　2015 年 8 月 27 日
丸山芳一 新規 薬のインパクト　 の光と
 第 48 回日本薬剤師会学術大会 ランチョンセミナー　鹿児島市　2015 年 11 月 22 日
長堂竜維 内分 総 　 田薬 　 田薬 鹿児島支社　2015 年 1 月 16 日
長堂竜維 パーキン ン病 　協和 キリン　協和 キリン鹿児島営業 　2015 年 1 月 26 日
長堂竜維 パーキン ン病の治療　大 薬　大 薬鹿児島営業 　2015 年 8 月 31 日

6 今給 幸、 　 、米田　敏
科における 全 視下 中 ～上 へ向か 11s、12 の を中 に～

第32回日本呼吸器外科学会総会　2015年5月14 15日　 高松　

7 山本 、山本 央 、 恵 、濱田 、 　
性 菌症に合 した 性 症例5例の検討

第32回日本呼吸器外科学会総会　2015年5月14 15日　高松

8 白 一光、今給 幸、山本 、米田　敏
大量血 を した on Re k in sen病の1例  第48回日本 部外科学会九州地 会 2015年8月6 7日 佐

9.山本 、山本 、 川健介、 恵 、濱田 、 　
化した 性慢性 性血 に対する分 治術

第48回日本 部外科学会九州地 会 2015年8月6 7日 佐

10.山本 、今給 幸、米田　敏
全 視下 肺S8区域  第6回南九州 ATSクラブ　2015年10月31日　かごしま鹿児島 

【座長】
米田 敏　第55回日本肺 学会九州地 会総会　2015年2月28日 福

【 文・ 上 表】

1.M ts n  S , o i  S, To  Y 
Risk tors or t e e e o ent o  e o t  in tients it  er i  s on oti  or  
o ression  ro S ine  24:142 149, 2015

2.Has i e H, onno S,T kes it  ,F k i M,T k s i ,C i  , Mi oto M, M ts oto M, s i Y, 
n ori M, M ts n  S, Hosono N, n ik  T, T nei i H, T n k  N, n  M, S i i  T, 

Kawakami M.
nese ort o e i  sso i tion k in e tion estionn ire OA P  s n o t o e 

e s re or tients it  o  k in: re eren e es in e t  o nteers   Ort o  S i 
20: 264 280,2015

3 宮 文 、 光 　 、 川良治、山  、 幸成、松永俊二、今給 、 堂 、米　和 、
小宮節 、 公 、 田

化 性 炎に対してP を施行した小 　整 外科と 外科64:56 58, 2015

4 宮 文 、川 、松永俊二
化 性 炎に対する を 用した 　 ジ ーナル　76：89 96, 2015

5 川良治、高 介
血管 付き骨 において Lo kin Co ression P teを用いた内 定の工夫　日本マイクロ会  29：
8 13, 2016

6 川良治、川 、山 　 、宮 文 、 田育 、 　永、松永俊二、今給 、高 介、　
外 寿 、 山 、佐 、川 之

院における手外科・マイクロサージェリー 域の診療体制　鹿児島市医報　54：15 18, 2015

【学会 表】

1 宮 文 　
後 骨化症の と治療について　T e 10t  S ino n S in  eetin  

第10回日中 外科手術検討会　2015年12月11日～12日　広東省広州市　中国

2 宮 文 、川 、松永俊二
傷症例の 傷 の の 傷と 高 による術後合 症管理

第44回日本 病学会　2015年4月17日　福 国 会議 　福 市

3 　永、 田 彦 、 川 、佐 　 、 　昌 　健 、中 介、新 昌幸、
田一 、
産 に 生した 骨 合 開に対して創外 定術 定を用いた一例

第64回東日本整 外科学会　2015年9月11日　福島市

4 宮 文 、 川良治、川 、山 、松永俊二、今給
内視 視下 定術 定術の実
第130回西日本整 外科学会　2015年11月14日　宮崎市民プラザ　宮崎市

5 川良治、川 、山 、宮 文 、松永俊二、今給 、高 介、川 之
病に合 した C r ot関節症の1例

第130回西日本整 外科学会　2015年11月15日　宮崎市民プラザ　宮崎市

6 山 、松永俊二、宮 文 、川 、 川良治
院における小児上 骨 上骨 手術例の検討 日整会整 外科研修施設の立 から

第57回鹿児島整 会　2015年4月25日　米 ラー ングセンター

7 川良治、山 、松永俊二、宮 文 、川 、高 介
院における手外科・マイクロサージェリー 域の治療成 2014年度の症例報

第57回鹿児島整 会　2015年4月25日　米 ラー ングセンター

8 川良治、高 介
上 骨 関節に対し 骨 質付き 骨 を行った1例
第42回日本マイクロサージェリー学会 2015年11月26日　ラグレ いたま いたま市

【座長】

松永俊二 疾患の の  第44回日本 病学福 国 会議  2015年4月17日 福 市
松永俊二 後 骨化症　第88回日本整 外科学会学術集会 2015年5月21日　 国 会議 　 市
松永俊二 炎・肝炎 第50回九州リウマチ学会　2015年9月5日 鹿児島県医師会館 鹿児島市
松永俊二 第1回鹿児島 ・慢性 講演会　2015年9月18日 レンブラントホテル
松永俊二 薬剤性消化性 のリスクマネージメント～患者 んを消化管 血からま るために～
 今給 総合病院院内講演会 2015年11月12日 今給 総合病院地下講堂

【院外講演】

松永俊二　 骨 症の現状と治療 第一 共社内講演会 第一 共鹿児島支  2015年7月22日 鹿児島市
松永俊二 骨 症治療の現状と展開 骨 症の予防と治療ガイドライン2015改 を まえて
 大島 医師会学術講演会　2015年11月6日 名 市

【院内講演】

松永俊二 アサーチブコミュ ケーションのすすめ リハビリ科講演会 2015年3月16日 リハビリ

【 文・ 上 表】
1.T k i S, o ts  , is  T,Tok oto H, Is i ki T, Ari r  
S r i  orre tion o  o e  s n t  it  on  sion sin  i o s i  s or one 
n  oint s r e o er e ter in er se r tion  
 P st Re onstr Aest et S r  2015 Fe 68 2 :280 2  oi: 10 1016 s 2014 10 009   
2014 O t 17  

2 外 寿 、 厚臣、小 子、 美保、山路  　
骨骨 炎に対し 生 質 リン カルシウム ーストを用いて治療した1例 

創傷 o  6 2015  No  4  163 166

【学会 表】

1 高 介、 、 山 、外 寿 、門松 一、 スローン和子 
血管 付き骨 による 関節治療　第18回 和大学九州同門会学術集会　2015年1月24日 佐  

2 、 介、外 寿 、門松 一 
上 歯部歯 骨欠 に対して骨延長法によ 再 を行った1例 

第18回 和大学九州同門会学術集会　2015年1月24日 

3 佐 、 田和 、 原 子、宮本 平、新保 、  
乳 インプラント選 の 下 厚補 の 用性 
第59回日本 成外科学会総会学術集会　2015年4月13日　福

4 介、鉾立博文、 山 、外 寿 、佐 、今
動 術が行 れた第1趾 部A Mの1例 第12回日本血管 血管 学会 2015年7月17日　東

5 外 寿 、 介、  
CGF療法を用いたNPWT後の褥瘡治療について 日本褥瘡学会九州地 会 2015年5月16日　福

6 外 寿 、 介、
ミトコンドリア 症による 下 に対する　 アッテクス を用いた治療法 第7回日本創傷外科学会 
2015年7月25日　東

7 佐 、 田和 、宮本 平、新保 、 原 子、
外傷性 道 腸 の1例　第7回日本創傷外科学会　2015年7月25日　東

8 佐 、 田和 、大 、 原 子、宮本 平、新保 、  
インプラントによる乳 再 術後に市中感染 MRSAを検 した1例 
第3回日本乳 オンコプラスティックサージ リー学会 2015年9月4日　

9 介、 山 、外 寿 、佐  
骨骨 の治療 院における ブローアウト骨 の治療

第33回 和大学同門会学術集会 2015年10月18日

10 外 寿 、 介、 山 、佐 、門松 一 
S erFI SOR M  T k s ste を用いた 骨骨 治療
第33回日本 外科学会　2015年11月13日　

11 高 介、大 治 
介 骨 を行った 性 外反症の4例 第22回 成外科フォーラム 

12 介、 山 、外 寿 、佐  
慢性放射線 の2例 第4回鹿児島創傷研究会　鹿児島

13 佐 、 介
道 腸 の1例　第4回鹿児島創傷研究会　鹿児島

14 高 介、 山 、外 寿 、佐 、 川良治、門松 一  
四肢再 における血管 合のコツ 第42回日本マイクロサージ リー学会　2015年11月26日　 いたま市

15 川良治、 介 
上 骨 関節に対し 骨 質付 骨 を行った1例
第42回日本マイクロサージ リー学会 2015年11月26日　 いたま市

16 山 、 介、佐 、外 寿 、 川良治 
上 骨感染性 関節に対して血管 付き骨 ・骨 を用いて治療を行った1例 

第42回日本マイクロサージ リー学会　2015年11月26日　 いたま市

【講演 院外）】

介 褥瘡の治療　第8回鹿児島県在宅褥瘡セミナー　2015年3月14日

【 文・ 上 表】

1 丸山 子
児機能不全　小児内科47 刊 「小児疾患診療のための病 生理2」：38 44, 2015

2 丸山 子
サイトメガロウイルス感染をチェック に 産児に らい乳する から
産 医学　45  刊  「 産 医学 から 集」:744 745, 2015

【講演 院外）】

丸山 子 産 と感染症　第 5回 生長会 産婦人科レビューコース　2015 年 2 月

【 文・ 上 表】
原
1 川 平、児 一、永 博 、 之内 一、 文、西 一
ロタウイルス腸炎後に腎後性急性腎 を 症した1例　小児科臨床 68:2041 2046, 2015

【学会 表】

1 永 、 本 、丸山 介、 手 俊彦、関 子、 田 、大 代子、 田 、 田美 代、
　 文
2症例を 機に した、鹿児島県における性分化疾患情報共 の 「 の会」の活動
第49回日本小児内分 学会学術集会　2015年10月8 10日　東 　

2 永 、 本 、丸山 介、 手 俊彦、 田 史、関　 子、 田　 、大 代子、 田　 、
　 田美 代、 文

院で した性分化疾患の2症例と の会 の
第159回日本小児科学会鹿児島地 会　2015年6月21日　鹿児島　

3 今 研介、 田　
をきたしたSGAの3例　第20回鹿児島小児内分 研究会　2015年10月31日　鹿児島　

【講演 院外）】

田　  新生児マススクリー ングで 見 れる内分 疾患の診 と治療の実
 日本マススクリー ング学会技術部会第4会研修会　平成28年3月12日

【学会 表】

1.   第 1 回鹿児島 科病病連携の会　2015 年 7 月 3 日

2  一  第 1 回鹿児島 科病病連携の会　2015 年 7 月 3 日

･

【 文・ 上 表】

1.田 　 、 福 介、西本 、松崎　 、昇　卓夫、塩 彰浩
を 門上 の1例　防医大 （2015）40 4 ：265 270

【学会 表】

1 西 、中 彦、鉾立博文、大 保幸一、中 彦、 　
立 の 小線 治療後に 治性の 腸 および 道 を生 た 例

第180回日本医学放射線学会九州地 会　2015年2月14 15日　福

【講演（院内）】

鉾立博文 の 診 と放射線科的治療　第 回今給 総合病院がん診 講座　2015年3月20日

中 彦、 、鉾立博文、大 保幸一、松下芳 、田川 夫、小 俊彰、川 之、 一、
　中 彦
放射線治療の 事象と の対策（放射線治療U te 2015）
地域がん拠点病院　対外教育講演　2015年12月1日　 院講堂

【学会 表】

1 松 大助、小 史、 山 、 代、大西 子、 士子
在宅緩和ケアにおける療養 の と救急外 の重 性
第20回日本緩和医療学会学術大会　2015年6月18日　 市

2 小 史、 山 、 原 美、 崎まこと、 子、 永 、 流 文
がん化学療法後の嚥下 に行動療法を行った一例
鹿児島緩和ケア・ネットワーク　第17回大会　2014年10月25日

【 催】
がん診療に携 る医師に対する緩和ケア研修会　2015年10月24 25日　ホテル福丸　鹿児島市

【講演 院外）】
小  史 P AC に っていないメンタルケア～不 ～
 鹿児島県緩和ケア部門会　第1回緩和ケア部門　2015年1月24日　鹿児島大学病院

小  史 のつら と の対応
 平成27年度在宅医療推進事業 職種研修会　第2回緩和ケア研修会
 2015年10月31日　い き串 市医師会立 外科センター

【学会 表】

1 田代幸恵
肺病 　第135回鹿児島病理集談会 2015年11月10日 

【座長】

白濱　浩 第31回臨床 学会九州連合会　2015年07月25日 かごしま県民交流センター
白濱　浩 第135回鹿児島病理集談会 2015年11月10日　 院講

【 催】

第135回鹿児島病理集談会 2015年11月10日 

【 催・ 運営な 】

今給 総合病院 ケア研修会　2015年3月13日
今給 総合病院 ケア研修会　2015年9月16日

【学会 表】

1 田雅 、
骨の 定に吸 性プレートを用いたHAインプラント治療を行った 症例

日本 インプラント学会 第34回 支部学術大会 2015年2月1日 都

2 田雅 、 、山 一
科における 小術の実 と連携する歯科 科開業医に対するアンケート調査

第25回日本 症学会総会 2015年6月5日 東

3 、 田雅 、大 、南 、 一 、中 、
生体吸 性 による骨 定を行ったSSROの術後安定性　第25回日本 症学会総会　2015年6月5日 
東

4 田雅 、 、山 一
いびきを に 院した小下 症患者に対するオトガイ 成術の呼吸と に関する検討（症例報 ）
第60回日本 外科学会学術総会　2015年10月16 18日 名

5 M s s i Yos i , S, P
e e o in  ne  i e  n  te ni e o  ort o n t i  s r er  se  on st ies o  t e st
Wor  Con ress on ent  Rese r , i, UA  No  23 25,2015

【講演（院外）】

田雅  国 医療 ランティア活動 鹿児島大学  2015年5月21日　鹿児島市
田雅  学校歯科保健活動における科学的 拠

 平成27年度学校保健･安全･歯科保健講習会 2015年10月20日 南種子町
田雅  からの健 く  鹿児島 同 会 2015年11月11日 山 光ホテル
田雅  歯医者って しい！ 歯科 外科って 白い！ 長崎大学歯学部講 　2015年11月16日 長崎市
田雅  歯・ の外傷予防（スポーツ歯学）

 国体 等スキルアップ事業　2015年12月2日 鹿児島市 南高校
田雅  人と人とのつなが を大 に 鹿児島県保 医協会　2015年 

【 文・ 上 表】
原
1.Obama K.
he feasibility and Efficacy of Dose-Adjusted Bortezomib, Melphalan and Dexamethasone for 
Transplantation-Ineligible Patients with Newly Diagnosed Multiple Myeloma. Acta Haematol 2015

【学会 表】
1.Kosuke Obama 
The feasibility and Efficacy of Dose-Adjusted Bortezomib, Melphalan and Dexamethasone for 
Transplantation-Ineligible Patients with Newly Diagnosed Multiple Myeloma.
第77回 日本血液学会総会　2015年10月17日　金

【講演 院外）】

1.今給  和幸
フ ーストカ ュレーションから 術まで　第 回　鹿児島 カンフ レンス　鹿児島市立病院

【講演 院内）】

1.今給  和幸
へのアプローチ　第 回今給 総合病院　がん診 講座　2015年3月20日

2.今給  和幸

　薬剤起 性消化管 のリスクとマネジメント　今給 総合病院　 会

【学会 表】

1.松山 、 永 介、新 昌 、川畠寿史
20年後に肺 で再 した 性線維性 症の1例
第75回日本呼吸器学会･日本 病学会九州支部 学術講演会　2015年10月　佐 市

【学会 表】

1. 理、金子浩之、安 、田代 一、 道 、 田 、 博、 理、中 俊成
AC R 体 性例における疾患ス クトラムの 性についての検討

第56回日本 学会学術大会　2015年5月21日  

2. 島 、 　 、  、 　 、長堂 竜維、丸山 芳一
中 によ 治療 性の を した 例　第311回日本内科学会九州地 会  2015年11月15日 長崎

【座長】
丸山芳一
鹿児島HI 感染症研究会「HI 感染症の新 見」九州医療センター　エイズ診療センター長　山本 生
鹿児島大学医学部 会館　2015年11月22日 鹿児島

【講演 院外）】
丸山芳一 血栓症のトータルメネージメント
 エドキサバンフォーラム in 鹿児島鹿児島東急イン 2015 年 5 月 25 日
丸山芳一 卒中のト ックスー 2015 年 卒中治療ガイドラインー
 第 87 回南薩医学研究会　南九州市　2015 年 8 月 27 日
丸山芳一 新規 薬のインパクト　 の光と
 第 48 回日本薬剤師会学術大会 ランチョンセミナー　鹿児島市　2015 年 11 月 22 日
長堂竜維 内分 総 　 田薬 　 田薬 鹿児島支社　2015 年 1 月 16 日
長堂竜維 パーキン ン病 　協和 キリン　協和 キリン鹿児島営業 　2015 年 1 月 26 日
長堂竜維 パーキン ン病の治療　大 薬　大 薬鹿児島営業 　2015 年 8 月 31 日

6 今給 幸、 　 、米田　敏
科における 全 視下 中 ～上 へ向か 11s、12 の を中 に～

第32回日本呼吸器外科学会総会　2015年5月14 15日　 高松　

7 山本 、山本 央 、 恵 、濱田 、 　
性 菌症に合 した 性 症例5例の検討

第32回日本呼吸器外科学会総会　2015年5月14 15日　高松

8 白 一光、今給 幸、山本 、米田　敏
大量血 を した on Re k in sen病の1例  第48回日本 部外科学会九州地 会 2015年8月6 7日 佐

9.山本 、山本 、 川健介、 恵 、濱田 、 　
化した 性慢性 性血 に対する分 治術

第48回日本 部外科学会九州地 会 2015年8月6 7日 佐

10.山本 、今給 幸、米田　敏
全 視下 肺S8区域  第6回南九州 ATSクラブ　2015年10月31日　かごしま鹿児島 

【座長】
米田 敏　第55回日本肺 学会九州地 会総会　2015年2月28日 福

【 文・ 上 表】

1.M ts n  S , o i  S, To  Y 
Risk tors or t e e e o ent o  e o t  in tients it  er i  s on oti  or  
o ression  ro S ine  24:142 149, 2015

2.Has i e H, onno S,T kes it  ,F k i M,T k s i ,C i  , Mi oto M, M ts oto M, s i Y, 
n ori M, M ts n  S, Hosono N, n ik  T, T nei i H, T n k  N, n  M, S i i  T, 

Kawakami M.
nese ort o e i  sso i tion k in e tion estionn ire OA P  s n o t o e 

e s re or tients it  o  k in: re eren e es in e t  o nteers   Ort o  S i 
20: 264 280,2015

3 宮 文 、 光 　 、 川良治、山  、 幸成、松永俊二、今給 、 堂 、米　和 、
小宮節 、 公 、 田

化 性 炎に対してP を施行した小 　整 外科と 外科64:56 58, 2015

4 宮 文 、川 、松永俊二
化 性 炎に対する を 用した 　 ジ ーナル　76：89 96, 2015

5 川良治、高 介
血管 付き骨 において Lo kin Co ression P teを用いた内 定の工夫　日本マイクロ会  29：
8 13, 2016

6 川良治、川 、山 　 、宮 文 、 田育 、 　永、松永俊二、今給 、高 介、　
外 寿 、 山 、佐 、川 之

院における手外科・マイクロサージェリー 域の診療体制　鹿児島市医報　54：15 18, 2015

【学会 表】

1 宮 文 　
後 骨化症の と治療について　T e 10t  S ino n S in  eetin  

第10回日中 外科手術検討会　2015年12月11日～12日　広東省広州市　中国

2 宮 文 、川 、松永俊二
傷症例の 傷 の の 傷と 高 による術後合 症管理

第44回日本 病学会　2015年4月17日　福 国 会議 　福 市

3 　永、 田 彦 、 川 、佐 　 、 　昌 　健 、中 介、新 昌幸、
田一 、
産 に 生した 骨 合 開に対して創外 定術 定を用いた一例

第64回東日本整 外科学会　2015年9月11日　福島市

4 宮 文 、 川良治、川 、山 、松永俊二、今給
内視 視下 定術 定術の実
第130回西日本整 外科学会　2015年11月14日　宮崎市民プラザ　宮崎市

5 川良治、川 、山 、宮 文 、松永俊二、今給 、高 介、川 之
病に合 した C r ot関節症の1例

第130回西日本整 外科学会　2015年11月15日　宮崎市民プラザ　宮崎市

6 山 、松永俊二、宮 文 、川 、 川良治
院における小児上 骨 上骨 手術例の検討 日整会整 外科研修施設の立 から

第57回鹿児島整 会　2015年4月25日　米 ラー ングセンター

7 川良治、山 、松永俊二、宮 文 、川 、高 介
院における手外科・マイクロサージェリー 域の治療成 2014年度の症例報

第57回鹿児島整 会　2015年4月25日　米 ラー ングセンター

8 川良治、高 介
上 骨 関節に対し 骨 質付き 骨 を行った1例
第42回日本マイクロサージェリー学会 2015年11月26日　ラグレ いたま いたま市

【座長】

松永俊二 疾患の の  第44回日本 病学福 国 会議  2015年4月17日 福 市
松永俊二 後 骨化症　第88回日本整 外科学会学術集会 2015年5月21日　 国 会議 　 市
松永俊二 炎・肝炎 第50回九州リウマチ学会　2015年9月5日 鹿児島県医師会館 鹿児島市
松永俊二 第1回鹿児島 ・慢性 講演会　2015年9月18日 レンブラントホテル
松永俊二 薬剤性消化性 のリスクマネージメント～患者 んを消化管 血からま るために～
 今給 総合病院院内講演会 2015年11月12日 今給 総合病院地下講堂

【院外講演】

松永俊二　 骨 症の現状と治療 第一 共社内講演会 第一 共鹿児島支  2015年7月22日 鹿児島市
松永俊二 骨 症治療の現状と展開 骨 症の予防と治療ガイドライン2015改 を まえて
 大島 医師会学術講演会　2015年11月6日 名 市

【院内講演】

松永俊二 アサーチブコミュ ケーションのすすめ リハビリ科講演会 2015年3月16日 リハビリ

【 文・ 上 表】
1.T k i S, o ts  , is  T,Tok oto H, Is i ki T, Ari r  
S r i  orre tion o  o e  s n t  it  on  sion sin  i o s i  s or one 
n  oint s r e o er e ter in er se r tion  
 P st Re onstr Aest et S r  2015 Fe 68 2 :280 2  oi: 10 1016 s 2014 10 009   
2014 O t 17  

2 外 寿 、 厚臣、小 子、 美保、山路  　
骨骨 炎に対し 生 質 リン カルシウム ーストを用いて治療した1例 

創傷 o  6 2015  No  4  163 166

【学会 表】

1 高 介、 、 山 、外 寿 、門松 一、 スローン和子 
血管 付き骨 による 関節治療　第18回 和大学九州同門会学術集会　2015年1月24日 佐  

2 、 介、外 寿 、門松 一 
上 歯部歯 骨欠 に対して骨延長法によ 再 を行った1例 

第18回 和大学九州同門会学術集会　2015年1月24日 

3 佐 、 田和 、 原 子、宮本 平、新保 、  
乳 インプラント選 の 下 厚補 の 用性 
第59回日本 成外科学会総会学術集会　2015年4月13日　福

4 介、鉾立博文、 山 、外 寿 、佐 、今
動 術が行 れた第1趾 部A Mの1例 第12回日本血管 血管 学会 2015年7月17日　東

5 外 寿 、 介、  
CGF療法を用いたNPWT後の褥瘡治療について 日本褥瘡学会九州地 会 2015年5月16日　福

6 外 寿 、 介、
ミトコンドリア 症による 下 に対する　 アッテクス を用いた治療法 第7回日本創傷外科学会 
2015年7月25日　東

7 佐 、 田和 、宮本 平、新保 、 原 子、
外傷性 道 腸 の1例　第7回日本創傷外科学会　2015年7月25日　東

8 佐 、 田和 、大 、 原 子、宮本 平、新保 、  
インプラントによる乳 再 術後に市中感染 MRSAを検 した1例 
第3回日本乳 オンコプラスティックサージ リー学会 2015年9月4日　

9 介、 山 、外 寿 、佐  
骨骨 の治療 院における ブローアウト骨 の治療

第33回 和大学同門会学術集会 2015年10月18日

10 外 寿 、 介、 山 、佐 、門松 一 
S erFI SOR M  T k s ste を用いた 骨骨 治療
第33回日本 外科学会　2015年11月13日　

11 高 介、大 治 
介 骨 を行った 性 外反症の4例 第22回 成外科フォーラム 

12 介、 山 、外 寿 、佐  
慢性放射線 の2例 第4回鹿児島創傷研究会　鹿児島

13 佐 、 介
道 腸 の1例　第4回鹿児島創傷研究会　鹿児島

14 高 介、 山 、外 寿 、佐 、 川良治、門松 一  
四肢再 における血管 合のコツ 第42回日本マイクロサージ リー学会　2015年11月26日　 いたま市

15 川良治、 介 
上 骨 関節に対し 骨 質付 骨 を行った1例
第42回日本マイクロサージ リー学会 2015年11月26日　 いたま市

16 山 、 介、佐 、外 寿 、 川良治 
上 骨感染性 関節に対して血管 付き骨 ・骨 を用いて治療を行った1例 

第42回日本マイクロサージ リー学会　2015年11月26日　 いたま市

【講演 院外）】

介 褥瘡の治療　第8回鹿児島県在宅褥瘡セミナー　2015年3月14日

【 文・ 上 表】

1 丸山 子
児機能不全　小児内科47 刊 「小児疾患診療のための病 生理2」：38 44, 2015

2 丸山 子
サイトメガロウイルス感染をチェック に 産児に らい乳する から
産 医学　45  刊  「 産 医学 から 集」:744 745, 2015

【講演 院外）】

丸山 子 産 と感染症　第 5回 生長会 産婦人科レビューコース　2015 年 2 月

【 文・ 上 表】
原
1 川 平、児 一、永 博 、 之内 一、 文、西 一
ロタウイルス腸炎後に腎後性急性腎 を 症した1例　小児科臨床 68:2041 2046, 2015

【学会 表】

1 永 、 本 、丸山 介、 手 俊彦、関 子、 田 、大 代子、 田 、 田美 代、
　 文
2症例を 機に した、鹿児島県における性分化疾患情報共 の 「 の会」の活動
第49回日本小児内分 学会学術集会　2015年10月8 10日　東 　

2 永 、 本 、丸山 介、 手 俊彦、 田 史、関　 子、 田　 、大 代子、 田　 、
　 田美 代、 文

院で した性分化疾患の2症例と の会 の
第159回日本小児科学会鹿児島地 会　2015年6月21日　鹿児島　

3 今 研介、 田　
をきたしたSGAの3例　第20回鹿児島小児内分 研究会　2015年10月31日　鹿児島　

【講演 院外）】

田　  新生児マススクリー ングで 見 れる内分 疾患の診 と治療の実
 日本マススクリー ング学会技術部会第4会研修会　平成28年3月12日

【学会 表】

1.   第 1 回鹿児島 科病病連携の会　2015 年 7 月 3 日

2  一  第 1 回鹿児島 科病病連携の会　2015 年 7 月 3 日

･

【 文・ 上 表】

1.田 　 、 福 介、西本 、松崎　 、昇　卓夫、塩 彰浩
を 門上 の1例　防医大 （2015）40 4 ：265 270

【学会 表】

1 西 、中 彦、鉾立博文、大 保幸一、中 彦、 　
立 の 小線 治療後に 治性の 腸 および 道 を生 た 例

第180回日本医学放射線学会九州地 会　2015年2月14 15日　福

【講演（院内）】

鉾立博文 の 診 と放射線科的治療　第 回今給 総合病院がん診 講座　2015年3月20日

中 彦、 、鉾立博文、大 保幸一、松下芳 、田川 夫、小 俊彰、川 之、 一、
　中 彦
放射線治療の 事象と の対策（放射線治療U te 2015）
地域がん拠点病院　対外教育講演　2015年12月1日　 院講堂

【学会 表】

1 松 大助、小 史、 山 、 代、大西 子、 士子
在宅緩和ケアにおける療養 の と救急外 の重 性
第20回日本緩和医療学会学術大会　2015年6月18日　 市

2 小 史、 山 、 原 美、 崎まこと、 子、 永 、 流 文
がん化学療法後の嚥下 に行動療法を行った一例
鹿児島緩和ケア・ネットワーク　第17回大会　2014年10月25日

【 催】
がん診療に携 る医師に対する緩和ケア研修会　2015年10月24 25日　ホテル福丸　鹿児島市

【講演 院外）】
小  史 P AC に っていないメンタルケア～不 ～
 鹿児島県緩和ケア部門会　第1回緩和ケア部門　2015年1月24日　鹿児島大学病院

小  史 のつら と の対応
 平成27年度在宅医療推進事業 職種研修会　第2回緩和ケア研修会
 2015年10月31日　い き串 市医師会立 外科センター

【学会 表】

1 田代幸恵
肺病 　第135回鹿児島病理集談会 2015年11月10日 

【座長】

白濱　浩 第31回臨床 学会九州連合会　2015年07月25日 かごしま県民交流センター
白濱　浩 第135回鹿児島病理集談会 2015年11月10日　 院講

【 催】

第135回鹿児島病理集談会 2015年11月10日 

【 催・ 運営な 】

今給 総合病院 ケア研修会　2015年3月13日
今給 総合病院 ケア研修会　2015年9月16日

【学会 表】

1 田雅 、
骨の 定に吸 性プレートを用いたHAインプラント治療を行った 症例

日本 インプラント学会 第34回 支部学術大会 2015年2月1日 都

2 田雅 、 、山 一
科における 小術の実 と連携する歯科 科開業医に対するアンケート調査

第25回日本 症学会総会 2015年6月5日 東

3 、 田雅 、大 、南 、 一 、中 、
生体吸 性 による骨 定を行ったSSROの術後安定性　第25回日本 症学会総会　2015年6月5日 
東

4 田雅 、 、山 一
いびきを に 院した小下 症患者に対するオトガイ 成術の呼吸と に関する検討（症例報 ）
第60回日本 外科学会学術総会　2015年10月16 18日 名

5 M s s i Yos i , S, P
e e o in  ne  i e  n  te ni e o  ort o n t i  s r er  se  on st ies o  t e st
Wor  Con ress on ent  Rese r , i, UA  No  23 25,2015

【講演（院外）】

田雅  国 医療 ランティア活動 鹿児島大学  2015年5月21日　鹿児島市
田雅  学校歯科保健活動における科学的 拠

 平成27年度学校保健･安全･歯科保健講習会 2015年10月20日 南種子町
田雅  からの健 く  鹿児島 同 会 2015年11月11日 山 光ホテル
田雅  歯医者って しい！ 歯科 外科って 白い！ 長崎大学歯学部講 　2015年11月16日 長崎市
田雅  歯・ の外傷予防（スポーツ歯学）

 国体 等スキルアップ事業　2015年12月2日 鹿児島市 南高校
田雅  人と人とのつなが を大 に 鹿児島県保 医協会　2015年 
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【 文・ 上 表】
原
1.Obama K.
he feasibility and Efficacy of Dose-Adjusted Bortezomib, Melphalan and Dexamethasone for 
Transplantation-Ineligible Patients with Newly Diagnosed Multiple Myeloma. Acta Haematol 2015

【学会 表】
1.Kosuke Obama 
The feasibility and Efficacy of Dose-Adjusted Bortezomib, Melphalan and Dexamethasone for 
Transplantation-Ineligible Patients with Newly Diagnosed Multiple Myeloma.
第77回 日本血液学会総会　2015年10月17日　金

【講演 院外）】

1.今給  和幸
フ ーストカ ュレーションから 術まで　第 回　鹿児島 カンフ レンス　鹿児島市立病院

【講演 院内）】

1.今給  和幸
へのアプローチ　第 回今給 総合病院　がん診 講座　2015年3月20日

2.今給  和幸

　薬剤起 性消化管 のリスクとマネジメント　今給 総合病院　 会

【学会 表】

1.松山 、 永 介、新 昌 、川畠寿史
20年後に肺 で再 した 性線維性 症の1例
第75回日本呼吸器学会･日本 病学会九州支部 学術講演会　2015年10月　佐 市

【学会 表】

1. 理、金子浩之、安 、田代 一、 道 、 田 、 博、 理、中 俊成
AC R 体 性例における疾患ス クトラムの 性についての検討

第56回日本 学会学術大会　2015年5月21日  

2. 島 、 　 、  、 　 、長堂 竜維、丸山 芳一
中 によ 治療 性の を した 例　第311回日本内科学会九州地 会  2015年11月15日 長崎

【座長】
丸山芳一
鹿児島HI 感染症研究会「HI 感染症の新 見」九州医療センター　エイズ診療センター長　山本 生
鹿児島大学医学部 会館　2015年11月22日 鹿児島

【講演 院外）】
丸山芳一 血栓症のトータルメネージメント
 エドキサバンフォーラム in 鹿児島鹿児島東急イン 2015 年 5 月 25 日
丸山芳一 卒中のト ックスー 2015 年 卒中治療ガイドラインー
 第 87 回南薩医学研究会　南九州市　2015 年 8 月 27 日
丸山芳一 新規 薬のインパクト　 の光と
 第 48 回日本薬剤師会学術大会 ランチョンセミナー　鹿児島市　2015 年 11 月 22 日
長堂竜維 内分 総 　 田薬 　 田薬 鹿児島支社　2015 年 1 月 16 日
長堂竜維 パーキン ン病 　協和 キリン　協和 キリン鹿児島営業 　2015 年 1 月 26 日
長堂竜維 パーキン ン病の治療　大 薬　大 薬鹿児島営業 　2015 年 8 月 31 日

6 今給 幸、 　 、米田　敏
科における 全 視下 中 ～上 へ向か 11s、12 の を中 に～

第32回日本呼吸器外科学会総会　2015年5月14 15日　 高松　

7 山本 、山本 央 、 恵 、濱田 、 　
性 菌症に合 した 性 症例5例の検討

第32回日本呼吸器外科学会総会　2015年5月14 15日　高松

8 白 一光、今給 幸、山本 、米田　敏
大量血 を した on Re k in sen病の1例  第48回日本 部外科学会九州地 会 2015年8月6 7日 佐

9.山本 、山本 、 川健介、 恵 、濱田 、 　
化した 性慢性 性血 に対する分 治術

第48回日本 部外科学会九州地 会 2015年8月6 7日 佐

10.山本 、今給 幸、米田　敏
全 視下 肺S8区域  第6回南九州 ATSクラブ　2015年10月31日　かごしま鹿児島 

【座長】
米田 敏　第55回日本肺 学会九州地 会総会　2015年2月28日 福

【 文・ 上 表】

1.M ts n  S , o i  S, To  Y 
Risk tors or t e e e o ent o  e o t  in tients it  er i  s on oti  or  
o ression  ro S ine  24:142 149, 2015

2.Has i e H, onno S,T kes it  ,F k i M,T k s i ,C i  , Mi oto M, M ts oto M, s i Y, 
n ori M, M ts n  S, Hosono N, n ik  T, T nei i H, T n k  N, n  M, S i i  T, 

Kawakami M.
nese ort o e i  sso i tion k in e tion estionn ire OA P  s n o t o e 

e s re or tients it  o  k in: re eren e es in e t  o nteers   Ort o  S i 
20: 264 280,2015

3 宮 文 、 光 　 、 川良治、山  、 幸成、松永俊二、今給 、 堂 、米　和 、
小宮節 、 公 、 田

化 性 炎に対してP を施行した小 　整 外科と 外科64:56 58, 2015

4 宮 文 、川 、松永俊二
化 性 炎に対する を 用した 　 ジ ーナル　76：89 96, 2015

5 川良治、高 介
血管 付き骨 において Lo kin Co ression P teを用いた内 定の工夫　日本マイクロ会  29：
8 13, 2016

6 川良治、川 、山 　 、宮 文 、 田育 、 　永、松永俊二、今給 、高 介、　
外 寿 、 山 、佐 、川 之

院における手外科・マイクロサージェリー 域の診療体制　鹿児島市医報　54：15 18, 2015

【学会 表】

1 宮 文 　
後 骨化症の と治療について　T e 10t  S ino n S in  eetin  

第10回日中 外科手術検討会　2015年12月11日～12日　広東省広州市　中国

2 宮 文 、川 、松永俊二
傷症例の 傷 の の 傷と 高 による術後合 症管理

第44回日本 病学会　2015年4月17日　福 国 会議 　福 市

3 　永、 田 彦 、 川 、佐 　 、 　昌 　健 、中 介、新 昌幸、
田一 、
産 に 生した 骨 合 開に対して創外 定術 定を用いた一例

第64回東日本整 外科学会　2015年9月11日　福島市

4 宮 文 、 川良治、川 、山 、松永俊二、今給
内視 視下 定術 定術の実
第130回西日本整 外科学会　2015年11月14日　宮崎市民プラザ　宮崎市

5 川良治、川 、山 、宮 文 、松永俊二、今給 、高 介、川 之
病に合 した C r ot関節症の1例

第130回西日本整 外科学会　2015年11月15日　宮崎市民プラザ　宮崎市

6 山 、松永俊二、宮 文 、川 、 川良治
院における小児上 骨 上骨 手術例の検討 日整会整 外科研修施設の立 から

第57回鹿児島整 会　2015年4月25日　米 ラー ングセンター

7 川良治、山 、松永俊二、宮 文 、川 、高 介
院における手外科・マイクロサージェリー 域の治療成 2014年度の症例報

第57回鹿児島整 会　2015年4月25日　米 ラー ングセンター

8 川良治、高 介
上 骨 関節に対し 骨 質付き 骨 を行った1例
第42回日本マイクロサージェリー学会 2015年11月26日　ラグレ いたま いたま市

【座長】

松永俊二 疾患の の  第44回日本 病学福 国 会議  2015年4月17日 福 市
松永俊二 後 骨化症　第88回日本整 外科学会学術集会 2015年5月21日　 国 会議 　 市
松永俊二 炎・肝炎 第50回九州リウマチ学会　2015年9月5日 鹿児島県医師会館 鹿児島市
松永俊二 第1回鹿児島 ・慢性 講演会　2015年9月18日 レンブラントホテル
松永俊二 薬剤性消化性 のリスクマネージメント～患者 んを消化管 血からま るために～
 今給 総合病院院内講演会 2015年11月12日 今給 総合病院地下講堂

【院外講演】

松永俊二　 骨 症の現状と治療 第一 共社内講演会 第一 共鹿児島支  2015年7月22日 鹿児島市
松永俊二 骨 症治療の現状と展開 骨 症の予防と治療ガイドライン2015改 を まえて
 大島 医師会学術講演会　2015年11月6日 名 市

【院内講演】

松永俊二 アサーチブコミュ ケーションのすすめ リハビリ科講演会 2015年3月16日 リハビリ

【 文・ 上 表】
1.T k i S, o ts  , is  T,Tok oto H, Is i ki T, Ari r  
S r i  orre tion o  o e  s n t  it  on  sion sin  i o s i  s or one 
n  oint s r e o er e ter in er se r tion  
 P st Re onstr Aest et S r  2015 Fe 68 2 :280 2  oi: 10 1016 s 2014 10 009   
2014 O t 17  

2 外 寿 、 厚臣、小 子、 美保、山路  　
骨骨 炎に対し 生 質 リン カルシウム ーストを用いて治療した1例 

創傷 o  6 2015  No  4  163 166

【学会 表】

1 高 介、 、 山 、外 寿 、門松 一、 スローン和子 
血管 付き骨 による 関節治療　第18回 和大学九州同門会学術集会　2015年1月24日 佐  

2 、 介、外 寿 、門松 一 
上 歯部歯 骨欠 に対して骨延長法によ 再 を行った1例 

第18回 和大学九州同門会学術集会　2015年1月24日 

3 佐 、 田和 、 原 子、宮本 平、新保 、  
乳 インプラント選 の 下 厚補 の 用性 
第59回日本 成外科学会総会学術集会　2015年4月13日　福

4 介、鉾立博文、 山 、外 寿 、佐 、今
動 術が行 れた第1趾 部A Mの1例 第12回日本血管 血管 学会 2015年7月17日　東

5 外 寿 、 介、  
CGF療法を用いたNPWT後の褥瘡治療について 日本褥瘡学会九州地 会 2015年5月16日　福

6 外 寿 、 介、
ミトコンドリア 症による 下 に対する　 アッテクス を用いた治療法 第7回日本創傷外科学会 
2015年7月25日　東

7 佐 、 田和 、宮本 平、新保 、 原 子、
外傷性 道 腸 の1例　第7回日本創傷外科学会　2015年7月25日　東

8 佐 、 田和 、大 、 原 子、宮本 平、新保 、  
インプラントによる乳 再 術後に市中感染 MRSAを検 した1例 
第3回日本乳 オンコプラスティックサージ リー学会 2015年9月4日　

9 介、 山 、外 寿 、佐  
骨骨 の治療 院における ブローアウト骨 の治療

第33回 和大学同門会学術集会 2015年10月18日

10 外 寿 、 介、 山 、佐 、門松 一 
S erFI SOR M  T k s ste を用いた 骨骨 治療
第33回日本 外科学会　2015年11月13日　

11 高 介、大 治 
介 骨 を行った 性 外反症の4例 第22回 成外科フォーラム 

12 介、 山 、外 寿 、佐  
慢性放射線 の2例 第4回鹿児島創傷研究会　鹿児島

13 佐 、 介
道 腸 の1例　第4回鹿児島創傷研究会　鹿児島

14 高 介、 山 、外 寿 、佐 、 川良治、門松 一  
四肢再 における血管 合のコツ 第42回日本マイクロサージ リー学会　2015年11月26日　 いたま市

15 川良治、 介 
上 骨 関節に対し 骨 質付 骨 を行った1例
第42回日本マイクロサージ リー学会 2015年11月26日　 いたま市

16 山 、 介、佐 、外 寿 、 川良治 
上 骨感染性 関節に対して血管 付き骨 ・骨 を用いて治療を行った1例 

第42回日本マイクロサージ リー学会　2015年11月26日　 いたま市

【講演 院外）】

介 褥瘡の治療　第8回鹿児島県在宅褥瘡セミナー　2015年3月14日

【 文・ 上 表】

1 丸山 子
児機能不全　小児内科47 刊 「小児疾患診療のための病 生理2」：38 44, 2015

2 丸山 子
サイトメガロウイルス感染をチェック に 産児に らい乳する から
産 医学　45  刊  「 産 医学 から 集」:744 745, 2015

【講演 院外）】

丸山 子 産 と感染症　第 5回 生長会 産婦人科レビューコース　2015 年 2 月

【 文・ 上 表】
原
1 川 平、児 一、永 博 、 之内 一、 文、西 一
ロタウイルス腸炎後に腎後性急性腎 を 症した1例　小児科臨床 68:2041 2046, 2015

【学会 表】

1 永 、 本 、丸山 介、 手 俊彦、関 子、 田 、大 代子、 田 、 田美 代、
　 文
2症例を 機に した、鹿児島県における性分化疾患情報共 の 「 の会」の活動
第49回日本小児内分 学会学術集会　2015年10月8 10日　東 　

2 永 、 本 、丸山 介、 手 俊彦、 田 史、関　 子、 田　 、大 代子、 田　 、
　 田美 代、 文

院で した性分化疾患の2症例と の会 の
第159回日本小児科学会鹿児島地 会　2015年6月21日　鹿児島　

3 今 研介、 田　
をきたしたSGAの3例　第20回鹿児島小児内分 研究会　2015年10月31日　鹿児島　

【講演 院外）】

田　  新生児マススクリー ングで 見 れる内分 疾患の診 と治療の実
 日本マススクリー ング学会技術部会第4会研修会　平成28年3月12日

【学会 表】

1.   第 1 回鹿児島 科病病連携の会　2015 年 7 月 3 日

2  一  第 1 回鹿児島 科病病連携の会　2015 年 7 月 3 日

･

【 文・ 上 表】

1.田 　 、 福 介、西本 、松崎　 、昇　卓夫、塩 彰浩
を 門上 の1例　防医大 （2015）40 4 ：265 270

【学会 表】

1 西 、中 彦、鉾立博文、大 保幸一、中 彦、 　
立 の 小線 治療後に 治性の 腸 および 道 を生 た 例

第180回日本医学放射線学会九州地 会　2015年2月14 15日　福

【講演（院内）】

鉾立博文 の 診 と放射線科的治療　第 回今給 総合病院がん診 講座　2015年3月20日

中 彦、 、鉾立博文、大 保幸一、松下芳 、田川 夫、小 俊彰、川 之、 一、
　中 彦
放射線治療の 事象と の対策（放射線治療U te 2015）
地域がん拠点病院　対外教育講演　2015年12月1日　 院講堂

【学会 表】

1 松 大助、小 史、 山 、 代、大西 子、 士子
在宅緩和ケアにおける療養 の と救急外 の重 性
第20回日本緩和医療学会学術大会　2015年6月18日　 市

2 小 史、 山 、 原 美、 崎まこと、 子、 永 、 流 文
がん化学療法後の嚥下 に行動療法を行った一例
鹿児島緩和ケア・ネットワーク　第17回大会　2014年10月25日

【 催】
がん診療に携 る医師に対する緩和ケア研修会　2015年10月24 25日　ホテル福丸　鹿児島市

【講演 院外）】
小  史 P AC に っていないメンタルケア～不 ～
 鹿児島県緩和ケア部門会　第1回緩和ケア部門　2015年1月24日　鹿児島大学病院

小  史 のつら と の対応
 平成27年度在宅医療推進事業 職種研修会　第2回緩和ケア研修会
 2015年10月31日　い き串 市医師会立 外科センター

【学会 表】

1 田代幸恵
肺病 　第135回鹿児島病理集談会 2015年11月10日 

【座長】

白濱　浩 第31回臨床 学会九州連合会　2015年07月25日 かごしま県民交流センター
白濱　浩 第135回鹿児島病理集談会 2015年11月10日　 院講

【 催】

第135回鹿児島病理集談会 2015年11月10日 

【 催・ 運営な 】

今給 総合病院 ケア研修会　2015年3月13日
今給 総合病院 ケア研修会　2015年9月16日

【学会 表】

1 田雅 、
骨の 定に吸 性プレートを用いたHAインプラント治療を行った 症例

日本 インプラント学会 第34回 支部学術大会 2015年2月1日 都

2 田雅 、 、山 一
科における 小術の実 と連携する歯科 科開業医に対するアンケート調査

第25回日本 症学会総会 2015年6月5日 東

3 、 田雅 、大 、南 、 一 、中 、
生体吸 性 による骨 定を行ったSSROの術後安定性　第25回日本 症学会総会　2015年6月5日 
東

4 田雅 、 、山 一
いびきを に 院した小下 症患者に対するオトガイ 成術の呼吸と に関する検討（症例報 ）
第60回日本 外科学会学術総会　2015年10月16 18日 名

5 M s s i Yos i , S, P
e e o in  ne  i e  n  te ni e o  ort o n t i  s r er  se  on st ies o  t e st
Wor  Con ress on ent  Rese r , i, UA  No  23 25,2015

【講演（院外）】

田雅  国 医療 ランティア活動 鹿児島大学  2015年5月21日　鹿児島市
田雅  学校歯科保健活動における科学的 拠

 平成27年度学校保健･安全･歯科保健講習会 2015年10月20日 南種子町
田雅  からの健 く  鹿児島 同 会 2015年11月11日 山 光ホテル
田雅  歯医者って しい！ 歯科 外科って 白い！ 長崎大学歯学部講 　2015年11月16日 長崎市
田雅  歯・ の外傷予防（スポーツ歯学）

 国体 等スキルアップ事業　2015年12月2日 鹿児島市 南高校
田雅  人と人とのつなが を大 に 鹿児島県保 医協会　2015年 

【 文・ 上 表】
原
1.Obama K.
he feasibility and Efficacy of Dose-Adjusted Bortezomib, Melphalan and Dexamethasone for 
Transplantation-Ineligible Patients with Newly Diagnosed Multiple Myeloma. Acta Haematol 2015

【学会 表】
1.Kosuke Obama 
The feasibility and Efficacy of Dose-Adjusted Bortezomib, Melphalan and Dexamethasone for 
Transplantation-Ineligible Patients with Newly Diagnosed Multiple Myeloma.
第77回 日本血液学会総会　2015年10月17日　金

【講演 院外）】

1.今給  和幸
フ ーストカ ュレーションから 術まで　第 回　鹿児島 カンフ レンス　鹿児島市立病院

【講演 院内）】

1.今給  和幸
へのアプローチ　第 回今給 総合病院　がん診 講座　2015年3月20日

2.今給  和幸

　薬剤起 性消化管 のリスクとマネジメント　今給 総合病院　 会

【学会 表】

1.松山 、 永 介、新 昌 、川畠寿史
20年後に肺 で再 した 性線維性 症の1例
第75回日本呼吸器学会･日本 病学会九州支部 学術講演会　2015年10月　佐 市

【学会 表】

1. 理、金子浩之、安 、田代 一、 道 、 田 、 博、 理、中 俊成
AC R 体 性例における疾患ス クトラムの 性についての検討

第56回日本 学会学術大会　2015年5月21日  

2. 島 、 　 、  、 　 、長堂 竜維、丸山 芳一
中 によ 治療 性の を した 例　第311回日本内科学会九州地 会  2015年11月15日 長崎

【座長】
丸山芳一
鹿児島HI 感染症研究会「HI 感染症の新 見」九州医療センター　エイズ診療センター長　山本 生
鹿児島大学医学部 会館　2015年11月22日 鹿児島

【講演 院外）】
丸山芳一 血栓症のトータルメネージメント
 エドキサバンフォーラム in 鹿児島鹿児島東急イン 2015 年 5 月 25 日
丸山芳一 卒中のト ックスー 2015 年 卒中治療ガイドラインー
 第 87 回南薩医学研究会　南九州市　2015 年 8 月 27 日
丸山芳一 新規 薬のインパクト　 の光と
 第 48 回日本薬剤師会学術大会 ランチョンセミナー　鹿児島市　2015 年 11 月 22 日
長堂竜維 内分 総 　 田薬 　 田薬 鹿児島支社　2015 年 1 月 16 日
長堂竜維 パーキン ン病 　協和 キリン　協和 キリン鹿児島営業 　2015 年 1 月 26 日
長堂竜維 パーキン ン病の治療　大 薬　大 薬鹿児島営業 　2015 年 8 月 31 日

6 今給 幸、 　 、米田　敏
科における 全 視下 中 ～上 へ向か 11s、12 の を中 に～

第32回日本呼吸器外科学会総会　2015年5月14 15日　 高松　

7 山本 、山本 央 、 恵 、濱田 、 　
性 菌症に合 した 性 症例5例の検討

第32回日本呼吸器外科学会総会　2015年5月14 15日　高松

8 白 一光、今給 幸、山本 、米田　敏
大量血 を した on Re k in sen病の1例  第48回日本 部外科学会九州地 会 2015年8月6 7日 佐

9.山本 、山本 、 川健介、 恵 、濱田 、 　
化した 性慢性 性血 に対する分 治術

第48回日本 部外科学会九州地 会 2015年8月6 7日 佐

10.山本 、今給 幸、米田　敏
全 視下 肺S8区域  第6回南九州 ATSクラブ　2015年10月31日　かごしま鹿児島 

【座長】
米田 敏　第55回日本肺 学会九州地 会総会　2015年2月28日 福

【 文・ 上 表】

1.M ts n  S , o i  S, To  Y 
Risk tors or t e e e o ent o  e o t  in tients it  er i  s on oti  or  
o ression  ro S ine  24:142 149, 2015

2.Has i e H, onno S,T kes it  ,F k i M,T k s i ,C i  , Mi oto M, M ts oto M, s i Y, 
n ori M, M ts n  S, Hosono N, n ik  T, T nei i H, T n k  N, n  M, S i i  T, 

Kawakami M.
nese ort o e i  sso i tion k in e tion estionn ire OA P  s n o t o e 

e s re or tients it  o  k in: re eren e es in e t  o nteers   Ort o  S i 
20: 264 280,2015

3 宮 文 、 光 　 、 川良治、山  、 幸成、松永俊二、今給 、 堂 、米　和 、
小宮節 、 公 、 田

化 性 炎に対してP を施行した小 　整 外科と 外科64:56 58, 2015

4 宮 文 、川 、松永俊二
化 性 炎に対する を 用した 　 ジ ーナル　76：89 96, 2015

5 川良治、高 介
血管 付き骨 において Lo kin Co ression P teを用いた内 定の工夫　日本マイクロ会  29：
8 13, 2016

6 川良治、川 、山 　 、宮 文 、 田育 、 　永、松永俊二、今給 、高 介、　
外 寿 、 山 、佐 、川 之

院における手外科・マイクロサージェリー 域の診療体制　鹿児島市医報　54：15 18, 2015

【学会 表】

1 宮 文 　
後 骨化症の と治療について　T e 10t  S ino n S in  eetin  

第10回日中 外科手術検討会　2015年12月11日～12日　広東省広州市　中国

2 宮 文 、川 、松永俊二
傷症例の 傷 の の 傷と 高 による術後合 症管理

第44回日本 病学会　2015年4月17日　福 国 会議 　福 市

3 　永、 田 彦 、 川 、佐 　 、 　昌 　健 、中 介、新 昌幸、
田一 、
産 に 生した 骨 合 開に対して創外 定術 定を用いた一例

第64回東日本整 外科学会　2015年9月11日　福島市

4 宮 文 、 川良治、川 、山 、松永俊二、今給
内視 視下 定術 定術の実
第130回西日本整 外科学会　2015年11月14日　宮崎市民プラザ　宮崎市

5 川良治、川 、山 、宮 文 、松永俊二、今給 、高 介、川 之
病に合 した C r ot関節症の1例

第130回西日本整 外科学会　2015年11月15日　宮崎市民プラザ　宮崎市

6 山 、松永俊二、宮 文 、川 、 川良治
院における小児上 骨 上骨 手術例の検討 日整会整 外科研修施設の立 から

第57回鹿児島整 会　2015年4月25日　米 ラー ングセンター

7 川良治、山 、松永俊二、宮 文 、川 、高 介
院における手外科・マイクロサージェリー 域の治療成 2014年度の症例報

第57回鹿児島整 会　2015年4月25日　米 ラー ングセンター

8 川良治、高 介
上 骨 関節に対し 骨 質付き 骨 を行った1例
第42回日本マイクロサージェリー学会 2015年11月26日　ラグレ いたま いたま市

【座長】

松永俊二 疾患の の  第44回日本 病学福 国 会議  2015年4月17日 福 市
松永俊二 後 骨化症　第88回日本整 外科学会学術集会 2015年5月21日　 国 会議 　 市
松永俊二 炎・肝炎 第50回九州リウマチ学会　2015年9月5日 鹿児島県医師会館 鹿児島市
松永俊二 第1回鹿児島 ・慢性 講演会　2015年9月18日 レンブラントホテル
松永俊二 薬剤性消化性 のリスクマネージメント～患者 んを消化管 血からま るために～
 今給 総合病院院内講演会 2015年11月12日 今給 総合病院地下講堂

【院外講演】

松永俊二　 骨 症の現状と治療 第一 共社内講演会 第一 共鹿児島支  2015年7月22日 鹿児島市
松永俊二 骨 症治療の現状と展開 骨 症の予防と治療ガイドライン2015改 を まえて
 大島 医師会学術講演会　2015年11月6日 名 市

【院内講演】

松永俊二 アサーチブコミュ ケーションのすすめ リハビリ科講演会 2015年3月16日 リハビリ

【 文・ 上 表】
1.T k i S, o ts  , is  T,Tok oto H, Is i ki T, Ari r  

S r i  orre tion o  o e  s n t  it  on  sion sin  i o s i  s or one 
n  oint s r e o er e ter in er se r tion  
 P st Re onstr Aest et S r  2015 Fe 68 2 :280 2  oi: 10 1016 s 2014 10 009   
2014 O t 17  

2 外 寿 、 厚臣、小 子、 美保、山路  　
骨骨 炎に対し 生 質 リン カルシウム ーストを用いて治療した1例 

創傷 o  6 2015  No  4  163 166

【学会 表】

1 高 介、 、 山 、外 寿 、門松 一、 スローン和子 
血管 付き骨 による 関節治療　第18回 和大学九州同門会学術集会　2015年1月24日 佐  

2 、 介、外 寿 、門松 一 
上 歯部歯 骨欠 に対して骨延長法によ 再 を行った1例 

第18回 和大学九州同門会学術集会　2015年1月24日 

3 佐 、 田和 、 原 子、宮本 平、新保 、  
乳 インプラント選 の 下 厚補 の 用性 
第59回日本 成外科学会総会学術集会　2015年4月13日　福

4 介、鉾立博文、 山 、外 寿 、佐 、今
動 術が行 れた第1趾 部A Mの1例 第12回日本血管 血管 学会 2015年7月17日　東

5 外 寿 、 介、  
CGF療法を用いたNPWT後の褥瘡治療について 日本褥瘡学会九州地 会 2015年5月16日　福

6 外 寿 、 介、
ミトコンドリア 症による 下 に対する　 アッテクス を用いた治療法 第7回日本創傷外科学会 
2015年7月25日　東

7 佐 、 田和 、宮本 平、新保 、 原 子、
外傷性 道 腸 の1例　第7回日本創傷外科学会　2015年7月25日　東

8 佐 、 田和 、大 、 原 子、宮本 平、新保 、  
インプラントによる乳 再 術後に市中感染 MRSAを検 した1例 
第3回日本乳 オンコプラスティックサージ リー学会 2015年9月4日　

9 介、 山 、外 寿 、佐  
骨骨 の治療 院における ブローアウト骨 の治療

第33回 和大学同門会学術集会 2015年10月18日

10 外 寿 、 介、 山 、佐 、門松 一 
S erFI SOR M  T k s ste を用いた 骨骨 治療
第33回日本 外科学会　2015年11月13日　

11 高 介、大 治 
介 骨 を行った 性 外反症の4例 第22回 成外科フォーラム 

12 介、 山 、外 寿 、佐  
慢性放射線 の2例 第4回鹿児島創傷研究会　鹿児島

13 佐 、 介
道 腸 の1例　第4回鹿児島創傷研究会　鹿児島

14 高 介、 山 、外 寿 、佐 、 川良治、門松 一  
四肢再 における血管 合のコツ 第42回日本マイクロサージ リー学会　2015年11月26日　 いたま市

15 川良治、 介 
上 骨 関節に対し 骨 質付 骨 を行った1例
第42回日本マイクロサージ リー学会 2015年11月26日　 いたま市

16 山 、 介、佐 、外 寿 、 川良治 
上 骨感染性 関節に対して血管 付き骨 ・骨 を用いて治療を行った1例 

第42回日本マイクロサージ リー学会　2015年11月26日　 いたま市

【講演 院外）】

介 褥瘡の治療　第8回鹿児島県在宅褥瘡セミナー　2015年3月14日

【 文・ 上 表】

1 丸山 子
児機能不全　小児内科47 刊 「小児疾患診療のための病 生理2」：38 44, 2015

2 丸山 子
サイトメガロウイルス感染をチェック に 産児に らい乳する から
産 医学　45  刊  「 産 医学 から 集」:744 745, 2015

【講演 院外）】

丸山 子 産 と感染症　第 5回 生長会 産婦人科レビューコース　2015 年 2 月

【 文・ 上 表】
原
1 川 平、児 一、永 博 、 之内 一、 文、西 一
ロタウイルス腸炎後に腎後性急性腎 を 症した1例　小児科臨床 68:2041 2046, 2015

【学会 表】

1 永 、 本 、丸山 介、 手 俊彦、関 子、 田 、大 代子、 田 、 田美 代、
　 文
2症例を 機に した、鹿児島県における性分化疾患情報共 の 「 の会」の活動
第49回日本小児内分 学会学術集会　2015年10月8 10日　東 　

2 永 、 本 、丸山 介、 手 俊彦、 田 史、関　 子、 田　 、大 代子、 田　 、
　 田美 代、 文

院で した性分化疾患の2症例と の会 の
第159回日本小児科学会鹿児島地 会　2015年6月21日　鹿児島　

3 今 研介、 田　
をきたしたSGAの3例　第20回鹿児島小児内分 研究会　2015年10月31日　鹿児島　

【講演 院外）】

田　  新生児マススクリー ングで 見 れる内分 疾患の診 と治療の実
 日本マススクリー ング学会技術部会第4会研修会　平成28年3月12日

【学会 表】

1.   第 1 回鹿児島 科病病連携の会　2015 年 7 月 3 日

2  一  第 1 回鹿児島 科病病連携の会　2015 年 7 月 3 日

･

【 文・ 上 表】

1.田 　 、 福 介、西本 、松崎　 、昇　卓夫、塩 彰浩
を 門上 の1例　防医大 （2015）40 4 ：265 270

【学会 表】

1 西 、中 彦、鉾立博文、大 保幸一、中 彦、 　
立 の 小線 治療後に 治性の 腸 および 道 を生 た 例

第180回日本医学放射線学会九州地 会　2015年2月14 15日　福

【講演（院内）】

鉾立博文 の 診 と放射線科的治療　第 回今給 総合病院がん診 講座　2015年3月20日

中 彦、 、鉾立博文、大 保幸一、松下芳 、田川 夫、小 俊彰、川 之、 一、
　中 彦
放射線治療の 事象と の対策（放射線治療U te 2015）
地域がん拠点病院　対外教育講演　2015年12月1日　 院講堂

【学会 表】

1 松 大助、小 史、 山 、 代、大西 子、 士子
在宅緩和ケアにおける療養 の と救急外 の重 性
第20回日本緩和医療学会学術大会　2015年6月18日　 市

2 小 史、 山 、 原 美、 崎まこと、 子、 永 、 流 文
がん化学療法後の嚥下 に行動療法を行った一例
鹿児島緩和ケア・ネットワーク　第17回大会　2014年10月25日

【 催】
がん診療に携 る医師に対する緩和ケア研修会　2015年10月24 25日　ホテル福丸　鹿児島市

【講演 院外）】
小  史 P AC に っていないメンタルケア～不 ～
 鹿児島県緩和ケア部門会　第1回緩和ケア部門　2015年1月24日　鹿児島大学病院

小  史 のつら と の対応
 平成27年度在宅医療推進事業 職種研修会　第2回緩和ケア研修会
 2015年10月31日　い き串 市医師会立 外科センター

【学会 表】

1 田代幸恵
肺病 　第135回鹿児島病理集談会 2015年11月10日 

【座長】

白濱　浩 第31回臨床 学会九州連合会　2015年07月25日 かごしま県民交流センター
白濱　浩 第135回鹿児島病理集談会 2015年11月10日　 院講

【 催】

第135回鹿児島病理集談会 2015年11月10日 

【 催・ 運営な 】

今給 総合病院 ケア研修会　2015年3月13日
今給 総合病院 ケア研修会　2015年9月16日

【学会 表】

1 田雅 、
骨の 定に吸 性プレートを用いたHAインプラント治療を行った 症例

日本 インプラント学会 第34回 支部学術大会 2015年2月1日 都

2 田雅 、 、山 一
科における 小術の実 と連携する歯科 科開業医に対するアンケート調査

第25回日本 症学会総会 2015年6月5日 東

3 、 田雅 、大 、南 、 一 、中 、
生体吸 性 による骨 定を行ったSSROの術後安定性　第25回日本 症学会総会　2015年6月5日 
東

4 田雅 、 、山 一
いびきを に 院した小下 症患者に対するオトガイ 成術の呼吸と に関する検討（症例報 ）
第60回日本 外科学会学術総会　2015年10月16 18日 名

5 M s s i Yos i , S, P
e e o in  ne  i e  n  te ni e o  ort o n t i  s r er  se  on st ies o  t e st
Wor  Con ress on ent  Rese r , i, UA  No  23 25,2015

【講演（院外）】

田雅  国 医療 ランティア活動 鹿児島大学  2015年5月21日　鹿児島市
田雅  学校歯科保健活動における科学的 拠

 平成27年度学校保健･安全･歯科保健講習会 2015年10月20日 南種子町
田雅  からの健 く  鹿児島 同 会 2015年11月11日 山 光ホテル
田雅  歯医者って しい！ 歯科 外科って 白い！ 長崎大学歯学部講 　2015年11月16日 長崎市
田雅  歯・ の外傷予防（スポーツ歯学）

 国体 等スキルアップ事業　2015年12月2日 鹿児島市 南高校
田雅  人と人とのつなが を大 に 鹿児島県保 医協会　2015年 
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【 文・ 上 表】
原
1.Obama K.
he feasibility and Efficacy of Dose-Adjusted Bortezomib, Melphalan and Dexamethasone for 
Transplantation-Ineligible Patients with Newly Diagnosed Multiple Myeloma. Acta Haematol 2015

【学会 表】
1.Kosuke Obama 
The feasibility and Efficacy of Dose-Adjusted Bortezomib, Melphalan and Dexamethasone for 
Transplantation-Ineligible Patients with Newly Diagnosed Multiple Myeloma.
第77回 日本血液学会総会　2015年10月17日　金

【講演 院外）】

1.今給  和幸
フ ーストカ ュレーションから 術まで　第 回　鹿児島 カンフ レンス　鹿児島市立病院

【講演 院内）】

1.今給  和幸
へのアプローチ　第 回今給 総合病院　がん診 講座　2015年3月20日

2.今給  和幸

　薬剤起 性消化管 のリスクとマネジメント　今給 総合病院　 会

【学会 表】

1.松山 、 永 介、新 昌 、川畠寿史
20年後に肺 で再 した 性線維性 症の1例
第75回日本呼吸器学会･日本 病学会九州支部 学術講演会　2015年10月　佐 市

【学会 表】

1. 理、金子浩之、安 、田代 一、 道 、 田 、 博、 理、中 俊成
AC R 体 性例における疾患ス クトラムの 性についての検討

第56回日本 学会学術大会　2015年5月21日  

2. 島 、 　 、  、 　 、長堂 竜維、丸山 芳一
中 によ 治療 性の を した 例　第311回日本内科学会九州地 会  2015年11月15日 長崎

【座長】
丸山芳一
鹿児島HI 感染症研究会「HI 感染症の新 見」九州医療センター　エイズ診療センター長　山本 生
鹿児島大学医学部 会館　2015年11月22日 鹿児島

【講演 院外）】
丸山芳一 血栓症のトータルメネージメント
 エドキサバンフォーラム in 鹿児島鹿児島東急イン 2015 年 5 月 25 日
丸山芳一 卒中のト ックスー 2015 年 卒中治療ガイドラインー
 第 87 回南薩医学研究会　南九州市　2015 年 8 月 27 日
丸山芳一 新規 薬のインパクト　 の光と
 第 48 回日本薬剤師会学術大会 ランチョンセミナー　鹿児島市　2015 年 11 月 22 日
長堂竜維 内分 総 　 田薬 　 田薬 鹿児島支社　2015 年 1 月 16 日
長堂竜維 パーキン ン病 　協和 キリン　協和 キリン鹿児島営業 　2015 年 1 月 26 日
長堂竜維 パーキン ン病の治療　大 薬　大 薬鹿児島営業 　2015 年 8 月 31 日

6 今給 幸、 　 、米田　敏
科における 全 視下 中 ～上 へ向か 11s、12 の を中 に～

第32回日本呼吸器外科学会総会　2015年5月14 15日　 高松　

7 山本 、山本 央 、 恵 、濱田 、 　
性 菌症に合 した 性 症例5例の検討

第32回日本呼吸器外科学会総会　2015年5月14 15日　高松

8 白 一光、今給 幸、山本 、米田　敏
大量血 を した on Re k in sen病の1例  第48回日本 部外科学会九州地 会 2015年8月6 7日 佐

9.山本 、山本 、 川健介、 恵 、濱田 、 　
化した 性慢性 性血 に対する分 治術

第48回日本 部外科学会九州地 会 2015年8月6 7日 佐

10.山本 、今給 幸、米田　敏
全 視下 肺S8区域  第6回南九州 ATSクラブ　2015年10月31日　かごしま鹿児島 

【座長】
米田 敏　第55回日本肺 学会九州地 会総会　2015年2月28日 福

【 文・ 上 表】

1.M ts n  S , o i  S, To  Y 
Risk tors or t e e e o ent o  e o t  in tients it  er i  s on oti  or  
o ression  ro S ine  24:142 149, 2015

2.Has i e H, onno S,T kes it  ,F k i M,T k s i ,C i  , Mi oto M, M ts oto M, s i Y, 
n ori M, M ts n  S, Hosono N, n ik  T, T nei i H, T n k  N, n  M, S i i  T, 

Kawakami M.
nese ort o e i  sso i tion k in e tion estionn ire OA P  s n o t o e 

e s re or tients it  o  k in: re eren e es in e t  o nteers   Ort o  S i 
20: 264 280,2015

3 宮 文 、 光 　 、 川良治、山  、 幸成、松永俊二、今給 、 堂 、米　和 、
小宮節 、 公 、 田

化 性 炎に対してP を施行した小 　整 外科と 外科64:56 58, 2015

4 宮 文 、川 、松永俊二
化 性 炎に対する を 用した 　 ジ ーナル　76：89 96, 2015

5 川良治、高 介
血管 付き骨 において Lo kin Co ression P teを用いた内 定の工夫　日本マイクロ会  29：
8 13, 2016

6 川良治、川 、山 　 、宮 文 、 田育 、 　永、松永俊二、今給 、高 介、　
外 寿 、 山 、佐 、川 之

院における手外科・マイクロサージェリー 域の診療体制　鹿児島市医報　54：15 18, 2015

【学会 表】

1 宮 文 　
後 骨化症の と治療について　T e 10t  S ino n S in  eetin  

第10回日中 外科手術検討会　2015年12月11日～12日　広東省広州市　中国

2 宮 文 、川 、松永俊二
傷症例の 傷 の の 傷と 高 による術後合 症管理

第44回日本 病学会　2015年4月17日　福 国 会議 　福 市

3 　永、 田 彦 、 川 、佐 　 、 　昌 　健 、中 介、新 昌幸、
田一 、
産 に 生した 骨 合 開に対して創外 定術 定を用いた一例

第64回東日本整 外科学会　2015年9月11日　福島市

4 宮 文 、 川良治、川 、山 、松永俊二、今給
内視 視下 定術 定術の実
第130回西日本整 外科学会　2015年11月14日　宮崎市民プラザ　宮崎市

5 川良治、川 、山 、宮 文 、松永俊二、今給 、高 介、川 之
病に合 した C r ot関節症の1例

第130回西日本整 外科学会　2015年11月15日　宮崎市民プラザ　宮崎市

6 山 、松永俊二、宮 文 、川 、 川良治
院における小児上 骨 上骨 手術例の検討 日整会整 外科研修施設の立 から

第57回鹿児島整 会　2015年4月25日　米 ラー ングセンター

7 川良治、山 、松永俊二、宮 文 、川 、高 介
院における手外科・マイクロサージェリー 域の治療成 2014年度の症例報

第57回鹿児島整 会　2015年4月25日　米 ラー ングセンター

8 川良治、高 介
上 骨 関節に対し 骨 質付き 骨 を行った1例
第42回日本マイクロサージェリー学会 2015年11月26日　ラグレ いたま いたま市

【座長】

松永俊二 疾患の の  第44回日本 病学福 国 会議  2015年4月17日 福 市
松永俊二 後 骨化症　第88回日本整 外科学会学術集会 2015年5月21日　 国 会議 　 市
松永俊二 炎・肝炎 第50回九州リウマチ学会　2015年9月5日 鹿児島県医師会館 鹿児島市
松永俊二 第1回鹿児島 ・慢性 講演会　2015年9月18日 レンブラントホテル
松永俊二 薬剤性消化性 のリスクマネージメント～患者 んを消化管 血からま るために～
 今給 総合病院院内講演会 2015年11月12日 今給 総合病院地下講堂

【院外講演】

松永俊二　 骨 症の現状と治療 第一 共社内講演会 第一 共鹿児島支  2015年7月22日 鹿児島市
松永俊二 骨 症治療の現状と展開 骨 症の予防と治療ガイドライン2015改 を まえて
 大島 医師会学術講演会　2015年11月6日 名 市

【院内講演】

松永俊二 アサーチブコミュ ケーションのすすめ リハビリ科講演会 2015年3月16日 リハビリ

【 文・ 上 表】
1.T k i S, o ts  , is  T,Tok oto H, Is i ki T, Ari r  
S r i  orre tion o  o e  s n t  it  on  sion sin  i o s i  s or one 
n  oint s r e o er e ter in er se r tion  
 P st Re onstr Aest et S r  2015 Fe 68 2 :280 2  oi: 10 1016 s 2014 10 009   
2014 O t 17  

2 外 寿 、 厚臣、小 子、 美保、山路  　
骨骨 炎に対し 生 質 リン カルシウム ーストを用いて治療した1例 

創傷 o  6 2015  No  4  163 166

【学会 表】

1 高 介、 、 山 、外 寿 、門松 一、 スローン和子 
血管 付き骨 による 関節治療　第18回 和大学九州同門会学術集会　2015年1月24日 佐  

2 、 介、外 寿 、門松 一 
上 歯部歯 骨欠 に対して骨延長法によ 再 を行った1例 

第18回 和大学九州同門会学術集会　2015年1月24日 

3 佐 、 田和 、 原 子、宮本 平、新保 、  
乳 インプラント選 の 下 厚補 の 用性 
第59回日本 成外科学会総会学術集会　2015年4月13日　福

4 介、鉾立博文、 山 、外 寿 、佐 、今
動 術が行 れた第1趾 部A Mの1例 第12回日本血管 血管 学会 2015年7月17日　東

5 外 寿 、 介、  
CGF療法を用いたNPWT後の褥瘡治療について 日本褥瘡学会九州地 会 2015年5月16日　福

6 外 寿 、 介、
ミトコンドリア 症による 下 に対する　 アッテクス を用いた治療法 第7回日本創傷外科学会 
2015年7月25日　東

7 佐 、 田和 、宮本 平、新保 、 原 子、
外傷性 道 腸 の1例　第7回日本創傷外科学会　2015年7月25日　東

8 佐 、 田和 、大 、 原 子、宮本 平、新保 、  
インプラントによる乳 再 術後に市中感染 MRSAを検 した1例 
第3回日本乳 オンコプラスティックサージ リー学会 2015年9月4日　

9 介、 山 、外 寿 、佐  
骨骨 の治療 院における ブローアウト骨 の治療

第33回 和大学同門会学術集会 2015年10月18日

10 外 寿 、 介、 山 、佐 、門松 一 
S erFI SOR M  T k s ste を用いた 骨骨 治療
第33回日本 外科学会　2015年11月13日　

11 高 介、大 治 
介 骨 を行った 性 外反症の4例 第22回 成外科フォーラム 

12 介、 山 、外 寿 、佐  
慢性放射線 の2例 第4回鹿児島創傷研究会　鹿児島

13 佐 、 介
道 腸 の1例　第4回鹿児島創傷研究会　鹿児島

14 高 介、 山 、外 寿 、佐 、 川良治、門松 一  
四肢再 における血管 合のコツ 第42回日本マイクロサージ リー学会　2015年11月26日　 いたま市

15 川良治、 介 
上 骨 関節に対し 骨 質付 骨 を行った1例
第42回日本マイクロサージ リー学会 2015年11月26日　 いたま市

16 山 、 介、佐 、外 寿 、 川良治 
上 骨感染性 関節に対して血管 付き骨 ・骨 を用いて治療を行った1例 

第42回日本マイクロサージ リー学会　2015年11月26日　 いたま市

【講演 院外）】

介 褥瘡の治療　第8回鹿児島県在宅褥瘡セミナー　2015年3月14日

【 文・ 上 表】

1 丸山 子
児機能不全　小児内科47 刊 「小児疾患診療のための病 生理2」：38 44, 2015

2 丸山 子
サイトメガロウイルス感染をチェック に 産児に らい乳する から
産 医学　45  刊  「 産 医学 から 集」:744 745, 2015

【講演 院外）】

丸山 子 産 と感染症　第 5回 生長会 産婦人科レビューコース　2015 年 2 月

【 文・ 上 表】
原
1 川 平、児 一、永 博 、 之内 一、 文、西 一
ロタウイルス腸炎後に腎後性急性腎 を 症した1例　小児科臨床 68:2041 2046, 2015

【学会 表】

1 永 、 本 、丸山 介、 手 俊彦、関 子、 田 、大 代子、 田 、 田美 代、
　 文
2症例を 機に した、鹿児島県における性分化疾患情報共 の 「 の会」の活動
第49回日本小児内分 学会学術集会　2015年10月8 10日　東 　

2 永 、 本 、丸山 介、 手 俊彦、 田 史、関　 子、 田　 、大 代子、 田　 、
　 田美 代、 文

院で した性分化疾患の2症例と の会 の
第159回日本小児科学会鹿児島地 会　2015年6月21日　鹿児島　

3 今 研介、 田　
をきたしたSGAの3例　第20回鹿児島小児内分 研究会　2015年10月31日　鹿児島　

【講演 院外）】

田　  新生児マススクリー ングで 見 れる内分 疾患の診 と治療の実
 日本マススクリー ング学会技術部会第4会研修会　平成28年3月12日

【学会 表】

1.   第 1 回鹿児島 科病病連携の会　2015 年 7 月 3 日

2  一  第 1 回鹿児島 科病病連携の会　2015 年 7 月 3 日

･

【 文・ 上 表】

1.田 　 、 福 介、西本 、松崎　 、昇　卓夫、塩 彰浩
を 門上 の1例　防医大 （2015）40 4 ：265 270

【学会 表】

1 西 、中 彦、鉾立博文、大 保幸一、中 彦、 　
立 の 小線 治療後に 治性の 腸 および 道 を生 た 例

第180回日本医学放射線学会九州地 会　2015年2月14 15日　福

【講演（院内）】

鉾立博文 の 診 と放射線科的治療　第 回今給 総合病院がん診 講座　2015年3月20日

中 彦、 、鉾立博文、大 保幸一、松下芳 、田川 夫、小 俊彰、川 之、 一、
　中 彦
放射線治療の 事象と の対策（放射線治療U te 2015）
地域がん拠点病院　対外教育講演　2015年12月1日　 院講堂

【学会 表】

1 松 大助、小 史、 山 、 代、大西 子、 士子
在宅緩和ケアにおける療養 の と救急外 の重 性
第20回日本緩和医療学会学術大会　2015年6月18日　 市

2 小 史、 山 、 原 美、 崎まこと、 子、 永 、 流 文
がん化学療法後の嚥下 に行動療法を行った一例
鹿児島緩和ケア・ネットワーク　第17回大会　2014年10月25日

【 催】
がん診療に携 る医師に対する緩和ケア研修会　2015年10月24 25日　ホテル福丸　鹿児島市

【講演 院外）】
小  史 P AC に っていないメンタルケア～不 ～
 鹿児島県緩和ケア部門会　第1回緩和ケア部門　2015年1月24日　鹿児島大学病院

小  史 のつら と の対応
 平成27年度在宅医療推進事業 職種研修会　第2回緩和ケア研修会
 2015年10月31日　い き串 市医師会立 外科センター

【学会 表】

1 田代幸恵
肺病 　第135回鹿児島病理集談会 2015年11月10日 

【座長】

白濱　浩 第31回臨床 学会九州連合会　2015年07月25日 かごしま県民交流センター
白濱　浩 第135回鹿児島病理集談会 2015年11月10日　 院講

【 催】

第135回鹿児島病理集談会 2015年11月10日 

【 催・ 運営な 】

今給 総合病院 ケア研修会　2015年3月13日
今給 総合病院 ケア研修会　2015年9月16日

【学会 表】

1 田雅 、
骨の 定に吸 性プレートを用いたHAインプラント治療を行った 症例

日本 インプラント学会 第34回 支部学術大会 2015年2月1日 都

2 田雅 、 、山 一
科における 小術の実 と連携する歯科 科開業医に対するアンケート調査

第25回日本 症学会総会 2015年6月5日 東

3 、 田雅 、大 、南 、 一 、中 、
生体吸 性 による骨 定を行ったSSROの術後安定性　第25回日本 症学会総会　2015年6月5日 
東

4 田雅 、 、山 一
いびきを に 院した小下 症患者に対するオトガイ 成術の呼吸と に関する検討（症例報 ）
第60回日本 外科学会学術総会　2015年10月16 18日 名

5 M s s i Yos i , S, P
e e o in  ne  i e  n  te ni e o  ort o n t i  s r er  se  on st ies o  t e st
Wor  Con ress on ent  Rese r , i, UA  No  23 25,2015

【講演（院外）】

田雅  国 医療 ランティア活動 鹿児島大学  2015年5月21日　鹿児島市
田雅  学校歯科保健活動における科学的 拠

 平成27年度学校保健･安全･歯科保健講習会 2015年10月20日 南種子町
田雅  からの健 く  鹿児島 同 会 2015年11月11日 山 光ホテル
田雅  歯医者って しい！ 歯科 外科って 白い！ 長崎大学歯学部講 　2015年11月16日 長崎市
田雅  歯・ の外傷予防（スポーツ歯学）

 国体 等スキルアップ事業　2015年12月2日 鹿児島市 南高校
田雅  人と人とのつなが を大 に 鹿児島県保 医協会　2015年 

【 文・ 上 表】
原
1.Obama K.
he feasibility and Efficacy of Dose-Adjusted Bortezomib, Melphalan and Dexamethasone for 
Transplantation-Ineligible Patients with Newly Diagnosed Multiple Myeloma. Acta Haematol 2015

【学会 表】
1.Kosuke Obama 
The feasibility and Efficacy of Dose-Adjusted Bortezomib, Melphalan and Dexamethasone for 
Transplantation-Ineligible Patients with Newly Diagnosed Multiple Myeloma.
第77回 日本血液学会総会　2015年10月17日　金

【講演 院外）】

1.今給  和幸
フ ーストカ ュレーションから 術まで　第 回　鹿児島 カンフ レンス　鹿児島市立病院

【講演 院内）】

1.今給  和幸
へのアプローチ　第 回今給 総合病院　がん診 講座　2015年3月20日

2.今給  和幸

　薬剤起 性消化管 のリスクとマネジメント　今給 総合病院　 会

【学会 表】

1.松山 、 永 介、新 昌 、川畠寿史
20年後に肺 で再 した 性線維性 症の1例
第75回日本呼吸器学会･日本 病学会九州支部 学術講演会　2015年10月　佐 市

【学会 表】

1. 理、金子浩之、安 、田代 一、 道 、 田 、 博、 理、中 俊成
AC R 体 性例における疾患ス クトラムの 性についての検討

第56回日本 学会学術大会　2015年5月21日  

2. 島 、 　 、  、 　 、長堂 竜維、丸山 芳一
中 によ 治療 性の を した 例　第311回日本内科学会九州地 会  2015年11月15日 長崎

【座長】
丸山芳一
鹿児島HI 感染症研究会「HI 感染症の新 見」九州医療センター　エイズ診療センター長　山本 生
鹿児島大学医学部 会館　2015年11月22日 鹿児島

【講演 院外）】
丸山芳一 血栓症のトータルメネージメント
 エドキサバンフォーラム in 鹿児島鹿児島東急イン 2015 年 5 月 25 日
丸山芳一 卒中のト ックスー 2015 年 卒中治療ガイドラインー
 第 87 回南薩医学研究会　南九州市　2015 年 8 月 27 日
丸山芳一 新規 薬のインパクト　 の光と
 第 48 回日本薬剤師会学術大会 ランチョンセミナー　鹿児島市　2015 年 11 月 22 日
長堂竜維 内分 総 　 田薬 　 田薬 鹿児島支社　2015 年 1 月 16 日
長堂竜維 パーキン ン病 　協和 キリン　協和 キリン鹿児島営業 　2015 年 1 月 26 日
長堂竜維 パーキン ン病の治療　大 薬　大 薬鹿児島営業 　2015 年 8 月 31 日

6 今給 幸、 　 、米田　敏
科における 全 視下 中 ～上 へ向か 11s、12 の を中 に～

第32回日本呼吸器外科学会総会　2015年5月14 15日　 高松　

7 山本 、山本 央 、 恵 、濱田 、 　
性 菌症に合 した 性 症例5例の検討

第32回日本呼吸器外科学会総会　2015年5月14 15日　高松

8 白 一光、今給 幸、山本 、米田　敏
大量血 を した on Re k in sen病の1例  第48回日本 部外科学会九州地 会 2015年8月6 7日 佐

9.山本 、山本 、 川健介、 恵 、濱田 、 　
化した 性慢性 性血 に対する分 治術

第48回日本 部外科学会九州地 会 2015年8月6 7日 佐

10.山本 、今給 幸、米田　敏
全 視下 肺S8区域  第6回南九州 ATSクラブ　2015年10月31日　かごしま鹿児島 

【座長】
米田 敏　第55回日本肺 学会九州地 会総会　2015年2月28日 福

【 文・ 上 表】

1.M ts n  S , o i  S, To  Y 
Risk tors or t e e e o ent o  e o t  in tients it  er i  s on oti  or  
o ression  ro S ine  24:142 149, 2015

2.Has i e H, onno S,T kes it  ,F k i M,T k s i ,C i  , Mi oto M, M ts oto M, s i Y, 
n ori M, M ts n  S, Hosono N, n ik  T, T nei i H, T n k  N, n  M, S i i  T, 

Kawakami M.
nese ort o e i  sso i tion k in e tion estionn ire OA P  s n o t o e 

e s re or tients it  o  k in: re eren e es in e t  o nteers   Ort o  S i 
20: 264 280,2015

3 宮 文 、 光 　 、 川良治、山  、 幸成、松永俊二、今給 、 堂 、米　和 、
小宮節 、 公 、 田

化 性 炎に対してP を施行した小 　整 外科と 外科64:56 58, 2015

4 宮 文 、川 、松永俊二
化 性 炎に対する を 用した 　 ジ ーナル　76：89 96, 2015

5 川良治、高 介
血管 付き骨 において Lo kin Co ression P teを用いた内 定の工夫　日本マイクロ会  29：
8 13, 2016

6 川良治、川 、山 　 、宮 文 、 田育 、 　永、松永俊二、今給 、高 介、　
外 寿 、 山 、佐 、川 之

院における手外科・マイクロサージェリー 域の診療体制　鹿児島市医報　54：15 18, 2015

【学会 表】

1 宮 文 　
後 骨化症の と治療について　T e 10t  S ino n S in  eetin  

第10回日中 外科手術検討会　2015年12月11日～12日　広東省広州市　中国

2 宮 文 、川 、松永俊二
傷症例の 傷 の の 傷と 高 による術後合 症管理

第44回日本 病学会　2015年4月17日　福 国 会議 　福 市

3 　永、 田 彦 、 川 、佐 　 、 　昌 　健 、中 介、新 昌幸、
田一 、
産 に 生した 骨 合 開に対して創外 定術 定を用いた一例

第64回東日本整 外科学会　2015年9月11日　福島市

4 宮 文 、 川良治、川 、山 、松永俊二、今給
内視 視下 定術 定術の実
第130回西日本整 外科学会　2015年11月14日　宮崎市民プラザ　宮崎市

5 川良治、川 、山 、宮 文 、松永俊二、今給 、高 介、川 之
病に合 した C r ot関節症の1例

第130回西日本整 外科学会　2015年11月15日　宮崎市民プラザ　宮崎市

6 山 、松永俊二、宮 文 、川 、 川良治
院における小児上 骨 上骨 手術例の検討 日整会整 外科研修施設の立 から

第57回鹿児島整 会　2015年4月25日　米 ラー ングセンター

7 川良治、山 、松永俊二、宮 文 、川 、高 介
院における手外科・マイクロサージェリー 域の治療成 2014年度の症例報

第57回鹿児島整 会　2015年4月25日　米 ラー ングセンター

8 川良治、高 介
上 骨 関節に対し 骨 質付き 骨 を行った1例
第42回日本マイクロサージェリー学会 2015年11月26日　ラグレ いたま いたま市

【座長】

松永俊二 疾患の の  第44回日本 病学福 国 会議  2015年4月17日 福 市
松永俊二 後 骨化症　第88回日本整 外科学会学術集会 2015年5月21日　 国 会議 　 市
松永俊二 炎・肝炎 第50回九州リウマチ学会　2015年9月5日 鹿児島県医師会館 鹿児島市
松永俊二 第1回鹿児島 ・慢性 講演会　2015年9月18日 レンブラントホテル
松永俊二 薬剤性消化性 のリスクマネージメント～患者 んを消化管 血からま るために～
 今給 総合病院院内講演会 2015年11月12日 今給 総合病院地下講堂

【院外講演】

松永俊二　 骨 症の現状と治療 第一 共社内講演会 第一 共鹿児島支  2015年7月22日 鹿児島市
松永俊二 骨 症治療の現状と展開 骨 症の予防と治療ガイドライン2015改 を まえて
 大島 医師会学術講演会　2015年11月6日 名 市

【院内講演】

松永俊二 アサーチブコミュ ケーションのすすめ リハビリ科講演会 2015年3月16日 リハビリ

【 文・ 上 表】
1.T k i S, o ts  , is  T,Tok oto H, Is i ki T, Ari r  
S r i  orre tion o  o e  s n t  it  on  sion sin  i o s i  s or one 
n  oint s r e o er e ter in er se r tion  
 P st Re onstr Aest et S r  2015 Fe 68 2 :280 2  oi: 10 1016 s 2014 10 009   
2014 O t 17  

2 外 寿 、 厚臣、小 子、 美保、山路  　
骨骨 炎に対し 生 質 リン カルシウム ーストを用いて治療した1例 

創傷 o  6 2015  No  4  163 166

【学会 表】

1 高 介、 、 山 、外 寿 、門松 一、 スローン和子 
血管 付き骨 による 関節治療　第18回 和大学九州同門会学術集会　2015年1月24日 佐  

2 、 介、外 寿 、門松 一 
上 歯部歯 骨欠 に対して骨延長法によ 再 を行った1例 

第18回 和大学九州同門会学術集会　2015年1月24日 

3 佐 、 田和 、 原 子、宮本 平、新保 、  
乳 インプラント選 の 下 厚補 の 用性 
第59回日本 成外科学会総会学術集会　2015年4月13日　福

4 介、鉾立博文、 山 、外 寿 、佐 、今
動 術が行 れた第1趾 部A Mの1例 第12回日本血管 血管 学会 2015年7月17日　東

5 外 寿 、 介、  
CGF療法を用いたNPWT後の褥瘡治療について 日本褥瘡学会九州地 会 2015年5月16日　福

6 外 寿 、 介、
ミトコンドリア 症による 下 に対する　 アッテクス を用いた治療法 第7回日本創傷外科学会 
2015年7月25日　東

7 佐 、 田和 、宮本 平、新保 、 原 子、
外傷性 道 腸 の1例　第7回日本創傷外科学会　2015年7月25日　東

8 佐 、 田和 、大 、 原 子、宮本 平、新保 、  
インプラントによる乳 再 術後に市中感染 MRSAを検 した1例 
第3回日本乳 オンコプラスティックサージ リー学会 2015年9月4日　

9 介、 山 、外 寿 、佐  
骨骨 の治療 院における ブローアウト骨 の治療

第33回 和大学同門会学術集会 2015年10月18日

10 外 寿 、 介、 山 、佐 、門松 一 
S erFI SOR M  T k s ste を用いた 骨骨 治療
第33回日本 外科学会　2015年11月13日　

11 高 介、大 治 
介 骨 を行った 性 外反症の4例 第22回 成外科フォーラム 

12 介、 山 、外 寿 、佐  
慢性放射線 の2例 第4回鹿児島創傷研究会　鹿児島

13 佐 、 介
道 腸 の1例　第4回鹿児島創傷研究会　鹿児島

14 高 介、 山 、外 寿 、佐 、 川良治、門松 一  
四肢再 における血管 合のコツ 第42回日本マイクロサージ リー学会　2015年11月26日　 いたま市

15 川良治、 介 
上 骨 関節に対し 骨 質付 骨 を行った1例
第42回日本マイクロサージ リー学会 2015年11月26日　 いたま市

16 山 、 介、佐 、外 寿 、 川良治 
上 骨感染性 関節に対して血管 付き骨 ・骨 を用いて治療を行った1例 

第42回日本マイクロサージ リー学会　2015年11月26日　 いたま市

【講演 院外）】

介 褥瘡の治療　第8回鹿児島県在宅褥瘡セミナー　2015年3月14日

【 文・ 上 表】

1 丸山 子
児機能不全　小児内科47 刊 「小児疾患診療のための病 生理2」：38 44, 2015

2 丸山 子
サイトメガロウイルス感染をチェック に 産児に らい乳する から
産 医学　45  刊  「 産 医学 から 集」:744 745, 2015

【講演 院外）】

丸山 子 産 と感染症　第 5回 生長会 産婦人科レビューコース　2015 年 2 月

【 文・ 上 表】
原
1 川 平、児 一、永 博 、 之内 一、 文、西 一
ロタウイルス腸炎後に腎後性急性腎 を 症した1例　小児科臨床 68:2041 2046, 2015

【学会 表】

1 永 、 本 、丸山 介、 手 俊彦、関 子、 田 、大 代子、 田 、 田美 代、
　 文
2症例を 機に した、鹿児島県における性分化疾患情報共 の 「 の会」の活動
第49回日本小児内分 学会学術集会　2015年10月8 10日　東 　

2 永 、 本 、丸山 介、 手 俊彦、 田 史、関　 子、 田　 、大 代子、 田　 、
　 田美 代、 文

院で した性分化疾患の2症例と の会 の
第159回日本小児科学会鹿児島地 会　2015年6月21日　鹿児島　

3 今 研介、 田　
をきたしたSGAの3例　第20回鹿児島小児内分 研究会　2015年10月31日　鹿児島　

【講演 院外）】

田　  新生児マススクリー ングで 見 れる内分 疾患の診 と治療の実
 日本マススクリー ング学会技術部会第4会研修会　平成28年3月12日

【学会 表】

1.   第 1 回鹿児島 科病病連携の会　2015 年 7 月 3 日

2  一  第 1 回鹿児島 科病病連携の会　2015 年 7 月 3 日

･

【 文・ 上 表】

1.田 　 、 福 介、西本 、松崎　 、昇　卓夫、塩 彰浩
を 門上 の1例　防医大 （2015）40 4 ：265 270

【学会 表】

1 西 、中 彦、鉾立博文、大 保幸一、中 彦、 　
立 の 小線 治療後に 治性の 腸 および 道 を生 た 例

第180回日本医学放射線学会九州地 会　2015年2月14 15日　福

【講演（院内）】

鉾立博文 の 診 と放射線科的治療　第 回今給 総合病院がん診 講座　2015年3月20日

中 彦、 、鉾立博文、大 保幸一、松下芳 、田川 夫、小 俊彰、川 之、 一、
　中 彦
放射線治療の 事象と の対策（放射線治療U te 2015）
地域がん拠点病院　対外教育講演　2015年12月1日　 院講堂

【学会 表】

1 松 大助、小 史、 山 、 代、大西 子、 士子
在宅緩和ケアにおける療養 の と救急外 の重 性
第20回日本緩和医療学会学術大会　2015年6月18日　 市

2 小 史、 山 、 原 美、 崎まこと、 子、 永 、 流 文
がん化学療法後の嚥下 に行動療法を行った一例
鹿児島緩和ケア・ネットワーク　第17回大会　2014年10月25日

【 催】
がん診療に携 る医師に対する緩和ケア研修会　2015年10月24 25日　ホテル福丸　鹿児島市

【講演 院外）】
小  史 P AC に っていないメンタルケア～不 ～
 鹿児島県緩和ケア部門会　第1回緩和ケア部門　2015年1月24日　鹿児島大学病院

小  史 のつら と の対応
 平成27年度在宅医療推進事業 職種研修会　第2回緩和ケア研修会
 2015年10月31日　い き串 市医師会立 外科センター

【学会 表】

1 田代幸恵
肺病 　第135回鹿児島病理集談会 2015年11月10日 

【座長】

白濱　浩 第31回臨床 学会九州連合会　2015年07月25日 かごしま県民交流センター
白濱　浩 第135回鹿児島病理集談会 2015年11月10日　 院講

【 催】

第135回鹿児島病理集談会 2015年11月10日 

【 催・ 運営な 】

今給 総合病院 ケア研修会　2015年3月13日
今給 総合病院 ケア研修会　2015年9月16日

【学会 表】

1 田雅 、
骨の 定に吸 性プレートを用いたHAインプラント治療を行った 症例

日本 インプラント学会 第34回 支部学術大会 2015年2月1日 都

2 田雅 、 、山 一
科における 小術の実 と連携する歯科 科開業医に対するアンケート調査

第25回日本 症学会総会 2015年6月5日 東

3 、 田雅 、大 、南 、 一 、中 、
生体吸 性 による骨 定を行ったSSROの術後安定性　第25回日本 症学会総会　2015年6月5日 
東

4 田雅 、 、山 一
いびきを に 院した小下 症患者に対するオトガイ 成術の呼吸と に関する検討（症例報 ）
第60回日本 外科学会学術総会　2015年10月16 18日 名

5 M s s i Yos i , S, P
e e o in  ne  i e  n  te ni e o  ort o n t i  s r er  se  on st ies o  t e st
Wor  Con ress on ent  Rese r , i, UA  No  23 25,2015

【講演（院外）】

田雅  国 医療 ランティア活動 鹿児島大学  2015年5月21日　鹿児島市
田雅  学校歯科保健活動における科学的 拠

 平成27年度学校保健･安全･歯科保健講習会 2015年10月20日 南種子町
田雅  からの健 く  鹿児島 同 会 2015年11月11日 山 光ホテル
田雅  歯医者って しい！ 歯科 外科って 白い！ 長崎大学歯学部講 　2015年11月16日 長崎市
田雅  歯・ の外傷予防（スポーツ歯学）

 国体 等スキルアップ事業　2015年12月2日 鹿児島市 南高校
田雅  人と人とのつなが を大 に 鹿児島県保 医協会　2015年 
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【 文・ 上 表】
原
1.Obama K.
he feasibility and Efficacy of Dose-Adjusted Bortezomib, Melphalan and Dexamethasone for 
Transplantation-Ineligible Patients with Newly Diagnosed Multiple Myeloma. Acta Haematol 2015

【学会 表】
1.Kosuke Obama 
The feasibility and Efficacy of Dose-Adjusted Bortezomib, Melphalan and Dexamethasone for 
Transplantation-Ineligible Patients with Newly Diagnosed Multiple Myeloma.
第77回 日本血液学会総会　2015年10月17日　金

【講演 院外）】

1.今給  和幸
フ ーストカ ュレーションから 術まで　第 回　鹿児島 カンフ レンス　鹿児島市立病院

【講演 院内）】

1.今給  和幸
へのアプローチ　第 回今給 総合病院　がん診 講座　2015年3月20日

2.今給  和幸

　薬剤起 性消化管 のリスクとマネジメント　今給 総合病院　 会

【学会 表】

1.松山 、 永 介、新 昌 、川畠寿史
20年後に肺 で再 した 性線維性 症の1例
第75回日本呼吸器学会･日本 病学会九州支部 学術講演会　2015年10月　佐 市

【学会 表】

1. 理、金子浩之、安 、田代 一、 道 、 田 、 博、 理、中 俊成
AC R 体 性例における疾患ス クトラムの 性についての検討

第56回日本 学会学術大会　2015年5月21日  

2. 島 、 　 、  、 　 、長堂 竜維、丸山 芳一
中 によ 治療 性の を した 例　第311回日本内科学会九州地 会  2015年11月15日 長崎

【座長】
丸山芳一
鹿児島HI 感染症研究会「HI 感染症の新 見」九州医療センター　エイズ診療センター長　山本 生
鹿児島大学医学部 会館　2015年11月22日 鹿児島

【講演 院外）】
丸山芳一 血栓症のトータルメネージメント
 エドキサバンフォーラム in 鹿児島鹿児島東急イン 2015 年 5 月 25 日
丸山芳一 卒中のト ックスー 2015 年 卒中治療ガイドラインー
 第 87 回南薩医学研究会　南九州市　2015 年 8 月 27 日
丸山芳一 新規 薬のインパクト　 の光と
 第 48 回日本薬剤師会学術大会 ランチョンセミナー　鹿児島市　2015 年 11 月 22 日
長堂竜維 内分 総 　 田薬 　 田薬 鹿児島支社　2015 年 1 月 16 日
長堂竜維 パーキン ン病 　協和 キリン　協和 キリン鹿児島営業 　2015 年 1 月 26 日
長堂竜維 パーキン ン病の治療　大 薬　大 薬鹿児島営業 　2015 年 8 月 31 日

6 今給 幸、 　 、米田　敏
科における 全 視下 中 ～上 へ向か 11s、12 の を中 に～

第32回日本呼吸器外科学会総会　2015年5月14 15日　 高松　

7 山本 、山本 央 、 恵 、濱田 、 　
性 菌症に合 した 性 症例5例の検討

第32回日本呼吸器外科学会総会　2015年5月14 15日　高松

8 白 一光、今給 幸、山本 、米田　敏
大量血 を した on Re k in sen病の1例  第48回日本 部外科学会九州地 会 2015年8月6 7日 佐

9.山本 、山本 、 川健介、 恵 、濱田 、 　
化した 性慢性 性血 に対する分 治術

第48回日本 部外科学会九州地 会 2015年8月6 7日 佐

10.山本 、今給 幸、米田　敏
全 視下 肺S8区域  第6回南九州 ATSクラブ　2015年10月31日　かごしま鹿児島 

【座長】
米田 敏　第55回日本肺 学会九州地 会総会　2015年2月28日 福

【 文・ 上 表】

1.M ts n  S , o i  S, To  Y 
Risk tors or t e e e o ent o  e o t  in tients it  er i  s on oti  or  
o ression  ro S ine  24:142 149, 2015

2.Has i e H, onno S,T kes it  ,F k i M,T k s i ,C i  , Mi oto M, M ts oto M, s i Y, 
n ori M, M ts n  S, Hosono N, n ik  T, T nei i H, T n k  N, n  M, S i i  T, 

Kawakami M.
nese ort o e i  sso i tion k in e tion estionn ire OA P  s n o t o e 

e s re or tients it  o  k in: re eren e es in e t  o nteers   Ort o  S i 
20: 264 280,2015

3 宮 文 、 光 　 、 川良治、山  、 幸成、松永俊二、今給 、 堂 、米　和 、
小宮節 、 公 、 田

化 性 炎に対してP を施行した小 　整 外科と 外科64:56 58, 2015

4 宮 文 、川 、松永俊二
化 性 炎に対する を 用した 　 ジ ーナル　76：89 96, 2015

5 川良治、高 介
血管 付き骨 において Lo kin Co ression P teを用いた内 定の工夫　日本マイクロ会  29：
8 13, 2016

6 川良治、川 、山 　 、宮 文 、 田育 、 　永、松永俊二、今給 、高 介、　
外 寿 、 山 、佐 、川 之

院における手外科・マイクロサージェリー 域の診療体制　鹿児島市医報　54：15 18, 2015

【学会 表】

1 宮 文 　
後 骨化症の と治療について　T e 10t  S ino n S in  eetin  

第10回日中 外科手術検討会　2015年12月11日～12日　広東省広州市　中国

2 宮 文 、川 、松永俊二
傷症例の 傷 の の 傷と 高 による術後合 症管理

第44回日本 病学会　2015年4月17日　福 国 会議 　福 市

3 　永、 田 彦 、 川 、佐 　 、 　昌 　健 、中 介、新 昌幸、
田一 、
産 に 生した 骨 合 開に対して創外 定術 定を用いた一例

第64回東日本整 外科学会　2015年9月11日　福島市

4 宮 文 、 川良治、川 、山 、松永俊二、今給
内視 視下 定術 定術の実
第130回西日本整 外科学会　2015年11月14日　宮崎市民プラザ　宮崎市

5 川良治、川 、山 、宮 文 、松永俊二、今給 、高 介、川 之
病に合 した C r ot関節症の1例

第130回西日本整 外科学会　2015年11月15日　宮崎市民プラザ　宮崎市

6 山 、松永俊二、宮 文 、川 、 川良治
院における小児上 骨 上骨 手術例の検討 日整会整 外科研修施設の立 から

第57回鹿児島整 会　2015年4月25日　米 ラー ングセンター

7 川良治、山 、松永俊二、宮 文 、川 、高 介
院における手外科・マイクロサージェリー 域の治療成 2014年度の症例報

第57回鹿児島整 会　2015年4月25日　米 ラー ングセンター

8 川良治、高 介
上 骨 関節に対し 骨 質付き 骨 を行った1例
第42回日本マイクロサージェリー学会 2015年11月26日　ラグレ いたま いたま市

【座長】

松永俊二 疾患の の  第44回日本 病学福 国 会議  2015年4月17日 福 市
松永俊二 後 骨化症　第88回日本整 外科学会学術集会 2015年5月21日　 国 会議 　 市
松永俊二 炎・肝炎 第50回九州リウマチ学会　2015年9月5日 鹿児島県医師会館 鹿児島市
松永俊二 第1回鹿児島 ・慢性 講演会　2015年9月18日 レンブラントホテル
松永俊二 薬剤性消化性 のリスクマネージメント～患者 んを消化管 血からま るために～
 今給 総合病院院内講演会 2015年11月12日 今給 総合病院地下講堂

【院外講演】

松永俊二　 骨 症の現状と治療 第一 共社内講演会 第一 共鹿児島支  2015年7月22日 鹿児島市
松永俊二 骨 症治療の現状と展開 骨 症の予防と治療ガイドライン2015改 を まえて
 大島 医師会学術講演会　2015年11月6日 名 市

【院内講演】

松永俊二 アサーチブコミュ ケーションのすすめ リハビリ科講演会 2015年3月16日 リハビリ

【 文・ 上 表】
1.T k i S, o ts  , is  T,Tok oto H, Is i ki T, Ari r  
S r i  orre tion o  o e  s n t  it  on  sion sin  i o s i  s or one 
n  oint s r e o er e ter in er se r tion  
 P st Re onstr Aest et S r  2015 Fe 68 2 :280 2  oi: 10 1016 s 2014 10 009   
2014 O t 17  

2 外 寿 、 厚臣、小 子、 美保、山路  　
骨骨 炎に対し 生 質 リン カルシウム ーストを用いて治療した1例 

創傷 o  6 2015  No  4  163 166

【学会 表】

1 高 介、 、 山 、外 寿 、門松 一、 スローン和子 
血管 付き骨 による 関節治療　第18回 和大学九州同門会学術集会　2015年1月24日 佐  

2 、 介、外 寿 、門松 一 
上 歯部歯 骨欠 に対して骨延長法によ 再 を行った1例 

第18回 和大学九州同門会学術集会　2015年1月24日 

3 佐 、 田和 、 原 子、宮本 平、新保 、  
乳 インプラント選 の 下 厚補 の 用性 
第59回日本 成外科学会総会学術集会　2015年4月13日　福

4 介、鉾立博文、 山 、外 寿 、佐 、今
動 術が行 れた第1趾 部A Mの1例 第12回日本血管 血管 学会 2015年7月17日　東

5 外 寿 、 介、  
CGF療法を用いたNPWT後の褥瘡治療について 日本褥瘡学会九州地 会 2015年5月16日　福

6 外 寿 、 介、
ミトコンドリア 症による 下 に対する　 アッテクス を用いた治療法 第7回日本創傷外科学会 
2015年7月25日　東

7 佐 、 田和 、宮本 平、新保 、 原 子、
外傷性 道 腸 の1例　第7回日本創傷外科学会　2015年7月25日　東

8 佐 、 田和 、大 、 原 子、宮本 平、新保 、  
インプラントによる乳 再 術後に市中感染 MRSAを検 した1例 
第3回日本乳 オンコプラスティックサージ リー学会 2015年9月4日　

9 介、 山 、外 寿 、佐  
骨骨 の治療 院における ブローアウト骨 の治療

第33回 和大学同門会学術集会 2015年10月18日

10 外 寿 、 介、 山 、佐 、門松 一 
S erFI SOR M  T k s ste を用いた 骨骨 治療
第33回日本 外科学会　2015年11月13日　

11 高 介、大 治 
介 骨 を行った 性 外反症の4例 第22回 成外科フォーラム 

12 介、 山 、外 寿 、佐  
慢性放射線 の2例 第4回鹿児島創傷研究会　鹿児島

13 佐 、 介
道 腸 の1例　第4回鹿児島創傷研究会　鹿児島

14 高 介、 山 、外 寿 、佐 、 川良治、門松 一  
四肢再 における血管 合のコツ 第42回日本マイクロサージ リー学会　2015年11月26日　 いたま市

15 川良治、 介 
上 骨 関節に対し 骨 質付 骨 を行った1例
第42回日本マイクロサージ リー学会 2015年11月26日　 いたま市

16 山 、 介、佐 、外 寿 、 川良治 
上 骨感染性 関節に対して血管 付き骨 ・骨 を用いて治療を行った1例 

第42回日本マイクロサージ リー学会　2015年11月26日　 いたま市

【講演 院外）】

介 褥瘡の治療　第8回鹿児島県在宅褥瘡セミナー　2015年3月14日

【 文・ 上 表】

1 丸山 子
児機能不全　小児内科47 刊 「小児疾患診療のための病 生理2」：38 44, 2015

2 丸山 子
サイトメガロウイルス感染をチェック に 産児に らい乳する から
産 医学　45  刊  「 産 医学 から 集」:744 745, 2015

【講演 院外）】

丸山 子 産 と感染症　第 5回 生長会 産婦人科レビューコース　2015 年 2 月

【 文・ 上 表】
原
1 川 平、児 一、永 博 、 之内 一、 文、西 一
ロタウイルス腸炎後に腎後性急性腎 を 症した1例　小児科臨床 68:2041 2046, 2015

【学会 表】

1 永 、 本 、丸山 介、 手 俊彦、関 子、 田 、大 代子、 田 、 田美 代、
　 文
2症例を 機に した、鹿児島県における性分化疾患情報共 の 「 の会」の活動
第49回日本小児内分 学会学術集会　2015年10月8 10日　東 　

2 永 、 本 、丸山 介、 手 俊彦、 田 史、関　 子、 田　 、大 代子、 田　 、
　 田美 代、 文

院で した性分化疾患の2症例と の会 の
第159回日本小児科学会鹿児島地 会　2015年6月21日　鹿児島　

3 今 研介、 田　
をきたしたSGAの3例　第20回鹿児島小児内分 研究会　2015年10月31日　鹿児島　

【講演 院外）】

田　  新生児マススクリー ングで 見 れる内分 疾患の診 と治療の実
 日本マススクリー ング学会技術部会第4会研修会　平成28年3月12日

【学会 表】

1.   第 1 回鹿児島 科病病連携の会　2015 年 7 月 3 日

2  一  第 1 回鹿児島 科病病連携の会　2015 年 7 月 3 日

･

【 文・ 上 表】

1.田 　 、 福 介、西本 、松崎　 、昇　卓夫、塩 彰浩
を 門上 の1例　防医大 （2015）40 4 ：265 270

【学会 表】

1 西 、中 彦、鉾立博文、大 保幸一、中 彦、 　
立 の 小線 治療後に 治性の 腸 および 道 を生 た 例

第180回日本医学放射線学会九州地 会　2015年2月14 15日　福

【講演（院内）】

鉾立博文 の 診 と放射線科的治療　第 回今給 総合病院がん診 講座　2015年3月20日

中 彦、 、鉾立博文、大 保幸一、松下芳 、田川 夫、小 俊彰、川 之、 一、
　中 彦
放射線治療の 事象と の対策（放射線治療U te 2015）
地域がん拠点病院　対外教育講演　2015年12月1日　 院講堂

【学会 表】

1 松 大助、小 史、 山 、 代、大西 子、 士子
在宅緩和ケアにおける療養 の と救急外 の重 性
第20回日本緩和医療学会学術大会　2015年6月18日　 市

2 小 史、 山 、 原 美、 崎まこと、 子、 永 、 流 文
がん化学療法後の嚥下 に行動療法を行った一例
鹿児島緩和ケア・ネットワーク　第17回大会　2014年10月25日

【 催】
がん診療に携 る医師に対する緩和ケア研修会　2015年10月24 25日　ホテル福丸　鹿児島市

【講演 院外）】
小  史 P AC に っていないメンタルケア～不 ～
 鹿児島県緩和ケア部門会　第1回緩和ケア部門　2015年1月24日　鹿児島大学病院

小  史 のつら と の対応
 平成27年度在宅医療推進事業 職種研修会　第2回緩和ケア研修会
 2015年10月31日　い き串 市医師会立 外科センター

【学会 表】

1 田代幸恵
肺病 　第135回鹿児島病理集談会 2015年11月10日 

【座長】

白濱　浩 第31回臨床 学会九州連合会　2015年07月25日 かごしま県民交流センター
白濱　浩 第135回鹿児島病理集談会 2015年11月10日　 院講

【 催】

第135回鹿児島病理集談会 2015年11月10日 

【 催・ 運営な 】

今給 総合病院 ケア研修会　2015年3月13日
今給 総合病院 ケア研修会　2015年9月16日

【学会 表】

1 田雅 、
骨の 定に吸 性プレートを用いたHAインプラント治療を行った 症例

日本 インプラント学会 第34回 支部学術大会 2015年2月1日 都

2 田雅 、 、山 一
科における 小術の実 と連携する歯科 科開業医に対するアンケート調査

第25回日本 症学会総会 2015年6月5日 東

3 、 田雅 、大 、南 、 一 、中 、
生体吸 性 による骨 定を行ったSSROの術後安定性　第25回日本 症学会総会　2015年6月5日 
東

4 田雅 、 、山 一
いびきを に 院した小下 症患者に対するオトガイ 成術の呼吸と に関する検討（症例報 ）
第60回日本 外科学会学術総会　2015年10月16 18日 名

5 M s s i Yos i , S, P
e e o in  ne  i e  n  te ni e o  ort o n t i  s r er  se  on st ies o  t e st
Wor  Con ress on ent  Rese r , i, UA  No  23 25,2015

【講演（院外）】

田雅  国 医療 ランティア活動 鹿児島大学  2015年5月21日　鹿児島市
田雅  学校歯科保健活動における科学的 拠

 平成27年度学校保健･安全･歯科保健講習会 2015年10月20日 南種子町
田雅  からの健 く  鹿児島 同 会 2015年11月11日 山 光ホテル
田雅  歯医者って しい！ 歯科 外科って 白い！ 長崎大学歯学部講 　2015年11月16日 長崎市
田雅  歯・ の外傷予防（スポーツ歯学）

 国体 等スキルアップ事業　2015年12月2日 鹿児島市 南高校
田雅  人と人とのつなが を大 に 鹿児島県保 医協会　2015年 

【 文・ 上 表】
原
1.Obama K.
he feasibility and Efficacy of Dose-Adjusted Bortezomib, Melphalan and Dexamethasone for 
Transplantation-Ineligible Patients with Newly Diagnosed Multiple Myeloma. Acta Haematol 2015

【学会 表】
1.Kosuke Obama 
The feasibility and Efficacy of Dose-Adjusted Bortezomib, Melphalan and Dexamethasone for 
Transplantation-Ineligible Patients with Newly Diagnosed Multiple Myeloma.
第77回 日本血液学会総会　2015年10月17日　金

【講演 院外）】

1.今給  和幸
フ ーストカ ュレーションから 術まで　第 回　鹿児島 カンフ レンス　鹿児島市立病院

【講演 院内）】

1.今給  和幸
へのアプローチ　第 回今給 総合病院　がん診 講座　2015年3月20日

2.今給  和幸

　薬剤起 性消化管 のリスクとマネジメント　今給 総合病院　 会

【学会 表】

1.松山 、 永 介、新 昌 、川畠寿史
20年後に肺 で再 した 性線維性 症の1例
第75回日本呼吸器学会･日本 病学会九州支部 学術講演会　2015年10月　佐 市

【学会 表】

1. 理、金子浩之、安 、田代 一、 道 、 田 、 博、 理、中 俊成
AC R 体 性例における疾患ス クトラムの 性についての検討

第56回日本 学会学術大会　2015年5月21日  

2. 島 、 　 、  、 　 、長堂 竜維、丸山 芳一
中 によ 治療 性の を した 例　第311回日本内科学会九州地 会  2015年11月15日 長崎

【座長】
丸山芳一
鹿児島HI 感染症研究会「HI 感染症の新 見」九州医療センター　エイズ診療センター長　山本 生
鹿児島大学医学部 会館　2015年11月22日 鹿児島

【講演 院外）】
丸山芳一 血栓症のトータルメネージメント
 エドキサバンフォーラム in 鹿児島鹿児島東急イン 2015 年 5 月 25 日
丸山芳一 卒中のト ックスー 2015 年 卒中治療ガイドラインー
 第 87 回南薩医学研究会　南九州市　2015 年 8 月 27 日
丸山芳一 新規 薬のインパクト　 の光と
 第 48 回日本薬剤師会学術大会 ランチョンセミナー　鹿児島市　2015 年 11 月 22 日
長堂竜維 内分 総 　 田薬 　 田薬 鹿児島支社　2015 年 1 月 16 日
長堂竜維 パーキン ン病 　協和 キリン　協和 キリン鹿児島営業 　2015 年 1 月 26 日
長堂竜維 パーキン ン病の治療　大 薬　大 薬鹿児島営業 　2015 年 8 月 31 日

6 今給 幸、 　 、米田　敏
科における 全 視下 中 ～上 へ向か 11s、12 の を中 に～

第32回日本呼吸器外科学会総会　2015年5月14 15日　 高松　

7 山本 、山本 央 、 恵 、濱田 、 　
性 菌症に合 した 性 症例5例の検討

第32回日本呼吸器外科学会総会　2015年5月14 15日　高松

8 白 一光、今給 幸、山本 、米田　敏
大量血 を した on Re k in sen病の1例  第48回日本 部外科学会九州地 会 2015年8月6 7日 佐

9.山本 、山本 、 川健介、 恵 、濱田 、 　
化した 性慢性 性血 に対する分 治術

第48回日本 部外科学会九州地 会 2015年8月6 7日 佐

10.山本 、今給 幸、米田　敏
全 視下 肺S8区域  第6回南九州 ATSクラブ　2015年10月31日　かごしま鹿児島 

【座長】
米田 敏　第55回日本肺 学会九州地 会総会　2015年2月28日 福

【 文・ 上 表】

1.M ts n  S , o i  S, To  Y 
Risk tors or t e e e o ent o  e o t  in tients it  er i  s on oti  or  
o ression  ro S ine  24:142 149, 2015

2.Has i e H, onno S,T kes it  ,F k i M,T k s i ,C i  , Mi oto M, M ts oto M, s i Y, 
n ori M, M ts n  S, Hosono N, n ik  T, T nei i H, T n k  N, n  M, S i i  T, 

Kawakami M.
nese ort o e i  sso i tion k in e tion estionn ire OA P  s n o t o e 

e s re or tients it  o  k in: re eren e es in e t  o nteers   Ort o  S i 
20: 264 280,2015

3 宮 文 、 光 　 、 川良治、山  、 幸成、松永俊二、今給 、 堂 、米　和 、
小宮節 、 公 、 田

化 性 炎に対してP を施行した小 　整 外科と 外科64:56 58, 2015

4 宮 文 、川 、松永俊二
化 性 炎に対する を 用した 　 ジ ーナル　76：89 96, 2015

5 川良治、高 介
血管 付き骨 において Lo kin Co ression P teを用いた内 定の工夫　日本マイクロ会  29：
8 13, 2016

6 川良治、川 、山 　 、宮 文 、 田育 、 　永、松永俊二、今給 、高 介、　
外 寿 、 山 、佐 、川 之

院における手外科・マイクロサージェリー 域の診療体制　鹿児島市医報　54：15 18, 2015

【学会 表】

1 宮 文 　
後 骨化症の と治療について　T e 10t  S ino n S in  eetin  

第10回日中 外科手術検討会　2015年12月11日～12日　広東省広州市　中国

2 宮 文 、川 、松永俊二
傷症例の 傷 の の 傷と 高 による術後合 症管理

第44回日本 病学会　2015年4月17日　福 国 会議 　福 市

3 　永、 田 彦 、 川 、佐 　 、 　昌 　健 、中 介、新 昌幸、
田一 、
産 に 生した 骨 合 開に対して創外 定術 定を用いた一例

第64回東日本整 外科学会　2015年9月11日　福島市

4 宮 文 、 川良治、川 、山 、松永俊二、今給
内視 視下 定術 定術の実
第130回西日本整 外科学会　2015年11月14日　宮崎市民プラザ　宮崎市

5 川良治、川 、山 、宮 文 、松永俊二、今給 、高 介、川 之
病に合 した C r ot関節症の1例

第130回西日本整 外科学会　2015年11月15日　宮崎市民プラザ　宮崎市

6 山 、松永俊二、宮 文 、川 、 川良治
院における小児上 骨 上骨 手術例の検討 日整会整 外科研修施設の立 から

第57回鹿児島整 会　2015年4月25日　米 ラー ングセンター

7 川良治、山 、松永俊二、宮 文 、川 、高 介
院における手外科・マイクロサージェリー 域の治療成 2014年度の症例報

第57回鹿児島整 会　2015年4月25日　米 ラー ングセンター

8 川良治、高 介
上 骨 関節に対し 骨 質付き 骨 を行った1例
第42回日本マイクロサージェリー学会 2015年11月26日　ラグレ いたま いたま市

【座長】

松永俊二 疾患の の  第44回日本 病学福 国 会議  2015年4月17日 福 市
松永俊二 後 骨化症　第88回日本整 外科学会学術集会 2015年5月21日　 国 会議 　 市
松永俊二 炎・肝炎 第50回九州リウマチ学会　2015年9月5日 鹿児島県医師会館 鹿児島市
松永俊二 第1回鹿児島 ・慢性 講演会　2015年9月18日 レンブラントホテル
松永俊二 薬剤性消化性 のリスクマネージメント～患者 んを消化管 血からま るために～
 今給 総合病院院内講演会 2015年11月12日 今給 総合病院地下講堂

【院外講演】

松永俊二　 骨 症の現状と治療 第一 共社内講演会 第一 共鹿児島支  2015年7月22日 鹿児島市
松永俊二 骨 症治療の現状と展開 骨 症の予防と治療ガイドライン2015改 を まえて
 大島 医師会学術講演会　2015年11月6日 名 市

【院内講演】

松永俊二 アサーチブコミュ ケーションのすすめ リハビリ科講演会 2015年3月16日 リハビリ

【 文・ 上 表】
1.T k i S, o ts  , is  T,Tok oto H, Is i ki T, Ari r  
S r i  orre tion o  o e  s n t  it  on  sion sin  i o s i  s or one 
n  oint s r e o er e ter in er se r tion  
 P st Re onstr Aest et S r  2015 Fe 68 2 :280 2  oi: 10 1016 s 2014 10 009   
2014 O t 17  

2 外 寿 、 厚臣、小 子、 美保、山路  　
骨骨 炎に対し 生 質 リン カルシウム ーストを用いて治療した1例 

創傷 o  6 2015  No  4  163 166

【学会 表】

1 高 介、 、 山 、外 寿 、門松 一、 スローン和子 
血管 付き骨 による 関節治療　第18回 和大学九州同門会学術集会　2015年1月24日 佐  

2 、 介、外 寿 、門松 一 
上 歯部歯 骨欠 に対して骨延長法によ 再 を行った1例 

第18回 和大学九州同門会学術集会　2015年1月24日 

3 佐 、 田和 、 原 子、宮本 平、新保 、  
乳 インプラント選 の 下 厚補 の 用性 
第59回日本 成外科学会総会学術集会　2015年4月13日　福

4 介、鉾立博文、 山 、外 寿 、佐 、今
動 術が行 れた第1趾 部A Mの1例 第12回日本血管 血管 学会 2015年7月17日　東

5 外 寿 、 介、  
CGF療法を用いたNPWT後の褥瘡治療について 日本褥瘡学会九州地 会 2015年5月16日　福

6 外 寿 、 介、
ミトコンドリア 症による 下 に対する　 アッテクス を用いた治療法 第7回日本創傷外科学会 
2015年7月25日　東

7 佐 、 田和 、宮本 平、新保 、 原 子、
外傷性 道 腸 の1例　第7回日本創傷外科学会　2015年7月25日　東

8 佐 、 田和 、大 、 原 子、宮本 平、新保 、  
インプラントによる乳 再 術後に市中感染 MRSAを検 した1例 
第3回日本乳 オンコプラスティックサージ リー学会 2015年9月4日　

9 介、 山 、外 寿 、佐  
骨骨 の治療 院における ブローアウト骨 の治療

第33回 和大学同門会学術集会 2015年10月18日

10 外 寿 、 介、 山 、佐 、門松 一 
S erFI SOR M  T k s ste を用いた 骨骨 治療
第33回日本 外科学会　2015年11月13日　

11 高 介、大 治 
介 骨 を行った 性 外反症の4例 第22回 成外科フォーラム 

12 介、 山 、外 寿 、佐  
慢性放射線 の2例 第4回鹿児島創傷研究会　鹿児島

13 佐 、 介
道 腸 の1例　第4回鹿児島創傷研究会　鹿児島

14 高 介、 山 、外 寿 、佐 、 川良治、門松 一  
四肢再 における血管 合のコツ 第42回日本マイクロサージ リー学会　2015年11月26日　 いたま市

15 川良治、 介 
上 骨 関節に対し 骨 質付 骨 を行った1例
第42回日本マイクロサージ リー学会 2015年11月26日　 いたま市

16 山 、 介、佐 、外 寿 、 川良治 
上 骨感染性 関節に対して血管 付き骨 ・骨 を用いて治療を行った1例 

第42回日本マイクロサージ リー学会　2015年11月26日　 いたま市

【講演 院外）】

介 褥瘡の治療　第8回鹿児島県在宅褥瘡セミナー　2015年3月14日

【 文・ 上 表】

1 丸山 子
児機能不全　小児内科47 刊 「小児疾患診療のための病 生理2」：38 44, 2015

2 丸山 子
サイトメガロウイルス感染をチェック に 産児に らい乳する から
産 医学　45  刊  「 産 医学 から 集」:744 745, 2015

【講演 院外）】

丸山 子 産 と感染症　第 5回 生長会 産婦人科レビューコース　2015 年 2 月

【 文・ 上 表】
原
1 川 平、児 一、永 博 、 之内 一、 文、西 一
ロタウイルス腸炎後に腎後性急性腎 を 症した1例　小児科臨床 68:2041 2046, 2015

【学会 表】

1 永 、 本 、丸山 介、 手 俊彦、関 子、 田 、大 代子、 田 、 田美 代、
　 文
2症例を 機に した、鹿児島県における性分化疾患情報共 の 「 の会」の活動
第49回日本小児内分 学会学術集会　2015年10月8 10日　東 　

2 永 、 本 、丸山 介、 手 俊彦、 田 史、関　 子、 田　 、大 代子、 田　 、
　 田美 代、 文

院で した性分化疾患の2症例と の会 の
第159回日本小児科学会鹿児島地 会　2015年6月21日　鹿児島　

3 今 研介、 田　
をきたしたSGAの3例　第20回鹿児島小児内分 研究会　2015年10月31日　鹿児島　

【講演 院外）】

田　  新生児マススクリー ングで 見 れる内分 疾患の診 と治療の実
 日本マススクリー ング学会技術部会第4会研修会　平成28年3月12日

【学会 表】

1.   第 1 回鹿児島 科病病連携の会　2015 年 7 月 3 日

2  一  第 1 回鹿児島 科病病連携の会　2015 年 7 月 3 日

･

【 文・ 上 表】

1.田 　 、 福 介、西本 、松崎　 、昇　卓夫、塩 彰浩
を 門上 の1例　防医大 （2015）40 4 ：265 270

【学会 表】

1 西 、中 彦、鉾立博文、大 保幸一、中 彦、 　
立 の 小線 治療後に 治性の 腸 および 道 を生 た 例

第180回日本医学放射線学会九州地 会　2015年2月14 15日　福

【講演（院内）】

鉾立博文 の 診 と放射線科的治療　第 回今給 総合病院がん診 講座　2015年3月20日

中 彦、 、鉾立博文、大 保幸一、松下芳 、田川 夫、小 俊彰、川 之、 一、
　中 彦
放射線治療の 事象と の対策（放射線治療U te 2015）
地域がん拠点病院　対外教育講演　2015年12月1日　 院講堂

【学会 表】

1 松 大助、小 史、 山 、 代、大西 子、 士子
在宅緩和ケアにおける療養 の と救急外 の重 性
第20回日本緩和医療学会学術大会　2015年6月18日　 市

2 小 史、 山 、 原 美、 崎まこと、 子、 永 、 流 文
がん化学療法後の嚥下 に行動療法を行った一例
鹿児島緩和ケア・ネットワーク　第17回大会　2014年10月25日

【 催】
がん診療に携 る医師に対する緩和ケア研修会　2015年10月24 25日　ホテル福丸　鹿児島市

【講演 院外）】
小  史 P AC に っていないメンタルケア～不 ～
 鹿児島県緩和ケア部門会　第1回緩和ケア部門　2015年1月24日　鹿児島大学病院

小  史 のつら と の対応
 平成27年度在宅医療推進事業 職種研修会　第2回緩和ケア研修会
 2015年10月31日　い き串 市医師会立 外科センター

【学会 表】

1 田代幸恵
肺病 　第135回鹿児島病理集談会 2015年11月10日 

【座長】

白濱　浩 第31回臨床 学会九州連合会　2015年07月25日 かごしま県民交流センター
白濱　浩 第135回鹿児島病理集談会 2015年11月10日　 院講

【 催】

第135回鹿児島病理集談会 2015年11月10日 

【 催・ 運営な 】

今給 総合病院 ケア研修会　2015年3月13日
今給 総合病院 ケア研修会　2015年9月16日

【学会 表】

1 田雅 、
骨の 定に吸 性プレートを用いたHAインプラント治療を行った 症例

日本 インプラント学会 第34回 支部学術大会 2015年2月1日 都

2 田雅 、 、山 一
科における 小術の実 と連携する歯科 科開業医に対するアンケート調査

第25回日本 症学会総会 2015年6月5日 東

3 、 田雅 、大 、南 、 一 、中 、
生体吸 性 による骨 定を行ったSSROの術後安定性　第25回日本 症学会総会　2015年6月5日 
東

4 田雅 、 、山 一
いびきを に 院した小下 症患者に対するオトガイ 成術の呼吸と に関する検討（症例報 ）
第60回日本 外科学会学術総会　2015年10月16 18日 名

5 M s s i Yos i , S, P
e e o in  ne  i e  n  te ni e o  ort o n t i  s r er  se  on st ies o  t e st
Wor  Con ress on ent  Rese r , i, UA  No  23 25,2015

【講演（院外）】

田雅  国 医療 ランティア活動 鹿児島大学  2015年5月21日　鹿児島市
田雅  学校歯科保健活動における科学的 拠

 平成27年度学校保健･安全･歯科保健講習会 2015年10月20日 南種子町
田雅  からの健 く  鹿児島 同 会 2015年11月11日 山 光ホテル
田雅  歯医者って しい！ 歯科 外科って 白い！ 長崎大学歯学部講 　2015年11月16日 長崎市
田雅  歯・ の外傷予防（スポーツ歯学）

 国体 等スキルアップ事業　2015年12月2日 鹿児島市 南高校
田雅  人と人とのつなが を大 に 鹿児島県保 医協会　2015年 
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【 文・ 上 表】
原
1.Obama K.
he feasibility and Efficacy of Dose-Adjusted Bortezomib, Melphalan and Dexamethasone for 
Transplantation-Ineligible Patients with Newly Diagnosed Multiple Myeloma. Acta Haematol 2015

【学会 表】
1.Kosuke Obama 
The feasibility and Efficacy of Dose-Adjusted Bortezomib, Melphalan and Dexamethasone for 
Transplantation-Ineligible Patients with Newly Diagnosed Multiple Myeloma.
第77回 日本血液学会総会　2015年10月17日　金

【講演 院外）】

1.今給  和幸
フ ーストカ ュレーションから 術まで　第 回　鹿児島 カンフ レンス　鹿児島市立病院

【講演 院内）】

1.今給  和幸
へのアプローチ　第 回今給 総合病院　がん診 講座　2015年3月20日

2.今給  和幸

　薬剤起 性消化管 のリスクとマネジメント　今給 総合病院　 会

【学会 表】

1.松山 、 永 介、新 昌 、川畠寿史
20年後に肺 で再 した 性線維性 症の1例
第75回日本呼吸器学会･日本 病学会九州支部 学術講演会　2015年10月　佐 市

【学会 表】

1. 理、金子浩之、安 、田代 一、 道 、 田 、 博、 理、中 俊成
AC R 体 性例における疾患ス クトラムの 性についての検討

第56回日本 学会学術大会　2015年5月21日  

2. 島 、 　 、  、 　 、長堂 竜維、丸山 芳一
中 によ 治療 性の を した 例　第311回日本内科学会九州地 会  2015年11月15日 長崎

【座長】
丸山芳一
鹿児島HI 感染症研究会「HI 感染症の新 見」九州医療センター　エイズ診療センター長　山本 生
鹿児島大学医学部 会館　2015年11月22日 鹿児島

【講演 院外）】
丸山芳一 血栓症のトータルメネージメント
 エドキサバンフォーラム in 鹿児島鹿児島東急イン 2015 年 5 月 25 日
丸山芳一 卒中のト ックスー 2015 年 卒中治療ガイドラインー
 第 87 回南薩医学研究会　南九州市　2015 年 8 月 27 日
丸山芳一 新規 薬のインパクト　 の光と
 第 48 回日本薬剤師会学術大会 ランチョンセミナー　鹿児島市　2015 年 11 月 22 日
長堂竜維 内分 総 　 田薬 　 田薬 鹿児島支社　2015 年 1 月 16 日
長堂竜維 パーキン ン病 　協和 キリン　協和 キリン鹿児島営業 　2015 年 1 月 26 日
長堂竜維 パーキン ン病の治療　大 薬　大 薬鹿児島営業 　2015 年 8 月 31 日

6 今給 幸、 　 、米田　敏
科における 全 視下 中 ～上 へ向か 11s、12 の を中 に～

第32回日本呼吸器外科学会総会　2015年5月14 15日　 高松　

7 山本 、山本 央 、 恵 、濱田 、 　
性 菌症に合 した 性 症例5例の検討

第32回日本呼吸器外科学会総会　2015年5月14 15日　高松

8 白 一光、今給 幸、山本 、米田　敏
大量血 を した on Re k in sen病の1例  第48回日本 部外科学会九州地 会 2015年8月6 7日 佐

9.山本 、山本 、 川健介、 恵 、濱田 、 　
化した 性慢性 性血 に対する分 治術

第48回日本 部外科学会九州地 会 2015年8月6 7日 佐

10.山本 、今給 幸、米田　敏
全 視下 肺S8区域  第6回南九州 ATSクラブ　2015年10月31日　かごしま鹿児島 

【座長】
米田 敏　第55回日本肺 学会九州地 会総会　2015年2月28日 福

【 文・ 上 表】

1.M ts n  S , o i  S, To  Y 
Risk tors or t e e e o ent o  e o t  in tients it  er i  s on oti  or  
o ression  ro S ine  24:142 149, 2015

2.Has i e H, onno S,T kes it  ,F k i M,T k s i ,C i  , Mi oto M, M ts oto M, s i Y, 
n ori M, M ts n  S, Hosono N, n ik  T, T nei i H, T n k  N, n  M, S i i  T, 

Kawakami M.
nese ort o e i  sso i tion k in e tion estionn ire OA P  s n o t o e 

e s re or tients it  o  k in: re eren e es in e t  o nteers   Ort o  S i 
20: 264 280,2015

3 宮 文 、 光 　 、 川良治、山  、 幸成、松永俊二、今給 、 堂 、米　和 、
小宮節 、 公 、 田

化 性 炎に対してP を施行した小 　整 外科と 外科64:56 58, 2015

4 宮 文 、川 、松永俊二
化 性 炎に対する を 用した 　 ジ ーナル　76：89 96, 2015

5 川良治、高 介
血管 付き骨 において Lo kin Co ression P teを用いた内 定の工夫　日本マイクロ会  29：
8 13, 2016

6 川良治、川 、山 　 、宮 文 、 田育 、 　永、松永俊二、今給 、高 介、　
外 寿 、 山 、佐 、川 之

院における手外科・マイクロサージェリー 域の診療体制　鹿児島市医報　54：15 18, 2015

【学会 表】

1 宮 文 　
後 骨化症の と治療について　T e 10t  S ino n S in  eetin  

第10回日中 外科手術検討会　2015年12月11日～12日　広東省広州市　中国

2 宮 文 、川 、松永俊二
傷症例の 傷 の の 傷と 高 による術後合 症管理

第44回日本 病学会　2015年4月17日　福 国 会議 　福 市

3 　永、 田 彦 、 川 、佐 　 、 　昌 　健 、中 介、新 昌幸、
田一 、
産 に 生した 骨 合 開に対して創外 定術 定を用いた一例

第64回東日本整 外科学会　2015年9月11日　福島市

4 宮 文 、 川良治、川 、山 、松永俊二、今給
内視 視下 定術 定術の実
第130回西日本整 外科学会　2015年11月14日　宮崎市民プラザ　宮崎市

5 川良治、川 、山 、宮 文 、松永俊二、今給 、高 介、川 之
病に合 した C r ot関節症の1例

第130回西日本整 外科学会　2015年11月15日　宮崎市民プラザ　宮崎市

6 山 、松永俊二、宮 文 、川 、 川良治
院における小児上 骨 上骨 手術例の検討 日整会整 外科研修施設の立 から

第57回鹿児島整 会　2015年4月25日　米 ラー ングセンター

7 川良治、山 、松永俊二、宮 文 、川 、高 介
院における手外科・マイクロサージェリー 域の治療成 2014年度の症例報

第57回鹿児島整 会　2015年4月25日　米 ラー ングセンター

8 川良治、高 介
上 骨 関節に対し 骨 質付き 骨 を行った1例
第42回日本マイクロサージェリー学会 2015年11月26日　ラグレ いたま いたま市

【座長】

松永俊二 疾患の の  第44回日本 病学福 国 会議  2015年4月17日 福 市
松永俊二 後 骨化症　第88回日本整 外科学会学術集会 2015年5月21日　 国 会議 　 市
松永俊二 炎・肝炎 第50回九州リウマチ学会　2015年9月5日 鹿児島県医師会館 鹿児島市
松永俊二 第1回鹿児島 ・慢性 講演会　2015年9月18日 レンブラントホテル
松永俊二 薬剤性消化性 のリスクマネージメント～患者 んを消化管 血からま るために～
 今給 総合病院院内講演会 2015年11月12日 今給 総合病院地下講堂

【院外講演】

松永俊二　 骨 症の現状と治療 第一 共社内講演会 第一 共鹿児島支  2015年7月22日 鹿児島市
松永俊二 骨 症治療の現状と展開 骨 症の予防と治療ガイドライン2015改 を まえて
 大島 医師会学術講演会　2015年11月6日 名 市

【院内講演】

松永俊二 アサーチブコミュ ケーションのすすめ リハビリ科講演会 2015年3月16日 リハビリ

【 文・ 上 表】
1.T k i S, o ts  , is  T,Tok oto H, Is i ki T, Ari r  
S r i  orre tion o  o e  s n t  it  on  sion sin  i o s i  s or one 
n  oint s r e o er e ter in er se r tion  
 P st Re onstr Aest et S r  2015 Fe 68 2 :280 2  oi: 10 1016 s 2014 10 009   
2014 O t 17  

2 外 寿 、 厚臣、小 子、 美保、山路  　
骨骨 炎に対し 生 質 リン カルシウム ーストを用いて治療した1例 
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【学会 表】

1 高 介、 、 山 、外 寿 、門松 一、 スローン和子 
血管 付き骨 による 関節治療　第18回 和大学九州同門会学術集会　2015年1月24日 佐  

2 、 介、外 寿 、門松 一 
上 歯部歯 骨欠 に対して骨延長法によ 再 を行った1例 

第18回 和大学九州同門会学術集会　2015年1月24日 

3 佐 、 田和 、 原 子、宮本 平、新保 、  
乳 インプラント選 の 下 厚補 の 用性 
第59回日本 成外科学会総会学術集会　2015年4月13日　福

4 介、鉾立博文、 山 、外 寿 、佐 、今
動 術が行 れた第1趾 部A Mの1例 第12回日本血管 血管 学会 2015年7月17日　東

5 外 寿 、 介、  
CGF療法を用いたNPWT後の褥瘡治療について 日本褥瘡学会九州地 会 2015年5月16日　福

6 外 寿 、 介、
ミトコンドリア 症による 下 に対する　 アッテクス を用いた治療法 第7回日本創傷外科学会 
2015年7月25日　東

7 佐 、 田和 、宮本 平、新保 、 原 子、
外傷性 道 腸 の1例　第7回日本創傷外科学会　2015年7月25日　東

8 佐 、 田和 、大 、 原 子、宮本 平、新保 、  
インプラントによる乳 再 術後に市中感染 MRSAを検 した1例 
第3回日本乳 オンコプラスティックサージ リー学会 2015年9月4日　

9 介、 山 、外 寿 、佐  
骨骨 の治療 院における ブローアウト骨 の治療

第33回 和大学同門会学術集会 2015年10月18日

10 外 寿 、 介、 山 、佐 、門松 一 
S erFI SOR M  T k s ste を用いた 骨骨 治療
第33回日本 外科学会　2015年11月13日　

11 高 介、大 治 
介 骨 を行った 性 外反症の4例 第22回 成外科フォーラム 

12 介、 山 、外 寿 、佐  
慢性放射線 の2例 第4回鹿児島創傷研究会　鹿児島

13 佐 、 介
道 腸 の1例　第4回鹿児島創傷研究会　鹿児島

14 高 介、 山 、外 寿 、佐 、 川良治、門松 一  
四肢再 における血管 合のコツ 第42回日本マイクロサージ リー学会　2015年11月26日　 いたま市

15 川良治、 介 
上 骨 関節に対し 骨 質付 骨 を行った1例
第42回日本マイクロサージ リー学会 2015年11月26日　 いたま市

16 山 、 介、佐 、外 寿 、 川良治 
上 骨感染性 関節に対して血管 付き骨 ・骨 を用いて治療を行った1例 

第42回日本マイクロサージ リー学会　2015年11月26日　 いたま市

【講演 院外）】

介 褥瘡の治療　第8回鹿児島県在宅褥瘡セミナー　2015年3月14日

【 文・ 上 表】

1 丸山 子
児機能不全　小児内科47 刊 「小児疾患診療のための病 生理2」：38 44, 2015

2 丸山 子
サイトメガロウイルス感染をチェック に 産児に らい乳する から
産 医学　45  刊  「 産 医学 から 集」:744 745, 2015

【講演 院外）】

丸山 子 産 と感染症　第 5回 生長会 産婦人科レビューコース　2015 年 2 月

【 文・ 上 表】
原
1 川 平、児 一、永 博 、 之内 一、 文、西 一
ロタウイルス腸炎後に腎後性急性腎 を 症した1例　小児科臨床 68:2041 2046, 2015

【学会 表】

1 永 、 本 、丸山 介、 手 俊彦、関 子、 田 、大 代子、 田 、 田美 代、
　 文
2症例を 機に した、鹿児島県における性分化疾患情報共 の 「 の会」の活動
第49回日本小児内分 学会学術集会　2015年10月8 10日　東 　

2 永 、 本 、丸山 介、 手 俊彦、 田 史、関　 子、 田　 、大 代子、 田　 、
　 田美 代、 文

院で した性分化疾患の2症例と の会 の
第159回日本小児科学会鹿児島地 会　2015年6月21日　鹿児島　

3 今 研介、 田　
をきたしたSGAの3例　第20回鹿児島小児内分 研究会　2015年10月31日　鹿児島　

【講演 院外）】

田　  新生児マススクリー ングで 見 れる内分 疾患の診 と治療の実
 日本マススクリー ング学会技術部会第4会研修会　平成28年3月12日

【学会 表】

1.   第 1 回鹿児島 科病病連携の会　2015 年 7 月 3 日

2  一  第 1 回鹿児島 科病病連携の会　2015 年 7 月 3 日

･

【 文・ 上 表】

1.田 　 、 福 介、西本 、松崎　 、昇　卓夫、塩 彰浩
を 門上 の1例　防医大 （2015）40 4 ：265 270

【学会 表】

1 西 、中 彦、鉾立博文、大 保幸一、中 彦、 　
立 の 小線 治療後に 治性の 腸 および 道 を生 た 例

第180回日本医学放射線学会九州地 会　2015年2月14 15日　福

【講演（院内）】

鉾立博文 の 診 と放射線科的治療　第 回今給 総合病院がん診 講座　2015年3月20日

中 彦、 、鉾立博文、大 保幸一、松下芳 、田川 夫、小 俊彰、川 之、 一、
　中 彦
放射線治療の 事象と の対策（放射線治療U te 2015）
地域がん拠点病院　対外教育講演　2015年12月1日　 院講堂

【学会 表】

1 松 大助、小 史、 山 、 代、大西 子、 士子
在宅緩和ケアにおける療養 の と救急外 の重 性
第20回日本緩和医療学会学術大会　2015年6月18日　 市

2 小 史、 山 、 原 美、 崎まこと、 子、 永 、 流 文
がん化学療法後の嚥下 に行動療法を行った一例
鹿児島緩和ケア・ネットワーク　第17回大会　2014年10月25日

【 催】
がん診療に携 る医師に対する緩和ケア研修会　2015年10月24 25日　ホテル福丸　鹿児島市

【講演 院外）】
小  史 P AC に っていないメンタルケア～不 ～
 鹿児島県緩和ケア部門会　第1回緩和ケア部門　2015年1月24日　鹿児島大学病院

小  史 のつら と の対応
 平成27年度在宅医療推進事業 職種研修会　第2回緩和ケア研修会
 2015年10月31日　い き串 市医師会立 外科センター

【学会 表】

1 田代幸恵
肺病 　第135回鹿児島病理集談会 2015年11月10日 

【座長】

白濱　浩 第31回臨床 学会九州連合会　2015年07月25日 かごしま県民交流センター
白濱　浩 第135回鹿児島病理集談会 2015年11月10日　 院講

【 催】

第135回鹿児島病理集談会 2015年11月10日 

【 催・ 運営な 】

今給 総合病院 ケア研修会　2015年3月13日
今給 総合病院 ケア研修会　2015年9月16日

【学会 表】

1 田雅 、
骨の 定に吸 性プレートを用いたHAインプラント治療を行った 症例

日本 インプラント学会 第34回 支部学術大会 2015年2月1日 都

2 田雅 、 、山 一
科における 小術の実 と連携する歯科 科開業医に対するアンケート調査

第25回日本 症学会総会 2015年6月5日 東

3 、 田雅 、大 、南 、 一 、中 、
生体吸 性 による骨 定を行ったSSROの術後安定性　第25回日本 症学会総会　2015年6月5日 
東

4 田雅 、 、山 一
いびきを に 院した小下 症患者に対するオトガイ 成術の呼吸と に関する検討（症例報 ）
第60回日本 外科学会学術総会　2015年10月16 18日 名

5 M s s i Yos i , S, P
e e o in  ne  i e  n  te ni e o  ort o n t i  s r er  se  on st ies o  t e st
Wor  Con ress on ent  Rese r , i, UA  No  23 25,2015

【講演（院外）】

田雅  国 医療 ランティア活動 鹿児島大学  2015年5月21日　鹿児島市
田雅  学校歯科保健活動における科学的 拠

 平成27年度学校保健･安全･歯科保健講習会 2015年10月20日 南種子町
田雅  からの健 く  鹿児島 同 会 2015年11月11日 山 光ホテル
田雅  歯医者って しい！ 歯科 外科って 白い！ 長崎大学歯学部講 　2015年11月16日 長崎市
田雅  歯・ の外傷予防（スポーツ歯学）

 国体 等スキルアップ事業　2015年12月2日 鹿児島市 南高校
田雅  人と人とのつなが を大 に 鹿児島県保 医協会　2015年 

【 文・ 上 表】

1 宮 （ICU
人工呼吸器 患者のトータルケア 事 を防  管チューブの 定法 oto i e 管チューブ 定
の手   ert N rse o 31 No 14 P e 22 29 2015 10 20

2 宮 （ICU
人工呼吸器 患者のトータルケア 管吸 式・開放式 の基本手 と応用ポイント oto i e

式 管吸 の手  ert N rse o 31 No 14 P e 52 58 2015 10 20  

2 宮 （ICU
クリティカルケアの 今 が かる 一 を行くICUナースの常 40 管理 血症の血圧低下 血
症 Se sis の血圧低下に ノルアドレナリン ドパミン   ICNR  o 2 No 4 P e 42 44 2015 11 30

【学会・院外研究会 表】

1 山 子（NICU
地域での 同 会「 かくらぶ」～ハイリスク児フォローアップにおけるアウトリーチ活
動～　 フォーラム 2015年5月16日

2 原田 子（NICU
における 看護実施研修　第35回フォローアップ研修 2015年6月13日

3 高かおる（NICU
使用中の回路交換の の検討　～回路内 菌 養検査を行って～第2報　

第25回新生児看護学会学術集会 2015年10月24日　 市

4 原田 子（NICU
け 看護師による 看護の意 と課

第25回新生児看護学会学術集会 2015年10月24日　 市

5 美 （NICU
マイクロフ イバー クリー ングクロスによる保育器の 式考課の検討　第2報
第25回新生児看護学会学術集会 2015年10月24日　 市

6 外 ）
におけるパスの教育的役 についての検討

第16回日本クリ カルパス学会学術集会　2015年11月13日　 安市

7 恵理子 ICU
導 2年 における行動 への  ～ アクションチェックを導 して～

第3回 研究会　2016年3月5日　福

【座長･ 】

外 ） 第15回鹿児島県消化器内視 技師研究会　2015年8月8日
東美 子 中央 ） 第42回鹿児島県 菌業務研究会　2015年4月4日

夫 手術 ） 鹿児島救急医学会第44回看護部会　シンポジスト　2015年9月12日

【講演】

川 子 NICU  から地域につな 　～安 して地域の子 になる に～
 第25回日本新生児看護学会　ラチョンセミナー 2015年10月24日 市
川 子 NICU  新生児看護のキ リアデザイン

 第25回日本新生児看護学会　ワークショップ　2015年10月25日　 市
こ え NICU  院のフ ミリーセンタードケア　九州新生児看護 会　2015年12月5日

原田 子 NICU  からの退院支援　小児在宅療養研修会～ から在宅へ　2016年2月16日
原田 子 NICU  からの退院支援
 宮崎県産婦人科医院従事者研修会　第20回ひむかセミナー　2016年3月5日

【学会・院外研究会 表】

1. 畠一 　 士子　中 子　 上博 　 内 　 原 美　 理
院におけるシスプラチンショートハイドレーション法後の安全性の検討

日本臨床 薬学会学術大会2016　2016年3月13日　鹿児島

2
血中 度を るためのバンコマイシン 投 設 の検討

第32回日本T M学会学術大会　2015年5月24日　長

3
菌薬の 使用への薬剤師の  第14回鹿児島県病院薬剤師会　感染制 薬 対策講習会

第4回感染・ 検査部門研修会　2015年7月18日　鹿児島

4
指定 菌薬 の管理と使用状 の検証　第31回日本 感染学会総会学術大会 2016年2月20日 都

5 理
今給 総合病院の薬薬連携
第6回薬薬連携シンポジウム　2016年1月31日　鹿児島

6 理
院外 への検査 付と薬剤 使用のための施設 情報連絡
第2回医薬連携シンポジウム　2016年2月5日　鹿児島

【座長】
理　日本臨床 薬学会学術大会2016 一 演  表 がん薬 療法 2016年3月12日 鹿児島

【学会・院外研究会 表】

1.濱田  施設におけるSC NARIAの運用について
  関西日立64CT ーザーズミーティング　2015年5月9日

2 小 俊彰 院における放射線 予防規 の改
  鹿児島県診療放射線技師会 学術大会　2015年6月21日

3 田 一  日本一 か やすいMRIの基本 第2回FRT九州研修会 2015年8月1日 鹿児島

4 小 俊彰 C Iの機種の いによるR の
  第31回日本診療放射線技師学術大会 2015年11月21日　 都

5 丸 美  Y ie を めた外傷  第5回鹿児島 線 研究会 2016年1月9日

6 一 院における新 職員教育について　 N九州部会総会･学術大会　2016年2月13日 別府

7 田 一  MRI の管理「日常・定 点検」放射線機器管理士部会　2016年3月26日

【座長】

新 栄  新CT 情報 　第7回九州CTフォーラム　2015年5月30日
新 栄  管理職に められるコミュ ケーション　リーダー育成研修会　2015年7月18日 
田 一  基礎講座「 o P n r I in の基礎から応用まで」

 九州 MRI G roミーティング　2015年10月3日
田 一  CH LON TRILLIUMの使用 　第1回九州 CH LON TRILLIUM ーザー会　2015年10月31日 福

丸 美  線検査「乳 ・ ）第10回九州放射線医療技術学術大会　2015年10月31日　宮崎

【ディスカッション等 会･演者】

新 栄  CT の 新情報の 　第30回鹿児島CT研究会　2015年6月13日
加治 博一 院におけるプロトコール別の く線量 第31回鹿児島CT研究会 2015年8月19日
加治 博一 院における 部のプロトコールについて 第32回鹿児島CT研究会 2015年11月18日

【講演】

濱田  整 分 における INC NTの活用　 士フィルムメディカルセミナー　2015年7月4日
田 一  食 いのTRANC 法 　第5回かごんまGYROミーティング　2015年7月11日

丸 美  全国の 性技師の会活動のアンケート報 　第2回FRT九州研修会　2015年8月1日
田 一  教育講座「MRのよ やま 」九州 MRI G roミーティング　2015年10月4日

濱田  SC NARIA 　 itionの使用 　第1回九州SC NARIA ーザー会　2015年10月31日
田 一  MRI検査「アーチフ クト・ 制・ 剤」　診療放射線技師基礎講習　2015年1月31日

【学会・院外研究会 表】

1 中 、 佐 子、今 小 合
血液 養からのC n i 属の分 状
臨床 生 検査部門・薬剤師会合同研修会　2015年7月18日　鹿児島市

2 佐 子、今 小 合、 中
A tino es isr e iiの一症例　第50回 九州医学検査学会　2015年11月14～15日　鹿児島市

3 原 美、西田 、 永洋一 、 中
院でのクリ カルパスへの 　第50回 九州医学検査学会　2015年11月14～15日　鹿児島市

4 西田 、 永洋一 、原 美、 中
法による 血反応と 赤血 の について

第50回 九州医学検査学会　2015年11月14～15日　鹿児島市

【学会 表】

1.上 （理学療法士）
の動 評 に基 く に対する運動療法の

第27回日本整 外科 学会　2015年7月4日～2015年7月5日　 田

2 理学療法士、OT宮之原俊一（ 業療法士）、OT 田和 業療法士）
高機能エアマットレス使用における ポジショ ングの 性について
第17回日本褥瘡学会学術集会　2015年8月28日～2015年8月29日　宮

【講演 院外）】

下 合  四肢創傷 手指:熱傷 母趾:外傷 へのPICO使用症例
 創傷管理クローズドセミナー　2015年6月6日　鹿児島
下 合  スキンテアってなに？？～褥瘡予防に繋がるスキンテア対策を学ぶ～
 快護生活フェス！福祉機器展＆セミナー in かごしま　2015年10月11日
下 合  ストーマケアの基本理念と実践　オストメイトと の家族の集い　2015年10月31日　鹿児島

 

【講演 院外）】
子 健やかに生き安らかに旅立つために　尊厳死協会かごしま総会
代 在宅医療の現状と緩和ケア　国保診療施設看護師長研修会
子 っとサロン今給 について　がん医療を サロン（がんサポートかごしま）

 

【学会 表】

1 立和名 子
インフルエンザ薬の予防投 の実 と課 ～質 調査から見えたこと～

第31回日本 感染学会　ポスター 表 2016年2月19日 都

2 、立和名 子
指定 菌薬 の管理と使用状 の検証
第31回日本 感染学会　ポスター 表共同演者 2016年2月20日 都

 

【 文・ 上 表】

1 原 美、 士子、 山 、小 史、 崎まこと、 子、 永 、 流 文
性 症後、化学放射線療法 後 長 嚥下 が した一症例

日本臨床 学会学術集会　 o 13t  P e ROM UNNO P3 7 13 2015
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【 文・ 上 表】
原
1.Obama K.
he feasibility and Efficacy of Dose-Adjusted Bortezomib, Melphalan and Dexamethasone for 
Transplantation-Ineligible Patients with Newly Diagnosed Multiple Myeloma. Acta Haematol 2015

【学会 表】
1.Kosuke Obama 
The feasibility and Efficacy of Dose-Adjusted Bortezomib, Melphalan and Dexamethasone for 
Transplantation-Ineligible Patients with Newly Diagnosed Multiple Myeloma.
第77回 日本血液学会総会　2015年10月17日　金

【講演 院外）】

1.今給  和幸
フ ーストカ ュレーションから 術まで　第 回　鹿児島 カンフ レンス　鹿児島市立病院

【講演 院内）】

1.今給  和幸
へのアプローチ　第 回今給 総合病院　がん診 講座　2015年3月20日

2.今給  和幸

　薬剤起 性消化管 のリスクとマネジメント　今給 総合病院　 会

【学会 表】

1.松山 、 永 介、新 昌 、川畠寿史
20年後に肺 で再 した 性線維性 症の1例
第75回日本呼吸器学会･日本 病学会九州支部 学術講演会　2015年10月　佐 市

【学会 表】

1. 理、金子浩之、安 、田代 一、 道 、 田 、 博、 理、中 俊成
AC R 体 性例における疾患ス クトラムの 性についての検討

第56回日本 学会学術大会　2015年5月21日  

2. 島 、 　 、  、 　 、長堂 竜維、丸山 芳一
中 によ 治療 性の を した 例　第311回日本内科学会九州地 会  2015年11月15日 長崎

【座長】
丸山芳一
鹿児島HI 感染症研究会「HI 感染症の新 見」九州医療センター　エイズ診療センター長　山本 生
鹿児島大学医学部 会館　2015年11月22日 鹿児島

【講演 院外）】
丸山芳一 血栓症のトータルメネージメント
 エドキサバンフォーラム in 鹿児島鹿児島東急イン 2015 年 5 月 25 日
丸山芳一 卒中のト ックスー 2015 年 卒中治療ガイドラインー
 第 87 回南薩医学研究会　南九州市　2015 年 8 月 27 日
丸山芳一 新規 薬のインパクト　 の光と
 第 48 回日本薬剤師会学術大会 ランチョンセミナー　鹿児島市　2015 年 11 月 22 日
長堂竜維 内分 総 　 田薬 　 田薬 鹿児島支社　2015 年 1 月 16 日
長堂竜維 パーキン ン病 　協和 キリン　協和 キリン鹿児島営業 　2015 年 1 月 26 日
長堂竜維 パーキン ン病の治療　大 薬　大 薬鹿児島営業 　2015 年 8 月 31 日

6 今給 幸、 　 、米田　敏
科における 全 視下 中 ～上 へ向か 11s、12 の を中 に～

第32回日本呼吸器外科学会総会　2015年5月14 15日　 高松　

7 山本 、山本 央 、 恵 、濱田 、 　
性 菌症に合 した 性 症例5例の検討

第32回日本呼吸器外科学会総会　2015年5月14 15日　高松

8 白 一光、今給 幸、山本 、米田　敏
大量血 を した on Re k in sen病の1例  第48回日本 部外科学会九州地 会 2015年8月6 7日 佐

9.山本 、山本 、 川健介、 恵 、濱田 、 　
化した 性慢性 性血 に対する分 治術

第48回日本 部外科学会九州地 会 2015年8月6 7日 佐

10.山本 、今給 幸、米田　敏
全 視下 肺S8区域  第6回南九州 ATSクラブ　2015年10月31日　かごしま鹿児島 

【座長】
米田 敏　第55回日本肺 学会九州地 会総会　2015年2月28日 福

【 文・ 上 表】

1.M ts n  S , o i  S, To  Y 
Risk tors or t e e e o ent o  e o t  in tients it  er i  s on oti  or  
o ression  ro S ine  24:142 149, 2015

2.Has i e H, onno S,T kes it  ,F k i M,T k s i ,C i  , Mi oto M, M ts oto M, s i Y, 
n ori M, M ts n  S, Hosono N, n ik  T, T nei i H, T n k  N, n  M, S i i  T, 

Kawakami M.
nese ort o e i  sso i tion k in e tion estionn ire OA P  s n o t o e 

e s re or tients it  o  k in: re eren e es in e t  o nteers   Ort o  S i 
20: 264 280,2015

3 宮 文 、 光 　 、 川良治、山  、 幸成、松永俊二、今給 、 堂 、米　和 、
小宮節 、 公 、 田

化 性 炎に対してP を施行した小 　整 外科と 外科64:56 58, 2015

4 宮 文 、川 、松永俊二
化 性 炎に対する を 用した 　 ジ ーナル　76：89 96, 2015

5 川良治、高 介
血管 付き骨 において Lo kin Co ression P teを用いた内 定の工夫　日本マイクロ会  29：
8 13, 2016

6 川良治、川 、山 　 、宮 文 、 田育 、 　永、松永俊二、今給 、高 介、　
外 寿 、 山 、佐 、川 之

院における手外科・マイクロサージェリー 域の診療体制　鹿児島市医報　54：15 18, 2015

【学会 表】

1 宮 文 　
後 骨化症の と治療について　T e 10t  S ino n S in  eetin  

第10回日中 外科手術検討会　2015年12月11日～12日　広東省広州市　中国

2 宮 文 、川 、松永俊二
傷症例の 傷 の の 傷と 高 による術後合 症管理

第44回日本 病学会　2015年4月17日　福 国 会議 　福 市

3 　永、 田 彦 、 川 、佐 　 、 　昌 　健 、中 介、新 昌幸、
田一 、
産 に 生した 骨 合 開に対して創外 定術 定を用いた一例

第64回東日本整 外科学会　2015年9月11日　福島市

4 宮 文 、 川良治、川 、山 、松永俊二、今給
内視 視下 定術 定術の実
第130回西日本整 外科学会　2015年11月14日　宮崎市民プラザ　宮崎市

5 川良治、川 、山 、宮 文 、松永俊二、今給 、高 介、川 之
病に合 した C r ot関節症の1例

第130回西日本整 外科学会　2015年11月15日　宮崎市民プラザ　宮崎市

6 山 、松永俊二、宮 文 、川 、 川良治
院における小児上 骨 上骨 手術例の検討 日整会整 外科研修施設の立 から

第57回鹿児島整 会　2015年4月25日　米 ラー ングセンター

7 川良治、山 、松永俊二、宮 文 、川 、高 介
院における手外科・マイクロサージェリー 域の治療成 2014年度の症例報

第57回鹿児島整 会　2015年4月25日　米 ラー ングセンター

8 川良治、高 介
上 骨 関節に対し 骨 質付き 骨 を行った1例
第42回日本マイクロサージェリー学会 2015年11月26日　ラグレ いたま いたま市

【座長】

松永俊二 疾患の の  第44回日本 病学福 国 会議  2015年4月17日 福 市
松永俊二 後 骨化症　第88回日本整 外科学会学術集会 2015年5月21日　 国 会議 　 市
松永俊二 炎・肝炎 第50回九州リウマチ学会　2015年9月5日 鹿児島県医師会館 鹿児島市
松永俊二 第1回鹿児島 ・慢性 講演会　2015年9月18日 レンブラントホテル
松永俊二 薬剤性消化性 のリスクマネージメント～患者 んを消化管 血からま るために～
 今給 総合病院院内講演会 2015年11月12日 今給 総合病院地下講堂

【院外講演】

松永俊二　 骨 症の現状と治療 第一 共社内講演会 第一 共鹿児島支  2015年7月22日 鹿児島市
松永俊二 骨 症治療の現状と展開 骨 症の予防と治療ガイドライン2015改 を まえて
 大島 医師会学術講演会　2015年11月6日 名 市

【院内講演】

松永俊二 アサーチブコミュ ケーションのすすめ リハビリ科講演会 2015年3月16日 リハビリ

【 文・ 上 表】
1.T k i S, o ts  , is  T,Tok oto H, Is i ki T, Ari r  
S r i  orre tion o  o e  s n t  it  on  sion sin  i o s i  s or one 
n  oint s r e o er e ter in er se r tion  
 P st Re onstr Aest et S r  2015 Fe 68 2 :280 2  oi: 10 1016 s 2014 10 009   
2014 O t 17  

2 外 寿 、 厚臣、小 子、 美保、山路  　
骨骨 炎に対し 生 質 リン カルシウム ーストを用いて治療した1例 
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【学会 表】

1 高 介、 、 山 、外 寿 、門松 一、 スローン和子 
血管 付き骨 による 関節治療　第18回 和大学九州同門会学術集会　2015年1月24日 佐  

2 、 介、外 寿 、門松 一 
上 歯部歯 骨欠 に対して骨延長法によ 再 を行った1例 

第18回 和大学九州同門会学術集会　2015年1月24日 

3 佐 、 田和 、 原 子、宮本 平、新保 、  
乳 インプラント選 の 下 厚補 の 用性 
第59回日本 成外科学会総会学術集会　2015年4月13日　福

4 介、鉾立博文、 山 、外 寿 、佐 、今
動 術が行 れた第1趾 部A Mの1例 第12回日本血管 血管 学会 2015年7月17日　東

5 外 寿 、 介、  
CGF療法を用いたNPWT後の褥瘡治療について 日本褥瘡学会九州地 会 2015年5月16日　福

6 外 寿 、 介、
ミトコンドリア 症による 下 に対する　 アッテクス を用いた治療法 第7回日本創傷外科学会 
2015年7月25日　東

7 佐 、 田和 、宮本 平、新保 、 原 子、
外傷性 道 腸 の1例　第7回日本創傷外科学会　2015年7月25日　東

8 佐 、 田和 、大 、 原 子、宮本 平、新保 、  
インプラントによる乳 再 術後に市中感染 MRSAを検 した1例 
第3回日本乳 オンコプラスティックサージ リー学会 2015年9月4日　

9 介、 山 、外 寿 、佐  
骨骨 の治療 院における ブローアウト骨 の治療

第33回 和大学同門会学術集会 2015年10月18日

10 外 寿 、 介、 山 、佐 、門松 一 
S erFI SOR M  T k s ste を用いた 骨骨 治療
第33回日本 外科学会　2015年11月13日　

11 高 介、大 治 
介 骨 を行った 性 外反症の4例 第22回 成外科フォーラム 

12 介、 山 、外 寿 、佐  
慢性放射線 の2例 第4回鹿児島創傷研究会　鹿児島

13 佐 、 介
道 腸 の1例　第4回鹿児島創傷研究会　鹿児島

14 高 介、 山 、外 寿 、佐 、 川良治、門松 一  
四肢再 における血管 合のコツ 第42回日本マイクロサージ リー学会　2015年11月26日　 いたま市

15 川良治、 介 
上 骨 関節に対し 骨 質付 骨 を行った1例
第42回日本マイクロサージ リー学会 2015年11月26日　 いたま市

16 山 、 介、佐 、外 寿 、 川良治 
上 骨感染性 関節に対して血管 付き骨 ・骨 を用いて治療を行った1例 

第42回日本マイクロサージ リー学会　2015年11月26日　 いたま市

【講演 院外）】

介 褥瘡の治療　第8回鹿児島県在宅褥瘡セミナー　2015年3月14日

【 文・ 上 表】

1 丸山 子
児機能不全　小児内科47 刊 「小児疾患診療のための病 生理2」：38 44, 2015

2 丸山 子
サイトメガロウイルス感染をチェック に 産児に らい乳する から
産 医学　45  刊  「 産 医学 から 集」:744 745, 2015

【講演 院外）】

丸山 子 産 と感染症　第 5回 生長会 産婦人科レビューコース　2015 年 2 月

【 文・ 上 表】
原
1 川 平、児 一、永 博 、 之内 一、 文、西 一
ロタウイルス腸炎後に腎後性急性腎 を 症した1例　小児科臨床 68:2041 2046, 2015

【学会 表】

1 永 、 本 、丸山 介、 手 俊彦、関 子、 田 、大 代子、 田 、 田美 代、
　 文
2症例を 機に した、鹿児島県における性分化疾患情報共 の 「 の会」の活動
第49回日本小児内分 学会学術集会　2015年10月8 10日　東 　

2 永 、 本 、丸山 介、 手 俊彦、 田 史、関　 子、 田　 、大 代子、 田　 、
　 田美 代、 文

院で した性分化疾患の2症例と の会 の
第159回日本小児科学会鹿児島地 会　2015年6月21日　鹿児島　

3 今 研介、 田　
をきたしたSGAの3例　第20回鹿児島小児内分 研究会　2015年10月31日　鹿児島　

【講演 院外）】

田　  新生児マススクリー ングで 見 れる内分 疾患の診 と治療の実
 日本マススクリー ング学会技術部会第4会研修会　平成28年3月12日

【学会 表】

1.   第 1 回鹿児島 科病病連携の会　2015 年 7 月 3 日

2  一  第 1 回鹿児島 科病病連携の会　2015 年 7 月 3 日

･

【 文・ 上 表】

1.田 　 、 福 介、西本 、松崎　 、昇　卓夫、塩 彰浩
を 門上 の1例　防医大 （2015）40 4 ：265 270

【学会 表】

1 西 、中 彦、鉾立博文、大 保幸一、中 彦、 　
立 の 小線 治療後に 治性の 腸 および 道 を生 た 例

第180回日本医学放射線学会九州地 会　2015年2月14 15日　福

【講演（院内）】

鉾立博文 の 診 と放射線科的治療　第 回今給 総合病院がん診 講座　2015年3月20日

中 彦、 、鉾立博文、大 保幸一、松下芳 、田川 夫、小 俊彰、川 之、 一、
　中 彦
放射線治療の 事象と の対策（放射線治療U te 2015）
地域がん拠点病院　対外教育講演　2015年12月1日　 院講堂

【学会 表】

1 松 大助、小 史、 山 、 代、大西 子、 士子
在宅緩和ケアにおける療養 の と救急外 の重 性
第20回日本緩和医療学会学術大会　2015年6月18日　 市

2 小 史、 山 、 原 美、 崎まこと、 子、 永 、 流 文
がん化学療法後の嚥下 に行動療法を行った一例
鹿児島緩和ケア・ネットワーク　第17回大会　2014年10月25日

【 催】
がん診療に携 る医師に対する緩和ケア研修会　2015年10月24 25日　ホテル福丸　鹿児島市

【講演 院外）】
小  史 P AC に っていないメンタルケア～不 ～
 鹿児島県緩和ケア部門会　第1回緩和ケア部門　2015年1月24日　鹿児島大学病院

小  史 のつら と の対応
 平成27年度在宅医療推進事業 職種研修会　第2回緩和ケア研修会
 2015年10月31日　い き串 市医師会立 外科センター

【学会 表】

1 田代幸恵
肺病 　第135回鹿児島病理集談会 2015年11月10日 

【座長】

白濱　浩 第31回臨床 学会九州連合会　2015年07月25日 かごしま県民交流センター
白濱　浩 第135回鹿児島病理集談会 2015年11月10日　 院講

【 催】

第135回鹿児島病理集談会 2015年11月10日 

【 催・ 運営な 】

今給 総合病院 ケア研修会　2015年3月13日
今給 総合病院 ケア研修会　2015年9月16日

【学会 表】

1 田雅 、
骨の 定に吸 性プレートを用いたHAインプラント治療を行った 症例

日本 インプラント学会 第34回 支部学術大会 2015年2月1日 都

2 田雅 、 、山 一
科における 小術の実 と連携する歯科 科開業医に対するアンケート調査

第25回日本 症学会総会 2015年6月5日 東

3 、 田雅 、大 、南 、 一 、中 、
生体吸 性 による骨 定を行ったSSROの術後安定性　第25回日本 症学会総会　2015年6月5日 
東

4 田雅 、 、山 一
いびきを に 院した小下 症患者に対するオトガイ 成術の呼吸と に関する検討（症例報 ）
第60回日本 外科学会学術総会　2015年10月16 18日 名

5 M s s i Yos i , S, P
e e o in  ne  i e  n  te ni e o  ort o n t i  s r er  se  on st ies o  t e st
Wor  Con ress on ent  Rese r , i, UA  No  23 25,2015

【講演（院外）】

田雅  国 医療 ランティア活動 鹿児島大学  2015年5月21日　鹿児島市
田雅  学校歯科保健活動における科学的 拠

 平成27年度学校保健･安全･歯科保健講習会 2015年10月20日 南種子町
田雅  からの健 く  鹿児島 同 会 2015年11月11日 山 光ホテル
田雅  歯医者って しい！ 歯科 外科って 白い！ 長崎大学歯学部講 　2015年11月16日 長崎市
田雅  歯・ の外傷予防（スポーツ歯学）

 国体 等スキルアップ事業　2015年12月2日 鹿児島市 南高校
田雅  人と人とのつなが を大 に 鹿児島県保 医協会　2015年 

【 文・ 上 表】

1 宮 （ICU
人工呼吸器 患者のトータルケア 事 を防  管チューブの 定法 oto i e 管チューブ 定
の手   ert N rse o 31 No 14 P e 22 29 2015 10 20

2 宮 （ICU
人工呼吸器 患者のトータルケア 管吸 式・開放式 の基本手 と応用ポイント oto i e

式 管吸 の手  ert N rse o 31 No 14 P e 52 58 2015 10 20  

2 宮 （ICU
クリティカルケアの 今 が かる 一 を行くICUナースの常 40 管理 血症の血圧低下 血
症 Se sis の血圧低下に ノルアドレナリン ドパミン   ICNR  o 2 No 4 P e 42 44 2015 11 30

【学会・院外研究会 表】

1 山 子（NICU
地域での 同 会「 かくらぶ」～ハイリスク児フォローアップにおけるアウトリーチ活
動～　 フォーラム 2015年5月16日

2 原田 子（NICU
における 看護実施研修　第35回フォローアップ研修 2015年6月13日

3 高かおる（NICU
使用中の回路交換の の検討　～回路内 菌 養検査を行って～第2報　

第25回新生児看護学会学術集会 2015年10月24日　 市

4 原田 子（NICU
け 看護師による 看護の意 と課

第25回新生児看護学会学術集会 2015年10月24日　 市

5 美 （NICU
マイクロフ イバー クリー ングクロスによる保育器の 式考課の検討　第2報
第25回新生児看護学会学術集会 2015年10月24日　 市

6 外 ）
におけるパスの教育的役 についての検討

第16回日本クリ カルパス学会学術集会　2015年11月13日　 安市

7 恵理子 ICU
導 2年 における行動 への  ～ アクションチェックを導 して～

第3回 研究会　2016年3月5日　福

【座長･ 】

外 ） 第15回鹿児島県消化器内視 技師研究会　2015年8月8日
東美 子 中央 ） 第42回鹿児島県 菌業務研究会　2015年4月4日

夫 手術 ） 鹿児島救急医学会第44回看護部会　シンポジスト　2015年9月12日

【講演】

川 子 NICU  から地域につな 　～安 して地域の子 になる に～
 第25回日本新生児看護学会　ラチョンセミナー 2015年10月24日 市
川 子 NICU  新生児看護のキ リアデザイン

 第25回日本新生児看護学会　ワークショップ　2015年10月25日　 市
こ え NICU  院のフ ミリーセンタードケア　九州新生児看護 会　2015年12月5日

原田 子 NICU  からの退院支援　小児在宅療養研修会～ から在宅へ　2016年2月16日
原田 子 NICU  からの退院支援
 宮崎県産婦人科医院従事者研修会　第20回ひむかセミナー　2016年3月5日

【学会・院外研究会 表】

1. 畠一 　 士子　中 子　 上博 　 内 　 原 美　 理
院におけるシスプラチンショートハイドレーション法後の安全性の検討

日本臨床 薬学会学術大会2016　2016年3月13日　鹿児島

2
血中 度を るためのバンコマイシン 投 設 の検討

第32回日本T M学会学術大会　2015年5月24日　長

3
菌薬の 使用への薬剤師の  第14回鹿児島県病院薬剤師会　感染制 薬 対策講習会

第4回感染・ 検査部門研修会　2015年7月18日　鹿児島

4
指定 菌薬 の管理と使用状 の検証　第31回日本 感染学会総会学術大会 2016年2月20日 都

5 理
今給 総合病院の薬薬連携
第6回薬薬連携シンポジウム　2016年1月31日　鹿児島

6 理
院外 への検査 付と薬剤 使用のための施設 情報連絡
第2回医薬連携シンポジウム　2016年2月5日　鹿児島

【座長】
理　日本臨床 薬学会学術大会2016 一 演  表 がん薬 療法 2016年3月12日 鹿児島

【学会・院外研究会 表】

1.濱田  施設におけるSC NARIAの運用について
  関西日立64CT ーザーズミーティング　2015年5月9日

2 小 俊彰 院における放射線 予防規 の改
  鹿児島県診療放射線技師会 学術大会　2015年6月21日

3 田 一  日本一 か やすいMRIの基本 第2回FRT九州研修会 2015年8月1日 鹿児島

4 小 俊彰 C Iの機種の いによるR の
  第31回日本診療放射線技師学術大会 2015年11月21日　 都

5 丸 美  Y ie を めた外傷  第5回鹿児島 線 研究会 2016年1月9日

6 一 院における新 職員教育について　 N九州部会総会･学術大会　2016年2月13日 別府

7 田 一  MRI の管理「日常・定 点検」放射線機器管理士部会　2016年3月26日

【座長】

新 栄  新CT 情報 　第7回九州CTフォーラム　2015年5月30日
新 栄  管理職に められるコミュ ケーション　リーダー育成研修会　2015年7月18日 
田 一  基礎講座「 o P n r I in の基礎から応用まで」

 九州 MRI G roミーティング　2015年10月3日
田 一  CH LON TRILLIUMの使用 　第1回九州 CH LON TRILLIUM ーザー会　2015年10月31日 福

丸 美  線検査「乳 ・ ）第10回九州放射線医療技術学術大会　2015年10月31日　宮崎

【ディスカッション等 会･演者】

新 栄  CT の 新情報の 　第30回鹿児島CT研究会　2015年6月13日
加治 博一 院におけるプロトコール別の く線量 第31回鹿児島CT研究会 2015年8月19日
加治 博一 院における 部のプロトコールについて 第32回鹿児島CT研究会 2015年11月18日

【講演】

濱田  整 分 における INC NTの活用　 士フィルムメディカルセミナー　2015年7月4日
田 一  食 いのTRANC 法 　第5回かごんまGYROミーティング　2015年7月11日

丸 美  全国の 性技師の会活動のアンケート報 　第2回FRT九州研修会　2015年8月1日
田 一  教育講座「MRのよ やま 」九州 MRI G roミーティング　2015年10月4日

濱田  SC NARIA 　 itionの使用 　第1回九州SC NARIA ーザー会　2015年10月31日
田 一  MRI検査「アーチフ クト・ 制・ 剤」　診療放射線技師基礎講習　2015年1月31日

【学会・院外研究会 表】

1 中 、 佐 子、今 小 合
血液 養からのC n i 属の分 状
臨床 生 検査部門・薬剤師会合同研修会　2015年7月18日　鹿児島市

2 佐 子、今 小 合、 中
A tino es isr e iiの一症例　第50回 九州医学検査学会　2015年11月14～15日　鹿児島市

3 原 美、西田 、 永洋一 、 中
院でのクリ カルパスへの 　第50回 九州医学検査学会　2015年11月14～15日　鹿児島市

4 西田 、 永洋一 、原 美、 中
法による 血反応と 赤血 の について

第50回 九州医学検査学会　2015年11月14～15日　鹿児島市

【学会 表】

1.上 （理学療法士）
の動 評 に基 く に対する運動療法の

第27回日本整 外科 学会　2015年7月4日～2015年7月5日　 田

2 理学療法士、OT宮之原俊一（ 業療法士）、OT 田和 業療法士）
高機能エアマットレス使用における ポジショ ングの 性について
第17回日本褥瘡学会学術集会　2015年8月28日～2015年8月29日　宮

【講演 院外）】

下 合  四肢創傷 手指:熱傷 母趾:外傷 へのPICO使用症例
 創傷管理クローズドセミナー　2015年6月6日　鹿児島
下 合  スキンテアってなに？？～褥瘡予防に繋がるスキンテア対策を学ぶ～
 快護生活フェス！福祉機器展＆セミナー in かごしま　2015年10月11日
下 合  ストーマケアの基本理念と実践　オストメイトと の家族の集い　2015年10月31日　鹿児島

 

【講演 院外）】
子 健やかに生き安らかに旅立つために　尊厳死協会かごしま総会
代 在宅医療の現状と緩和ケア　国保診療施設看護師長研修会
子 っとサロン今給 について　がん医療を サロン（がんサポートかごしま）

 

【学会 表】

1 立和名 子
インフルエンザ薬の予防投 の実 と課 ～質 調査から見えたこと～

第31回日本 感染学会　ポスター 表 2016年2月19日 都

2 、立和名 子
指定 菌薬 の管理と使用状 の検証
第31回日本 感染学会　ポスター 表共同演者 2016年2月20日 都

 

【 文・ 上 表】

1 原 美、 士子、 山 、小 史、 崎まこと、 子、 永 、 流 文
性 症後、化学放射線療法 後 長 嚥下 が した一症例

日本臨床 学会学術集会　 o 13t  P e ROM UNNO P3 7 13 2015
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丸 美  全国の 性技師の会活動のアンケート報 　第2回FRT九州研修会　2015年8月1日
田 一  教育講座「MRのよ やま 」九州 MRI G roミーティング　2015年10月4日

濱田  SC NARIA 　 itionの使用 　第1回九州SC NARIA ーザー会　2015年10月31日
田 一  MRI検査「アーチフ クト・ 制・ 剤」　診療放射線技師基礎講習　2015年1月31日

【学会・院外研究会 表】

1 中 、 佐 子、今 小 合
血液 養からのC n i 属の分 状
臨床 生 検査部門・薬剤師会合同研修会　2015年7月18日　鹿児島市

2 佐 子、今 小 合、 中
A tino es isr e iiの一症例　第50回 九州医学検査学会　2015年11月14～15日　鹿児島市

3 原 美、西田 、 永洋一 、 中
院でのクリ カルパスへの 　第50回 九州医学検査学会　2015年11月14～15日　鹿児島市

4 西田 、 永洋一 、原 美、 中
法による 血反応と 赤血 の について

第50回 九州医学検査学会　2015年11月14～15日　鹿児島市

【学会 表】

1.上 （理学療法士）
の動 評 に基 く に対する運動療法の

第27回日本整 外科 学会　2015年7月4日～2015年7月5日　 田

2 理学療法士、OT宮之原俊一（ 業療法士）、OT 田和 業療法士）
高機能エアマットレス使用における ポジショ ングの 性について
第17回日本褥瘡学会学術集会　2015年8月28日～2015年8月29日　宮

【講演 院外）】

下 合  四肢創傷 手指:熱傷 母趾:外傷 へのPICO使用症例
 創傷管理クローズドセミナー　2015年6月6日　鹿児島
下 合  スキンテアってなに？？～褥瘡予防に繋がるスキンテア対策を学ぶ～
 快護生活フェス！福祉機器展＆セミナー in かごしま　2015年10月11日
下 合  ストーマケアの基本理念と実践　オストメイトと の家族の集い　2015年10月31日　鹿児島

 

【講演 院外）】
子 健やかに生き安らかに旅立つために　尊厳死協会かごしま総会
代 在宅医療の現状と緩和ケア　国保診療施設看護師長研修会
子 っとサロン今給 について　がん医療を サロン（がんサポートかごしま）

 

【学会 表】

1 立和名 子
インフルエンザ薬の予防投 の実 と課 ～質 調査から見えたこと～

第31回日本 感染学会　ポスター 表 2016年2月19日 都

2 、立和名 子
指定 菌薬 の管理と使用状 の検証
第31回日本 感染学会　ポスター 表共同演者 2016年2月20日 都

 

【 文・ 上 表】

1 原 美、 士子、 山 、小 史、 崎まこと、 子、 永 、 流 文
性 症後、化学放射線療法 後 長 嚥下 が した一症例
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【 文・ 上 表】

1 宮 （ICU
人工呼吸器 患者のトータルケア 事 を防  管チューブの 定法 oto i e 管チューブ 定
の手   ert N rse o 31 No 14 P e 22 29 2015 10 20

2 宮 （ICU
人工呼吸器 患者のトータルケア 管吸 式・開放式 の基本手 と応用ポイント oto i e

式 管吸 の手  ert N rse o 31 No 14 P e 52 58 2015 10 20  

2 宮 （ICU
クリティカルケアの 今 が かる 一 を行くICUナースの常 40 管理 血症の血圧低下 血
症 Se sis の血圧低下に ノルアドレナリン ドパミン   ICNR  o 2 No 4 P e 42 44 2015 11 30

【学会・院外研究会 表】

1 山 子（NICU
地域での 同 会「 かくらぶ」～ハイリスク児フォローアップにおけるアウトリーチ活
動～　 フォーラム 2015年5月16日

2 原田 子（NICU
における 看護実施研修　第35回フォローアップ研修 2015年6月13日

3 高かおる（NICU
使用中の回路交換の の検討　～回路内 菌 養検査を行って～第2報　

第25回新生児看護学会学術集会 2015年10月24日　 市

4 原田 子（NICU
け 看護師による 看護の意 と課

第25回新生児看護学会学術集会 2015年10月24日　 市

5 美 （NICU
マイクロフ イバー クリー ングクロスによる保育器の 式考課の検討　第2報
第25回新生児看護学会学術集会 2015年10月24日　 市

6 外 ）
におけるパスの教育的役 についての検討

第16回日本クリ カルパス学会学術集会　2015年11月13日　 安市

7 恵理子 ICU
導 2年 における行動 への  ～ アクションチェックを導 して～

第3回 研究会　2016年3月5日　福

【座長･ 】

外 ） 第15回鹿児島県消化器内視 技師研究会　2015年8月8日
東美 子 中央 ） 第42回鹿児島県 菌業務研究会　2015年4月4日

夫 手術 ） 鹿児島救急医学会第44回看護部会　シンポジスト　2015年9月12日

【講演】

川 子 NICU  から地域につな 　～安 して地域の子 になる に～
 第25回日本新生児看護学会　ラチョンセミナー 2015年10月24日 市
川 子 NICU  新生児看護のキ リアデザイン

 第25回日本新生児看護学会　ワークショップ　2015年10月25日　 市
こ え NICU  院のフ ミリーセンタードケア　九州新生児看護 会　2015年12月5日

原田 子 NICU  からの退院支援　小児在宅療養研修会～ から在宅へ　2016年2月16日
原田 子 NICU  からの退院支援
 宮崎県産婦人科医院従事者研修会　第20回ひむかセミナー　2016年3月5日

【学会・院外研究会 表】

1. 畠一 　 士子　中 子　 上博 　 内 　 原 美　 理
院におけるシスプラチンショートハイドレーション法後の安全性の検討

日本臨床 薬学会学術大会2016　2016年3月13日　鹿児島

2
血中 度を るためのバンコマイシン 投 設 の検討

第32回日本T M学会学術大会　2015年5月24日　長

3
菌薬の 使用への薬剤師の  第14回鹿児島県病院薬剤師会　感染制 薬 対策講習会

第4回感染・ 検査部門研修会　2015年7月18日　鹿児島

4
指定 菌薬 の管理と使用状 の検証　第31回日本 感染学会総会学術大会 2016年2月20日 都

5 理
今給 総合病院の薬薬連携
第6回薬薬連携シンポジウム　2016年1月31日　鹿児島

6 理
院外 への検査 付と薬剤 使用のための施設 情報連絡
第2回医薬連携シンポジウム　2016年2月5日　鹿児島

【座長】
理　日本臨床 薬学会学術大会2016 一 演  表 がん薬 療法 2016年3月12日 鹿児島

【学会・院外研究会 表】

1.濱田  施設におけるSC NARIAの運用について
  関西日立64CT ーザーズミーティング　2015年5月9日

2 小 俊彰 院における放射線 予防規 の改
  鹿児島県診療放射線技師会 学術大会　2015年6月21日

3 田 一  日本一 か やすいMRIの基本 第2回FRT九州研修会 2015年8月1日 鹿児島

4 小 俊彰 C Iの機種の いによるR の
  第31回日本診療放射線技師学術大会 2015年11月21日　 都

5 丸 美  Y ie を めた外傷  第5回鹿児島 線 研究会 2016年1月9日

6 一 院における新 職員教育について　 N九州部会総会･学術大会　2016年2月13日 別府

7 田 一  MRI の管理「日常・定 点検」放射線機器管理士部会　2016年3月26日

【座長】

新 栄  新CT 情報 　第7回九州CTフォーラム　2015年5月30日
新 栄  管理職に められるコミュ ケーション　リーダー育成研修会　2015年7月18日 
田 一  基礎講座「 o P n r I in の基礎から応用まで」

 九州 MRI G roミーティング　2015年10月3日
田 一  CH LON TRILLIUMの使用 　第1回九州 CH LON TRILLIUM ーザー会　2015年10月31日 福

丸 美  線検査「乳 ・ ）第10回九州放射線医療技術学術大会　2015年10月31日　宮崎

【ディスカッション等 会･演者】

新 栄  CT の 新情報の 　第30回鹿児島CT研究会　2015年6月13日
加治 博一 院におけるプロトコール別の く線量 第31回鹿児島CT研究会 2015年8月19日
加治 博一 院における 部のプロトコールについて 第32回鹿児島CT研究会 2015年11月18日

【講演】

濱田  整 分 における INC NTの活用　 士フィルムメディカルセミナー　2015年7月4日
田 一  食 いのTRANC 法 　第5回かごんまGYROミーティング　2015年7月11日

丸 美  全国の 性技師の会活動のアンケート報 　第2回FRT九州研修会　2015年8月1日
田 一  教育講座「MRのよ やま 」九州 MRI G roミーティング　2015年10月4日

濱田  SC NARIA 　 itionの使用 　第1回九州SC NARIA ーザー会　2015年10月31日
田 一  MRI検査「アーチフ クト・ 制・ 剤」　診療放射線技師基礎講習　2015年1月31日

【学会・院外研究会 表】

1 中 、 佐 子、今 小 合
血液 養からのC n i 属の分 状
臨床 生 検査部門・薬剤師会合同研修会　2015年7月18日　鹿児島市

2 佐 子、今 小 合、 中
A tino es isr e iiの一症例　第50回 九州医学検査学会　2015年11月14～15日　鹿児島市

3 原 美、西田 、 永洋一 、 中
院でのクリ カルパスへの 　第50回 九州医学検査学会　2015年11月14～15日　鹿児島市

4 西田 、 永洋一 、原 美、 中
法による 血反応と 赤血 の について

第50回 九州医学検査学会　2015年11月14～15日　鹿児島市

【学会 表】

1.上 （理学療法士）
の動 評 に基 く に対する運動療法の

第27回日本整 外科 学会　2015年7月4日～2015年7月5日　 田

2 理学療法士、OT宮之原俊一（ 業療法士）、OT 田和 業療法士）
高機能エアマットレス使用における ポジショ ングの 性について
第17回日本褥瘡学会学術集会　2015年8月28日～2015年8月29日　宮

【講演 院外）】

下 合  四肢創傷 手指:熱傷 母趾:外傷 へのPICO使用症例
 創傷管理クローズドセミナー　2015年6月6日　鹿児島
下 合  スキンテアってなに？？～褥瘡予防に繋がるスキンテア対策を学ぶ～
 快護生活フェス！福祉機器展＆セミナー in かごしま　2015年10月11日
下 合  ストーマケアの基本理念と実践　オストメイトと の家族の集い　2015年10月31日　鹿児島

 

【講演 院外）】
子 健やかに生き安らかに旅立つために　尊厳死協会かごしま総会
代 在宅医療の現状と緩和ケア　国保診療施設看護師長研修会
子 っとサロン今給 について　がん医療を サロン（がんサポートかごしま）

 

【学会 表】

1 立和名 子
インフルエンザ薬の予防投 の実 と課 ～質 調査から見えたこと～

第31回日本 感染学会　ポスター 表 2016年2月19日 都

2 、立和名 子
指定 菌薬 の管理と使用状 の検証
第31回日本 感染学会　ポスター 表共同演者 2016年2月20日 都

 

【 文・ 上 表】

1 原 美、 士子、 山 、小 史、 崎まこと、 子、 永 、 流 文
性 症後、化学放射線療法 後 長 嚥下 が した一症例

日本臨床 学会学術集会　 o 13t  P e ROM UNNO P3 7 13 2015
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院 活動報告

　 年 4月 9日 子宮 がんを予防する日（子宮の日） とし、日本 地で子宮 がんを考える市民の会
催の子宮の日 活動が行 れます

　鹿児島で 、4月 12 日（日）にオプシアミスミにて おご プロジェクト「2015LO 49」 が行 れ、
院の検査技師 2名、看護師 3名がスタッフとして参加しました

　婦人科医師による子宮 がんについてのトークショー、バルーンアート、大学生によるアカ ラ、高校生
による ディージュエリー等が ました  参加 れた から 、 子宮 がん検診の重 性を った
子宮 がんについて学ぶ良い機会になった しいイベント った 等の を く きました   ス

タッフ しく 重な とな ました

　平成27年 月 日（ ）12 ～10日（日）12 、ドルフィンポート

広 で開催 れました リレー・フォー・ライフ アメリカで

まった、がん患者 んとご家族を支援するチ リテーイベントです

日本国内で 2006年につく 市で めて開催 れ、2014年度 全国

で開催 れました  鹿児島県で のリレーから えると 回

の開催で、 院 回 の参加です

　チーム交代で24 くリレー･ウォーク、メッセージや を いて

キ ンドルを すルミナリエ、がん ・相談コーナー・マッサージ

等のブースが 、ステージで や 器の演 、講演会な な

催し のが開催 れました

　 日 いにく の中でのテント設営、開会式とな ましたが、

お すぎに 上が 、予定通 イベント 開催 れ、 院

テントを基地にハッ を て24 リレー・ウォークに 職種で参加

しました お まで 院からの参加者 し 52名、ルミナリエ

バッグ 101 （ 101,500）チ リティに協 することができま

した ご協 がと ご いました

　また今年 実行委員に乳がん看護 定看護師の 崎 んが、

がん相談にMSW原 、緩和医療課大西・ が協 しました

　 事 や えてから きに られたスタッフ く、 中

医事課とリハビリテーション部の いスタッフ、 に 栄

養士 ん 参加し、 んなで な 日を見ることができまし

た 参加者の に、 年応援に られる 、今年 めて見学・

応援に られた な 総 150名を える病院関係者が し

ました

リレー・フォー・ライフ・ジ パンかごしま

広報 「四 よ 」平成27年 月 よ

広報 「四 よ 」平成27年 月 よ

おご プロジェクト　2015LO 49

広報 「四 よ 」平成27年 月 よ

広報 「四 よ 」平成28年 月 よ

広報 「四 よ 」平成27年12月 よ

第 12 回 んなでイキイキ健 まつ 開催

緩和ケア研修会  開催

　 年 例の「 んなでイキイキ健 」 今年で 12 回 を 事開催すること

ができました

　今年 院が 法人設立 50 年を え、 念講演として山田 子 んをお

きし「大 夫 よ、がん ！」のテーマでご の体 談を ー アたっ

にお いた き大 評でした  また、今回 院外からのご協 き、大 小学

校の金管バンドによる生演 やし ぶ学園・まかない・串 んの 食コー

ナーを し、 の に とな ました  の か、職員によるハンドベル

合 やバルーンアート、 ・ ガ体 、イベント会 で 、かき や た めな

の 行い、 くの地域の と れ合 ことができました  日 延 301

名の 者で い、中で 健 相談 120 の相談で、地域の がご の健

について関 を たれていることが分か ました

　今後 「 しく健 く 」をコンセプトに地域の と交流を め、健 の

を広 ていきたいと います

在宅診療科 科長　 　
　緩和ケアと 、 の治療が った 患者に対する や のケアといった としたイメージで った し

かし、 と診 れた から介 すること、 体的 に けでなく、 ・ ・下 な の消化器

症状、呼吸 、 腸 、 な な症状が ること、 の の として、不安な の 的 、

的、 事、家 内な の社会的 、生きる意味な のス リチュアルな が 、 se  se、 職種で対

する 法が 、 OL の なら 予後の改 が できることが れていること きで 、大 に

なった

　コミュ ケーションスキルをロールプレイで学ぶ 業 大 になった 患者 まとご家族にインフォームド

コンセントをする 、医療者 から して 一 的にな が で る 患者 まの意向を十分に尊重し、 の家族

等の 情に十分 しながら「 い ら をいかに えるか」 大 しいことで る をかけて し

することの大 を改めて でき、今後の診療に生かしていきたい

　2007年、がん対策推進基本 で「す てのがん診療に携 る医師が研修等に

よ 緩和ケアについての基本的な を習 する」ことが国の として ら

れました これによ 地のがん拠点病院が中 とな 全国で緩和ケア研修会が

開かれています

 院で 10 月に平成 27 年度 緩和ケア研修会を開催 しました

救急隊員の産科講習会へ講師として医師、看護師を派遣

　鹿児島市消防局の で、平成 27 年 12 月 1 日、4 日開催 第 3 回救急隊員症例検討会へ講師として産婦人科 

加  彦部長と助産師 名を派遣 し、 産婦の救急 中の管理についての講 と分 介助等の実習を行い

ました 救急隊員症例検討会で めて行 れる産科の講習会 くの救急隊員の参加が 、関 の高 が か

がえました

 緩和ケア研修会に参加して
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院 活動報告
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■ 現状・医療設備概要・業績

　（１）標榜科目

　（２）病床数　無床

　（３）医療設備概要

　（４）科別外来患者数

　（５）外来患者市町村別分布図

昭和会クリニック Ⅵ
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1  科 （15 診療科）
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2） 病床  床
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１．

院活動報告

）厚生労働省局長通 による「がん診療に携 る医師に対する緩和ケア研修会の開催 」に 、地域のが
ん診療に携 る医師を対象に、 院 催によ の通 「公開緩和ケア研修会」を開催した

  （日　 ） 10 月 24 日（ ） 14：00 ～ 19：00
   10 月 25 日（日） 9：00 ～ 19：00
  （ 　 ） ホテル福丸
  （参加者） 10 名
  （講師・スタッフ） 27 名

）がん・緩和ケア研修会

10 月 8 日 がん緩和ケア研修会　しく 生の緩和ケア
 講師　天 会中央病院　 濵 生 66 名参加

）がんに関する講演会・研修会への参加

5月 30 日 鹿児島緩和ケアネットワーク研修会 3 名参加

6月 6日 緩和ケア部門会事例検討会（鹿児島医療センター） 2 名参加

6月 20 日 緩和ケアフォーラム（南九州病院） 1 名参加

7月 1日 鹿児島大学緩和ケア学術講演会 1 名参加

7月 4日 在宅ケアネット鹿児島 会（ナカノ会） 2 名参加

7月 24 日 臨床 理事例検討会（鹿児島医療センター） 2 名参加

7月 25 日 がん拠点病院 4部門合同研修会　緩和ケア部門会 1 名参加

7月 25 日 がん拠点病院 4部門合同研修会　がん相談部門会 2 名参加

9月 3日 鹿児島県がん診療連携協議会 2 名参加

9月 18 日 緩和ケアに関する地域連携会議（相良病院） 2 名参加

9月 26 日 がん医療を サロン（がんサポート鹿児島） 1 名参加

10 月 7 日 緩和ケアライブカンフ （南 病院） 2 名参加

10 月 31 日 かごしま緩和ケアネットワーク研修会 1 名参加

11 月 14 日 緩和ケア事例検討会（鹿児島大学病院） 1 名参加

12 月 5 日 教と医療セミナー（天 会中央病院） 3 名参加

12 月 10 日 施設合同カンフ レンス参加（相良病院） 2 名参加

12 月 13 日 がん相談員研修（がん看護研究会） 1 名参加

12 月 14 日 緩和ケア研修会地域連携 者研修会（相良病院） 1 名参加

12 月 20 日 意 決定支援研修会（鹿児島大学） 1 名参加

1月 15 日 乳がん看護研修会（相良病院） 1 名参加

2月 5日 がん拠点病院 4部門合同研修会・緩和ケア部門会 1 名参加

2月 5日 がん拠点病院 4部門合同研修会・がん相談部門会 1 名参加

2月 6日 九州緩和ケア研修会第一回学術集会（ 本） 2 名参加

2月 26 日 緩和ケアに関する地域連携会議（相良病院） 2 名参加

3月 5日 がん相談研究会（東 ） 1 名参加

3月 13 日 がん看護研究会講演会 2 名参加

）がん患者と の家族を対象に、病 や の 、体 な を に 合い、 いを共 する として「が
んサポートかごしま」と共同で「 っとサロン今給 」を院内開催してサポートした

 （ 月第 日開催、 ） 149 名参加

）患者 「すまいる」 

　患者 「すまいる」 協働の医療を 的として、NPO 法人「医療の質に関する研究会」の患者 プ
ロジェクトの支援の と、平成 25 年 4 月に開設し 3年が した
　 いた で本を める が整ってお 、分か やすい医療の本を中 に 750 を して
いる
　 用サービス 、 の ・ し、インターネットの 用、パンフレット・チラシの 、 の視
で る 用 月 から金 の 10 から 12 、13 から 16 で る（ ・日・ 日を く）
　原 2名 つの ランティアスタッフで運営してお 、27 年度 24 名の ランティアが活動した
　27 年度の延 用者 2,521 人、1日平均 用者 10 3 人、 院患者 48 3 、 717 で
った

　28 年度 き き患者 まへの 用を 進するとと に、広く職員の 用 進したいと考えている

）講師派遣 

5 月 23 日･24 日 鹿児島県立薩南病院　がん緩和ケア研修会　講師 医師 1名派遣

5月 27 日 在宅医療の現状と緩和ケアについて 保健師 1名派遣

6月 27 日･28 日 松山赤十字病院　がん緩和ケア研修会　講師 医師 1名派遣

7月 5日 国立病院機 南九州病院　がん緩和ケア研修会　講師 医師 1名派遣

7月 12 日 国立病院機 南九州病院　がん緩和ケア研修会　講師 医師 1名派遣

8月 22 日･23 日 生会川内病院　がん緩和ケア研修会　講師 医師 1名派遣

9月 5日･6 日 県民健 プラザ鹿 医療センター　がん緩和ケア研修会　講師 医師 1名派遣

10 月 28 日 FM 鹿児島乳がん検診　インタビュー 診療放射線技師 1名 演

10 月 31 日 い き串 市医師会立 外科センター　緩和ケア研修会 講師 医師 1名派遣

11 月 19 日 鹿児島大学　看護部研修会　フ シリテーター 看護師 1名派遣

11 月 21 日･22 日 南 病院　緩和ケア研修会　フ シリテーター 看護師 1名派遣

  講師 医師 2名派遣

11 月 23 日 鹿児島県緩和ケアフォローアップ研修会　鹿児島大学 医師 1名派遣

11 月 28 日 地域相談支援フォーラム　in　鹿児島　フ シリテーター 3 名派遣

1月 5日･12 日･19 日

 FM 鹿児島・L AP 共同 　エフエム鹿児島　 C

 「鹿児島の 性を る　がん検診向上支援」 演 医師 1名 演

1月 10 日･11 日 鹿児島医療センター　がん緩和ケア研修会　講師 医師 2名派遣

1月 30 日 がん医療を サロン（がんサポートかごしま）

 「 っとサロン今給 について」プレ ンテーション 1 名派遣

3月 5日･6 日 鹿児島大学病院　がん緩和ケア研修会　講師 医師 1名派遣
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院活動報告

）厚生労働省局長通 による「がん診療に携 る医師に対する緩和ケア研修会の開催 」に 、地域のが
ん診療に携 る医師を対象に、 院 催によ の通 「公開緩和ケア研修会」を開催した

  （日　 ） 10 月 24 日（ ） 14：00 ～ 19：00
   10 月 25 日（日） 9：00 ～ 19：00
  （ 　 ） ホテル福丸
  （参加者） 10 名
  （講師・スタッフ） 27 名

）がん・緩和ケア研修会

10 月 8 日 がん緩和ケア研修会　しく 生の緩和ケア
 講師　天 会中央病院　 濵 生 66 名参加

）がんに関する講演会・研修会への参加

5月 30 日 鹿児島緩和ケアネットワーク研修会 3 名参加

6月 6日 緩和ケア部門会事例検討会（鹿児島医療センター） 2 名参加

6月 20 日 緩和ケアフォーラム（南九州病院） 1 名参加

7月 1日 鹿児島大学緩和ケア学術講演会 1 名参加

7月 4日 在宅ケアネット鹿児島 会（ナカノ会） 2 名参加

7月 24 日 臨床 理事例検討会（鹿児島医療センター） 2 名参加

7月 25 日 がん拠点病院 4部門合同研修会　緩和ケア部門会 1 名参加

7月 25 日 がん拠点病院 4部門合同研修会　がん相談部門会 2 名参加

9月 3日 鹿児島県がん診療連携協議会 2 名参加

9月 18 日 緩和ケアに関する地域連携会議（相良病院） 2 名参加

9月 26 日 がん医療を サロン（がんサポート鹿児島） 1 名参加

10 月 7 日 緩和ケアライブカンフ （南 病院） 2 名参加

10 月 31 日 かごしま緩和ケアネットワーク研修会 1 名参加

11 月 14 日 緩和ケア事例検討会（鹿児島大学病院） 1 名参加

12 月 5 日 教と医療セミナー（天 会中央病院） 3 名参加

12 月 10 日 施設合同カンフ レンス参加（相良病院） 2 名参加

12 月 13 日 がん相談員研修（がん看護研究会） 1 名参加

12 月 14 日 緩和ケア研修会地域連携 者研修会（相良病院） 1 名参加

12 月 20 日 意 決定支援研修会（鹿児島大学） 1 名参加

1月 15 日 乳がん看護研修会（相良病院） 1 名参加

2月 5日 がん拠点病院 4部門合同研修会・緩和ケア部門会 1 名参加

2月 5日 がん拠点病院 4部門合同研修会・がん相談部門会 1 名参加

2月 6日 九州緩和ケア研修会第一回学術集会（ 本） 2 名参加

2月 26 日 緩和ケアに関する地域連携会議（相良病院） 2 名参加

3月 5日 がん相談研究会（東 ） 1 名参加

3月 13 日 がん看護研究会講演会 2 名参加

）がん患者と の家族を対象に、病 や の 、体 な を に 合い、 いを共 する として「が
んサポートかごしま」と共同で「 っとサロン今給 」を院内開催してサポートした

 （ 月第 日開催、 ） 149 名参加

）患者 「すまいる」 

　患者 「すまいる」 協働の医療を 的として、NPO 法人「医療の質に関する研究会」の患者 プ
ロジェクトの支援の と、平成 25 年 4 月に開設し 3年が した
　 いた で本を める が整ってお 、分か やすい医療の本を中 に 750 を して
いる
　 用サービス 、 の ・ し、インターネットの 用、パンフレット・チラシの 、 の視
で る 用 月 から金 の 10 から 12 、13 から 16 で る（ ・日・ 日を く）
　原 2名 つの ランティアスタッフで運営してお 、27 年度 24 名の ランティアが活動した
　27 年度の延 用者 2,521 人、1日平均 用者 10 3 人、 院患者 48 3 、 717 で
った

　28 年度 き き患者 まへの 用を 進するとと に、広く職員の 用 進したいと考えている

）講師派遣 

5 月 23 日･24 日 鹿児島県立薩南病院　がん緩和ケア研修会　講師 医師 1名派遣

5月 27 日 在宅医療の現状と緩和ケアについて 保健師 1名派遣

6月 27 日･28 日 松山赤十字病院　がん緩和ケア研修会　講師 医師 1名派遣

7月 5日 国立病院機 南九州病院　がん緩和ケア研修会　講師 医師 1名派遣

7月 12 日 国立病院機 南九州病院　がん緩和ケア研修会　講師 医師 1名派遣

8月 22 日･23 日 生会川内病院　がん緩和ケア研修会　講師 医師 1名派遣

9月 5日･6 日 県民健 プラザ鹿 医療センター　がん緩和ケア研修会　講師 医師 1名派遣

10 月 28 日 FM 鹿児島乳がん検診　インタビュー 診療放射線技師 1名 演

10 月 31 日 い き串 市医師会立 外科センター　緩和ケア研修会 講師 医師 1名派遣

11 月 19 日 鹿児島大学　看護部研修会　フ シリテーター 看護師 1名派遣

11 月 21 日･22 日 南 病院　緩和ケア研修会　フ シリテーター 看護師 1名派遣

  講師 医師 2名派遣

11 月 23 日 鹿児島県緩和ケアフォローアップ研修会　鹿児島大学 医師 1名派遣

11 月 28 日 地域相談支援フォーラム　in　鹿児島　フ シリテーター 3 名派遣

1月 5日･12 日･19 日

 FM 鹿児島・L AP 共同 　エフエム鹿児島　 C

 「鹿児島の 性を る　がん検診向上支援」 演 医師 1名 演

1月 10 日･11 日 鹿児島医療センター　がん緩和ケア研修会　講師 医師 2名派遣

1月 30 日 がん医療を サロン（がんサポートかごしま）

 「 っとサロン今給 について」プレ ンテーション 1 名派遣

3月 5日･6 日 鹿児島大学病院　がん緩和ケア研修会　講師 医師 1名派遣
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診 の で した 合 ：診 を行った診療科
治療を行った 合： 回治療を行った診療科

ら 行った 合 、治療をした診療科を と
しています
（例）消化器内科にて診 、外科にて治療
 　 　外科でカウント

院

がんの診 ・治療のため 院を 診した 路別
分 です

の な の な
１ １ の の そ

患者 の れている地域別分 です
市外で い に、薩摩川内市 5、 島市 25、

市 23、日 市 22、 の 島で 、種子島が 35
で 50 を めています

   

診 治療の決定：

院でがんの診 を行い、治療 を決定した症例

施設診 施設治療：
がんの診 施設で行 れ、 回治療を 院で行っ
た症例

治療･再 ：
施設にて 回治療後、 院にて 治療を行った症

例 しく 、 施設にて治療後、再 し、 院にて治
療を行った症例 

診 の の症例：
院でがんの診 を行ったが、治療 施設で行った 
しく 治療を選 しなかった症例

の ：セカンドオ オン症例 
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市内：鹿児島市内
市外：鹿児島市 外の鹿児島県（ 島 外）
島：鹿児島県の 島

県外：鹿児島県 外
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）院内がん 集
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院活動報告

）厚生労働省局長通 による「がん診療に携 る医師に対する緩和ケア研修会の開催 」に 、地域のが
ん診療に携 る医師を対象に、 院 催によ の通 「公開緩和ケア研修会」を開催した

  （日　 ） 10 月 24 日（ ） 14：00 ～ 19：00
   10 月 25 日（日） 9：00 ～ 19：00
  （ 　 ） ホテル福丸
  （参加者） 10 名
  （講師・スタッフ） 27 名

）がん・緩和ケア研修会

10 月 8 日 がん緩和ケア研修会　しく 生の緩和ケア
 講師　天 会中央病院　 濵 生 66 名参加

）がんに関する講演会・研修会への参加

5月 30 日 鹿児島緩和ケアネットワーク研修会 3 名参加

6月 6日 緩和ケア部門会事例検討会（鹿児島医療センター） 2 名参加

6月 20 日 緩和ケアフォーラム（南九州病院） 1 名参加

7月 1日 鹿児島大学緩和ケア学術講演会 1 名参加

7月 4日 在宅ケアネット鹿児島 会（ナカノ会） 2 名参加

7月 24 日 臨床 理事例検討会（鹿児島医療センター） 2 名参加

7月 25 日 がん拠点病院 4部門合同研修会　緩和ケア部門会 1 名参加

7月 25 日 がん拠点病院 4部門合同研修会　がん相談部門会 2 名参加

9月 3日 鹿児島県がん診療連携協議会 2 名参加

9月 18 日 緩和ケアに関する地域連携会議（相良病院） 2 名参加

9月 26 日 がん医療を サロン（がんサポート鹿児島） 1 名参加

10 月 7 日 緩和ケアライブカンフ （南 病院） 2 名参加

10 月 31 日 かごしま緩和ケアネットワーク研修会 1 名参加

11 月 14 日 緩和ケア事例検討会（鹿児島大学病院） 1 名参加

12 月 5 日 教と医療セミナー（天 会中央病院） 3 名参加

12 月 10 日 施設合同カンフ レンス参加（相良病院） 2 名参加

12 月 13 日 がん相談員研修（がん看護研究会） 1 名参加

12 月 14 日 緩和ケア研修会地域連携 者研修会（相良病院） 1 名参加

12 月 20 日 意 決定支援研修会（鹿児島大学） 1 名参加

1月 15 日 乳がん看護研修会（相良病院） 1 名参加

2月 5日 がん拠点病院 4部門合同研修会・緩和ケア部門会 1 名参加

2月 5日 がん拠点病院 4部門合同研修会・がん相談部門会 1 名参加

2月 6日 九州緩和ケア研修会第一回学術集会（ 本） 2 名参加

2月 26 日 緩和ケアに関する地域連携会議（相良病院） 2 名参加

3月 5日 がん相談研究会（東 ） 1 名参加

3月 13 日 がん看護研究会講演会 2 名参加

）がん患者と の家族を対象に、病 や の 、体 な を に 合い、 いを共 する として「が
んサポートかごしま」と共同で「 っとサロン今給 」を院内開催してサポートした

 （ 月第 日開催、 ） 149 名参加

）患者 「すまいる」 

　患者 「すまいる」 協働の医療を 的として、NPO 法人「医療の質に関する研究会」の患者 プ
ロジェクトの支援の と、平成 25 年 4 月に開設し 3年が した
　 いた で本を める が整ってお 、分か やすい医療の本を中 に 750 を して
いる
　 用サービス 、 の ・ し、インターネットの 用、パンフレット・チラシの 、 の視
で る 用 月 から金 の 10 から 12 、13 から 16 で る（ ・日・ 日を く）
　原 2名 つの ランティアスタッフで運営してお 、27 年度 24 名の ランティアが活動した
　27 年度の延 用者 2,521 人、1日平均 用者 10 3 人、 院患者 48 3 、 717 で
った

　28 年度 き き患者 まへの 用を 進するとと に、広く職員の 用 進したいと考えている

）講師派遣 

5 月 23 日･24 日 鹿児島県立薩南病院　がん緩和ケア研修会　講師 医師 1名派遣

5月 27 日 在宅医療の現状と緩和ケアについて 保健師 1名派遣

6月 27 日･28 日 松山赤十字病院　がん緩和ケア研修会　講師 医師 1名派遣

7月 5日 国立病院機 南九州病院　がん緩和ケア研修会　講師 医師 1名派遣

7月 12 日 国立病院機 南九州病院　がん緩和ケア研修会　講師 医師 1名派遣

8月 22 日･23 日 生会川内病院　がん緩和ケア研修会　講師 医師 1名派遣

9月 5日･6 日 県民健 プラザ鹿 医療センター　がん緩和ケア研修会　講師 医師 1名派遣

10 月 28 日 FM 鹿児島乳がん検診　インタビュー 診療放射線技師 1名 演

10 月 31 日 い き串 市医師会立 外科センター　緩和ケア研修会 講師 医師 1名派遣

11 月 19 日 鹿児島大学　看護部研修会　フ シリテーター 看護師 1名派遣

11 月 21 日･22 日 南 病院　緩和ケア研修会　フ シリテーター 看護師 1名派遣

  講師 医師 2名派遣

11 月 23 日 鹿児島県緩和ケアフォローアップ研修会　鹿児島大学 医師 1名派遣

11 月 28 日 地域相談支援フォーラム　in　鹿児島　フ シリテーター 3 名派遣

1月 5日･12 日･19 日

 FM 鹿児島・L AP 共同 　エフエム鹿児島　 C

 「鹿児島の 性を る　がん検診向上支援」 演 医師 1名 演

1月 10 日･11 日 鹿児島医療センター　がん緩和ケア研修会　講師 医師 2名派遣

1月 30 日 がん医療を サロン（がんサポートかごしま）

 「 っとサロン今給 について」プレ ンテーション 1 名派遣

3月 5日･6 日 鹿児島大学病院　がん緩和ケア研修会　講師 医師 1名派遣
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診 の で した 合 ：診 を行った診療科
治療を行った 合： 回治療を行った診療科

ら 行った 合 、治療をした診療科を と
しています

（例）消化器内科にて診 、外科にて治療
 　 　外科でカウント

院

がんの診 ・治療のため 院を 診した 路別
分 です

の な の な
１ １ の の そ

患者 の れている地域別分 です
市外で い に、薩摩川内市 5、 島市 25、

市 23、日 市 22、 の 島で 、種子島が 35
で 50 を めています

   

診 治療の決定：

院でがんの診 を行い、治療 を決定した症例

施設診 施設治療：
がんの診 施設で行 れ、 回治療を 院で行っ
た症例

治療･再 ：
施設にて 回治療後、 院にて 治療を行った症

例 しく 、 施設にて治療後、再 し、 院にて治
療を行った症例 

診 の の症例：
院でがんの診 を行ったが、治療 施設で行った 
しく 治療を選 しなかった症例

の ：セカンドオ オン症例 
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患者  

がん患者 の診 が こで行 れたかを診療科別で しています

患者

      

回治療として選 れた治療内 を診療科別で しています
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患者  

がん患者 の診 が こで行 れたかを診療科別で しています
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）施設基 に基 く 傷病名大分

　平成27年度　退院患者 大分
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1200

1400
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2200

XXIXV

(18)　平成27年度　退院患者 大分

（ 8 , 1 8 0 名）

142
1 7

41
0 5

2,025
24 8

158
1 9

293
3 6

137
1 7

363
4 4

168
2 1

382
4 7

209
2 6

204
2 5

220
2 7

56
0 7

20
0 2

1,226
15 0

8
0 1

744
9 1 671

8 2

1,101
13 5

12
0 1

主

人） 上 ：退院患者
下 ： 合

XI

XII
XIII 
XIV
XV 
XVI
XVII
XVIII

XIX
XXI

平成27年度　 大分 ・診療科別・性別・退院患者

総合

8,180

142

2,025

41

158

12

293

1,101

137

363

744

671

168

382

209

204

220

56

20

1,226

8

4,315

3,865

68

74

1,220

805

20

21

94

64

5

7

152

141

515

586

54

83

193

170

458

286

341

330

87

81

211

171

116

93

-

204

123

97

26

30

11

9

616

610

5

3

総内

129

171

8

10

28

53

4

10

8

10

-

1

5

4

-

-

2

3

1

9

41

35

8

3

2

11

7

3

8

10

-

-

-

-

-

-

2

1

5

8

-

-

内

259

234

11

15

6

2

-

2

10

7

-

3

116

97

-

-

8

22

63

46

13

10

3

1

-

1

13

16

5

3

-

-

-

-

-

-

-

-

11

9

-

-

呼内

308

175

12

8

222

115

1

1

-

-

1

-

-

1

-

-

-

-

1

-

60

42

1

1

-

1

2

3

-

-

-

-

-

-

-

-

1

1

6

1

1

1

消内

312

240

2

9

165

78

8

3

1

1

1

-

1

-

1

-

-

-

2

4

6

6

118

134

-

-

-

2

2

-

-

-

-

-

-

-

1

1

3

1

1

1

内

43

53

1

1

-

-

-

1

1

2

-

-

-

1

-

-

-

2

33

39

6

2

1

2

-

-

1

1

0

1

-

-

-

-

-

-

-

1

-

-

-

-

15

5

1

-

1

-

-

-

12

5

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

1

-

-

-

小

141

102

15

7

-

-

3

-

12

11

1

-

2

3

-

-

-

-

-

-

92

72

3

-

7

5

-

-

3

1

-

-

-

-

-

1

2

2

1

-

-

-

外科

325

237

2

6

180

153

2

1

-

4

-

1

-

-

-

-

-

-

-

-

3

1

127

61

3

1

-

-

2

2

-

-

-

-

-

1

-

1

5

5

1

-

呼外

216

119

5

1

133

89

-

-

3

-

2

-

-

1

-

-

-

1

2

1

51

8

1

2

-

-

-

1

1

-

-

-

-

-

-

-

1

-

17

15

-

-

38

36

7

9

5

1

1

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

24

22

1

1

-

1

-

-

-

-

-

-

-

-

-

2

-

-

整

604

637

-

-

11

10

-

-

3

-

-

-

8

17

-

-

-

-

-

1

-

-

1

1

12

2

177

131

-

-

-

-

-

-

-

-

1

1

391

474

-

-

220

185

-

1

49

57

-

-

-

-

-

-

2

4

24

24

1

-

1

2

1

-

2

2

35

34

6

10

4

-

-

-

-

-

22

22

-

-

73

28

-

1

191

146

3

-

6

7

-

-

2

4

-

1

13

7

-

-

-

6

87

67

3

1

-

-

-

-

4

1

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

73

52

-

-

459

92

-

2

356

44

1

2

1

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

1

-

-

-

1

1

1

-

1

91

38

-

-

-

-

-

1

-

-

9

1

-

-

産

-

206

-

-

-

-

-

1

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

1

-

-

-

-

-

1

-

203

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

新内

123

98

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

123

97

-

1

-

-

-

-

-

-

婦

0

199

-

-

-

160

-

-

-

-

-

-

-

1

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

36

-

1

-

-

-

1

-

-

-

-

-

-

548

592

-

-

-

2

-

-

41

20

-

-

-

-

490

562

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

1

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

15

7

2

-

256

181

1

4

5

5

-

-

-

-

-

-

5

4

-

-

42

49

-

-

182

108

9

5

3

2

-

-

-

-

-

-

-

-

2

3

3

1

4

-

-

-

放

32

15

-

-

31

14

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

1

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

1

-

-

3

4

-

-

-

-

-

-

-

-

-

1

-

1

-

-

-

-

2

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

1

2

-

-

69

123

-

1

-

2

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

67

116

-

1

-

-

-

-

-

-

-

-

2

-

-

-

-

3

-

-

緩和

24

15

-

-

22

13

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

1

-

-

1

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

1

1

-

-

大分

総

 感染症及び 生 症

 及び行動の

 器 の疾患

 呼吸器 の疾患

 消化器 の疾患

 及び付属器の疾患

 及び乳 起の疾患

 新　生　

 の疾患

 血液および 血器の
疾患ならびに 機
の

 内分 、栄養及び
代 疾患

 及び 下
の疾患

　 骨 及び　　
合 の疾患

　 天 、 　
及び染 体 常

　 腎 路生 器 の疾患

　 、分 及び産褥

　 産 に 生した病

　 症状、 候及び 常臨床
見・ 常検査 見で
に分 れない の

　 健 状 に を及 す
 および保健サービ

スの 用

　 傷、中 及び　　
の の外 の

(19)　平成27年度　 大分 ・診療科別・性別・退院患者
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）施設基 に基 く 傷病名大分

　平成27年度　退院患者 大分
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(18)　平成27年度　退院患者 大分

（ 8 , 1 8 0 名）

142
1 7

41
0 5

2,025
24 8

158
1 9

293
3 6

137
1 7

363
4 4

168
2 1

382
4 7

209
2 6

204
2 5

220
2 7

56
0 7

20
0 2

1,226
15 0

8
0 1

744
9 1 671

8 2

1,101
13 5

12
0 1

主

人） 上 ：退院患者
下 ： 合

XI

XII
XIII 
XIV
XV 
XVI
XVII
XVIII

XIX
XXI

平成27年度　 大分 ・診療科別・性別・退院患者

総合

8,180

142

2,025

41

158

12

293

1,101

137

363

744

671

168

382

209

204

220

56

20

1,226

8

4,315

3,865

68

74

1,220

805

20

21

94

64

5

7

152

141

515

586

54

83

193

170

458

286

341

330

87

81

211

171

116

93

-

204

123

97

26

30

11

9

616

610

5

3

総内

129

171

8

10

28

53

4

10

8

10

-

1

5

4

-

-

2

3

1

9

41

35

8

3

2

11

7

3

8

10

-

-

-

-

-

-

2

1

5

8

-

-

内

259

234

11

15

6

2

-

2

10

7

-

3

116

97

-

-

8

22

63

46

13

10

3

1

-

1

13

16

5

3

-

-

-

-

-

-

-

-

11

9

-

-

呼内

308

175

12

8

222

115

1

1

-

-

1

-

-

1

-

-

-

-

1

-

60

42

1

1

-

1

2

3

-

-

-

-

-

-

-

-

1

1

6

1

1

1

消内

312

240

2

9

165

78

8

3

1

1

1

-

1

-

1

-

-

-

2

4

6

6

118

134

-

-

-

2

2

-

-

-

-

-

-

-

1

1

3

1

1

1

内

43

53

1

1

-

-

-

1

1

2

-

-

-

1

-

-

-

2

33
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6

2

1

2

-

-

1

1

0

1

-

-

-

-

-

-

-

1

-

-

-

-

15

5

1

-

1

-

-

-

12

5

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

1

-

-

-

小

141

102

15

7

-

-

3

-

12

11

1

-

2

3

-

-

-

-

-

-

92

72

3

-

7

5

-

-

3

1

-

-

-

-

-

1

2

2

1

-

-

-

外科

325

237

2

6

180

153

2

1

-

4

-

1

-

-

-

-

-

-

-

-

3

1

127

61

3

1

-

-

2

2

-

-

-

-

-

1

-

1

5

5

1

-

呼外

216

119

5

1

133

89

-

-

3

-

2

-

-

1

-

-

-

1

2

1

51

8

1

2

-

-

-

1

1

-

-

-

-

-

-

-

1

-

17

15

-

-

38

36

7

9

5

1

1

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

24

22

1

1

-

1

-

-

-

-

-

-

-

-

-

2

-

-

整

604

637

-

-

11

10

-

-

3

-

-

-

8

17

-

-

-

-

-

1

-

-

1

1

12

2

177

131

-

-

-

-

-

-

-

-

1

1

391

474

-

-

220

185

-

1

49

57

-

-

-

-

-

-

2

4

24

24

1

-

1

2

1

-

2

2

35

34

6

10

4

-

-

-

-

-

22

22

-

-

73

28

-

1

191

146

3

-

6

7

-

-

2

4

-

1

13

7

-

-

-

6

87

67

3

1

-

-

-

-

4

1

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

73

52

-

-

459

92

-

2

356

44

1

2

1

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

1

-

-

-

1

1

1

-

1

91

38

-

-

-

-

-

1

-

-

9

1

-

-

産

-

206

-

-

-

-

-

1

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

1

-

-

-

-

-

1

-

203

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

新内

123

98

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

123

97

-

1

-

-

-

-

-

-

婦

0

199

-

-

-

160

-

-

-

-

-

-

-

1

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

36

-

1

-

-

-

1

-

-

-

-

-

-

548

592

-

-

-

2

-

-

41

20

-

-

-

-

490

562

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

1

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

15

7

2

-

256

181

1

4

5

5

-

-

-

-

-

-

5

4

-

-

42

49

-

-

182

108

9

5

3

2

-

-

-

-

-

-

-

-

2

3

3

1

4

-

-

-

放

32

15

-

-

31

14

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

1

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

1

-

-

3

4

-

-

-

-

-

-

-

-

-

1

-

1

-

-

-

-

2

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

1

2

-

-

69

123

-

1

-

2

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

67

116

-

1

-

-

-

-

-

-

-

-

2

-

-

-

-

3

-

-

緩和

24

15

-

-

22

13

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

1

-

-

1

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

1

1

-

-

大分

総

 感染症及び 生 症

 及び行動の

 器 の疾患

 呼吸器 の疾患

 消化器 の疾患

 及び付属器の疾患

 及び乳 起の疾患

 新　生　

 の疾患

 血液および 血器の
疾患ならびに 機
の

 内分 、栄養及び
代 疾患

 及び 下
の疾患

　 骨 及び　　
合 の疾患

　 天 、 　
及び染 体 常

　 腎 路生 器 の疾患

　 、分 及び産褥

　 産 に 生した病

　 症状、 候及び 常臨床
見・ 常検査 見で
に分 れない の

　 健 状 に を及 す
 および保健サービ

スの 用

　 傷、中 及び　　
の の外 の

(19)　平成27年度　 大分 ・診療科別・性別・退院患者
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） 院で実施しているがん検診実

【乳がん検診】
検診 ：視 診及びマン グラフィー検査
院の乳がん検診対象の

・鹿児島市「いきいき 診 ・乳がん検診」対象の
・下 の市町 による「 クーポン 」事業へ 参加してお ます（鹿児島市・ 島市・ 市）

乳がん検診 診

月

平成 25 年度

平成 26 年度

平成 27 年度

4月

6

10

3

5 月

9

5

7

6 月

16

12

13

7 月

9

15

13

8 月

6

11

8

9 月

14

10

11

10 月

8

9

19

11 月

7

14

18

1 月

9

14

8

12 月

8

9

7

2 月

21

39

10

3 月

6

6

10

名

109

154

127

【子宮がん検診】
検診 ： 部、体部検査（ 診） 体部検査 、医師の判 によ 実施
院の子宮がん検診対象の

・鹿児島市「いきいき 診 ・子宮がん検診」対象の
・下 の市町 による「 クーポン 」事業へ 参加してお ます（鹿児島市・ 島市・ 市）

子宮がん検診 診

月

平成 25 年度

平成 26 年度

平成 27 年度

4月

14

11

9

5 月

16

2

7

6 月

22

13

19

7 月

13

27

17

8 月

11

12

4

9 月

13

20

13

10 月

12

16

18

11 月

7

20

9

1 月

8

11

7

12 月

4

14

11

2 月

12

22

15

3 月

5

6

8

名

137

174

137

【大腸がん検診】
検査 ： の 血反応検査
院の大腸がん検診対象の

・鹿児島市「いきいき 診 ・大腸がん検診」対象の
・40 上の

大腸がん検診 診

月

平成 25 年度

平成 26 年度

平成 27 年度

4月

4

5

2

5 月

5

6

4

6 月

14

6

12

7 月

4

8

7

8 月

5

8

3

9 月

4

7

3

10 月

4

5

5

11 月

6

7

2

1 月

3

7

3

12 月

2

4

7

2 月

8

5

7

3 月

3

3

4

名

62

71

59

【低線量 CT 肺がん検診】
院 鹿児島県「低線量 CT 肺がん検診事業」へ参加してお ます
院の低線量 CT 肺がん検診対象の

・鹿児島県在 、50 上の
　 肺がん治療中また 肺がん いで 中、肺がん術後の 対象外です

低線量 CT 肺がん検診 診

月

平成 25 年度

平成 26 年度

平成 27 年度

6月

8

5

10

7 月

4

8

5

8 月

2

2

0

9 月

1

6

8

10 月

2

5

7

11 月

5

4

6

12 月

4

2

5

1 月

1

7

7

3 月

18

9

7

2 月

34

9

7

名

79

57

62

【 立 がん検診】
検査 ：PSA（特 原）検査（血液検査）
院の 立 がん検診対象の

・鹿児島市「いきいき 診 ・ 立 がん検診」対象の
・50 、55 、60 、70 になる 性

立 がん検診

月

平成 25 年度

平成 26 年度

平成 27 年度

4月

0

1

0

5 月

0

1

0

6 月

1

1

0

7 月

1

1

0

8 月

0

0

0

9 月

0

0

0

10 月

0

0

0

11 月

0

0

0

1 月

0

0

0

12 月

0

0

0

2 月

0

0

1

3 月

0

0

1

名

2

4

2

t PA（ 急性 卒中）7 　　　 P15

　　 全 オンコール
　　　 科 延12日 器科 延12日 産婦人科 延12日
 科 延11日 整 外科 延 日

　　 バックアップ
　　　 整 外科 延42日

２．

8 月 22 日  上町 るっきん 　シルミル「メディカルコース」
  「 卒中を予防しよ ～減塩レシ を体 」講師 参加者 16 名
   管理栄養士 1名・ スタッフ 5名
8月 27 日  第 87 回南薩医学研究科医　講師
  「 卒中のト ックス 2015 年 卒中治療ガイドライン 」 医師 1名派遣

． 事 なし

．
1 病家族会「 くらん の会 和会支部」指導医　年 2回定例会 医師 1名派遣

6月 6日 第 20 回鹿児島 病スタッフセミナー 2 名参加

7月 21 日 第 5 回 病医療連携体制講習会 2 名参加

8月 7日～ 8日 第 46 回鹿児島小児 病サマーキ ンプ 医師 1名・管理栄養士 2名派遣

12 月 6 日 第 1 回鹿児島 1 病セミナー 1 名参加

12 月 6 日 1 病 くらん の会　運営補助 管理栄養士 1名派遣

． 患 事 なし

．

）洋上救急 動 　平成 27 年度 動 なし

） 島 急医療活動一

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

4 月 8 日

4月11日

5月26日

6 月 7 日

8月13日

8月19日

9月16日

9月26日

10月15日

11月11日

11月23日

12月5日

12月17日

1月21日

3月10日

日

西之表市

西之表市

西之表市

西之表市

西之表市

南種子町

西之表市

西之表市

西之表市

西之表市

美 市

島町

西之表市

中種子町

南種子町

市町 名

性腎 腎炎

上 骨 上骨

肺炎

骨 傷

肺化 症

母子 節骨開放骨

第2 骨

く 下 血

第4 体骨

骨骨

傷

骨 上開放骨

道

電 床

指

症　　状

）鹿児島市医師会 日 医 及び 急病センターの全 オンコール を の に
し、診療活動を行った

日 医
5月5日 産婦人科・ 科
5月31日 外科・ 科・ 器科
8月16日 産婦人科
8月30日 整 外科
9月23日 内科・外科・ 器科
10月8日 科

11月3日 科
12月31日 内科・外科・産婦人科
2月7日 科・ 器科
2月21日 科
3月21日 内科・外科

    

4 25  
 

 

 
 

 

12  
10  

5 22  
 

SOC  
 

 
71  

5 27   
 

 
68  

36  

6 10  
 

 
 

NPO  
 

 

 

7 18  

 
 

 

 
 

74  
13  

7 23  
 

HIV
 

 
 

287  

7 30
 

 

173
16  

7 31  
 

 
 

 
 

90  

8 31  
9 18  

 
HIV

 
 

278  
212  

9 1  
9 3  
9 11  

 
 

 
 

702  

9 16  
NST  

 
 

130  
35  

10 8  
 

 
 

 
97  

19  
10 22  

29  
11 17  

18  

 
 

 
 

832  

10 28  WLB  
 

 
20  

10 30 31  
12 17  
1 14  
21 27  
3 18 23  

8  
KYT

 
 

 
726  

11 2  
11  

 
 

 
70  

37  

11 12  
 

 
 63  

11 14  
 

 
 

 

35  

 

11 30
12 8   

 
 

63

12 1  

 
 

Update2015  
 

 
 

 
 

 
 

58  
19  

1 15  
 

 

 

 

37  
29  

2 5  

 
 
Nipple-sparing 

mastectomy 1  

 
 

61  
9  

2 17  
 

 
 

 
 

10  
2  

2 27  
 

 
 

 

 

10  
18  

3 10  
 

 
 

 
 

142  
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） 院で実施しているがん検診実

【乳がん検診】
検診 ：視 診及びマン グラフィー検査
院の乳がん検診対象の

・鹿児島市「いきいき 診 ・乳がん検診」対象の
・下 の市町 による「 クーポン 」事業へ 参加してお ます（鹿児島市・ 島市・ 市）

乳がん検診 診

月

平成 25 年度

平成 26 年度

平成 27 年度

4月

6

10

3

5 月

9

5

7

6 月

16

12

13

7 月

9

15

13

8 月

6

11

8

9 月

14

10

11

10 月

8

9

19

11 月

7

14

18

1 月

9

14

8

12 月

8

9

7

2 月

21

39

10

3 月

6

6

10

名

109

154

127

【子宮がん検診】
検診 ： 部、体部検査（ 診） 体部検査 、医師の判 によ 実施
院の子宮がん検診対象の

・鹿児島市「いきいき 診 ・子宮がん検診」対象の
・下 の市町 による「 クーポン 」事業へ 参加してお ます（鹿児島市・ 島市・ 市）

子宮がん検診 診

月

平成 25 年度

平成 26 年度

平成 27 年度

4月

14

11

9

5 月

16

2

7

6 月

22

13

19

7 月

13

27

17

8 月

11

12

4

9 月

13

20

13

10 月

12

16

18

11 月

7

20

9

1 月

8

11

7

12 月

4

14

11

2 月

12

22

15

3 月

5

6

8

名

137

174

137

【大腸がん検診】
検査 ： の 血反応検査
院の大腸がん検診対象の

・鹿児島市「いきいき 診 ・大腸がん検診」対象の
・40 上の

大腸がん検診 診

月

平成 25 年度

平成 26 年度

平成 27 年度

4月

4

5

2

5 月

5

6

4

6 月

14

6

12

7 月

4

8

7

8 月

5

8

3

9 月

4

7

3

10 月

4

5

5

11 月

6

7

2

1 月

3

7

3

12 月

2

4

7

2 月

8

5

7

3 月

3

3

4

名

62

71

59

【低線量 CT 肺がん検診】
院 鹿児島県「低線量 CT 肺がん検診事業」へ参加してお ます
院の低線量 CT 肺がん検診対象の

・鹿児島県在 、50 上の
　 肺がん治療中また 肺がん いで 中、肺がん術後の 対象外です

低線量 CT 肺がん検診 診

月

平成 25 年度

平成 26 年度

平成 27 年度

6月

8

5

10

7 月

4

8

5

8 月

2

2

0

9 月

1

6

8

10 月

2

5

7

11 月

5

4

6

12 月

4

2

5

1 月

1

7

7

3 月

18

9

7

2 月

34

9

7

名

79

57

62

【 立 がん検診】
検査 ：PSA（特 原）検査（血液検査）
院の 立 がん検診対象の

・鹿児島市「いきいき 診 ・ 立 がん検診」対象の
・50 、55 、60 、70 になる 性

立 がん検診

月

平成 25 年度

平成 26 年度

平成 27 年度

4月

0

1

0

5 月

0

1

0

6 月

1

1

0

7 月

1

1

0

8 月

0

0

0

9 月

0

0

0

10 月

0

0

0

11 月

0

0

0

1 月

0

0

0

12 月

0

0

0

2 月

0

0

1

3 月

0

0

1

名

2

4

2

t PA（ 急性 卒中）7 　　　 P15

　　 全 オンコール
　　　 科 延12日 器科 延12日 産婦人科 延12日
 科 延11日 整 外科 延 日

　　 バックアップ
　　　 整 外科 延42日

２．

8 月 22 日  上町 るっきん 　シルミル「メディカルコース」
  「 卒中を予防しよ ～減塩レシ を体 」講師 参加者 16 名
   管理栄養士 1名・ スタッフ 5名
8月 27 日  第 87 回南薩医学研究科医　講師
  「 卒中のト ックス 2015 年 卒中治療ガイドライン 」 医師 1名派遣

． 事 なし

．
1 病家族会「 くらん の会 和会支部」指導医　年 2回定例会 医師 1名派遣

6月 6日 第 20 回鹿児島 病スタッフセミナー 2 名参加

7月 21 日 第 5 回 病医療連携体制講習会 2 名参加

8月 7日～ 8日 第 46 回鹿児島小児 病サマーキ ンプ 医師 1名・管理栄養士 2名派遣

12 月 6 日 第 1 回鹿児島 1 病セミナー 1 名参加

12 月 6 日 1 病 くらん の会　運営補助 管理栄養士 1名派遣

． 患 事 なし

．

）洋上救急 動 　平成 27 年度 動 なし

） 島 急医療活動一

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

4 月 8 日

4月11日

5月26日

6 月 7 日

8月13日

8月19日

9月16日

9月26日

10月15日

11月11日

11月23日

12月5日

12月17日

1月21日

3月10日

日

西之表市

西之表市

西之表市

西之表市

西之表市

南種子町

西之表市

西之表市

西之表市

西之表市

美 市

島町

西之表市

中種子町

南種子町

市町 名

性腎 腎炎

上 骨 上骨

肺炎

骨 傷

肺化 症

母子 節骨開放骨

第2 骨

く 下 血

第4 体骨

骨骨

傷

骨 上開放骨

道

電 床

指

症　　状

）鹿児島市医師会 日 医 及び 急病センターの全 オンコール を の に
し、診療活動を行った

日 医
5月5日 産婦人科・ 科
5月31日 外科・ 科・ 器科
8月16日 産婦人科
8月30日 整 外科
9月23日 内科・外科・ 器科
10月8日 科

11月3日 科
12月31日 内科・外科・産婦人科
2月7日 科・ 器科
2月21日 科
3月21日 内科・外科
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832  

10 28  WLB  
 

 
20  

10 30 31  
12 17  
1 14  
21 27  
3 18 23  

8  
KYT

 
 

 
726  

11 2  
11  

 
 

 
70  

37  

11 12  
 

 
 63  

11 14  
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）県消防、防 リコプターの 的活用に係る医師 システム 動病院として を した

4月20日・21日・22日・24日・25日・26日 9月1日・2日・4日・5日

6月28日・29日・30日 11月1日・2日・4日・6日・7日

7月1日・3日・4日 12月16日・18日・19日・20日

8月30日・31日

）鹿児島市高規 救急 指 病院としての活動

救急救 に対する医師の 体的な指 状 14

日 付

4月22日

7月24日

7月26日

8月 4日

8月31日

9月 7日

9月16日

救急隊

南本署

西本署

伊

上町

年

25

76

76

36

88

74

78

性別 指 医師

西澤

山本

川

立和田

立和田

指 日 付

9月20日

1月16日

1月17日

1月25日

3月12日

3月27日

3月29日

救急隊

伊

上町

山

上町

上町

年

90

85

61

83

84

90

63

性別 指 医師

宅

小濵

外

山

川畠

指
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救急患者 分

救急患者年 別分

）平成27年度
     救急患者 ・年 別分

平成27年

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

2,755
2,814

229 6
234 5

221
224

219
226

210
215

209
215

259
264

205
213

248
252

213
215

249
253

243
248

228
232

251
257

7 5
7 7

14

平成26年

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

2,605
2,642

217 1
220 2

199
202

213
217

206
209

225
229

212
216

224
226

202
205

222
224

227
232

244
243

204
209

227
230

7 1
7 2

21

平成25年

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

2,637
2,701

219 8
225 1

214
220

228
235

208
213

247
251

249
253

197
201

230
233

224
226

218
223

201
208

212
221

209
217

7 2
7 4

18

平成24年

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

2,663
2,698

221 9
224 8  

220
221

219
221

194
195

218
223

251
256

217
222

238
242

245
249

224
225

214
219

209
210

214
215

7 3
7 4  

17

平成23年

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

2,572
2,615

214 3
217 9

180
182

196
196

185
188

212
216

250
266

214
218

247
251

212
215

237
239

239
241

172
175

228
228

7 0
7 1

26

）年度別救急 （患者 ）

4 月

5 月

6 月

7 月

8 月

9 月

10 月

12 月

1 月

2 月

3 月

合

月平均

日平均

高規 救急
指 （再 ）

11 月

総

2,814名

総

2,814名

123

2～4
2 5

0～2
4 4

20～22
6～8
5 1

4～6
2 9

83837070

144144

8 108 10

10 6  29810 6  298

14～16
11 1
311

14～16
11 1
311

16～18
11 2
316

16～18
11 2
316

18～20
10 6
299

18～20
10 6
299

7 4
208
7 4
208

6 5
184
6 5
184

10～12

14 4

40412～
　14
13 3  374

22～24

7 0
80 89

75

31 1 1
2 7

3 0

40 49
7 2  203

50 59
9 7
272

60 69
15 2
428

8484

20 29
8 7  244
20 29
8 7  244

30 39
7 5  212
30 39
7 5  212

70 79
16 5
463

70 79
16 5
463

21 5
606

21 5
606

196196

．

救護 等への参加

平成 27 年度救急医療実地修  看護師 1名参加

5月 21 日 鹿児島県総合防  看護師 1名参加

9月 9日 傷病者事 対応 における電 連絡  参加

10 月 24 日 A AT（栄養士会　 支援チーム）研修 栄養管理士 1名参加

11 月 13 日 第 54 回 衛消防隊消化 技会 看護師 3名・放射線技師 1名参加

12 月 20 日 原子 防 　原子 医療 実地  放射線技師 2名参加

12 月 20 日 原子 防 　 施設調整システム （電 ） 事務 者対応

1月 12 日 島 山 総合防  看護師 5名参加

2月 13・14 日 AMAT 養成研修 医師 1名・看護師 1名・事務 1名参加

3月 21 日 洋上救急  看護師 3名参加

８．へ

9 月 25 日～ 28 日　歯科 回診療 事業　 島・ 永良部島 歯科 外科部長　 田雅 派遣

９．

7 月 18 日 鹿児島県委託事業　小児在宅支援事業
 かくらぶ（NICU 同 会）大島地区（ 美市 AiAi ひ 　 光交流センター）
 50 名参加　 医師 1名・看護師 7名派遣

9月 6日 鹿児島県委託事業　小児在宅支援事業
 かくらぶ（NICU 同 会）伊佐・大 地区　（大 ここ 館）22 名参加 
  看護師 9名派遣

11 月 29 日 鹿児島県委託事業　小児在宅支援事業
 かくらぶ（NICU同 会）肝付地区（県民健 プラザ健 進センター）48名参加
  医師 1名・看護師 12 名派遣

1月 31 日 赤 ゃん専用救急 「MO O A1 」導

2月 7日 鹿児島県委託事業　小児在宅支援事業
 かくらぶ（NICU 同 会）薩摩川内地区（川薩保健 ）　27 名参加
  医師 2名・看護師 12 名派遣

2月 25 日 産児の 支援研修会　すこやか れ いプラザ 医師 1名派遣

１０

）平成27年度小児科救急 一 表

NICU  （鹿児島市立病院） 111

 （ の の病院） 6

月日

6月19日

6月19日

8月25日

11月10日

2月12日

3 月 7 日

年

0

12

1

1

18

8

性別 院・外

外

院

外

院

院

外

医師

之内

之内･ 田

之内

之内

田

田

救急隊

南

上町

上町

南

姶良 西部

伊

症状

腸炎

1 病・ 病性合 症

熱性

不 熱
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）県消防、防 リコプターの 的活用に係る医師 システム 動病院として を した

4月20日・21日・22日・24日・25日・26日 9月1日・2日・4日・5日

6月28日・29日・30日 11月1日・2日・4日・6日・7日

7月1日・3日・4日 12月16日・18日・19日・20日

8月30日・31日

）鹿児島市高規 救急 指 病院としての活動

救急救 に対する医師の 体的な指 状 14

日 付

4月22日

7月24日

7月26日

8月 4日

8月31日

9月 7日

9月16日

救急隊

南本署

西本署

伊

上町

年

25

76

76

36

88

74

78

性別 指 医師

西澤

山本

川

立和田

立和田

指 日 付

9月20日

1月16日

1月17日

1月25日

3月12日

3月27日

3月29日

救急隊

伊

上町

山

上町

上町

年

90

85

61

83

84

90

63

性別 指 医師

宅

小濵

外

山

川畠

指
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74  
13  

7 23  
 

HIV
 

 
 

287  

7 30
 

 

173
16  

7 31  
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救急患者 分

救急患者年 別分

）平成27年度
     救急患者 ・年 別分

平成27年

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

2,755
2,814

229 6
234 5

221
224

219
226

210
215

209
215

259
264

205
213

248
252

213
215

249
253

243
248

228
232

251
257

7 5
7 7

14

平成26年

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

2,605
2,642

217 1
220 2

199
202

213
217

206
209

225
229

212
216

224
226

202
205

222
224

227
232

244
243

204
209

227
230

7 1
7 2

21

平成25年

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

2,637
2,701

219 8
225 1

214
220

228
235

208
213

247
251

249
253

197
201

230
233

224
226

218
223

201
208

212
221

209
217

7 2
7 4

18

平成24年

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

2,663
2,698

221 9
224 8  

220
221

219
221

194
195

218
223

251
256

217
222

238
242

245
249

224
225

214
219

209
210

214
215

7 3
7 4  

17

平成23年

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

2,572
2,615

214 3
217 9

180
182

196
196

185
188

212
216

250
266

214
218

247
251

212
215

237
239

239
241

172
175

228
228

7 0
7 1

26

）年度別救急 （患者 ）

4 月

5 月

6 月

7 月

8 月

9 月

10 月

12 月

1 月

2 月

3 月

合

月平均

日平均

高規 救急
指 （再 ）

11 月

総

2,814名

総

2,814名

123

2～4
2 5

0～2
4 4

20～22
6～8
5 1

4～6
2 9

83837070

144144

8 108 10

10 6  29810 6  298

14～16
11 1
311

14～16
11 1
311

16～18
11 2
316

16～18
11 2
316

18～20
10 6
299

18～20
10 6
299

7 4
208
7 4
208

6 5
184
6 5
184

10～12

14 4

40412～
　14
13 3  374

22～24

7 0
80 89

75

31 1 1
2 7

3 0

40 49
7 2  203

50 59
9 7
272

60 69
15 2
428

8484

20 29
8 7  244
20 29
8 7  244

30 39
7 5  212
30 39
7 5  212

70 79
16 5
463

70 79
16 5
463

21 5
606

21 5
606

196196

．

救護 等への参加

平成 27 年度救急医療実地修  看護師 1名参加

5月 21 日 鹿児島県総合防  看護師 1名参加

9月 9日 傷病者事 対応 における電 連絡  参加

10 月 24 日 A AT（栄養士会　 支援チーム）研修 栄養管理士 1名参加

11 月 13 日 第 54 回 衛消防隊消化 技会 看護師 3名・放射線技師 1名参加

12 月 20 日 原子 防 　原子 医療 実地  放射線技師 2名参加

12 月 20 日 原子 防 　 施設調整システム （電 ） 事務 者対応

1月 12 日 島 山 総合防  看護師 5名参加

2月 13・14 日 AMAT 養成研修 医師 1名・看護師 1名・事務 1名参加

3月 21 日 洋上救急  看護師 3名参加

８．へ

9 月 25 日～ 28 日　歯科 回診療 事業　 島・ 永良部島 歯科 外科部長　 田雅 派遣

９．

7 月 18 日 鹿児島県委託事業　小児在宅支援事業
 かくらぶ（NICU 同 会）大島地区（ 美市 AiAi ひ 　 光交流センター）
 50 名参加　 医師 1名・看護師 7名派遣

9月 6日 鹿児島県委託事業　小児在宅支援事業
 かくらぶ（NICU 同 会）伊佐・大 地区　（大 ここ 館）22 名参加 
  看護師 9名派遣

11 月 29 日 鹿児島県委託事業　小児在宅支援事業
 かくらぶ（NICU同 会）肝付地区（県民健 プラザ健 進センター）48名参加
  医師 1名・看護師 12 名派遣

1月 31 日 赤 ゃん専用救急 「MO O A1 」導

2月 7日 鹿児島県委託事業　小児在宅支援事業
 かくらぶ（NICU 同 会）薩摩川内地区（川薩保健 ）　27 名参加
  医師 2名・看護師 12 名派遣

2月 25 日 産児の 支援研修会　すこやか れ いプラザ 医師 1名派遣

１０

）平成27年度小児科救急 一 表

NICU  （鹿児島市立病院） 111

 （ の の病院） 6

月日

6月19日
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）学校検診関係・会議・研修会等への参加、講師派遣

4月 21 日 中学校学校歯科検診実施 歯科医師 3名・歯科衛生士 3名派遣

6月（1回）7月（1回） 鹿児島市学校腎臓・ 病健診 報 判定 医師 1名派遣

6月 28 日 鹿児島市腎臓・ 病健診　 検査診  医師 1名派遣

6月 2日／ 9月 1日／ 1月 9日／ 3月 1日

 鹿児島子 の 研究会

 第 94 回鹿児島子 の 研究会　会長 医師 1名派遣

7月 9日 鹿児島県小児保健協会　南日本子 健 セミナー

 市民の育児支援 医師 1名参加

8月 10 日 鹿児島市教育委員会　鹿児島市子 子育て会議 医師 1名参加

10 月 20 日 学校保健・安全・歯科保健講習会　種子島　講師 1 名派遣

1月 2日 第 94 回鹿児島子 の 研究会 医師 1名参加

3月 23 日 小児在宅推進事業連携実務検討会 医師 1名派遣

１１ 院活動報告

医師・看護師・保健師・栄養士・検査技師による、地域の医療従事者・地域 民の を対象に、健 進への
及を った
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）学校検診関係・会議・研修会等への参加、講師派遣

4月 21 日 中学校学校歯科検診実施 歯科医師 3名・歯科衛生士 3名派遣

6月（1回）7月（1回） 鹿児島市学校腎臓・ 病健診 報 判定 医師 1名派遣

6月 28 日 鹿児島市腎臓・ 病健診　 検査診  医師 1名派遣

6月 2日／ 9月 1日／ 1月 9日／ 3月 1日

 鹿児島子 の 研究会

 第 94 回鹿児島子 の 研究会　会長 医師 1名派遣

7月 9日 鹿児島県小児保健協会　南日本子 健 セミナー

 市民の育児支援 医師 1名参加

8月 10 日 鹿児島市教育委員会　鹿児島市子 子育て会議 医師 1名参加

10 月 20 日 学校保健・安全・歯科保健講習会　種子島　講師 1 名派遣

1月 2日 第 94 回鹿児島子 の 研究会 医師 1名参加

3月 23 日 小児在宅推進事業連携実務検討会 医師 1名派遣

１１ 院活動報告

医師・看護師・保健師・栄養士・検査技師による、地域の医療従事者・地域 民の を対象に、健 進への
及を った
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１ ． 院の 、 の 入 、 、 、
、 、

【医師】

鹿児島大学医学部医学科 6年臨床医学学外実習

 外科 4 月 28 日～ 5月 30 日 1 名

鹿児島大学医学部医学科 5年学外臨床実習（ポリクリ）

 科 週 日 1 ～ 2 名

鹿児島大学医学部医学科 5年学外臨床実習（ポリクリ）

 外科 週 日・ 週金 日 1 ～ 2 名

鹿児島大学医学部医学科 5年学外臨床実習（ポリクリ）

 整 外科 週 日 1 ～ 2 名

鹿児島大学医学部医学科 5年学外臨床実習（ポリクリ）

 呼吸器外科 不定  1 名

鹿児島大学医学部医学科 4年シ ドウイング

 呼吸器内科 5 月 15 日・19 日／ 6月 12 日／ 7月 10 日 （ 1 名の 4名）

鹿児島大学医学部医学科 4年シ ドウイング

 内科 4 月 10 日／ 5月 15 日・29 日／ 6月 12 日・26 日 （ 1 名の 5名）

鹿児島大学医学部医学科 4年シ ドウイング

 呼吸器外科 4月 10 日／ 5月 22 日／ 6月 12 日／ 6月 26 日／ 7月 10 日 （ 1 名の 5名）

鹿児島大学医学部医学科 4年シ ドウイング

 外科 4月 17 日・24 日／ 5月 15 日／ 6月 12 日・26 日／ 7月 10 日 （ 1 名の 6名）

鹿児島大学医学部医学科 3年シ ドウイング

 呼吸器外科 10 月 2 日・16 日・30 日／ 11 月 13 日 （ 1 名の 4名）

鹿児島大学医学部医学科 3年シ ドウイング

 呼吸器内科 10 月 2 日・16 日／ 11 月 6 日・27 日 （ 1 名の 4名）

鹿児島大学医学部医学科 3年シ ドウイング

 内科 10 月 2 日・23 日／ 11 月 13 日／ 12 月 4 日 （ 1 名の 4名）

鹿児島大学医学部医学科 3年シ ドウイング

 外科 10 月 16 日・30 日／ 11 月 13 日／ 12 月 4 日 （ 1 名の 4名）

鹿児島大学医学部医学科 3年生

 病理診 科 8 月 7 日・12 日・14 日 7 名

【看護部】

原田学園鹿児島医療技術専門学校（小児看護学） 112 日  14 名

田学園看護専門学校（成人看護学・老年看護学・母性看護学・NICU・小児看護学・ 合実習）

 2616 日  254 名

医療法人協会立看護専門学校（成人看護学・母性看護学） 300 日  75 名

医療法人協会立看護専門学校（基礎看護学） 180 日  30 名

学園専修学校（成人看護学・老年看護学・母性看護学・小児看護学・NICU） 384 日  80 名

学園専修学校（基礎看護学） 240 日  35 名

学園高等部看護学科基礎課 （基礎看護学） 192 日  12 名

学園高等部看護学科専門課  （成人看護学・老年看護学・母性看護学・小児看護学・NICU）

 800 日  120 名

高等学校看護学科専門課 （成人看護学・母性看護学） 696 日  58 名

鹿児島中央看護専門学校 2年課 （小児看護学・母性看護学） 696 日  106 名

鹿児島中央看護専門学校 2年課 （在宅看護） 128 日  16 名

田学園看護専門学校（在宅看護） 212 日  106 名

学園高等部看護学科専門課 （在宅看護） 60 日  30 名

鹿児島高等看護学院（成人看護学） 48 日  4 名

西高校（インタ ンシップ） 7 月 7 日～ 10 日 3 日  3 名

鹿児島東高等学校（インタ ンシップ） 11 月 17 日～ 19 日 2 日  2 名

九州看護福祉大学（インタ ンシップ） 7 月 24 日 1 日  1 名

館高校看護科専門課 （インタ ンシップ）   7 月 27 日・28 日 2 日  1 名

赤 学園　タラ看護専門学校（インタ ンシップ） 8 月 3 日 1 日  2 名

【リハビリテーション部】

リハビリテーション学院　長 （ 業療法学） 4 月 7 日～ 6月 19 日 11 週  1 名

鹿児島医療技術専門学校 長 I（理学療法学） 5 月 4 日～ 7月 10 日 10 週  1 名

鹿児島医療福祉専門学校 第 3学年長 臨床実習（理学療法学） 5 月 11 日～ 7月 18 日 10 週  2 名

九州看護保健福祉大学　第 4学年臨床実習 （理学療法学） 5 月 11 日～ 7月 4日 8 週  1 名

本保健科学大学　第 4学年長 実習 （ 業療法学） 5 月 11 日～ 7月 3日 8 週  1 名

沖縄リハビリテーション福祉学院　第 3学年長 臨床実習（ 業療法学）

 5 月 11 日～ 7月 11 日 9 週  1 名

学園専修学校　第 3学年臨床実習（ 業療法学） 6 月 22 日～ 8月 15 日 8 週  1 名

鹿児島大学　第 4学年臨床実習（理学療法学） 7 月 21 日～ 9月 11 日 8 週  1 名

鹿児島医療福祉専門学校　第 2学年臨床検査 定実習（理学療法学）

 7 月 27 日～ 8月 1日 1 週  1 名

宮崎リハビリテーション学院　第 3学年臨床実習 （理学療法学）

 7 月 27 日～ 10 月 9 日 11 週  1 名

学園専修学校　第 1学年見学実習（ 業療法学） 7 月 29 日～ 8月 1日 3 日  1 名

鹿児島医療技術専門学校　第 4学年臨床実習（ 業療法学） 8 月 3 日～ 10 月 9 日 10 週  1 名

九州中央リハビリテーション学院　第 4学年臨床実習 （ 業療法学）

 8 月 10 日～ 10 月 3 日 8 週  1 名

九州保健福祉大学　第 1学年見学実習（ 業療法学） 8 月 17 日 1 日  1 名

九州看護福祉大学　第 3学年臨床実習（理学療法学） 11 月 24 日～ 12 月 12 日 3 週  1 名

福 リハビリテーション専門学校　第 3学年長 臨床実習（理学療法学）

 1 月 12 日～ 3月 2日 8 週  1 名

鹿児島医療福祉専門学校　第 3学年評 実習（ 療法学）

 1 月 25 日～ 2月 19 日 3 週  1 名

鹿児島医療福祉専門学校　第 2学年臨床評 実習（理学療法学） 2 月 1 日～ 2月 20 日 3 週  2 名

鹿児島医療福祉専門学校　第 1学年介護体 実習（理学療法学） 2 月 22 日～ 2月 24 日 3 日  2 名

鹿児島医療技術専門学校　第 1学年臨床見学体 実習（理学療法学）

 2 月 22 日～ 2月 26 日 1 週  1 名

【中央放射線部】

鹿児島医療技術専門学校　診療放射線技術学科4年生 6月1日～6月26日 25日  2名

鹿児島医療技術専門学校　診療放射線学科4年生 6月29日～7月24日 25日  2名

鹿児島医療技術専門学校 診療放射線学科4年生 9月1日～9月30日 29日  2名

鹿児島医療技術専門学校　診療放射線学科3年生 10月1日～10月31日 30日  2名

【薬剤部】

九州保健福祉大学薬学部5年生　長 実務実習  9月7日～11月21日 75日  2名

【栄養管理部】

大学 大学部食 栄養学科2年　臨地・校外実習（病院給食実習） 8月31日～9月4日 1名

九州 子大学　家 学部　栄養学科3年　臨地実習（ ）校外学習 3月7日～3月18日 1名

【在宅医療部】

田学園看護専門学校 4月13日～9月17日 157日  15名

鹿児島中央看護専門学校2年課 （通 制）看護科 7月27日～8月27日 31日  23名

学園高等部　看護学科専門課  6月29日～12月18日 172日  21名

１ ． ･研修･ 会 の 、 、 の 入

【看護部】

 FIRST N R  新生児内科　リハビリテーション見学 2名

4月10日 YT　～NICU・フォローアップ外 ～

6月26日 鹿児島看護専門学校　教員研修（ 東病 ） 2名

7月21日 今 病院分院（新生児内科（NICU・GCU）見学 6名

7月24日 鹿児島高等学校　 れ い看護体  3名

7月24日 高校　 れ い看護体  2名

7月24日 鹿児島 子高等学校　 れ い看護体  2名

7月29日 鹿児島実業高校　 れ い看護体  3名

7月29日 松 高校　 れ い看護体  1名

7月29日 鹿児島高等学校 れ い看護体  1名

8月3日 医療法人育成会　 病院　（褥瘡管理課） 2名

10月21日 第2回鹿児島県地区再就職支援セミナー実施研修 3名

【中央放射線部】

7月18日 西高校　インターンシップ研修 2名

8月17日 大学福 医療技術学部 1名

8月20日 鹿児島県臨床研修病院見学ツアー 1名

10月30日 九州保健福祉大学薬学部 1名

11月18日 東高校インターンシップ研修 2名

2月2日 名 館高校　インターンシップ 2名

【中央臨床検査部】

3月8日 本保健科学大学　医学検査学科3年生 1名

3月10日 川県立保健医療大学　臨床検査学科3年生 1名

3月14日～18日 山 大学　検査技術科学専 3年生 3名

【臨床工学部】

6月1日～13日 九州保健福祉大学　病院実習 1名

6月15日～27日 九州保健福祉大学　病院実習 1名

【薬剤部】

4月2日 九州保健福祉大学卒業生 1名

4月6日 第一薬科大学卒業生 1名

4月20日 九州保健福祉大学6年生 1名

5月7日 大学6年生 1名

5月7日 福 大学6年生 1名

5月13日 長崎大学6年生 1名

5月15日 長崎大学6年生 1名

12月11日 薬科大学5年生 1名

1月26日～29日 長田中学校　職 体 学習 3名

2月16日 島大学5年 1名

3月15日 大学5年生 1名

3月22日 広島国 大学5年生 1名

3月24日 九州保健福祉大学5年生 1名

3月28日 九州保健福祉大学5年生 2名

3月28日 広島国 大学5年生 1名

3月29日 九州保健福祉大5年生 1名

3月29日 福 大学5年生 1名

3月30日 本大学5年生 2名

【栄養管理部】

7月8日 鹿児島 西高校　トータルエステティック科・フ ッションデザイン科

 「病院における栄養士の役 」「給食体 」 3名

11月18日 鹿児島東高校　 通科1年生　インターンシップ

 「病院における栄養士の役 」「給食体 」 2名

1月26日 鹿児島生協病院　NST見学 3名

2月2日 館高校　 通科2年生　インターンシップ 2名

【緩和医療課】

1月18日 田上 念病院　 っとサロン今給 見学 3名

【消防・救 士】

5月11日～22日 救急救 士　就業 病院実習 2名

8月24日～3月31日

 救急振興 　救急救 士実習 1名

10月19日～26日 11月30日～12月7日 12月7日～14日 2月29日～3月7日

 救 士　病院実習 　 1名　 4名

2月1日～2月7日 救急振興 　救急救 士実習 4名

2月12日 鹿児島県消防学校救急科　病院実習 2名
 
【事務部】

3月16日 整 外科 病院　病院見学（診療情報管理部） 2名

１ ． 活動･ 活動･ 活動

【医師】

8月・3月 医師会 催　子 予防 種週 　予防 種推進 1名参加

11月14日 機で くドイツ ～ として ～（80名 ） 1名参加

3月6日 鹿児島マラ ン2016　救護  1名派遣

【看護部】

4月12日 おご プロジェクト2015 LO  49　子宮 がんイベント 3名派遣

5月12日 看護の日 念式  1名派遣

5月16日 1日ま の保健  1名派遣

5月16日 「看護の日・看護週 」1日ま の保健 　 ランティア 4名派遣

6月7日 第24回九州バレー ール交 大会　 ランティア 1名派遣

8月1日 第50回鹿児島市民大会開会式役員委託 1名派遣

8月22日 24 テレビ　 いをつな 　鹿児島・ リレー 1名派遣

9月5日 ま の保健 （第36回看護展） ランティア 1名派遣

9月19日 鹿児島市立病院NCPR研修協 員 3名派遣

9月19日・20日 第69回県民体育大会応援 1名派遣

11月18日 南日本リビング社「鹿児島キラリ 性大 」審査員 1名派遣

1月28日 第49回鹿児島県保健看護研究会協 員 1名派遣

2月13日 第63回県下一 市 対 機電 大会　 ランティア 1名派遣

3月18日 平成27年度薩摩地区MC協議会 業部会 1名派遣

【中央放射線部】　

5月9日・10日 リレー・フォー・ライフ・ジ パンかごしま 2名参加

10月4日 市民健 　実行委員 1名派遣

10月18日 ンクリ ン in k os i 2015 2名派遣

12月20日 原子 防 　実行委員 2名派遣

3月20日 ンクリ ンフェスタ　実行委員 2名派遣

【栄養管理部】

8月22日 がん患者サロン っとサロン今給 　ミ 会「 血を予防しよ 」 1名参加

10月4日 第32回市民健 まつ 　栄養相談 2名参加

【病理部】

4月12日 おご プロジェクト2015 LO  49　子宮 がんイベント 2名参加

11月10日 検査と健 展 1名参加

【緩和医療課】

5月9日 「リレー・フォー・ライフ・ジ パンかごしま」　相談員派遣協  2名派遣

法・・・地域医療支援病院による

年度別手術症例

H25 年度

4,480手術症例 （ ）

H27 年度

4,197

H26 年度

4,472

年度別 介

H25 年度（地域支援）

50 5介 （ ）

H27 年度（地域支援）

67 6

H26 年度（地域支援）

62 4

年度別 介

H25 年度（地域支援）

60 8介 （ ）

H27 年度（地域支援）

116 8

H26 年度（地域支援）

97 6

手術の施設基 に基 き、平成 27 年（2015 年）の 1年 に実施した手術名、手術

院患者に関する年度別実

H25 年度

15 3

83 3

平均在院日 （日）

病床 用 （ ）

H27 年度

16 0

81 6

H26 年度

17 2

82 9

手術区分

区分 1

区分 1

区分 1

区分 1

区分 2

区分 2

区分 2

区分 2

区分 2

区分 2

区分 2

区分 3

区分 3

区分 3

区分 3

区分 3

区分 3

区分 4

の の区分

の の区分

手術

17

158

4

82

5

19

0

1

0

20

7

13

0

0

7

0

3

252

37

3

手術名

内 手術

下手術等

成手術等

肺 性 手術等

成手術等

症手術等

性 手術等

道 成手術等

術

肝 術等

子宮 属器 性 手術等

上 骨 成術等

上 骨 性 手術等

バセドウ 状 全 （ 全 ）術（ ）

母子化手術等

内反 手術等

食道 再 術等

下及び 下手術等

人工関節 換術

ースメーカー 術及び ースメーカー交換術

１ ･ の 、 ･ ･ へ講師 的 派遣

【医師】

鹿児島歯科学院専門学校技工士科　 常 講師 歯科部長　 田 ミ子

鹿児島県立 大学　 常 講師 4月～7月 週 日　小児科部長　 田

鹿児島大学小児科外 実務研修　 常 講師 週 日　小児科部長　 田

長崎大学病院　 常 講師 歯科 外科部長　 田雅

鹿児島県消防学校　 常 講師 5月22日／6月1日／1月22日／2月1日　 科　西山

【看護部】

7月17日 鹿児島市立 中学校　家 教育学  講師　看護 部長　 ひと

11月11日・19日・25日

 国立病院機 　鹿児島医療センター付属看護専門学校 講師　NICU師長　 川 子

11月11日 田学園看護専門学校　 常 講師

 科 ： タリングの 的と 法 救急 定看護師　 夫

11月19日 田学園看護専門学校　 常 講師

 科 ：放射線療法と看護 放射線 定看護師　 こ え

11月19日 田学園看護専門学校　 常 講師

 科 ：化学療法と看護 がん化学療法 定看護師　 原 美

11月20日 田学園看護専門学校　 常 講師

 科 ：安 療法、食事用法、人工臓器 師長　中 子

11月24日 田学園看護専門学校　 常 講師

 科 ： 吸 、吸 、ドレナージ 慢性呼吸器疾患 定看護師　立 子

12月2日・16日 高等学校看護学科専門課  講師　がん化学療法 定看護師　 原 美

12月17日 学園専修学校　講師 看護師　山 恵

【中央放射線部】

2月1日・8日・17日

 鹿児島医療技術専門学校　診療 技術学  　講師　放射線技師　 田 一
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１ ． 院の 、 の 入 、 、 、
、 、

【医師】

鹿児島大学医学部医学科 6年臨床医学学外実習

 外科 4 月 28 日～ 5月 30 日 1 名

鹿児島大学医学部医学科 5年学外臨床実習（ポリクリ）

 科 週 日 1 ～ 2 名

鹿児島大学医学部医学科 5年学外臨床実習（ポリクリ）

 外科 週 日・ 週金 日 1 ～ 2 名

鹿児島大学医学部医学科 5年学外臨床実習（ポリクリ）

 整 外科 週 日 1 ～ 2 名

鹿児島大学医学部医学科 5年学外臨床実習（ポリクリ）

 呼吸器外科 不定  1 名

鹿児島大学医学部医学科 4年シ ドウイング

 呼吸器内科 5 月 15 日・19 日／ 6月 12 日／ 7月 10 日 （ 1 名の 4名）

鹿児島大学医学部医学科 4年シ ドウイング

 内科 4 月 10 日／ 5月 15 日・29 日／ 6月 12 日・26 日 （ 1 名の 5名）

鹿児島大学医学部医学科 4年シ ドウイング

 呼吸器外科 4月 10 日／ 5月 22 日／ 6月 12 日／ 6月 26 日／ 7月 10 日 （ 1 名の 5名）

鹿児島大学医学部医学科 4年シ ドウイング

 外科 4月 17 日・24 日／ 5月 15 日／ 6月 12 日・26 日／ 7月 10 日 （ 1 名の 6名）

鹿児島大学医学部医学科 3年シ ドウイング

 呼吸器外科 10 月 2 日・16 日・30 日／ 11 月 13 日 （ 1 名の 4名）

鹿児島大学医学部医学科 3年シ ドウイング

 呼吸器内科 10 月 2 日・16 日／ 11 月 6 日・27 日 （ 1 名の 4名）

鹿児島大学医学部医学科 3年シ ドウイング

 内科 10 月 2 日・23 日／ 11 月 13 日／ 12 月 4 日 （ 1 名の 4名）

鹿児島大学医学部医学科 3年シ ドウイング

 外科 10 月 16 日・30 日／ 11 月 13 日／ 12 月 4 日 （ 1 名の 4名）

鹿児島大学医学部医学科 3年生

 病理診 科 8 月 7 日・12 日・14 日 7 名

【看護部】

原田学園鹿児島医療技術専門学校（小児看護学） 112 日  14 名

田学園看護専門学校（成人看護学・老年看護学・母性看護学・NICU・小児看護学・ 合実習）

 2616 日  254 名

医療法人協会立看護専門学校（成人看護学・母性看護学） 300 日  75 名

医療法人協会立看護専門学校（基礎看護学） 180 日  30 名

学園専修学校（成人看護学・老年看護学・母性看護学・小児看護学・NICU） 384 日  80 名

学園専修学校（基礎看護学） 240 日  35 名

学園高等部看護学科基礎課 （基礎看護学） 192 日  12 名

学園高等部看護学科専門課  （成人看護学・老年看護学・母性看護学・小児看護学・NICU）

 800 日  120 名

高等学校看護学科専門課 （成人看護学・母性看護学） 696 日  58 名

鹿児島中央看護専門学校 2年課 （小児看護学・母性看護学） 696 日  106 名

鹿児島中央看護専門学校 2年課 （在宅看護） 128 日  16 名

田学園看護専門学校（在宅看護） 212 日  106 名

学園高等部看護学科専門課 （在宅看護） 60 日  30 名

鹿児島高等看護学院（成人看護学） 48 日  4 名

西高校（インタ ンシップ） 7 月 7 日～ 10 日 3 日  3 名

鹿児島東高等学校（インタ ンシップ） 11 月 17 日～ 19 日 2 日  2 名

九州看護福祉大学（インタ ンシップ） 7 月 24 日 1 日  1 名

館高校看護科専門課 （インタ ンシップ）   7 月 27 日・28 日 2 日  1 名

赤 学園　タラ看護専門学校（インタ ンシップ） 8 月 3 日 1 日  2 名

【リハビリテーション部】

リハビリテーション学院　長 （ 業療法学） 4 月 7 日～ 6月 19 日 11 週  1 名

鹿児島医療技術専門学校 長 I（理学療法学） 5 月 4 日～ 7月 10 日 10 週  1 名

鹿児島医療福祉専門学校 第 3学年長 臨床実習（理学療法学） 5 月 11 日～ 7月 18 日 10 週  2 名

九州看護保健福祉大学　第 4学年臨床実習 （理学療法学） 5 月 11 日～ 7月 4日 8 週  1 名

本保健科学大学　第 4学年長 実習 （ 業療法学） 5 月 11 日～ 7月 3日 8 週  1 名

沖縄リハビリテーション福祉学院　第 3学年長 臨床実習（ 業療法学）

 5 月 11 日～ 7月 11 日 9 週  1 名

学園専修学校　第 3学年臨床実習（ 業療法学） 6 月 22 日～ 8月 15 日 8 週  1 名

鹿児島大学　第 4学年臨床実習（理学療法学） 7 月 21 日～ 9月 11 日 8 週  1 名

鹿児島医療福祉専門学校　第 2学年臨床検査 定実習（理学療法学）

 7 月 27 日～ 8月 1日 1 週  1 名

宮崎リハビリテーション学院　第 3学年臨床実習 （理学療法学）

 7 月 27 日～ 10 月 9 日 11 週  1 名

学園専修学校　第 1学年見学実習（ 業療法学） 7 月 29 日～ 8月 1日 3 日  1 名

鹿児島医療技術専門学校　第 4学年臨床実習（ 業療法学） 8 月 3 日～ 10 月 9 日 10 週  1 名

九州中央リハビリテーション学院　第 4学年臨床実習 （ 業療法学）

 8 月 10 日～ 10 月 3 日 8 週  1 名

九州保健福祉大学　第 1学年見学実習（ 業療法学） 8 月 17 日 1 日  1 名

九州看護福祉大学　第 3学年臨床実習（理学療法学） 11 月 24 日～ 12 月 12 日 3 週  1 名

福 リハビリテーション専門学校　第 3学年長 臨床実習（理学療法学）

 1 月 12 日～ 3月 2日 8 週  1 名

鹿児島医療福祉専門学校　第 3学年評 実習（ 療法学）

 1 月 25 日～ 2月 19 日 3 週  1 名

鹿児島医療福祉専門学校　第 2学年臨床評 実習（理学療法学） 2 月 1 日～ 2月 20 日 3 週  2 名

鹿児島医療福祉専門学校　第 1学年介護体 実習（理学療法学） 2 月 22 日～ 2月 24 日 3 日  2 名

鹿児島医療技術専門学校　第 1学年臨床見学体 実習（理学療法学）

 2 月 22 日～ 2月 26 日 1 週  1 名

【中央放射線部】

鹿児島医療技術専門学校　診療放射線技術学科4年生 6月1日～6月26日 25日  2名

鹿児島医療技術専門学校　診療放射線学科4年生 6月29日～7月24日 25日  2名

鹿児島医療技術専門学校 診療放射線学科4年生 9月1日～9月30日 29日  2名

鹿児島医療技術専門学校　診療放射線学科3年生 10月1日～10月31日 30日  2名

【薬剤部】

九州保健福祉大学薬学部5年生　長 実務実習  9月7日～11月21日 75日  2名

【栄養管理部】

大学 大学部食 栄養学科2年　臨地・校外実習（病院給食実習） 8月31日～9月4日 1名

九州 子大学　家 学部　栄養学科3年　臨地実習（ ）校外学習 3月7日～3月18日 1名

【在宅医療部】

田学園看護専門学校 4月13日～9月17日 157日  15名

鹿児島中央看護専門学校2年課 （通 制）看護科 7月27日～8月27日 31日  23名

学園高等部　看護学科専門課  6月29日～12月18日 172日  21名

１ ． ･研修･ 会 の 、 、 の 入

【看護部】

 FIRST N R  新生児内科　リハビリテーション見学 2名

4月10日 YT　～NICU・フォローアップ外 ～

6月26日 鹿児島看護専門学校　教員研修（ 東病 ） 2名

7月21日 今 病院分院（新生児内科（NICU・GCU）見学 6名

7月24日 鹿児島高等学校　 れ い看護体  3名

7月24日 高校　 れ い看護体  2名

7月24日 鹿児島 子高等学校　 れ い看護体  2名

7月29日 鹿児島実業高校　 れ い看護体  3名

7月29日 松 高校　 れ い看護体  1名

7月29日 鹿児島高等学校 れ い看護体  1名

8月3日 医療法人育成会　 病院　（褥瘡管理課） 2名

10月21日 第2回鹿児島県地区再就職支援セミナー実施研修 3名

【中央放射線部】

7月18日 西高校　インターンシップ研修 2名

8月17日 大学福 医療技術学部 1名

8月20日 鹿児島県臨床研修病院見学ツアー 1名

10月30日 九州保健福祉大学薬学部 1名

11月18日 東高校インターンシップ研修 2名

2月2日 名 館高校　インターンシップ 2名

【中央臨床検査部】

3月8日 本保健科学大学　医学検査学科3年生 1名

3月10日 川県立保健医療大学　臨床検査学科3年生 1名

3月14日～18日 山 大学　検査技術科学専 3年生 3名

【臨床工学部】

6月1日～13日 九州保健福祉大学　病院実習 1名

6月15日～27日 九州保健福祉大学　病院実習 1名

【薬剤部】

4月2日 九州保健福祉大学卒業生 1名

4月6日 第一薬科大学卒業生 1名

4月20日 九州保健福祉大学6年生 1名

5月7日 大学6年生 1名

5月7日 福 大学6年生 1名

5月13日 長崎大学6年生 1名

5月15日 長崎大学6年生 1名

12月11日 薬科大学5年生 1名

1月26日～29日 長田中学校　職 体 学習 3名

2月16日 島大学5年 1名

3月15日 大学5年生 1名

3月22日 広島国 大学5年生 1名

3月24日 九州保健福祉大学5年生 1名

3月28日 九州保健福祉大学5年生 2名

3月28日 広島国 大学5年生 1名

3月29日 九州保健福祉大5年生 1名

3月29日 福 大学5年生 1名

3月30日 本大学5年生 2名

【栄養管理部】

7月8日 鹿児島 西高校　トータルエステティック科・フ ッションデザイン科

 「病院における栄養士の役 」「給食体 」 3名

11月18日 鹿児島東高校　 通科1年生　インターンシップ

 「病院における栄養士の役 」「給食体 」 2名

1月26日 鹿児島生協病院　NST見学 3名

2月2日 館高校　 通科2年生　インターンシップ 2名

【緩和医療課】

1月18日 田上 念病院　 っとサロン今給 見学 3名

【消防・救 士】

5月11日～22日 救急救 士　就業 病院実習 2名

8月24日～3月31日

 救急振興 　救急救 士実習 1名

10月19日～26日 11月30日～12月7日 12月7日～14日 2月29日～3月7日

 救 士　病院実習 　 1名　 4名

2月1日～2月7日 救急振興 　救急救 士実習 4名

2月12日 鹿児島県消防学校救急科　病院実習 2名
 
【事務部】

3月16日 整 外科 病院　病院見学（診療情報管理部） 2名

１ ． 活動･ 活動･ 活動

【医師】

8月・3月 医師会 催　子 予防 種週 　予防 種推進 1名参加

11月14日 機で くドイツ ～ として ～（80名 ） 1名参加

3月6日 鹿児島マラ ン2016　救護  1名派遣

【看護部】

4月12日 おご プロジェクト2015 LO  49　子宮 がんイベント 3名派遣

5月12日 看護の日 念式  1名派遣

5月16日 1日ま の保健  1名派遣

5月16日 「看護の日・看護週 」1日ま の保健 　 ランティア 4名派遣

6月7日 第24回九州バレー ール交 大会　 ランティア 1名派遣

8月1日 第50回鹿児島市民大会開会式役員委託 1名派遣

8月22日 24 テレビ　 いをつな 　鹿児島・ リレー 1名派遣

9月5日 ま の保健 （第36回看護展） ランティア 1名派遣

9月19日 鹿児島市立病院NCPR研修協 員 3名派遣

9月19日・20日 第69回県民体育大会応援 1名派遣

11月18日 南日本リビング社「鹿児島キラリ 性大 」審査員 1名派遣

1月28日 第49回鹿児島県保健看護研究会協 員 1名派遣

2月13日 第63回県下一 市 対 機電 大会　 ランティア 1名派遣

3月18日 平成27年度薩摩地区MC協議会 業部会 1名派遣

【中央放射線部】　

5月9日・10日 リレー・フォー・ライフ・ジ パンかごしま 2名参加

10月4日 市民健 　実行委員 1名派遣

10月18日 ンクリ ン in k os i 2015 2名派遣

12月20日 原子 防 　実行委員 2名派遣

3月20日 ンクリ ンフェスタ　実行委員 2名派遣

【栄養管理部】

8月22日 がん患者サロン っとサロン今給 　ミ 会「 血を予防しよ 」 1名参加

10月4日 第32回市民健 まつ 　栄養相談 2名参加

【病理部】

4月12日 おご プロジェクト2015 LO  49　子宮 がんイベント 2名参加

11月10日 検査と健 展 1名参加

【緩和医療課】

5月9日 「リレー・フォー・ライフ・ジ パンかごしま」　相談員派遣協  2名派遣

法・・・地域医療支援病院による

年度別手術症例

H25 年度

4,480手術症例 （ ）

H27 年度

4,197

H26 年度

4,472

年度別 介

H25 年度（地域支援）

50 5介 （ ）

H27 年度（地域支援）

67 6

H26 年度（地域支援）

62 4

年度別 介

H25 年度（地域支援）

60 8介 （ ）

H27 年度（地域支援）

116 8

H26 年度（地域支援）

97 6

手術の施設基 に基 き、平成 27 年（2015 年）の 1年 に実施した手術名、手術

院患者に関する年度別実

H25 年度

15 3

83 3

平均在院日 （日）

病床 用 （ ）

H27 年度

16 0

81 6

H26 年度

17 2

82 9

手術区分

区分 1

区分 1

区分 1

区分 1

区分 2

区分 2

区分 2

区分 2

区分 2

区分 2

区分 2

区分 3

区分 3

区分 3

区分 3

区分 3

区分 3

区分 4

の の区分

の の区分

手術

17

158

4

82

5

19

0

1

0

20

7

13

0

0

7

0

3

252

37

3

手術名

内 手術

下手術等

成手術等

肺 性 手術等

成手術等

症手術等

性 手術等

道 成手術等

術

肝 術等

子宮 属器 性 手術等

上 骨 成術等

上 骨 性 手術等

バセドウ 状 全 （ 全 ）術（ ）

母子化手術等

内反 手術等

食道 再 術等

下及び 下手術等

人工関節 換術

ースメーカー 術及び ースメーカー交換術

１ ･ の 、 ･ ･ へ講師 的 派遣

【医師】

鹿児島歯科学院専門学校技工士科　 常 講師 歯科部長　 田 ミ子

鹿児島県立 大学　 常 講師 4月～7月 週 日　小児科部長　 田

鹿児島大学小児科外 実務研修　 常 講師 週 日　小児科部長　 田

長崎大学病院　 常 講師 歯科 外科部長　 田雅

鹿児島県消防学校　 常 講師 5月22日／6月1日／1月22日／2月1日　 科　西山

【看護部】

7月17日 鹿児島市立 中学校　家 教育学  講師　看護 部長　 ひと

11月11日・19日・25日

 国立病院機 　鹿児島医療センター付属看護専門学校 講師　NICU師長　 川 子

11月11日 田学園看護専門学校　 常 講師

 科 ： タリングの 的と 法 救急 定看護師　 夫

11月19日 田学園看護専門学校　 常 講師

 科 ：放射線療法と看護 放射線 定看護師　 こ え

11月19日 田学園看護専門学校　 常 講師

 科 ：化学療法と看護 がん化学療法 定看護師　 原 美

11月20日 田学園看護専門学校　 常 講師

 科 ：安 療法、食事用法、人工臓器 師長　中 子

11月24日 田学園看護専門学校　 常 講師

 科 ： 吸 、吸 、ドレナージ 慢性呼吸器疾患 定看護師　立 子

12月2日・16日 高等学校看護学科専門課  講師　がん化学療法 定看護師　 原 美

12月17日 学園専修学校　講師 看護師　山 恵

【中央放射線部】

2月1日・8日・17日

 鹿児島医療技術専門学校　診療 技術学  　講師　放射線技師　 田 一
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１ 研修 院

（卒後）臨床研修病院として、 の通 研修医を け れ、指導教育を行った

基幹 研修医　 ・H27年4月～H28年3月 8名
（救急科、総合内科、消化器内科、 内科、 器内科、呼吸器内科、外科、呼吸器外科、
整 外科、 成外科、 外科、産婦人科、 科、小児科、 科、 科、放射線科）

 ・H27年8月～H28年3月 1名（ 　研修再開者）
（救急科、外科、 成外科、放射線科、 科）

協 研修医 ・H27年4月 1名（呼吸器内科）

 ・H27年4月～H28年3月 1名
（救急科、総合内科、消化器内科、 内科、外科、 成外科、放射線科）

 ・H27年4月～7月 1名（ 内科、 器内科）

 ・H27年10月～H28年3月 2名
（救急科、総合内科、 器内科、小児科、呼吸器外科、 科）

 ・H28年2月～3月　1名（呼吸器内科）　
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（ の ）
　 美病院（ 科研修）を研修協 施設として厚生労働省へ 加 した
　（平成28年度研修プログラムよ 用）

歯科医師

鹿児島大学病院歯科医師臨床研修プログラム研修協 施設として、 の通 研修歯科医を け れ、指導
教育を行った

平成27年5月～平成28年2月　 週 日
大学病院歯科医療（A）・大学病院歯科医療（ ）・地域歯科医療プログラム　研修歯科医
1名 つ 27回

１ ． 院の 、 の 入 、 、 、
、 、

【医師】

鹿児島大学医学部医学科 6年臨床医学学外実習

 外科 4 月 28 日～ 5月 30 日 1 名

鹿児島大学医学部医学科 5年学外臨床実習（ポリクリ）

 科 週 日 1 ～ 2 名

鹿児島大学医学部医学科 5年学外臨床実習（ポリクリ）

 外科 週 日・ 週金 日 1 ～ 2 名

鹿児島大学医学部医学科 5年学外臨床実習（ポリクリ）

 整 外科 週 日 1 ～ 2 名

鹿児島大学医学部医学科 5年学外臨床実習（ポリクリ）

 呼吸器外科 不定  1 名

鹿児島大学医学部医学科 4年シ ドウイング

 呼吸器内科 5 月 15 日・19 日／ 6月 12 日／ 7月 10 日 （ 1 名の 4名）

鹿児島大学医学部医学科 4年シ ドウイング

 内科 4 月 10 日／ 5月 15 日・29 日／ 6月 12 日・26 日 （ 1 名の 5名）

鹿児島大学医学部医学科 4年シ ドウイング

 呼吸器外科 4月 10 日／ 5月 22 日／ 6月 12 日／ 6月 26 日／ 7月 10 日 （ 1 名の 5名）

鹿児島大学医学部医学科 4年シ ドウイング

 外科 4月 17 日・24 日／ 5月 15 日／ 6月 12 日・26 日／ 7月 10 日 （ 1 名の 6名）

鹿児島大学医学部医学科 3年シ ドウイング

 呼吸器外科 10 月 2 日・16 日・30 日／ 11 月 13 日 （ 1 名の 4名）

鹿児島大学医学部医学科 3年シ ドウイング

 呼吸器内科 10 月 2 日・16 日／ 11 月 6 日・27 日 （ 1 名の 4名）

鹿児島大学医学部医学科 3年シ ドウイング

 内科 10 月 2 日・23 日／ 11 月 13 日／ 12 月 4 日 （ 1 名の 4名）

鹿児島大学医学部医学科 3年シ ドウイング

 外科 10 月 16 日・30 日／ 11 月 13 日／ 12 月 4 日 （ 1 名の 4名）

鹿児島大学医学部医学科 3年生

 病理診 科 8 月 7 日・12 日・14 日 7 名

【看護部】

原田学園鹿児島医療技術専門学校（小児看護学） 112 日  14 名

田学園看護専門学校（成人看護学・老年看護学・母性看護学・NICU・小児看護学・ 合実習）

 2616 日  254 名

医療法人協会立看護専門学校（成人看護学・母性看護学） 300 日  75 名

医療法人協会立看護専門学校（基礎看護学） 180 日  30 名

学園専修学校（成人看護学・老年看護学・母性看護学・小児看護学・NICU） 384 日  80 名

学園専修学校（基礎看護学） 240 日  35 名

学園高等部看護学科基礎課 （基礎看護学） 192 日  12 名

学園高等部看護学科専門課  （成人看護学・老年看護学・母性看護学・小児看護学・NICU）

 800 日  120 名

高等学校看護学科専門課 （成人看護学・母性看護学） 696 日  58 名

鹿児島中央看護専門学校 2年課 （小児看護学・母性看護学） 696 日  106 名

鹿児島中央看護専門学校 2年課 （在宅看護） 128 日  16 名

田学園看護専門学校（在宅看護） 212 日  106 名

学園高等部看護学科専門課 （在宅看護） 60 日  30 名

鹿児島高等看護学院（成人看護学） 48 日  4 名

西高校（インタ ンシップ） 7 月 7 日～ 10 日 3 日  3 名

鹿児島東高等学校（インタ ンシップ） 11 月 17 日～ 19 日 2 日  2 名

九州看護福祉大学（インタ ンシップ） 7 月 24 日 1 日  1 名

館高校看護科専門課 （インタ ンシップ）   7 月 27 日・28 日 2 日  1 名

赤 学園　タラ看護専門学校（インタ ンシップ） 8 月 3 日 1 日  2 名

【リハビリテーション部】

リハビリテーション学院　長 （ 業療法学） 4 月 7 日～ 6月 19 日 11 週  1 名

鹿児島医療技術専門学校 長 I（理学療法学） 5 月 4 日～ 7月 10 日 10 週  1 名

鹿児島医療福祉専門学校 第 3学年長 臨床実習（理学療法学） 5 月 11 日～ 7月 18 日 10 週  2 名

九州看護保健福祉大学　第 4学年臨床実習 （理学療法学） 5 月 11 日～ 7月 4日 8 週  1 名

本保健科学大学　第 4学年長 実習 （ 業療法学） 5 月 11 日～ 7月 3日 8 週  1 名

沖縄リハビリテーション福祉学院　第 3学年長 臨床実習（ 業療法学）

 5 月 11 日～ 7月 11 日 9 週  1 名

学園専修学校　第 3学年臨床実習（ 業療法学） 6 月 22 日～ 8月 15 日 8 週  1 名

鹿児島大学　第 4学年臨床実習（理学療法学） 7 月 21 日～ 9月 11 日 8 週  1 名

鹿児島医療福祉専門学校　第 2学年臨床検査 定実習（理学療法学）

 7 月 27 日～ 8月 1日 1 週  1 名

宮崎リハビリテーション学院　第 3学年臨床実習 （理学療法学）

 7 月 27 日～ 10 月 9 日 11 週  1 名

学園専修学校　第 1学年見学実習（ 業療法学） 7 月 29 日～ 8月 1日 3 日  1 名

鹿児島医療技術専門学校　第 4学年臨床実習（ 業療法学） 8 月 3 日～ 10 月 9 日 10 週  1 名

九州中央リハビリテーション学院　第 4学年臨床実習 （ 業療法学）

 8 月 10 日～ 10 月 3 日 8 週  1 名

九州保健福祉大学　第 1学年見学実習（ 業療法学） 8 月 17 日 1 日  1 名

九州看護福祉大学　第 3学年臨床実習（理学療法学） 11 月 24 日～ 12 月 12 日 3 週  1 名

福 リハビリテーション専門学校　第 3学年長 臨床実習（理学療法学）

 1 月 12 日～ 3月 2日 8 週  1 名

鹿児島医療福祉専門学校　第 3学年評 実習（ 療法学）

 1 月 25 日～ 2月 19 日 3 週  1 名

鹿児島医療福祉専門学校　第 2学年臨床評 実習（理学療法学） 2 月 1 日～ 2月 20 日 3 週  2 名

鹿児島医療福祉専門学校　第 1学年介護体 実習（理学療法学） 2 月 22 日～ 2月 24 日 3 日  2 名

鹿児島医療技術専門学校　第 1学年臨床見学体 実習（理学療法学）

 2 月 22 日～ 2月 26 日 1 週  1 名

【中央放射線部】

鹿児島医療技術専門学校　診療放射線技術学科4年生 6月1日～6月26日 25日  2名

鹿児島医療技術専門学校　診療放射線学科4年生 6月29日～7月24日 25日  2名

鹿児島医療技術専門学校 診療放射線学科4年生 9月1日～9月30日 29日  2名

鹿児島医療技術専門学校　診療放射線学科3年生 10月1日～10月31日 30日  2名

【薬剤部】

九州保健福祉大学薬学部5年生　長 実務実習  9月7日～11月21日 75日  2名

【栄養管理部】

大学 大学部食 栄養学科2年　臨地・校外実習（病院給食実習） 8月31日～9月4日 1名

九州 子大学　家 学部　栄養学科3年　臨地実習（ ）校外学習 3月7日～3月18日 1名

【在宅医療部】

田学園看護専門学校 4月13日～9月17日 157日  15名

鹿児島中央看護専門学校2年課 （通 制）看護科 7月27日～8月27日 31日  23名

学園高等部　看護学科専門課  6月29日～12月18日 172日  21名

１ ． ･研修･ 会 の 、 、 の 入

【看護部】

 FIRST N R  新生児内科　リハビリテーション見学 2名

4月10日 YT　～NICU・フォローアップ外 ～

6月26日 鹿児島看護専門学校　教員研修（ 東病 ） 2名

7月21日 今 病院分院（新生児内科（NICU・GCU）見学 6名

7月24日 鹿児島高等学校　 れ い看護体  3名

7月24日 高校　 れ い看護体  2名

7月24日 鹿児島 子高等学校　 れ い看護体  2名

7月29日 鹿児島実業高校　 れ い看護体  3名

7月29日 松 高校　 れ い看護体  1名

7月29日 鹿児島高等学校 れ い看護体  1名

8月3日 医療法人育成会　 病院　（褥瘡管理課） 2名

10月21日 第2回鹿児島県地区再就職支援セミナー実施研修 3名

【中央放射線部】

7月18日 西高校　インターンシップ研修 2名

8月17日 大学福 医療技術学部 1名

8月20日 鹿児島県臨床研修病院見学ツアー 1名

10月30日 九州保健福祉大学薬学部 1名

11月18日 東高校インターンシップ研修 2名

2月2日 名 館高校　インターンシップ 2名

【中央臨床検査部】

3月8日 本保健科学大学　医学検査学科3年生 1名

3月10日 川県立保健医療大学　臨床検査学科3年生 1名

3月14日～18日 山 大学　検査技術科学専 3年生 3名

【臨床工学部】

6月1日～13日 九州保健福祉大学　病院実習 1名

6月15日～27日 九州保健福祉大学　病院実習 1名

【薬剤部】

4月2日 九州保健福祉大学卒業生 1名

4月6日 第一薬科大学卒業生 1名

4月20日 九州保健福祉大学6年生 1名

5月7日 大学6年生 1名

5月7日 福 大学6年生 1名

5月13日 長崎大学6年生 1名

5月15日 長崎大学6年生 1名

12月11日 薬科大学5年生 1名

1月26日～29日 長田中学校　職 体 学習 3名

2月16日 島大学5年 1名

3月15日 大学5年生 1名

3月22日 広島国 大学5年生 1名

3月24日 九州保健福祉大学5年生 1名

3月28日 九州保健福祉大学5年生 2名

3月28日 広島国 大学5年生 1名

3月29日 九州保健福祉大5年生 1名

3月29日 福 大学5年生 1名

3月30日 本大学5年生 2名

【栄養管理部】

7月8日 鹿児島 西高校　トータルエステティック科・フ ッションデザイン科

 「病院における栄養士の役 」「給食体 」 3名

11月18日 鹿児島東高校　 通科1年生　インターンシップ

 「病院における栄養士の役 」「給食体 」 2名

1月26日 鹿児島生協病院　NST見学 3名

2月2日 館高校　 通科2年生　インターンシップ 2名

【緩和医療課】

1月18日 田上 念病院　 っとサロン今給 見学 3名

【消防・救 士】

5月11日～22日 救急救 士　就業 病院実習 2名

8月24日～3月31日

 救急振興 　救急救 士実習 1名

10月19日～26日 11月30日～12月7日 12月7日～14日 2月29日～3月7日

 救 士　病院実習 　 1名　 4名

2月1日～2月7日 救急振興 　救急救 士実習 4名

2月12日 鹿児島県消防学校救急科　病院実習 2名
 
【事務部】

3月16日 整 外科 病院　病院見学（診療情報管理部） 2名

１ ． 活動･ 活動･ 活動

【医師】

8月・3月 医師会 催　子 予防 種週 　予防 種推進 1名参加

11月14日 機で くドイツ ～ として ～（80名 ） 1名参加

3月6日 鹿児島マラ ン2016　救護  1名派遣

【看護部】

4月12日 おご プロジェクト2015 LO  49　子宮 がんイベント 3名派遣

5月12日 看護の日 念式  1名派遣

5月16日 1日ま の保健  1名派遣

5月16日 「看護の日・看護週 」1日ま の保健 　 ランティア 4名派遣

6月7日 第24回九州バレー ール交 大会　 ランティア 1名派遣

8月1日 第50回鹿児島市民大会開会式役員委託 1名派遣

8月22日 24 テレビ　 いをつな 　鹿児島・ リレー 1名派遣

9月5日 ま の保健 （第36回看護展） ランティア 1名派遣

9月19日 鹿児島市立病院NCPR研修協 員 3名派遣

9月19日・20日 第69回県民体育大会応援 1名派遣

11月18日 南日本リビング社「鹿児島キラリ 性大 」審査員 1名派遣

1月28日 第49回鹿児島県保健看護研究会協 員 1名派遣

2月13日 第63回県下一 市 対 機電 大会　 ランティア 1名派遣

3月18日 平成27年度薩摩地区MC協議会 業部会 1名派遣

【中央放射線部】　

5月9日・10日 リレー・フォー・ライフ・ジ パンかごしま 2名参加

10月4日 市民健 　実行委員 1名派遣

10月18日 ンクリ ン in k os i 2015 2名派遣

12月20日 原子 防 　実行委員 2名派遣

3月20日 ンクリ ンフェスタ　実行委員 2名派遣

【栄養管理部】

8月22日 がん患者サロン っとサロン今給 　ミ 会「 血を予防しよ 」 1名参加

10月4日 第32回市民健 まつ 　栄養相談 2名参加

【病理部】

4月12日 おご プロジェクト2015 LO  49　子宮 がんイベント 2名参加

11月10日 検査と健 展 1名参加

【緩和医療課】

5月9日 「リレー・フォー・ライフ・ジ パンかごしま」　相談員派遣協  2名派遣

１ ･ の 、 ･ ･ へ講師 的 派遣

【医師】

鹿児島歯科学院専門学校技工士科　 常 講師 歯科部長　 田 ミ子

鹿児島県立 大学　 常 講師 4月～7月 週 日　小児科部長　 田

鹿児島大学小児科外 実務研修　 常 講師 週 日　小児科部長　 田

長崎大学病院　 常 講師 歯科 外科部長　 田雅

鹿児島県消防学校　 常 講師 5月22日／6月1日／1月22日／2月1日　 科　西山

【看護部】

7月17日 鹿児島市立 中学校　家 教育学  講師　看護 部長　 ひと

11月11日・19日・25日

 国立病院機 　鹿児島医療センター付属看護専門学校 講師　NICU師長　 川 子

11月11日 田学園看護専門学校　 常 講師

 科 ： タリングの 的と 法 救急 定看護師　 夫

11月19日 田学園看護専門学校　 常 講師

 科 ：放射線療法と看護 放射線 定看護師　 こ え

11月19日 田学園看護専門学校　 常 講師

 科 ：化学療法と看護 がん化学療法 定看護師　 原 美

11月20日 田学園看護専門学校　 常 講師

 科 ：安 療法、食事用法、人工臓器 師長　中 子

11月24日 田学園看護専門学校　 常 講師

 科 ： 吸 、吸 、ドレナージ 慢性呼吸器疾患 定看護師　立 子

12月2日・16日 高等学校看護学科専門課  講師　がん化学療法 定看護師　 原 美

12月17日 学園専修学校　講師 看護師　山 恵

【中央放射線部】

2月1日・8日・17日

 鹿児島医療技術専門学校　診療 技術学  　講師　放射線技師　 田 一

医学部医学科病院見学者

の通 、医学部医学科3～6年 病院見学者33名（鹿児島大学5名、県外大学28名）を け れた

4月1日 鹿児島大学医学部医学科6年生 1名

4月23日 手医科大学医学部医学科6年生 1名

4月28日 大学医学部医学科6年生 1名

5月8日 宮崎大学医学部医学科6年生 1名

5月8日 九州大学医学部医学科5年生 1名

5月8日 手医科大学医学部医学科5年生 1名

6月12日 医科大学医学部医学科5年生 1名

6月24日 鹿児島大学医学部医学科6年生 1名

7月6日 産業医科大学医学部医学科6年生 1名

7月21日 本大学医学部医学科6年生 1名

8月3日 産業医科大学医学部医学科5年生 1名

8月4日 鹿児島大学医学部医学科6年生 1名

8月7日 鹿児島大学医学部医学科5年生 1名

8月13日 東 恵会医科大学医学部医学科5年生 2名

8月14日 群 大学医学部医学科5年生 1名

8月19日 大学医学部医学科5年生 1名

8月21日 鹿児島大学医学部医学科5年生 1名

9月24日 道大学医学部医学科5年生 2名

2月24日 宮崎大学医学部医学科4年生 1名

2月24日 川医科大学医学部医学科3年生 2名

3月8日 米大学医学部医学科5年生 1名

3月9日～11日 川大学医学部医学科5年生 1名

3月16日 九州大学医学部医学科5年生 1名

3月16日～17日 山 大学医学部医学科5年生 1名

3月18日 米大学医学部医学科4年生 1名

3月22日 鹿児島大学医学部医学科5年生 1名

3月28日 高 大学医学部医学科3年生 2名

3月25日 産業医科大学医学部医学科5年生 1名

3月28日 都府立医科大学医学部医学科5年生 1名

１ ． 院の 、 の 入 、 、 、
、 、

【医師】

鹿児島大学医学部医学科 6年臨床医学学外実習

 外科 4 月 28 日～ 5月 30 日 1 名

鹿児島大学医学部医学科 5年学外臨床実習（ポリクリ）

 科 週 日 1 ～ 2 名

鹿児島大学医学部医学科 5年学外臨床実習（ポリクリ）

 外科 週 日・ 週金 日 1 ～ 2 名

鹿児島大学医学部医学科 5年学外臨床実習（ポリクリ）

 整 外科 週 日 1 ～ 2 名

鹿児島大学医学部医学科 5年学外臨床実習（ポリクリ）

 呼吸器外科 不定  1 名

鹿児島大学医学部医学科 4年シ ドウイング

 呼吸器内科 5 月 15 日・19 日／ 6月 12 日／ 7月 10 日 （ 1 名の 4名）

鹿児島大学医学部医学科 4年シ ドウイング

 内科 4 月 10 日／ 5月 15 日・29 日／ 6月 12 日・26 日 （ 1 名の 5名）

鹿児島大学医学部医学科 4年シ ドウイング

 呼吸器外科 4月 10 日／ 5月 22 日／ 6月 12 日／ 6月 26 日／ 7月 10 日 （ 1 名の 5名）

鹿児島大学医学部医学科 4年シ ドウイング

 外科 4月 17 日・24 日／ 5月 15 日／ 6月 12 日・26 日／ 7月 10 日 （ 1 名の 6名）

鹿児島大学医学部医学科 3年シ ドウイング

 呼吸器外科 10 月 2 日・16 日・30 日／ 11 月 13 日 （ 1 名の 4名）

鹿児島大学医学部医学科 3年シ ドウイング

 呼吸器内科 10 月 2 日・16 日／ 11 月 6 日・27 日 （ 1 名の 4名）

鹿児島大学医学部医学科 3年シ ドウイング

 内科 10 月 2 日・23 日／ 11 月 13 日／ 12 月 4 日 （ 1 名の 4名）

鹿児島大学医学部医学科 3年シ ドウイング

 外科 10 月 16 日・30 日／ 11 月 13 日／ 12 月 4 日 （ 1 名の 4名）

鹿児島大学医学部医学科 3年生

 病理診 科 8 月 7 日・12 日・14 日 7 名

【看護部】

原田学園鹿児島医療技術専門学校（小児看護学） 112 日  14 名

田学園看護専門学校（成人看護学・老年看護学・母性看護学・NICU・小児看護学・ 合実習）

 2616 日  254 名

医療法人協会立看護専門学校（成人看護学・母性看護学） 300 日  75 名

医療法人協会立看護専門学校（基礎看護学） 180 日  30 名

学園専修学校（成人看護学・老年看護学・母性看護学・小児看護学・NICU） 384 日  80 名

学園専修学校（基礎看護学） 240 日  35 名

学園高等部看護学科基礎課 （基礎看護学） 192 日  12 名

学園高等部看護学科専門課  （成人看護学・老年看護学・母性看護学・小児看護学・NICU）

 800 日  120 名

高等学校看護学科専門課 （成人看護学・母性看護学） 696 日  58 名

鹿児島中央看護専門学校 2年課 （小児看護学・母性看護学） 696 日  106 名

鹿児島中央看護専門学校 2年課 （在宅看護） 128 日  16 名

田学園看護専門学校（在宅看護） 212 日  106 名

学園高等部看護学科専門課 （在宅看護） 60 日  30 名

鹿児島高等看護学院（成人看護学） 48 日  4 名

西高校（インタ ンシップ） 7 月 7 日～ 10 日 3 日  3 名

鹿児島東高等学校（インタ ンシップ） 11 月 17 日～ 19 日 2 日  2 名

九州看護福祉大学（インタ ンシップ） 7 月 24 日 1 日  1 名

館高校看護科専門課 （インタ ンシップ）   7 月 27 日・28 日 2 日  1 名

赤 学園　タラ看護専門学校（インタ ンシップ） 8 月 3 日 1 日  2 名

【リハビリテーション部】

リハビリテーション学院　長 （ 業療法学） 4 月 7 日～ 6月 19 日 11 週  1 名

鹿児島医療技術専門学校 長 I（理学療法学） 5 月 4 日～ 7月 10 日 10 週  1 名

鹿児島医療福祉専門学校 第 3学年長 臨床実習（理学療法学） 5 月 11 日～ 7月 18 日 10 週  2 名

九州看護保健福祉大学　第 4学年臨床実習 （理学療法学） 5 月 11 日～ 7月 4日 8 週  1 名

本保健科学大学　第 4学年長 実習 （ 業療法学） 5 月 11 日～ 7月 3日 8 週  1 名

沖縄リハビリテーション福祉学院　第 3学年長 臨床実習（ 業療法学）

 5 月 11 日～ 7月 11 日 9 週  1 名

学園専修学校　第 3学年臨床実習（ 業療法学） 6 月 22 日～ 8月 15 日 8 週  1 名

鹿児島大学　第 4学年臨床実習（理学療法学） 7 月 21 日～ 9月 11 日 8 週  1 名

鹿児島医療福祉専門学校　第 2学年臨床検査 定実習（理学療法学）

 7 月 27 日～ 8月 1日 1 週  1 名

宮崎リハビリテーション学院　第 3学年臨床実習 （理学療法学）

 7 月 27 日～ 10 月 9 日 11 週  1 名

学園専修学校　第 1学年見学実習（ 業療法学） 7 月 29 日～ 8月 1日 3 日  1 名

鹿児島医療技術専門学校　第 4学年臨床実習（ 業療法学） 8 月 3 日～ 10 月 9 日 10 週  1 名

九州中央リハビリテーション学院　第 4学年臨床実習 （ 業療法学）

 8 月 10 日～ 10 月 3 日 8 週  1 名

九州保健福祉大学　第 1学年見学実習（ 業療法学） 8 月 17 日 1 日  1 名

九州看護福祉大学　第 3学年臨床実習（理学療法学） 11 月 24 日～ 12 月 12 日 3 週  1 名

福 リハビリテーション専門学校　第 3学年長 臨床実習（理学療法学）

 1 月 12 日～ 3月 2日 8 週  1 名

鹿児島医療福祉専門学校　第 3学年評 実習（ 療法学）

 1 月 25 日～ 2月 19 日 3 週  1 名

鹿児島医療福祉専門学校　第 2学年臨床評 実習（理学療法学） 2 月 1 日～ 2月 20 日 3 週  2 名

鹿児島医療福祉専門学校　第 1学年介護体 実習（理学療法学） 2 月 22 日～ 2月 24 日 3 日  2 名

鹿児島医療技術専門学校　第 1学年臨床見学体 実習（理学療法学）

 2 月 22 日～ 2月 26 日 1 週  1 名

【中央放射線部】

鹿児島医療技術専門学校　診療放射線技術学科4年生 6月1日～6月26日 25日  2名

鹿児島医療技術専門学校　診療放射線学科4年生 6月29日～7月24日 25日  2名

鹿児島医療技術専門学校 診療放射線学科4年生 9月1日～9月30日 29日  2名

鹿児島医療技術専門学校　診療放射線学科3年生 10月1日～10月31日 30日  2名

【薬剤部】

九州保健福祉大学薬学部5年生　長 実務実習  9月7日～11月21日 75日  2名

【栄養管理部】

大学 大学部食 栄養学科2年　臨地・校外実習（病院給食実習） 8月31日～9月4日 1名

九州 子大学　家 学部　栄養学科3年　臨地実習（ ）校外学習 3月7日～3月18日 1名

【在宅医療部】

田学園看護専門学校 4月13日～9月17日 157日  15名

鹿児島中央看護専門学校2年課 （通 制）看護科 7月27日～8月27日 31日  23名

学園高等部　看護学科専門課  6月29日～12月18日 172日  21名

１ ． ･研修･ 会 の 、 、 の 入

【看護部】

 FIRST N R  新生児内科　リハビリテーション見学 2名

4月10日 YT　～NICU・フォローアップ外 ～

6月26日 鹿児島看護専門学校　教員研修（ 東病 ） 2名

7月21日 今 病院分院（新生児内科（NICU・GCU）見学 6名

7月24日 鹿児島高等学校　 れ い看護体  3名

7月24日 高校　 れ い看護体  2名

7月24日 鹿児島 子高等学校　 れ い看護体  2名

7月29日 鹿児島実業高校　 れ い看護体  3名

7月29日 松 高校　 れ い看護体  1名

7月29日 鹿児島高等学校 れ い看護体  1名

8月3日 医療法人育成会　 病院　（褥瘡管理課） 2名

10月21日 第2回鹿児島県地区再就職支援セミナー実施研修 3名

【中央放射線部】

7月18日 西高校　インターンシップ研修 2名

8月17日 大学福 医療技術学部 1名

8月20日 鹿児島県臨床研修病院見学ツアー 1名

10月30日 九州保健福祉大学薬学部 1名

11月18日 東高校インターンシップ研修 2名

2月2日 名 館高校　インターンシップ 2名

【中央臨床検査部】

3月8日 本保健科学大学　医学検査学科3年生 1名

3月10日 川県立保健医療大学　臨床検査学科3年生 1名

3月14日～18日 山 大学　検査技術科学専 3年生 3名

【臨床工学部】

6月1日～13日 九州保健福祉大学　病院実習 1名

6月15日～27日 九州保健福祉大学　病院実習 1名

【薬剤部】

4月2日 九州保健福祉大学卒業生 1名

4月6日 第一薬科大学卒業生 1名

4月20日 九州保健福祉大学6年生 1名

5月7日 大学6年生 1名

5月7日 福 大学6年生 1名

5月13日 長崎大学6年生 1名

5月15日 長崎大学6年生 1名

12月11日 薬科大学5年生 1名

1月26日～29日 長田中学校　職 体 学習 3名

2月16日 島大学5年 1名

3月15日 大学5年生 1名

3月22日 広島国 大学5年生 1名

3月24日 九州保健福祉大学5年生 1名

3月28日 九州保健福祉大学5年生 2名

3月28日 広島国 大学5年生 1名

3月29日 九州保健福祉大5年生 1名

3月29日 福 大学5年生 1名

3月30日 本大学5年生 2名

【栄養管理部】

7月8日 鹿児島 西高校　トータルエステティック科・フ ッションデザイン科

 「病院における栄養士の役 」「給食体 」 3名

11月18日 鹿児島東高校　 通科1年生　インターンシップ

 「病院における栄養士の役 」「給食体 」 2名

1月26日 鹿児島生協病院　NST見学 3名

2月2日 館高校　 通科2年生　インターンシップ 2名

【緩和医療課】

1月18日 田上 念病院　 っとサロン今給 見学 3名

【消防・救 士】

5月11日～22日 救急救 士　就業 病院実習 2名

8月24日～3月31日

 救急振興 　救急救 士実習 1名

10月19日～26日 11月30日～12月7日 12月7日～14日 2月29日～3月7日

 救 士　病院実習 　 1名　 4名

2月1日～2月7日 救急振興 　救急救 士実習 4名

2月12日 鹿児島県消防学校救急科　病院実習 2名
 
【事務部】

3月16日 整 外科 病院　病院見学（診療情報管理部） 2名

１ ． 活動･ 活動･ 活動

【医師】

8月・3月 医師会 催　子 予防 種週 　予防 種推進 1名参加

11月14日 機で くドイツ ～ として ～（80名 ） 1名参加

3月6日 鹿児島マラ ン2016　救護  1名派遣

【看護部】

4月12日 おご プロジェクト2015 LO  49　子宮 がんイベント 3名派遣

5月12日 看護の日 念式  1名派遣

5月16日 1日ま の保健  1名派遣

5月16日 「看護の日・看護週 」1日ま の保健 　 ランティア 4名派遣

6月7日 第24回九州バレー ール交 大会　 ランティア 1名派遣

8月1日 第50回鹿児島市民大会開会式役員委託 1名派遣

8月22日 24 テレビ　 いをつな 　鹿児島・ リレー 1名派遣

9月5日 ま の保健 （第36回看護展） ランティア 1名派遣

9月19日 鹿児島市立病院NCPR研修協 員 3名派遣

9月19日・20日 第69回県民体育大会応援 1名派遣

11月18日 南日本リビング社「鹿児島キラリ 性大 」審査員 1名派遣

1月28日 第49回鹿児島県保健看護研究会協 員 1名派遣

2月13日 第63回県下一 市 対 機電 大会　 ランティア 1名派遣

3月18日 平成27年度薩摩地区MC協議会 業部会 1名派遣

【中央放射線部】　

5月9日・10日 リレー・フォー・ライフ・ジ パンかごしま 2名参加

10月4日 市民健 　実行委員 1名派遣

10月18日 ンクリ ン in k os i 2015 2名派遣

12月20日 原子 防 　実行委員 2名派遣

3月20日 ンクリ ンフェスタ　実行委員 2名派遣

【栄養管理部】

8月22日 がん患者サロン っとサロン今給 　ミ 会「 血を予防しよ 」 1名参加

10月4日 第32回市民健 まつ 　栄養相談 2名参加

【病理部】

4月12日 おご プロジェクト2015 LO  49　子宮 がんイベント 2名参加

11月10日 検査と健 展 1名参加

【緩和医療課】

5月9日 「リレー・フォー・ライフ・ジ パンかごしま」　相談員派遣協  2名派遣

１ ･ の 、 ･ ･ へ講師 的 派遣

【医師】

鹿児島歯科学院専門学校技工士科　 常 講師 歯科部長　 田 ミ子

鹿児島県立 大学　 常 講師 4月～7月 週 日　小児科部長　 田

鹿児島大学小児科外 実務研修　 常 講師 週 日　小児科部長　 田

長崎大学病院　 常 講師 歯科 外科部長　 田雅

鹿児島県消防学校　 常 講師 5月22日／6月1日／1月22日／2月1日　 科　西山

【看護部】

7月17日 鹿児島市立 中学校　家 教育学  講師　看護 部長　 ひと

11月11日・19日・25日

 国立病院機 　鹿児島医療センター付属看護専門学校 講師　NICU師長　 川 子

11月11日 田学園看護専門学校　 常 講師

 科 ： タリングの 的と 法 救急 定看護師　 夫

11月19日 田学園看護専門学校　 常 講師

 科 ：放射線療法と看護 放射線 定看護師　 こ え

11月19日 田学園看護専門学校　 常 講師

 科 ：化学療法と看護 がん化学療法 定看護師　 原 美

11月20日 田学園看護専門学校　 常 講師

 科 ：安 療法、食事用法、人工臓器 師長　中 子

11月24日 田学園看護専門学校　 常 講師

 科 ： 吸 、吸 、ドレナージ 慢性呼吸器疾患 定看護師　立 子

12月2日・16日 高等学校看護学科専門課  講師　がん化学療法 定看護師　 原 美

12月17日 学園専修学校　講師 看護師　山 恵

【中央放射線部】

2月1日・8日・17日

 鹿児島医療技術専門学校　診療 技術学  　講師　放射線技師　 田 一



17

１ 研修 院

（卒後）臨床研修病院として、 の通 研修医を け れ、指導教育を行った

基幹 研修医　 ・H27年4月～H28年3月 8名
（救急科、総合内科、消化器内科、 内科、 器内科、呼吸器内科、外科、呼吸器外科、
整 外科、 成外科、 外科、産婦人科、 科、小児科、 科、 科、放射線科）

 ・H27年8月～H28年3月 1名（ 　研修再開者）
（救急科、外科、 成外科、放射線科、 科）

協 研修医 ・H27年4月 1名（呼吸器内科）

 ・H27年4月～H28年3月 1名
（救急科、総合内科、消化器内科、 内科、外科、 成外科、放射線科）

 ・H27年4月～7月 1名（ 内科、 器内科）

 ・H27年10月～H28年3月 2名
（救急科、総合内科、 器内科、小児科、呼吸器外科、 科）

 ・H28年2月～3月　1名（呼吸器内科）　
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（ の ）
　 美病院（ 科研修）を研修協 施設として厚生労働省へ 加 した
　（平成28年度研修プログラムよ 用）

歯科医師

鹿児島大学病院歯科医師臨床研修プログラム研修協 施設として、 の通 研修歯科医を け れ、指導
教育を行った

平成27年5月～平成28年2月　 週 日
大学病院歯科医療（A）・大学病院歯科医療（ ）・地域歯科医療プログラム　研修歯科医
1名 つ 27回

１ ． 院の 、 の 入 、 、 、
、 、

【医師】

鹿児島大学医学部医学科 6年臨床医学学外実習

 外科 4 月 28 日～ 5月 30 日 1 名

鹿児島大学医学部医学科 5年学外臨床実習（ポリクリ）

 科 週 日 1 ～ 2 名

鹿児島大学医学部医学科 5年学外臨床実習（ポリクリ）

 外科 週 日・ 週金 日 1 ～ 2 名

鹿児島大学医学部医学科 5年学外臨床実習（ポリクリ）

 整 外科 週 日 1 ～ 2 名

鹿児島大学医学部医学科 5年学外臨床実習（ポリクリ）

 呼吸器外科 不定  1 名

鹿児島大学医学部医学科 4年シ ドウイング

 呼吸器内科 5 月 15 日・19 日／ 6月 12 日／ 7月 10 日 （ 1 名の 4名）

鹿児島大学医学部医学科 4年シ ドウイング

 内科 4 月 10 日／ 5月 15 日・29 日／ 6月 12 日・26 日 （ 1 名の 5名）

鹿児島大学医学部医学科 4年シ ドウイング

 呼吸器外科 4月 10 日／ 5月 22 日／ 6月 12 日／ 6月 26 日／ 7月 10 日 （ 1 名の 5名）

鹿児島大学医学部医学科 4年シ ドウイング

 外科 4月 17 日・24 日／ 5月 15 日／ 6月 12 日・26 日／ 7月 10 日 （ 1 名の 6名）

鹿児島大学医学部医学科 3年シ ドウイング

 呼吸器外科 10 月 2 日・16 日・30 日／ 11 月 13 日 （ 1 名の 4名）

鹿児島大学医学部医学科 3年シ ドウイング

 呼吸器内科 10 月 2 日・16 日／ 11 月 6 日・27 日 （ 1 名の 4名）

鹿児島大学医学部医学科 3年シ ドウイング

 内科 10 月 2 日・23 日／ 11 月 13 日／ 12 月 4 日 （ 1 名の 4名）

鹿児島大学医学部医学科 3年シ ドウイング

 外科 10 月 16 日・30 日／ 11 月 13 日／ 12 月 4 日 （ 1 名の 4名）

鹿児島大学医学部医学科 3年生

 病理診 科 8 月 7 日・12 日・14 日 7 名

【看護部】

原田学園鹿児島医療技術専門学校（小児看護学） 112 日  14 名

田学園看護専門学校（成人看護学・老年看護学・母性看護学・NICU・小児看護学・ 合実習）

 2616 日  254 名

医療法人協会立看護専門学校（成人看護学・母性看護学） 300 日  75 名

医療法人協会立看護専門学校（基礎看護学） 180 日  30 名

学園専修学校（成人看護学・老年看護学・母性看護学・小児看護学・NICU） 384 日  80 名

学園専修学校（基礎看護学） 240 日  35 名

学園高等部看護学科基礎課 （基礎看護学） 192 日  12 名

学園高等部看護学科専門課  （成人看護学・老年看護学・母性看護学・小児看護学・NICU）

 800 日  120 名

高等学校看護学科専門課 （成人看護学・母性看護学） 696 日  58 名

鹿児島中央看護専門学校 2年課 （小児看護学・母性看護学） 696 日  106 名

鹿児島中央看護専門学校 2年課 （在宅看護） 128 日  16 名

田学園看護専門学校（在宅看護） 212 日  106 名

学園高等部看護学科専門課 （在宅看護） 60 日  30 名

鹿児島高等看護学院（成人看護学） 48 日  4 名

西高校（インタ ンシップ） 7 月 7 日～ 10 日 3 日  3 名

鹿児島東高等学校（インタ ンシップ） 11 月 17 日～ 19 日 2 日  2 名

九州看護福祉大学（インタ ンシップ） 7 月 24 日 1 日  1 名

館高校看護科専門課 （インタ ンシップ）   7 月 27 日・28 日 2 日  1 名

赤 学園　タラ看護専門学校（インタ ンシップ） 8 月 3 日 1 日  2 名

【リハビリテーション部】

リハビリテーション学院　長 （ 業療法学） 4 月 7 日～ 6月 19 日 11 週  1 名

鹿児島医療技術専門学校 長 I（理学療法学） 5 月 4 日～ 7月 10 日 10 週  1 名

鹿児島医療福祉専門学校 第 3学年長 臨床実習（理学療法学） 5 月 11 日～ 7月 18 日 10 週  2 名

九州看護保健福祉大学　第 4学年臨床実習 （理学療法学） 5 月 11 日～ 7月 4日 8 週  1 名

本保健科学大学　第 4学年長 実習 （ 業療法学） 5 月 11 日～ 7月 3日 8 週  1 名

沖縄リハビリテーション福祉学院　第 3学年長 臨床実習（ 業療法学）

 5 月 11 日～ 7月 11 日 9 週  1 名

学園専修学校　第 3学年臨床実習（ 業療法学） 6 月 22 日～ 8月 15 日 8 週  1 名

鹿児島大学　第 4学年臨床実習（理学療法学） 7 月 21 日～ 9月 11 日 8 週  1 名

鹿児島医療福祉専門学校　第 2学年臨床検査 定実習（理学療法学）

 7 月 27 日～ 8月 1日 1 週  1 名

宮崎リハビリテーション学院　第 3学年臨床実習 （理学療法学）

 7 月 27 日～ 10 月 9 日 11 週  1 名

学園専修学校　第 1学年見学実習（ 業療法学） 7 月 29 日～ 8月 1日 3 日  1 名

鹿児島医療技術専門学校　第 4学年臨床実習（ 業療法学） 8 月 3 日～ 10 月 9 日 10 週  1 名

九州中央リハビリテーション学院　第 4学年臨床実習 （ 業療法学）

 8 月 10 日～ 10 月 3 日 8 週  1 名

九州保健福祉大学　第 1学年見学実習（ 業療法学） 8 月 17 日 1 日  1 名

九州看護福祉大学　第 3学年臨床実習（理学療法学） 11 月 24 日～ 12 月 12 日 3 週  1 名

福 リハビリテーション専門学校　第 3学年長 臨床実習（理学療法学）

 1 月 12 日～ 3月 2日 8 週  1 名

鹿児島医療福祉専門学校　第 3学年評 実習（ 療法学）

 1 月 25 日～ 2月 19 日 3 週  1 名

鹿児島医療福祉専門学校　第 2学年臨床評 実習（理学療法学） 2 月 1 日～ 2月 20 日 3 週  2 名

鹿児島医療福祉専門学校　第 1学年介護体 実習（理学療法学） 2 月 22 日～ 2月 24 日 3 日  2 名

鹿児島医療技術専門学校　第 1学年臨床見学体 実習（理学療法学）

 2 月 22 日～ 2月 26 日 1 週  1 名

【中央放射線部】

鹿児島医療技術専門学校　診療放射線技術学科4年生 6月1日～6月26日 25日  2名

鹿児島医療技術専門学校　診療放射線学科4年生 6月29日～7月24日 25日  2名

鹿児島医療技術専門学校 診療放射線学科4年生 9月1日～9月30日 29日  2名

鹿児島医療技術専門学校　診療放射線学科3年生 10月1日～10月31日 30日  2名

【薬剤部】

九州保健福祉大学薬学部5年生　長 実務実習  9月7日～11月21日 75日  2名

【栄養管理部】

大学 大学部食 栄養学科2年　臨地・校外実習（病院給食実習） 8月31日～9月4日 1名

九州 子大学　家 学部　栄養学科3年　臨地実習（ ）校外学習 3月7日～3月18日 1名

【在宅医療部】

田学園看護専門学校 4月13日～9月17日 157日  15名

鹿児島中央看護専門学校2年課 （通 制）看護科 7月27日～8月27日 31日  23名

学園高等部　看護学科専門課  6月29日～12月18日 172日  21名

１ ． ･研修･ 会 の 、 、 の 入

【看護部】

 FIRST N R  新生児内科　リハビリテーション見学 2名

4月10日 YT　～NICU・フォローアップ外 ～

6月26日 鹿児島看護専門学校　教員研修（ 東病 ） 2名

7月21日 今 病院分院（新生児内科（NICU・GCU）見学 6名

7月24日 鹿児島高等学校　 れ い看護体  3名

7月24日 高校　 れ い看護体  2名

7月24日 鹿児島 子高等学校　 れ い看護体  2名

7月29日 鹿児島実業高校　 れ い看護体  3名

7月29日 松 高校　 れ い看護体  1名

7月29日 鹿児島高等学校 れ い看護体  1名

8月3日 医療法人育成会　 病院　（褥瘡管理課） 2名

10月21日 第2回鹿児島県地区再就職支援セミナー実施研修 3名

【中央放射線部】

7月18日 西高校　インターンシップ研修 2名

8月17日 大学福 医療技術学部 1名

8月20日 鹿児島県臨床研修病院見学ツアー 1名

10月30日 九州保健福祉大学薬学部 1名

11月18日 東高校インターンシップ研修 2名

2月2日 名 館高校　インターンシップ 2名

【中央臨床検査部】

3月8日 本保健科学大学　医学検査学科3年生 1名

3月10日 川県立保健医療大学　臨床検査学科3年生 1名

3月14日～18日 山 大学　検査技術科学専 3年生 3名

【臨床工学部】

6月1日～13日 九州保健福祉大学　病院実習 1名

6月15日～27日 九州保健福祉大学　病院実習 1名

【薬剤部】

4月2日 九州保健福祉大学卒業生 1名

4月6日 第一薬科大学卒業生 1名

4月20日 九州保健福祉大学6年生 1名

5月7日 大学6年生 1名

5月7日 福 大学6年生 1名

5月13日 長崎大学6年生 1名

5月15日 長崎大学6年生 1名

12月11日 薬科大学5年生 1名

1月26日～29日 長田中学校　職 体 学習 3名

2月16日 島大学5年 1名

3月15日 大学5年生 1名

3月22日 広島国 大学5年生 1名

3月24日 九州保健福祉大学5年生 1名

3月28日 九州保健福祉大学5年生 2名

3月28日 広島国 大学5年生 1名

3月29日 九州保健福祉大5年生 1名

3月29日 福 大学5年生 1名

3月30日 本大学5年生 2名

【栄養管理部】

7月8日 鹿児島 西高校　トータルエステティック科・フ ッションデザイン科

 「病院における栄養士の役 」「給食体 」 3名

11月18日 鹿児島東高校　 通科1年生　インターンシップ

 「病院における栄養士の役 」「給食体 」 2名

1月26日 鹿児島生協病院　NST見学 3名

2月2日 館高校　 通科2年生　インターンシップ 2名

【緩和医療課】

1月18日 田上 念病院　 っとサロン今給 見学 3名

【消防・救 士】

5月11日～22日 救急救 士　就業 病院実習 2名

8月24日～3月31日

 救急振興 　救急救 士実習 1名

10月19日～26日 11月30日～12月7日 12月7日～14日 2月29日～3月7日

 救 士　病院実習 　 1名　 4名

2月1日～2月7日 救急振興 　救急救 士実習 4名

2月12日 鹿児島県消防学校救急科　病院実習 2名
 
【事務部】

3月16日 整 外科 病院　病院見学（診療情報管理部） 2名

１ ． 活動･ 活動･ 活動

【医師】

8月・3月 医師会 催　子 予防 種週 　予防 種推進 1名参加

11月14日 機で くドイツ ～ として ～（80名 ） 1名参加

3月6日 鹿児島マラ ン2016　救護  1名派遣

【看護部】

4月12日 おご プロジェクト2015 LO  49　子宮 がんイベント 3名派遣

5月12日 看護の日 念式  1名派遣

5月16日 1日ま の保健  1名派遣

5月16日 「看護の日・看護週 」1日ま の保健 　 ランティア 4名派遣

6月7日 第24回九州バレー ール交 大会　 ランティア 1名派遣

8月1日 第50回鹿児島市民大会開会式役員委託 1名派遣

8月22日 24 テレビ　 いをつな 　鹿児島・ リレー 1名派遣

9月5日 ま の保健 （第36回看護展） ランティア 1名派遣

9月19日 鹿児島市立病院NCPR研修協 員 3名派遣

9月19日・20日 第69回県民体育大会応援 1名派遣

11月18日 南日本リビング社「鹿児島キラリ 性大 」審査員 1名派遣

1月28日 第49回鹿児島県保健看護研究会協 員 1名派遣

2月13日 第63回県下一 市 対 機電 大会　 ランティア 1名派遣

3月18日 平成27年度薩摩地区MC協議会 業部会 1名派遣

【中央放射線部】　

5月9日・10日 リレー・フォー・ライフ・ジ パンかごしま 2名参加

10月4日 市民健 　実行委員 1名派遣

10月18日 ンクリ ン in k os i 2015 2名派遣

12月20日 原子 防 　実行委員 2名派遣

3月20日 ンクリ ンフェスタ　実行委員 2名派遣

【栄養管理部】

8月22日 がん患者サロン っとサロン今給 　ミ 会「 血を予防しよ 」 1名参加

10月4日 第32回市民健 まつ 　栄養相談 2名参加

【病理部】

4月12日 おご プロジェクト2015 LO  49　子宮 がんイベント 2名参加

11月10日 検査と健 展 1名参加

【緩和医療課】

5月9日 「リレー・フォー・ライフ・ジ パンかごしま」　相談員派遣協  2名派遣

１ ･ の 、 ･ ･ へ講師 的 派遣

【医師】

鹿児島歯科学院専門学校技工士科　 常 講師 歯科部長　 田 ミ子

鹿児島県立 大学　 常 講師 4月～7月 週 日　小児科部長　 田

鹿児島大学小児科外 実務研修　 常 講師 週 日　小児科部長　 田

長崎大学病院　 常 講師 歯科 外科部長　 田雅

鹿児島県消防学校　 常 講師 5月22日／6月1日／1月22日／2月1日　 科　西山

【看護部】

7月17日 鹿児島市立 中学校　家 教育学  講師　看護 部長　 ひと

11月11日・19日・25日

 国立病院機 　鹿児島医療センター付属看護専門学校 講師　NICU師長　 川 子

11月11日 田学園看護専門学校　 常 講師

 科 ： タリングの 的と 法 救急 定看護師　 夫

11月19日 田学園看護専門学校　 常 講師

 科 ：放射線療法と看護 放射線 定看護師　 こ え

11月19日 田学園看護専門学校　 常 講師

 科 ：化学療法と看護 がん化学療法 定看護師　 原 美

11月20日 田学園看護専門学校　 常 講師

 科 ：安 療法、食事用法、人工臓器 師長　中 子

11月24日 田学園看護専門学校　 常 講師

 科 ： 吸 、吸 、ドレナージ 慢性呼吸器疾患 定看護師　立 子

12月2日・16日 高等学校看護学科専門課  講師　がん化学療法 定看護師　 原 美

12月17日 学園専修学校　講師 看護師　山 恵

【中央放射線部】

2月1日・8日・17日

 鹿児島医療技術専門学校　診療 技術学  　講師　放射線技師　 田 一

医学部医学科病院見学者

の通 、医学部医学科3～6年 病院見学者33名（鹿児島大学5名、県外大学28名）を け れた

4月1日 鹿児島大学医学部医学科6年生 1名

4月23日 手医科大学医学部医学科6年生 1名

4月28日 大学医学部医学科6年生 1名

5月8日 宮崎大学医学部医学科6年生 1名

5月8日 九州大学医学部医学科5年生 1名

5月8日 手医科大学医学部医学科5年生 1名

6月12日 医科大学医学部医学科5年生 1名

6月24日 鹿児島大学医学部医学科6年生 1名

7月6日 産業医科大学医学部医学科6年生 1名

7月21日 本大学医学部医学科6年生 1名

8月3日 産業医科大学医学部医学科5年生 1名

8月4日 鹿児島大学医学部医学科6年生 1名

8月7日 鹿児島大学医学部医学科5年生 1名

8月13日 東 恵会医科大学医学部医学科5年生 2名

8月14日 群 大学医学部医学科5年生 1名

8月19日 大学医学部医学科5年生 1名

8月21日 鹿児島大学医学部医学科5年生 1名

9月24日 道大学医学部医学科5年生 2名

2月24日 宮崎大学医学部医学科4年生 1名

2月24日 川医科大学医学部医学科3年生 2名

3月8日 米大学医学部医学科5年生 1名

3月9日～11日 川大学医学部医学科5年生 1名

3月16日 九州大学医学部医学科5年生 1名

3月16日～17日 山 大学医学部医学科5年生 1名

3月18日 米大学医学部医学科4年生 1名

3月22日 鹿児島大学医学部医学科5年生 1名

3月28日 高 大学医学部医学科3年生 2名

3月25日 産業医科大学医学部医学科5年生 1名

3月28日 都府立医科大学医学部医学科5年生 1名

１ ． 院の 、 の 入 、 、 、
、 、

【医師】

鹿児島大学医学部医学科 6年臨床医学学外実習

 外科 4 月 28 日～ 5月 30 日 1 名

鹿児島大学医学部医学科 5年学外臨床実習（ポリクリ）

 科 週 日 1 ～ 2 名

鹿児島大学医学部医学科 5年学外臨床実習（ポリクリ）

 外科 週 日・ 週金 日 1 ～ 2 名

鹿児島大学医学部医学科 5年学外臨床実習（ポリクリ）

 整 外科 週 日 1 ～ 2 名

鹿児島大学医学部医学科 5年学外臨床実習（ポリクリ）

 呼吸器外科 不定  1 名

鹿児島大学医学部医学科 4年シ ドウイング

 呼吸器内科 5 月 15 日・19 日／ 6月 12 日／ 7月 10 日 （ 1 名の 4名）

鹿児島大学医学部医学科 4年シ ドウイング

 内科 4 月 10 日／ 5月 15 日・29 日／ 6月 12 日・26 日 （ 1 名の 5名）

鹿児島大学医学部医学科 4年シ ドウイング

 呼吸器外科 4月 10 日／ 5月 22 日／ 6月 12 日／ 6月 26 日／ 7月 10 日 （ 1 名の 5名）

鹿児島大学医学部医学科 4年シ ドウイング

 外科 4月 17 日・24 日／ 5月 15 日／ 6月 12 日・26 日／ 7月 10 日 （ 1 名の 6名）

鹿児島大学医学部医学科 3年シ ドウイング

 呼吸器外科 10 月 2 日・16 日・30 日／ 11 月 13 日 （ 1 名の 4名）

鹿児島大学医学部医学科 3年シ ドウイング

 呼吸器内科 10 月 2 日・16 日／ 11 月 6 日・27 日 （ 1 名の 4名）

鹿児島大学医学部医学科 3年シ ドウイング

 内科 10 月 2 日・23 日／ 11 月 13 日／ 12 月 4 日 （ 1 名の 4名）

鹿児島大学医学部医学科 3年シ ドウイング

 外科 10 月 16 日・30 日／ 11 月 13 日／ 12 月 4 日 （ 1 名の 4名）

鹿児島大学医学部医学科 3年生

 病理診 科 8 月 7 日・12 日・14 日 7 名

【看護部】

原田学園鹿児島医療技術専門学校（小児看護学） 112 日  14 名

田学園看護専門学校（成人看護学・老年看護学・母性看護学・NICU・小児看護学・ 合実習）

 2616 日  254 名

医療法人協会立看護専門学校（成人看護学・母性看護学） 300 日  75 名

医療法人協会立看護専門学校（基礎看護学） 180 日  30 名

学園専修学校（成人看護学・老年看護学・母性看護学・小児看護学・NICU） 384 日  80 名

学園専修学校（基礎看護学） 240 日  35 名

学園高等部看護学科基礎課 （基礎看護学） 192 日  12 名

学園高等部看護学科専門課  （成人看護学・老年看護学・母性看護学・小児看護学・NICU）

 800 日  120 名

高等学校看護学科専門課 （成人看護学・母性看護学） 696 日  58 名

鹿児島中央看護専門学校 2年課 （小児看護学・母性看護学） 696 日  106 名

鹿児島中央看護専門学校 2年課 （在宅看護） 128 日  16 名

田学園看護専門学校（在宅看護） 212 日  106 名

学園高等部看護学科専門課 （在宅看護） 60 日  30 名

鹿児島高等看護学院（成人看護学） 48 日  4 名

西高校（インタ ンシップ） 7 月 7 日～ 10 日 3 日  3 名

鹿児島東高等学校（インタ ンシップ） 11 月 17 日～ 19 日 2 日  2 名

九州看護福祉大学（インタ ンシップ） 7 月 24 日 1 日  1 名

館高校看護科専門課 （インタ ンシップ）   7 月 27 日・28 日 2 日  1 名

赤 学園　タラ看護専門学校（インタ ンシップ） 8 月 3 日 1 日  2 名

【リハビリテーション部】

リハビリテーション学院　長 （ 業療法学） 4 月 7 日～ 6月 19 日 11 週  1 名

鹿児島医療技術専門学校 長 I（理学療法学） 5 月 4 日～ 7月 10 日 10 週  1 名

鹿児島医療福祉専門学校 第 3学年長 臨床実習（理学療法学） 5 月 11 日～ 7月 18 日 10 週  2 名

九州看護保健福祉大学　第 4学年臨床実習 （理学療法学） 5 月 11 日～ 7月 4日 8 週  1 名

本保健科学大学　第 4学年長 実習 （ 業療法学） 5 月 11 日～ 7月 3日 8 週  1 名

沖縄リハビリテーション福祉学院　第 3学年長 臨床実習（ 業療法学）

 5 月 11 日～ 7月 11 日 9 週  1 名

学園専修学校　第 3学年臨床実習（ 業療法学） 6 月 22 日～ 8月 15 日 8 週  1 名

鹿児島大学　第 4学年臨床実習（理学療法学） 7 月 21 日～ 9月 11 日 8 週  1 名

鹿児島医療福祉専門学校　第 2学年臨床検査 定実習（理学療法学）

 7 月 27 日～ 8月 1日 1 週  1 名

宮崎リハビリテーション学院　第 3学年臨床実習 （理学療法学）

 7 月 27 日～ 10 月 9 日 11 週  1 名

学園専修学校　第 1学年見学実習（ 業療法学） 7 月 29 日～ 8月 1日 3 日  1 名

鹿児島医療技術専門学校　第 4学年臨床実習（ 業療法学） 8 月 3 日～ 10 月 9 日 10 週  1 名

九州中央リハビリテーション学院　第 4学年臨床実習 （ 業療法学）

 8 月 10 日～ 10 月 3 日 8 週  1 名

九州保健福祉大学　第 1学年見学実習（ 業療法学） 8 月 17 日 1 日  1 名

九州看護福祉大学　第 3学年臨床実習（理学療法学） 11 月 24 日～ 12 月 12 日 3 週  1 名

福 リハビリテーション専門学校　第 3学年長 臨床実習（理学療法学）

 1 月 12 日～ 3月 2日 8 週  1 名

鹿児島医療福祉専門学校　第 3学年評 実習（ 療法学）

 1 月 25 日～ 2月 19 日 3 週  1 名

鹿児島医療福祉専門学校　第 2学年臨床評 実習（理学療法学） 2 月 1 日～ 2月 20 日 3 週  2 名

鹿児島医療福祉専門学校　第 1学年介護体 実習（理学療法学） 2 月 22 日～ 2月 24 日 3 日  2 名

鹿児島医療技術専門学校　第 1学年臨床見学体 実習（理学療法学）

 2 月 22 日～ 2月 26 日 1 週  1 名

【中央放射線部】

鹿児島医療技術専門学校　診療放射線技術学科4年生 6月1日～6月26日 25日  2名

鹿児島医療技術専門学校　診療放射線学科4年生 6月29日～7月24日 25日  2名

鹿児島医療技術専門学校 診療放射線学科4年生 9月1日～9月30日 29日  2名

鹿児島医療技術専門学校　診療放射線学科3年生 10月1日～10月31日 30日  2名

【薬剤部】

九州保健福祉大学薬学部5年生　長 実務実習  9月7日～11月21日 75日  2名

【栄養管理部】

大学 大学部食 栄養学科2年　臨地・校外実習（病院給食実習） 8月31日～9月4日 1名

九州 子大学　家 学部　栄養学科3年　臨地実習（ ）校外学習 3月7日～3月18日 1名

【在宅医療部】

田学園看護専門学校 4月13日～9月17日 157日  15名

鹿児島中央看護専門学校2年課 （通 制）看護科 7月27日～8月27日 31日  23名

学園高等部　看護学科専門課  6月29日～12月18日 172日  21名

１ ． ･研修･ 会 の 、 、 の 入

【看護部】

 FIRST N R  新生児内科　リハビリテーション見学 2名

4月10日 YT　～NICU・フォローアップ外 ～

6月26日 鹿児島看護専門学校　教員研修（ 東病 ） 2名

7月21日 今 病院分院（新生児内科（NICU・GCU）見学 6名

7月24日 鹿児島高等学校　 れ い看護体  3名

7月24日 高校　 れ い看護体  2名

7月24日 鹿児島 子高等学校　 れ い看護体  2名

7月29日 鹿児島実業高校　 れ い看護体  3名

7月29日 松 高校　 れ い看護体  1名

7月29日 鹿児島高等学校 れ い看護体  1名

8月3日 医療法人育成会　 病院　（褥瘡管理課） 2名

10月21日 第2回鹿児島県地区再就職支援セミナー実施研修 3名

【中央放射線部】

7月18日 西高校　インターンシップ研修 2名

8月17日 大学福 医療技術学部 1名

8月20日 鹿児島県臨床研修病院見学ツアー 1名

10月30日 九州保健福祉大学薬学部 1名

11月18日 東高校インターンシップ研修 2名

2月2日 名 館高校　インターンシップ 2名

【中央臨床検査部】

3月8日 本保健科学大学　医学検査学科3年生 1名

3月10日 川県立保健医療大学　臨床検査学科3年生 1名

3月14日～18日 山 大学　検査技術科学専 3年生 3名

【臨床工学部】

6月1日～13日 九州保健福祉大学　病院実習 1名

6月15日～27日 九州保健福祉大学　病院実習 1名

【薬剤部】

4月2日 九州保健福祉大学卒業生 1名

4月6日 第一薬科大学卒業生 1名

4月20日 九州保健福祉大学6年生 1名

5月7日 大学6年生 1名

5月7日 福 大学6年生 1名

5月13日 長崎大学6年生 1名

5月15日 長崎大学6年生 1名

12月11日 薬科大学5年生 1名

1月26日～29日 長田中学校　職 体 学習 3名

2月16日 島大学5年 1名

3月15日 大学5年生 1名

3月22日 広島国 大学5年生 1名

3月24日 九州保健福祉大学5年生 1名

3月28日 九州保健福祉大学5年生 2名

3月28日 広島国 大学5年生 1名

3月29日 九州保健福祉大5年生 1名

3月29日 福 大学5年生 1名

3月30日 本大学5年生 2名

【栄養管理部】

7月8日 鹿児島 西高校　トータルエステティック科・フ ッションデザイン科

 「病院における栄養士の役 」「給食体 」 3名

11月18日 鹿児島東高校　 通科1年生　インターンシップ

 「病院における栄養士の役 」「給食体 」 2名

1月26日 鹿児島生協病院　NST見学 3名

2月2日 館高校　 通科2年生　インターンシップ 2名

【緩和医療課】

1月18日 田上 念病院　 っとサロン今給 見学 3名

【消防・救 士】

5月11日～22日 救急救 士　就業 病院実習 2名

8月24日～3月31日

 救急振興 　救急救 士実習 1名

10月19日～26日 11月30日～12月7日 12月7日～14日 2月29日～3月7日

 救 士　病院実習 　 1名　 4名

2月1日～2月7日 救急振興 　救急救 士実習 4名

2月12日 鹿児島県消防学校救急科　病院実習 2名
 
【事務部】

3月16日 整 外科 病院　病院見学（診療情報管理部） 2名

１ ． 活動･ 活動･ 活動

【医師】

8月・3月 医師会 催　子 予防 種週 　予防 種推進 1名参加

11月14日 機で くドイツ ～ として ～（80名 ） 1名参加

3月6日 鹿児島マラ ン2016　救護  1名派遣

【看護部】

4月12日 おご プロジェクト2015 LO  49　子宮 がんイベント 3名派遣

5月12日 看護の日 念式  1名派遣

5月16日 1日ま の保健  1名派遣

5月16日 「看護の日・看護週 」1日ま の保健 　 ランティア 4名派遣

6月7日 第24回九州バレー ール交 大会　 ランティア 1名派遣

8月1日 第50回鹿児島市民大会開会式役員委託 1名派遣

8月22日 24 テレビ　 いをつな 　鹿児島・ リレー 1名派遣

9月5日 ま の保健 （第36回看護展） ランティア 1名派遣

9月19日 鹿児島市立病院NCPR研修協 員 3名派遣

9月19日・20日 第69回県民体育大会応援 1名派遣

11月18日 南日本リビング社「鹿児島キラリ 性大 」審査員 1名派遣

1月28日 第49回鹿児島県保健看護研究会協 員 1名派遣

2月13日 第63回県下一 市 対 機電 大会　 ランティア 1名派遣

3月18日 平成27年度薩摩地区MC協議会 業部会 1名派遣

【中央放射線部】　

5月9日・10日 リレー・フォー・ライフ・ジ パンかごしま 2名参加

10月4日 市民健 　実行委員 1名派遣

10月18日 ンクリ ン in k os i 2015 2名派遣

12月20日 原子 防 　実行委員 2名派遣

3月20日 ンクリ ンフェスタ　実行委員 2名派遣

【栄養管理部】

8月22日 がん患者サロン っとサロン今給 　ミ 会「 血を予防しよ 」 1名参加

10月4日 第32回市民健 まつ 　栄養相談 2名参加

【病理部】

4月12日 おご プロジェクト2015 LO  49　子宮 がんイベント 2名参加

11月10日 検査と健 展 1名参加

【緩和医療課】

5月9日 「リレー・フォー・ライフ・ジ パンかごしま」　相談員派遣協  2名派遣

１ ･ の 、 ･ ･ へ講師 的 派遣

【医師】

鹿児島歯科学院専門学校技工士科　 常 講師 歯科部長　 田 ミ子

鹿児島県立 大学　 常 講師 4月～7月 週 日　小児科部長　 田

鹿児島大学小児科外 実務研修　 常 講師 週 日　小児科部長　 田

長崎大学病院　 常 講師 歯科 外科部長　 田雅

鹿児島県消防学校　 常 講師 5月22日／6月1日／1月22日／2月1日　 科　西山

【看護部】

7月17日 鹿児島市立 中学校　家 教育学  講師　看護 部長　 ひと

11月11日・19日・25日

 国立病院機 　鹿児島医療センター付属看護専門学校 講師　NICU師長　 川 子

11月11日 田学園看護専門学校　 常 講師

 科 ： タリングの 的と 法 救急 定看護師　 夫

11月19日 田学園看護専門学校　 常 講師

 科 ：放射線療法と看護 放射線 定看護師　 こ え

11月19日 田学園看護専門学校　 常 講師

 科 ：化学療法と看護 がん化学療法 定看護師　 原 美

11月20日 田学園看護専門学校　 常 講師

 科 ：安 療法、食事用法、人工臓器 師長　中 子

11月24日 田学園看護専門学校　 常 講師

 科 ： 吸 、吸 、ドレナージ 慢性呼吸器疾患 定看護師　立 子

12月2日・16日 高等学校看護学科専門課  講師　がん化学療法 定看護師　 原 美

12月17日 学園専修学校　講師 看護師　山 恵

【中央放射線部】

2月1日・8日・17日

 鹿児島医療技術専門学校　診療 技術学  　講師　放射線技師　 田 一
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１ ． 院の 、 の 入 、 、 、
、 、

【医師】

鹿児島大学医学部医学科 6年臨床医学学外実習

 外科 4 月 28 日～ 5月 30 日 1 名

鹿児島大学医学部医学科 5年学外臨床実習（ポリクリ）

 科 週 日 1 ～ 2 名

鹿児島大学医学部医学科 5年学外臨床実習（ポリクリ）

 外科 週 日・ 週金 日 1 ～ 2 名

鹿児島大学医学部医学科 5年学外臨床実習（ポリクリ）

 整 外科 週 日 1 ～ 2 名

鹿児島大学医学部医学科 5年学外臨床実習（ポリクリ）

 呼吸器外科 不定  1 名

鹿児島大学医学部医学科 4年シ ドウイング

 呼吸器内科 5 月 15 日・19 日／ 6月 12 日／ 7月 10 日 （ 1 名の 4名）

鹿児島大学医学部医学科 4年シ ドウイング

 内科 4 月 10 日／ 5月 15 日・29 日／ 6月 12 日・26 日 （ 1 名の 5名）

鹿児島大学医学部医学科 4年シ ドウイング

 呼吸器外科 4月 10 日／ 5月 22 日／ 6月 12 日／ 6月 26 日／ 7月 10 日 （ 1 名の 5名）

鹿児島大学医学部医学科 4年シ ドウイング

 外科 4月 17 日・24 日／ 5月 15 日／ 6月 12 日・26 日／ 7月 10 日 （ 1 名の 6名）

鹿児島大学医学部医学科 3年シ ドウイング

 呼吸器外科 10 月 2 日・16 日・30 日／ 11 月 13 日 （ 1 名の 4名）

鹿児島大学医学部医学科 3年シ ドウイング

 呼吸器内科 10 月 2 日・16 日／ 11 月 6 日・27 日 （ 1 名の 4名）

鹿児島大学医学部医学科 3年シ ドウイング

 内科 10 月 2 日・23 日／ 11 月 13 日／ 12 月 4 日 （ 1 名の 4名）

鹿児島大学医学部医学科 3年シ ドウイング

 外科 10 月 16 日・30 日／ 11 月 13 日／ 12 月 4 日 （ 1 名の 4名）

鹿児島大学医学部医学科 3年生

 病理診 科 8 月 7 日・12 日・14 日 7 名

【看護部】

原田学園鹿児島医療技術専門学校（小児看護学） 112 日  14 名

田学園看護専門学校（成人看護学・老年看護学・母性看護学・NICU・小児看護学・ 合実習）

 2616 日  254 名

医療法人協会立看護専門学校（成人看護学・母性看護学） 300 日  75 名

医療法人協会立看護専門学校（基礎看護学） 180 日  30 名

学園専修学校（成人看護学・老年看護学・母性看護学・小児看護学・NICU） 384 日  80 名

学園専修学校（基礎看護学） 240 日  35 名

学園高等部看護学科基礎課 （基礎看護学） 192 日  12 名

学園高等部看護学科専門課  （成人看護学・老年看護学・母性看護学・小児看護学・NICU）

 800 日  120 名

高等学校看護学科専門課 （成人看護学・母性看護学） 696 日  58 名

鹿児島中央看護専門学校 2年課 （小児看護学・母性看護学） 696 日  106 名

鹿児島中央看護専門学校 2年課 （在宅看護） 128 日  16 名

田学園看護専門学校（在宅看護） 212 日  106 名

学園高等部看護学科専門課 （在宅看護） 60 日  30 名

鹿児島高等看護学院（成人看護学） 48 日  4 名

西高校（インタ ンシップ） 7 月 7 日～ 10 日 3 日  3 名

鹿児島東高等学校（インタ ンシップ） 11 月 17 日～ 19 日 2 日  2 名

九州看護福祉大学（インタ ンシップ） 7 月 24 日 1 日  1 名

館高校看護科専門課 （インタ ンシップ）   7 月 27 日・28 日 2 日  1 名

赤 学園　タラ看護専門学校（インタ ンシップ） 8 月 3 日 1 日  2 名

【リハビリテーション部】

リハビリテーション学院　長 （ 業療法学） 4 月 7 日～ 6月 19 日 11 週  1 名

鹿児島医療技術専門学校 長 I（理学療法学） 5 月 4 日～ 7月 10 日 10 週  1 名

鹿児島医療福祉専門学校 第 3学年長 臨床実習（理学療法学） 5 月 11 日～ 7月 18 日 10 週  2 名

九州看護保健福祉大学　第 4学年臨床実習 （理学療法学） 5 月 11 日～ 7月 4日 8 週  1 名

本保健科学大学　第 4学年長 実習 （ 業療法学） 5 月 11 日～ 7月 3日 8 週  1 名

沖縄リハビリテーション福祉学院　第 3学年長 臨床実習（ 業療法学）

 5 月 11 日～ 7月 11 日 9 週  1 名

学園専修学校　第 3学年臨床実習（ 業療法学） 6 月 22 日～ 8月 15 日 8 週  1 名

鹿児島大学　第 4学年臨床実習（理学療法学） 7 月 21 日～ 9月 11 日 8 週  1 名

鹿児島医療福祉専門学校　第 2学年臨床検査 定実習（理学療法学）

 7 月 27 日～ 8月 1日 1 週  1 名

宮崎リハビリテーション学院　第 3学年臨床実習 （理学療法学）

 7 月 27 日～ 10 月 9 日 11 週  1 名

学園専修学校　第 1学年見学実習（ 業療法学） 7 月 29 日～ 8月 1日 3 日  1 名

鹿児島医療技術専門学校　第 4学年臨床実習（ 業療法学） 8 月 3 日～ 10 月 9 日 10 週  1 名

九州中央リハビリテーション学院　第 4学年臨床実習 （ 業療法学）

 8 月 10 日～ 10 月 3 日 8 週  1 名

九州保健福祉大学　第 1学年見学実習（ 業療法学） 8 月 17 日 1 日  1 名

九州看護福祉大学　第 3学年臨床実習（理学療法学） 11 月 24 日～ 12 月 12 日 3 週  1 名

福 リハビリテーション専門学校　第 3学年長 臨床実習（理学療法学）

 1 月 12 日～ 3月 2日 8 週  1 名

鹿児島医療福祉専門学校　第 3学年評 実習（ 療法学）

 1 月 25 日～ 2月 19 日 3 週  1 名

鹿児島医療福祉専門学校　第 2学年臨床評 実習（理学療法学） 2 月 1 日～ 2月 20 日 3 週  2 名

鹿児島医療福祉専門学校　第 1学年介護体 実習（理学療法学） 2 月 22 日～ 2月 24 日 3 日  2 名

鹿児島医療技術専門学校　第 1学年臨床見学体 実習（理学療法学）

 2 月 22 日～ 2月 26 日 1 週  1 名

【中央放射線部】

鹿児島医療技術専門学校　診療放射線技術学科4年生 6月1日～6月26日 25日  2名

鹿児島医療技術専門学校　診療放射線学科4年生 6月29日～7月24日 25日  2名

鹿児島医療技術専門学校 診療放射線学科4年生 9月1日～9月30日 29日  2名

鹿児島医療技術専門学校　診療放射線学科3年生 10月1日～10月31日 30日  2名

【薬剤部】

九州保健福祉大学薬学部5年生　長 実務実習  9月7日～11月21日 75日  2名

【栄養管理部】

大学 大学部食 栄養学科2年　臨地・校外実習（病院給食実習） 8月31日～9月4日 1名

九州 子大学　家 学部　栄養学科3年　臨地実習（ ）校外学習 3月7日～3月18日 1名

【在宅医療部】

田学園看護専門学校 4月13日～9月17日 157日  15名

鹿児島中央看護専門学校2年課 （通 制）看護科 7月27日～8月27日 31日  23名

学園高等部　看護学科専門課  6月29日～12月18日 172日  21名

１ ． ･研修･ 会 の 、 、 の 入

【看護部】

 FIRST N R  新生児内科　リハビリテーション見学 2名

4月10日 YT　～NICU・フォローアップ外 ～

6月26日 鹿児島看護専門学校　教員研修（ 東病 ） 2名

7月21日 今 病院分院（新生児内科（NICU・GCU）見学 6名

7月24日 鹿児島高等学校　 れ い看護体  3名

7月24日 高校　 れ い看護体  2名

7月24日 鹿児島 子高等学校　 れ い看護体  2名

7月29日 鹿児島実業高校　 れ い看護体  3名

7月29日 松 高校　 れ い看護体  1名

7月29日 鹿児島高等学校 れ い看護体  1名

8月3日 医療法人育成会　 病院　（褥瘡管理課） 2名

10月21日 第2回鹿児島県地区再就職支援セミナー実施研修 3名

【中央放射線部】

7月18日 西高校　インターンシップ研修 2名

8月17日 大学福 医療技術学部 1名

8月20日 鹿児島県臨床研修病院見学ツアー 1名

10月30日 九州保健福祉大学薬学部 1名

11月18日 東高校インターンシップ研修 2名

2月2日 名 館高校　インターンシップ 2名

【中央臨床検査部】

3月8日 本保健科学大学　医学検査学科3年生 1名

3月10日 川県立保健医療大学　臨床検査学科3年生 1名

3月14日～18日 山 大学　検査技術科学専 3年生 3名

【臨床工学部】

6月1日～13日 九州保健福祉大学　病院実習 1名

6月15日～27日 九州保健福祉大学　病院実習 1名

【薬剤部】

4月2日 九州保健福祉大学卒業生 1名

4月6日 第一薬科大学卒業生 1名

4月20日 九州保健福祉大学6年生 1名

5月7日 大学6年生 1名

5月7日 福 大学6年生 1名

5月13日 長崎大学6年生 1名

5月15日 長崎大学6年生 1名

12月11日 薬科大学5年生 1名

1月26日～29日 長田中学校　職 体 学習 3名

2月16日 島大学5年 1名

3月15日 大学5年生 1名

3月22日 広島国 大学5年生 1名

3月24日 九州保健福祉大学5年生 1名

3月28日 九州保健福祉大学5年生 2名

3月28日 広島国 大学5年生 1名

3月29日 九州保健福祉大5年生 1名

3月29日 福 大学5年生 1名

3月30日 本大学5年生 2名

【栄養管理部】

7月8日 鹿児島 西高校　トータルエステティック科・フ ッションデザイン科

 「病院における栄養士の役 」「給食体 」 3名

11月18日 鹿児島東高校　 通科1年生　インターンシップ

 「病院における栄養士の役 」「給食体 」 2名

1月26日 鹿児島生協病院　NST見学 3名

2月2日 館高校　 通科2年生　インターンシップ 2名

【緩和医療課】

1月18日 田上 念病院　 っとサロン今給 見学 3名

【消防・救 士】

5月11日～22日 救急救 士　就業 病院実習 2名

8月24日～3月31日

 救急振興 　救急救 士実習 1名

10月19日～26日 11月30日～12月7日 12月7日～14日 2月29日～3月7日

 救 士　病院実習 　 1名　 4名

2月1日～2月7日 救急振興 　救急救 士実習 4名

2月12日 鹿児島県消防学校救急科　病院実習 2名
 
【事務部】

3月16日 整 外科 病院　病院見学（診療情報管理部） 2名

１ ． 活動･ 活動･ 活動

【医師】

8月・3月 医師会 催　子 予防 種週 　予防 種推進 1名参加

11月14日 機で くドイツ ～ として ～（80名 ） 1名参加

3月6日 鹿児島マラ ン2016　救護  1名派遣

【看護部】

4月12日 おご プロジェクト2015 LO  49　子宮 がんイベント 3名派遣

5月12日 看護の日 念式  1名派遣

5月16日 1日ま の保健  1名派遣

5月16日 「看護の日・看護週 」1日ま の保健 　 ランティア 4名派遣

6月7日 第24回九州バレー ール交 大会　 ランティア 1名派遣

8月1日 第50回鹿児島市民大会開会式役員委託 1名派遣

8月22日 24 テレビ　 いをつな 　鹿児島・ リレー 1名派遣

9月5日 ま の保健 （第36回看護展） ランティア 1名派遣

9月19日 鹿児島市立病院NCPR研修協 員 3名派遣

9月19日・20日 第69回県民体育大会応援 1名派遣

11月18日 南日本リビング社「鹿児島キラリ 性大 」審査員 1名派遣

1月28日 第49回鹿児島県保健看護研究会協 員 1名派遣

2月13日 第63回県下一 市 対 機電 大会　 ランティア 1名派遣

3月18日 平成27年度薩摩地区MC協議会 業部会 1名派遣

【中央放射線部】　

5月9日・10日 リレー・フォー・ライフ・ジ パンかごしま 2名参加

10月4日 市民健 　実行委員 1名派遣

10月18日 ンクリ ン in k os i 2015 2名派遣

12月20日 原子 防 　実行委員 2名派遣

3月20日 ンクリ ンフェスタ　実行委員 2名派遣

【栄養管理部】

8月22日 がん患者サロン っとサロン今給 　ミ 会「 血を予防しよ 」 1名参加

10月4日 第32回市民健 まつ 　栄養相談 2名参加

【病理部】

4月12日 おご プロジェクト2015 LO  49　子宮 がんイベント 2名参加

11月10日 検査と健 展 1名参加

【緩和医療課】

5月9日 「リレー・フォー・ライフ・ジ パンかごしま」　相談員派遣協  2名派遣

１ ･ の 、 ･ ･ へ講師 的 派遣

【医師】

鹿児島歯科学院専門学校技工士科　 常 講師 歯科部長　 田 ミ子

鹿児島県立 大学　 常 講師 4月～7月 週 日　小児科部長　 田

鹿児島大学小児科外 実務研修　 常 講師 週 日　小児科部長　 田

長崎大学病院　 常 講師 歯科 外科部長　 田雅

鹿児島県消防学校　 常 講師 5月22日／6月1日／1月22日／2月1日　 科　西山

【看護部】

7月17日 鹿児島市立 中学校　家 教育学  講師　看護 部長　 ひと

11月11日・19日・25日

 国立病院機 　鹿児島医療センター付属看護専門学校 講師　NICU師長　 川 子

11月11日 田学園看護専門学校　 常 講師

 科 ： タリングの 的と 法 救急 定看護師　 夫

11月19日 田学園看護専門学校　 常 講師

 科 ：放射線療法と看護 放射線 定看護師　 こ え

11月19日 田学園看護専門学校　 常 講師

 科 ：化学療法と看護 がん化学療法 定看護師　 原 美

11月20日 田学園看護専門学校　 常 講師

 科 ：安 療法、食事用法、人工臓器 師長　中 子

11月24日 田学園看護専門学校　 常 講師

 科 ： 吸 、吸 、ドレナージ 慢性呼吸器疾患 定看護師　立 子

12月2日・16日 高等学校看護学科専門課  講師　がん化学療法 定看護師　 原 美

12月17日 学園専修学校　講師 看護師　山 恵

【中央放射線部】

2月1日・8日・17日

 鹿児島医療技術専門学校　診療 技術学  　講師　放射線技師　 田 一
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１ ． 院の 、 の 入 、 、 、
、 、

【医師】

鹿児島大学医学部医学科 6年臨床医学学外実習

 外科 4 月 28 日～ 5月 30 日 1 名

鹿児島大学医学部医学科 5年学外臨床実習（ポリクリ）

 科 週 日 1 ～ 2 名

鹿児島大学医学部医学科 5年学外臨床実習（ポリクリ）

 外科 週 日・ 週金 日 1 ～ 2 名

鹿児島大学医学部医学科 5年学外臨床実習（ポリクリ）

 整 外科 週 日 1 ～ 2 名

鹿児島大学医学部医学科 5年学外臨床実習（ポリクリ）

 呼吸器外科 不定  1 名

鹿児島大学医学部医学科 4年シ ドウイング

 呼吸器内科 5 月 15 日・19 日／ 6月 12 日／ 7月 10 日 （ 1 名の 4名）

鹿児島大学医学部医学科 4年シ ドウイング

 内科 4 月 10 日／ 5月 15 日・29 日／ 6月 12 日・26 日 （ 1 名の 5名）

鹿児島大学医学部医学科 4年シ ドウイング

 呼吸器外科 4月 10 日／ 5月 22 日／ 6月 12 日／ 6月 26 日／ 7月 10 日 （ 1 名の 5名）

鹿児島大学医学部医学科 4年シ ドウイング

 外科 4月 17 日・24 日／ 5月 15 日／ 6月 12 日・26 日／ 7月 10 日 （ 1 名の 6名）

鹿児島大学医学部医学科 3年シ ドウイング

 呼吸器外科 10 月 2 日・16 日・30 日／ 11 月 13 日 （ 1 名の 4名）

鹿児島大学医学部医学科 3年シ ドウイング

 呼吸器内科 10 月 2 日・16 日／ 11 月 6 日・27 日 （ 1 名の 4名）

鹿児島大学医学部医学科 3年シ ドウイング

 内科 10 月 2 日・23 日／ 11 月 13 日／ 12 月 4 日 （ 1 名の 4名）

鹿児島大学医学部医学科 3年シ ドウイング

 外科 10 月 16 日・30 日／ 11 月 13 日／ 12 月 4 日 （ 1 名の 4名）

鹿児島大学医学部医学科 3年生

 病理診 科 8 月 7 日・12 日・14 日 7 名

【看護部】

原田学園鹿児島医療技術専門学校（小児看護学） 112 日  14 名

田学園看護専門学校（成人看護学・老年看護学・母性看護学・NICU・小児看護学・ 合実習）

 2616 日  254 名

医療法人協会立看護専門学校（成人看護学・母性看護学） 300 日  75 名

医療法人協会立看護専門学校（基礎看護学） 180 日  30 名

学園専修学校（成人看護学・老年看護学・母性看護学・小児看護学・NICU） 384 日  80 名

学園専修学校（基礎看護学） 240 日  35 名

学園高等部看護学科基礎課 （基礎看護学） 192 日  12 名

学園高等部看護学科専門課  （成人看護学・老年看護学・母性看護学・小児看護学・NICU）

 800 日  120 名

高等学校看護学科専門課 （成人看護学・母性看護学） 696 日  58 名

鹿児島中央看護専門学校 2年課 （小児看護学・母性看護学） 696 日  106 名

鹿児島中央看護専門学校 2年課 （在宅看護） 128 日  16 名

田学園看護専門学校（在宅看護） 212 日  106 名

学園高等部看護学科専門課 （在宅看護） 60 日  30 名

鹿児島高等看護学院（成人看護学） 48 日  4 名

西高校（インタ ンシップ） 7 月 7 日～ 10 日 3 日  3 名

鹿児島東高等学校（インタ ンシップ） 11 月 17 日～ 19 日 2 日  2 名

九州看護福祉大学（インタ ンシップ） 7 月 24 日 1 日  1 名

館高校看護科専門課 （インタ ンシップ）   7 月 27 日・28 日 2 日  1 名

赤 学園　タラ看護専門学校（インタ ンシップ） 8 月 3 日 1 日  2 名

【リハビリテーション部】

リハビリテーション学院　長 （ 業療法学） 4 月 7 日～ 6月 19 日 11 週  1 名

鹿児島医療技術専門学校 長 I（理学療法学） 5 月 4 日～ 7月 10 日 10 週  1 名

鹿児島医療福祉専門学校 第 3学年長 臨床実習（理学療法学） 5 月 11 日～ 7月 18 日 10 週  2 名

九州看護保健福祉大学　第 4学年臨床実習 （理学療法学） 5 月 11 日～ 7月 4日 8 週  1 名

本保健科学大学　第 4学年長 実習 （ 業療法学） 5 月 11 日～ 7月 3日 8 週  1 名

沖縄リハビリテーション福祉学院　第 3学年長 臨床実習（ 業療法学）

 5 月 11 日～ 7月 11 日 9 週  1 名

学園専修学校　第 3学年臨床実習（ 業療法学） 6 月 22 日～ 8月 15 日 8 週  1 名

鹿児島大学　第 4学年臨床実習（理学療法学） 7 月 21 日～ 9月 11 日 8 週  1 名

鹿児島医療福祉専門学校　第 2学年臨床検査 定実習（理学療法学）

 7 月 27 日～ 8月 1日 1 週  1 名

宮崎リハビリテーション学院　第 3学年臨床実習 （理学療法学）

 7 月 27 日～ 10 月 9 日 11 週  1 名

学園専修学校　第 1学年見学実習（ 業療法学） 7 月 29 日～ 8月 1日 3 日  1 名

鹿児島医療技術専門学校　第 4学年臨床実習（ 業療法学） 8 月 3 日～ 10 月 9 日 10 週  1 名

九州中央リハビリテーション学院　第 4学年臨床実習 （ 業療法学）

 8 月 10 日～ 10 月 3 日 8 週  1 名

九州保健福祉大学　第 1学年見学実習（ 業療法学） 8 月 17 日 1 日  1 名

九州看護福祉大学　第 3学年臨床実習（理学療法学） 11 月 24 日～ 12 月 12 日 3 週  1 名

福 リハビリテーション専門学校　第 3学年長 臨床実習（理学療法学）

 1 月 12 日～ 3月 2日 8 週  1 名

鹿児島医療福祉専門学校　第 3学年評 実習（ 療法学）

 1 月 25 日～ 2月 19 日 3 週  1 名

鹿児島医療福祉専門学校　第 2学年臨床評 実習（理学療法学） 2 月 1 日～ 2月 20 日 3 週  2 名

鹿児島医療福祉専門学校　第 1学年介護体 実習（理学療法学） 2 月 22 日～ 2月 24 日 3 日  2 名

鹿児島医療技術専門学校　第 1学年臨床見学体 実習（理学療法学）

 2 月 22 日～ 2月 26 日 1 週  1 名

【中央放射線部】

鹿児島医療技術専門学校　診療放射線技術学科4年生 6月1日～6月26日 25日  2名

鹿児島医療技術専門学校　診療放射線学科4年生 6月29日～7月24日 25日  2名

鹿児島医療技術専門学校 診療放射線学科4年生 9月1日～9月30日 29日  2名

鹿児島医療技術専門学校　診療放射線学科3年生 10月1日～10月31日 30日  2名

【薬剤部】

九州保健福祉大学薬学部5年生　長 実務実習  9月7日～11月21日 75日  2名

【栄養管理部】

大学 大学部食 栄養学科2年　臨地・校外実習（病院給食実習） 8月31日～9月4日 1名

九州 子大学　家 学部　栄養学科3年　臨地実習（ ）校外学習 3月7日～3月18日 1名

【在宅医療部】

田学園看護専門学校 4月13日～9月17日 157日  15名

鹿児島中央看護専門学校2年課 （通 制）看護科 7月27日～8月27日 31日  23名

学園高等部　看護学科専門課  6月29日～12月18日 172日  21名

１ ． ･研修･ 会 の 、 、 の 入

【看護部】

 FIRST N R  新生児内科　リハビリテーション見学 2名

4月10日 YT　～NICU・フォローアップ外 ～

6月26日 鹿児島看護専門学校　教員研修（ 東病 ） 2名

7月21日 今 病院分院（新生児内科（NICU・GCU）見学 6名

7月24日 鹿児島高等学校　 れ い看護体  3名

7月24日 高校　 れ い看護体  2名

7月24日 鹿児島 子高等学校　 れ い看護体  2名

7月29日 鹿児島実業高校　 れ い看護体  3名

7月29日 松 高校　 れ い看護体  1名

7月29日 鹿児島高等学校 れ い看護体  1名

8月3日 医療法人育成会　 病院　（褥瘡管理課） 2名

10月21日 第2回鹿児島県地区再就職支援セミナー実施研修 3名

【中央放射線部】

7月18日 西高校　インターンシップ研修 2名

8月17日 大学福 医療技術学部 1名

8月20日 鹿児島県臨床研修病院見学ツアー 1名

10月30日 九州保健福祉大学薬学部 1名

11月18日 東高校インターンシップ研修 2名

2月2日 名 館高校　インターンシップ 2名

【中央臨床検査部】

3月8日 本保健科学大学　医学検査学科3年生 1名

3月10日 川県立保健医療大学　臨床検査学科3年生 1名

3月14日～18日 山 大学　検査技術科学専 3年生 3名

【臨床工学部】

6月1日～13日 九州保健福祉大学　病院実習 1名

6月15日～27日 九州保健福祉大学　病院実習 1名

【薬剤部】

4月2日 九州保健福祉大学卒業生 1名

4月6日 第一薬科大学卒業生 1名

4月20日 九州保健福祉大学6年生 1名

5月7日 大学6年生 1名

5月7日 福 大学6年生 1名

5月13日 長崎大学6年生 1名

5月15日 長崎大学6年生 1名

12月11日 薬科大学5年生 1名

1月26日～29日 長田中学校　職 体 学習 3名

2月16日 島大学5年 1名

3月15日 大学5年生 1名

3月22日 広島国 大学5年生 1名

3月24日 九州保健福祉大学5年生 1名

3月28日 九州保健福祉大学5年生 2名

3月28日 広島国 大学5年生 1名

3月29日 九州保健福祉大5年生 1名

3月29日 福 大学5年生 1名

3月30日 本大学5年生 2名

【栄養管理部】

7月8日 鹿児島 西高校　トータルエステティック科・フ ッションデザイン科

 「病院における栄養士の役 」「給食体 」 3名

11月18日 鹿児島東高校　 通科1年生　インターンシップ

 「病院における栄養士の役 」「給食体 」 2名

1月26日 鹿児島生協病院　NST見学 3名

2月2日 館高校　 通科2年生　インターンシップ 2名

【緩和医療課】

1月18日 田上 念病院　 っとサロン今給 見学 3名

【消防・救 士】

5月11日～22日 救急救 士　就業 病院実習 2名

8月24日～3月31日

 救急振興 　救急救 士実習 1名

10月19日～26日 11月30日～12月7日 12月7日～14日 2月29日～3月7日

 救 士　病院実習 　 1名　 4名

2月1日～2月7日 救急振興 　救急救 士実習 4名

2月12日 鹿児島県消防学校救急科　病院実習 2名
 
【事務部】

3月16日 整 外科 病院　病院見学（診療情報管理部） 2名

１ ． 活動･ 活動･ 活動

【医師】

8月・3月 医師会 催　子 予防 種週 　予防 種推進 1名参加

11月14日 機で くドイツ ～ として ～（80名 ） 1名参加

3月6日 鹿児島マラ ン2016　救護  1名派遣

【看護部】

4月12日 おご プロジェクト2015 LO  49　子宮 がんイベント 3名派遣

5月12日 看護の日 念式  1名派遣

5月16日 1日ま の保健  1名派遣

5月16日 「看護の日・看護週 」1日ま の保健 　 ランティア 4名派遣

6月7日 第24回九州バレー ール交 大会　 ランティア 1名派遣

8月1日 第50回鹿児島市民大会開会式役員委託 1名派遣

8月22日 24 テレビ　 いをつな 　鹿児島・ リレー 1名派遣

9月5日 ま の保健 （第36回看護展） ランティア 1名派遣

9月19日 鹿児島市立病院NCPR研修協 員 3名派遣

9月19日・20日 第69回県民体育大会応援 1名派遣

11月18日 南日本リビング社「鹿児島キラリ 性大 」審査員 1名派遣

1月28日 第49回鹿児島県保健看護研究会協 員 1名派遣

2月13日 第63回県下一 市 対 機電 大会　 ランティア 1名派遣

3月18日 平成27年度薩摩地区MC協議会 業部会 1名派遣

【中央放射線部】　

5月9日・10日 リレー・フォー・ライフ・ジ パンかごしま 2名参加

10月4日 市民健 　実行委員 1名派遣

10月18日 ンクリ ン in k os i 2015 2名派遣

12月20日 原子 防 　実行委員 2名派遣

3月20日 ンクリ ンフェスタ　実行委員 2名派遣

【栄養管理部】

8月22日 がん患者サロン っとサロン今給 　ミ 会「 血を予防しよ 」 1名参加

10月4日 第32回市民健 まつ 　栄養相談 2名参加

【病理部】

4月12日 おご プロジェクト2015 LO  49　子宮 がんイベント 2名参加

11月10日 検査と健 展 1名参加

【緩和医療課】

5月9日 「リレー・フォー・ライフ・ジ パンかごしま」　相談員派遣協  2名派遣

１ ･ の 、 ･ ･ へ講師 的 派遣

【医師】

鹿児島歯科学院専門学校技工士科　 常 講師 歯科部長　 田 ミ子

鹿児島県立 大学　 常 講師 4月～7月 週 日　小児科部長　 田

鹿児島大学小児科外 実務研修　 常 講師 週 日　小児科部長　 田

長崎大学病院　 常 講師 歯科 外科部長　 田雅

鹿児島県消防学校　 常 講師 5月22日／6月1日／1月22日／2月1日　 科　西山

【看護部】

7月17日 鹿児島市立 中学校　家 教育学  講師　看護 部長　 ひと

11月11日・19日・25日

 国立病院機 　鹿児島医療センター付属看護専門学校 講師　NICU師長　 川 子

11月11日 田学園看護専門学校　 常 講師

 科 ： タリングの 的と 法 救急 定看護師　 夫

11月19日 田学園看護専門学校　 常 講師

 科 ：放射線療法と看護 放射線 定看護師　 こ え

11月19日 田学園看護専門学校　 常 講師

 科 ：化学療法と看護 がん化学療法 定看護師　 原 美

11月20日 田学園看護専門学校　 常 講師

 科 ：安 療法、食事用法、人工臓器 師長　中 子

11月24日 田学園看護専門学校　 常 講師

 科 ： 吸 、吸 、ドレナージ 慢性呼吸器疾患 定看護師　立 子

12月2日・16日 高等学校看護学科専門課  講師　がん化学療法 定看護師　 原 美

12月17日 学園専修学校　講師 看護師　山 恵

【中央放射線部】

2月1日・8日・17日

 鹿児島医療技術専門学校　診療 技術学  　講師　放射線技師　 田 一
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１ ． 院の 、 の 入 、 、 、
、 、

【医師】

鹿児島大学医学部医学科 6年臨床医学学外実習

 外科 4 月 28 日～ 5月 30 日 1 名

鹿児島大学医学部医学科 5年学外臨床実習（ポリクリ）

 科 週 日 1 ～ 2 名

鹿児島大学医学部医学科 5年学外臨床実習（ポリクリ）

 外科 週 日・ 週金 日 1 ～ 2 名

鹿児島大学医学部医学科 5年学外臨床実習（ポリクリ）

 整 外科 週 日 1 ～ 2 名

鹿児島大学医学部医学科 5年学外臨床実習（ポリクリ）

 呼吸器外科 不定  1 名

鹿児島大学医学部医学科 4年シ ドウイング

 呼吸器内科 5 月 15 日・19 日／ 6月 12 日／ 7月 10 日 （ 1 名の 4名）

鹿児島大学医学部医学科 4年シ ドウイング

 内科 4 月 10 日／ 5月 15 日・29 日／ 6月 12 日・26 日 （ 1 名の 5名）

鹿児島大学医学部医学科 4年シ ドウイング

 呼吸器外科 4月 10 日／ 5月 22 日／ 6月 12 日／ 6月 26 日／ 7月 10 日 （ 1 名の 5名）

鹿児島大学医学部医学科 4年シ ドウイング

 外科 4月 17 日・24 日／ 5月 15 日／ 6月 12 日・26 日／ 7月 10 日 （ 1 名の 6名）

鹿児島大学医学部医学科 3年シ ドウイング

 呼吸器外科 10 月 2 日・16 日・30 日／ 11 月 13 日 （ 1 名の 4名）

鹿児島大学医学部医学科 3年シ ドウイング

 呼吸器内科 10 月 2 日・16 日／ 11 月 6 日・27 日 （ 1 名の 4名）

鹿児島大学医学部医学科 3年シ ドウイング

 内科 10 月 2 日・23 日／ 11 月 13 日／ 12 月 4 日 （ 1 名の 4名）

鹿児島大学医学部医学科 3年シ ドウイング

 外科 10 月 16 日・30 日／ 11 月 13 日／ 12 月 4 日 （ 1 名の 4名）

鹿児島大学医学部医学科 3年生

 病理診 科 8 月 7 日・12 日・14 日 7 名

【看護部】

原田学園鹿児島医療技術専門学校（小児看護学） 112 日  14 名

田学園看護専門学校（成人看護学・老年看護学・母性看護学・NICU・小児看護学・ 合実習）

 2616 日  254 名

医療法人協会立看護専門学校（成人看護学・母性看護学） 300 日  75 名

医療法人協会立看護専門学校（基礎看護学） 180 日  30 名

学園専修学校（成人看護学・老年看護学・母性看護学・小児看護学・NICU） 384 日  80 名

学園専修学校（基礎看護学） 240 日  35 名

学園高等部看護学科基礎課 （基礎看護学） 192 日  12 名

学園高等部看護学科専門課  （成人看護学・老年看護学・母性看護学・小児看護学・NICU）

 800 日  120 名

高等学校看護学科専門課 （成人看護学・母性看護学） 696 日  58 名

鹿児島中央看護専門学校 2年課 （小児看護学・母性看護学） 696 日  106 名

鹿児島中央看護専門学校 2年課 （在宅看護） 128 日  16 名

田学園看護専門学校（在宅看護） 212 日  106 名

学園高等部看護学科専門課 （在宅看護） 60 日  30 名

鹿児島高等看護学院（成人看護学） 48 日  4 名

西高校（インタ ンシップ） 7 月 7 日～ 10 日 3 日  3 名

鹿児島東高等学校（インタ ンシップ） 11 月 17 日～ 19 日 2 日  2 名

九州看護福祉大学（インタ ンシップ） 7 月 24 日 1 日  1 名

館高校看護科専門課 （インタ ンシップ）   7 月 27 日・28 日 2 日  1 名

赤 学園　タラ看護専門学校（インタ ンシップ） 8 月 3 日 1 日  2 名

【リハビリテーション部】

リハビリテーション学院　長 （ 業療法学） 4 月 7 日～ 6月 19 日 11 週  1 名

鹿児島医療技術専門学校 長 I（理学療法学） 5 月 4 日～ 7月 10 日 10 週  1 名

鹿児島医療福祉専門学校 第 3学年長 臨床実習（理学療法学） 5 月 11 日～ 7月 18 日 10 週  2 名

九州看護保健福祉大学　第 4学年臨床実習 （理学療法学） 5 月 11 日～ 7月 4日 8 週  1 名

本保健科学大学　第 4学年長 実習 （ 業療法学） 5 月 11 日～ 7月 3日 8 週  1 名

沖縄リハビリテーション福祉学院　第 3学年長 臨床実習（ 業療法学）

 5 月 11 日～ 7月 11 日 9 週  1 名

学園専修学校　第 3学年臨床実習（ 業療法学） 6 月 22 日～ 8月 15 日 8 週  1 名

鹿児島大学　第 4学年臨床実習（理学療法学） 7 月 21 日～ 9月 11 日 8 週  1 名

鹿児島医療福祉専門学校　第 2学年臨床検査 定実習（理学療法学）

 7 月 27 日～ 8月 1日 1 週  1 名

宮崎リハビリテーション学院　第 3学年臨床実習 （理学療法学）

 7 月 27 日～ 10 月 9 日 11 週  1 名

学園専修学校　第 1学年見学実習（ 業療法学） 7 月 29 日～ 8月 1日 3 日  1 名

鹿児島医療技術専門学校　第 4学年臨床実習（ 業療法学） 8 月 3 日～ 10 月 9 日 10 週  1 名

九州中央リハビリテーション学院　第 4学年臨床実習 （ 業療法学）

 8 月 10 日～ 10 月 3 日 8 週  1 名

九州保健福祉大学　第 1学年見学実習（ 業療法学） 8 月 17 日 1 日  1 名

九州看護福祉大学　第 3学年臨床実習（理学療法学） 11 月 24 日～ 12 月 12 日 3 週  1 名

福 リハビリテーション専門学校　第 3学年長 臨床実習（理学療法学）

 1 月 12 日～ 3月 2日 8 週  1 名

鹿児島医療福祉専門学校　第 3学年評 実習（ 療法学）

 1 月 25 日～ 2月 19 日 3 週  1 名

鹿児島医療福祉専門学校　第 2学年臨床評 実習（理学療法学） 2 月 1 日～ 2月 20 日 3 週  2 名

鹿児島医療福祉専門学校　第 1学年介護体 実習（理学療法学） 2 月 22 日～ 2月 24 日 3 日  2 名

鹿児島医療技術専門学校　第 1学年臨床見学体 実習（理学療法学）

 2 月 22 日～ 2月 26 日 1 週  1 名

【中央放射線部】

鹿児島医療技術専門学校　診療放射線技術学科4年生 6月1日～6月26日 25日  2名

鹿児島医療技術専門学校　診療放射線学科4年生 6月29日～7月24日 25日  2名

鹿児島医療技術専門学校 診療放射線学科4年生 9月1日～9月30日 29日  2名

鹿児島医療技術専門学校　診療放射線学科3年生 10月1日～10月31日 30日  2名

【薬剤部】

九州保健福祉大学薬学部5年生　長 実務実習  9月7日～11月21日 75日  2名

【栄養管理部】

大学 大学部食 栄養学科2年　臨地・校外実習（病院給食実習） 8月31日～9月4日 1名

九州 子大学　家 学部　栄養学科3年　臨地実習（ ）校外学習 3月7日～3月18日 1名

【在宅医療部】

田学園看護専門学校 4月13日～9月17日 157日  15名

鹿児島中央看護専門学校2年課 （通 制）看護科 7月27日～8月27日 31日  23名

学園高等部　看護学科専門課  6月29日～12月18日 172日  21名

１ ． ･研修･ 会 の 、 、 の 入

【看護部】

 FIRST N R  新生児内科　リハビリテーション見学 2名

4月10日 YT　～NICU・フォローアップ外 ～

6月26日 鹿児島看護専門学校　教員研修（ 東病 ） 2名

7月21日 今 病院分院（新生児内科（NICU・GCU）見学 6名

7月24日 鹿児島高等学校　 れ い看護体  3名

7月24日 高校　 れ い看護体  2名

7月24日 鹿児島 子高等学校　 れ い看護体  2名

7月29日 鹿児島実業高校　 れ い看護体  3名

7月29日 松 高校　 れ い看護体  1名

7月29日 鹿児島高等学校 れ い看護体  1名

8月3日 医療法人育成会　 病院　（褥瘡管理課） 2名

10月21日 第2回鹿児島県地区再就職支援セミナー実施研修 3名

【中央放射線部】

7月18日 西高校　インターンシップ研修 2名

8月17日 大学福 医療技術学部 1名

8月20日 鹿児島県臨床研修病院見学ツアー 1名

10月30日 九州保健福祉大学薬学部 1名

11月18日 東高校インターンシップ研修 2名

2月2日 名 館高校　インターンシップ 2名

【中央臨床検査部】

3月8日 本保健科学大学　医学検査学科3年生 1名

3月10日 川県立保健医療大学　臨床検査学科3年生 1名

3月14日～18日 山 大学　検査技術科学専 3年生 3名

【臨床工学部】

6月1日～13日 九州保健福祉大学　病院実習 1名

6月15日～27日 九州保健福祉大学　病院実習 1名

【薬剤部】

4月2日 九州保健福祉大学卒業生 1名

4月6日 第一薬科大学卒業生 1名

4月20日 九州保健福祉大学6年生 1名

5月7日 大学6年生 1名

5月7日 福 大学6年生 1名

5月13日 長崎大学6年生 1名

5月15日 長崎大学6年生 1名

12月11日 薬科大学5年生 1名

1月26日～29日 長田中学校　職 体 学習 3名

2月16日 島大学5年 1名

3月15日 大学5年生 1名

3月22日 広島国 大学5年生 1名

3月24日 九州保健福祉大学5年生 1名

3月28日 九州保健福祉大学5年生 2名

3月28日 広島国 大学5年生 1名

3月29日 九州保健福祉大5年生 1名

3月29日 福 大学5年生 1名

3月30日 本大学5年生 2名

【栄養管理部】

7月8日 鹿児島 西高校　トータルエステティック科・フ ッションデザイン科

 「病院における栄養士の役 」「給食体 」 3名

11月18日 鹿児島東高校　 通科1年生　インターンシップ

 「病院における栄養士の役 」「給食体 」 2名

1月26日 鹿児島生協病院　NST見学 3名

2月2日 館高校　 通科2年生　インターンシップ 2名

【緩和医療課】

1月18日 田上 念病院　 っとサロン今給 見学 3名

【消防・救 士】

5月11日～22日 救急救 士　就業 病院実習 2名

8月24日～3月31日

 救急振興 　救急救 士実習 1名

10月19日～26日 11月30日～12月7日 12月7日～14日 2月29日～3月7日

 救 士　病院実習 　 1名　 4名

2月1日～2月7日 救急振興 　救急救 士実習 4名

2月12日 鹿児島県消防学校救急科　病院実習 2名
 
【事務部】

3月16日 整 外科 病院　病院見学（診療情報管理部） 2名

１ ． 活動･ 活動･ 活動

【医師】

8月・3月 医師会 催　子 予防 種週 　予防 種推進 1名参加

11月14日 機で くドイツ ～ として ～（80名 ） 1名参加

3月6日 鹿児島マラ ン2016　救護  1名派遣

【看護部】

4月12日 おご プロジェクト2015 LO  49　子宮 がんイベント 3名派遣

5月12日 看護の日 念式  1名派遣

5月16日 1日ま の保健  1名派遣

5月16日 「看護の日・看護週 」1日ま の保健 　 ランティア 4名派遣

6月7日 第24回九州バレー ール交 大会　 ランティア 1名派遣

8月1日 第50回鹿児島市民大会開会式役員委託 1名派遣

8月22日 24 テレビ　 いをつな 　鹿児島・ リレー 1名派遣

9月5日 ま の保健 （第36回看護展） ランティア 1名派遣

9月19日 鹿児島市立病院NCPR研修協 員 3名派遣

9月19日・20日 第69回県民体育大会応援 1名派遣

11月18日 南日本リビング社「鹿児島キラリ 性大 」審査員 1名派遣

1月28日 第49回鹿児島県保健看護研究会協 員 1名派遣

2月13日 第63回県下一 市 対 機電 大会　 ランティア 1名派遣

3月18日 平成27年度薩摩地区MC協議会 業部会 1名派遣

【中央放射線部】　

5月9日・10日 リレー・フォー・ライフ・ジ パンかごしま 2名参加

10月4日 市民健 　実行委員 1名派遣

10月18日 ンクリ ン in k os i 2015 2名派遣

12月20日 原子 防 　実行委員 2名派遣

3月20日 ンクリ ンフェスタ　実行委員 2名派遣

【栄養管理部】

8月22日 がん患者サロン っとサロン今給 　ミ 会「 血を予防しよ 」 1名参加

10月4日 第32回市民健 まつ 　栄養相談 2名参加

【病理部】

4月12日 おご プロジェクト2015 LO  49　子宮 がんイベント 2名参加

11月10日 検査と健 展 1名参加

【緩和医療課】

5月9日 「リレー・フォー・ライフ・ジ パンかごしま」　相談員派遣協  2名派遣

１ ･ の 、 ･ ･ へ講師 的 派遣

【医師】

鹿児島歯科学院専門学校技工士科　 常 講師 歯科部長　 田 ミ子

鹿児島県立 大学　 常 講師 4月～7月 週 日　小児科部長　 田

鹿児島大学小児科外 実務研修　 常 講師 週 日　小児科部長　 田

長崎大学病院　 常 講師 歯科 外科部長　 田雅

鹿児島県消防学校　 常 講師 5月22日／6月1日／1月22日／2月1日　 科　西山

【看護部】

7月17日 鹿児島市立 中学校　家 教育学  講師　看護 部長　 ひと

11月11日・19日・25日

 国立病院機 　鹿児島医療センター付属看護専門学校 講師　NICU師長　 川 子

11月11日 田学園看護専門学校　 常 講師

 科 ： タリングの 的と 法 救急 定看護師　 夫

11月19日 田学園看護専門学校　 常 講師

 科 ：放射線療法と看護 放射線 定看護師　 こ え

11月19日 田学園看護専門学校　 常 講師

 科 ：化学療法と看護 がん化学療法 定看護師　 原 美

11月20日 田学園看護専門学校　 常 講師

 科 ：安 療法、食事用法、人工臓器 師長　中 子

11月24日 田学園看護専門学校　 常 講師

 科 ： 吸 、吸 、ドレナージ 慢性呼吸器疾患 定看護師　立 子

12月2日・16日 高等学校看護学科専門課  講師　がん化学療法 定看護師　 原 美

12月17日 学園専修学校　講師 看護師　山 恵

【中央放射線部】

2月1日・8日・17日

 鹿児島医療技術専門学校　診療 技術学  　講師　放射線技師　 田 一
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１ ． 院の 、 の 入 、 、 、
、 、

【医師】

鹿児島大学医学部医学科 6年臨床医学学外実習

 外科 4 月 28 日～ 5月 30 日 1 名

鹿児島大学医学部医学科 5年学外臨床実習（ポリクリ）

 科 週 日 1 ～ 2 名

鹿児島大学医学部医学科 5年学外臨床実習（ポリクリ）

 外科 週 日・ 週金 日 1 ～ 2 名

鹿児島大学医学部医学科 5年学外臨床実習（ポリクリ）

 整 外科 週 日 1 ～ 2 名

鹿児島大学医学部医学科 5年学外臨床実習（ポリクリ）

 呼吸器外科 不定  1 名

鹿児島大学医学部医学科 4年シ ドウイング

 呼吸器内科 5 月 15 日・19 日／ 6月 12 日／ 7月 10 日 （ 1 名の 4名）

鹿児島大学医学部医学科 4年シ ドウイング

 内科 4 月 10 日／ 5月 15 日・29 日／ 6月 12 日・26 日 （ 1 名の 5名）

鹿児島大学医学部医学科 4年シ ドウイング

 呼吸器外科 4月 10 日／ 5月 22 日／ 6月 12 日／ 6月 26 日／ 7月 10 日 （ 1 名の 5名）

鹿児島大学医学部医学科 4年シ ドウイング

 外科 4月 17 日・24 日／ 5月 15 日／ 6月 12 日・26 日／ 7月 10 日 （ 1 名の 6名）

鹿児島大学医学部医学科 3年シ ドウイング

 呼吸器外科 10 月 2 日・16 日・30 日／ 11 月 13 日 （ 1 名の 4名）

鹿児島大学医学部医学科 3年シ ドウイング

 呼吸器内科 10 月 2 日・16 日／ 11 月 6 日・27 日 （ 1 名の 4名）

鹿児島大学医学部医学科 3年シ ドウイング

 内科 10 月 2 日・23 日／ 11 月 13 日／ 12 月 4 日 （ 1 名の 4名）

鹿児島大学医学部医学科 3年シ ドウイング

 外科 10 月 16 日・30 日／ 11 月 13 日／ 12 月 4 日 （ 1 名の 4名）

鹿児島大学医学部医学科 3年生

 病理診 科 8 月 7 日・12 日・14 日 7 名

【看護部】

原田学園鹿児島医療技術専門学校（小児看護学） 112 日  14 名

田学園看護専門学校（成人看護学・老年看護学・母性看護学・NICU・小児看護学・ 合実習）

 2616 日  254 名

医療法人協会立看護専門学校（成人看護学・母性看護学） 300 日  75 名

医療法人協会立看護専門学校（基礎看護学） 180 日  30 名

学園専修学校（成人看護学・老年看護学・母性看護学・小児看護学・NICU） 384 日  80 名

学園専修学校（基礎看護学） 240 日  35 名

学園高等部看護学科基礎課 （基礎看護学） 192 日  12 名

学園高等部看護学科専門課  （成人看護学・老年看護学・母性看護学・小児看護学・NICU）

 800 日  120 名

高等学校看護学科専門課 （成人看護学・母性看護学） 696 日  58 名

鹿児島中央看護専門学校 2年課 （小児看護学・母性看護学） 696 日  106 名

鹿児島中央看護専門学校 2年課 （在宅看護） 128 日  16 名

田学園看護専門学校（在宅看護） 212 日  106 名

学園高等部看護学科専門課 （在宅看護） 60 日  30 名

鹿児島高等看護学院（成人看護学） 48 日  4 名

西高校（インタ ンシップ） 7 月 7 日～ 10 日 3 日  3 名

鹿児島東高等学校（インタ ンシップ） 11 月 17 日～ 19 日 2 日  2 名

九州看護福祉大学（インタ ンシップ） 7 月 24 日 1 日  1 名

館高校看護科専門課 （インタ ンシップ）   7 月 27 日・28 日 2 日  1 名

赤 学園　タラ看護専門学校（インタ ンシップ） 8 月 3 日 1 日  2 名

【リハビリテーション部】

リハビリテーション学院　長 （ 業療法学） 4 月 7 日～ 6月 19 日 11 週  1 名

鹿児島医療技術専門学校 長 I（理学療法学） 5 月 4 日～ 7月 10 日 10 週  1 名

鹿児島医療福祉専門学校 第 3学年長 臨床実習（理学療法学） 5 月 11 日～ 7月 18 日 10 週  2 名

九州看護保健福祉大学　第 4学年臨床実習 （理学療法学） 5 月 11 日～ 7月 4日 8 週  1 名

本保健科学大学　第 4学年長 実習 （ 業療法学） 5 月 11 日～ 7月 3日 8 週  1 名

沖縄リハビリテーション福祉学院　第 3学年長 臨床実習（ 業療法学）

 5 月 11 日～ 7月 11 日 9 週  1 名

学園専修学校　第 3学年臨床実習（ 業療法学） 6 月 22 日～ 8月 15 日 8 週  1 名

鹿児島大学　第 4学年臨床実習（理学療法学） 7 月 21 日～ 9月 11 日 8 週  1 名

鹿児島医療福祉専門学校　第 2学年臨床検査 定実習（理学療法学）

 7 月 27 日～ 8月 1日 1 週  1 名

宮崎リハビリテーション学院　第 3学年臨床実習 （理学療法学）

 7 月 27 日～ 10 月 9 日 11 週  1 名

学園専修学校　第 1学年見学実習（ 業療法学） 7 月 29 日～ 8月 1日 3 日  1 名

鹿児島医療技術専門学校　第 4学年臨床実習（ 業療法学） 8 月 3 日～ 10 月 9 日 10 週  1 名

九州中央リハビリテーション学院　第 4学年臨床実習 （ 業療法学）

 8 月 10 日～ 10 月 3 日 8 週  1 名

九州保健福祉大学　第 1学年見学実習（ 業療法学） 8 月 17 日 1 日  1 名

九州看護福祉大学　第 3学年臨床実習（理学療法学） 11 月 24 日～ 12 月 12 日 3 週  1 名

福 リハビリテーション専門学校　第 3学年長 臨床実習（理学療法学）

 1 月 12 日～ 3月 2日 8 週  1 名

鹿児島医療福祉専門学校　第 3学年評 実習（ 療法学）

 1 月 25 日～ 2月 19 日 3 週  1 名

鹿児島医療福祉専門学校　第 2学年臨床評 実習（理学療法学） 2 月 1 日～ 2月 20 日 3 週  2 名

鹿児島医療福祉専門学校　第 1学年介護体 実習（理学療法学） 2 月 22 日～ 2月 24 日 3 日  2 名

鹿児島医療技術専門学校　第 1学年臨床見学体 実習（理学療法学）

 2 月 22 日～ 2月 26 日 1 週  1 名

【中央放射線部】

鹿児島医療技術専門学校　診療放射線技術学科4年生 6月1日～6月26日 25日  2名

鹿児島医療技術専門学校　診療放射線学科4年生 6月29日～7月24日 25日  2名

鹿児島医療技術専門学校 診療放射線学科4年生 9月1日～9月30日 29日  2名

鹿児島医療技術専門学校　診療放射線学科3年生 10月1日～10月31日 30日  2名

【薬剤部】

九州保健福祉大学薬学部5年生　長 実務実習  9月7日～11月21日 75日  2名

【栄養管理部】

大学 大学部食 栄養学科2年　臨地・校外実習（病院給食実習） 8月31日～9月4日 1名

九州 子大学　家 学部　栄養学科3年　臨地実習（ ）校外学習 3月7日～3月18日 1名

【在宅医療部】

田学園看護専門学校 4月13日～9月17日 157日  15名

鹿児島中央看護専門学校2年課 （通 制）看護科 7月27日～8月27日 31日  23名

学園高等部　看護学科専門課  6月29日～12月18日 172日  21名

１ ． ･研修･ 会 の 、 、 の 入

【看護部】

 FIRST N R  新生児内科　リハビリテーション見学 2名

4月10日 YT　～NICU・フォローアップ外 ～

6月26日 鹿児島看護専門学校　教員研修（ 東病 ） 2名

7月21日 今 病院分院（新生児内科（NICU・GCU）見学 6名

7月24日 鹿児島高等学校　 れ い看護体  3名

7月24日 高校　 れ い看護体  2名

7月24日 鹿児島 子高等学校　 れ い看護体  2名

7月29日 鹿児島実業高校　 れ い看護体  3名

7月29日 松 高校　 れ い看護体  1名

7月29日 鹿児島高等学校 れ い看護体  1名

8月3日 医療法人育成会　 病院　（褥瘡管理課） 2名

10月21日 第2回鹿児島県地区再就職支援セミナー実施研修 3名

【中央放射線部】

7月18日 西高校　インターンシップ研修 2名

8月17日 大学福 医療技術学部 1名

8月20日 鹿児島県臨床研修病院見学ツアー 1名

10月30日 九州保健福祉大学薬学部 1名

11月18日 東高校インターンシップ研修 2名

2月2日 名 館高校　インターンシップ 2名

【中央臨床検査部】

3月8日 本保健科学大学　医学検査学科3年生 1名

3月10日 川県立保健医療大学　臨床検査学科3年生 1名

3月14日～18日 山 大学　検査技術科学専 3年生 3名

【臨床工学部】

6月1日～13日 九州保健福祉大学　病院実習 1名

6月15日～27日 九州保健福祉大学　病院実習 1名

【薬剤部】

4月2日 九州保健福祉大学卒業生 1名

4月6日 第一薬科大学卒業生 1名

4月20日 九州保健福祉大学6年生 1名

5月7日 大学6年生 1名

5月7日 福 大学6年生 1名

5月13日 長崎大学6年生 1名

5月15日 長崎大学6年生 1名

12月11日 薬科大学5年生 1名

1月26日～29日 長田中学校　職 体 学習 3名

2月16日 島大学5年 1名

3月15日 大学5年生 1名

3月22日 広島国 大学5年生 1名

3月24日 九州保健福祉大学5年生 1名

3月28日 九州保健福祉大学5年生 2名

3月28日 広島国 大学5年生 1名

3月29日 九州保健福祉大5年生 1名

3月29日 福 大学5年生 1名

3月30日 本大学5年生 2名

【栄養管理部】

7月8日 鹿児島 西高校　トータルエステティック科・フ ッションデザイン科

 「病院における栄養士の役 」「給食体 」 3名

11月18日 鹿児島東高校　 通科1年生　インターンシップ

 「病院における栄養士の役 」「給食体 」 2名

1月26日 鹿児島生協病院　NST見学 3名

2月2日 館高校　 通科2年生　インターンシップ 2名

【緩和医療課】

1月18日 田上 念病院　 っとサロン今給 見学 3名

【消防・救 士】

5月11日～22日 救急救 士　就業 病院実習 2名

8月24日～3月31日

 救急振興 　救急救 士実習 1名

10月19日～26日 11月30日～12月7日 12月7日～14日 2月29日～3月7日

 救 士　病院実習 　 1名　 4名

2月1日～2月7日 救急振興 　救急救 士実習 4名

2月12日 鹿児島県消防学校救急科　病院実習 2名
 
【事務部】

3月16日 整 外科 病院　病院見学（診療情報管理部） 2名

１ ． 活動･ 活動･ 活動

【医師】

8月・3月 医師会 催　子 予防 種週 　予防 種推進 1名参加

11月14日 機で くドイツ ～ として ～（80名 ） 1名参加

3月6日 鹿児島マラ ン2016　救護  1名派遣

【看護部】

4月12日 おご プロジェクト2015 LO  49　子宮 がんイベント 3名派遣

5月12日 看護の日 念式  1名派遣

5月16日 1日ま の保健  1名派遣

5月16日 「看護の日・看護週 」1日ま の保健 　 ランティア 4名派遣

6月7日 第24回九州バレー ール交 大会　 ランティア 1名派遣

8月1日 第50回鹿児島市民大会開会式役員委託 1名派遣

8月22日 24 テレビ　 いをつな 　鹿児島・ リレー 1名派遣

9月5日 ま の保健 （第36回看護展） ランティア 1名派遣

9月19日 鹿児島市立病院NCPR研修協 員 3名派遣

9月19日・20日 第69回県民体育大会応援 1名派遣

11月18日 南日本リビング社「鹿児島キラリ 性大 」審査員 1名派遣

1月28日 第49回鹿児島県保健看護研究会協 員 1名派遣

2月13日 第63回県下一 市 対 機電 大会　 ランティア 1名派遣

3月18日 平成27年度薩摩地区MC協議会 業部会 1名派遣

【中央放射線部】　

5月9日・10日 リレー・フォー・ライフ・ジ パンかごしま 2名参加

10月4日 市民健 　実行委員 1名派遣

10月18日 ンクリ ン in k os i 2015 2名派遣

12月20日 原子 防 　実行委員 2名派遣

3月20日 ンクリ ンフェスタ　実行委員 2名派遣

【栄養管理部】

8月22日 がん患者サロン っとサロン今給 　ミ 会「 血を予防しよ 」 1名参加

10月4日 第32回市民健 まつ 　栄養相談 2名参加

【病理部】

4月12日 おご プロジェクト2015 LO  49　子宮 がんイベント 2名参加

11月10日 検査と健 展 1名参加

【緩和医療課】

5月9日 「リレー・フォー・ライフ・ジ パンかごしま」　相談員派遣協  2名派遣

１ ･ の 、 ･ ･ へ講師 的 派遣

【医師】

鹿児島歯科学院専門学校技工士科　 常 講師 歯科部長　 田 ミ子

鹿児島県立 大学　 常 講師 4月～7月 週 日　小児科部長　 田

鹿児島大学小児科外 実務研修　 常 講師 週 日　小児科部長　 田

長崎大学病院　 常 講師 歯科 外科部長　 田雅

鹿児島県消防学校　 常 講師 5月22日／6月1日／1月22日／2月1日　 科　西山

【看護部】

7月17日 鹿児島市立 中学校　家 教育学  講師　看護 部長　 ひと

11月11日・19日・25日

 国立病院機 　鹿児島医療センター付属看護専門学校 講師　NICU師長　 川 子

11月11日 田学園看護専門学校　 常 講師

 科 ： タリングの 的と 法 救急 定看護師　 夫

11月19日 田学園看護専門学校　 常 講師

 科 ：放射線療法と看護 放射線 定看護師　 こ え

11月19日 田学園看護専門学校　 常 講師

 科 ：化学療法と看護 がん化学療法 定看護師　 原 美

11月20日 田学園看護専門学校　 常 講師

 科 ：安 療法、食事用法、人工臓器 師長　中 子

11月24日 田学園看護専門学校　 常 講師

 科 ： 吸 、吸 、ドレナージ 慢性呼吸器疾患 定看護師　立 子

12月2日・16日 高等学校看護学科専門課  講師　がん化学療法 定看護師　 原 美

12月17日 学園専修学校　講師 看護師　山 恵

【中央放射線部】

2月1日・8日・17日

 鹿児島医療技術専門学校　診療 技術学  　講師　放射線技師　 田 一
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１ ． 院の 、 の 入 、 、 、
、 、

【医師】

鹿児島大学医学部医学科 6年臨床医学学外実習

 外科 4 月 28 日～ 5月 30 日 1 名

鹿児島大学医学部医学科 5年学外臨床実習（ポリクリ）

 科 週 日 1 ～ 2 名

鹿児島大学医学部医学科 5年学外臨床実習（ポリクリ）

 外科 週 日・ 週金 日 1 ～ 2 名

鹿児島大学医学部医学科 5年学外臨床実習（ポリクリ）

 整 外科 週 日 1 ～ 2 名

鹿児島大学医学部医学科 5年学外臨床実習（ポリクリ）

 呼吸器外科 不定  1 名

鹿児島大学医学部医学科 4年シ ドウイング

 呼吸器内科 5 月 15 日・19 日／ 6月 12 日／ 7月 10 日 （ 1 名の 4名）

鹿児島大学医学部医学科 4年シ ドウイング

 内科 4 月 10 日／ 5月 15 日・29 日／ 6月 12 日・26 日 （ 1 名の 5名）

鹿児島大学医学部医学科 4年シ ドウイング

 呼吸器外科 4月 10 日／ 5月 22 日／ 6月 12 日／ 6月 26 日／ 7月 10 日 （ 1 名の 5名）

鹿児島大学医学部医学科 4年シ ドウイング

 外科 4月 17 日・24 日／ 5月 15 日／ 6月 12 日・26 日／ 7月 10 日 （ 1 名の 6名）

鹿児島大学医学部医学科 3年シ ドウイング

 呼吸器外科 10 月 2 日・16 日・30 日／ 11 月 13 日 （ 1 名の 4名）

鹿児島大学医学部医学科 3年シ ドウイング

 呼吸器内科 10 月 2 日・16 日／ 11 月 6 日・27 日 （ 1 名の 4名）

鹿児島大学医学部医学科 3年シ ドウイング

 内科 10 月 2 日・23 日／ 11 月 13 日／ 12 月 4 日 （ 1 名の 4名）

鹿児島大学医学部医学科 3年シ ドウイング

 外科 10 月 16 日・30 日／ 11 月 13 日／ 12 月 4 日 （ 1 名の 4名）

鹿児島大学医学部医学科 3年生

 病理診 科 8 月 7 日・12 日・14 日 7 名

【看護部】

原田学園鹿児島医療技術専門学校（小児看護学） 112 日  14 名

田学園看護専門学校（成人看護学・老年看護学・母性看護学・NICU・小児看護学・ 合実習）

 2616 日  254 名

医療法人協会立看護専門学校（成人看護学・母性看護学） 300 日  75 名

医療法人協会立看護専門学校（基礎看護学） 180 日  30 名

学園専修学校（成人看護学・老年看護学・母性看護学・小児看護学・NICU） 384 日  80 名

学園専修学校（基礎看護学） 240 日  35 名

学園高等部看護学科基礎課 （基礎看護学） 192 日  12 名

学園高等部看護学科専門課  （成人看護学・老年看護学・母性看護学・小児看護学・NICU）

 800 日  120 名

高等学校看護学科専門課 （成人看護学・母性看護学） 696 日  58 名

鹿児島中央看護専門学校 2年課 （小児看護学・母性看護学） 696 日  106 名

鹿児島中央看護専門学校 2年課 （在宅看護） 128 日  16 名

田学園看護専門学校（在宅看護） 212 日  106 名

学園高等部看護学科専門課 （在宅看護） 60 日  30 名

鹿児島高等看護学院（成人看護学） 48 日  4 名

西高校（インタ ンシップ） 7 月 7 日～ 10 日 3 日  3 名

鹿児島東高等学校（インタ ンシップ） 11 月 17 日～ 19 日 2 日  2 名

九州看護福祉大学（インタ ンシップ） 7 月 24 日 1 日  1 名

館高校看護科専門課 （インタ ンシップ）   7 月 27 日・28 日 2 日  1 名

赤 学園　タラ看護専門学校（インタ ンシップ） 8 月 3 日 1 日  2 名

【リハビリテーション部】

リハビリテーション学院　長 （ 業療法学） 4 月 7 日～ 6月 19 日 11 週  1 名

鹿児島医療技術専門学校 長 I（理学療法学） 5 月 4 日～ 7月 10 日 10 週  1 名

鹿児島医療福祉専門学校 第 3学年長 臨床実習（理学療法学） 5 月 11 日～ 7月 18 日 10 週  2 名

九州看護保健福祉大学　第 4学年臨床実習 （理学療法学） 5 月 11 日～ 7月 4日 8 週  1 名

本保健科学大学　第 4学年長 実習 （ 業療法学） 5 月 11 日～ 7月 3日 8 週  1 名

沖縄リハビリテーション福祉学院　第 3学年長 臨床実習（ 業療法学）

 5 月 11 日～ 7月 11 日 9 週  1 名

学園専修学校　第 3学年臨床実習（ 業療法学） 6 月 22 日～ 8月 15 日 8 週  1 名

鹿児島大学　第 4学年臨床実習（理学療法学） 7 月 21 日～ 9月 11 日 8 週  1 名

鹿児島医療福祉専門学校　第 2学年臨床検査 定実習（理学療法学）

 7 月 27 日～ 8月 1日 1 週  1 名

宮崎リハビリテーション学院　第 3学年臨床実習 （理学療法学）

 7 月 27 日～ 10 月 9 日 11 週  1 名

学園専修学校　第 1学年見学実習（ 業療法学） 7 月 29 日～ 8月 1日 3 日  1 名

鹿児島医療技術専門学校　第 4学年臨床実習（ 業療法学） 8 月 3 日～ 10 月 9 日 10 週  1 名

九州中央リハビリテーション学院　第 4学年臨床実習 （ 業療法学）

 8 月 10 日～ 10 月 3 日 8 週  1 名

九州保健福祉大学　第 1学年見学実習（ 業療法学） 8 月 17 日 1 日  1 名

九州看護福祉大学　第 3学年臨床実習（理学療法学） 11 月 24 日～ 12 月 12 日 3 週  1 名

福 リハビリテーション専門学校　第 3学年長 臨床実習（理学療法学）

 1 月 12 日～ 3月 2日 8 週  1 名

鹿児島医療福祉専門学校　第 3学年評 実習（ 療法学）

 1 月 25 日～ 2月 19 日 3 週  1 名

鹿児島医療福祉専門学校　第 2学年臨床評 実習（理学療法学） 2 月 1 日～ 2月 20 日 3 週  2 名

鹿児島医療福祉専門学校　第 1学年介護体 実習（理学療法学） 2 月 22 日～ 2月 24 日 3 日  2 名

鹿児島医療技術専門学校　第 1学年臨床見学体 実習（理学療法学）

 2 月 22 日～ 2月 26 日 1 週  1 名

【中央放射線部】

鹿児島医療技術専門学校　診療放射線技術学科4年生 6月1日～6月26日 25日  2名

鹿児島医療技術専門学校　診療放射線学科4年生 6月29日～7月24日 25日  2名

鹿児島医療技術専門学校 診療放射線学科4年生 9月1日～9月30日 29日  2名

鹿児島医療技術専門学校　診療放射線学科3年生 10月1日～10月31日 30日  2名

【薬剤部】

九州保健福祉大学薬学部5年生　長 実務実習  9月7日～11月21日 75日  2名

【栄養管理部】

大学 大学部食 栄養学科2年　臨地・校外実習（病院給食実習） 8月31日～9月4日 1名

九州 子大学　家 学部　栄養学科3年　臨地実習（ ）校外学習 3月7日～3月18日 1名

【在宅医療部】

田学園看護専門学校 4月13日～9月17日 157日  15名

鹿児島中央看護専門学校2年課 （通 制）看護科 7月27日～8月27日 31日  23名

学園高等部　看護学科専門課  6月29日～12月18日 172日  21名

１ ． ･研修･ 会 の 、 、 の 入

【看護部】

 FIRST N R  新生児内科　リハビリテーション見学 2名

4月10日 YT　～NICU・フォローアップ外 ～

6月26日 鹿児島看護専門学校　教員研修（ 東病 ） 2名

7月21日 今 病院分院（新生児内科（NICU・GCU）見学 6名

7月24日 鹿児島高等学校　 れ い看護体  3名

7月24日 高校　 れ い看護体  2名

7月24日 鹿児島 子高等学校　 れ い看護体  2名

7月29日 鹿児島実業高校　 れ い看護体  3名

7月29日 松 高校　 れ い看護体  1名

7月29日 鹿児島高等学校 れ い看護体  1名

8月3日 医療法人育成会　 病院　（褥瘡管理課） 2名

10月21日 第2回鹿児島県地区再就職支援セミナー実施研修 3名

【中央放射線部】

7月18日 西高校　インターンシップ研修 2名

8月17日 大学福 医療技術学部 1名

8月20日 鹿児島県臨床研修病院見学ツアー 1名

10月30日 九州保健福祉大学薬学部 1名

11月18日 東高校インターンシップ研修 2名

2月2日 名 館高校　インターンシップ 2名

【中央臨床検査部】

3月8日 本保健科学大学　医学検査学科3年生 1名

3月10日 川県立保健医療大学　臨床検査学科3年生 1名

3月14日～18日 山 大学　検査技術科学専 3年生 3名

【臨床工学部】

6月1日～13日 九州保健福祉大学　病院実習 1名

6月15日～27日 九州保健福祉大学　病院実習 1名

【薬剤部】

4月2日 九州保健福祉大学卒業生 1名

4月6日 第一薬科大学卒業生 1名

4月20日 九州保健福祉大学6年生 1名

5月7日 大学6年生 1名

5月7日 福 大学6年生 1名

5月13日 長崎大学6年生 1名

5月15日 長崎大学6年生 1名

12月11日 薬科大学5年生 1名

1月26日～29日 長田中学校　職 体 学習 3名

2月16日 島大学5年 1名

3月15日 大学5年生 1名

3月22日 広島国 大学5年生 1名

3月24日 九州保健福祉大学5年生 1名

3月28日 九州保健福祉大学5年生 2名

3月28日 広島国 大学5年生 1名

3月29日 九州保健福祉大5年生 1名

3月29日 福 大学5年生 1名

3月30日 本大学5年生 2名

【栄養管理部】

7月8日 鹿児島 西高校　トータルエステティック科・フ ッションデザイン科

 「病院における栄養士の役 」「給食体 」 3名

11月18日 鹿児島東高校　 通科1年生　インターンシップ

 「病院における栄養士の役 」「給食体 」 2名

1月26日 鹿児島生協病院　NST見学 3名

2月2日 館高校　 通科2年生　インターンシップ 2名

【緩和医療課】

1月18日 田上 念病院　 っとサロン今給 見学 3名

【消防・救 士】

5月11日～22日 救急救 士　就業 病院実習 2名

8月24日～3月31日

 救急振興 　救急救 士実習 1名

10月19日～26日 11月30日～12月7日 12月7日～14日 2月29日～3月7日

 救 士　病院実習 　 1名　 4名

2月1日～2月7日 救急振興 　救急救 士実習 4名

2月12日 鹿児島県消防学校救急科　病院実習 2名
 
【事務部】

3月16日 整 外科 病院　病院見学（診療情報管理部） 2名

１ ． 活動･ 活動･ 活動

【医師】

8月・3月 医師会 催　子 予防 種週 　予防 種推進 1名参加

11月14日 機で くドイツ ～ として ～（80名 ） 1名参加

3月6日 鹿児島マラ ン2016　救護  1名派遣

【看護部】

4月12日 おご プロジェクト2015 LO  49　子宮 がんイベント 3名派遣

5月12日 看護の日 念式  1名派遣

5月16日 1日ま の保健  1名派遣

5月16日 「看護の日・看護週 」1日ま の保健 　 ランティア 4名派遣

6月7日 第24回九州バレー ール交 大会　 ランティア 1名派遣

8月1日 第50回鹿児島市民大会開会式役員委託 1名派遣

8月22日 24 テレビ　 いをつな 　鹿児島・ リレー 1名派遣

9月5日 ま の保健 （第36回看護展） ランティア 1名派遣

9月19日 鹿児島市立病院NCPR研修協 員 3名派遣

9月19日・20日 第69回県民体育大会応援 1名派遣

11月18日 南日本リビング社「鹿児島キラリ 性大 」審査員 1名派遣

1月28日 第49回鹿児島県保健看護研究会協 員 1名派遣

2月13日 第63回県下一 市 対 機電 大会　 ランティア 1名派遣

3月18日 平成27年度薩摩地区MC協議会 業部会 1名派遣

【中央放射線部】　

5月9日・10日 リレー・フォー・ライフ・ジ パンかごしま 2名参加

10月4日 市民健 　実行委員 1名派遣

10月18日 ンクリ ン in k os i 2015 2名派遣

12月20日 原子 防 　実行委員 2名派遣

3月20日 ンクリ ンフェスタ　実行委員 2名派遣

【栄養管理部】

8月22日 がん患者サロン っとサロン今給 　ミ 会「 血を予防しよ 」 1名参加

10月4日 第32回市民健 まつ 　栄養相談 2名参加

【病理部】

4月12日 おご プロジェクト2015 LO  49　子宮 がんイベント 2名参加

11月10日 検査と健 展 1名参加

【緩和医療課】

5月9日 「リレー・フォー・ライフ・ジ パンかごしま」　相談員派遣協  2名派遣

１ ･ の 、 ･ ･ へ講師 的 派遣

【医師】

鹿児島歯科学院専門学校技工士科　 常 講師 歯科部長　 田 ミ子

鹿児島県立 大学　 常 講師 4月～7月 週 日　小児科部長　 田

鹿児島大学小児科外 実務研修　 常 講師 週 日　小児科部長　 田

長崎大学病院　 常 講師 歯科 外科部長　 田雅

鹿児島県消防学校　 常 講師 5月22日／6月1日／1月22日／2月1日　 科　西山

【看護部】

7月17日 鹿児島市立 中学校　家 教育学  講師　看護 部長　 ひと

11月11日・19日・25日

 国立病院機 　鹿児島医療センター付属看護専門学校 講師　NICU師長　 川 子

11月11日 田学園看護専門学校　 常 講師

 科 ： タリングの 的と 法 救急 定看護師　 夫

11月19日 田学園看護専門学校　 常 講師

 科 ：放射線療法と看護 放射線 定看護師　 こ え

11月19日 田学園看護専門学校　 常 講師

 科 ：化学療法と看護 がん化学療法 定看護師　 原 美

11月20日 田学園看護専門学校　 常 講師

 科 ：安 療法、食事用法、人工臓器 師長　中 子

11月24日 田学園看護専門学校　 常 講師

 科 ： 吸 、吸 、ドレナージ 慢性呼吸器疾患 定看護師　立 子

12月2日・16日 高等学校看護学科専門課  講師　がん化学療法 定看護師　 原 美

12月17日 学園専修学校　講師 看護師　山 恵

【中央放射線部】

2月1日・8日・17日

 鹿児島医療技術専門学校　診療 技術学  　講師　放射線技師　 田 一

１ ． 院の 、 の 入 、 、 、
、 、

【医師】

鹿児島大学医学部医学科 6年臨床医学学外実習

 外科 4 月 28 日～ 5月 30 日 1 名

鹿児島大学医学部医学科 5年学外臨床実習（ポリクリ）

 科 週 日 1 ～ 2 名

鹿児島大学医学部医学科 5年学外臨床実習（ポリクリ）

 外科 週 日・ 週金 日 1 ～ 2 名

鹿児島大学医学部医学科 5年学外臨床実習（ポリクリ）

 整 外科 週 日 1 ～ 2 名

鹿児島大学医学部医学科 5年学外臨床実習（ポリクリ）

 呼吸器外科 不定  1 名

鹿児島大学医学部医学科 4年シ ドウイング

 呼吸器内科 5 月 15 日・19 日／ 6月 12 日／ 7月 10 日 （ 1 名の 4名）

鹿児島大学医学部医学科 4年シ ドウイング

 内科 4 月 10 日／ 5月 15 日・29 日／ 6月 12 日・26 日 （ 1 名の 5名）

鹿児島大学医学部医学科 4年シ ドウイング

 呼吸器外科 4月 10 日／ 5月 22 日／ 6月 12 日／ 6月 26 日／ 7月 10 日 （ 1 名の 5名）

鹿児島大学医学部医学科 4年シ ドウイング

 外科 4月 17 日・24 日／ 5月 15 日／ 6月 12 日・26 日／ 7月 10 日 （ 1 名の 6名）

鹿児島大学医学部医学科 3年シ ドウイング

 呼吸器外科 10 月 2 日・16 日・30 日／ 11 月 13 日 （ 1 名の 4名）

鹿児島大学医学部医学科 3年シ ドウイング

 呼吸器内科 10 月 2 日・16 日／ 11 月 6 日・27 日 （ 1 名の 4名）

鹿児島大学医学部医学科 3年シ ドウイング

 内科 10 月 2 日・23 日／ 11 月 13 日／ 12 月 4 日 （ 1 名の 4名）

鹿児島大学医学部医学科 3年シ ドウイング

 外科 10 月 16 日・30 日／ 11 月 13 日／ 12 月 4 日 （ 1 名の 4名）

鹿児島大学医学部医学科 3年生

 病理診 科 8 月 7 日・12 日・14 日 7 名

【看護部】

原田学園鹿児島医療技術専門学校（小児看護学） 112 日  14 名

田学園看護専門学校（成人看護学・老年看護学・母性看護学・NICU・小児看護学・ 合実習）

 2616 日  254 名

医療法人協会立看護専門学校（成人看護学・母性看護学） 300 日  75 名

医療法人協会立看護専門学校（基礎看護学） 180 日  30 名

学園専修学校（成人看護学・老年看護学・母性看護学・小児看護学・NICU） 384 日  80 名

学園専修学校（基礎看護学） 240 日  35 名

学園高等部看護学科基礎課 （基礎看護学） 192 日  12 名

学園高等部看護学科専門課  （成人看護学・老年看護学・母性看護学・小児看護学・NICU）

 800 日  120 名

高等学校看護学科専門課 （成人看護学・母性看護学） 696 日  58 名

鹿児島中央看護専門学校 2年課 （小児看護学・母性看護学） 696 日  106 名

鹿児島中央看護専門学校 2年課 （在宅看護） 128 日  16 名

田学園看護専門学校（在宅看護） 212 日  106 名

学園高等部看護学科専門課 （在宅看護） 60 日  30 名

鹿児島高等看護学院（成人看護学） 48 日  4 名

西高校（インタ ンシップ） 7 月 7 日～ 10 日 3 日  3 名

鹿児島東高等学校（インタ ンシップ） 11 月 17 日～ 19 日 2 日  2 名

九州看護福祉大学（インタ ンシップ） 7 月 24 日 1 日  1 名

館高校看護科専門課 （インタ ンシップ）   7 月 27 日・28 日 2 日  1 名

赤 学園　タラ看護専門学校（インタ ンシップ） 8 月 3 日 1 日  2 名

【リハビリテーション部】

リハビリテーション学院　長 （ 業療法学） 4 月 7 日～ 6月 19 日 11 週  1 名

鹿児島医療技術専門学校 長 I（理学療法学） 5 月 4 日～ 7月 10 日 10 週  1 名

鹿児島医療福祉専門学校 第 3学年長 臨床実習（理学療法学） 5 月 11 日～ 7月 18 日 10 週  2 名

九州看護保健福祉大学　第 4学年臨床実習 （理学療法学） 5 月 11 日～ 7月 4日 8 週  1 名

本保健科学大学　第 4学年長 実習 （ 業療法学） 5 月 11 日～ 7月 3日 8 週  1 名

沖縄リハビリテーション福祉学院　第 3学年長 臨床実習（ 業療法学）

 5 月 11 日～ 7月 11 日 9 週  1 名

学園専修学校　第 3学年臨床実習（ 業療法学） 6 月 22 日～ 8月 15 日 8 週  1 名

鹿児島大学　第 4学年臨床実習（理学療法学） 7 月 21 日～ 9月 11 日 8 週  1 名

鹿児島医療福祉専門学校　第 2学年臨床検査 定実習（理学療法学）

 7 月 27 日～ 8月 1日 1 週  1 名

宮崎リハビリテーション学院　第 3学年臨床実習 （理学療法学）

 7 月 27 日～ 10 月 9 日 11 週  1 名

学園専修学校　第 1学年見学実習（ 業療法学） 7 月 29 日～ 8月 1日 3 日  1 名

鹿児島医療技術専門学校　第 4学年臨床実習（ 業療法学） 8 月 3 日～ 10 月 9 日 10 週  1 名

九州中央リハビリテーション学院　第 4学年臨床実習 （ 業療法学）

 8 月 10 日～ 10 月 3 日 8 週  1 名

九州保健福祉大学　第 1学年見学実習（ 業療法学） 8 月 17 日 1 日  1 名

九州看護福祉大学　第 3学年臨床実習（理学療法学） 11 月 24 日～ 12 月 12 日 3 週  1 名

福 リハビリテーション専門学校　第 3学年長 臨床実習（理学療法学）

 1 月 12 日～ 3月 2日 8 週  1 名

鹿児島医療福祉専門学校　第 3学年評 実習（ 療法学）

 1 月 25 日～ 2月 19 日 3 週  1 名

鹿児島医療福祉専門学校　第 2学年臨床評 実習（理学療法学） 2 月 1 日～ 2月 20 日 3 週  2 名

鹿児島医療福祉専門学校　第 1学年介護体 実習（理学療法学） 2 月 22 日～ 2月 24 日 3 日  2 名

鹿児島医療技術専門学校　第 1学年臨床見学体 実習（理学療法学）

 2 月 22 日～ 2月 26 日 1 週  1 名

【中央放射線部】

鹿児島医療技術専門学校　診療放射線技術学科4年生 6月1日～6月26日 25日  2名

鹿児島医療技術専門学校　診療放射線学科4年生 6月29日～7月24日 25日  2名

鹿児島医療技術専門学校 診療放射線学科4年生 9月1日～9月30日 29日  2名

鹿児島医療技術専門学校　診療放射線学科3年生 10月1日～10月31日 30日  2名

【薬剤部】

九州保健福祉大学薬学部5年生　長 実務実習  9月7日～11月21日 75日  2名

【栄養管理部】

大学 大学部食 栄養学科2年　臨地・校外実習（病院給食実習） 8月31日～9月4日 1名

九州 子大学　家 学部　栄養学科3年　臨地実習（ ）校外学習 3月7日～3月18日 1名

【在宅医療部】

田学園看護専門学校 4月13日～9月17日 157日  15名

鹿児島中央看護専門学校2年課 （通 制）看護科 7月27日～8月27日 31日  23名

学園高等部　看護学科専門課  6月29日～12月18日 172日  21名

１ ． ･研修･ 会 の 、 、 の 入

【看護部】

 FIRST N R  新生児内科　リハビリテーション見学 2名

4月10日 YT　～NICU・フォローアップ外 ～

6月26日 鹿児島看護専門学校　教員研修（ 東病 ） 2名

7月21日 今 病院分院（新生児内科（NICU・GCU）見学 6名

7月24日 鹿児島高等学校　 れ い看護体  3名

7月24日 高校　 れ い看護体  2名

7月24日 鹿児島 子高等学校　 れ い看護体  2名

7月29日 鹿児島実業高校　 れ い看護体  3名

7月29日 松 高校　 れ い看護体  1名

7月29日 鹿児島高等学校 れ い看護体  1名

8月3日 医療法人育成会　 病院　（褥瘡管理課） 2名

10月21日 第2回鹿児島県地区再就職支援セミナー実施研修 3名

【中央放射線部】

7月18日 西高校　インターンシップ研修 2名

8月17日 大学福 医療技術学部 1名

8月20日 鹿児島県臨床研修病院見学ツアー 1名

10月30日 九州保健福祉大学薬学部 1名

11月18日 東高校インターンシップ研修 2名

2月2日 名 館高校　インターンシップ 2名

【中央臨床検査部】

3月8日 本保健科学大学　医学検査学科3年生 1名

3月10日 川県立保健医療大学　臨床検査学科3年生 1名

3月14日～18日 山 大学　検査技術科学専 3年生 3名

【臨床工学部】

6月1日～13日 九州保健福祉大学　病院実習 1名

6月15日～27日 九州保健福祉大学　病院実習 1名

【薬剤部】

4月2日 九州保健福祉大学卒業生 1名

4月6日 第一薬科大学卒業生 1名

4月20日 九州保健福祉大学6年生 1名

5月7日 大学6年生 1名

5月7日 福 大学6年生 1名

5月13日 長崎大学6年生 1名

5月15日 長崎大学6年生 1名

12月11日 薬科大学5年生 1名

1月26日～29日 長田中学校　職 体 学習 3名

2月16日 島大学5年 1名

3月15日 大学5年生 1名

3月22日 広島国 大学5年生 1名

3月24日 九州保健福祉大学5年生 1名

3月28日 九州保健福祉大学5年生 2名

3月28日 広島国 大学5年生 1名

3月29日 九州保健福祉大5年生 1名

3月29日 福 大学5年生 1名

3月30日 本大学5年生 2名

【栄養管理部】

7月8日 鹿児島 西高校　トータルエステティック科・フ ッションデザイン科

 「病院における栄養士の役 」「給食体 」 3名

11月18日 鹿児島東高校　 通科1年生　インターンシップ

 「病院における栄養士の役 」「給食体 」 2名

1月26日 鹿児島生協病院　NST見学 3名

2月2日 館高校　 通科2年生　インターンシップ 2名

【緩和医療課】

1月18日 田上 念病院　 っとサロン今給 見学 3名

【消防・救 士】

5月11日～22日 救急救 士　就業 病院実習 2名

8月24日～3月31日

 救急振興 　救急救 士実習 1名

10月19日～26日 11月30日～12月7日 12月7日～14日 2月29日～3月7日

 救 士　病院実習 　 1名　 4名

2月1日～2月7日 救急振興 　救急救 士実習 4名

2月12日 鹿児島県消防学校救急科　病院実習 2名
 
【事務部】

3月16日 整 外科 病院　病院見学（診療情報管理部） 2名

１ ． 活動･ 活動･ 活動

【医師】

8月・3月 医師会 催　子 予防 種週 　予防 種推進 1名参加

11月14日 機で くドイツ ～ として ～（80名 ） 1名参加

3月6日 鹿児島マラ ン2016　救護  1名派遣

【看護部】

4月12日 おご プロジェクト2015 LO  49　子宮 がんイベント 3名派遣

5月12日 看護の日 念式  1名派遣

5月16日 1日ま の保健  1名派遣

5月16日 「看護の日・看護週 」1日ま の保健 　 ランティア 4名派遣

6月7日 第24回九州バレー ール交 大会　 ランティア 1名派遣

8月1日 第50回鹿児島市民大会開会式役員委託 1名派遣

8月22日 24 テレビ　 いをつな 　鹿児島・ リレー 1名派遣

9月5日 ま の保健 （第36回看護展） ランティア 1名派遣

9月19日 鹿児島市立病院NCPR研修協 員 3名派遣

9月19日・20日 第69回県民体育大会応援 1名派遣

11月18日 南日本リビング社「鹿児島キラリ 性大 」審査員 1名派遣

1月28日 第49回鹿児島県保健看護研究会協 員 1名派遣

2月13日 第63回県下一 市 対 機電 大会　 ランティア 1名派遣

3月18日 平成27年度薩摩地区MC協議会 業部会 1名派遣

【中央放射線部】　

5月9日・10日 リレー・フォー・ライフ・ジ パンかごしま 2名参加

10月4日 市民健 　実行委員 1名派遣

10月18日 ンクリ ン in k os i 2015 2名派遣

12月20日 原子 防 　実行委員 2名派遣

3月20日 ンクリ ンフェスタ　実行委員 2名派遣

【栄養管理部】

8月22日 がん患者サロン っとサロン今給 　ミ 会「 血を予防しよ 」 1名参加

10月4日 第32回市民健 まつ 　栄養相談 2名参加

【病理部】

4月12日 おご プロジェクト2015 LO  49　子宮 がんイベント 2名参加

11月10日 検査と健 展 1名参加

【緩和医療課】

5月9日 「リレー・フォー・ライフ・ジ パンかごしま」　相談員派遣協  2名派遣

１８．主な公的会議･研修会への参加、講師派遣

【医師】

がん拠点病院関連会議 1 名参加

ターナー症候群家族会　「MIRAI の会」　年 2回定例会 1 名参加

鹿児島県小児慢性特定疾患対策協議会委員　年 12 回審査会　年 1回委員会 1 名参加

4月～ 11 月 鹿児島市学校腎臓健診会議（判定会議）委員　年 6回 1 名参加

5月 25 日 エドキサバンフォーラム in 鹿児島 血栓症のトータルメネージメント 講師 1 名派遣

5月 25 日･26 日 鹿児島市消防局　救急隊員症例検討会 1 名派遣

7月 23 日 鹿児島県エイズ対策連絡協議会　委員 1 名派遣

9月 2日･3 日 救急隊員症例検討会 講師 1 名派遣

9月 10 日 鹿児島県教育委員会 鹿児島県新規採用養護教諭研修会 講師 1 名派遣

10 月 10 日 鹿児島県公的病院総会 1 名参加

12 月 1 日･4 日 第 3 回救急隊員症例検討会　参加講習会　講師

 対象：鹿児島市中央・南・西 3消防署救急隊員 60 名対象 1 名派遣

2月 2日･24 日 薩摩地域救急業務高度化協議会 1 名参加

2月 13 日･14 日 第 6 回生長会産婦人科レビューコース　社会医療法人生長会　講師 1 名派遣

3月 31 日 鹿児島大学医学部・歯学部付属病院 歯科医師臨床研修管理委員会 1 名参加

【看護部】

4月 4日 第 42 回鹿児島県減菌業務研究会　座長 1 名派遣

4月 5日・18 日／ 5月 8日／ 6月 6日／ 9月 5日／ 10 月 3 日／ 11 月 7 日／ 12 月 5 日／ 1月 9日／

2月 13 日／ 3月 12 日／ 3月 19 日

 鹿児島看護協会　看護師職能委員会 1 名参加

4月 10 日／ 5月 11 日／ 6月 19 日／ 10 月 6 日／ 11 月 16 日／ 2月 17 日／ 3月 11 日

 鹿児島県看護協会　看護の日・週刊行事実行委員会 1 名参加

4月 25 日／ 8月 8日 

 鹿児島県看護協会　運営委員会 1 名参加

5月 9日 日本看護協会通常総会・全国職能別交流集会 1 名参加

5月 9日／ 7月 4日／ 9月 12 日

 鹿児島県看護協会　理事会 1 名参加

5月 22 日／ 7月 17 日／ 11 月 27 日

 日本感染管理ベストプラクティス研究会　アドバイザー 1 名派遣

5月 23 日 看護師研修会議 1 名参加

5月 23 日 日本看護連盟通常総会代議員研修 1 名参加

5月 28 日／ 7月 23 日／ 8月 22 日／ 10 月 22 日／ 12 月 24 日／ 1月 30 日／ 3月 24 日

 鹿児島県看護協会　鹿児島地区安全情報ネットワーク会議 1 名参加

5月 30 日 鹿児島県看護協会通常総会及び職能合同集会 1 名参加

6月 2日 日本看護連盟通常総会決起大会 1 名参加

6月 2日 日本看護連盟都道府県会長・幹事長・支部長合同会議研究会 1 名参加

6月 6日 創傷管理クローズドセミナー　看護師視点で考える創傷管理

 PICO 創傷治療システムに関する症例検討会

 四肢創傷（手指 :熱傷、母趾：外傷）への PICO 使用症例　講師 1 名派遣

6月 9日 中東呼吸器症候群への対応に関する意見交換会 1 名参加

6月 13 日 鹿児島県看護協会　鹿児島地区集会 1 名参加

6月 13 日 鹿児島県鹿児島地区評議員会 1 名参加

6月 16 日 社会福祉法厚生会　介護老人福祉施設　睦園

 園内研修「感染症予防及び蔓延防止について」講師 1 名派遣

6月 17 日 鹿児島市医療介護連携ネットワーク西部地区連携の会 2 名参加

6月 18 日 重症熱性血小板減少症候群（SFTS）研修会 1 名参加

6月 19 日 医療安全管理者フォローアップ研修会 1 名参加

6月 19 日 医療安全研修 1 名参加

6月 20 日 鹿児島県看護協会南薩地区集会 1 名参加

6月 23 日・27 日／ 7月 30 日／ 8月 28 日／ 9月 13 日／ 10 月 3 日／ 11 月 16 日／ 2月 5日／ 3月 5日　 

 助産師職能委員会 1 名参加

6月 26 日 鹿児島県看護協会評議員会 1 名参加

6月 27 日 第 3 回鹿児島セーフティマネジメント研究会　講師 1 名派遣

6月 26 日／ 9月 25 日／ 11 月 27 日／ 2月 26 日

 鹿児島県看護協会　鹿児島地区役員会・評議員会 1 名参加

6月 27 日 鹿児島セーフティマネジメント研究会 1 名参加

7月 4日 鹿児島市スポーツ推進委員会 1 名参加

7月 23 日 鹿児島県看護協会　鹿児島地区再就業支援セミナー　講師

 「救急対応」「院内感染防止」 2 名派遣

7月 23 日 鹿児島地区医療安全情報ネットワーク会議 1 名参加

7月 23 日 鹿児島県看護協会　平成 27 年度第 1回鹿児島地区再就業支援セミナー

 「院内感染防止」講師 1 名派遣

7月 27 日 母子保健連絡会議 1 名参加

8月 8日／ 1月 23 日／ 3月 19 日

 鹿児島県看護協会　研究倫理委員会 1 名参加

8月 3日／ 3月 11 日

 日本看護協会　全国職能委員長会議 1 名参加

8月 22 日 鹿児島県医療安全情報ネットワーク会議 1 名参加

8月 23 日 鹿児島県小児保健協会　理事会 1 名参加

8月 27 日 鹿児島県母性衛生学会役員会 1 名参加

9月 12 日 鹿児島救急医学会　第 44 回看護部会　シンポジスト 1 名派遣

9月 13 日／ 10 月 3 日 

 鹿児島県看護協会　助産師研修会 1 名参加

9月 17 日 八反丸病院　院内研修

 「院内感染対策について～院内ラウンドを通して～」講師 1 名派遣

9月 25 日 鹿児島県看護協会評議員会 1 名参加

10 月 3 日 鹿児島県看護連盟青年部会委員会 1 名参加

10 月 11 日 快護生活フェス！福祉機器展＆セミナー in かごしま　講師

 「スキンケアってなに？～褥瘡予防に繋がるスキンケア対策を学ぶ～」

  1 名派遣

10 月 22 日 鹿児島地区医療安全情報ネットワーク会議 1 名参加

10 月 24 日 平成 27 年度第 3回鹿児島市スポーツ推進委員会 1 名参加

10 月 31 日 オストメイトと家族の集い

 第 1回公開講座「スマートケアの基本理念と実践」講師 1 名派遣

11 月 24 日 鹿児島医療技術専門学校　看護教育研修会 2 名参加

11 月 27 日 鹿児島県看護協会評議員会 1 名参加

12 月 1 日・4日 第 3回救急隊員症例検討会　参加講習会　講師

 対象：鹿児島市中央・南・西 3消防署救急隊員 60 名 9 名派遣

12 月 6 日 九州ブロックポリナビワークショップ in 宮崎 1 名参加

12 月 11 日 ブロック別都道府県・エイズ拠点病院等連絡会議 1 名参加

12 月 12 日 鹿児島県看護協会　事業検討会 1 名参加

12 月 12 日／ 1月 16 日・30 日／ 2月 13 日・14 日

 鹿児島県看護協会　新人助産師合同研修会 1 名参加

12 月 22 日 鹿児島地区医療安全情報ネットワーク会議 1 名参加

1月 20 日 鹿児島県医療法人協会立　看護専門学校実習指導者会議 1 名参加

1月 30 日 鹿児島県医療安全情報ネットワーク会議 1 名参加

2月 12 日 ナースセンター事業運営委員会 1 名参加

2月 13 日 鹿児島県看護協会　鹿児島地区研修会 1 名参加

2月 13 日 医療安全研修 1 名参加

2月 16 日 小児在宅療養研修会～ NICU から在宅へ～ 「NICU からの退院支援」講師 1 名派遣

2月 26 日 鹿児島県鹿児島地区評議員会 1 名参加

2月 26 日 小児在宅医療検討会 1 名参加

3月 5日 宮崎県産婦人科医院従事者研修会

 第 20 回ひむかセミナー「NICU から退院支援」講師 1 名派遣

3月 12 日 平成 27 年度第 4回鹿児島市スポーツ推進委員会 社会体育指導者研修会 1 名参加

3月 15 日 都道府県医療・介護連携調整実証事業にかかる医療・介護合同会議 1 名参加

3月 18 日 地域連携 Net Works 情報交換会 1 名参加

3月 23 日 新人看護職員卒後研修検討会 1 名参加

3月 23 日 小児在宅推進事業連携実務検討会 1 名参加

3月 24 日 鹿児島地区医療安全情報ネットワーク会議 1 名参加

【リハビリテーション部】

2月 20 日 パネル討議「誤嚥性肺炎の予防」講師 1 名派遣

【中央放射線部】

8月 1日 FRT 九州講演会　MRI 検査講師 1 名派遣

8月 7日 第 21 回乳がん検診従事者研修会 3 名参加

8月 21 日 第 2 回乳がん検診均てん化研修会 4 名参加

9月 18 日 第 1 回肺がん検診均てん化研修会 5 名参加

10 月 3 日･4 日 九州 GYRO ミーティング　MRI 検査講師 1 名派遣

10 月 30 日 低線量 CT 肺がん検診研修会 4 名参加

1月 31 日 診療放射線技師基礎技術講習会　MRI 検査講師 1 名派遣

2月 1日･30 日 鹿児島県臨床工学技士会　新年教育セミナー　講師 1 名派遣

2月 19 日 第 2 回肺がん検診均てん化研修会 5 名参加

2月 27 日 乳がん検診均てん化研修会 2 名参加

3月 11 日 乳がん検診従事者研修会 1 名参加

3月 26 日 放射線技師危機管理士部会研修会　MRI 検査講師 1 名派遣

【臨床工学部】

5月 17 日 宮崎県臨床工学技士会教育講演　講師 1 名派遣

9月 6日 九州臨床工学技士会共催学術セミナー 2　日本光電九州株式会社　講師 1 名派遣

9月 26 日 南九州急性血液浄化技術検討会　東レ・メディカル株式会社　講師 1 名派遣

3月 26 日 第 6 回呼吸器療法セミナー　講師 1 名派遣

【薬剤部】

4月 15 日／ 7月 15 日／ 10 月 21 日／ 1月 20 日

 薬薬連携会議 2 名参加

5月 20 日／ 8月 19 日／ 11 月 18 日／ 2月 17 日

 がん化学療法薬薬連携研修会 15 名参加

3月 15 日 がん化学療法に関する合同研修会 15 名参加

【栄養管理部】

4月 22 日 リハビリテーション栄養　今とこれからを考える 8 名参加

5月 30 日 新生児栄養フォーラム 1 名参加

6月 13 日 第 12 回鹿児島 NST 研究会 3 名参加

6月 20 日 第 11 回ぴくるすの会研究会 3 名参加

8月 17 日 ウィズガス食フォーラム 2015 1 名参加

8月 27 日 株式会社南給　特別講演　美味しい病院食～とくに高血圧と塩分について～ 1 名参加

8月 28 日 鹿児島県リハビリテーション栄養セミナー 4 名参加

9月 8日 第 2回関係職種技術向上のための研修会 3 名参加

10 月 9 日 スマイルケア食についての研修会 6 名参加

10 月 13 日 平成 27 年度　給食施設従事者研修会 1 名参加

10 月 14 日 第 3 回関係職種技術向上のための研修会 2 名参加

10 月 17 日 運動器の 10 年・骨と関節の日県民公開講座 1 名参加

10 月 24 日 第 11 回鹿児島摂食嚥下リハビリテーション研究会 1 名参加

10 月 24 日 姶良・伊佐地域振興局管内給食施設連絡協議会研修会 1 名参加

10 月 27 日 ネスレセミナー　in 鹿児島 2 名参加

11 月 11 日 平成 27 年度第 2回鹿児島県肝疾患診療連携ネットワーク研修会 3 名参加

3月 19 日 在宅褥瘡セミナー「栄養管理」　講師 1 名派遣

【在宅医療部】

8月 28 日 在宅医療推進研修会 1 名参加

9月 4日 ストレスチェック制度 1 名参加

10 月 10 日 腸内ケアのすすめ 1 名参加

11 月 12 日 介護サービスの質の向上に資する研修会 1 名参加

3月 13 日 地域包括ケアにおける緩和ケア 1 名参加

3月 16 日 H28 年度診療報酬改定研修会 1 名参加

【診療補助部】

6月 15 日 第 1 回鹿児島診療情報管理研究会セミナー 4 名参加

【緩和医療課】

4月 25 日 尊厳死協会かごしま総会講演　「健やかに生き安らかに旅立つために」講師 1 名派遣

5月 27 日 国保診療施設看護師長研修会　「在宅医療の現状と緩和ケア」講師 1 名派遣

【事務部】

8月 6日 南九州地区洋上救急支援協議会 1 名参加

9月 11 日･12 日 第 19 回全国病院広報研究大会　HIS フォーラム 2015 in 釧路 1 名参加

11 月 28 日 第 4 回九州・沖縄ブロック　地域相談支援フォーラム in 鹿児島　実行委員 1 名参加

1月 16 日･17 日 ALSO プロバイダーコース＠鹿児島 5 名参加

2月 16 日 小児在宅療養研修会　鹿児島県医師会館 5 名参加

3月 12 日 小児在宅療養研修会　天文館ビジョンホール 3 名参加

１９．入院患者不在者投票

4 月 12 日 執行鹿児島県議会議員選挙　不在者投票 16 名実施

2月 28 日 執行東串良町長及び東串良町議会議員補欠選挙　不在者投票 1 名実施

２０．その他の活動報告

4 月 1 日 鹿児島大学臨床教授委託

 昇卓夫･濵之上雅博･松永俊二･丸山芳一･西澤輝彦･米田敏･白濱浩･田代幸恵･長堂竜維

 鹿児島大学臨床准教授委託　川畠寿史

6月 24 日 鹿児島県赤十字血液センター献血 25 名

10 月 5 日 産科退院患者による「おぎゃー献金」を日母おぎゃー献金基金へ献金　 22,700 円

11 月 26 日 鹿児島県赤十字血液センター献血 17 名

12 月 28 日 リレー・フォー・ライフかごしまへ募金 112,901 円

２１．表彰
鹿児島県看護協会会長表彰 師長　上ノ町和子
8月 10 日 厚生労働省　平成 27 年度母子保健厚生労働大臣表彰 小児科部長　鉾之原昌

１ ･ の 、 ･ ･ へ講師 的 派遣

【医師】

鹿児島歯科学院専門学校技工士科　 常 講師 歯科部長　 田 ミ子

鹿児島県立 大学　 常 講師 4月～7月 週 日　小児科部長　 田

鹿児島大学小児科外 実務研修　 常 講師 週 日　小児科部長　 田

長崎大学病院　 常 講師 歯科 外科部長　 田雅

鹿児島県消防学校　 常 講師 5月22日／6月1日／1月22日／2月1日　 科　西山

【看護部】

7月17日 鹿児島市立 中学校　家 教育学  講師　看護 部長　 ひと

11月11日・19日・25日

 国立病院機 　鹿児島医療センター付属看護専門学校 講師　NICU師長　 川 子

11月11日 田学園看護専門学校　 常 講師

 科 ： タリングの 的と 法 救急 定看護師　 夫

11月19日 田学園看護専門学校　 常 講師

 科 ：放射線療法と看護 放射線 定看護師　 こ え

11月19日 田学園看護専門学校　 常 講師

 科 ：化学療法と看護 がん化学療法 定看護師　 原 美

11月20日 田学園看護専門学校　 常 講師

 科 ：安 療法、食事用法、人工臓器 師長　中 子

11月24日 田学園看護専門学校　 常 講師

 科 ： 吸 、吸 、ドレナージ 慢性呼吸器疾患 定看護師　立 子

12月2日・16日 高等学校看護学科専門課  講師　がん化学療法 定看護師　 原 美

12月17日 学園専修学校　講師 看護師　山 恵

【中央放射線部】

2月1日・8日・17日

 鹿児島医療技術専門学校　診療 技術学  　講師　放射線技師　 田 一
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【医師】

鹿児島大学医学部医学科 6年臨床医学学外実習

 外科 4 月 28 日～ 5月 30 日 1 名

鹿児島大学医学部医学科 5年学外臨床実習（ポリクリ）

 科 週 日 1 ～ 2 名

鹿児島大学医学部医学科 5年学外臨床実習（ポリクリ）

 外科 週 日・ 週金 日 1 ～ 2 名

鹿児島大学医学部医学科 5年学外臨床実習（ポリクリ）

 整 外科 週 日 1 ～ 2 名

鹿児島大学医学部医学科 5年学外臨床実習（ポリクリ）

 呼吸器外科 不定  1 名

鹿児島大学医学部医学科 4年シ ドウイング

 呼吸器内科 5 月 15 日・19 日／ 6月 12 日／ 7月 10 日 （ 1 名の 4名）

鹿児島大学医学部医学科 4年シ ドウイング

 内科 4 月 10 日／ 5月 15 日・29 日／ 6月 12 日・26 日 （ 1 名の 5名）

鹿児島大学医学部医学科 4年シ ドウイング

 呼吸器外科 4月 10 日／ 5月 22 日／ 6月 12 日／ 6月 26 日／ 7月 10 日 （ 1 名の 5名）

鹿児島大学医学部医学科 4年シ ドウイング

 外科 4月 17 日・24 日／ 5月 15 日／ 6月 12 日・26 日／ 7月 10 日 （ 1 名の 6名）

鹿児島大学医学部医学科 3年シ ドウイング

 呼吸器外科 10 月 2 日・16 日・30 日／ 11 月 13 日 （ 1 名の 4名）

鹿児島大学医学部医学科 3年シ ドウイング

 呼吸器内科 10 月 2 日・16 日／ 11 月 6 日・27 日 （ 1 名の 4名）

鹿児島大学医学部医学科 3年シ ドウイング

 内科 10 月 2 日・23 日／ 11 月 13 日／ 12 月 4 日 （ 1 名の 4名）

鹿児島大学医学部医学科 3年シ ドウイング

 外科 10 月 16 日・30 日／ 11 月 13 日／ 12 月 4 日 （ 1 名の 4名）

鹿児島大学医学部医学科 3年生

 病理診 科 8 月 7 日・12 日・14 日 7 名

【看護部】

原田学園鹿児島医療技術専門学校（小児看護学） 112 日  14 名

田学園看護専門学校（成人看護学・老年看護学・母性看護学・NICU・小児看護学・ 合実習）

 2616 日  254 名

医療法人協会立看護専門学校（成人看護学・母性看護学） 300 日  75 名

医療法人協会立看護専門学校（基礎看護学） 180 日  30 名

学園専修学校（成人看護学・老年看護学・母性看護学・小児看護学・NICU） 384 日  80 名

学園専修学校（基礎看護学） 240 日  35 名

学園高等部看護学科基礎課 （基礎看護学） 192 日  12 名

学園高等部看護学科専門課  （成人看護学・老年看護学・母性看護学・小児看護学・NICU）

 800 日  120 名

高等学校看護学科専門課 （成人看護学・母性看護学） 696 日  58 名

鹿児島中央看護専門学校 2年課 （小児看護学・母性看護学） 696 日  106 名

鹿児島中央看護専門学校 2年課 （在宅看護） 128 日  16 名

田学園看護専門学校（在宅看護） 212 日  106 名

学園高等部看護学科専門課 （在宅看護） 60 日  30 名

鹿児島高等看護学院（成人看護学） 48 日  4 名

西高校（インタ ンシップ） 7 月 7 日～ 10 日 3 日  3 名

鹿児島東高等学校（インタ ンシップ） 11 月 17 日～ 19 日 2 日  2 名

九州看護福祉大学（インタ ンシップ） 7 月 24 日 1 日  1 名

館高校看護科専門課 （インタ ンシップ）   7 月 27 日・28 日 2 日  1 名

赤 学園　タラ看護専門学校（インタ ンシップ） 8 月 3 日 1 日  2 名

【リハビリテーション部】

リハビリテーション学院　長 （ 業療法学） 4 月 7 日～ 6月 19 日 11 週  1 名

鹿児島医療技術専門学校 長 I（理学療法学） 5 月 4 日～ 7月 10 日 10 週  1 名

鹿児島医療福祉専門学校 第 3学年長 臨床実習（理学療法学） 5 月 11 日～ 7月 18 日 10 週  2 名

九州看護保健福祉大学　第 4学年臨床実習 （理学療法学） 5 月 11 日～ 7月 4日 8 週  1 名

本保健科学大学　第 4学年長 実習 （ 業療法学） 5 月 11 日～ 7月 3日 8 週  1 名

沖縄リハビリテーション福祉学院　第 3学年長 臨床実習（ 業療法学）

 5 月 11 日～ 7月 11 日 9 週  1 名

学園専修学校　第 3学年臨床実習（ 業療法学） 6 月 22 日～ 8月 15 日 8 週  1 名

鹿児島大学　第 4学年臨床実習（理学療法学） 7 月 21 日～ 9月 11 日 8 週  1 名

鹿児島医療福祉専門学校　第 2学年臨床検査 定実習（理学療法学）

 7 月 27 日～ 8月 1日 1 週  1 名

宮崎リハビリテーション学院　第 3学年臨床実習 （理学療法学）

 7 月 27 日～ 10 月 9 日 11 週  1 名

学園専修学校　第 1学年見学実習（ 業療法学） 7 月 29 日～ 8月 1日 3 日  1 名

鹿児島医療技術専門学校　第 4学年臨床実習（ 業療法学） 8 月 3 日～ 10 月 9 日 10 週  1 名

九州中央リハビリテーション学院　第 4学年臨床実習 （ 業療法学）

 8 月 10 日～ 10 月 3 日 8 週  1 名

九州保健福祉大学　第 1学年見学実習（ 業療法学） 8 月 17 日 1 日  1 名

九州看護福祉大学　第 3学年臨床実習（理学療法学） 11 月 24 日～ 12 月 12 日 3 週  1 名

福 リハビリテーション専門学校　第 3学年長 臨床実習（理学療法学）

 1 月 12 日～ 3月 2日 8 週  1 名

鹿児島医療福祉専門学校　第 3学年評 実習（ 療法学）

 1 月 25 日～ 2月 19 日 3 週  1 名

鹿児島医療福祉専門学校　第 2学年臨床評 実習（理学療法学） 2 月 1 日～ 2月 20 日 3 週  2 名

鹿児島医療福祉専門学校　第 1学年介護体 実習（理学療法学） 2 月 22 日～ 2月 24 日 3 日  2 名

鹿児島医療技術専門学校　第 1学年臨床見学体 実習（理学療法学）

 2 月 22 日～ 2月 26 日 1 週  1 名

【中央放射線部】

鹿児島医療技術専門学校　診療放射線技術学科4年生 6月1日～6月26日 25日  2名

鹿児島医療技術専門学校　診療放射線学科4年生 6月29日～7月24日 25日  2名

鹿児島医療技術専門学校 診療放射線学科4年生 9月1日～9月30日 29日  2名

鹿児島医療技術専門学校　診療放射線学科3年生 10月1日～10月31日 30日  2名

【薬剤部】

九州保健福祉大学薬学部5年生　長 実務実習  9月7日～11月21日 75日  2名

【栄養管理部】

大学 大学部食 栄養学科2年　臨地・校外実習（病院給食実習） 8月31日～9月4日 1名

九州 子大学　家 学部　栄養学科3年　臨地実習（ ）校外学習 3月7日～3月18日 1名

【在宅医療部】

田学園看護専門学校 4月13日～9月17日 157日  15名

鹿児島中央看護専門学校2年課 （通 制）看護科 7月27日～8月27日 31日  23名

学園高等部　看護学科専門課  6月29日～12月18日 172日  21名

１ ． ･研修･ 会 の 、 、 の 入

【看護部】

 FIRST N R  新生児内科　リハビリテーション見学 2名

4月10日 YT　～NICU・フォローアップ外 ～

6月26日 鹿児島看護専門学校　教員研修（ 東病 ） 2名

7月21日 今 病院分院（新生児内科（NICU・GCU）見学 6名

7月24日 鹿児島高等学校　 れ い看護体  3名

7月24日 高校　 れ い看護体  2名

7月24日 鹿児島 子高等学校　 れ い看護体  2名

7月29日 鹿児島実業高校　 れ い看護体  3名

7月29日 松 高校　 れ い看護体  1名

7月29日 鹿児島高等学校 れ い看護体  1名

8月3日 医療法人育成会　 病院　（褥瘡管理課） 2名

10月21日 第2回鹿児島県地区再就職支援セミナー実施研修 3名

【中央放射線部】

7月18日 西高校　インターンシップ研修 2名

8月17日 大学福 医療技術学部 1名

8月20日 鹿児島県臨床研修病院見学ツアー 1名

10月30日 九州保健福祉大学薬学部 1名

11月18日 東高校インターンシップ研修 2名

2月2日 名 館高校　インターンシップ 2名

【中央臨床検査部】

3月8日 本保健科学大学　医学検査学科3年生 1名

3月10日 川県立保健医療大学　臨床検査学科3年生 1名

3月14日～18日 山 大学　検査技術科学専 3年生 3名

【臨床工学部】

6月1日～13日 九州保健福祉大学　病院実習 1名

6月15日～27日 九州保健福祉大学　病院実習 1名

【薬剤部】

4月2日 九州保健福祉大学卒業生 1名

4月6日 第一薬科大学卒業生 1名

4月20日 九州保健福祉大学6年生 1名

5月7日 大学6年生 1名

5月7日 福 大学6年生 1名

5月13日 長崎大学6年生 1名

5月15日 長崎大学6年生 1名

12月11日 薬科大学5年生 1名

1月26日～29日 長田中学校　職 体 学習 3名

2月16日 島大学5年 1名

3月15日 大学5年生 1名

3月22日 広島国 大学5年生 1名

3月24日 九州保健福祉大学5年生 1名

3月28日 九州保健福祉大学5年生 2名

3月28日 広島国 大学5年生 1名

3月29日 九州保健福祉大5年生 1名

3月29日 福 大学5年生 1名

3月30日 本大学5年生 2名

【栄養管理部】

7月8日 鹿児島 西高校　トータルエステティック科・フ ッションデザイン科

 「病院における栄養士の役 」「給食体 」 3名

11月18日 鹿児島東高校　 通科1年生　インターンシップ

 「病院における栄養士の役 」「給食体 」 2名

1月26日 鹿児島生協病院　NST見学 3名

2月2日 館高校　 通科2年生　インターンシップ 2名

【緩和医療課】

1月18日 田上 念病院　 っとサロン今給 見学 3名

【消防・救 士】

5月11日～22日 救急救 士　就業 病院実習 2名

8月24日～3月31日

 救急振興 　救急救 士実習 1名

10月19日～26日 11月30日～12月7日 12月7日～14日 2月29日～3月7日

 救 士　病院実習 　 1名　 4名

2月1日～2月7日 救急振興 　救急救 士実習 4名

2月12日 鹿児島県消防学校救急科　病院実習 2名
 
【事務部】

3月16日 整 外科 病院　病院見学（診療情報管理部） 2名

１ ． 活動･ 活動･ 活動

【医師】

8月・3月 医師会 催　子 予防 種週 　予防 種推進 1名参加

11月14日 機で くドイツ ～ として ～（80名 ） 1名参加

3月6日 鹿児島マラ ン2016　救護  1名派遣

【看護部】

4月12日 おご プロジェクト2015 LO  49　子宮 がんイベント 3名派遣

5月12日 看護の日 念式  1名派遣

5月16日 1日ま の保健  1名派遣

5月16日 「看護の日・看護週 」1日ま の保健 　 ランティア 4名派遣

6月7日 第24回九州バレー ール交 大会　 ランティア 1名派遣

8月1日 第50回鹿児島市民大会開会式役員委託 1名派遣

8月22日 24 テレビ　 いをつな 　鹿児島・ リレー 1名派遣

9月5日 ま の保健 （第36回看護展） ランティア 1名派遣

9月19日 鹿児島市立病院NCPR研修協 員 3名派遣

9月19日・20日 第69回県民体育大会応援 1名派遣

11月18日 南日本リビング社「鹿児島キラリ 性大 」審査員 1名派遣

1月28日 第49回鹿児島県保健看護研究会協 員 1名派遣

2月13日 第63回県下一 市 対 機電 大会　 ランティア 1名派遣

3月18日 平成27年度薩摩地区MC協議会 業部会 1名派遣

【中央放射線部】　

5月9日・10日 リレー・フォー・ライフ・ジ パンかごしま 2名参加

10月4日 市民健 　実行委員 1名派遣

10月18日 ンクリ ン in k os i 2015 2名派遣

12月20日 原子 防 　実行委員 2名派遣

3月20日 ンクリ ンフェスタ　実行委員 2名派遣

【栄養管理部】

8月22日 がん患者サロン っとサロン今給 　ミ 会「 血を予防しよ 」 1名参加

10月4日 第32回市民健 まつ 　栄養相談 2名参加

【病理部】

4月12日 おご プロジェクト2015 LO  49　子宮 がんイベント 2名参加

11月10日 検査と健 展 1名参加

【緩和医療課】

5月9日 「リレー・フォー・ライフ・ジ パンかごしま」　相談員派遣協  2名派遣

１ ･ の 、 ･ ･ へ講師 的 派遣

【医師】

鹿児島歯科学院専門学校技工士科　 常 講師 歯科部長　 田 ミ子

鹿児島県立 大学　 常 講師 4月～7月 週 日　小児科部長　 田

鹿児島大学小児科外 実務研修　 常 講師 週 日　小児科部長　 田

長崎大学病院　 常 講師 歯科 外科部長　 田雅

鹿児島県消防学校　 常 講師 5月22日／6月1日／1月22日／2月1日　 科　西山

【看護部】

7月17日 鹿児島市立 中学校　家 教育学  講師　看護 部長　 ひと

11月11日・19日・25日

 国立病院機 　鹿児島医療センター付属看護専門学校 講師　NICU師長　 川 子

11月11日 田学園看護専門学校　 常 講師

 科 ： タリングの 的と 法 救急 定看護師　 夫

11月19日 田学園看護専門学校　 常 講師

 科 ：放射線療法と看護 放射線 定看護師　 こ え

11月19日 田学園看護専門学校　 常 講師

 科 ：化学療法と看護 がん化学療法 定看護師　 原 美

11月20日 田学園看護専門学校　 常 講師

 科 ：安 療法、食事用法、人工臓器 師長　中 子

11月24日 田学園看護専門学校　 常 講師

 科 ： 吸 、吸 、ドレナージ 慢性呼吸器疾患 定看護師　立 子

12月2日・16日 高等学校看護学科専門課  講師　がん化学療法 定看護師　 原 美

12月17日 学園専修学校　講師 看護師　山 恵

【中央放射線部】

2月1日・8日・17日

 鹿児島医療技術専門学校　診療 技術学  　講師　放射線技師　 田 一

１ ． 院の 、 の 入 、 、 、
、 、

【医師】

鹿児島大学医学部医学科 6年臨床医学学外実習

 外科 4 月 28 日～ 5月 30 日 1 名

鹿児島大学医学部医学科 5年学外臨床実習（ポリクリ）

 科 週 日 1 ～ 2 名

鹿児島大学医学部医学科 5年学外臨床実習（ポリクリ）

 外科 週 日・ 週金 日 1 ～ 2 名

鹿児島大学医学部医学科 5年学外臨床実習（ポリクリ）

 整 外科 週 日 1 ～ 2 名

鹿児島大学医学部医学科 5年学外臨床実習（ポリクリ）

 呼吸器外科 不定  1 名

鹿児島大学医学部医学科 4年シ ドウイング

 呼吸器内科 5 月 15 日・19 日／ 6月 12 日／ 7月 10 日 （ 1 名の 4名）

鹿児島大学医学部医学科 4年シ ドウイング

 内科 4 月 10 日／ 5月 15 日・29 日／ 6月 12 日・26 日 （ 1 名の 5名）

鹿児島大学医学部医学科 4年シ ドウイング

 呼吸器外科 4月 10 日／ 5月 22 日／ 6月 12 日／ 6月 26 日／ 7月 10 日 （ 1 名の 5名）

鹿児島大学医学部医学科 4年シ ドウイング

 外科 4月 17 日・24 日／ 5月 15 日／ 6月 12 日・26 日／ 7月 10 日 （ 1 名の 6名）

鹿児島大学医学部医学科 3年シ ドウイング

 呼吸器外科 10 月 2 日・16 日・30 日／ 11 月 13 日 （ 1 名の 4名）

鹿児島大学医学部医学科 3年シ ドウイング

 呼吸器内科 10 月 2 日・16 日／ 11 月 6 日・27 日 （ 1 名の 4名）

鹿児島大学医学部医学科 3年シ ドウイング

 内科 10 月 2 日・23 日／ 11 月 13 日／ 12 月 4 日 （ 1 名の 4名）

鹿児島大学医学部医学科 3年シ ドウイング

 外科 10 月 16 日・30 日／ 11 月 13 日／ 12 月 4 日 （ 1 名の 4名）

鹿児島大学医学部医学科 3年生

 病理診 科 8 月 7 日・12 日・14 日 7 名

【看護部】

原田学園鹿児島医療技術専門学校（小児看護学） 112 日  14 名

田学園看護専門学校（成人看護学・老年看護学・母性看護学・NICU・小児看護学・ 合実習）

 2616 日  254 名

医療法人協会立看護専門学校（成人看護学・母性看護学） 300 日  75 名

医療法人協会立看護専門学校（基礎看護学） 180 日  30 名

学園専修学校（成人看護学・老年看護学・母性看護学・小児看護学・NICU） 384 日  80 名

学園専修学校（基礎看護学） 240 日  35 名

学園高等部看護学科基礎課 （基礎看護学） 192 日  12 名

学園高等部看護学科専門課  （成人看護学・老年看護学・母性看護学・小児看護学・NICU）

 800 日  120 名

高等学校看護学科専門課 （成人看護学・母性看護学） 696 日  58 名

鹿児島中央看護専門学校 2年課 （小児看護学・母性看護学） 696 日  106 名

鹿児島中央看護専門学校 2年課 （在宅看護） 128 日  16 名

田学園看護専門学校（在宅看護） 212 日  106 名

学園高等部看護学科専門課 （在宅看護） 60 日  30 名

鹿児島高等看護学院（成人看護学） 48 日  4 名

西高校（インタ ンシップ） 7 月 7 日～ 10 日 3 日  3 名

鹿児島東高等学校（インタ ンシップ） 11 月 17 日～ 19 日 2 日  2 名

九州看護福祉大学（インタ ンシップ） 7 月 24 日 1 日  1 名

館高校看護科専門課 （インタ ンシップ）   7 月 27 日・28 日 2 日  1 名

赤 学園　タラ看護専門学校（インタ ンシップ） 8 月 3 日 1 日  2 名

【リハビリテーション部】

リハビリテーション学院　長 （ 業療法学） 4 月 7 日～ 6月 19 日 11 週  1 名

鹿児島医療技術専門学校 長 I（理学療法学） 5 月 4 日～ 7月 10 日 10 週  1 名

鹿児島医療福祉専門学校 第 3学年長 臨床実習（理学療法学） 5 月 11 日～ 7月 18 日 10 週  2 名

九州看護保健福祉大学　第 4学年臨床実習 （理学療法学） 5 月 11 日～ 7月 4日 8 週  1 名

本保健科学大学　第 4学年長 実習 （ 業療法学） 5 月 11 日～ 7月 3日 8 週  1 名

沖縄リハビリテーション福祉学院　第 3学年長 臨床実習（ 業療法学）

 5 月 11 日～ 7月 11 日 9 週  1 名

学園専修学校　第 3学年臨床実習（ 業療法学） 6 月 22 日～ 8月 15 日 8 週  1 名

鹿児島大学　第 4学年臨床実習（理学療法学） 7 月 21 日～ 9月 11 日 8 週  1 名

鹿児島医療福祉専門学校　第 2学年臨床検査 定実習（理学療法学）

 7 月 27 日～ 8月 1日 1 週  1 名

宮崎リハビリテーション学院　第 3学年臨床実習 （理学療法学）

 7 月 27 日～ 10 月 9 日 11 週  1 名

学園専修学校　第 1学年見学実習（ 業療法学） 7 月 29 日～ 8月 1日 3 日  1 名

鹿児島医療技術専門学校　第 4学年臨床実習（ 業療法学） 8 月 3 日～ 10 月 9 日 10 週  1 名

九州中央リハビリテーション学院　第 4学年臨床実習 （ 業療法学）

 8 月 10 日～ 10 月 3 日 8 週  1 名

九州保健福祉大学　第 1学年見学実習（ 業療法学） 8 月 17 日 1 日  1 名

九州看護福祉大学　第 3学年臨床実習（理学療法学） 11 月 24 日～ 12 月 12 日 3 週  1 名

福 リハビリテーション専門学校　第 3学年長 臨床実習（理学療法学）

 1 月 12 日～ 3月 2日 8 週  1 名

鹿児島医療福祉専門学校　第 3学年評 実習（ 療法学）

 1 月 25 日～ 2月 19 日 3 週  1 名

鹿児島医療福祉専門学校　第 2学年臨床評 実習（理学療法学） 2 月 1 日～ 2月 20 日 3 週  2 名

鹿児島医療福祉専門学校　第 1学年介護体 実習（理学療法学） 2 月 22 日～ 2月 24 日 3 日  2 名

鹿児島医療技術専門学校　第 1学年臨床見学体 実習（理学療法学）

 2 月 22 日～ 2月 26 日 1 週  1 名

【中央放射線部】

鹿児島医療技術専門学校　診療放射線技術学科4年生 6月1日～6月26日 25日  2名

鹿児島医療技術専門学校　診療放射線学科4年生 6月29日～7月24日 25日  2名

鹿児島医療技術専門学校 診療放射線学科4年生 9月1日～9月30日 29日  2名

鹿児島医療技術専門学校　診療放射線学科3年生 10月1日～10月31日 30日  2名

【薬剤部】

九州保健福祉大学薬学部5年生　長 実務実習  9月7日～11月21日 75日  2名

【栄養管理部】

大学 大学部食 栄養学科2年　臨地・校外実習（病院給食実習） 8月31日～9月4日 1名

九州 子大学　家 学部　栄養学科3年　臨地実習（ ）校外学習 3月7日～3月18日 1名

【在宅医療部】

田学園看護専門学校 4月13日～9月17日 157日  15名

鹿児島中央看護専門学校2年課 （通 制）看護科 7月27日～8月27日 31日  23名

学園高等部　看護学科専門課  6月29日～12月18日 172日  21名

１ ． ･研修･ 会 の 、 、 の 入

【看護部】

 FIRST N R  新生児内科　リハビリテーション見学 2名

4月10日 YT　～NICU・フォローアップ外 ～

6月26日 鹿児島看護専門学校　教員研修（ 東病 ） 2名

7月21日 今 病院分院（新生児内科（NICU・GCU）見学 6名

7月24日 鹿児島高等学校　 れ い看護体  3名

7月24日 高校　 れ い看護体  2名

7月24日 鹿児島 子高等学校　 れ い看護体  2名

7月29日 鹿児島実業高校　 れ い看護体  3名

7月29日 松 高校　 れ い看護体  1名

7月29日 鹿児島高等学校 れ い看護体  1名

8月3日 医療法人育成会　 病院　（褥瘡管理課） 2名

10月21日 第2回鹿児島県地区再就職支援セミナー実施研修 3名

【中央放射線部】

7月18日 西高校　インターンシップ研修 2名

8月17日 大学福 医療技術学部 1名

8月20日 鹿児島県臨床研修病院見学ツアー 1名

10月30日 九州保健福祉大学薬学部 1名

11月18日 東高校インターンシップ研修 2名

2月2日 名 館高校　インターンシップ 2名

【中央臨床検査部】

3月8日 本保健科学大学　医学検査学科3年生 1名

3月10日 川県立保健医療大学　臨床検査学科3年生 1名

3月14日～18日 山 大学　検査技術科学専 3年生 3名

【臨床工学部】

6月1日～13日 九州保健福祉大学　病院実習 1名

6月15日～27日 九州保健福祉大学　病院実習 1名

【薬剤部】

4月2日 九州保健福祉大学卒業生 1名

4月6日 第一薬科大学卒業生 1名

4月20日 九州保健福祉大学6年生 1名

5月7日 大学6年生 1名

5月7日 福 大学6年生 1名

5月13日 長崎大学6年生 1名

5月15日 長崎大学6年生 1名

12月11日 薬科大学5年生 1名

1月26日～29日 長田中学校　職 体 学習 3名

2月16日 島大学5年 1名

3月15日 大学5年生 1名

3月22日 広島国 大学5年生 1名

3月24日 九州保健福祉大学5年生 1名

3月28日 九州保健福祉大学5年生 2名

3月28日 広島国 大学5年生 1名

3月29日 九州保健福祉大5年生 1名

3月29日 福 大学5年生 1名

3月30日 本大学5年生 2名

【栄養管理部】

7月8日 鹿児島 西高校　トータルエステティック科・フ ッションデザイン科

 「病院における栄養士の役 」「給食体 」 3名

11月18日 鹿児島東高校　 通科1年生　インターンシップ

 「病院における栄養士の役 」「給食体 」 2名

1月26日 鹿児島生協病院　NST見学 3名

2月2日 館高校　 通科2年生　インターンシップ 2名

【緩和医療課】

1月18日 田上 念病院　 っとサロン今給 見学 3名

【消防・救 士】

5月11日～22日 救急救 士　就業 病院実習 2名

8月24日～3月31日

 救急振興 　救急救 士実習 1名

10月19日～26日 11月30日～12月7日 12月7日～14日 2月29日～3月7日

 救 士　病院実習 　 1名　 4名

2月1日～2月7日 救急振興 　救急救 士実習 4名

2月12日 鹿児島県消防学校救急科　病院実習 2名
 
【事務部】

3月16日 整 外科 病院　病院見学（診療情報管理部） 2名

１ ． 活動･ 活動･ 活動

【医師】

8月・3月 医師会 催　子 予防 種週 　予防 種推進 1名参加

11月14日 機で くドイツ ～ として ～（80名 ） 1名参加

3月6日 鹿児島マラ ン2016　救護  1名派遣

【看護部】

4月12日 おご プロジェクト2015 LO  49　子宮 がんイベント 3名派遣

5月12日 看護の日 念式  1名派遣

5月16日 1日ま の保健  1名派遣

5月16日 「看護の日・看護週 」1日ま の保健 　 ランティア 4名派遣

6月7日 第24回九州バレー ール交 大会　 ランティア 1名派遣

8月1日 第50回鹿児島市民大会開会式役員委託 1名派遣

8月22日 24 テレビ　 いをつな 　鹿児島・ リレー 1名派遣

9月5日 ま の保健 （第36回看護展） ランティア 1名派遣

9月19日 鹿児島市立病院NCPR研修協 員 3名派遣

9月19日・20日 第69回県民体育大会応援 1名派遣

11月18日 南日本リビング社「鹿児島キラリ 性大 」審査員 1名派遣

1月28日 第49回鹿児島県保健看護研究会協 員 1名派遣

2月13日 第63回県下一 市 対 機電 大会　 ランティア 1名派遣

3月18日 平成27年度薩摩地区MC協議会 業部会 1名派遣

【中央放射線部】　

5月9日・10日 リレー・フォー・ライフ・ジ パンかごしま 2名参加

10月4日 市民健 　実行委員 1名派遣

10月18日 ンクリ ン in k os i 2015 2名派遣

12月20日 原子 防 　実行委員 2名派遣

3月20日 ンクリ ンフェスタ　実行委員 2名派遣

【栄養管理部】

8月22日 がん患者サロン っとサロン今給 　ミ 会「 血を予防しよ 」 1名参加

10月4日 第32回市民健 まつ 　栄養相談 2名参加

【病理部】

4月12日 おご プロジェクト2015 LO  49　子宮 がんイベント 2名参加

11月10日 検査と健 展 1名参加

【緩和医療課】

5月9日 「リレー・フォー・ライフ・ジ パンかごしま」　相談員派遣協  2名派遣

１８．主な公的会議･研修会への参加、講師派遣

【医師】

がん拠点病院関連会議 1 名参加

ターナー症候群家族会　「MIRAI の会」　年 2回定例会 1 名参加

鹿児島県小児慢性特定疾患対策協議会委員　年 12 回審査会　年 1回委員会 1 名参加

4月～ 11 月 鹿児島市学校腎臓健診会議（判定会議）委員　年 6回 1 名参加

5月 25 日 エドキサバンフォーラム in 鹿児島 血栓症のトータルメネージメント 講師 1 名派遣

5月 25 日･26 日 鹿児島市消防局　救急隊員症例検討会 1 名派遣

7月 23 日 鹿児島県エイズ対策連絡協議会　委員 1 名派遣

9月 2日･3 日 救急隊員症例検討会 講師 1 名派遣

9月 10 日 鹿児島県教育委員会 鹿児島県新規採用養護教諭研修会 講師 1 名派遣

10 月 10 日 鹿児島県公的病院総会 1 名参加

12 月 1 日･4 日 第 3 回救急隊員症例検討会　参加講習会　講師

 対象：鹿児島市中央・南・西 3消防署救急隊員 60 名対象 1 名派遣

2月 2日･24 日 薩摩地域救急業務高度化協議会 1 名参加

2月 13 日･14 日 第 6 回生長会産婦人科レビューコース　社会医療法人生長会　講師 1 名派遣

3月 31 日 鹿児島大学医学部・歯学部付属病院 歯科医師臨床研修管理委員会 1 名参加

【看護部】

4月 4日 第 42 回鹿児島県減菌業務研究会　座長 1 名派遣

4月 5日・18 日／ 5月 8日／ 6月 6日／ 9月 5日／ 10 月 3 日／ 11 月 7 日／ 12 月 5 日／ 1月 9日／

2月 13 日／ 3月 12 日／ 3月 19 日

 鹿児島看護協会　看護師職能委員会 1 名参加

4月 10 日／ 5月 11 日／ 6月 19 日／ 10 月 6 日／ 11 月 16 日／ 2月 17 日／ 3月 11 日

 鹿児島県看護協会　看護の日・週刊行事実行委員会 1 名参加

4月 25 日／ 8月 8日 

 鹿児島県看護協会　運営委員会 1 名参加

5月 9日 日本看護協会通常総会・全国職能別交流集会 1 名参加

5月 9日／ 7月 4日／ 9月 12 日

 鹿児島県看護協会　理事会 1 名参加

5月 22 日／ 7月 17 日／ 11 月 27 日

 日本感染管理ベストプラクティス研究会　アドバイザー 1 名派遣

5月 23 日 看護師研修会議 1 名参加

5月 23 日 日本看護連盟通常総会代議員研修 1 名参加

5月 28 日／ 7月 23 日／ 8月 22 日／ 10 月 22 日／ 12 月 24 日／ 1月 30 日／ 3月 24 日

 鹿児島県看護協会　鹿児島地区安全情報ネットワーク会議 1 名参加

5月 30 日 鹿児島県看護協会通常総会及び職能合同集会 1 名参加

6月 2日 日本看護連盟通常総会決起大会 1 名参加

6月 2日 日本看護連盟都道府県会長・幹事長・支部長合同会議研究会 1 名参加

6月 6日 創傷管理クローズドセミナー　看護師視点で考える創傷管理

 PICO 創傷治療システムに関する症例検討会

 四肢創傷（手指 :熱傷、母趾：外傷）への PICO 使用症例　講師 1 名派遣

6月 9日 中東呼吸器症候群への対応に関する意見交換会 1 名参加

6月 13 日 鹿児島県看護協会　鹿児島地区集会 1 名参加

6月 13 日 鹿児島県鹿児島地区評議員会 1 名参加

6月 16 日 社会福祉法厚生会　介護老人福祉施設　睦園

 園内研修「感染症予防及び蔓延防止について」講師 1 名派遣

6月 17 日 鹿児島市医療介護連携ネットワーク西部地区連携の会 2 名参加

6月 18 日 重症熱性血小板減少症候群（SFTS）研修会 1 名参加

6月 19 日 医療安全管理者フォローアップ研修会 1 名参加

6月 19 日 医療安全研修 1 名参加

6月 20 日 鹿児島県看護協会南薩地区集会 1 名参加

6月 23 日・27 日／ 7月 30 日／ 8月 28 日／ 9月 13 日／ 10 月 3 日／ 11 月 16 日／ 2月 5日／ 3月 5日　 

 助産師職能委員会 1 名参加

6月 26 日 鹿児島県看護協会評議員会 1 名参加

6月 27 日 第 3 回鹿児島セーフティマネジメント研究会　講師 1 名派遣

6月 26 日／ 9月 25 日／ 11 月 27 日／ 2月 26 日

 鹿児島県看護協会　鹿児島地区役員会・評議員会 1 名参加

6月 27 日 鹿児島セーフティマネジメント研究会 1 名参加

7月 4日 鹿児島市スポーツ推進委員会 1 名参加

7月 23 日 鹿児島県看護協会　鹿児島地区再就業支援セミナー　講師

 「救急対応」「院内感染防止」 2 名派遣

7月 23 日 鹿児島地区医療安全情報ネットワーク会議 1 名参加

7月 23 日 鹿児島県看護協会　平成 27 年度第 1回鹿児島地区再就業支援セミナー

 「院内感染防止」講師 1 名派遣

7月 27 日 母子保健連絡会議 1 名参加

8月 8日／ 1月 23 日／ 3月 19 日

 鹿児島県看護協会　研究倫理委員会 1 名参加

8月 3日／ 3月 11 日

 日本看護協会　全国職能委員長会議 1 名参加

8月 22 日 鹿児島県医療安全情報ネットワーク会議 1 名参加

8月 23 日 鹿児島県小児保健協会　理事会 1 名参加

8月 27 日 鹿児島県母性衛生学会役員会 1 名参加

9月 12 日 鹿児島救急医学会　第 44 回看護部会　シンポジスト 1 名派遣

9月 13 日／ 10 月 3 日 

 鹿児島県看護協会　助産師研修会 1 名参加

9月 17 日 八反丸病院　院内研修

 「院内感染対策について～院内ラウンドを通して～」講師 1 名派遣

9月 25 日 鹿児島県看護協会評議員会 1 名参加

10 月 3 日 鹿児島県看護連盟青年部会委員会 1 名参加

10 月 11 日 快護生活フェス！福祉機器展＆セミナー in かごしま　講師

 「スキンケアってなに？～褥瘡予防に繋がるスキンケア対策を学ぶ～」

  1 名派遣

10 月 22 日 鹿児島地区医療安全情報ネットワーク会議 1 名参加

10 月 24 日 平成 27 年度第 3回鹿児島市スポーツ推進委員会 1 名参加

10 月 31 日 オストメイトと家族の集い

 第 1回公開講座「スマートケアの基本理念と実践」講師 1 名派遣

11 月 24 日 鹿児島医療技術専門学校　看護教育研修会 2 名参加

11 月 27 日 鹿児島県看護協会評議員会 1 名参加

12 月 1 日・4日 第 3回救急隊員症例検討会　参加講習会　講師

 対象：鹿児島市中央・南・西 3消防署救急隊員 60 名 9 名派遣

12 月 6 日 九州ブロックポリナビワークショップ in 宮崎 1 名参加

12 月 11 日 ブロック別都道府県・エイズ拠点病院等連絡会議 1 名参加

12 月 12 日 鹿児島県看護協会　事業検討会 1 名参加

12 月 12 日／ 1月 16 日・30 日／ 2月 13 日・14 日

 鹿児島県看護協会　新人助産師合同研修会 1 名参加

12 月 22 日 鹿児島地区医療安全情報ネットワーク会議 1 名参加

1月 20 日 鹿児島県医療法人協会立　看護専門学校実習指導者会議 1 名参加

1月 30 日 鹿児島県医療安全情報ネットワーク会議 1 名参加

2月 12 日 ナースセンター事業運営委員会 1 名参加

2月 13 日 鹿児島県看護協会　鹿児島地区研修会 1 名参加

2月 13 日 医療安全研修 1 名参加

2月 16 日 小児在宅療養研修会～ NICU から在宅へ～ 「NICU からの退院支援」講師 1 名派遣

2月 26 日 鹿児島県鹿児島地区評議員会 1 名参加

2月 26 日 小児在宅医療検討会 1 名参加

3月 5日 宮崎県産婦人科医院従事者研修会

 第 20 回ひむかセミナー「NICU から退院支援」講師 1 名派遣

3月 12 日 平成 27 年度第 4回鹿児島市スポーツ推進委員会 社会体育指導者研修会 1 名参加

3月 15 日 都道府県医療・介護連携調整実証事業にかかる医療・介護合同会議 1 名参加

3月 18 日 地域連携 Net Works 情報交換会 1 名参加

3月 23 日 新人看護職員卒後研修検討会 1 名参加

3月 23 日 小児在宅推進事業連携実務検討会 1 名参加

3月 24 日 鹿児島地区医療安全情報ネットワーク会議 1 名参加

【リハビリテーション部】

2月 20 日 パネル討議「誤嚥性肺炎の予防」講師 1 名派遣

【中央放射線部】

8月 1日 FRT 九州講演会　MRI 検査講師 1 名派遣

8月 7日 第 21 回乳がん検診従事者研修会 3 名参加

8月 21 日 第 2 回乳がん検診均てん化研修会 4 名参加

9月 18 日 第 1 回肺がん検診均てん化研修会 5 名参加

10 月 3 日･4 日 九州 GYRO ミーティング　MRI 検査講師 1 名派遣

10 月 30 日 低線量 CT 肺がん検診研修会 4 名参加

1月 31 日 診療放射線技師基礎技術講習会　MRI 検査講師 1 名派遣

2月 1日･30 日 鹿児島県臨床工学技士会　新年教育セミナー　講師 1 名派遣

2月 19 日 第 2 回肺がん検診均てん化研修会 5 名参加

2月 27 日 乳がん検診均てん化研修会 2 名参加

3月 11 日 乳がん検診従事者研修会 1 名参加

3月 26 日 放射線技師危機管理士部会研修会　MRI 検査講師 1 名派遣

【臨床工学部】

5月 17 日 宮崎県臨床工学技士会教育講演　講師 1 名派遣

9月 6日 九州臨床工学技士会共催学術セミナー 2　日本光電九州株式会社　講師 1 名派遣

9月 26 日 南九州急性血液浄化技術検討会　東レ・メディカル株式会社　講師 1 名派遣

3月 26 日 第 6 回呼吸器療法セミナー　講師 1 名派遣

【薬剤部】

4月 15 日／ 7月 15 日／ 10 月 21 日／ 1月 20 日

 薬薬連携会議 2 名参加

5月 20 日／ 8月 19 日／ 11 月 18 日／ 2月 17 日

 がん化学療法薬薬連携研修会 15 名参加

3月 15 日 がん化学療法に関する合同研修会 15 名参加

【栄養管理部】

4月 22 日 リハビリテーション栄養　今とこれからを考える 8 名参加

5月 30 日 新生児栄養フォーラム 1 名参加

6月 13 日 第 12 回鹿児島 NST 研究会 3 名参加

6月 20 日 第 11 回ぴくるすの会研究会 3 名参加

8月 17 日 ウィズガス食フォーラム 2015 1 名参加

8月 27 日 株式会社南給　特別講演　美味しい病院食～とくに高血圧と塩分について～ 1 名参加

8月 28 日 鹿児島県リハビリテーション栄養セミナー 4 名参加

9月 8日 第 2回関係職種技術向上のための研修会 3 名参加

10 月 9 日 スマイルケア食についての研修会 6 名参加

10 月 13 日 平成 27 年度　給食施設従事者研修会 1 名参加

10 月 14 日 第 3 回関係職種技術向上のための研修会 2 名参加

10 月 17 日 運動器の 10 年・骨と関節の日県民公開講座 1 名参加

10 月 24 日 第 11 回鹿児島摂食嚥下リハビリテーション研究会 1 名参加

10 月 24 日 姶良・伊佐地域振興局管内給食施設連絡協議会研修会 1 名参加

10 月 27 日 ネスレセミナー　in 鹿児島 2 名参加

11 月 11 日 平成 27 年度第 2回鹿児島県肝疾患診療連携ネットワーク研修会 3 名参加

3月 19 日 在宅褥瘡セミナー「栄養管理」　講師 1 名派遣

【在宅医療部】

8月 28 日 在宅医療推進研修会 1 名参加

9月 4日 ストレスチェック制度 1 名参加

10 月 10 日 腸内ケアのすすめ 1 名参加

11 月 12 日 介護サービスの質の向上に資する研修会 1 名参加

3月 13 日 地域包括ケアにおける緩和ケア 1 名参加

3月 16 日 H28 年度診療報酬改定研修会 1 名参加

【診療補助部】

6月 15 日 第 1 回鹿児島診療情報管理研究会セミナー 4 名参加

【緩和医療課】

4月 25 日 尊厳死協会かごしま総会講演　「健やかに生き安らかに旅立つために」講師 1 名派遣

5月 27 日 国保診療施設看護師長研修会　「在宅医療の現状と緩和ケア」講師 1 名派遣

【事務部】

8月 6日 南九州地区洋上救急支援協議会 1 名参加

9月 11 日･12 日 第 19 回全国病院広報研究大会　HIS フォーラム 2015 in 釧路 1 名参加

11 月 28 日 第 4 回九州・沖縄ブロック　地域相談支援フォーラム in 鹿児島　実行委員 1 名参加

1月 16 日･17 日 ALSO プロバイダーコース＠鹿児島 5 名参加

2月 16 日 小児在宅療養研修会　鹿児島県医師会館 5 名参加

3月 12 日 小児在宅療養研修会　天文館ビジョンホール 3 名参加

１９．入院患者不在者投票

4 月 12 日 執行鹿児島県議会議員選挙　不在者投票 16 名実施

2月 28 日 執行東串良町長及び東串良町議会議員補欠選挙　不在者投票 1 名実施

２０．その他の活動報告

4 月 1 日 鹿児島大学臨床教授委託

 昇卓夫･濵之上雅博･松永俊二･丸山芳一･西澤輝彦･米田敏･白濱浩･田代幸恵･長堂竜維

 鹿児島大学臨床准教授委託　川畠寿史

6月 24 日 鹿児島県赤十字血液センター献血 25 名

10 月 5 日 産科退院患者による「おぎゃー献金」を日母おぎゃー献金基金へ献金　 22,700 円

11 月 26 日 鹿児島県赤十字血液センター献血 17 名

12 月 28 日 リレー・フォー・ライフかごしまへ募金 112,901 円

２１．表彰
鹿児島県看護協会会長表彰 師長　上ノ町和子
8月 10 日 厚生労働省　平成 27 年度母子保健厚生労働大臣表彰 小児科部長　鉾之原昌

１ ･ の 、 ･ ･ へ講師 的 派遣

【医師】

鹿児島歯科学院専門学校技工士科　 常 講師 歯科部長　 田 ミ子

鹿児島県立 大学　 常 講師 4月～7月 週 日　小児科部長　 田

鹿児島大学小児科外 実務研修　 常 講師 週 日　小児科部長　 田

長崎大学病院　 常 講師 歯科 外科部長　 田雅

鹿児島県消防学校　 常 講師 5月22日／6月1日／1月22日／2月1日　 科　西山

【看護部】

7月17日 鹿児島市立 中学校　家 教育学  講師　看護 部長　 ひと

11月11日・19日・25日

 国立病院機 　鹿児島医療センター付属看護専門学校 講師　NICU師長　 川 子

11月11日 田学園看護専門学校　 常 講師

 科 ： タリングの 的と 法 救急 定看護師　 夫

11月19日 田学園看護専門学校　 常 講師

 科 ：放射線療法と看護 放射線 定看護師　 こ え

11月19日 田学園看護専門学校　 常 講師

 科 ：化学療法と看護 がん化学療法 定看護師　 原 美

11月20日 田学園看護専門学校　 常 講師

 科 ：安 療法、食事用法、人工臓器 師長　中 子

11月24日 田学園看護専門学校　 常 講師

 科 ： 吸 、吸 、ドレナージ 慢性呼吸器疾患 定看護師　立 子

12月2日・16日 高等学校看護学科専門課  講師　がん化学療法 定看護師　 原 美

12月17日 学園専修学校　講師 看護師　山 恵

【中央放射線部】

2月1日・8日・17日

 鹿児島医療技術専門学校　診療 技術学  　講師　放射線技師　 田 一
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１ ． 院の 、 の 入 、 、 、
、 、

【医師】

鹿児島大学医学部医学科 6年臨床医学学外実習

 外科 4 月 28 日～ 5月 30 日 1 名

鹿児島大学医学部医学科 5年学外臨床実習（ポリクリ）

 科 週 日 1 ～ 2 名

鹿児島大学医学部医学科 5年学外臨床実習（ポリクリ）

 外科 週 日・ 週金 日 1 ～ 2 名

鹿児島大学医学部医学科 5年学外臨床実習（ポリクリ）

 整 外科 週 日 1 ～ 2 名

鹿児島大学医学部医学科 5年学外臨床実習（ポリクリ）

 呼吸器外科 不定  1 名

鹿児島大学医学部医学科 4年シ ドウイング

 呼吸器内科 5 月 15 日・19 日／ 6月 12 日／ 7月 10 日 （ 1 名の 4名）

鹿児島大学医学部医学科 4年シ ドウイング

 内科 4 月 10 日／ 5月 15 日・29 日／ 6月 12 日・26 日 （ 1 名の 5名）

鹿児島大学医学部医学科 4年シ ドウイング

 呼吸器外科 4月 10 日／ 5月 22 日／ 6月 12 日／ 6月 26 日／ 7月 10 日 （ 1 名の 5名）

鹿児島大学医学部医学科 4年シ ドウイング

 外科 4月 17 日・24 日／ 5月 15 日／ 6月 12 日・26 日／ 7月 10 日 （ 1 名の 6名）

鹿児島大学医学部医学科 3年シ ドウイング

 呼吸器外科 10 月 2 日・16 日・30 日／ 11 月 13 日 （ 1 名の 4名）

鹿児島大学医学部医学科 3年シ ドウイング

 呼吸器内科 10 月 2 日・16 日／ 11 月 6 日・27 日 （ 1 名の 4名）

鹿児島大学医学部医学科 3年シ ドウイング

 内科 10 月 2 日・23 日／ 11 月 13 日／ 12 月 4 日 （ 1 名の 4名）

鹿児島大学医学部医学科 3年シ ドウイング

 外科 10 月 16 日・30 日／ 11 月 13 日／ 12 月 4 日 （ 1 名の 4名）

鹿児島大学医学部医学科 3年生

 病理診 科 8 月 7 日・12 日・14 日 7 名

【看護部】

原田学園鹿児島医療技術専門学校（小児看護学） 112 日  14 名

田学園看護専門学校（成人看護学・老年看護学・母性看護学・NICU・小児看護学・ 合実習）

 2616 日  254 名

医療法人協会立看護専門学校（成人看護学・母性看護学） 300 日  75 名

医療法人協会立看護専門学校（基礎看護学） 180 日  30 名

学園専修学校（成人看護学・老年看護学・母性看護学・小児看護学・NICU） 384 日  80 名

学園専修学校（基礎看護学） 240 日  35 名

学園高等部看護学科基礎課 （基礎看護学） 192 日  12 名

学園高等部看護学科専門課  （成人看護学・老年看護学・母性看護学・小児看護学・NICU）

 800 日  120 名

高等学校看護学科専門課 （成人看護学・母性看護学） 696 日  58 名

鹿児島中央看護専門学校 2年課 （小児看護学・母性看護学） 696 日  106 名

鹿児島中央看護専門学校 2年課 （在宅看護） 128 日  16 名

田学園看護専門学校（在宅看護） 212 日  106 名

学園高等部看護学科専門課 （在宅看護） 60 日  30 名

鹿児島高等看護学院（成人看護学） 48 日  4 名

西高校（インタ ンシップ） 7 月 7 日～ 10 日 3 日  3 名

鹿児島東高等学校（インタ ンシップ） 11 月 17 日～ 19 日 2 日  2 名

九州看護福祉大学（インタ ンシップ） 7 月 24 日 1 日  1 名

館高校看護科専門課 （インタ ンシップ）   7 月 27 日・28 日 2 日  1 名

赤 学園　タラ看護専門学校（インタ ンシップ） 8 月 3 日 1 日  2 名

【リハビリテーション部】

リハビリテーション学院　長 （ 業療法学） 4 月 7 日～ 6月 19 日 11 週  1 名

鹿児島医療技術専門学校 長 I（理学療法学） 5 月 4 日～ 7月 10 日 10 週  1 名

鹿児島医療福祉専門学校 第 3学年長 臨床実習（理学療法学） 5 月 11 日～ 7月 18 日 10 週  2 名

九州看護保健福祉大学　第 4学年臨床実習 （理学療法学） 5 月 11 日～ 7月 4日 8 週  1 名

本保健科学大学　第 4学年長 実習 （ 業療法学） 5 月 11 日～ 7月 3日 8 週  1 名

沖縄リハビリテーション福祉学院　第 3学年長 臨床実習（ 業療法学）

 5 月 11 日～ 7月 11 日 9 週  1 名

学園専修学校　第 3学年臨床実習（ 業療法学） 6 月 22 日～ 8月 15 日 8 週  1 名

鹿児島大学　第 4学年臨床実習（理学療法学） 7 月 21 日～ 9月 11 日 8 週  1 名

鹿児島医療福祉専門学校　第 2学年臨床検査 定実習（理学療法学）

 7 月 27 日～ 8月 1日 1 週  1 名

宮崎リハビリテーション学院　第 3学年臨床実習 （理学療法学）

 7 月 27 日～ 10 月 9 日 11 週  1 名

学園専修学校　第 1学年見学実習（ 業療法学） 7 月 29 日～ 8月 1日 3 日  1 名

鹿児島医療技術専門学校　第 4学年臨床実習（ 業療法学） 8 月 3 日～ 10 月 9 日 10 週  1 名

九州中央リハビリテーション学院　第 4学年臨床実習 （ 業療法学）

 8 月 10 日～ 10 月 3 日 8 週  1 名

九州保健福祉大学　第 1学年見学実習（ 業療法学） 8 月 17 日 1 日  1 名

九州看護福祉大学　第 3学年臨床実習（理学療法学） 11 月 24 日～ 12 月 12 日 3 週  1 名

福 リハビリテーション専門学校　第 3学年長 臨床実習（理学療法学）

 1 月 12 日～ 3月 2日 8 週  1 名

鹿児島医療福祉専門学校　第 3学年評 実習（ 療法学）

 1 月 25 日～ 2月 19 日 3 週  1 名

鹿児島医療福祉専門学校　第 2学年臨床評 実習（理学療法学） 2 月 1 日～ 2月 20 日 3 週  2 名

鹿児島医療福祉専門学校　第 1学年介護体 実習（理学療法学） 2 月 22 日～ 2月 24 日 3 日  2 名

鹿児島医療技術専門学校　第 1学年臨床見学体 実習（理学療法学）

 2 月 22 日～ 2月 26 日 1 週  1 名

【中央放射線部】

鹿児島医療技術専門学校　診療放射線技術学科4年生 6月1日～6月26日 25日  2名

鹿児島医療技術専門学校　診療放射線学科4年生 6月29日～7月24日 25日  2名

鹿児島医療技術専門学校 診療放射線学科4年生 9月1日～9月30日 29日  2名

鹿児島医療技術専門学校　診療放射線学科3年生 10月1日～10月31日 30日  2名

【薬剤部】

九州保健福祉大学薬学部5年生　長 実務実習  9月7日～11月21日 75日  2名

【栄養管理部】

大学 大学部食 栄養学科2年　臨地・校外実習（病院給食実習） 8月31日～9月4日 1名

九州 子大学　家 学部　栄養学科3年　臨地実習（ ）校外学習 3月7日～3月18日 1名

【在宅医療部】

田学園看護専門学校 4月13日～9月17日 157日  15名

鹿児島中央看護専門学校2年課 （通 制）看護科 7月27日～8月27日 31日  23名

学園高等部　看護学科専門課  6月29日～12月18日 172日  21名

１ ． ･研修･ 会 の 、 、 の 入

【看護部】

 FIRST N R  新生児内科　リハビリテーション見学 2名

4月10日 YT　～NICU・フォローアップ外 ～

6月26日 鹿児島看護専門学校　教員研修（ 東病 ） 2名

7月21日 今 病院分院（新生児内科（NICU・GCU）見学 6名

7月24日 鹿児島高等学校　 れ い看護体  3名

7月24日 高校　 れ い看護体  2名

7月24日 鹿児島 子高等学校　 れ い看護体  2名

7月29日 鹿児島実業高校　 れ い看護体  3名

7月29日 松 高校　 れ い看護体  1名

7月29日 鹿児島高等学校 れ い看護体  1名

8月3日 医療法人育成会　 病院　（褥瘡管理課） 2名

10月21日 第2回鹿児島県地区再就職支援セミナー実施研修 3名

【中央放射線部】

7月18日 西高校　インターンシップ研修 2名

8月17日 大学福 医療技術学部 1名

8月20日 鹿児島県臨床研修病院見学ツアー 1名

10月30日 九州保健福祉大学薬学部 1名

11月18日 東高校インターンシップ研修 2名

2月2日 名 館高校　インターンシップ 2名

【中央臨床検査部】

3月8日 本保健科学大学　医学検査学科3年生 1名

3月10日 川県立保健医療大学　臨床検査学科3年生 1名

3月14日～18日 山 大学　検査技術科学専 3年生 3名

【臨床工学部】

6月1日～13日 九州保健福祉大学　病院実習 1名

6月15日～27日 九州保健福祉大学　病院実習 1名

【薬剤部】

4月2日 九州保健福祉大学卒業生 1名

4月6日 第一薬科大学卒業生 1名

4月20日 九州保健福祉大学6年生 1名

5月7日 大学6年生 1名

5月7日 福 大学6年生 1名

5月13日 長崎大学6年生 1名

5月15日 長崎大学6年生 1名

12月11日 薬科大学5年生 1名

1月26日～29日 長田中学校　職 体 学習 3名

2月16日 島大学5年 1名

3月15日 大学5年生 1名

3月22日 広島国 大学5年生 1名

3月24日 九州保健福祉大学5年生 1名

3月28日 九州保健福祉大学5年生 2名

3月28日 広島国 大学5年生 1名

3月29日 九州保健福祉大5年生 1名

3月29日 福 大学5年生 1名

3月30日 本大学5年生 2名

【栄養管理部】

7月8日 鹿児島 西高校　トータルエステティック科・フ ッションデザイン科

 「病院における栄養士の役 」「給食体 」 3名

11月18日 鹿児島東高校　 通科1年生　インターンシップ

 「病院における栄養士の役 」「給食体 」 2名

1月26日 鹿児島生協病院　NST見学 3名

2月2日 館高校　 通科2年生　インターンシップ 2名

【緩和医療課】

1月18日 田上 念病院　 っとサロン今給 見学 3名

【消防・救 士】

5月11日～22日 救急救 士　就業 病院実習 2名

8月24日～3月31日

 救急振興 　救急救 士実習 1名

10月19日～26日 11月30日～12月7日 12月7日～14日 2月29日～3月7日

 救 士　病院実習 　 1名　 4名

2月1日～2月7日 救急振興 　救急救 士実習 4名

2月12日 鹿児島県消防学校救急科　病院実習 2名
 
【事務部】

3月16日 整 外科 病院　病院見学（診療情報管理部） 2名

１ ． 活動･ 活動･ 活動

【医師】

8月・3月 医師会 催　子 予防 種週 　予防 種推進 1名参加

11月14日 機で くドイツ ～ として ～（80名 ） 1名参加

3月6日 鹿児島マラ ン2016　救護  1名派遣

【看護部】

4月12日 おご プロジェクト2015 LO  49　子宮 がんイベント 3名派遣

5月12日 看護の日 念式  1名派遣

5月16日 1日ま の保健  1名派遣

5月16日 「看護の日・看護週 」1日ま の保健 　 ランティア 4名派遣

6月7日 第24回九州バレー ール交 大会　 ランティア 1名派遣

8月1日 第50回鹿児島市民大会開会式役員委託 1名派遣

8月22日 24 テレビ　 いをつな 　鹿児島・ リレー 1名派遣

9月5日 ま の保健 （第36回看護展） ランティア 1名派遣

9月19日 鹿児島市立病院NCPR研修協 員 3名派遣

9月19日・20日 第69回県民体育大会応援 1名派遣

11月18日 南日本リビング社「鹿児島キラリ 性大 」審査員 1名派遣

1月28日 第49回鹿児島県保健看護研究会協 員 1名派遣

2月13日 第63回県下一 市 対 機電 大会　 ランティア 1名派遣

3月18日 平成27年度薩摩地区MC協議会 業部会 1名派遣

【中央放射線部】　

5月9日・10日 リレー・フォー・ライフ・ジ パンかごしま 2名参加

10月4日 市民健 　実行委員 1名派遣

10月18日 ンクリ ン in k os i 2015 2名派遣

12月20日 原子 防 　実行委員 2名派遣

3月20日 ンクリ ンフェスタ　実行委員 2名派遣

【栄養管理部】

8月22日 がん患者サロン っとサロン今給 　ミ 会「 血を予防しよ 」 1名参加

10月4日 第32回市民健 まつ 　栄養相談 2名参加

【病理部】

4月12日 おご プロジェクト2015 LO  49　子宮 がんイベント 2名参加

11月10日 検査と健 展 1名参加

【緩和医療課】

5月9日 「リレー・フォー・ライフ・ジ パンかごしま」　相談員派遣協  2名派遣

１８．主な公的会議･研修会への参加、講師派遣

【医師】

がん拠点病院関連会議 1 名参加

ターナー症候群家族会　「MIRAI の会」　年 2回定例会 1 名参加

鹿児島県小児慢性特定疾患対策協議会委員　年 12 回審査会　年 1回委員会 1 名参加

4月～ 11 月 鹿児島市学校腎臓健診会議（判定会議）委員　年 6回 1 名参加

5月 25 日 エドキサバンフォーラム in 鹿児島 血栓症のトータルメネージメント 講師 1 名派遣

5月 25 日･26 日 鹿児島市消防局　救急隊員症例検討会 1 名派遣

7月 23 日 鹿児島県エイズ対策連絡協議会　委員 1 名派遣

9月 2日･3 日 救急隊員症例検討会 講師 1 名派遣

9月 10 日 鹿児島県教育委員会 鹿児島県新規採用養護教諭研修会 講師 1 名派遣

10 月 10 日 鹿児島県公的病院総会 1 名参加

12 月 1 日･4 日 第 3 回救急隊員症例検討会　参加講習会　講師

 対象：鹿児島市中央・南・西 3消防署救急隊員 60 名対象 1 名派遣

2月 2日･24 日 薩摩地域救急業務高度化協議会 1 名参加

2月 13 日･14 日 第 6 回生長会産婦人科レビューコース　社会医療法人生長会　講師 1 名派遣

3月 31 日 鹿児島大学医学部・歯学部付属病院 歯科医師臨床研修管理委員会 1 名参加

【看護部】

4月 4日 第 42 回鹿児島県減菌業務研究会　座長 1 名派遣

4月 5日・18 日／ 5月 8日／ 6月 6日／ 9月 5日／ 10 月 3 日／ 11 月 7 日／ 12 月 5 日／ 1月 9日／

2月 13 日／ 3月 12 日／ 3月 19 日

 鹿児島看護協会　看護師職能委員会 1 名参加

4月 10 日／ 5月 11 日／ 6月 19 日／ 10 月 6 日／ 11 月 16 日／ 2月 17 日／ 3月 11 日

 鹿児島県看護協会　看護の日・週刊行事実行委員会 1 名参加

4月 25 日／ 8月 8日 

 鹿児島県看護協会　運営委員会 1 名参加

5月 9日 日本看護協会通常総会・全国職能別交流集会 1 名参加

5月 9日／ 7月 4日／ 9月 12 日

 鹿児島県看護協会　理事会 1 名参加

5月 22 日／ 7月 17 日／ 11 月 27 日

 日本感染管理ベストプラクティス研究会　アドバイザー 1 名派遣

5月 23 日 看護師研修会議 1 名参加

5月 23 日 日本看護連盟通常総会代議員研修 1 名参加

5月 28 日／ 7月 23 日／ 8月 22 日／ 10 月 22 日／ 12 月 24 日／ 1月 30 日／ 3月 24 日

 鹿児島県看護協会　鹿児島地区安全情報ネットワーク会議 1 名参加

5月 30 日 鹿児島県看護協会通常総会及び職能合同集会 1 名参加

6月 2日 日本看護連盟通常総会決起大会 1 名参加

6月 2日 日本看護連盟都道府県会長・幹事長・支部長合同会議研究会 1 名参加

6月 6日 創傷管理クローズドセミナー　看護師視点で考える創傷管理

 PICO 創傷治療システムに関する症例検討会

 四肢創傷（手指 :熱傷、母趾：外傷）への PICO 使用症例　講師 1 名派遣

6月 9日 中東呼吸器症候群への対応に関する意見交換会 1 名参加

6月 13 日 鹿児島県看護協会　鹿児島地区集会 1 名参加

6月 13 日 鹿児島県鹿児島地区評議員会 1 名参加

6月 16 日 社会福祉法厚生会　介護老人福祉施設　睦園

 園内研修「感染症予防及び蔓延防止について」講師 1 名派遣

6月 17 日 鹿児島市医療介護連携ネットワーク西部地区連携の会 2 名参加

6月 18 日 重症熱性血小板減少症候群（SFTS）研修会 1 名参加

6月 19 日 医療安全管理者フォローアップ研修会 1 名参加

6月 19 日 医療安全研修 1 名参加

6月 20 日 鹿児島県看護協会南薩地区集会 1 名参加

田学園看護専門学校　 常 講師一 表
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6月 23 日・27 日／ 7月 30 日／ 8月 28 日／ 9月 13 日／ 10 月 3 日／ 11 月 16 日／ 2月 5日／ 3月 5日　 

 助産師職能委員会 1 名参加

6月 26 日 鹿児島県看護協会評議員会 1 名参加

6月 27 日 第 3 回鹿児島セーフティマネジメント研究会　講師 1 名派遣

6月 26 日／ 9月 25 日／ 11 月 27 日／ 2月 26 日

 鹿児島県看護協会　鹿児島地区役員会・評議員会 1 名参加

6月 27 日 鹿児島セーフティマネジメント研究会 1 名参加

7月 4日 鹿児島市スポーツ推進委員会 1 名参加

7月 23 日 鹿児島県看護協会　鹿児島地区再就業支援セミナー　講師

 「救急対応」「院内感染防止」 2 名派遣

7月 23 日 鹿児島地区医療安全情報ネットワーク会議 1 名参加

7月 23 日 鹿児島県看護協会　平成 27 年度第 1回鹿児島地区再就業支援セミナー

 「院内感染防止」講師 1 名派遣

7月 27 日 母子保健連絡会議 1 名参加

8月 8日／ 1月 23 日／ 3月 19 日

 鹿児島県看護協会　研究倫理委員会 1 名参加

8月 3日／ 3月 11 日

 日本看護協会　全国職能委員長会議 1 名参加

8月 22 日 鹿児島県医療安全情報ネットワーク会議 1 名参加

8月 23 日 鹿児島県小児保健協会　理事会 1 名参加

8月 27 日 鹿児島県母性衛生学会役員会 1 名参加

9月 12 日 鹿児島救急医学会　第 44 回看護部会　シンポジスト 1 名派遣

9月 13 日／ 10 月 3 日 

 鹿児島県看護協会　助産師研修会 1 名参加

9月 17 日 八反丸病院　院内研修

 「院内感染対策について～院内ラウンドを通して～」講師 1 名派遣

9月 25 日 鹿児島県看護協会評議員会 1 名参加

10 月 3 日 鹿児島県看護連盟青年部会委員会 1 名参加

10 月 11 日 快護生活フェス！福祉機器展＆セミナー in かごしま　講師

 「スキンケアってなに？～褥瘡予防に繋がるスキンケア対策を学ぶ～」

  1 名派遣

10 月 22 日 鹿児島地区医療安全情報ネットワーク会議 1 名参加

10 月 24 日 平成 27 年度第 3回鹿児島市スポーツ推進委員会 1 名参加

10 月 31 日 オストメイトと家族の集い

 第 1回公開講座「スマートケアの基本理念と実践」講師 1 名派遣

11 月 24 日 鹿児島医療技術専門学校　看護教育研修会 2 名参加

11 月 27 日 鹿児島県看護協会評議員会 1 名参加

12 月 1 日・4日 第 3回救急隊員症例検討会　参加講習会　講師

 対象：鹿児島市中央・南・西 3消防署救急隊員 60 名 9 名派遣

12 月 6 日 九州ブロックポリナビワークショップ in 宮崎 1 名参加

12 月 11 日 ブロック別都道府県・エイズ拠点病院等連絡会議 1 名参加

12 月 12 日 鹿児島県看護協会　事業検討会 1 名参加

12 月 12 日／ 1月 16 日・30 日／ 2月 13 日・14 日

 鹿児島県看護協会　新人助産師合同研修会 1 名参加

12 月 22 日 鹿児島地区医療安全情報ネットワーク会議 1 名参加

1月 20 日 鹿児島県医療法人協会立　看護専門学校実習指導者会議 1 名参加

1月 30 日 鹿児島県医療安全情報ネットワーク会議 1 名参加

2月 12 日 ナースセンター事業運営委員会 1 名参加

2月 13 日 鹿児島県看護協会　鹿児島地区研修会 1 名参加

2月 13 日 医療安全研修 1 名参加

2月 16 日 小児在宅療養研修会～ NICU から在宅へ～ 「NICU からの退院支援」講師 1 名派遣

2月 26 日 鹿児島県鹿児島地区評議員会 1 名参加

2月 26 日 小児在宅医療検討会 1 名参加

3月 5日 宮崎県産婦人科医院従事者研修会

 第 20 回ひむかセミナー「NICU から退院支援」講師 1 名派遣

3月 12 日 平成 27 年度第 4回鹿児島市スポーツ推進委員会 社会体育指導者研修会 1 名参加

3月 15 日 都道府県医療・介護連携調整実証事業にかかる医療・介護合同会議 1 名参加

3月 18 日 地域連携 Net Works 情報交換会 1 名参加

3月 23 日 新人看護職員卒後研修検討会 1 名参加

3月 23 日 小児在宅推進事業連携実務検討会 1 名参加

3月 24 日 鹿児島地区医療安全情報ネットワーク会議 1 名参加

【リハビリテーション部】

2月 20 日 パネル討議「誤嚥性肺炎の予防」講師 1 名派遣

【中央放射線部】

8月 1日 FRT 九州講演会　MRI 検査講師 1 名派遣

8月 7日 第 21 回乳がん検診従事者研修会 3 名参加

8月 21 日 第 2 回乳がん検診均てん化研修会 4 名参加

9月 18 日 第 1 回肺がん検診均てん化研修会 5 名参加

10 月 3 日･4 日 九州 GYRO ミーティング　MRI 検査講師 1 名派遣

10 月 30 日 低線量 CT 肺がん検診研修会 4 名参加

1月 31 日 診療放射線技師基礎技術講習会　MRI 検査講師 1 名派遣

2月 1日･30 日 鹿児島県臨床工学技士会　新年教育セミナー　講師 1 名派遣

2月 19 日 第 2 回肺がん検診均てん化研修会 5 名参加

2月 27 日 乳がん検診均てん化研修会 2 名参加

3月 11 日 乳がん検診従事者研修会 1 名参加

3月 26 日 放射線技師危機管理士部会研修会　MRI 検査講師 1 名派遣

【臨床工学部】

5月 17 日 宮崎県臨床工学技士会教育講演　講師 1 名派遣

9月 6日 九州臨床工学技士会共催学術セミナー 2　日本光電九州株式会社　講師 1 名派遣

9月 26 日 南九州急性血液浄化技術検討会　東レ・メディカル株式会社　講師 1 名派遣

3月 26 日 第 6 回呼吸器療法セミナー　講師 1 名派遣

【薬剤部】

4月 15 日／ 7月 15 日／ 10 月 21 日／ 1月 20 日

 薬薬連携会議 2 名参加

5月 20 日／ 8月 19 日／ 11 月 18 日／ 2月 17 日

 がん化学療法薬薬連携研修会 15 名参加

3月 15 日 がん化学療法に関する合同研修会 15 名参加

【栄養管理部】

4月 22 日 リハビリテーション栄養　今とこれからを考える 8 名参加

5月 30 日 新生児栄養フォーラム 1 名参加

6月 13 日 第 12 回鹿児島 NST 研究会 3 名参加

6月 20 日 第 11 回ぴくるすの会研究会 3 名参加

8月 17 日 ウィズガス食フォーラム 2015 1 名参加

8月 27 日 株式会社南給　特別講演　美味しい病院食～とくに高血圧と塩分について～ 1 名参加

8月 28 日 鹿児島県リハビリテーション栄養セミナー 4 名参加

9月 8日 第 2回関係職種技術向上のための研修会 3 名参加

10 月 9 日 スマイルケア食についての研修会 6 名参加

10 月 13 日 平成 27 年度　給食施設従事者研修会 1 名参加

10 月 14 日 第 3 回関係職種技術向上のための研修会 2 名参加

10 月 17 日 運動器の 10 年・骨と関節の日県民公開講座 1 名参加

10 月 24 日 第 11 回鹿児島摂食嚥下リハビリテーション研究会 1 名参加

10 月 24 日 姶良・伊佐地域振興局管内給食施設連絡協議会研修会 1 名参加

10 月 27 日 ネスレセミナー　in 鹿児島 2 名参加

11 月 11 日 平成 27 年度第 2回鹿児島県肝疾患診療連携ネットワーク研修会 3 名参加

3月 19 日 在宅褥瘡セミナー「栄養管理」　講師 1 名派遣

【在宅医療部】

8月 28 日 在宅医療推進研修会 1 名参加

9月 4日 ストレスチェック制度 1 名参加

10 月 10 日 腸内ケアのすすめ 1 名参加

11 月 12 日 介護サービスの質の向上に資する研修会 1 名参加

3月 13 日 地域包括ケアにおける緩和ケア 1 名参加

3月 16 日 H28 年度診療報酬改定研修会 1 名参加

【診療補助部】

6月 15 日 第 1 回鹿児島診療情報管理研究会セミナー 4 名参加

【緩和医療課】

4月 25 日 尊厳死協会かごしま総会講演　「健やかに生き安らかに旅立つために」講師 1 名派遣

5月 27 日 国保診療施設看護師長研修会　「在宅医療の現状と緩和ケア」講師 1 名派遣

【事務部】

8月 6日 南九州地区洋上救急支援協議会 1 名参加

9月 11 日･12 日 第 19 回全国病院広報研究大会　HIS フォーラム 2015 in 釧路 1 名参加

11 月 28 日 第 4 回九州・沖縄ブロック　地域相談支援フォーラム in 鹿児島　実行委員 1 名参加

1月 16 日･17 日 ALSO プロバイダーコース＠鹿児島 5 名参加

2月 16 日 小児在宅療養研修会　鹿児島県医師会館 5 名参加

3月 12 日 小児在宅療養研修会　天文館ビジョンホール 3 名参加

１９．入院患者不在者投票

4 月 12 日 執行鹿児島県議会議員選挙　不在者投票 16 名実施

2月 28 日 執行東串良町長及び東串良町議会議員補欠選挙　不在者投票 1 名実施

２０．その他の活動報告

4 月 1 日 鹿児島大学臨床教授委託

 昇卓夫･濵之上雅博･松永俊二･丸山芳一･西澤輝彦･米田敏･白濱浩･田代幸恵･長堂竜維

 鹿児島大学臨床准教授委託　川畠寿史

6月 24 日 鹿児島県赤十字血液センター献血 25 名

10 月 5 日 産科退院患者による「おぎゃー献金」を日母おぎゃー献金基金へ献金　 22,700 円

11 月 26 日 鹿児島県赤十字血液センター献血 17 名

12 月 28 日 リレー・フォー・ライフかごしまへ募金 112,901 円

２１．表彰
鹿児島県看護協会会長表彰 師長　上ノ町和子
8月 10 日 厚生労働省　平成 27 年度母子保健厚生労働大臣表彰 小児科部長　鉾之原昌

１ ･ の 、 ･ ･ へ講師 的 派遣

【医師】

鹿児島歯科学院専門学校技工士科　 常 講師 歯科部長　 田 ミ子

鹿児島県立 大学　 常 講師 4月～7月 週 日　小児科部長　 田

鹿児島大学小児科外 実務研修　 常 講師 週 日　小児科部長　 田

長崎大学病院　 常 講師 歯科 外科部長　 田雅

鹿児島県消防学校　 常 講師 5月22日／6月1日／1月22日／2月1日　 科　西山

【看護部】

7月17日 鹿児島市立 中学校　家 教育学  講師　看護 部長　 ひと

11月11日・19日・25日

 国立病院機 　鹿児島医療センター付属看護専門学校 講師　NICU師長　 川 子

11月11日 田学園看護専門学校　 常 講師

 科 ： タリングの 的と 法 救急 定看護師　 夫

11月19日 田学園看護専門学校　 常 講師

 科 ：放射線療法と看護 放射線 定看護師　 こ え

11月19日 田学園看護専門学校　 常 講師

 科 ：化学療法と看護 がん化学療法 定看護師　 原 美

11月20日 田学園看護専門学校　 常 講師

 科 ：安 療法、食事用法、人工臓器 師長　中 子

11月24日 田学園看護専門学校　 常 講師

 科 ： 吸 、吸 、ドレナージ 慢性呼吸器疾患 定看護師　立 子

12月2日・16日 高等学校看護学科専門課  講師　がん化学療法 定看護師　 原 美

12月17日 学園専修学校　講師 看護師　山 恵

【中央放射線部】

2月1日・8日・17日

 鹿児島医療技術専門学校　診療 技術学  　講師　放射線技師　 田 一

１ ． 院の 、 の 入 、 、 、
、 、

【医師】

鹿児島大学医学部医学科 6年臨床医学学外実習

 外科 4 月 28 日～ 5月 30 日 1 名

鹿児島大学医学部医学科 5年学外臨床実習（ポリクリ）

 科 週 日 1 ～ 2 名

鹿児島大学医学部医学科 5年学外臨床実習（ポリクリ）

 外科 週 日・ 週金 日 1 ～ 2 名

鹿児島大学医学部医学科 5年学外臨床実習（ポリクリ）

 整 外科 週 日 1 ～ 2 名

鹿児島大学医学部医学科 5年学外臨床実習（ポリクリ）

 呼吸器外科 不定  1 名

鹿児島大学医学部医学科 4年シ ドウイング

 呼吸器内科 5 月 15 日・19 日／ 6月 12 日／ 7月 10 日 （ 1 名の 4名）

鹿児島大学医学部医学科 4年シ ドウイング

 内科 4 月 10 日／ 5月 15 日・29 日／ 6月 12 日・26 日 （ 1 名の 5名）

鹿児島大学医学部医学科 4年シ ドウイング

 呼吸器外科 4月 10 日／ 5月 22 日／ 6月 12 日／ 6月 26 日／ 7月 10 日 （ 1 名の 5名）

鹿児島大学医学部医学科 4年シ ドウイング

 外科 4月 17 日・24 日／ 5月 15 日／ 6月 12 日・26 日／ 7月 10 日 （ 1 名の 6名）

鹿児島大学医学部医学科 3年シ ドウイング

 呼吸器外科 10 月 2 日・16 日・30 日／ 11 月 13 日 （ 1 名の 4名）

鹿児島大学医学部医学科 3年シ ドウイング

 呼吸器内科 10 月 2 日・16 日／ 11 月 6 日・27 日 （ 1 名の 4名）

鹿児島大学医学部医学科 3年シ ドウイング

 内科 10 月 2 日・23 日／ 11 月 13 日／ 12 月 4 日 （ 1 名の 4名）

鹿児島大学医学部医学科 3年シ ドウイング

 外科 10 月 16 日・30 日／ 11 月 13 日／ 12 月 4 日 （ 1 名の 4名）

鹿児島大学医学部医学科 3年生

 病理診 科 8 月 7 日・12 日・14 日 7 名

【看護部】

原田学園鹿児島医療技術専門学校（小児看護学） 112 日  14 名

田学園看護専門学校（成人看護学・老年看護学・母性看護学・NICU・小児看護学・ 合実習）

 2616 日  254 名

医療法人協会立看護専門学校（成人看護学・母性看護学） 300 日  75 名

医療法人協会立看護専門学校（基礎看護学） 180 日  30 名

学園専修学校（成人看護学・老年看護学・母性看護学・小児看護学・NICU） 384 日  80 名

学園専修学校（基礎看護学） 240 日  35 名

学園高等部看護学科基礎課 （基礎看護学） 192 日  12 名

学園高等部看護学科専門課  （成人看護学・老年看護学・母性看護学・小児看護学・NICU）

 800 日  120 名

高等学校看護学科専門課 （成人看護学・母性看護学） 696 日  58 名

鹿児島中央看護専門学校 2年課 （小児看護学・母性看護学） 696 日  106 名

鹿児島中央看護専門学校 2年課 （在宅看護） 128 日  16 名

田学園看護専門学校（在宅看護） 212 日  106 名

学園高等部看護学科専門課 （在宅看護） 60 日  30 名

鹿児島高等看護学院（成人看護学） 48 日  4 名

西高校（インタ ンシップ） 7 月 7 日～ 10 日 3 日  3 名

鹿児島東高等学校（インタ ンシップ） 11 月 17 日～ 19 日 2 日  2 名

九州看護福祉大学（インタ ンシップ） 7 月 24 日 1 日  1 名

館高校看護科専門課 （インタ ンシップ）   7 月 27 日・28 日 2 日  1 名

赤 学園　タラ看護専門学校（インタ ンシップ） 8 月 3 日 1 日  2 名

【リハビリテーション部】

リハビリテーション学院　長 （ 業療法学） 4 月 7 日～ 6月 19 日 11 週  1 名

鹿児島医療技術専門学校 長 I（理学療法学） 5 月 4 日～ 7月 10 日 10 週  1 名

鹿児島医療福祉専門学校 第 3学年長 臨床実習（理学療法学） 5 月 11 日～ 7月 18 日 10 週  2 名

九州看護保健福祉大学　第 4学年臨床実習 （理学療法学） 5 月 11 日～ 7月 4日 8 週  1 名

本保健科学大学　第 4学年長 実習 （ 業療法学） 5 月 11 日～ 7月 3日 8 週  1 名

沖縄リハビリテーション福祉学院　第 3学年長 臨床実習（ 業療法学）

 5 月 11 日～ 7月 11 日 9 週  1 名

学園専修学校　第 3学年臨床実習（ 業療法学） 6 月 22 日～ 8月 15 日 8 週  1 名

鹿児島大学　第 4学年臨床実習（理学療法学） 7 月 21 日～ 9月 11 日 8 週  1 名

鹿児島医療福祉専門学校　第 2学年臨床検査 定実習（理学療法学）

 7 月 27 日～ 8月 1日 1 週  1 名

宮崎リハビリテーション学院　第 3学年臨床実習 （理学療法学）

 7 月 27 日～ 10 月 9 日 11 週  1 名

学園専修学校　第 1学年見学実習（ 業療法学） 7 月 29 日～ 8月 1日 3 日  1 名

鹿児島医療技術専門学校　第 4学年臨床実習（ 業療法学） 8 月 3 日～ 10 月 9 日 10 週  1 名

九州中央リハビリテーション学院　第 4学年臨床実習 （ 業療法学）

 8 月 10 日～ 10 月 3 日 8 週  1 名

九州保健福祉大学　第 1学年見学実習（ 業療法学） 8 月 17 日 1 日  1 名

九州看護福祉大学　第 3学年臨床実習（理学療法学） 11 月 24 日～ 12 月 12 日 3 週  1 名

福 リハビリテーション専門学校　第 3学年長 臨床実習（理学療法学）

 1 月 12 日～ 3月 2日 8 週  1 名

鹿児島医療福祉専門学校　第 3学年評 実習（ 療法学）

 1 月 25 日～ 2月 19 日 3 週  1 名

鹿児島医療福祉専門学校　第 2学年臨床評 実習（理学療法学） 2 月 1 日～ 2月 20 日 3 週  2 名

鹿児島医療福祉専門学校　第 1学年介護体 実習（理学療法学） 2 月 22 日～ 2月 24 日 3 日  2 名

鹿児島医療技術専門学校　第 1学年臨床見学体 実習（理学療法学）

 2 月 22 日～ 2月 26 日 1 週  1 名

【中央放射線部】

鹿児島医療技術専門学校　診療放射線技術学科4年生 6月1日～6月26日 25日  2名

鹿児島医療技術専門学校　診療放射線学科4年生 6月29日～7月24日 25日  2名

鹿児島医療技術専門学校 診療放射線学科4年生 9月1日～9月30日 29日  2名

鹿児島医療技術専門学校　診療放射線学科3年生 10月1日～10月31日 30日  2名

【薬剤部】

九州保健福祉大学薬学部5年生　長 実務実習  9月7日～11月21日 75日  2名

【栄養管理部】

大学 大学部食 栄養学科2年　臨地・校外実習（病院給食実習） 8月31日～9月4日 1名

九州 子大学　家 学部　栄養学科3年　臨地実習（ ）校外学習 3月7日～3月18日 1名

【在宅医療部】

田学園看護専門学校 4月13日～9月17日 157日  15名

鹿児島中央看護専門学校2年課 （通 制）看護科 7月27日～8月27日 31日  23名

学園高等部　看護学科専門課  6月29日～12月18日 172日  21名

１ ． ･研修･ 会 の 、 、 の 入

【看護部】

 FIRST N R  新生児内科　リハビリテーション見学 2名

4月10日 YT　～NICU・フォローアップ外 ～

6月26日 鹿児島看護専門学校　教員研修（ 東病 ） 2名

7月21日 今 病院分院（新生児内科（NICU・GCU）見学 6名

7月24日 鹿児島高等学校　 れ い看護体  3名

7月24日 高校　 れ い看護体  2名

7月24日 鹿児島 子高等学校　 れ い看護体  2名

7月29日 鹿児島実業高校　 れ い看護体  3名

7月29日 松 高校　 れ い看護体  1名

7月29日 鹿児島高等学校 れ い看護体  1名

8月3日 医療法人育成会　 病院　（褥瘡管理課） 2名

10月21日 第2回鹿児島県地区再就職支援セミナー実施研修 3名

【中央放射線部】

7月18日 西高校　インターンシップ研修 2名

8月17日 大学福 医療技術学部 1名

8月20日 鹿児島県臨床研修病院見学ツアー 1名

10月30日 九州保健福祉大学薬学部 1名

11月18日 東高校インターンシップ研修 2名

2月2日 名 館高校　インターンシップ 2名

【中央臨床検査部】

3月8日 本保健科学大学　医学検査学科3年生 1名

3月10日 川県立保健医療大学　臨床検査学科3年生 1名

3月14日～18日 山 大学　検査技術科学専 3年生 3名

【臨床工学部】

6月1日～13日 九州保健福祉大学　病院実習 1名

6月15日～27日 九州保健福祉大学　病院実習 1名

【薬剤部】

4月2日 九州保健福祉大学卒業生 1名

4月6日 第一薬科大学卒業生 1名

4月20日 九州保健福祉大学6年生 1名

5月7日 大学6年生 1名

5月7日 福 大学6年生 1名

5月13日 長崎大学6年生 1名

5月15日 長崎大学6年生 1名

12月11日 薬科大学5年生 1名

1月26日～29日 長田中学校　職 体 学習 3名

2月16日 島大学5年 1名

3月15日 大学5年生 1名

3月22日 広島国 大学5年生 1名

3月24日 九州保健福祉大学5年生 1名

3月28日 九州保健福祉大学5年生 2名

3月28日 広島国 大学5年生 1名

3月29日 九州保健福祉大5年生 1名

3月29日 福 大学5年生 1名

3月30日 本大学5年生 2名

【栄養管理部】

7月8日 鹿児島 西高校　トータルエステティック科・フ ッションデザイン科

 「病院における栄養士の役 」「給食体 」 3名

11月18日 鹿児島東高校　 通科1年生　インターンシップ

 「病院における栄養士の役 」「給食体 」 2名

1月26日 鹿児島生協病院　NST見学 3名

2月2日 館高校　 通科2年生　インターンシップ 2名

【緩和医療課】

1月18日 田上 念病院　 っとサロン今給 見学 3名

【消防・救 士】

5月11日～22日 救急救 士　就業 病院実習 2名

8月24日～3月31日

 救急振興 　救急救 士実習 1名

10月19日～26日 11月30日～12月7日 12月7日～14日 2月29日～3月7日

 救 士　病院実習 　 1名　 4名

2月1日～2月7日 救急振興 　救急救 士実習 4名

2月12日 鹿児島県消防学校救急科　病院実習 2名
 
【事務部】

3月16日 整 外科 病院　病院見学（診療情報管理部） 2名

１ ． 活動･ 活動･ 活動

【医師】

8月・3月 医師会 催　子 予防 種週 　予防 種推進 1名参加

11月14日 機で くドイツ ～ として ～（80名 ） 1名参加

3月6日 鹿児島マラ ン2016　救護  1名派遣

【看護部】

4月12日 おご プロジェクト2015 LO  49　子宮 がんイベント 3名派遣

5月12日 看護の日 念式  1名派遣

5月16日 1日ま の保健  1名派遣

5月16日 「看護の日・看護週 」1日ま の保健 　 ランティア 4名派遣

6月7日 第24回九州バレー ール交 大会　 ランティア 1名派遣

8月1日 第50回鹿児島市民大会開会式役員委託 1名派遣

8月22日 24 テレビ　 いをつな 　鹿児島・ リレー 1名派遣

9月5日 ま の保健 （第36回看護展） ランティア 1名派遣

9月19日 鹿児島市立病院NCPR研修協 員 3名派遣

9月19日・20日 第69回県民体育大会応援 1名派遣

11月18日 南日本リビング社「鹿児島キラリ 性大 」審査員 1名派遣

1月28日 第49回鹿児島県保健看護研究会協 員 1名派遣

2月13日 第63回県下一 市 対 機電 大会　 ランティア 1名派遣

3月18日 平成27年度薩摩地区MC協議会 業部会 1名派遣

【中央放射線部】　

5月9日・10日 リレー・フォー・ライフ・ジ パンかごしま 2名参加

10月4日 市民健 　実行委員 1名派遣

10月18日 ンクリ ン in k os i 2015 2名派遣

12月20日 原子 防 　実行委員 2名派遣

3月20日 ンクリ ンフェスタ　実行委員 2名派遣

【栄養管理部】

8月22日 がん患者サロン っとサロン今給 　ミ 会「 血を予防しよ 」 1名参加

10月4日 第32回市民健 まつ 　栄養相談 2名参加

【病理部】

4月12日 おご プロジェクト2015 LO  49　子宮 がんイベント 2名参加

11月10日 検査と健 展 1名参加

【緩和医療課】

5月9日 「リレー・フォー・ライフ・ジ パンかごしま」　相談員派遣協  2名派遣

１８．主な公的会議･研修会への参加、講師派遣

【医師】

がん拠点病院関連会議 1 名参加

ターナー症候群家族会　「MIRAI の会」　年 2回定例会 1 名参加

鹿児島県小児慢性特定疾患対策協議会委員　年 12 回審査会　年 1回委員会 1 名参加

4月～ 11 月 鹿児島市学校腎臓健診会議（判定会議）委員　年 6回 1 名参加

5月 25 日 エドキサバンフォーラム in 鹿児島 血栓症のトータルメネージメント 講師 1 名派遣

5月 25 日･26 日 鹿児島市消防局　救急隊員症例検討会 1 名派遣

7月 23 日 鹿児島県エイズ対策連絡協議会　委員 1 名派遣

9月 2日･3 日 救急隊員症例検討会 講師 1 名派遣

9月 10 日 鹿児島県教育委員会 鹿児島県新規採用養護教諭研修会 講師 1 名派遣

10 月 10 日 鹿児島県公的病院総会 1 名参加

12 月 1 日･4 日 第 3 回救急隊員症例検討会　参加講習会　講師

 対象：鹿児島市中央・南・西 3消防署救急隊員 60 名対象 1 名派遣

2月 2日･24 日 薩摩地域救急業務高度化協議会 1 名参加

2月 13 日･14 日 第 6 回生長会産婦人科レビューコース　社会医療法人生長会　講師 1 名派遣

3月 31 日 鹿児島大学医学部・歯学部付属病院 歯科医師臨床研修管理委員会 1 名参加

【看護部】

4月 4日 第 42 回鹿児島県減菌業務研究会　座長 1 名派遣

4月 5日・18 日／ 5月 8日／ 6月 6日／ 9月 5日／ 10 月 3 日／ 11 月 7 日／ 12 月 5 日／ 1月 9日／

2月 13 日／ 3月 12 日／ 3月 19 日

 鹿児島看護協会　看護師職能委員会 1 名参加

4月 10 日／ 5月 11 日／ 6月 19 日／ 10 月 6 日／ 11 月 16 日／ 2月 17 日／ 3月 11 日

 鹿児島県看護協会　看護の日・週刊行事実行委員会 1 名参加

4月 25 日／ 8月 8日 

 鹿児島県看護協会　運営委員会 1 名参加

5月 9日 日本看護協会通常総会・全国職能別交流集会 1 名参加

5月 9日／ 7月 4日／ 9月 12 日

 鹿児島県看護協会　理事会 1 名参加

5月 22 日／ 7月 17 日／ 11 月 27 日

 日本感染管理ベストプラクティス研究会　アドバイザー 1 名派遣

5月 23 日 看護師研修会議 1 名参加

5月 23 日 日本看護連盟通常総会代議員研修 1 名参加

5月 28 日／ 7月 23 日／ 8月 22 日／ 10 月 22 日／ 12 月 24 日／ 1月 30 日／ 3月 24 日

 鹿児島県看護協会　鹿児島地区安全情報ネットワーク会議 1 名参加

5月 30 日 鹿児島県看護協会通常総会及び職能合同集会 1 名参加

6月 2日 日本看護連盟通常総会決起大会 1 名参加

6月 2日 日本看護連盟都道府県会長・幹事長・支部長合同会議研究会 1 名参加

6月 6日 創傷管理クローズドセミナー　看護師視点で考える創傷管理

 PICO 創傷治療システムに関する症例検討会

 四肢創傷（手指 :熱傷、母趾：外傷）への PICO 使用症例　講師 1 名派遣

6月 9日 中東呼吸器症候群への対応に関する意見交換会 1 名参加

6月 13 日 鹿児島県看護協会　鹿児島地区集会 1 名参加

6月 13 日 鹿児島県鹿児島地区評議員会 1 名参加

6月 16 日 社会福祉法厚生会　介護老人福祉施設　睦園

 園内研修「感染症予防及び蔓延防止について」講師 1 名派遣

6月 17 日 鹿児島市医療介護連携ネットワーク西部地区連携の会 2 名参加

6月 18 日 重症熱性血小板減少症候群（SFTS）研修会 1 名参加

6月 19 日 医療安全管理者フォローアップ研修会 1 名参加

6月 19 日 医療安全研修 1 名参加

6月 20 日 鹿児島県看護協会南薩地区集会 1 名参加

6月 23 日・27 日／ 7月 30 日／ 8月 28 日／ 9月 13 日／ 10 月 3 日／ 11 月 16 日／ 2月 5日／ 3月 5日　 

 助産師職能委員会 1 名参加

6月 26 日 鹿児島県看護協会評議員会 1 名参加

6月 27 日 第 3 回鹿児島セーフティマネジメント研究会　講師 1 名派遣

6月 26 日／ 9月 25 日／ 11 月 27 日／ 2月 26 日

 鹿児島県看護協会　鹿児島地区役員会・評議員会 1 名参加

6月 27 日 鹿児島セーフティマネジメント研究会 1 名参加

7月 4日 鹿児島市スポーツ推進委員会 1 名参加

7月 23 日 鹿児島県看護協会　鹿児島地区再就業支援セミナー　講師

 「救急対応」「院内感染防止」 2 名派遣

7月 23 日 鹿児島地区医療安全情報ネットワーク会議 1 名参加

7月 23 日 鹿児島県看護協会　平成 27 年度第 1回鹿児島地区再就業支援セミナー

 「院内感染防止」講師 1 名派遣

7月 27 日 母子保健連絡会議 1 名参加

8月 8日／ 1月 23 日／ 3月 19 日

 鹿児島県看護協会　研究倫理委員会 1 名参加

8月 3日／ 3月 11 日

 日本看護協会　全国職能委員長会議 1 名参加

8月 22 日 鹿児島県医療安全情報ネットワーク会議 1 名参加

8月 23 日 鹿児島県小児保健協会　理事会 1 名参加

8月 27 日 鹿児島県母性衛生学会役員会 1 名参加

9月 12 日 鹿児島救急医学会　第 44 回看護部会　シンポジスト 1 名派遣

9月 13 日／ 10 月 3 日 

 鹿児島県看護協会　助産師研修会 1 名参加

9月 17 日 八反丸病院　院内研修

 「院内感染対策について～院内ラウンドを通して～」講師 1 名派遣

9月 25 日 鹿児島県看護協会評議員会 1 名参加

10 月 3 日 鹿児島県看護連盟青年部会委員会 1 名参加

10 月 11 日 快護生活フェス！福祉機器展＆セミナー in かごしま　講師

 「スキンケアってなに？～褥瘡予防に繋がるスキンケア対策を学ぶ～」

  1 名派遣

10 月 22 日 鹿児島地区医療安全情報ネットワーク会議 1 名参加

10 月 24 日 平成 27 年度第 3回鹿児島市スポーツ推進委員会 1 名参加

10 月 31 日 オストメイトと家族の集い

 第 1回公開講座「スマートケアの基本理念と実践」講師 1 名派遣

11 月 24 日 鹿児島医療技術専門学校　看護教育研修会 2 名参加

11 月 27 日 鹿児島県看護協会評議員会 1 名参加

12 月 1 日・4日 第 3回救急隊員症例検討会　参加講習会　講師

 対象：鹿児島市中央・南・西 3消防署救急隊員 60 名 9 名派遣

12 月 6 日 九州ブロックポリナビワークショップ in 宮崎 1 名参加

12 月 11 日 ブロック別都道府県・エイズ拠点病院等連絡会議 1 名参加

12 月 12 日 鹿児島県看護協会　事業検討会 1 名参加

12 月 12 日／ 1月 16 日・30 日／ 2月 13 日・14 日

 鹿児島県看護協会　新人助産師合同研修会 1 名参加

12 月 22 日 鹿児島地区医療安全情報ネットワーク会議 1 名参加

1月 20 日 鹿児島県医療法人協会立　看護専門学校実習指導者会議 1 名参加

1月 30 日 鹿児島県医療安全情報ネットワーク会議 1 名参加

2月 12 日 ナースセンター事業運営委員会 1 名参加

2月 13 日 鹿児島県看護協会　鹿児島地区研修会 1 名参加

2月 13 日 医療安全研修 1 名参加

2月 16 日 小児在宅療養研修会～ NICU から在宅へ～ 「NICU からの退院支援」講師 1 名派遣

2月 26 日 鹿児島県鹿児島地区評議員会 1 名参加

2月 26 日 小児在宅医療検討会 1 名参加

3月 5日 宮崎県産婦人科医院従事者研修会

 第 20 回ひむかセミナー「NICU から退院支援」講師 1 名派遣

3月 12 日 平成 27 年度第 4回鹿児島市スポーツ推進委員会 社会体育指導者研修会 1 名参加

3月 15 日 都道府県医療・介護連携調整実証事業にかかる医療・介護合同会議 1 名参加

3月 18 日 地域連携 Net Works 情報交換会 1 名参加

3月 23 日 新人看護職員卒後研修検討会 1 名参加

3月 23 日 小児在宅推進事業連携実務検討会 1 名参加

3月 24 日 鹿児島地区医療安全情報ネットワーク会議 1 名参加

【リハビリテーション部】

2月 20 日 パネル討議「誤嚥性肺炎の予防」講師 1 名派遣

【中央放射線部】

8月 1日 FRT 九州講演会　MRI 検査講師 1 名派遣

8月 7日 第 21 回乳がん検診従事者研修会 3 名参加

8月 21 日 第 2 回乳がん検診均てん化研修会 4 名参加

9月 18 日 第 1 回肺がん検診均てん化研修会 5 名参加

10 月 3 日･4 日 九州 GYRO ミーティング　MRI 検査講師 1 名派遣

10 月 30 日 低線量 CT 肺がん検診研修会 4 名参加

1月 31 日 診療放射線技師基礎技術講習会　MRI 検査講師 1 名派遣

2月 1日･30 日 鹿児島県臨床工学技士会　新年教育セミナー　講師 1 名派遣

2月 19 日 第 2 回肺がん検診均てん化研修会 5 名参加

2月 27 日 乳がん検診均てん化研修会 2 名参加

3月 11 日 乳がん検診従事者研修会 1 名参加

3月 26 日 放射線技師危機管理士部会研修会　MRI 検査講師 1 名派遣

【臨床工学部】

5月 17 日 宮崎県臨床工学技士会教育講演　講師 1 名派遣

9月 6日 九州臨床工学技士会共催学術セミナー 2　日本光電九州株式会社　講師 1 名派遣

9月 26 日 南九州急性血液浄化技術検討会　東レ・メディカル株式会社　講師 1 名派遣

3月 26 日 第 6 回呼吸器療法セミナー　講師 1 名派遣

【薬剤部】

4月 15 日／ 7月 15 日／ 10 月 21 日／ 1月 20 日

 薬薬連携会議 2 名参加

5月 20 日／ 8月 19 日／ 11 月 18 日／ 2月 17 日

 がん化学療法薬薬連携研修会 15 名参加

3月 15 日 がん化学療法に関する合同研修会 15 名参加

【栄養管理部】

4月 22 日 リハビリテーション栄養　今とこれからを考える 8 名参加

5月 30 日 新生児栄養フォーラム 1 名参加

6月 13 日 第 12 回鹿児島 NST 研究会 3 名参加

6月 20 日 第 11 回ぴくるすの会研究会 3 名参加

8月 17 日 ウィズガス食フォーラム 2015 1 名参加

8月 27 日 株式会社南給　特別講演　美味しい病院食～とくに高血圧と塩分について～ 1 名参加

8月 28 日 鹿児島県リハビリテーション栄養セミナー 4 名参加

9月 8日 第 2回関係職種技術向上のための研修会 3 名参加

10 月 9 日 スマイルケア食についての研修会 6 名参加

10 月 13 日 平成 27 年度　給食施設従事者研修会 1 名参加

10 月 14 日 第 3 回関係職種技術向上のための研修会 2 名参加

10 月 17 日 運動器の 10 年・骨と関節の日県民公開講座 1 名参加

10 月 24 日 第 11 回鹿児島摂食嚥下リハビリテーション研究会 1 名参加

10 月 24 日 姶良・伊佐地域振興局管内給食施設連絡協議会研修会 1 名参加

10 月 27 日 ネスレセミナー　in 鹿児島 2 名参加

11 月 11 日 平成 27 年度第 2回鹿児島県肝疾患診療連携ネットワーク研修会 3 名参加

3月 19 日 在宅褥瘡セミナー「栄養管理」　講師 1 名派遣

【在宅医療部】

8月 28 日 在宅医療推進研修会 1 名参加

9月 4日 ストレスチェック制度 1 名参加

10 月 10 日 腸内ケアのすすめ 1 名参加

11 月 12 日 介護サービスの質の向上に資する研修会 1 名参加

3月 13 日 地域包括ケアにおける緩和ケア 1 名参加

3月 16 日 H28 年度診療報酬改定研修会 1 名参加

【診療補助部】

6月 15 日 第 1 回鹿児島診療情報管理研究会セミナー 4 名参加

【緩和医療課】

4月 25 日 尊厳死協会かごしま総会講演　「健やかに生き安らかに旅立つために」講師 1 名派遣

5月 27 日 国保診療施設看護師長研修会　「在宅医療の現状と緩和ケア」講師 1 名派遣

【事務部】

8月 6日 南九州地区洋上救急支援協議会 1 名参加

9月 11 日･12 日 第 19 回全国病院広報研究大会　HIS フォーラム 2015 in 釧路 1 名参加

11 月 28 日 第 4 回九州・沖縄ブロック　地域相談支援フォーラム in 鹿児島　実行委員 1 名参加

1月 16 日･17 日 ALSO プロバイダーコース＠鹿児島 5 名参加

2月 16 日 小児在宅療養研修会　鹿児島県医師会館 5 名参加

3月 12 日 小児在宅療養研修会　天文館ビジョンホール 3 名参加

１９．入院患者不在者投票

4 月 12 日 執行鹿児島県議会議員選挙　不在者投票 16 名実施

2月 28 日 執行東串良町長及び東串良町議会議員補欠選挙　不在者投票 1 名実施

２０．その他の活動報告

4 月 1 日 鹿児島大学臨床教授委託

 昇卓夫･濵之上雅博･松永俊二･丸山芳一･西澤輝彦･米田敏･白濱浩･田代幸恵･長堂竜維

 鹿児島大学臨床准教授委託　川畠寿史

6月 24 日 鹿児島県赤十字血液センター献血 25 名

10 月 5 日 産科退院患者による「おぎゃー献金」を日母おぎゃー献金基金へ献金　 22,700 円

11 月 26 日 鹿児島県赤十字血液センター献血 17 名

12 月 28 日 リレー・フォー・ライフかごしまへ募金 112,901 円

２１．表彰
鹿児島県看護協会会長表彰 師長　上ノ町和子
8月 10 日 厚生労働省　平成 27 年度母子保健厚生労働大臣表彰 小児科部長　鉾之原昌

１ ･ の 、 ･ ･ へ講師 的 派遣

【医師】

鹿児島歯科学院専門学校技工士科　 常 講師 歯科部長　 田 ミ子

鹿児島県立 大学　 常 講師 4月～7月 週 日　小児科部長　 田

鹿児島大学小児科外 実務研修　 常 講師 週 日　小児科部長　 田

長崎大学病院　 常 講師 歯科 外科部長　 田雅

鹿児島県消防学校　 常 講師 5月22日／6月1日／1月22日／2月1日　 科　西山

【看護部】

7月17日 鹿児島市立 中学校　家 教育学  講師　看護 部長　 ひと

11月11日・19日・25日

 国立病院機 　鹿児島医療センター付属看護専門学校 講師　NICU師長　 川 子

11月11日 田学園看護専門学校　 常 講師

 科 ： タリングの 的と 法 救急 定看護師　 夫

11月19日 田学園看護専門学校　 常 講師

 科 ：放射線療法と看護 放射線 定看護師　 こ え

11月19日 田学園看護専門学校　 常 講師

 科 ：化学療法と看護 がん化学療法 定看護師　 原 美

11月20日 田学園看護専門学校　 常 講師

 科 ：安 療法、食事用法、人工臓器 師長　中 子

11月24日 田学園看護専門学校　 常 講師

 科 ： 吸 、吸 、ドレナージ 慢性呼吸器疾患 定看護師　立 子

12月2日・16日 高等学校看護学科専門課  講師　がん化学療法 定看護師　 原 美

12月17日 学園専修学校　講師 看護師　山 恵

【中央放射線部】

2月1日・8日・17日

 鹿児島医療技術専門学校　診療 技術学  　講師　放射線技師　 田 一
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１ ． 院の 、 の 入 、 、 、
、 、

【医師】

鹿児島大学医学部医学科 6年臨床医学学外実習

 外科 4 月 28 日～ 5月 30 日 1 名

鹿児島大学医学部医学科 5年学外臨床実習（ポリクリ）

 科 週 日 1 ～ 2 名

鹿児島大学医学部医学科 5年学外臨床実習（ポリクリ）

 外科 週 日・ 週金 日 1 ～ 2 名

鹿児島大学医学部医学科 5年学外臨床実習（ポリクリ）

 整 外科 週 日 1 ～ 2 名

鹿児島大学医学部医学科 5年学外臨床実習（ポリクリ）

 呼吸器外科 不定  1 名

鹿児島大学医学部医学科 4年シ ドウイング

 呼吸器内科 5 月 15 日・19 日／ 6月 12 日／ 7月 10 日 （ 1 名の 4名）

鹿児島大学医学部医学科 4年シ ドウイング

 内科 4 月 10 日／ 5月 15 日・29 日／ 6月 12 日・26 日 （ 1 名の 5名）

鹿児島大学医学部医学科 4年シ ドウイング

 呼吸器外科 4月 10 日／ 5月 22 日／ 6月 12 日／ 6月 26 日／ 7月 10 日 （ 1 名の 5名）

鹿児島大学医学部医学科 4年シ ドウイング

 外科 4月 17 日・24 日／ 5月 15 日／ 6月 12 日・26 日／ 7月 10 日 （ 1 名の 6名）

鹿児島大学医学部医学科 3年シ ドウイング

 呼吸器外科 10 月 2 日・16 日・30 日／ 11 月 13 日 （ 1 名の 4名）

鹿児島大学医学部医学科 3年シ ドウイング

 呼吸器内科 10 月 2 日・16 日／ 11 月 6 日・27 日 （ 1 名の 4名）

鹿児島大学医学部医学科 3年シ ドウイング

 内科 10 月 2 日・23 日／ 11 月 13 日／ 12 月 4 日 （ 1 名の 4名）

鹿児島大学医学部医学科 3年シ ドウイング

 外科 10 月 16 日・30 日／ 11 月 13 日／ 12 月 4 日 （ 1 名の 4名）

鹿児島大学医学部医学科 3年生

 病理診 科 8 月 7 日・12 日・14 日 7 名

【看護部】

原田学園鹿児島医療技術専門学校（小児看護学） 112 日  14 名

田学園看護専門学校（成人看護学・老年看護学・母性看護学・NICU・小児看護学・ 合実習）

 2616 日  254 名

医療法人協会立看護専門学校（成人看護学・母性看護学） 300 日  75 名

医療法人協会立看護専門学校（基礎看護学） 180 日  30 名

学園専修学校（成人看護学・老年看護学・母性看護学・小児看護学・NICU） 384 日  80 名

学園専修学校（基礎看護学） 240 日  35 名

学園高等部看護学科基礎課 （基礎看護学） 192 日  12 名

学園高等部看護学科専門課  （成人看護学・老年看護学・母性看護学・小児看護学・NICU）

 800 日  120 名

高等学校看護学科専門課 （成人看護学・母性看護学） 696 日  58 名

鹿児島中央看護専門学校 2年課 （小児看護学・母性看護学） 696 日  106 名

鹿児島中央看護専門学校 2年課 （在宅看護） 128 日  16 名

田学園看護専門学校（在宅看護） 212 日  106 名

学園高等部看護学科専門課 （在宅看護） 60 日  30 名

鹿児島高等看護学院（成人看護学） 48 日  4 名

西高校（インタ ンシップ） 7 月 7 日～ 10 日 3 日  3 名

鹿児島東高等学校（インタ ンシップ） 11 月 17 日～ 19 日 2 日  2 名

九州看護福祉大学（インタ ンシップ） 7 月 24 日 1 日  1 名

館高校看護科専門課 （インタ ンシップ）   7 月 27 日・28 日 2 日  1 名

赤 学園　タラ看護専門学校（インタ ンシップ） 8 月 3 日 1 日  2 名

【リハビリテーション部】

リハビリテーション学院　長 （ 業療法学） 4 月 7 日～ 6月 19 日 11 週  1 名

鹿児島医療技術専門学校 長 I（理学療法学） 5 月 4 日～ 7月 10 日 10 週  1 名

鹿児島医療福祉専門学校 第 3学年長 臨床実習（理学療法学） 5 月 11 日～ 7月 18 日 10 週  2 名

九州看護保健福祉大学　第 4学年臨床実習 （理学療法学） 5 月 11 日～ 7月 4日 8 週  1 名

本保健科学大学　第 4学年長 実習 （ 業療法学） 5 月 11 日～ 7月 3日 8 週  1 名

沖縄リハビリテーション福祉学院　第 3学年長 臨床実習（ 業療法学）

 5 月 11 日～ 7月 11 日 9 週  1 名

学園専修学校　第 3学年臨床実習（ 業療法学） 6 月 22 日～ 8月 15 日 8 週  1 名

鹿児島大学　第 4学年臨床実習（理学療法学） 7 月 21 日～ 9月 11 日 8 週  1 名

鹿児島医療福祉専門学校　第 2学年臨床検査 定実習（理学療法学）

 7 月 27 日～ 8月 1日 1 週  1 名

宮崎リハビリテーション学院　第 3学年臨床実習 （理学療法学）

 7 月 27 日～ 10 月 9 日 11 週  1 名

学園専修学校　第 1学年見学実習（ 業療法学） 7 月 29 日～ 8月 1日 3 日  1 名

鹿児島医療技術専門学校　第 4学年臨床実習（ 業療法学） 8 月 3 日～ 10 月 9 日 10 週  1 名

九州中央リハビリテーション学院　第 4学年臨床実習 （ 業療法学）

 8 月 10 日～ 10 月 3 日 8 週  1 名

九州保健福祉大学　第 1学年見学実習（ 業療法学） 8 月 17 日 1 日  1 名

九州看護福祉大学　第 3学年臨床実習（理学療法学） 11 月 24 日～ 12 月 12 日 3 週  1 名

福 リハビリテーション専門学校　第 3学年長 臨床実習（理学療法学）

 1 月 12 日～ 3月 2日 8 週  1 名

鹿児島医療福祉専門学校　第 3学年評 実習（ 療法学）

 1 月 25 日～ 2月 19 日 3 週  1 名

鹿児島医療福祉専門学校　第 2学年臨床評 実習（理学療法学） 2 月 1 日～ 2月 20 日 3 週  2 名

鹿児島医療福祉専門学校　第 1学年介護体 実習（理学療法学） 2 月 22 日～ 2月 24 日 3 日  2 名

鹿児島医療技術専門学校　第 1学年臨床見学体 実習（理学療法学）

 2 月 22 日～ 2月 26 日 1 週  1 名

【中央放射線部】

鹿児島医療技術専門学校　診療放射線技術学科4年生 6月1日～6月26日 25日  2名

鹿児島医療技術専門学校　診療放射線学科4年生 6月29日～7月24日 25日  2名

鹿児島医療技術専門学校 診療放射線学科4年生 9月1日～9月30日 29日  2名

鹿児島医療技術専門学校　診療放射線学科3年生 10月1日～10月31日 30日  2名

【薬剤部】

九州保健福祉大学薬学部5年生　長 実務実習  9月7日～11月21日 75日  2名

【栄養管理部】

大学 大学部食 栄養学科2年　臨地・校外実習（病院給食実習） 8月31日～9月4日 1名

九州 子大学　家 学部　栄養学科3年　臨地実習（ ）校外学習 3月7日～3月18日 1名

【在宅医療部】

田学園看護専門学校 4月13日～9月17日 157日  15名

鹿児島中央看護専門学校2年課 （通 制）看護科 7月27日～8月27日 31日  23名

学園高等部　看護学科専門課  6月29日～12月18日 172日  21名

１ ． ･研修･ 会 の 、 、 の 入

【看護部】

 FIRST N R  新生児内科　リハビリテーション見学 2名

4月10日 YT　～NICU・フォローアップ外 ～

6月26日 鹿児島看護専門学校　教員研修（ 東病 ） 2名

7月21日 今 病院分院（新生児内科（NICU・GCU）見学 6名

7月24日 鹿児島高等学校　 れ い看護体  3名

7月24日 高校　 れ い看護体  2名

7月24日 鹿児島 子高等学校　 れ い看護体  2名

7月29日 鹿児島実業高校　 れ い看護体  3名

7月29日 松 高校　 れ い看護体  1名

7月29日 鹿児島高等学校 れ い看護体  1名

8月3日 医療法人育成会　 病院　（褥瘡管理課） 2名

10月21日 第2回鹿児島県地区再就職支援セミナー実施研修 3名

【中央放射線部】

7月18日 西高校　インターンシップ研修 2名

8月17日 大学福 医療技術学部 1名

8月20日 鹿児島県臨床研修病院見学ツアー 1名

10月30日 九州保健福祉大学薬学部 1名

11月18日 東高校インターンシップ研修 2名

2月2日 名 館高校　インターンシップ 2名

【中央臨床検査部】

3月8日 本保健科学大学　医学検査学科3年生 1名

3月10日 川県立保健医療大学　臨床検査学科3年生 1名

3月14日～18日 山 大学　検査技術科学専 3年生 3名

【臨床工学部】

6月1日～13日 九州保健福祉大学　病院実習 1名

6月15日～27日 九州保健福祉大学　病院実習 1名

【薬剤部】

4月2日 九州保健福祉大学卒業生 1名

4月6日 第一薬科大学卒業生 1名

4月20日 九州保健福祉大学6年生 1名

5月7日 大学6年生 1名

5月7日 福 大学6年生 1名

5月13日 長崎大学6年生 1名

5月15日 長崎大学6年生 1名

12月11日 薬科大学5年生 1名

1月26日～29日 長田中学校　職 体 学習 3名

2月16日 島大学5年 1名

3月15日 大学5年生 1名

3月22日 広島国 大学5年生 1名

3月24日 九州保健福祉大学5年生 1名

3月28日 九州保健福祉大学5年生 2名

3月28日 広島国 大学5年生 1名

3月29日 九州保健福祉大5年生 1名

3月29日 福 大学5年生 1名

3月30日 本大学5年生 2名

【栄養管理部】

7月8日 鹿児島 西高校　トータルエステティック科・フ ッションデザイン科

 「病院における栄養士の役 」「給食体 」 3名

11月18日 鹿児島東高校　 通科1年生　インターンシップ

 「病院における栄養士の役 」「給食体 」 2名

1月26日 鹿児島生協病院　NST見学 3名

2月2日 館高校　 通科2年生　インターンシップ 2名

【緩和医療課】

1月18日 田上 念病院　 っとサロン今給 見学 3名

【消防・救 士】

5月11日～22日 救急救 士　就業 病院実習 2名

8月24日～3月31日

 救急振興 　救急救 士実習 1名

10月19日～26日 11月30日～12月7日 12月7日～14日 2月29日～3月7日

 救 士　病院実習 　 1名　 4名

2月1日～2月7日 救急振興 　救急救 士実習 4名

2月12日 鹿児島県消防学校救急科　病院実習 2名
 
【事務部】

3月16日 整 外科 病院　病院見学（診療情報管理部） 2名

１ ． 活動･ 活動･ 活動

【医師】

8月・3月 医師会 催　子 予防 種週 　予防 種推進 1名参加

11月14日 機で くドイツ ～ として ～（80名 ） 1名参加

3月6日 鹿児島マラ ン2016　救護  1名派遣

【看護部】

4月12日 おご プロジェクト2015 LO  49　子宮 がんイベント 3名派遣

5月12日 看護の日 念式  1名派遣

5月16日 1日ま の保健  1名派遣

5月16日 「看護の日・看護週 」1日ま の保健 　 ランティア 4名派遣

6月7日 第24回九州バレー ール交 大会　 ランティア 1名派遣

8月1日 第50回鹿児島市民大会開会式役員委託 1名派遣

8月22日 24 テレビ　 いをつな 　鹿児島・ リレー 1名派遣

9月5日 ま の保健 （第36回看護展） ランティア 1名派遣

9月19日 鹿児島市立病院NCPR研修協 員 3名派遣

9月19日・20日 第69回県民体育大会応援 1名派遣

11月18日 南日本リビング社「鹿児島キラリ 性大 」審査員 1名派遣

1月28日 第49回鹿児島県保健看護研究会協 員 1名派遣

2月13日 第63回県下一 市 対 機電 大会　 ランティア 1名派遣

3月18日 平成27年度薩摩地区MC協議会 業部会 1名派遣

【中央放射線部】　

5月9日・10日 リレー・フォー・ライフ・ジ パンかごしま 2名参加

10月4日 市民健 　実行委員 1名派遣

10月18日 ンクリ ン in k os i 2015 2名派遣

12月20日 原子 防 　実行委員 2名派遣

3月20日 ンクリ ンフェスタ　実行委員 2名派遣

【栄養管理部】

8月22日 がん患者サロン っとサロン今給 　ミ 会「 血を予防しよ 」 1名参加

10月4日 第32回市民健 まつ 　栄養相談 2名参加

【病理部】

4月12日 おご プロジェクト2015 LO  49　子宮 がんイベント 2名参加

11月10日 検査と健 展 1名参加

【緩和医療課】

5月9日 「リレー・フォー・ライフ・ジ パンかごしま」　相談員派遣協  2名派遣

１８．主な公的会議･研修会への参加、講師派遣

【医師】

がん拠点病院関連会議 1 名参加

ターナー症候群家族会　「MIRAI の会」　年 2回定例会 1 名参加

鹿児島県小児慢性特定疾患対策協議会委員　年 12 回審査会　年 1回委員会 1 名参加

4月～ 11 月 鹿児島市学校腎臓健診会議（判定会議）委員　年 6回 1 名参加

5月 25 日 エドキサバンフォーラム in 鹿児島 血栓症のトータルメネージメント 講師 1 名派遣

5月 25 日･26 日 鹿児島市消防局　救急隊員症例検討会 1 名派遣

7月 23 日 鹿児島県エイズ対策連絡協議会　委員 1 名派遣

9月 2日･3 日 救急隊員症例検討会 講師 1 名派遣

9月 10 日 鹿児島県教育委員会 鹿児島県新規採用養護教諭研修会 講師 1 名派遣

10 月 10 日 鹿児島県公的病院総会 1 名参加

12 月 1 日･4 日 第 3 回救急隊員症例検討会　参加講習会　講師

 対象：鹿児島市中央・南・西 3消防署救急隊員 60 名対象 1 名派遣

2月 2日･24 日 薩摩地域救急業務高度化協議会 1 名参加

2月 13 日･14 日 第 6 回生長会産婦人科レビューコース　社会医療法人生長会　講師 1 名派遣

3月 31 日 鹿児島大学医学部・歯学部付属病院 歯科医師臨床研修管理委員会 1 名参加

【看護部】

4月 4日 第 42 回鹿児島県減菌業務研究会　座長 1 名派遣

4月 5日・18 日／ 5月 8日／ 6月 6日／ 9月 5日／ 10 月 3 日／ 11 月 7 日／ 12 月 5 日／ 1月 9日／

2月 13 日／ 3月 12 日／ 3月 19 日

 鹿児島看護協会　看護師職能委員会 1 名参加

4月 10 日／ 5月 11 日／ 6月 19 日／ 10 月 6 日／ 11 月 16 日／ 2月 17 日／ 3月 11 日

 鹿児島県看護協会　看護の日・週刊行事実行委員会 1 名参加

4月 25 日／ 8月 8日 

 鹿児島県看護協会　運営委員会 1 名参加

5月 9日 日本看護協会通常総会・全国職能別交流集会 1 名参加

5月 9日／ 7月 4日／ 9月 12 日

 鹿児島県看護協会　理事会 1 名参加

5月 22 日／ 7月 17 日／ 11 月 27 日

 日本感染管理ベストプラクティス研究会　アドバイザー 1 名派遣

5月 23 日 看護師研修会議 1 名参加

5月 23 日 日本看護連盟通常総会代議員研修 1 名参加

5月 28 日／ 7月 23 日／ 8月 22 日／ 10 月 22 日／ 12 月 24 日／ 1月 30 日／ 3月 24 日

 鹿児島県看護協会　鹿児島地区安全情報ネットワーク会議 1 名参加

5月 30 日 鹿児島県看護協会通常総会及び職能合同集会 1 名参加

6月 2日 日本看護連盟通常総会決起大会 1 名参加

6月 2日 日本看護連盟都道府県会長・幹事長・支部長合同会議研究会 1 名参加

6月 6日 創傷管理クローズドセミナー　看護師視点で考える創傷管理

 PICO 創傷治療システムに関する症例検討会

 四肢創傷（手指 :熱傷、母趾：外傷）への PICO 使用症例　講師 1 名派遣

6月 9日 中東呼吸器症候群への対応に関する意見交換会 1 名参加

6月 13 日 鹿児島県看護協会　鹿児島地区集会 1 名参加

6月 13 日 鹿児島県鹿児島地区評議員会 1 名参加

6月 16 日 社会福祉法厚生会　介護老人福祉施設　睦園

 園内研修「感染症予防及び蔓延防止について」講師 1 名派遣

6月 17 日 鹿児島市医療介護連携ネットワーク西部地区連携の会 2 名参加

6月 18 日 重症熱性血小板減少症候群（SFTS）研修会 1 名参加

6月 19 日 医療安全管理者フォローアップ研修会 1 名参加

6月 19 日 医療安全研修 1 名参加

6月 20 日 鹿児島県看護協会南薩地区集会 1 名参加

田学園看護専門学校　 常 講師一 表
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6月 23 日・27 日／ 7月 30 日／ 8月 28 日／ 9月 13 日／ 10 月 3 日／ 11 月 16 日／ 2月 5日／ 3月 5日　 

 助産師職能委員会 1 名参加

6月 26 日 鹿児島県看護協会評議員会 1 名参加

6月 27 日 第 3 回鹿児島セーフティマネジメント研究会　講師 1 名派遣

6月 26 日／ 9月 25 日／ 11 月 27 日／ 2月 26 日

 鹿児島県看護協会　鹿児島地区役員会・評議員会 1 名参加

6月 27 日 鹿児島セーフティマネジメント研究会 1 名参加

7月 4日 鹿児島市スポーツ推進委員会 1 名参加

7月 23 日 鹿児島県看護協会　鹿児島地区再就業支援セミナー　講師

 「救急対応」「院内感染防止」 2 名派遣

7月 23 日 鹿児島地区医療安全情報ネットワーク会議 1 名参加

7月 23 日 鹿児島県看護協会　平成 27 年度第 1回鹿児島地区再就業支援セミナー

 「院内感染防止」講師 1 名派遣

7月 27 日 母子保健連絡会議 1 名参加

8月 8日／ 1月 23 日／ 3月 19 日

 鹿児島県看護協会　研究倫理委員会 1 名参加

8月 3日／ 3月 11 日

 日本看護協会　全国職能委員長会議 1 名参加

8月 22 日 鹿児島県医療安全情報ネットワーク会議 1 名参加

8月 23 日 鹿児島県小児保健協会　理事会 1 名参加

8月 27 日 鹿児島県母性衛生学会役員会 1 名参加

9月 12 日 鹿児島救急医学会　第 44 回看護部会　シンポジスト 1 名派遣

9月 13 日／ 10 月 3 日 

 鹿児島県看護協会　助産師研修会 1 名参加

9月 17 日 八反丸病院　院内研修

 「院内感染対策について～院内ラウンドを通して～」講師 1 名派遣

9月 25 日 鹿児島県看護協会評議員会 1 名参加

10 月 3 日 鹿児島県看護連盟青年部会委員会 1 名参加

10 月 11 日 快護生活フェス！福祉機器展＆セミナー in かごしま　講師

 「スキンケアってなに？～褥瘡予防に繋がるスキンケア対策を学ぶ～」

  1 名派遣

10 月 22 日 鹿児島地区医療安全情報ネットワーク会議 1 名参加

10 月 24 日 平成 27 年度第 3回鹿児島市スポーツ推進委員会 1 名参加

10 月 31 日 オストメイトと家族の集い

 第 1回公開講座「スマートケアの基本理念と実践」講師 1 名派遣

11 月 24 日 鹿児島医療技術専門学校　看護教育研修会 2 名参加

11 月 27 日 鹿児島県看護協会評議員会 1 名参加

12 月 1 日・4日 第 3回救急隊員症例検討会　参加講習会　講師

 対象：鹿児島市中央・南・西 3消防署救急隊員 60 名 9 名派遣

12 月 6 日 九州ブロックポリナビワークショップ in 宮崎 1 名参加

12 月 11 日 ブロック別都道府県・エイズ拠点病院等連絡会議 1 名参加

12 月 12 日 鹿児島県看護協会　事業検討会 1 名参加

12 月 12 日／ 1月 16 日・30 日／ 2月 13 日・14 日

 鹿児島県看護協会　新人助産師合同研修会 1 名参加

12 月 22 日 鹿児島地区医療安全情報ネットワーク会議 1 名参加

1月 20 日 鹿児島県医療法人協会立　看護専門学校実習指導者会議 1 名参加

1月 30 日 鹿児島県医療安全情報ネットワーク会議 1 名参加

2月 12 日 ナースセンター事業運営委員会 1 名参加

2月 13 日 鹿児島県看護協会　鹿児島地区研修会 1 名参加

2月 13 日 医療安全研修 1 名参加

2月 16 日 小児在宅療養研修会～ NICU から在宅へ～ 「NICU からの退院支援」講師 1 名派遣

2月 26 日 鹿児島県鹿児島地区評議員会 1 名参加

2月 26 日 小児在宅医療検討会 1 名参加

3月 5日 宮崎県産婦人科医院従事者研修会

 第 20 回ひむかセミナー「NICU から退院支援」講師 1 名派遣

3月 12 日 平成 27 年度第 4回鹿児島市スポーツ推進委員会 社会体育指導者研修会 1 名参加

3月 15 日 都道府県医療・介護連携調整実証事業にかかる医療・介護合同会議 1 名参加

3月 18 日 地域連携 Net Works 情報交換会 1 名参加

3月 23 日 新人看護職員卒後研修検討会 1 名参加

3月 23 日 小児在宅推進事業連携実務検討会 1 名参加

3月 24 日 鹿児島地区医療安全情報ネットワーク会議 1 名参加

【リハビリテーション部】

2月 20 日 パネル討議「誤嚥性肺炎の予防」講師 1 名派遣

【中央放射線部】

8月 1日 FRT 九州講演会　MRI 検査講師 1 名派遣

8月 7日 第 21 回乳がん検診従事者研修会 3 名参加

8月 21 日 第 2 回乳がん検診均てん化研修会 4 名参加

9月 18 日 第 1 回肺がん検診均てん化研修会 5 名参加

10 月 3 日･4 日 九州 GYRO ミーティング　MRI 検査講師 1 名派遣

10 月 30 日 低線量 CT 肺がん検診研修会 4 名参加

1月 31 日 診療放射線技師基礎技術講習会　MRI 検査講師 1 名派遣

2月 1日･30 日 鹿児島県臨床工学技士会　新年教育セミナー　講師 1 名派遣

2月 19 日 第 2 回肺がん検診均てん化研修会 5 名参加

2月 27 日 乳がん検診均てん化研修会 2 名参加

3月 11 日 乳がん検診従事者研修会 1 名参加

3月 26 日 放射線技師危機管理士部会研修会　MRI 検査講師 1 名派遣

【臨床工学部】

5月 17 日 宮崎県臨床工学技士会教育講演　講師 1 名派遣

9月 6日 九州臨床工学技士会共催学術セミナー 2　日本光電九州株式会社　講師 1 名派遣

9月 26 日 南九州急性血液浄化技術検討会　東レ・メディカル株式会社　講師 1 名派遣

3月 26 日 第 6 回呼吸器療法セミナー　講師 1 名派遣

【薬剤部】

4月 15 日／ 7月 15 日／ 10 月 21 日／ 1月 20 日

 薬薬連携会議 2 名参加

5月 20 日／ 8月 19 日／ 11 月 18 日／ 2月 17 日

 がん化学療法薬薬連携研修会 15 名参加

3月 15 日 がん化学療法に関する合同研修会 15 名参加

【栄養管理部】

4月 22 日 リハビリテーション栄養　今とこれからを考える 8 名参加

5月 30 日 新生児栄養フォーラム 1 名参加

6月 13 日 第 12 回鹿児島 NST 研究会 3 名参加

6月 20 日 第 11 回ぴくるすの会研究会 3 名参加

8月 17 日 ウィズガス食フォーラム 2015 1 名参加

8月 27 日 株式会社南給　特別講演　美味しい病院食～とくに高血圧と塩分について～ 1 名参加

8月 28 日 鹿児島県リハビリテーション栄養セミナー 4 名参加

9月 8日 第 2回関係職種技術向上のための研修会 3 名参加

10 月 9 日 スマイルケア食についての研修会 6 名参加

10 月 13 日 平成 27 年度　給食施設従事者研修会 1 名参加

10 月 14 日 第 3 回関係職種技術向上のための研修会 2 名参加

10 月 17 日 運動器の 10 年・骨と関節の日県民公開講座 1 名参加

10 月 24 日 第 11 回鹿児島摂食嚥下リハビリテーション研究会 1 名参加

10 月 24 日 姶良・伊佐地域振興局管内給食施設連絡協議会研修会 1 名参加

10 月 27 日 ネスレセミナー　in 鹿児島 2 名参加

11 月 11 日 平成 27 年度第 2回鹿児島県肝疾患診療連携ネットワーク研修会 3 名参加

3月 19 日 在宅褥瘡セミナー「栄養管理」　講師 1 名派遣

【在宅医療部】

8月 28 日 在宅医療推進研修会 1 名参加

9月 4日 ストレスチェック制度 1 名参加

10 月 10 日 腸内ケアのすすめ 1 名参加

11 月 12 日 介護サービスの質の向上に資する研修会 1 名参加

3月 13 日 地域包括ケアにおける緩和ケア 1 名参加

3月 16 日 H28 年度診療報酬改定研修会 1 名参加

【診療補助部】

6月 15 日 第 1 回鹿児島診療情報管理研究会セミナー 4 名参加

【緩和医療課】

4月 25 日 尊厳死協会かごしま総会講演　「健やかに生き安らかに旅立つために」講師 1 名派遣

5月 27 日 国保診療施設看護師長研修会　「在宅医療の現状と緩和ケア」講師 1 名派遣

【事務部】

8月 6日 南九州地区洋上救急支援協議会 1 名参加

9月 11 日･12 日 第 19 回全国病院広報研究大会　HIS フォーラム 2015 in 釧路 1 名参加

11 月 28 日 第 4 回九州・沖縄ブロック　地域相談支援フォーラム in 鹿児島　実行委員 1 名参加

1月 16 日･17 日 ALSO プロバイダーコース＠鹿児島 5 名参加

2月 16 日 小児在宅療養研修会　鹿児島県医師会館 5 名参加

3月 12 日 小児在宅療養研修会　天文館ビジョンホール 3 名参加

１９．入院患者不在者投票

4 月 12 日 執行鹿児島県議会議員選挙　不在者投票 16 名実施

2月 28 日 執行東串良町長及び東串良町議会議員補欠選挙　不在者投票 1 名実施

２０．その他の活動報告

4 月 1 日 鹿児島大学臨床教授委託

 昇卓夫･濵之上雅博･松永俊二･丸山芳一･西澤輝彦･米田敏･白濱浩･田代幸恵･長堂竜維

 鹿児島大学臨床准教授委託　川畠寿史

6月 24 日 鹿児島県赤十字血液センター献血 25 名

10 月 5 日 産科退院患者による「おぎゃー献金」を日母おぎゃー献金基金へ献金　 22,700 円

11 月 26 日 鹿児島県赤十字血液センター献血 17 名

12 月 28 日 リレー・フォー・ライフかごしまへ募金 112,901 円

２１．表彰
鹿児島県看護協会会長表彰 師長　上ノ町和子
8月 10 日 厚生労働省　平成 27 年度母子保健厚生労働大臣表彰 小児科部長　鉾之原昌

１ ･ の 、 ･ ･ へ講師 的 派遣

【医師】

鹿児島歯科学院専門学校技工士科　 常 講師 歯科部長　 田 ミ子

鹿児島県立 大学　 常 講師 4月～7月 週 日　小児科部長　 田

鹿児島大学小児科外 実務研修　 常 講師 週 日　小児科部長　 田

長崎大学病院　 常 講師 歯科 外科部長　 田雅

鹿児島県消防学校　 常 講師 5月22日／6月1日／1月22日／2月1日　 科　西山

【看護部】

7月17日 鹿児島市立 中学校　家 教育学  講師　看護 部長　 ひと

11月11日・19日・25日

 国立病院機 　鹿児島医療センター付属看護専門学校 講師　NICU師長　 川 子

11月11日 田学園看護専門学校　 常 講師

 科 ： タリングの 的と 法 救急 定看護師　 夫

11月19日 田学園看護専門学校　 常 講師

 科 ：放射線療法と看護 放射線 定看護師　 こ え

11月19日 田学園看護専門学校　 常 講師

 科 ：化学療法と看護 がん化学療法 定看護師　 原 美

11月20日 田学園看護専門学校　 常 講師

 科 ：安 療法、食事用法、人工臓器 師長　中 子

11月24日 田学園看護専門学校　 常 講師

 科 ： 吸 、吸 、ドレナージ 慢性呼吸器疾患 定看護師　立 子

12月2日・16日 高等学校看護学科専門課  講師　がん化学療法 定看護師　 原 美

12月17日 学園専修学校　講師 看護師　山 恵

【中央放射線部】

2月1日・8日・17日

 鹿児島医療技術専門学校　診療 技術学  　講師　放射線技師　 田 一

１ ． 院の 、 の 入 、 、 、
、 、

【医師】

鹿児島大学医学部医学科 6年臨床医学学外実習

 外科 4 月 28 日～ 5月 30 日 1 名

鹿児島大学医学部医学科 5年学外臨床実習（ポリクリ）

 科 週 日 1 ～ 2 名

鹿児島大学医学部医学科 5年学外臨床実習（ポリクリ）

 外科 週 日・ 週金 日 1 ～ 2 名

鹿児島大学医学部医学科 5年学外臨床実習（ポリクリ）

 整 外科 週 日 1 ～ 2 名

鹿児島大学医学部医学科 5年学外臨床実習（ポリクリ）

 呼吸器外科 不定  1 名

鹿児島大学医学部医学科 4年シ ドウイング

 呼吸器内科 5 月 15 日・19 日／ 6月 12 日／ 7月 10 日 （ 1 名の 4名）

鹿児島大学医学部医学科 4年シ ドウイング

 内科 4 月 10 日／ 5月 15 日・29 日／ 6月 12 日・26 日 （ 1 名の 5名）

鹿児島大学医学部医学科 4年シ ドウイング

 呼吸器外科 4月 10 日／ 5月 22 日／ 6月 12 日／ 6月 26 日／ 7月 10 日 （ 1 名の 5名）

鹿児島大学医学部医学科 4年シ ドウイング

 外科 4月 17 日・24 日／ 5月 15 日／ 6月 12 日・26 日／ 7月 10 日 （ 1 名の 6名）

鹿児島大学医学部医学科 3年シ ドウイング

 呼吸器外科 10 月 2 日・16 日・30 日／ 11 月 13 日 （ 1 名の 4名）

鹿児島大学医学部医学科 3年シ ドウイング

 呼吸器内科 10 月 2 日・16 日／ 11 月 6 日・27 日 （ 1 名の 4名）

鹿児島大学医学部医学科 3年シ ドウイング

 内科 10 月 2 日・23 日／ 11 月 13 日／ 12 月 4 日 （ 1 名の 4名）

鹿児島大学医学部医学科 3年シ ドウイング

 外科 10 月 16 日・30 日／ 11 月 13 日／ 12 月 4 日 （ 1 名の 4名）

鹿児島大学医学部医学科 3年生

 病理診 科 8 月 7 日・12 日・14 日 7 名

【看護部】

原田学園鹿児島医療技術専門学校（小児看護学） 112 日  14 名

田学園看護専門学校（成人看護学・老年看護学・母性看護学・NICU・小児看護学・ 合実習）

 2616 日  254 名

医療法人協会立看護専門学校（成人看護学・母性看護学） 300 日  75 名

医療法人協会立看護専門学校（基礎看護学） 180 日  30 名

学園専修学校（成人看護学・老年看護学・母性看護学・小児看護学・NICU） 384 日  80 名

学園専修学校（基礎看護学） 240 日  35 名

学園高等部看護学科基礎課 （基礎看護学） 192 日  12 名

学園高等部看護学科専門課  （成人看護学・老年看護学・母性看護学・小児看護学・NICU）

 800 日  120 名

高等学校看護学科専門課 （成人看護学・母性看護学） 696 日  58 名

鹿児島中央看護専門学校 2年課 （小児看護学・母性看護学） 696 日  106 名

鹿児島中央看護専門学校 2年課 （在宅看護） 128 日  16 名

田学園看護専門学校（在宅看護） 212 日  106 名

学園高等部看護学科専門課 （在宅看護） 60 日  30 名

鹿児島高等看護学院（成人看護学） 48 日  4 名

西高校（インタ ンシップ） 7 月 7 日～ 10 日 3 日  3 名

鹿児島東高等学校（インタ ンシップ） 11 月 17 日～ 19 日 2 日  2 名

九州看護福祉大学（インタ ンシップ） 7 月 24 日 1 日  1 名

館高校看護科専門課 （インタ ンシップ）   7 月 27 日・28 日 2 日  1 名

赤 学園　タラ看護専門学校（インタ ンシップ） 8 月 3 日 1 日  2 名

【リハビリテーション部】

リハビリテーション学院　長 （ 業療法学） 4 月 7 日～ 6月 19 日 11 週  1 名

鹿児島医療技術専門学校 長 I（理学療法学） 5 月 4 日～ 7月 10 日 10 週  1 名

鹿児島医療福祉専門学校 第 3学年長 臨床実習（理学療法学） 5 月 11 日～ 7月 18 日 10 週  2 名

九州看護保健福祉大学　第 4学年臨床実習 （理学療法学） 5 月 11 日～ 7月 4日 8 週  1 名

本保健科学大学　第 4学年長 実習 （ 業療法学） 5 月 11 日～ 7月 3日 8 週  1 名

沖縄リハビリテーション福祉学院　第 3学年長 臨床実習（ 業療法学）

 5 月 11 日～ 7月 11 日 9 週  1 名

学園専修学校　第 3学年臨床実習（ 業療法学） 6 月 22 日～ 8月 15 日 8 週  1 名

鹿児島大学　第 4学年臨床実習（理学療法学） 7 月 21 日～ 9月 11 日 8 週  1 名

鹿児島医療福祉専門学校　第 2学年臨床検査 定実習（理学療法学）

 7 月 27 日～ 8月 1日 1 週  1 名

宮崎リハビリテーション学院　第 3学年臨床実習 （理学療法学）

 7 月 27 日～ 10 月 9 日 11 週  1 名

学園専修学校　第 1学年見学実習（ 業療法学） 7 月 29 日～ 8月 1日 3 日  1 名

鹿児島医療技術専門学校　第 4学年臨床実習（ 業療法学） 8 月 3 日～ 10 月 9 日 10 週  1 名

九州中央リハビリテーション学院　第 4学年臨床実習 （ 業療法学）

 8 月 10 日～ 10 月 3 日 8 週  1 名

九州保健福祉大学　第 1学年見学実習（ 業療法学） 8 月 17 日 1 日  1 名

九州看護福祉大学　第 3学年臨床実習（理学療法学） 11 月 24 日～ 12 月 12 日 3 週  1 名

福 リハビリテーション専門学校　第 3学年長 臨床実習（理学療法学）

 1 月 12 日～ 3月 2日 8 週  1 名

鹿児島医療福祉専門学校　第 3学年評 実習（ 療法学）

 1 月 25 日～ 2月 19 日 3 週  1 名

鹿児島医療福祉専門学校　第 2学年臨床評 実習（理学療法学） 2 月 1 日～ 2月 20 日 3 週  2 名

鹿児島医療福祉専門学校　第 1学年介護体 実習（理学療法学） 2 月 22 日～ 2月 24 日 3 日  2 名

鹿児島医療技術専門学校　第 1学年臨床見学体 実習（理学療法学）

 2 月 22 日～ 2月 26 日 1 週  1 名

【中央放射線部】

鹿児島医療技術専門学校　診療放射線技術学科4年生 6月1日～6月26日 25日  2名

鹿児島医療技術専門学校　診療放射線学科4年生 6月29日～7月24日 25日  2名

鹿児島医療技術専門学校 診療放射線学科4年生 9月1日～9月30日 29日  2名

鹿児島医療技術専門学校　診療放射線学科3年生 10月1日～10月31日 30日  2名

【薬剤部】

九州保健福祉大学薬学部5年生　長 実務実習  9月7日～11月21日 75日  2名

【栄養管理部】

大学 大学部食 栄養学科2年　臨地・校外実習（病院給食実習） 8月31日～9月4日 1名

九州 子大学　家 学部　栄養学科3年　臨地実習（ ）校外学習 3月7日～3月18日 1名

【在宅医療部】

田学園看護専門学校 4月13日～9月17日 157日  15名

鹿児島中央看護専門学校2年課 （通 制）看護科 7月27日～8月27日 31日  23名

学園高等部　看護学科専門課  6月29日～12月18日 172日  21名

１ ． ･研修･ 会 の 、 、 の 入

【看護部】

 FIRST N R  新生児内科　リハビリテーション見学 2名

4月10日 YT　～NICU・フォローアップ外 ～

6月26日 鹿児島看護専門学校　教員研修（ 東病 ） 2名

7月21日 今 病院分院（新生児内科（NICU・GCU）見学 6名

7月24日 鹿児島高等学校　 れ い看護体  3名

7月24日 高校　 れ い看護体  2名

7月24日 鹿児島 子高等学校　 れ い看護体  2名

7月29日 鹿児島実業高校　 れ い看護体  3名

7月29日 松 高校　 れ い看護体  1名

7月29日 鹿児島高等学校 れ い看護体  1名

8月3日 医療法人育成会　 病院　（褥瘡管理課） 2名

10月21日 第2回鹿児島県地区再就職支援セミナー実施研修 3名

【中央放射線部】

7月18日 西高校　インターンシップ研修 2名

8月17日 大学福 医療技術学部 1名

8月20日 鹿児島県臨床研修病院見学ツアー 1名

10月30日 九州保健福祉大学薬学部 1名

11月18日 東高校インターンシップ研修 2名

2月2日 名 館高校　インターンシップ 2名

【中央臨床検査部】

3月8日 本保健科学大学　医学検査学科3年生 1名

3月10日 川県立保健医療大学　臨床検査学科3年生 1名

3月14日～18日 山 大学　検査技術科学専 3年生 3名

【臨床工学部】

6月1日～13日 九州保健福祉大学　病院実習 1名

6月15日～27日 九州保健福祉大学　病院実習 1名

【薬剤部】

4月2日 九州保健福祉大学卒業生 1名

4月6日 第一薬科大学卒業生 1名

4月20日 九州保健福祉大学6年生 1名

5月7日 大学6年生 1名

5月7日 福 大学6年生 1名

5月13日 長崎大学6年生 1名

5月15日 長崎大学6年生 1名

12月11日 薬科大学5年生 1名

1月26日～29日 長田中学校　職 体 学習 3名

2月16日 島大学5年 1名

3月15日 大学5年生 1名

3月22日 広島国 大学5年生 1名

3月24日 九州保健福祉大学5年生 1名

3月28日 九州保健福祉大学5年生 2名

3月28日 広島国 大学5年生 1名

3月29日 九州保健福祉大5年生 1名

3月29日 福 大学5年生 1名

3月30日 本大学5年生 2名

【栄養管理部】

7月8日 鹿児島 西高校　トータルエステティック科・フ ッションデザイン科

 「病院における栄養士の役 」「給食体 」 3名

11月18日 鹿児島東高校　 通科1年生　インターンシップ

 「病院における栄養士の役 」「給食体 」 2名

1月26日 鹿児島生協病院　NST見学 3名

2月2日 館高校　 通科2年生　インターンシップ 2名

【緩和医療課】

1月18日 田上 念病院　 っとサロン今給 見学 3名

【消防・救 士】

5月11日～22日 救急救 士　就業 病院実習 2名

8月24日～3月31日

 救急振興 　救急救 士実習 1名

10月19日～26日 11月30日～12月7日 12月7日～14日 2月29日～3月7日

 救 士　病院実習 　 1名　 4名

2月1日～2月7日 救急振興 　救急救 士実習 4名

2月12日 鹿児島県消防学校救急科　病院実習 2名
 
【事務部】

3月16日 整 外科 病院　病院見学（診療情報管理部） 2名

１ ． 活動･ 活動･ 活動

【医師】

8月・3月 医師会 催　子 予防 種週 　予防 種推進 1名参加

11月14日 機で くドイツ ～ として ～（80名 ） 1名参加

3月6日 鹿児島マラ ン2016　救護  1名派遣

【看護部】

4月12日 おご プロジェクト2015 LO  49　子宮 がんイベント 3名派遣

5月12日 看護の日 念式  1名派遣

5月16日 1日ま の保健  1名派遣

5月16日 「看護の日・看護週 」1日ま の保健 　 ランティア 4名派遣

6月7日 第24回九州バレー ール交 大会　 ランティア 1名派遣

8月1日 第50回鹿児島市民大会開会式役員委託 1名派遣

8月22日 24 テレビ　 いをつな 　鹿児島・ リレー 1名派遣

9月5日 ま の保健 （第36回看護展） ランティア 1名派遣

9月19日 鹿児島市立病院NCPR研修協 員 3名派遣

9月19日・20日 第69回県民体育大会応援 1名派遣

11月18日 南日本リビング社「鹿児島キラリ 性大 」審査員 1名派遣

1月28日 第49回鹿児島県保健看護研究会協 員 1名派遣

2月13日 第63回県下一 市 対 機電 大会　 ランティア 1名派遣

3月18日 平成27年度薩摩地区MC協議会 業部会 1名派遣

【中央放射線部】　

5月9日・10日 リレー・フォー・ライフ・ジ パンかごしま 2名参加

10月4日 市民健 　実行委員 1名派遣

10月18日 ンクリ ン in k os i 2015 2名派遣

12月20日 原子 防 　実行委員 2名派遣

3月20日 ンクリ ンフェスタ　実行委員 2名派遣

【栄養管理部】

8月22日 がん患者サロン っとサロン今給 　ミ 会「 血を予防しよ 」 1名参加

10月4日 第32回市民健 まつ 　栄養相談 2名参加

【病理部】

4月12日 おご プロジェクト2015 LO  49　子宮 がんイベント 2名参加

11月10日 検査と健 展 1名参加

【緩和医療課】

5月9日 「リレー・フォー・ライフ・ジ パンかごしま」　相談員派遣協  2名派遣

１８．主な公的会議･研修会への参加、講師派遣

【医師】

がん拠点病院関連会議 1 名参加

ターナー症候群家族会　「MIRAI の会」　年 2回定例会 1 名参加

鹿児島県小児慢性特定疾患対策協議会委員　年 12 回審査会　年 1回委員会 1 名参加

4月～ 11 月 鹿児島市学校腎臓健診会議（判定会議）委員　年 6回 1 名参加

5月 25 日 エドキサバンフォーラム in 鹿児島 血栓症のトータルメネージメント 講師 1 名派遣

5月 25 日･26 日 鹿児島市消防局　救急隊員症例検討会 1 名派遣

7月 23 日 鹿児島県エイズ対策連絡協議会　委員 1 名派遣

9月 2日･3 日 救急隊員症例検討会 講師 1 名派遣

9月 10 日 鹿児島県教育委員会 鹿児島県新規採用養護教諭研修会 講師 1 名派遣

10 月 10 日 鹿児島県公的病院総会 1 名参加

12 月 1 日･4 日 第 3 回救急隊員症例検討会　参加講習会　講師

 対象：鹿児島市中央・南・西 3消防署救急隊員 60 名対象 1 名派遣

2月 2日･24 日 薩摩地域救急業務高度化協議会 1 名参加

2月 13 日･14 日 第 6 回生長会産婦人科レビューコース　社会医療法人生長会　講師 1 名派遣

3月 31 日 鹿児島大学医学部・歯学部付属病院 歯科医師臨床研修管理委員会 1 名参加

【看護部】

4月 4日 第 42 回鹿児島県減菌業務研究会　座長 1 名派遣

4月 5日・18 日／ 5月 8日／ 6月 6日／ 9月 5日／ 10 月 3 日／ 11 月 7 日／ 12 月 5 日／ 1月 9日／

2月 13 日／ 3月 12 日／ 3月 19 日

 鹿児島看護協会　看護師職能委員会 1 名参加

4月 10 日／ 5月 11 日／ 6月 19 日／ 10 月 6 日／ 11 月 16 日／ 2月 17 日／ 3月 11 日

 鹿児島県看護協会　看護の日・週刊行事実行委員会 1 名参加

4月 25 日／ 8月 8日 

 鹿児島県看護協会　運営委員会 1 名参加

5月 9日 日本看護協会通常総会・全国職能別交流集会 1 名参加

5月 9日／ 7月 4日／ 9月 12 日

 鹿児島県看護協会　理事会 1 名参加

5月 22 日／ 7月 17 日／ 11 月 27 日

 日本感染管理ベストプラクティス研究会　アドバイザー 1 名派遣

5月 23 日 看護師研修会議 1 名参加

5月 23 日 日本看護連盟通常総会代議員研修 1 名参加

5月 28 日／ 7月 23 日／ 8月 22 日／ 10 月 22 日／ 12 月 24 日／ 1月 30 日／ 3月 24 日

 鹿児島県看護協会　鹿児島地区安全情報ネットワーク会議 1 名参加

5月 30 日 鹿児島県看護協会通常総会及び職能合同集会 1 名参加

6月 2日 日本看護連盟通常総会決起大会 1 名参加

6月 2日 日本看護連盟都道府県会長・幹事長・支部長合同会議研究会 1 名参加

6月 6日 創傷管理クローズドセミナー　看護師視点で考える創傷管理

 PICO 創傷治療システムに関する症例検討会

 四肢創傷（手指 :熱傷、母趾：外傷）への PICO 使用症例　講師 1 名派遣

6月 9日 中東呼吸器症候群への対応に関する意見交換会 1 名参加

6月 13 日 鹿児島県看護協会　鹿児島地区集会 1 名参加

6月 13 日 鹿児島県鹿児島地区評議員会 1 名参加

6月 16 日 社会福祉法厚生会　介護老人福祉施設　睦園

 園内研修「感染症予防及び蔓延防止について」講師 1 名派遣

6月 17 日 鹿児島市医療介護連携ネットワーク西部地区連携の会 2 名参加

6月 18 日 重症熱性血小板減少症候群（SFTS）研修会 1 名参加

6月 19 日 医療安全管理者フォローアップ研修会 1 名参加

6月 19 日 医療安全研修 1 名参加

6月 20 日 鹿児島県看護協会南薩地区集会 1 名参加

6月 23 日・27 日／ 7月 30 日／ 8月 28 日／ 9月 13 日／ 10 月 3 日／ 11 月 16 日／ 2月 5日／ 3月 5日　 

 助産師職能委員会 1 名参加

6月 26 日 鹿児島県看護協会評議員会 1 名参加

6月 27 日 第 3 回鹿児島セーフティマネジメント研究会　講師 1 名派遣

6月 26 日／ 9月 25 日／ 11 月 27 日／ 2月 26 日

 鹿児島県看護協会　鹿児島地区役員会・評議員会 1 名参加

6月 27 日 鹿児島セーフティマネジメント研究会 1 名参加

7月 4日 鹿児島市スポーツ推進委員会 1 名参加

7月 23 日 鹿児島県看護協会　鹿児島地区再就業支援セミナー　講師

 「救急対応」「院内感染防止」 2 名派遣

7月 23 日 鹿児島地区医療安全情報ネットワーク会議 1 名参加

7月 23 日 鹿児島県看護協会　平成 27 年度第 1回鹿児島地区再就業支援セミナー

 「院内感染防止」講師 1 名派遣

7月 27 日 母子保健連絡会議 1 名参加

8月 8日／ 1月 23 日／ 3月 19 日

 鹿児島県看護協会　研究倫理委員会 1 名参加

8月 3日／ 3月 11 日

 日本看護協会　全国職能委員長会議 1 名参加

8月 22 日 鹿児島県医療安全情報ネットワーク会議 1 名参加

8月 23 日 鹿児島県小児保健協会　理事会 1 名参加

8月 27 日 鹿児島県母性衛生学会役員会 1 名参加

9月 12 日 鹿児島救急医学会　第 44 回看護部会　シンポジスト 1 名派遣

9月 13 日／ 10 月 3 日 

 鹿児島県看護協会　助産師研修会 1 名参加

9月 17 日 八反丸病院　院内研修

 「院内感染対策について～院内ラウンドを通して～」講師 1 名派遣

9月 25 日 鹿児島県看護協会評議員会 1 名参加

10 月 3 日 鹿児島県看護連盟青年部会委員会 1 名参加

10 月 11 日 快護生活フェス！福祉機器展＆セミナー in かごしま　講師

 「スキンケアってなに？～褥瘡予防に繋がるスキンケア対策を学ぶ～」

  1 名派遣

10 月 22 日 鹿児島地区医療安全情報ネットワーク会議 1 名参加

10 月 24 日 平成 27 年度第 3回鹿児島市スポーツ推進委員会 1 名参加

10 月 31 日 オストメイトと家族の集い

 第 1回公開講座「スマートケアの基本理念と実践」講師 1 名派遣

11 月 24 日 鹿児島医療技術専門学校　看護教育研修会 2 名参加

11 月 27 日 鹿児島県看護協会評議員会 1 名参加

12 月 1 日・4日 第 3回救急隊員症例検討会　参加講習会　講師

 対象：鹿児島市中央・南・西 3消防署救急隊員 60 名 9 名派遣

12 月 6 日 九州ブロックポリナビワークショップ in 宮崎 1 名参加

12 月 11 日 ブロック別都道府県・エイズ拠点病院等連絡会議 1 名参加

12 月 12 日 鹿児島県看護協会　事業検討会 1 名参加

12 月 12 日／ 1月 16 日・30 日／ 2月 13 日・14 日

 鹿児島県看護協会　新人助産師合同研修会 1 名参加

12 月 22 日 鹿児島地区医療安全情報ネットワーク会議 1 名参加

1月 20 日 鹿児島県医療法人協会立　看護専門学校実習指導者会議 1 名参加

1月 30 日 鹿児島県医療安全情報ネットワーク会議 1 名参加

2月 12 日 ナースセンター事業運営委員会 1 名参加

2月 13 日 鹿児島県看護協会　鹿児島地区研修会 1 名参加

2月 13 日 医療安全研修 1 名参加

2月 16 日 小児在宅療養研修会～ NICU から在宅へ～ 「NICU からの退院支援」講師 1 名派遣

2月 26 日 鹿児島県鹿児島地区評議員会 1 名参加

2月 26 日 小児在宅医療検討会 1 名参加

3月 5日 宮崎県産婦人科医院従事者研修会

 第 20 回ひむかセミナー「NICU から退院支援」講師 1 名派遣

3月 12 日 平成 27 年度第 4回鹿児島市スポーツ推進委員会 社会体育指導者研修会 1 名参加

3月 15 日 都道府県医療・介護連携調整実証事業にかかる医療・介護合同会議 1 名参加

3月 18 日 地域連携 Net Works 情報交換会 1 名参加

3月 23 日 新人看護職員卒後研修検討会 1 名参加

3月 23 日 小児在宅推進事業連携実務検討会 1 名参加

3月 24 日 鹿児島地区医療安全情報ネットワーク会議 1 名参加

【リハビリテーション部】

2月 20 日 パネル討議「誤嚥性肺炎の予防」講師 1 名派遣

【中央放射線部】

8月 1日 FRT 九州講演会　MRI 検査講師 1 名派遣

8月 7日 第 21 回乳がん検診従事者研修会 3 名参加

8月 21 日 第 2 回乳がん検診均てん化研修会 4 名参加

9月 18 日 第 1 回肺がん検診均てん化研修会 5 名参加

10 月 3 日･4 日 九州 GYRO ミーティング　MRI 検査講師 1 名派遣

10 月 30 日 低線量 CT 肺がん検診研修会 4 名参加

1月 31 日 診療放射線技師基礎技術講習会　MRI 検査講師 1 名派遣

2月 1日･30 日 鹿児島県臨床工学技士会　新年教育セミナー　講師 1 名派遣

2月 19 日 第 2 回肺がん検診均てん化研修会 5 名参加

2月 27 日 乳がん検診均てん化研修会 2 名参加

3月 11 日 乳がん検診従事者研修会 1 名参加

3月 26 日 放射線技師危機管理士部会研修会　MRI 検査講師 1 名派遣

【臨床工学部】

5月 17 日 宮崎県臨床工学技士会教育講演　講師 1 名派遣

9月 6日 九州臨床工学技士会共催学術セミナー 2　日本光電九州株式会社　講師 1 名派遣

9月 26 日 南九州急性血液浄化技術検討会　東レ・メディカル株式会社　講師 1 名派遣

3月 26 日 第 6 回呼吸器療法セミナー　講師 1 名派遣

【薬剤部】

4月 15 日／ 7月 15 日／ 10 月 21 日／ 1月 20 日

 薬薬連携会議 2 名参加

5月 20 日／ 8月 19 日／ 11 月 18 日／ 2月 17 日

 がん化学療法薬薬連携研修会 15 名参加

3月 15 日 がん化学療法に関する合同研修会 15 名参加

【栄養管理部】

4月 22 日 リハビリテーション栄養　今とこれからを考える 8 名参加

5月 30 日 新生児栄養フォーラム 1 名参加

6月 13 日 第 12 回鹿児島 NST 研究会 3 名参加

6月 20 日 第 11 回ぴくるすの会研究会 3 名参加

8月 17 日 ウィズガス食フォーラム 2015 1 名参加

8月 27 日 株式会社南給　特別講演　美味しい病院食～とくに高血圧と塩分について～ 1 名参加

8月 28 日 鹿児島県リハビリテーション栄養セミナー 4 名参加

9月 8日 第 2回関係職種技術向上のための研修会 3 名参加

10 月 9 日 スマイルケア食についての研修会 6 名参加

10 月 13 日 平成 27 年度　給食施設従事者研修会 1 名参加

10 月 14 日 第 3 回関係職種技術向上のための研修会 2 名参加

10 月 17 日 運動器の 10 年・骨と関節の日県民公開講座 1 名参加

10 月 24 日 第 11 回鹿児島摂食嚥下リハビリテーション研究会 1 名参加

10 月 24 日 姶良・伊佐地域振興局管内給食施設連絡協議会研修会 1 名参加

10 月 27 日 ネスレセミナー　in 鹿児島 2 名参加

11 月 11 日 平成 27 年度第 2回鹿児島県肝疾患診療連携ネットワーク研修会 3 名参加

3月 19 日 在宅褥瘡セミナー「栄養管理」　講師 1 名派遣

【在宅医療部】

8月 28 日 在宅医療推進研修会 1 名参加

9月 4日 ストレスチェック制度 1 名参加

10 月 10 日 腸内ケアのすすめ 1 名参加

11 月 12 日 介護サービスの質の向上に資する研修会 1 名参加

3月 13 日 地域包括ケアにおける緩和ケア 1 名参加

3月 16 日 H28 年度診療報酬改定研修会 1 名参加

【診療補助部】

6月 15 日 第 1 回鹿児島診療情報管理研究会セミナー 4 名参加

【緩和医療課】

4月 25 日 尊厳死協会かごしま総会講演　「健やかに生き安らかに旅立つために」講師 1 名派遣

5月 27 日 国保診療施設看護師長研修会　「在宅医療の現状と緩和ケア」講師 1 名派遣

【事務部】

8月 6日 南九州地区洋上救急支援協議会 1 名参加

9月 11 日･12 日 第 19 回全国病院広報研究大会　HIS フォーラム 2015 in 釧路 1 名参加

11 月 28 日 第 4 回九州・沖縄ブロック　地域相談支援フォーラム in 鹿児島　実行委員 1 名参加

1月 16 日･17 日 ALSO プロバイダーコース＠鹿児島 5 名参加

2月 16 日 小児在宅療養研修会　鹿児島県医師会館 5 名参加

3月 12 日 小児在宅療養研修会　天文館ビジョンホール 3 名参加

１９．入院患者不在者投票

4 月 12 日 執行鹿児島県議会議員選挙　不在者投票 16 名実施

2月 28 日 執行東串良町長及び東串良町議会議員補欠選挙　不在者投票 1 名実施

２０．その他の活動報告

4 月 1 日 鹿児島大学臨床教授委託

 昇卓夫･濵之上雅博･松永俊二･丸山芳一･西澤輝彦･米田敏･白濱浩･田代幸恵･長堂竜維

 鹿児島大学臨床准教授委託　川畠寿史

6月 24 日 鹿児島県赤十字血液センター献血 25 名

10 月 5 日 産科退院患者による「おぎゃー献金」を日母おぎゃー献金基金へ献金　 22,700 円

11 月 26 日 鹿児島県赤十字血液センター献血 17 名

12 月 28 日 リレー・フォー・ライフかごしまへ募金 112,901 円

２１．表彰
鹿児島県看護協会会長表彰 師長　上ノ町和子
8月 10 日 厚生労働省　平成 27 年度母子保健厚生労働大臣表彰 小児科部長　鉾之原昌

１ ･ の 、 ･ ･ へ講師 的 派遣

【医師】

鹿児島歯科学院専門学校技工士科　 常 講師 歯科部長　 田 ミ子

鹿児島県立 大学　 常 講師 4月～7月 週 日　小児科部長　 田

鹿児島大学小児科外 実務研修　 常 講師 週 日　小児科部長　 田

長崎大学病院　 常 講師 歯科 外科部長　 田雅

鹿児島県消防学校　 常 講師 5月22日／6月1日／1月22日／2月1日　 科　西山

【看護部】

7月17日 鹿児島市立 中学校　家 教育学  講師　看護 部長　 ひと

11月11日・19日・25日

 国立病院機 　鹿児島医療センター付属看護専門学校 講師　NICU師長　 川 子

11月11日 田学園看護専門学校　 常 講師

 科 ： タリングの 的と 法 救急 定看護師　 夫

11月19日 田学園看護専門学校　 常 講師

 科 ：放射線療法と看護 放射線 定看護師　 こ え

11月19日 田学園看護専門学校　 常 講師

 科 ：化学療法と看護 がん化学療法 定看護師　 原 美

11月20日 田学園看護専門学校　 常 講師

 科 ：安 療法、食事用法、人工臓器 師長　中 子

11月24日 田学園看護専門学校　 常 講師

 科 ： 吸 、吸 、ドレナージ 慢性呼吸器疾患 定看護師　立 子

12月2日・16日 高等学校看護学科専門課  講師　がん化学療法 定看護師　 原 美

12月17日 学園専修学校　講師 看護師　山 恵

【中央放射線部】

2月1日・8日・17日

 鹿児島医療技術専門学校　診療 技術学  　講師　放射線技師　 田 一
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１８．主な公的会議･研修会への参加、講師派遣

【医師】

がん拠点病院関連会議 1 名参加

ターナー症候群家族会　「MIRAI の会」　年 2回定例会 1 名参加

鹿児島県小児慢性特定疾患対策協議会委員　年 12 回審査会　年 1回委員会 1 名参加

4月～ 11 月 鹿児島市学校腎臓健診会議（判定会議）委員　年 6回 1 名参加

5月 25 日 エドキサバンフォーラム in 鹿児島 血栓症のトータルメネージメント 講師 1 名派遣

5月 25 日･26 日 鹿児島市消防局　救急隊員症例検討会 1 名派遣

7月 23 日 鹿児島県エイズ対策連絡協議会　委員 1 名派遣

9月 2日･3 日 救急隊員症例検討会 講師 1 名派遣

9月 10 日 鹿児島県教育委員会 鹿児島県新規採用養護教諭研修会 講師 1 名派遣

10 月 10 日 鹿児島県公的病院総会 1 名参加

12 月 1 日･4 日 第 3 回救急隊員症例検討会　参加講習会　講師

 対象：鹿児島市中央・南・西 3消防署救急隊員 60 名対象 1 名派遣

2月 2日･24 日 薩摩地域救急業務高度化協議会 1 名参加

2月 13 日･14 日 第 6 回生長会産婦人科レビューコース　社会医療法人生長会　講師 1 名派遣

3月 31 日 鹿児島大学医学部・歯学部付属病院 歯科医師臨床研修管理委員会 1 名参加

【看護部】

4月 4日 第 42 回鹿児島県減菌業務研究会　座長 1 名派遣

4月 5日・18 日／ 5月 8日／ 6月 6日／ 9月 5日／ 10 月 3 日／ 11 月 7 日／ 12 月 5 日／ 1月 9日／

2月 13 日／ 3月 12 日／ 3月 19 日

 鹿児島看護協会　看護師職能委員会 1 名参加

4月 10 日／ 5月 11 日／ 6月 19 日／ 10 月 6 日／ 11 月 16 日／ 2月 17 日／ 3月 11 日

 鹿児島県看護協会　看護の日・週刊行事実行委員会 1 名参加

4月 25 日／ 8月 8日 

 鹿児島県看護協会　運営委員会 1 名参加

5月 9日 日本看護協会通常総会・全国職能別交流集会 1 名参加

5月 9日／ 7月 4日／ 9月 12 日

 鹿児島県看護協会　理事会 1 名参加

5月 22 日／ 7月 17 日／ 11 月 27 日

 日本感染管理ベストプラクティス研究会　アドバイザー 1 名派遣

5月 23 日 看護師研修会議 1 名参加

5月 23 日 日本看護連盟通常総会代議員研修 1 名参加

5月 28 日／ 7月 23 日／ 8月 22 日／ 10 月 22 日／ 12 月 24 日／ 1月 30 日／ 3月 24 日

 鹿児島県看護協会　鹿児島地区安全情報ネットワーク会議 1 名参加

5月 30 日 鹿児島県看護協会通常総会及び職能合同集会 1 名参加

6月 2日 日本看護連盟通常総会決起大会 1 名参加

6月 2日 日本看護連盟都道府県会長・幹事長・支部長合同会議研究会 1 名参加

6月 6日 創傷管理クローズドセミナー　看護師視点で考える創傷管理

 PICO 創傷治療システムに関する症例検討会

 四肢創傷（手指 :熱傷、母趾：外傷）への PICO 使用症例　講師 1 名派遣

6月 9日 中東呼吸器症候群への対応に関する意見交換会 1 名参加

6月 13 日 鹿児島県看護協会　鹿児島地区集会 1 名参加

6月 13 日 鹿児島県鹿児島地区評議員会 1 名参加

6月 16 日 社会福祉法厚生会　介護老人福祉施設　睦園

 園内研修「感染症予防及び蔓延防止について」講師 1 名派遣

6月 17 日 鹿児島市医療介護連携ネットワーク西部地区連携の会 2 名参加

6月 18 日 重症熱性血小板減少症候群（SFTS）研修会 1 名参加

6月 19 日 医療安全管理者フォローアップ研修会 1 名参加

6月 19 日 医療安全研修 1 名参加

6月 20 日 鹿児島県看護協会南薩地区集会 1 名参加

6月 23 日・27 日／ 7月 30 日／ 8月 28 日／ 9月 13 日／ 10 月 3 日／ 11 月 16 日／ 2月 5日／ 3月 5日　 

 助産師職能委員会 1 名参加

6月 26 日 鹿児島県看護協会評議員会 1 名参加

6月 27 日 第 3 回鹿児島セーフティマネジメント研究会　講師 1 名派遣

6月 26 日／ 9月 25 日／ 11 月 27 日／ 2月 26 日

 鹿児島県看護協会　鹿児島地区役員会・評議員会 1 名参加

6月 27 日 鹿児島セーフティマネジメント研究会 1 名参加

7月 4日 鹿児島市スポーツ推進委員会 1 名参加

7月 23 日 鹿児島県看護協会　鹿児島地区再就業支援セミナー　講師

 「救急対応」「院内感染防止」 2 名派遣

7月 23 日 鹿児島地区医療安全情報ネットワーク会議 1 名参加

7月 23 日 鹿児島県看護協会　平成 27 年度第 1回鹿児島地区再就業支援セミナー

 「院内感染防止」講師 1 名派遣

7月 27 日 母子保健連絡会議 1 名参加

8月 8日／ 1月 23 日／ 3月 19 日

 鹿児島県看護協会　研究倫理委員会 1 名参加

8月 3日／ 3月 11 日

 日本看護協会　全国職能委員長会議 1 名参加

8月 22 日 鹿児島県医療安全情報ネットワーク会議 1 名参加

8月 23 日 鹿児島県小児保健協会　理事会 1 名参加

8月 27 日 鹿児島県母性衛生学会役員会 1 名参加

9月 12 日 鹿児島救急医学会　第 44 回看護部会　シンポジスト 1 名派遣

9月 13 日／ 10 月 3 日 

 鹿児島県看護協会　助産師研修会 1 名参加

9月 17 日 八反丸病院　院内研修

 「院内感染対策について～院内ラウンドを通して～」講師 1 名派遣

9月 25 日 鹿児島県看護協会評議員会 1 名参加

10 月 3 日 鹿児島県看護連盟青年部会委員会 1 名参加

10 月 11 日 快護生活フェス！福祉機器展＆セミナー in かごしま　講師

 「スキンケアってなに？～褥瘡予防に繋がるスキンケア対策を学ぶ～」

  1 名派遣

10 月 22 日 鹿児島地区医療安全情報ネットワーク会議 1 名参加

10 月 24 日 平成 27 年度第 3回鹿児島市スポーツ推進委員会 1 名参加

10 月 31 日 オストメイトと家族の集い

 第 1回公開講座「スマートケアの基本理念と実践」講師 1 名派遣

11 月 24 日 鹿児島医療技術専門学校　看護教育研修会 2 名参加

11 月 27 日 鹿児島県看護協会評議員会 1 名参加

12 月 1 日・4日 第 3回救急隊員症例検討会　参加講習会　講師

 対象：鹿児島市中央・南・西 3消防署救急隊員 60 名 9 名派遣

12 月 6 日 九州ブロックポリナビワークショップ in 宮崎 1 名参加

12 月 11 日 ブロック別都道府県・エイズ拠点病院等連絡会議 1 名参加

12 月 12 日 鹿児島県看護協会　事業検討会 1 名参加

12 月 12 日／ 1月 16 日・30 日／ 2月 13 日・14 日

 鹿児島県看護協会　新人助産師合同研修会 1 名参加

12 月 22 日 鹿児島地区医療安全情報ネットワーク会議 1 名参加

1月 20 日 鹿児島県医療法人協会立　看護専門学校実習指導者会議 1 名参加

1月 30 日 鹿児島県医療安全情報ネットワーク会議 1 名参加

2月 12 日 ナースセンター事業運営委員会 1 名参加

2月 13 日 鹿児島県看護協会　鹿児島地区研修会 1 名参加

2月 13 日 医療安全研修 1 名参加

2月 16 日 小児在宅療養研修会～ NICU から在宅へ～ 「NICU からの退院支援」講師 1 名派遣

2月 26 日 鹿児島県鹿児島地区評議員会 1 名参加

2月 26 日 小児在宅医療検討会 1 名参加

3月 5日 宮崎県産婦人科医院従事者研修会

 第 20 回ひむかセミナー「NICU から退院支援」講師 1 名派遣

3月 12 日 平成 27 年度第 4回鹿児島市スポーツ推進委員会 社会体育指導者研修会 1 名参加

3月 15 日 都道府県医療・介護連携調整実証事業にかかる医療・介護合同会議 1 名参加

3月 18 日 地域連携 Net Works 情報交換会 1 名参加

3月 23 日 新人看護職員卒後研修検討会 1 名参加

3月 23 日 小児在宅推進事業連携実務検討会 1 名参加

3月 24 日 鹿児島地区医療安全情報ネットワーク会議 1 名参加

【リハビリテーション部】

2月 20 日 パネル討議「誤嚥性肺炎の予防」講師 1 名派遣

【中央放射線部】

8月 1日 FRT 九州講演会　MRI 検査講師 1 名派遣

8月 7日 第 21 回乳がん検診従事者研修会 3 名参加

8月 21 日 第 2 回乳がん検診均てん化研修会 4 名参加

9月 18 日 第 1 回肺がん検診均てん化研修会 5 名参加

10 月 3 日･4 日 九州 GYRO ミーティング　MRI 検査講師 1 名派遣

10 月 30 日 低線量 CT 肺がん検診研修会 4 名参加

1月 31 日 診療放射線技師基礎技術講習会　MRI 検査講師 1 名派遣

2月 1日･30 日 鹿児島県臨床工学技士会　新年教育セミナー　講師 1 名派遣

2月 19 日 第 2 回肺がん検診均てん化研修会 5 名参加

2月 27 日 乳がん検診均てん化研修会 2 名参加

3月 11 日 乳がん検診従事者研修会 1 名参加

3月 26 日 放射線技師危機管理士部会研修会　MRI 検査講師 1 名派遣

【臨床工学部】

5月 17 日 宮崎県臨床工学技士会教育講演　講師 1 名派遣

9月 6日 九州臨床工学技士会共催学術セミナー 2　日本光電九州株式会社　講師 1 名派遣

9月 26 日 南九州急性血液浄化技術検討会　東レ・メディカル株式会社　講師 1 名派遣

3月 26 日 第 6 回呼吸器療法セミナー　講師 1 名派遣

【薬剤部】

4月 15 日／ 7月 15 日／ 10 月 21 日／ 1月 20 日

 薬薬連携会議 2 名参加

5月 20 日／ 8月 19 日／ 11 月 18 日／ 2月 17 日

 がん化学療法薬薬連携研修会 15 名参加

3月 15 日 がん化学療法に関する合同研修会 15 名参加

【栄養管理部】

4月 22 日 リハビリテーション栄養　今とこれからを考える 8 名参加

5月 30 日 新生児栄養フォーラム 1 名参加

6月 13 日 第 12 回鹿児島 NST 研究会 3 名参加

6月 20 日 第 11 回ぴくるすの会研究会 3 名参加

8月 17 日 ウィズガス食フォーラム 2015 1 名参加

8月 27 日 株式会社南給　特別講演　美味しい病院食～とくに高血圧と塩分について～ 1 名参加

8月 28 日 鹿児島県リハビリテーション栄養セミナー 4 名参加

9月 8日 第 2回関係職種技術向上のための研修会 3 名参加

10 月 9 日 スマイルケア食についての研修会 6 名参加

10 月 13 日 平成 27 年度　給食施設従事者研修会 1 名参加

10 月 14 日 第 3 回関係職種技術向上のための研修会 2 名参加

10 月 17 日 運動器の 10 年・骨と関節の日県民公開講座 1 名参加

10 月 24 日 第 11 回鹿児島摂食嚥下リハビリテーション研究会 1 名参加

10 月 24 日 姶良・伊佐地域振興局管内給食施設連絡協議会研修会 1 名参加

10 月 27 日 ネスレセミナー　in 鹿児島 2 名参加

11 月 11 日 平成 27 年度第 2回鹿児島県肝疾患診療連携ネットワーク研修会 3 名参加

3月 19 日 在宅褥瘡セミナー「栄養管理」　講師 1 名派遣

【在宅医療部】

8月 28 日 在宅医療推進研修会 1 名参加

9月 4日 ストレスチェック制度 1 名参加

10 月 10 日 腸内ケアのすすめ 1 名参加

11 月 12 日 介護サービスの質の向上に資する研修会 1 名参加

3月 13 日 地域包括ケアにおける緩和ケア 1 名参加

3月 16 日 H28 年度診療報酬改定研修会 1 名参加

【診療補助部】

6月 15 日 第 1 回鹿児島診療情報管理研究会セミナー 4 名参加

【緩和医療課】

4月 25 日 尊厳死協会かごしま総会講演　「健やかに生き安らかに旅立つために」講師 1 名派遣

5月 27 日 国保診療施設看護師長研修会　「在宅医療の現状と緩和ケア」講師 1 名派遣

【事務部】

8月 6日 南九州地区洋上救急支援協議会 1 名参加

9月 11 日･12 日 第 19 回全国病院広報研究大会　HIS フォーラム 2015 in 釧路 1 名参加

11 月 28 日 第 4 回九州・沖縄ブロック　地域相談支援フォーラム in 鹿児島　実行委員 1 名参加

1月 16 日･17 日 ALSO プロバイダーコース＠鹿児島 5 名参加

2月 16 日 小児在宅療養研修会　鹿児島県医師会館 5 名参加

3月 12 日 小児在宅療養研修会　天文館ビジョンホール 3 名参加

１９．入院患者不在者投票

4 月 12 日 執行鹿児島県議会議員選挙　不在者投票 16 名実施

2月 28 日 執行東串良町長及び東串良町議会議員補欠選挙　不在者投票 1 名実施

２０．その他の活動報告

4 月 1 日 鹿児島大学臨床教授委託

 昇卓夫･濵之上雅博･松永俊二･丸山芳一･西澤輝彦･米田敏･白濱浩･田代幸恵･長堂竜維

 鹿児島大学臨床准教授委託　川畠寿史

6月 24 日 鹿児島県赤十字血液センター献血 25 名

10 月 5 日 産科退院患者による「おぎゃー献金」を日母おぎゃー献金基金へ献金　 22,700 円

11 月 26 日 鹿児島県赤十字血液センター献血 17 名

12 月 28 日 リレー・フォー・ライフかごしまへ募金 112,901 円

２１．表彰
鹿児島県看護協会会長表彰 師長　上ノ町和子
8月 10 日 厚生労働省　平成 27 年度母子保健厚生労働大臣表彰 小児科部長　鉾之原昌

１８．主な公的会議･研修会への参加、講師派遣

【医師】

がん拠点病院関連会議 1 名参加

ターナー症候群家族会　「MIRAI の会」　年 2回定例会 1 名参加

鹿児島県小児慢性特定疾患対策協議会委員　年 12 回審査会　年 1回委員会 1 名参加

4月～ 11 月 鹿児島市学校腎臓健診会議（判定会議）委員　年 6回 1 名参加

5月 25 日 エドキサバンフォーラム in 鹿児島 血栓症のトータルメネージメント 講師 1 名派遣

5月 25 日･26 日 鹿児島市消防局　救急隊員症例検討会 1 名派遣

7月 23 日 鹿児島県エイズ対策連絡協議会　委員 1 名派遣

9月 2日･3 日 救急隊員症例検討会 講師 1 名派遣

9月 10 日 鹿児島県教育委員会 鹿児島県新規採用養護教諭研修会 講師 1 名派遣

10 月 10 日 鹿児島県公的病院総会 1 名参加

12 月 1 日･4 日 第 3 回救急隊員症例検討会　参加講習会　講師

 対象：鹿児島市中央・南・西 3消防署救急隊員 60 名対象 1 名派遣

2月 2日･24 日 薩摩地域救急業務高度化協議会 1 名参加

2月 13 日･14 日 第 6 回生長会産婦人科レビューコース　社会医療法人生長会　講師 1 名派遣

3月 31 日 鹿児島大学医学部・歯学部付属病院 歯科医師臨床研修管理委員会 1 名参加

【看護部】

4月 4日 第 42 回鹿児島県減菌業務研究会　座長 1 名派遣

4月 5日・18 日／ 5月 8日／ 6月 6日／ 9月 5日／ 10 月 3 日／ 11 月 7 日／ 12 月 5 日／ 1月 9日／

2月 13 日／ 3月 12 日／ 3月 19 日

 鹿児島看護協会　看護師職能委員会 1 名参加

4月 10 日／ 5月 11 日／ 6月 19 日／ 10 月 6 日／ 11 月 16 日／ 2月 17 日／ 3月 11 日

 鹿児島県看護協会　看護の日・週刊行事実行委員会 1 名参加

4月 25 日／ 8月 8日 

 鹿児島県看護協会　運営委員会 1 名参加

5月 9日 日本看護協会通常総会・全国職能別交流集会 1 名参加

5月 9日／ 7月 4日／ 9月 12 日

 鹿児島県看護協会　理事会 1 名参加

5月 22 日／ 7月 17 日／ 11 月 27 日

 日本感染管理ベストプラクティス研究会　アドバイザー 1 名派遣

5月 23 日 看護師研修会議 1 名参加

5月 23 日 日本看護連盟通常総会代議員研修 1 名参加

5月 28 日／ 7月 23 日／ 8月 22 日／ 10 月 22 日／ 12 月 24 日／ 1月 30 日／ 3月 24 日

 鹿児島県看護協会　鹿児島地区安全情報ネットワーク会議 1 名参加

5月 30 日 鹿児島県看護協会通常総会及び職能合同集会 1 名参加

6月 2日 日本看護連盟通常総会決起大会 1 名参加

6月 2日 日本看護連盟都道府県会長・幹事長・支部長合同会議研究会 1 名参加

6月 6日 創傷管理クローズドセミナー　看護師視点で考える創傷管理

 PICO 創傷治療システムに関する症例検討会

 四肢創傷（手指 :熱傷、母趾：外傷）への PICO 使用症例　講師 1 名派遣

6月 9日 中東呼吸器症候群への対応に関する意見交換会 1 名参加

6月 13 日 鹿児島県看護協会　鹿児島地区集会 1 名参加

6月 13 日 鹿児島県鹿児島地区評議員会 1 名参加

6月 16 日 社会福祉法厚生会　介護老人福祉施設　睦園

 園内研修「感染症予防及び蔓延防止について」講師 1 名派遣

6月 17 日 鹿児島市医療介護連携ネットワーク西部地区連携の会 2 名参加

6月 18 日 重症熱性血小板減少症候群（SFTS）研修会 1 名参加

6月 19 日 医療安全管理者フォローアップ研修会 1 名参加

6月 19 日 医療安全研修 1 名参加

6月 20 日 鹿児島県看護協会南薩地区集会 1 名参加

6月 23 日・27 日／ 7月 30 日／ 8月 28 日／ 9月 13 日／ 10 月 3 日／ 11 月 16 日／ 2月 5日／ 3月 5日　 

 助産師職能委員会 1 名参加

6月 26 日 鹿児島県看護協会評議員会 1 名参加

6月 27 日 第 3 回鹿児島セーフティマネジメント研究会　講師 1 名派遣

6月 26 日／ 9月 25 日／ 11 月 27 日／ 2月 26 日

 鹿児島県看護協会　鹿児島地区役員会・評議員会 1 名参加

6月 27 日 鹿児島セーフティマネジメント研究会 1 名参加

7月 4日 鹿児島市スポーツ推進委員会 1 名参加

7月 23 日 鹿児島県看護協会　鹿児島地区再就業支援セミナー　講師

 「救急対応」「院内感染防止」 2 名派遣

7月 23 日 鹿児島地区医療安全情報ネットワーク会議 1 名参加

7月 23 日 鹿児島県看護協会　平成 27 年度第 1回鹿児島地区再就業支援セミナー

 「院内感染防止」講師 1 名派遣

7月 27 日 母子保健連絡会議 1 名参加

8月 8日／ 1月 23 日／ 3月 19 日

 鹿児島県看護協会　研究倫理委員会 1 名参加

8月 3日／ 3月 11 日

 日本看護協会　全国職能委員長会議 1 名参加

8月 22 日 鹿児島県医療安全情報ネットワーク会議 1 名参加

8月 23 日 鹿児島県小児保健協会　理事会 1 名参加

8月 27 日 鹿児島県母性衛生学会役員会 1 名参加

9月 12 日 鹿児島救急医学会　第 44 回看護部会　シンポジスト 1 名派遣

9月 13 日／ 10 月 3 日 

 鹿児島県看護協会　助産師研修会 1 名参加

9月 17 日 八反丸病院　院内研修

 「院内感染対策について～院内ラウンドを通して～」講師 1 名派遣

9月 25 日 鹿児島県看護協会評議員会 1 名参加

10 月 3 日 鹿児島県看護連盟青年部会委員会 1 名参加

10 月 11 日 快護生活フェス！福祉機器展＆セミナー in かごしま　講師

 「スキンケアってなに？～褥瘡予防に繋がるスキンケア対策を学ぶ～」

  1 名派遣

10 月 22 日 鹿児島地区医療安全情報ネットワーク会議 1 名参加

10 月 24 日 平成 27 年度第 3回鹿児島市スポーツ推進委員会 1 名参加

10 月 31 日 オストメイトと家族の集い

 第 1回公開講座「スマートケアの基本理念と実践」講師 1 名派遣

11 月 24 日 鹿児島医療技術専門学校　看護教育研修会 2 名参加

11 月 27 日 鹿児島県看護協会評議員会 1 名参加

12 月 1 日・4日 第 3回救急隊員症例検討会　参加講習会　講師

 対象：鹿児島市中央・南・西 3消防署救急隊員 60 名 9 名派遣

12 月 6 日 九州ブロックポリナビワークショップ in 宮崎 1 名参加

12 月 11 日 ブロック別都道府県・エイズ拠点病院等連絡会議 1 名参加

12 月 12 日 鹿児島県看護協会　事業検討会 1 名参加

12 月 12 日／ 1月 16 日・30 日／ 2月 13 日・14 日

 鹿児島県看護協会　新人助産師合同研修会 1 名参加

12 月 22 日 鹿児島地区医療安全情報ネットワーク会議 1 名参加

1月 20 日 鹿児島県医療法人協会立　看護専門学校実習指導者会議 1 名参加

1月 30 日 鹿児島県医療安全情報ネットワーク会議 1 名参加

2月 12 日 ナースセンター事業運営委員会 1 名参加

2月 13 日 鹿児島県看護協会　鹿児島地区研修会 1 名参加

2月 13 日 医療安全研修 1 名参加

2月 16 日 小児在宅療養研修会～ NICU から在宅へ～ 「NICU からの退院支援」講師 1 名派遣

2月 26 日 鹿児島県鹿児島地区評議員会 1 名参加

2月 26 日 小児在宅医療検討会 1 名参加

3月 5日 宮崎県産婦人科医院従事者研修会

 第 20 回ひむかセミナー「NICU から退院支援」講師 1 名派遣

3月 12 日 平成 27 年度第 4回鹿児島市スポーツ推進委員会 社会体育指導者研修会 1 名参加

3月 15 日 都道府県医療・介護連携調整実証事業にかかる医療・介護合同会議 1 名参加

3月 18 日 地域連携 Net Works 情報交換会 1 名参加

3月 23 日 新人看護職員卒後研修検討会 1 名参加

3月 23 日 小児在宅推進事業連携実務検討会 1 名参加

3月 24 日 鹿児島地区医療安全情報ネットワーク会議 1 名参加

【リハビリテーション部】

2月 20 日 パネル討議「誤嚥性肺炎の予防」講師 1 名派遣

【中央放射線部】

8月 1日 FRT 九州講演会　MRI 検査講師 1 名派遣

8月 7日 第 21 回乳がん検診従事者研修会 3 名参加

8月 21 日 第 2 回乳がん検診均てん化研修会 4 名参加

9月 18 日 第 1 回肺がん検診均てん化研修会 5 名参加

10 月 3 日･4 日 九州 GYRO ミーティング　MRI 検査講師 1 名派遣

10 月 30 日 低線量 CT 肺がん検診研修会 4 名参加

1月 31 日 診療放射線技師基礎技術講習会　MRI 検査講師 1 名派遣

2月 1日･30 日 鹿児島県臨床工学技士会　新年教育セミナー　講師 1 名派遣

2月 19 日 第 2 回肺がん検診均てん化研修会 5 名参加

2月 27 日 乳がん検診均てん化研修会 2 名参加

3月 11 日 乳がん検診従事者研修会 1 名参加

3月 26 日 放射線技師危機管理士部会研修会　MRI 検査講師 1 名派遣

【臨床工学部】

5月 17 日 宮崎県臨床工学技士会教育講演　講師 1 名派遣

9月 6日 九州臨床工学技士会共催学術セミナー 2　日本光電九州株式会社　講師 1 名派遣

9月 26 日 南九州急性血液浄化技術検討会　東レ・メディカル株式会社　講師 1 名派遣

3月 26 日 第 6 回呼吸器療法セミナー　講師 1 名派遣

【薬剤部】

4月 15 日／ 7月 15 日／ 10 月 21 日／ 1月 20 日

 薬薬連携会議 2 名参加

5月 20 日／ 8月 19 日／ 11 月 18 日／ 2月 17 日

 がん化学療法薬薬連携研修会 15 名参加

3月 15 日 がん化学療法に関する合同研修会 15 名参加

【栄養管理部】

4月 22 日 リハビリテーション栄養　今とこれからを考える 8 名参加

5月 30 日 新生児栄養フォーラム 1 名参加

6月 13 日 第 12 回鹿児島 NST 研究会 3 名参加

6月 20 日 第 11 回ぴくるすの会研究会 3 名参加

8月 17 日 ウィズガス食フォーラム 2015 1 名参加

8月 27 日 株式会社南給　特別講演　美味しい病院食～とくに高血圧と塩分について～ 1 名参加

8月 28 日 鹿児島県リハビリテーション栄養セミナー 4 名参加

9月 8日 第 2回関係職種技術向上のための研修会 3 名参加

10 月 9 日 スマイルケア食についての研修会 6 名参加

10 月 13 日 平成 27 年度　給食施設従事者研修会 1 名参加

10 月 14 日 第 3 回関係職種技術向上のための研修会 2 名参加

10 月 17 日 運動器の 10 年・骨と関節の日県民公開講座 1 名参加

10 月 24 日 第 11 回鹿児島摂食嚥下リハビリテーション研究会 1 名参加

10 月 24 日 姶良・伊佐地域振興局管内給食施設連絡協議会研修会 1 名参加

10 月 27 日 ネスレセミナー　in 鹿児島 2 名参加

11 月 11 日 平成 27 年度第 2回鹿児島県肝疾患診療連携ネットワーク研修会 3 名参加

3月 19 日 在宅褥瘡セミナー「栄養管理」　講師 1 名派遣

【在宅医療部】

8月 28 日 在宅医療推進研修会 1 名参加

9月 4日 ストレスチェック制度 1 名参加

10 月 10 日 腸内ケアのすすめ 1 名参加

11 月 12 日 介護サービスの質の向上に資する研修会 1 名参加

3月 13 日 地域包括ケアにおける緩和ケア 1 名参加

3月 16 日 H28 年度診療報酬改定研修会 1 名参加

【診療補助部】

6月 15 日 第 1 回鹿児島診療情報管理研究会セミナー 4 名参加

【緩和医療課】

4月 25 日 尊厳死協会かごしま総会講演　「健やかに生き安らかに旅立つために」講師 1 名派遣

5月 27 日 国保診療施設看護師長研修会　「在宅医療の現状と緩和ケア」講師 1 名派遣

【事務部】

8月 6日 南九州地区洋上救急支援協議会 1 名参加

9月 11 日･12 日 第 19 回全国病院広報研究大会　HIS フォーラム 2015 in 釧路 1 名参加

11 月 28 日 第 4 回九州・沖縄ブロック　地域相談支援フォーラム in 鹿児島　実行委員 1 名参加

1月 16 日･17 日 ALSO プロバイダーコース＠鹿児島 5 名参加

2月 16 日 小児在宅療養研修会　鹿児島県医師会館 5 名参加

3月 12 日 小児在宅療養研修会　天文館ビジョンホール 3 名参加

１９．入院患者不在者投票

4 月 12 日 執行鹿児島県議会議員選挙　不在者投票 16 名実施

2月 28 日 執行東串良町長及び東串良町議会議員補欠選挙　不在者投票 1 名実施

２０．その他の活動報告

4 月 1 日 鹿児島大学臨床教授委託

 昇卓夫･濵之上雅博･松永俊二･丸山芳一･西澤輝彦･米田敏･白濱浩･田代幸恵･長堂竜維

 鹿児島大学臨床准教授委託　川畠寿史

6月 24 日 鹿児島県赤十字血液センター献血 25 名

10 月 5 日 産科退院患者による「おぎゃー献金」を日母おぎゃー献金基金へ献金　 22,700 円

11 月 26 日 鹿児島県赤十字血液センター献血 17 名

12 月 28 日 リレー・フォー・ライフかごしまへ募金 112,901 円

２１．表彰
鹿児島県看護協会会長表彰 師長　上ノ町和子
8月 10 日 厚生労働省　平成 27 年度母子保健厚生労働大臣表彰 小児科部長　鉾之原昌
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１８．主な公的会議･研修会への参加、講師派遣

【医師】

がん拠点病院関連会議 1 名参加

ターナー症候群家族会　「MIRAI の会」　年 2回定例会 1 名参加

鹿児島県小児慢性特定疾患対策協議会委員　年 12 回審査会　年 1回委員会 1 名参加

4月～ 11 月 鹿児島市学校腎臓健診会議（判定会議）委員　年 6回 1 名参加

5月 25 日 エドキサバンフォーラム in 鹿児島 血栓症のトータルメネージメント 講師 1 名派遣

5月 25 日･26 日 鹿児島市消防局　救急隊員症例検討会 1 名派遣

7月 23 日 鹿児島県エイズ対策連絡協議会　委員 1 名派遣

9月 2日･3 日 救急隊員症例検討会 講師 1 名派遣

9月 10 日 鹿児島県教育委員会 鹿児島県新規採用養護教諭研修会 講師 1 名派遣

10 月 10 日 鹿児島県公的病院総会 1 名参加

12 月 1 日･4 日 第 3 回救急隊員症例検討会　参加講習会　講師

 対象：鹿児島市中央・南・西 3消防署救急隊員 60 名対象 1 名派遣

2月 2日･24 日 薩摩地域救急業務高度化協議会 1 名参加

2月 13 日･14 日 第 6 回生長会産婦人科レビューコース　社会医療法人生長会　講師 1 名派遣

3月 31 日 鹿児島大学医学部・歯学部付属病院 歯科医師臨床研修管理委員会 1 名参加

【看護部】

4月 4日 第 42 回鹿児島県減菌業務研究会　座長 1 名派遣

4月 5日・18 日／ 5月 8日／ 6月 6日／ 9月 5日／ 10 月 3 日／ 11 月 7 日／ 12 月 5 日／ 1月 9日／

2月 13 日／ 3月 12 日／ 3月 19 日

 鹿児島看護協会　看護師職能委員会 1 名参加

4月 10 日／ 5月 11 日／ 6月 19 日／ 10 月 6 日／ 11 月 16 日／ 2月 17 日／ 3月 11 日

 鹿児島県看護協会　看護の日・週刊行事実行委員会 1 名参加

4月 25 日／ 8月 8日 

 鹿児島県看護協会　運営委員会 1 名参加

5月 9日 日本看護協会通常総会・全国職能別交流集会 1 名参加

5月 9日／ 7月 4日／ 9月 12 日

 鹿児島県看護協会　理事会 1 名参加

5月 22 日／ 7月 17 日／ 11 月 27 日

 日本感染管理ベストプラクティス研究会　アドバイザー 1 名派遣

5月 23 日 看護師研修会議 1 名参加

5月 23 日 日本看護連盟通常総会代議員研修 1 名参加

5月 28 日／ 7月 23 日／ 8月 22 日／ 10 月 22 日／ 12 月 24 日／ 1月 30 日／ 3月 24 日

 鹿児島県看護協会　鹿児島地区安全情報ネットワーク会議 1 名参加

5月 30 日 鹿児島県看護協会通常総会及び職能合同集会 1 名参加

6月 2日 日本看護連盟通常総会決起大会 1 名参加

6月 2日 日本看護連盟都道府県会長・幹事長・支部長合同会議研究会 1 名参加

6月 6日 創傷管理クローズドセミナー　看護師視点で考える創傷管理

 PICO 創傷治療システムに関する症例検討会

 四肢創傷（手指 :熱傷、母趾：外傷）への PICO 使用症例　講師 1 名派遣

6月 9日 中東呼吸器症候群への対応に関する意見交換会 1 名参加

6月 13 日 鹿児島県看護協会　鹿児島地区集会 1 名参加

6月 13 日 鹿児島県鹿児島地区評議員会 1 名参加

6月 16 日 社会福祉法厚生会　介護老人福祉施設　睦園

 園内研修「感染症予防及び蔓延防止について」講師 1 名派遣

6月 17 日 鹿児島市医療介護連携ネットワーク西部地区連携の会 2 名参加

6月 18 日 重症熱性血小板減少症候群（SFTS）研修会 1 名参加

6月 19 日 医療安全管理者フォローアップ研修会 1 名参加

6月 19 日 医療安全研修 1 名参加

6月 20 日 鹿児島県看護協会南薩地区集会 1 名参加

6月 23 日・27 日／ 7月 30 日／ 8月 28 日／ 9月 13 日／ 10 月 3 日／ 11 月 16 日／ 2月 5日／ 3月 5日　 

 助産師職能委員会 1 名参加

6月 26 日 鹿児島県看護協会評議員会 1 名参加

6月 27 日 第 3 回鹿児島セーフティマネジメント研究会　講師 1 名派遣

6月 26 日／ 9月 25 日／ 11 月 27 日／ 2月 26 日

 鹿児島県看護協会　鹿児島地区役員会・評議員会 1 名参加

6月 27 日 鹿児島セーフティマネジメント研究会 1 名参加

7月 4日 鹿児島市スポーツ推進委員会 1 名参加

7月 23 日 鹿児島県看護協会　鹿児島地区再就業支援セミナー　講師

 「救急対応」「院内感染防止」 2 名派遣

7月 23 日 鹿児島地区医療安全情報ネットワーク会議 1 名参加

7月 23 日 鹿児島県看護協会　平成 27 年度第 1回鹿児島地区再就業支援セミナー

 「院内感染防止」講師 1 名派遣

7月 27 日 母子保健連絡会議 1 名参加

8月 8日／ 1月 23 日／ 3月 19 日

 鹿児島県看護協会　研究倫理委員会 1 名参加

8月 3日／ 3月 11 日

 日本看護協会　全国職能委員長会議 1 名参加

8月 22 日 鹿児島県医療安全情報ネットワーク会議 1 名参加

8月 23 日 鹿児島県小児保健協会　理事会 1 名参加

8月 27 日 鹿児島県母性衛生学会役員会 1 名参加

9月 12 日 鹿児島救急医学会　第 44 回看護部会　シンポジスト 1 名派遣

9月 13 日／ 10 月 3 日 

 鹿児島県看護協会　助産師研修会 1 名参加

9月 17 日 八反丸病院　院内研修

 「院内感染対策について～院内ラウンドを通して～」講師 1 名派遣

9月 25 日 鹿児島県看護協会評議員会 1 名参加

10 月 3 日 鹿児島県看護連盟青年部会委員会 1 名参加

10 月 11 日 快護生活フェス！福祉機器展＆セミナー in かごしま　講師

 「スキンケアってなに？～褥瘡予防に繋がるスキンケア対策を学ぶ～」

  1 名派遣

10 月 22 日 鹿児島地区医療安全情報ネットワーク会議 1 名参加

10 月 24 日 平成 27 年度第 3回鹿児島市スポーツ推進委員会 1 名参加

10 月 31 日 オストメイトと家族の集い

 第 1回公開講座「スマートケアの基本理念と実践」講師 1 名派遣

11 月 24 日 鹿児島医療技術専門学校　看護教育研修会 2 名参加

11 月 27 日 鹿児島県看護協会評議員会 1 名参加

12 月 1 日・4日 第 3回救急隊員症例検討会　参加講習会　講師

 対象：鹿児島市中央・南・西 3消防署救急隊員 60 名 9 名派遣

12 月 6 日 九州ブロックポリナビワークショップ in 宮崎 1 名参加

12 月 11 日 ブロック別都道府県・エイズ拠点病院等連絡会議 1 名参加

12 月 12 日 鹿児島県看護協会　事業検討会 1 名参加

12 月 12 日／ 1月 16 日・30 日／ 2月 13 日・14 日

 鹿児島県看護協会　新人助産師合同研修会 1 名参加

12 月 22 日 鹿児島地区医療安全情報ネットワーク会議 1 名参加

1月 20 日 鹿児島県医療法人協会立　看護専門学校実習指導者会議 1 名参加

1月 30 日 鹿児島県医療安全情報ネットワーク会議 1 名参加

2月 12 日 ナースセンター事業運営委員会 1 名参加

2月 13 日 鹿児島県看護協会　鹿児島地区研修会 1 名参加

2月 13 日 医療安全研修 1 名参加

2月 16 日 小児在宅療養研修会～ NICU から在宅へ～ 「NICU からの退院支援」講師 1 名派遣

2月 26 日 鹿児島県鹿児島地区評議員会 1 名参加

2月 26 日 小児在宅医療検討会 1 名参加

3月 5日 宮崎県産婦人科医院従事者研修会

 第 20 回ひむかセミナー「NICU から退院支援」講師 1 名派遣

3月 12 日 平成 27 年度第 4回鹿児島市スポーツ推進委員会 社会体育指導者研修会 1 名参加

3月 15 日 都道府県医療・介護連携調整実証事業にかかる医療・介護合同会議 1 名参加

3月 18 日 地域連携 Net Works 情報交換会 1 名参加

3月 23 日 新人看護職員卒後研修検討会 1 名参加

3月 23 日 小児在宅推進事業連携実務検討会 1 名参加

3月 24 日 鹿児島地区医療安全情報ネットワーク会議 1 名参加

【リハビリテーション部】

2月 20 日 パネル討議「誤嚥性肺炎の予防」講師 1 名派遣

【中央放射線部】

8月 1日 FRT 九州講演会　MRI 検査講師 1 名派遣

8月 7日 第 21 回乳がん検診従事者研修会 3 名参加

8月 21 日 第 2 回乳がん検診均てん化研修会 4 名参加

9月 18 日 第 1 回肺がん検診均てん化研修会 5 名参加

10 月 3 日･4 日 九州 GYRO ミーティング　MRI 検査講師 1 名派遣

10 月 30 日 低線量 CT 肺がん検診研修会 4 名参加

1月 31 日 診療放射線技師基礎技術講習会　MRI 検査講師 1 名派遣

2月 1日･30 日 鹿児島県臨床工学技士会　新年教育セミナー　講師 1 名派遣

2月 19 日 第 2 回肺がん検診均てん化研修会 5 名参加

2月 27 日 乳がん検診均てん化研修会 2 名参加

3月 11 日 乳がん検診従事者研修会 1 名参加

3月 26 日 放射線技師危機管理士部会研修会　MRI 検査講師 1 名派遣

【臨床工学部】

5月 17 日 宮崎県臨床工学技士会教育講演　講師 1 名派遣

9月 6日 九州臨床工学技士会共催学術セミナー 2　日本光電九州株式会社　講師 1 名派遣

9月 26 日 南九州急性血液浄化技術検討会　東レ・メディカル株式会社　講師 1 名派遣

3月 26 日 第 6 回呼吸器療法セミナー　講師 1 名派遣

【薬剤部】

4月 15 日／ 7月 15 日／ 10 月 21 日／ 1月 20 日

 薬薬連携会議 2 名参加

5月 20 日／ 8月 19 日／ 11 月 18 日／ 2月 17 日

 がん化学療法薬薬連携研修会 15 名参加

3月 15 日 がん化学療法に関する合同研修会 15 名参加

【栄養管理部】

4月 22 日 リハビリテーション栄養　今とこれからを考える 8 名参加

5月 30 日 新生児栄養フォーラム 1 名参加

6月 13 日 第 12 回鹿児島 NST 研究会 3 名参加

6月 20 日 第 11 回ぴくるすの会研究会 3 名参加

8月 17 日 ウィズガス食フォーラム 2015 1 名参加

8月 27 日 株式会社南給　特別講演　美味しい病院食～とくに高血圧と塩分について～ 1 名参加

8月 28 日 鹿児島県リハビリテーション栄養セミナー 4 名参加

9月 8日 第 2回関係職種技術向上のための研修会 3 名参加

10 月 9 日 スマイルケア食についての研修会 6 名参加

10 月 13 日 平成 27 年度　給食施設従事者研修会 1 名参加

10 月 14 日 第 3 回関係職種技術向上のための研修会 2 名参加

10 月 17 日 運動器の 10 年・骨と関節の日県民公開講座 1 名参加

10 月 24 日 第 11 回鹿児島摂食嚥下リハビリテーション研究会 1 名参加

10 月 24 日 姶良・伊佐地域振興局管内給食施設連絡協議会研修会 1 名参加

10 月 27 日 ネスレセミナー　in 鹿児島 2 名参加

11 月 11 日 平成 27 年度第 2回鹿児島県肝疾患診療連携ネットワーク研修会 3 名参加

3月 19 日 在宅褥瘡セミナー「栄養管理」　講師 1 名派遣

【在宅医療部】

8月 28 日 在宅医療推進研修会 1 名参加

9月 4日 ストレスチェック制度 1 名参加

10 月 10 日 腸内ケアのすすめ 1 名参加

11 月 12 日 介護サービスの質の向上に資する研修会 1 名参加

3月 13 日 地域包括ケアにおける緩和ケア 1 名参加

3月 16 日 H28 年度診療報酬改定研修会 1 名参加

【診療補助部】

6月 15 日 第 1 回鹿児島診療情報管理研究会セミナー 4 名参加

【緩和医療課】

4月 25 日 尊厳死協会かごしま総会講演　「健やかに生き安らかに旅立つために」講師 1 名派遣

5月 27 日 国保診療施設看護師長研修会　「在宅医療の現状と緩和ケア」講師 1 名派遣

【事務部】

8月 6日 南九州地区洋上救急支援協議会 1 名参加

9月 11 日･12 日 第 19 回全国病院広報研究大会　HIS フォーラム 2015 in 釧路 1 名参加

11 月 28 日 第 4 回九州・沖縄ブロック　地域相談支援フォーラム in 鹿児島　実行委員 1 名参加

1月 16 日･17 日 ALSO プロバイダーコース＠鹿児島 5 名参加

2月 16 日 小児在宅療養研修会　鹿児島県医師会館 5 名参加

3月 12 日 小児在宅療養研修会　天文館ビジョンホール 3 名参加

１９．入院患者不在者投票

4 月 12 日 執行鹿児島県議会議員選挙　不在者投票 16 名実施

2月 28 日 執行東串良町長及び東串良町議会議員補欠選挙　不在者投票 1 名実施

２０．その他の活動報告

4 月 1 日 鹿児島大学臨床教授委託

 昇卓夫･濵之上雅博･松永俊二･丸山芳一･西澤輝彦･米田敏･白濱浩･田代幸恵･長堂竜維

 鹿児島大学臨床准教授委託　川畠寿史

6月 24 日 鹿児島県赤十字血液センター献血 25 名

10 月 5 日 産科退院患者による「おぎゃー献金」を日母おぎゃー献金基金へ献金　 22,700 円

11 月 26 日 鹿児島県赤十字血液センター献血 17 名

12 月 28 日 リレー・フォー・ライフかごしまへ募金 112,901 円

２１．表彰
鹿児島県看護協会会長表彰 師長　上ノ町和子
8月 10 日 厚生労働省　平成 27 年度母子保健厚生労働大臣表彰 小児科部長　鉾之原昌

１８．主な公的会議･研修会への参加、講師派遣

【医師】

がん拠点病院関連会議 1 名参加

ターナー症候群家族会　「MIRAI の会」　年 2回定例会 1 名参加

鹿児島県小児慢性特定疾患対策協議会委員　年 12 回審査会　年 1回委員会 1 名参加

4月～ 11 月 鹿児島市学校腎臓健診会議（判定会議）委員　年 6回 1 名参加

5月 25 日 エドキサバンフォーラム in 鹿児島 血栓症のトータルメネージメント 講師 1 名派遣

5月 25 日･26 日 鹿児島市消防局　救急隊員症例検討会 1 名派遣

7月 23 日 鹿児島県エイズ対策連絡協議会　委員 1 名派遣

9月 2日･3 日 救急隊員症例検討会 講師 1 名派遣

9月 10 日 鹿児島県教育委員会 鹿児島県新規採用養護教諭研修会 講師 1 名派遣

10 月 10 日 鹿児島県公的病院総会 1 名参加

12 月 1 日･4 日 第 3 回救急隊員症例検討会　参加講習会　講師

 対象：鹿児島市中央・南・西 3消防署救急隊員 60 名対象 1 名派遣

2月 2日･24 日 薩摩地域救急業務高度化協議会 1 名参加

2月 13 日･14 日 第 6 回生長会産婦人科レビューコース　社会医療法人生長会　講師 1 名派遣

3月 31 日 鹿児島大学医学部・歯学部付属病院 歯科医師臨床研修管理委員会 1 名参加

【看護部】

4月 4日 第 42 回鹿児島県減菌業務研究会　座長 1 名派遣

4月 5日・18 日／ 5月 8日／ 6月 6日／ 9月 5日／ 10 月 3 日／ 11 月 7 日／ 12 月 5 日／ 1月 9日／

2月 13 日／ 3月 12 日／ 3月 19 日

 鹿児島看護協会　看護師職能委員会 1 名参加

4月 10 日／ 5月 11 日／ 6月 19 日／ 10 月 6 日／ 11 月 16 日／ 2月 17 日／ 3月 11 日

 鹿児島県看護協会　看護の日・週刊行事実行委員会 1 名参加

4月 25 日／ 8月 8日 

 鹿児島県看護協会　運営委員会 1 名参加

5月 9日 日本看護協会通常総会・全国職能別交流集会 1 名参加

5月 9日／ 7月 4日／ 9月 12 日

 鹿児島県看護協会　理事会 1 名参加

5月 22 日／ 7月 17 日／ 11 月 27 日

 日本感染管理ベストプラクティス研究会　アドバイザー 1 名派遣

5月 23 日 看護師研修会議 1 名参加

5月 23 日 日本看護連盟通常総会代議員研修 1 名参加

5月 28 日／ 7月 23 日／ 8月 22 日／ 10 月 22 日／ 12 月 24 日／ 1月 30 日／ 3月 24 日

 鹿児島県看護協会　鹿児島地区安全情報ネットワーク会議 1 名参加

5月 30 日 鹿児島県看護協会通常総会及び職能合同集会 1 名参加

6月 2日 日本看護連盟通常総会決起大会 1 名参加

6月 2日 日本看護連盟都道府県会長・幹事長・支部長合同会議研究会 1 名参加

6月 6日 創傷管理クローズドセミナー　看護師視点で考える創傷管理

 PICO 創傷治療システムに関する症例検討会

 四肢創傷（手指 :熱傷、母趾：外傷）への PICO 使用症例　講師 1 名派遣

6月 9日 中東呼吸器症候群への対応に関する意見交換会 1 名参加

6月 13 日 鹿児島県看護協会　鹿児島地区集会 1 名参加

6月 13 日 鹿児島県鹿児島地区評議員会 1 名参加

6月 16 日 社会福祉法厚生会　介護老人福祉施設　睦園

 園内研修「感染症予防及び蔓延防止について」講師 1 名派遣

6月 17 日 鹿児島市医療介護連携ネットワーク西部地区連携の会 2 名参加

6月 18 日 重症熱性血小板減少症候群（SFTS）研修会 1 名参加

6月 19 日 医療安全管理者フォローアップ研修会 1 名参加

6月 19 日 医療安全研修 1 名参加

6月 20 日 鹿児島県看護協会南薩地区集会 1 名参加

6月 23 日・27 日／ 7月 30 日／ 8月 28 日／ 9月 13 日／ 10 月 3 日／ 11 月 16 日／ 2月 5日／ 3月 5日　 

 助産師職能委員会 1 名参加

6月 26 日 鹿児島県看護協会評議員会 1 名参加

6月 27 日 第 3 回鹿児島セーフティマネジメント研究会　講師 1 名派遣

6月 26 日／ 9月 25 日／ 11 月 27 日／ 2月 26 日

 鹿児島県看護協会　鹿児島地区役員会・評議員会 1 名参加

6月 27 日 鹿児島セーフティマネジメント研究会 1 名参加

7月 4日 鹿児島市スポーツ推進委員会 1 名参加

7月 23 日 鹿児島県看護協会　鹿児島地区再就業支援セミナー　講師

 「救急対応」「院内感染防止」 2 名派遣

7月 23 日 鹿児島地区医療安全情報ネットワーク会議 1 名参加

7月 23 日 鹿児島県看護協会　平成 27 年度第 1回鹿児島地区再就業支援セミナー

 「院内感染防止」講師 1 名派遣

7月 27 日 母子保健連絡会議 1 名参加

8月 8日／ 1月 23 日／ 3月 19 日

 鹿児島県看護協会　研究倫理委員会 1 名参加

8月 3日／ 3月 11 日

 日本看護協会　全国職能委員長会議 1 名参加

8月 22 日 鹿児島県医療安全情報ネットワーク会議 1 名参加

8月 23 日 鹿児島県小児保健協会　理事会 1 名参加

8月 27 日 鹿児島県母性衛生学会役員会 1 名参加

9月 12 日 鹿児島救急医学会　第 44 回看護部会　シンポジスト 1 名派遣

9月 13 日／ 10 月 3 日 

 鹿児島県看護協会　助産師研修会 1 名参加

9月 17 日 八反丸病院　院内研修

 「院内感染対策について～院内ラウンドを通して～」講師 1 名派遣

9月 25 日 鹿児島県看護協会評議員会 1 名参加

10 月 3 日 鹿児島県看護連盟青年部会委員会 1 名参加

10 月 11 日 快護生活フェス！福祉機器展＆セミナー in かごしま　講師

 「スキンケアってなに？～褥瘡予防に繋がるスキンケア対策を学ぶ～」

  1 名派遣

10 月 22 日 鹿児島地区医療安全情報ネットワーク会議 1 名参加

10 月 24 日 平成 27 年度第 3回鹿児島市スポーツ推進委員会 1 名参加

10 月 31 日 オストメイトと家族の集い

 第 1回公開講座「スマートケアの基本理念と実践」講師 1 名派遣

11 月 24 日 鹿児島医療技術専門学校　看護教育研修会 2 名参加

11 月 27 日 鹿児島県看護協会評議員会 1 名参加

12 月 1 日・4日 第 3回救急隊員症例検討会　参加講習会　講師

 対象：鹿児島市中央・南・西 3消防署救急隊員 60 名 9 名派遣

12 月 6 日 九州ブロックポリナビワークショップ in 宮崎 1 名参加

12 月 11 日 ブロック別都道府県・エイズ拠点病院等連絡会議 1 名参加

12 月 12 日 鹿児島県看護協会　事業検討会 1 名参加

12 月 12 日／ 1月 16 日・30 日／ 2月 13 日・14 日

 鹿児島県看護協会　新人助産師合同研修会 1 名参加

12 月 22 日 鹿児島地区医療安全情報ネットワーク会議 1 名参加

1月 20 日 鹿児島県医療法人協会立　看護専門学校実習指導者会議 1 名参加

1月 30 日 鹿児島県医療安全情報ネットワーク会議 1 名参加

2月 12 日 ナースセンター事業運営委員会 1 名参加

2月 13 日 鹿児島県看護協会　鹿児島地区研修会 1 名参加

2月 13 日 医療安全研修 1 名参加

2月 16 日 小児在宅療養研修会～ NICU から在宅へ～ 「NICU からの退院支援」講師 1 名派遣

2月 26 日 鹿児島県鹿児島地区評議員会 1 名参加

2月 26 日 小児在宅医療検討会 1 名参加

3月 5日 宮崎県産婦人科医院従事者研修会

 第 20 回ひむかセミナー「NICU から退院支援」講師 1 名派遣

3月 12 日 平成 27 年度第 4回鹿児島市スポーツ推進委員会 社会体育指導者研修会 1 名参加

3月 15 日 都道府県医療・介護連携調整実証事業にかかる医療・介護合同会議 1 名参加

3月 18 日 地域連携 Net Works 情報交換会 1 名参加

3月 23 日 新人看護職員卒後研修検討会 1 名参加

3月 23 日 小児在宅推進事業連携実務検討会 1 名参加

3月 24 日 鹿児島地区医療安全情報ネットワーク会議 1 名参加

【リハビリテーション部】

2月 20 日 パネル討議「誤嚥性肺炎の予防」講師 1 名派遣

【中央放射線部】

8月 1日 FRT 九州講演会　MRI 検査講師 1 名派遣

8月 7日 第 21 回乳がん検診従事者研修会 3 名参加

8月 21 日 第 2 回乳がん検診均てん化研修会 4 名参加

9月 18 日 第 1 回肺がん検診均てん化研修会 5 名参加

10 月 3 日･4 日 九州 GYRO ミーティング　MRI 検査講師 1 名派遣

10 月 30 日 低線量 CT 肺がん検診研修会 4 名参加

1月 31 日 診療放射線技師基礎技術講習会　MRI 検査講師 1 名派遣

2月 1日･30 日 鹿児島県臨床工学技士会　新年教育セミナー　講師 1 名派遣

2月 19 日 第 2 回肺がん検診均てん化研修会 5 名参加

2月 27 日 乳がん検診均てん化研修会 2 名参加

3月 11 日 乳がん検診従事者研修会 1 名参加

3月 26 日 放射線技師危機管理士部会研修会　MRI 検査講師 1 名派遣

【臨床工学部】

5月 17 日 宮崎県臨床工学技士会教育講演　講師 1 名派遣

9月 6日 九州臨床工学技士会共催学術セミナー 2　日本光電九州株式会社　講師 1 名派遣

9月 26 日 南九州急性血液浄化技術検討会　東レ・メディカル株式会社　講師 1 名派遣

3月 26 日 第 6 回呼吸器療法セミナー　講師 1 名派遣

【薬剤部】

4月 15 日／ 7月 15 日／ 10 月 21 日／ 1月 20 日

 薬薬連携会議 2 名参加

5月 20 日／ 8月 19 日／ 11 月 18 日／ 2月 17 日

 がん化学療法薬薬連携研修会 15 名参加

3月 15 日 がん化学療法に関する合同研修会 15 名参加

【栄養管理部】

4月 22 日 リハビリテーション栄養　今とこれからを考える 8 名参加

5月 30 日 新生児栄養フォーラム 1 名参加

6月 13 日 第 12 回鹿児島 NST 研究会 3 名参加

6月 20 日 第 11 回ぴくるすの会研究会 3 名参加

8月 17 日 ウィズガス食フォーラム 2015 1 名参加

8月 27 日 株式会社南給　特別講演　美味しい病院食～とくに高血圧と塩分について～ 1 名参加

8月 28 日 鹿児島県リハビリテーション栄養セミナー 4 名参加

9月 8日 第 2回関係職種技術向上のための研修会 3 名参加

10 月 9 日 スマイルケア食についての研修会 6 名参加

10 月 13 日 平成 27 年度　給食施設従事者研修会 1 名参加

10 月 14 日 第 3 回関係職種技術向上のための研修会 2 名参加

10 月 17 日 運動器の 10 年・骨と関節の日県民公開講座 1 名参加

10 月 24 日 第 11 回鹿児島摂食嚥下リハビリテーション研究会 1 名参加

10 月 24 日 姶良・伊佐地域振興局管内給食施設連絡協議会研修会 1 名参加

10 月 27 日 ネスレセミナー　in 鹿児島 2 名参加

11 月 11 日 平成 27 年度第 2回鹿児島県肝疾患診療連携ネットワーク研修会 3 名参加

3月 19 日 在宅褥瘡セミナー「栄養管理」　講師 1 名派遣

【在宅医療部】

8月 28 日 在宅医療推進研修会 1 名参加

9月 4日 ストレスチェック制度 1 名参加

10 月 10 日 腸内ケアのすすめ 1 名参加

11 月 12 日 介護サービスの質の向上に資する研修会 1 名参加

3月 13 日 地域包括ケアにおける緩和ケア 1 名参加

3月 16 日 H28 年度診療報酬改定研修会 1 名参加

【診療補助部】

6月 15 日 第 1 回鹿児島診療情報管理研究会セミナー 4 名参加

【緩和医療課】

4月 25 日 尊厳死協会かごしま総会講演　「健やかに生き安らかに旅立つために」講師 1 名派遣

5月 27 日 国保診療施設看護師長研修会　「在宅医療の現状と緩和ケア」講師 1 名派遣

【事務部】

8月 6日 南九州地区洋上救急支援協議会 1 名参加

9月 11 日･12 日 第 19 回全国病院広報研究大会　HIS フォーラム 2015 in 釧路 1 名参加

11 月 28 日 第 4 回九州・沖縄ブロック　地域相談支援フォーラム in 鹿児島　実行委員 1 名参加

1月 16 日･17 日 ALSO プロバイダーコース＠鹿児島 5 名参加

2月 16 日 小児在宅療養研修会　鹿児島県医師会館 5 名参加

3月 12 日 小児在宅療養研修会　天文館ビジョンホール 3 名参加

１９．入院患者不在者投票

4 月 12 日 執行鹿児島県議会議員選挙　不在者投票 16 名実施

2月 28 日 執行東串良町長及び東串良町議会議員補欠選挙　不在者投票 1 名実施

２０．その他の活動報告

4 月 1 日 鹿児島大学臨床教授委託

 昇卓夫･濵之上雅博･松永俊二･丸山芳一･西澤輝彦･米田敏･白濱浩･田代幸恵･長堂竜維

 鹿児島大学臨床准教授委託　川畠寿史

6月 24 日 鹿児島県赤十字血液センター献血 25 名

10 月 5 日 産科退院患者による「おぎゃー献金」を日母おぎゃー献金基金へ献金　 22,700 円

11 月 26 日 鹿児島県赤十字血液センター献血 17 名

12 月 28 日 リレー・フォー・ライフかごしまへ募金 112,901 円

２１．表彰
鹿児島県看護協会会長表彰 師長　上ノ町和子
8月 10 日 厚生労働省　平成 27 年度母子保健厚生労働大臣表彰 小児科部長　鉾之原昌
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１８．主な公的会議･研修会への参加、講師派遣

【医師】

がん拠点病院関連会議 1 名参加

ターナー症候群家族会　「MIRAI の会」　年 2回定例会 1 名参加

鹿児島県小児慢性特定疾患対策協議会委員　年 12 回審査会　年 1回委員会 1 名参加

4月～ 11 月 鹿児島市学校腎臓健診会議（判定会議）委員　年 6回 1 名参加

5月 25 日 エドキサバンフォーラム in 鹿児島 血栓症のトータルメネージメント 講師 1 名派遣

5月 25 日･26 日 鹿児島市消防局　救急隊員症例検討会 1 名派遣

7月 23 日 鹿児島県エイズ対策連絡協議会　委員 1 名派遣

9月 2日･3 日 救急隊員症例検討会 講師 1 名派遣

9月 10 日 鹿児島県教育委員会 鹿児島県新規採用養護教諭研修会 講師 1 名派遣

10 月 10 日 鹿児島県公的病院総会 1 名参加

12 月 1 日･4 日 第 3 回救急隊員症例検討会　参加講習会　講師

 対象：鹿児島市中央・南・西 3消防署救急隊員 60 名対象 1 名派遣

2月 2日･24 日 薩摩地域救急業務高度化協議会 1 名参加

2月 13 日･14 日 第 6 回生長会産婦人科レビューコース　社会医療法人生長会　講師 1 名派遣

3月 31 日 鹿児島大学医学部・歯学部付属病院 歯科医師臨床研修管理委員会 1 名参加

【看護部】

4月 4日 第 42 回鹿児島県減菌業務研究会　座長 1 名派遣

4月 5日・18 日／ 5月 8日／ 6月 6日／ 9月 5日／ 10 月 3 日／ 11 月 7 日／ 12 月 5 日／ 1月 9日／

2月 13 日／ 3月 12 日／ 3月 19 日

 鹿児島看護協会　看護師職能委員会 1 名参加

4月 10 日／ 5月 11 日／ 6月 19 日／ 10 月 6 日／ 11 月 16 日／ 2月 17 日／ 3月 11 日

 鹿児島県看護協会　看護の日・週刊行事実行委員会 1 名参加

4月 25 日／ 8月 8日 

 鹿児島県看護協会　運営委員会 1 名参加

5月 9日 日本看護協会通常総会・全国職能別交流集会 1 名参加

5月 9日／ 7月 4日／ 9月 12 日

 鹿児島県看護協会　理事会 1 名参加

5月 22 日／ 7月 17 日／ 11 月 27 日

 日本感染管理ベストプラクティス研究会　アドバイザー 1 名派遣

5月 23 日 看護師研修会議 1 名参加

5月 23 日 日本看護連盟通常総会代議員研修 1 名参加

5月 28 日／ 7月 23 日／ 8月 22 日／ 10 月 22 日／ 12 月 24 日／ 1月 30 日／ 3月 24 日

 鹿児島県看護協会　鹿児島地区安全情報ネットワーク会議 1 名参加

5月 30 日 鹿児島県看護協会通常総会及び職能合同集会 1 名参加

6月 2日 日本看護連盟通常総会決起大会 1 名参加

6月 2日 日本看護連盟都道府県会長・幹事長・支部長合同会議研究会 1 名参加

6月 6日 創傷管理クローズドセミナー　看護師視点で考える創傷管理

 PICO 創傷治療システムに関する症例検討会

 四肢創傷（手指 :熱傷、母趾：外傷）への PICO 使用症例　講師 1 名派遣

6月 9日 中東呼吸器症候群への対応に関する意見交換会 1 名参加

6月 13 日 鹿児島県看護協会　鹿児島地区集会 1 名参加

6月 13 日 鹿児島県鹿児島地区評議員会 1 名参加

6月 16 日 社会福祉法厚生会　介護老人福祉施設　睦園

 園内研修「感染症予防及び蔓延防止について」講師 1 名派遣

6月 17 日 鹿児島市医療介護連携ネットワーク西部地区連携の会 2 名参加

6月 18 日 重症熱性血小板減少症候群（SFTS）研修会 1 名参加

6月 19 日 医療安全管理者フォローアップ研修会 1 名参加

6月 19 日 医療安全研修 1 名参加

6月 20 日 鹿児島県看護協会南薩地区集会 1 名参加

6月 23 日・27 日／ 7月 30 日／ 8月 28 日／ 9月 13 日／ 10 月 3 日／ 11 月 16 日／ 2月 5日／ 3月 5日　 

 助産師職能委員会 1 名参加

6月 26 日 鹿児島県看護協会評議員会 1 名参加

6月 27 日 第 3 回鹿児島セーフティマネジメント研究会　講師 1 名派遣

6月 26 日／ 9月 25 日／ 11 月 27 日／ 2月 26 日

 鹿児島県看護協会　鹿児島地区役員会・評議員会 1 名参加

6月 27 日 鹿児島セーフティマネジメント研究会 1 名参加

7月 4日 鹿児島市スポーツ推進委員会 1 名参加

7月 23 日 鹿児島県看護協会　鹿児島地区再就業支援セミナー　講師

 「救急対応」「院内感染防止」 2 名派遣

7月 23 日 鹿児島地区医療安全情報ネットワーク会議 1 名参加

7月 23 日 鹿児島県看護協会　平成 27 年度第 1回鹿児島地区再就業支援セミナー

 「院内感染防止」講師 1 名派遣

7月 27 日 母子保健連絡会議 1 名参加

8月 8日／ 1月 23 日／ 3月 19 日

 鹿児島県看護協会　研究倫理委員会 1 名参加

8月 3日／ 3月 11 日

 日本看護協会　全国職能委員長会議 1 名参加

8月 22 日 鹿児島県医療安全情報ネットワーク会議 1 名参加

8月 23 日 鹿児島県小児保健協会　理事会 1 名参加

8月 27 日 鹿児島県母性衛生学会役員会 1 名参加

9月 12 日 鹿児島救急医学会　第 44 回看護部会　シンポジスト 1 名派遣

9月 13 日／ 10 月 3 日 

 鹿児島県看護協会　助産師研修会 1 名参加

9月 17 日 八反丸病院　院内研修

 「院内感染対策について～院内ラウンドを通して～」講師 1 名派遣

9月 25 日 鹿児島県看護協会評議員会 1 名参加

10 月 3 日 鹿児島県看護連盟青年部会委員会 1 名参加

10 月 11 日 快護生活フェス！福祉機器展＆セミナー in かごしま　講師

 「スキンケアってなに？～褥瘡予防に繋がるスキンケア対策を学ぶ～」

  1 名派遣

10 月 22 日 鹿児島地区医療安全情報ネットワーク会議 1 名参加

10 月 24 日 平成 27 年度第 3回鹿児島市スポーツ推進委員会 1 名参加

10 月 31 日 オストメイトと家族の集い

 第 1回公開講座「スマートケアの基本理念と実践」講師 1 名派遣

11 月 24 日 鹿児島医療技術専門学校　看護教育研修会 2 名参加

11 月 27 日 鹿児島県看護協会評議員会 1 名参加

12 月 1 日・4日 第 3回救急隊員症例検討会　参加講習会　講師

 対象：鹿児島市中央・南・西 3消防署救急隊員 60 名 9 名派遣

12 月 6 日 九州ブロックポリナビワークショップ in 宮崎 1 名参加

12 月 11 日 ブロック別都道府県・エイズ拠点病院等連絡会議 1 名参加

12 月 12 日 鹿児島県看護協会　事業検討会 1 名参加

12 月 12 日／ 1月 16 日・30 日／ 2月 13 日・14 日

 鹿児島県看護協会　新人助産師合同研修会 1 名参加

12 月 22 日 鹿児島地区医療安全情報ネットワーク会議 1 名参加

1月 20 日 鹿児島県医療法人協会立　看護専門学校実習指導者会議 1 名参加

1月 30 日 鹿児島県医療安全情報ネットワーク会議 1 名参加

2月 12 日 ナースセンター事業運営委員会 1 名参加

2月 13 日 鹿児島県看護協会　鹿児島地区研修会 1 名参加

2月 13 日 医療安全研修 1 名参加

2月 16 日 小児在宅療養研修会～ NICU から在宅へ～ 「NICU からの退院支援」講師 1 名派遣

2月 26 日 鹿児島県鹿児島地区評議員会 1 名参加

2月 26 日 小児在宅医療検討会 1 名参加

3月 5日 宮崎県産婦人科医院従事者研修会

 第 20 回ひむかセミナー「NICU から退院支援」講師 1 名派遣

3月 12 日 平成 27 年度第 4回鹿児島市スポーツ推進委員会 社会体育指導者研修会 1 名参加

3月 15 日 都道府県医療・介護連携調整実証事業にかかる医療・介護合同会議 1 名参加

3月 18 日 地域連携 Net Works 情報交換会 1 名参加

3月 23 日 新人看護職員卒後研修検討会 1 名参加

3月 23 日 小児在宅推進事業連携実務検討会 1 名参加

3月 24 日 鹿児島地区医療安全情報ネットワーク会議 1 名参加

【リハビリテーション部】

2月 20 日 パネル討議「誤嚥性肺炎の予防」講師 1 名派遣

【中央放射線部】

8月 1日 FRT 九州講演会　MRI 検査講師 1 名派遣

8月 7日 第 21 回乳がん検診従事者研修会 3 名参加

8月 21 日 第 2 回乳がん検診均てん化研修会 4 名参加

9月 18 日 第 1 回肺がん検診均てん化研修会 5 名参加

10 月 3 日･4 日 九州 GYRO ミーティング　MRI 検査講師 1 名派遣

10 月 30 日 低線量 CT 肺がん検診研修会 4 名参加

1月 31 日 診療放射線技師基礎技術講習会　MRI 検査講師 1 名派遣

2月 1日･30 日 鹿児島県臨床工学技士会　新年教育セミナー　講師 1 名派遣

2月 19 日 第 2 回肺がん検診均てん化研修会 5 名参加

2月 27 日 乳がん検診均てん化研修会 2 名参加

3月 11 日 乳がん検診従事者研修会 1 名参加

3月 26 日 放射線技師危機管理士部会研修会　MRI 検査講師 1 名派遣

【臨床工学部】

5月 17 日 宮崎県臨床工学技士会教育講演　講師 1 名派遣

9月 6日 九州臨床工学技士会共催学術セミナー 2　日本光電九州株式会社　講師 1 名派遣

9月 26 日 南九州急性血液浄化技術検討会　東レ・メディカル株式会社　講師 1 名派遣

3月 26 日 第 6 回呼吸器療法セミナー　講師 1 名派遣

【薬剤部】

4月 15 日／ 7月 15 日／ 10 月 21 日／ 1月 20 日

 薬薬連携会議 2 名参加

5月 20 日／ 8月 19 日／ 11 月 18 日／ 2月 17 日

 がん化学療法薬薬連携研修会 15 名参加

3月 15 日 がん化学療法に関する合同研修会 15 名参加

【栄養管理部】

4月 22 日 リハビリテーション栄養　今とこれからを考える 8 名参加

5月 30 日 新生児栄養フォーラム 1 名参加

6月 13 日 第 12 回鹿児島 NST 研究会 3 名参加

6月 20 日 第 11 回ぴくるすの会研究会 3 名参加

8月 17 日 ウィズガス食フォーラム 2015 1 名参加

8月 27 日 株式会社南給　特別講演　美味しい病院食～とくに高血圧と塩分について～ 1 名参加

8月 28 日 鹿児島県リハビリテーション栄養セミナー 4 名参加

9月 8日 第 2回関係職種技術向上のための研修会 3 名参加

10 月 9 日 スマイルケア食についての研修会 6 名参加

10 月 13 日 平成 27 年度　給食施設従事者研修会 1 名参加

10 月 14 日 第 3 回関係職種技術向上のための研修会 2 名参加

10 月 17 日 運動器の 10 年・骨と関節の日県民公開講座 1 名参加

10 月 24 日 第 11 回鹿児島摂食嚥下リハビリテーション研究会 1 名参加

10 月 24 日 姶良・伊佐地域振興局管内給食施設連絡協議会研修会 1 名参加

10 月 27 日 ネスレセミナー　in 鹿児島 2 名参加

11 月 11 日 平成 27 年度第 2回鹿児島県肝疾患診療連携ネットワーク研修会 3 名参加

3月 19 日 在宅褥瘡セミナー「栄養管理」　講師 1 名派遣

【在宅医療部】

8月 28 日 在宅医療推進研修会 1 名参加

9月 4日 ストレスチェック制度 1 名参加

10 月 10 日 腸内ケアのすすめ 1 名参加

11 月 12 日 介護サービスの質の向上に資する研修会 1 名参加

3月 13 日 地域包括ケアにおける緩和ケア 1 名参加

3月 16 日 H28 年度診療報酬改定研修会 1 名参加

【診療補助部】

6月 15 日 第 1 回鹿児島診療情報管理研究会セミナー 4 名参加

【緩和医療課】

4月 25 日 尊厳死協会かごしま総会講演　「健やかに生き安らかに旅立つために」講師 1 名派遣

5月 27 日 国保診療施設看護師長研修会　「在宅医療の現状と緩和ケア」講師 1 名派遣

【事務部】

8月 6日 南九州地区洋上救急支援協議会 1 名参加

9月 11 日･12 日 第 19 回全国病院広報研究大会　HIS フォーラム 2015 in 釧路 1 名参加

11 月 28 日 第 4 回九州・沖縄ブロック　地域相談支援フォーラム in 鹿児島　実行委員 1 名参加

1月 16 日･17 日 ALSO プロバイダーコース＠鹿児島 5 名参加

2月 16 日 小児在宅療養研修会　鹿児島県医師会館 5 名参加

3月 12 日 小児在宅療養研修会　天文館ビジョンホール 3 名参加

１９．入院患者不在者投票

4 月 12 日 執行鹿児島県議会議員選挙　不在者投票 16 名実施

2月 28 日 執行東串良町長及び東串良町議会議員補欠選挙　不在者投票 1 名実施

２０．その他の活動報告

4 月 1 日 鹿児島大学臨床教授委託

 昇卓夫･濵之上雅博･松永俊二･丸山芳一･西澤輝彦･米田敏･白濱浩･田代幸恵･長堂竜維

 鹿児島大学臨床准教授委託　川畠寿史

6月 24 日 鹿児島県赤十字血液センター献血 25 名

10 月 5 日 産科退院患者による「おぎゃー献金」を日母おぎゃー献金基金へ献金　 22,700 円

11 月 26 日 鹿児島県赤十字血液センター献血 17 名

12 月 28 日 リレー・フォー・ライフかごしまへ募金 112,901 円

２１．表彰
鹿児島県看護協会会長表彰 師長　上ノ町和子
8月 10 日 厚生労働省　平成 27 年度母子保健厚生労働大臣表彰 小児科部長　鉾之原昌
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